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The Holy Bible Aionian Edition ® is the world’s first Bible un-translation! What is an un-
translation? Bibles are translated into each of our languages from the original Hebrew,
Aramaic, and Koine Greek. Occasionally, the best word translation cannot be found and
these words are transliterated letter by letter. Four well known transliterations are Christ,
baptism, angel, and apostle. The meaning is then preserved more accurately through
context and a dictionary. The Aionian Bible un-translates and instead transliterates
eleven additional Aionian Glossary words to help us better understand God’s love for
individuals and all mankind, and the nature of afterlife destinies.

The first three words are aiōn, aiōnios, and aïdios, typically translated as eternal and
also world or eon. The Aionian Bible is named after an alternative spelling of aiōnios.
Consider that researchers question if aiōn and aiōnios actually mean eternal. Translating
aiōn as eternal in Matthew 28:20 makes no sense, as all agree. The Greek word
for eternal is aïdios, used in Romans 1:20 about God and in Jude 6 about demon
imprisonment. Yet what about aiōnios in John 3:16? Certainly we do not question
whether salvation is eternal! However, aiōnios means something much more wonderful
than infinite time! Ancient Greeks used aiōn to mean eon or age. They also used the
adjective aiōnios to mean entirety, such as complete or even consummate, but never
infinite time. Read Dr. Heleen Keizer and Ramelli and Konstan for proofs. So aiōnios
is the perfect description of God's Word which has everything we need for life and
godliness! And the aiōnios life promised in John 3:16 is not simply a ticket to eternal life
in the future, but the invitation through faith to the consummate life beginning now!

The next seven words are Sheol, Hadēs, Geenna, Tartaroō, Abyssos, and Limnē Pyr.
These words are often translated as Hell, the place of eternal punishment. However, Hell
is ill-defined when compared with the Hebrew and Greek. For example, Sheol is the
abode of deceased believers and unbelievers and should never be translated as Hell.
Hadēs is a temporary place of punishment, Revelation 20:13-14. Geenna is the Valley of
Hinnom, Jerusalem's refuse dump, a temporal judgment for sin. Tartaroō is a prison for
demons, mentioned once in 2 Peter 2:4. Abyssos is a temporary prison for the Beast
and Satan. Translators are also inconsistent because Hell is used by the King James
Version 54 times, the New International Version 14 times, and the World English Bible
zero times. Finally, Limnē Pyr is the Lake of Fire, yet Matthew 25:41 explains that
these fires are prepared for the Devil and his angels. So there is reason to review our
conclusions about the destinies of redeemed mankind and fallen angels.

The eleventh word, eleēsē, reveals the grand conclusion of grace in Romans 11:32.
Take the time to understand these eleven words. The original translation is unaltered and
a note is added to 64 Old Testament and 200 New Testament verses. To help parallel
study and Strong's Concordance use, apocryphal text is removed and most variant verse
numbering is mapped to the English standard. We thank our sources at eBible.org,
Crosswire.org, unbound.Biola.edu, Bible4u.net, and NHEB.net. The Aionian Bible is
copyrighted with creativecommons.org/licenses/by-nd/4.0, allowing 100% freedom to
copy and print, if respecting source copyrights. Check the Reader's Guide and read
online at AionianBible.org, with Android, and TOR network. Why purple? King Jesus’
Word is royal… and purple is the color of royalty!
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新約聖書



そのとき、イエスはこう言われた。「父よ。彼らをお赦しください。

彼らは、何をしているのか自分でわからないのです。」

彼らは、くじを引いて、イエスの着物を分けた。

ルカの福音書 23:34
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マタイの福音書

1アブラハムの子孫、ダビデの子孫、イエ
ス・キリストの系図。 2アブラハムにイ

サクが生まれ、イサクにヤコブが生まれ、

ヤコブにユダとその兄弟たちが生まれ、 3

ユダに、タマルによってパレスとザラが生

まれ、パレスにエスロンが生まれ、エスロ

ンにアラムが生まれ、 4アラムにアミナダ

ブが生まれ、アミナダブにナアソンが生ま

れ、ナアソンにサルモンが生まれ、 5サル

モンに、ラハブによってボアズが生まれ、

ボアズに、ルツによってオベデが生まれ、

オベデにエッサイが生まれ、 6エッサイに

ダビデ王が生まれた。 ダビデに、ウリヤの

妻によってソロモンが生まれ、 7ソロモン

にレハベアムが生まれ、レハベアムにアビ

ヤが生まれ、アビヤにアサが生まれ、 8ア

サにヨサパテが生まれ、ヨサパテにヨラム

が生まれ、ヨラムにウジヤが生まれ、 9ウ

ジヤにヨタムが生まれ、ヨタムにアハズが

生まれ、アハズにヒゼキヤが生まれ、 10ヒ

ゼキヤにマナセが生まれ、マナセにアモン

が生まれ、アモンにヨシヤが生まれ、 11ヨ

シヤに、バビロン移住のころエコニヤとそ

の兄弟たちが生まれた。 12バビロン移住の

後、エコニヤにサラテルが生まれ、サラテ

ルにゾロバベルが生まれ、 13ゾロバベルに

アビウデが生まれ、アビウデにエリヤキム

が生まれ、エリヤキムにアゾルが生まれ、

14アゾルにサドクが生まれ、サドクにアキ

ムが生まれ、アキムにエリウデが生まれ、

15エリウデにエレアザルが生まれ、エレア

ザルにマタンが生まれ、マタンにヤコブが

生まれ、 16ヤコブにマリヤの夫ヨセフが生

まれた。キリストと呼ばれるイエスはこの

マリヤからお生まれになった。 17それで、

アブラハムからダビデまでの代が全部で十

四代、ダビデからバビロン移住までが十四

代、バビロン移住からキリストまでが十四

代になる。 18イエス・キリストの誕生は次

のようであった。その母マリヤはヨセフの

妻と決まっていたが、ふたりがまだいっし

ょにならないうちに、聖霊によって身重に

なったことがわかった。 19夫のヨセフは正

しい人であって、彼女をさらし者にはした

くなかったので、内密に去らせようと決め

た。 20彼がこのことを思い巡らしていたと

き、主の使いが夢に現われて言った。「ダ

ビデの子ヨセフ。恐れないであなたの妻マ

リヤを迎えなさい。その胎に宿っているも

のは聖霊によるのです。 21マリヤは男の子

を産みます。その名をイエスとつけなさい

。この方こそ、ご自分の民をその罪から救

ってくださる方です。」 22このすべての出

来事は、主が預言者を通して言われた事が

成就するためであった。 23「見よ、処女が

みごもっている。そして男の子を産む。そ

の名はインマヌエルと呼ばれる。」（訳す

と、神は私たちとともにおられる、という

意味である。） 24ヨセフは眠りからさめ、

主の使いに命じられたとおりにして、その

妻を迎え入れ、 25そして、子どもが生まれ

るまで彼女を知ることがなく、その子ども

の名をイエスとつけた。

2イエスが、ヘロデ王の時代に、ユダヤの
ベツレヘムでお生まれになったとき、見

よ、東方の博士たちがエルサレムにやって

来て、こう言った。 2「ユダヤ人の王とし

てお生まれになった方はどこにおいでにな

りますか。私たちは、東のほうでその方の
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星を見たので、拝みにまいりました。」 3

それを聞いて、ヘロデ王は恐れ惑った。エ

ルサレム中の人も王と同様であった。 4そ

こで、王は、民の祭司長たち、学者たちを

みな集めて、キリストはどこで生まれるの

かと問いただした。 5彼らは王に言った。

「ユダヤのベツレヘムです。預言者によっ

てこう書かれているからです。 6『ユダの

地、ベツレヘム。 あなたはユダを治める者

たちの中で、決して一番小さくはない。わ

たしの民イスラエルを治める支配者が、 あ

なたから出るのだから。』」 7そこで、ヘ

ロデはひそかに博士たちを呼んで、彼らか

ら星の出現の時間を突き止めた。 8そして

、こう言って彼らをベツレヘムに送った。

「行って幼子のことを詳しく調べ、わかっ

たら知らせてもらいたい。私も行って拝む

から。」 9彼らは王の言ったことを聞いて

出かけた。すると、見よ、東方で見た星が

彼らを先導し、ついに幼子のおられる所ま

で進んで行き、その上にとどまった。 10そ

の星を見て、彼らはこの上もなく喜んだ。

11そしてその家にはいって、母マリヤとと

もにおられる幼子を見、ひれ伏して拝んだ

。そして、宝の箱をあけて、黄金、乳香、

没薬を贈り物としてささげた。 12それから

、夢でヘロデのところへ戻るなという戒め

を受けたので、別の道から自分の国へ帰っ

て行った。 13彼らが帰って行ったとき、見

よ、主の使いが夢でヨセフに現われて言っ

た。「立って、幼子とその母を連れ、エジ

プトへ逃げなさい。そして、私が知らせる

まで、そこにいなさい。ヘロデがこの幼子

を捜し出して殺そうとしています。」 14そ

こで、ヨセフは立って、夜のうちに幼子と

その母を連れてエジプトに立ちのき、 15ヘ

ロデが死ぬまでそこにいた。これは、主が

預言者を通して、「わたしはエジプトから

、わたしの子を呼び出した。」と言われた

事が成就するためであった。 16その後、ヘ

ロデは、博士たちにだまされたことがわか

ると、非常におこって、人をやって、ベツ

レヘムとその近辺の二歳以下の男の子をひ

とり残らず殺させた。その年令は博士たち

から突き止めておいた時間から割り出した

のである。 17そのとき、預言者エレミヤを

通して言われた事が成就した。 18「ラマで

声がする。泣き、そして嘆き叫ぶ声。ラケ

ルがその子らのために泣いている。 ラケル

は慰められることを拒んだ。 子らがもうい

ないからだ。」 19ヘロデが死ぬと、見よ、

主の使いが、夢でエジプトにいるヨセフに

現われて、言った。 20「立って、幼子とそ

の母を連れて、イスラエルの地に行きなさ

い。幼子のいのちをつけねらっていた人た

ちは死にました。」 21そこで、彼は立って

、幼子とその母を連れて、イスラエルの地

にはいった。 22しかし、アケラオが父ヘロ

デに代わってユダヤを治めていると聞いた

ので、そこに行ってとどまることを恐れた

。そして、夢で戒めを受けたので、ガリラ

ヤ地方に立ちのいた。 23そして、ナザレと

いう町に行って住んだ。これは預言者たち

を通して「この方はナザレ人と呼ばれる。

」と言われた事が成就するためであった。

3そのころ、バプテスマのヨハネが現われ
、ユダヤの荒野で教えを宣べて、言った

。 2「悔い改めなさい。天の御国が近づい

たから。」 3この人は預言者イザヤによっ

て、 「荒野で叫ぶ者の声がする。『主の道
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を用意し、主の通られる道をまっすぐにせ

よ。』」と言われたその人である。 4この

ヨハネは、らくだの毛の着物を着、腰には

皮の帯を締め、その食べ物はいなごと野蜜

であった。 5さて、エルサレム、ユダヤ全

土、ヨルダン川沿いの全地域の人々がヨハ

ネのところへ出て行き、 6自分の罪を告白

して、ヨルダン川で彼からバプテスマを受

けた。 7しかし、パリサイ人やサドカイ人

が大ぜいバプテスマを受けに来るのを見た

とき、ヨハネは彼らに言った。「まむしの

すえたち。だれが必ず来る御怒りをのがれ

るように教えたのか。 8それなら、悔い改

めにふさわしい実を結びなさい。 9『われ

われの先祖はアブラハムだ。』と心の中で

言うような考えではいけません。あなたが

たに言っておくが、神は、この石ころから

でも、アブラハムの子孫を起こすことがお

できになるのです。 10斧もすでに木の根元

に置かれています。だから、良い実を結ば

ない木は、みな切り倒されて、火に投げ込

まれます。 11私は、あなたがたが悔い改め

るために、水のバプテスマを授けています

が、私のあとから来られる方は、私よりも

さらに力のある方です。私はその方のはき

ものを脱がせてあげる値うちもありません

。その方は、あなたがたに聖霊と火とのバ

プテスマをお授けになります。 12手に箕を

持っておられ、ご自分の脱穀場をすみずみ

まできよめられます。麦を倉に納め、殻を

消えない火で焼き尽くされます。」 13さて

、イエスは、ヨハネからバプテスマを受け

るために、ガリラヤからヨルダンにお着き

になり、ヨハネのところに来られた。 14し

かし、ヨハネはイエスにそうさせまいとし

て、言った。「私こそ、あなたからバプテ

スマを受けるはずですのに、あなたが、私

のところにおいでになるのですか。」 15と

ころが、イエスは答えて言われた。「今は

そうさせてもらいたい。このようにして、

すべての正しいことを実行するのは、わた

したちにふさわしいのです。」そこで、ヨ

ハネは承知した。 16こうして、イエスはバ

プテスマを受けて、すぐに水から上がられ

た。すると、天が開け、神の御霊が鳩のよ

うに下って、自分の上に来られるのをご覧

になった。 17また、天からこう告げる声が

聞こえた。「これは、わたしの愛する子、

わたしはこれを喜ぶ。」

4さて、イエスは、悪魔の試みを受けるた
め、御霊に導かれて荒野に上って行かれ

た。 2そして、四十日四十夜断食したあと

で、空腹を覚えられた。 3すると、試みる

者が近づいて来て言った。「あなたが神の

子なら、この石がパンになるように、命じ

なさい。」 4イエスは答えて言われた。「

『人はパンだけで生きるのではなく、神の

口から出る一つ一つのことばによる。』と

書いてある。」 5すると、悪魔はイエスを

聖なる都に連れて行き、神殿の頂に立たせ

て、 6言った。「あなたが神の子なら、下

に身を投げてみなさい。『神は御使いたち

に命じて、その手にあなたをささえさせ、

あなたの足が石に打ち当たることのないよ

うにされる。』と書いてありますから。」

7イエスは言われた。「『あなたの神であ

る主を試みてはならない。』とも書いてあ

る。」 8今度は悪魔は、イエスを非常に高

い山に連れて行き、この世のすべての国々

とその栄華を見せて、 9言った。「もしひ
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れ伏して私を拝むなら、これを全部あなた

に差し上げましょう。」 10イエスは言われ

た。「引き下がれ、サタン。『あなたの神

である主を拝み、主にだけ仕えよ。』と書

いてある。」 11すると悪魔はイエスを離れ

て行き、見よ、御使いたちが近づいて来て

仕えた。 12ヨハネが捕えられたと聞いてイ

エスは、ガリラヤへ立ちのかれた。 13そし

てナザレを去って、カペナウムに来て住ま

われた。ゼブルンとナフタリとの境にある

、湖のほとりの町である。 14これは、預言

者イザヤを通して言われた事が、成就する

ためであった。すなわち、 15「ゼブルンの

地とナフタリの地、湖に向かう道、 ヨルダ

ンの向こう岸、異邦人のガリラヤ。 16暗や

みの中にすわっていた民は偉大な光を見、

死の地と死の陰にすわっていた人々に、 光

が上った。」 17この時から、イエスは宣教

を開始して、言われた。「悔い改めなさい

。天の御国が近づいたから。」 18イエスが

ガリラヤ湖のほとりを歩いておられたとき

、ふたりの兄弟、ペテロと呼ばれるシモン

とその兄弟アンデレをご覧になった。彼ら

は湖で網を打っていた。漁師だったからで

ある。 19イエスは彼らに言われた。「わた

しについて来なさい。あなたがたを、人間

をとる漁師にしてあげよう。」 20彼らはす

ぐに網を捨てて従った。 21そこからなお行

かれると、イエスは、別のふたりの兄弟、

ゼベダイの子ヤコブとその兄弟ヨハネが、

父ゼベダイといっしょに舟の中で網を繕っ

ているのをご覧になり、ふたりをお呼びに

なった。 22彼らはすぐに舟も父も残してイ

エスに従った。 23イエスはガリラヤ全土を

巡って、会堂で教え、御国の福音を宣べ伝

え、民の中のあらゆる病気、あらゆるわず

らいを直された。 24イエスのうわさはシリ

ヤ全体に広まった。それで、人々は、さま

ざまの病気と痛みに苦しむ病人、悪霊につ

かれた人、てんかん持ちや、中風の者など

をみな、みもとに連れて来た。イエスは彼

らをお直しになった。 25こうしてガリラヤ

、デカポリス、エルサレム、ユダヤおよび

ヨルダンの向こう岸から大ぜいの群衆がイ

エスにつき従った。

5この群衆を見て、イエスは山に登り、お
すわりになると、弟子たちがみもとに来

た。 2そこで、イエスは口を開き、彼らに

教えて、言われた。 3「心の貧しい者は幸

いです。天の御国はその人のものだからで

す。 4悲しむ者は幸いです。その人は慰め

られるからです。 5柔和な者は幸いです。

その人は地を相続するからです。 6義に飢

え渇いている者は幸いです。その人は満ち

足りるからです。 7あわれみ深い者は幸い

です。その人はあわれみを受けるからです

。 8心のきよい者は幸いです。その人は神

を見るからです。 9平和をつくる者は幸い

です。その人は神の子どもと呼ばれるから

です。 10義のために迫害されている者は幸

いです。天の御国はその人のものだからで

す。 11わたしのために、ののしられたり、

迫害されたり、また、ありもしないことで

悪口雑言を言われたりするとき、あなたが

たは幸いです。 12喜びなさい。喜びおどり

なさい。天においてあなたがたの報いは大

きいのだから。あなたがたより前に来た預

言者たちも、そのように迫害されました。

13あなたがたは、地の塩です。もし塩が塩

けをなくしたら、何によって塩けをつける
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のでしょう。もう何の役にも立たず、外に

捨てられて、人々に踏みつけられるだけで

す。 14あなたがたは、世界の光です。山の

上にある町は隠れる事ができません。 15ま

た、あかりをつけて、それを枡の下に置く

者はありません。燭台の上に置きます。そ

うすれば、家にいる人々全部を照らします

。 16このように、あなたがたの光を人々の

前で輝かせ、人々があなたがたの良い行な

いを見て、天におられるあなたがたの父を

あがめるようにしなさい。 17わたしが来た

のは律法や預言者を廃棄するためだと思っ

てはなりません。廃棄するためにではなく

、成就するために来たのです。 18まことに

、あなたがたに告げます。天地が滅びうせ

ない限り、律法の中の一点一画でも決して

すたれることはありません。全部が成就さ

れます。 19だから、戒めのうち最も小さい

ものの一つでも、これを破ったり、また破

るように人に教えたりする者は、天の御国

で、最も小さい者と呼ばれます。しかし、

それを守り、また守るように教える者は、

天の御国で、偉大な者と呼ばれます。 20ま

ことに、あなたがたに告げます。もしあな

たがたの義が、律法学者やパリサイ人の義

にまさるものでないなら、あなたがたは決

して天の御国に、はいれません。 21昔の人

々に、『人を殺してはならない。人を殺す

者はさばきを受けなければならない。』と

言われたのを、あなたがたは聞いています

。 22しかし、わたしはあなたがたに言いま

す。兄弟に向かって腹を立てる者は、だれ

でもさばきを受けなければなりません。兄

弟に向かって『能なし。』と言うような者

は、最高議会に引き渡されます。また、『

ばか者。』と言うような者は燃えるゲヘナ

に投げ込まれます。 (Geenna g1067) 23だから、

祭壇の上に供え物をささげようとしている

とき、もし兄弟に恨まれていることをそこ

で思い出したなら、 24供え物はそこに、祭

壇の前に置いたままにして、出て行って、

まずあなたの兄弟と仲直りをしなさい。そ

れから、来て、その供え物をささげなさい

。 25あなたを告訴する者とは、あなたが彼

といっしょに途中にある間に早く仲良くな

りなさい。そうでないと、告訴する者は、

あなたを裁判官に引き渡し、裁判官は下役

に引き渡して、あなたはついに牢に入れら

れることになります。 26まことに、あなた

に告げます。あなたは最後の一コドラント

を支払うまでは、そこから出ては来られま

せん。 27『姦淫してはならない。』と言わ

れたのを、あなたがたは聞いています。 28

しかし、わたしはあなたがたに言います。

だれでも情欲をいだいて女を見る者は、す

でに心の中で姦淫を犯したのです。 29もし

、右の目が、あなたをつまずかせるなら、

えぐり出して、捨ててしまいなさい。から

だの一部を失っても、からだ全体ゲヘナに

投げ込まれるよりは、よいからです。

(Geenna g1067) 30もし、右の手があなたをつま

ずかせるなら、切って、捨ててしまいなさ

い。からだの一部を失っても、からだ全体

ゲヘナに落ちるよりは、よいからです。

(Geenna g1067) 31また『だれでも、妻を離別す

る者は、妻に離婚状を与えよ。』と言われ

ています。 32しかし、わたしはあなたがた

に言います。だれであっても、不貞以外の

理由で妻を離別する者は、妻に姦淫を犯さ

せるのです。また、だれでも、離別された
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女と結婚すれば、姦淫を犯すのです。 33さ

らにまた、昔の人々に、『偽りの誓いを立

ててはならない。あなたの誓ったことを主

に果たせ。』と言われていたのを、あなた

がたは聞いています。 34しかし、わたしは

あなたがたに言います。決して誓ってはい

けません。すなわち、天をさして誓っては

いけません。そこは神の御座だからです。

35地をさして誓ってもいけません。そこは

神の足台だからです。エルサレムをさして

誓ってもいけません。そこは偉大な王の都

だからです。 36あなたの頭をさして誓って

もいけません。あなたは、一本の髪の毛す

ら、白くも黒くもできないからです。 37だ

から、あなたがたは、『はい。』は『はい

。』、『いいえ。』は『いいえ。』とだけ

言いなさい。それ以上のことは悪いことで

す。 38『目には目で、歯には歯で。』と言

われたのを、あなたがたは聞いています。

39しかし、わたしはあなたがたに言います

。悪い者に手向かってはいけません。あな

たの右の頬を打つような者には、左の頬も

向けなさい。 40あなたを告訴して下着を取

ろうとする者には、上着もやりなさい。 41

あなたに一ミリオン行けと強いるような者

とは、いっしょに二ミリオン行きなさい。

42求める者には与え、借りようとする者は

断わらないようにしなさい。 43『自分の隣

人を愛し、自分の敵を憎め。』と言われた

のを、あなたがたは聞いています。 44しか

し、わたしはあなたがたに言います。自分

の敵を愛し、迫害する者のために祈りなさ

い。 45それでこそ、天におられるあなたが

たの父の子どもになれるのです。天の父は

、悪い人にも良い人にも太陽を上らせ、正

しい人にも正しくない人にも雨を降らせて

くださるからです。 46自分を愛してくれる

者を愛したからといって、何の報いが受け

られるでしょう。取税人でも、同じことを

しているではありませんか。 47また、自分

の兄弟にだけあいさつしたからといって、

どれだけまさったことをしたのでしょう。

異邦人でも同じことをするではありません

か。 48だから、あなたがたは、天の父が完

全なように、完全でありなさい。

6人に見せるために人前で善行をしないよ
うに気をつけなさい。そうでないと、天

におられるあなたがたの父から、報いが受

けられません。 2だから、施しをするとき

には、人にほめられたくて会堂や通りで施

しをする偽善者たちのように、自分の前で

ラッパを吹いてはいけません。まことに、

あなたがたに告げます。彼らはすでに自分

の報いを受け取っているのです。 3あなた

は、施しをするとき、右の手のしているこ

とを左の手に知られないようにしなさい。

4あなたの施しが隠れているためです。そ

うすれば、隠れた所で見ておられるあなた

の父が、あなたに報いてくださいます。 5

また、祈るときには、偽善者たちのようで

あってはいけません。彼らは、人に見られ

たくて会堂や通りの四つ角に立って祈るの

が好きだからです。まことに、あなたがた

に告げます。彼らはすでに自分の報いを受

け取っているのです。 6あなたは、祈ると

きには自分の奥まった部屋にはいりなさい

。そして、戸をしめて、隠れた所におられ

るあなたの父に祈りなさい。そうすれば、

隠れた所で見ておられるあなたの父が、あ

なたに報いてくださいます。 7また、祈る
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とき、異邦人のように同じことばを、ただ

くり返してはいけません。彼らはことば数

が多ければ聞かれると思っているのです。

8だから、彼らのまねをしてはいけません

。あなたがたの父なる神は、あなたがたが

お願いする先に、あなたがたに必要なもの

を知っておられるからです。 9だから、こ

う祈りなさい。 『天にいます私たちの父よ

。御名があがめられますように。 10御国

が来ますように。 みこころが天で行なわれ

るように地でも行なわれますように。 11私

たちの日ごとの糧をきょうもお与えくださ

い。 12私たちの負いめをお赦しください。

私たちも、私たちに負いめのある人たちを

赦しました。 13私たちを試みに会わせない

で、悪からお救いください。』［国と力と

栄えは、とこしえにあなたのものだからで

す。アーメン。］ 14もし人の罪を赦すなら

、あなたがたの天の父もあなたがたを赦し

てくださいます。 15しかし、人を赦さない

なら、あなたがたの父もあなたがたの罪を

お赦しになりません。 16断食するときには

、偽善者たちのようにやつれた顔つきをし

てはいけません。彼らは、断食しているこ

とが人に見えるようにと、その顔をやつす

のです。まことに、あなたがたに告げます

。彼らはすでに自分の報いを受け取ってい

るのです。 17しかし、あなたが断食すると

きには、自分の頭に油を塗り、顔を洗いな

さい。 18それは、断食していることが、人

には見られないで、隠れた所におられるあ

なたの父に見られるためです。そうすれば

、隠れた所で見ておられるあなたの父が報

いてくださいます。 19自分の宝を地上にた

くわえるのはやめなさい。そこでは虫とさ

びで、きず物になり、また盗人が穴をあけ

て盗みます。 20自分の宝は、天にたくわえ

なさい。そこでは、虫もさびもつかず、盗

人が穴をあけて盗むこともありません。 21

あなたの宝のあるところに、あなたの心も

あるからです。 22からだのあかりは目です

。それで、もしあなたの目が健全なら、あ

なたの全身が明るいが、 23もし、目が悪け

れば、あなたの全身が暗いでしょう。それ

なら、もしあなたのうちの光が暗ければ、

その暗さはどんなでしょう。 24だれも、ふ

たりの主人に仕えることはできません。一

方を憎んで他方を愛したり、一方を重んじ

て他方を軽んじたりするからです。あなた

がたは、神にも仕え、また富にも仕えると

いうことはできません。 25だから、わたし

はあなたがたに言います。自分のいのちの

ことで、何を食べようか、何を飲もうかと

心配したり、また、からだのことで、何を

着ようかと心配したりしてはいけません。

いのちは食べ物よりたいせつなもの、から

だは着物よりたいせつなものではありませ

んか。 26空の鳥を見なさい。種蒔きもせず

、刈り入れもせず、倉に納めることもしま

せん。けれども、あなたがたの天の父がこ

れを養っていてくださるのです。あなたが

たは、鳥よりも、もっとすぐれたものでは

ありませんか。 27あなたがたのうちだれが

、心配したからといって、自分のいのちを

少しでも延ばすことができますか。 28なぜ

着物のことで心配するのですか。野のゆり

がどうして育つのか、よくわきまえなさい

。働きもせず、紡ぎもしません。 29しかし

、わたしはあなたがたに言います。栄華を

窮めたソロモンでさえ、このような花の一
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つほどにも着飾ってはいませんでした。 30

きょうあっても、あすは炉に投げ込まれる

野の草さえ、神はこれほどに装ってくださ

るのだから、ましてあなたがたに、よくし

てくださらないわけがありましょうか。信

仰の薄い人たち。 31そういうわけだから、

何を食べるか、何を飲むか、何を着るか、

などと言って心配するのはやめなさい。 32

こういうものはみな、異邦人が切に求めて

いるものなのです。しかし、あなたがたの

天の父は、それがみなあなたがたに必要で

あることを知っておられます。 33だから、

神の国とその義とをまず第一に求めなさい

。そうすれば、それに加えて、これらのも

のはすべて与えられます。 34だから、あす

のための心配は無用です。あすのことはあ

すが心配します。労苦はその日その日に、

十分あります。

7さばいてはいけません。さばかれないた
めです。 2あなたがたがさばくとおりに

、あなたがたもさばかれ、あなたがたが量

るとおりに、あなたがたも量られるからで

す。 3また、なぜあなたは、兄弟の目の中

のちりに目をつけるが、自分の目の中の梁

には気がつかないのですか。 4兄弟に向か

って、『あなたの目のちりを取らせてくだ

さい。』などとどうして言うのですか。見

なさい、自分の目には梁があるではありま

せんか。 5偽善者たち。まず自分の目から

梁を取りのけなさい。そうすれば、はっき

り見えて、兄弟の目からも、ちりを取り除

くことができます。 6聖なるものを犬に与

えてはいけません。また豚の前に、真珠を

投げてはなりません。それを足で踏みにじ

り、向き直ってあなたがたを引き裂くでし

ょうから。 7求めなさい。そうすれば与え

られます。捜しなさい。そうすれば見つか

ります。たたきなさい。そうすれば開かれ

ます。 8だれであれ、求める者は受け、捜

す者は見つけ出し、たたく者には開かれま

す。 9あなたがたも、自分の子がパンを下

さいと言うときに、だれが石を与えるでし

ょう。 10また、子が魚を下さいと言うのに

、だれが蛇を与えるでしょう。 11してみる

と、あなたがたは、悪い者ではあっても、

自分の子どもには良い物を与えることを知

っているのです。とすれば、なおのこと、

天におられるあなたがたの父が、どうして

、求める者たちに良いものを下さらないこ

とがありましょう。 12それで、何事でも、

自分にしてもらいたいことは、ほかの人に

もそのようにしなさい。これが律法であり

預言者です。 13狭い門からはいりなさい。

滅びに至る門は大きく、その道は広いから

です。そして、そこからはいって行く者が

多いのです。 14いのちに至る門は小さく、

その道は狭く、それを見いだす者はまれで

す。 15にせ預言者たちに気をつけなさい。

彼らは羊のなりをしてやって来るが、うち

は貪欲な狼です。 16あなたがたは、実によ

って彼らを見分けることができます。ぶど

うは、いばらからは取れないし、いちじく

は、あざみから取れるわけがないでしょう

。 17同様に、良い木はみな良い実を結ぶが

、悪い木は悪い実を結びます。 18良い木が

悪い実をならせることはできないし、また

、悪い木が良い実をならせることもできま

せん。 19良い実を結ばない木は、みな切り

倒されて、火に投げ込まれます。 20こうい

うわけで、あなたがたは、実によって彼ら
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を見分けることができるのです。 21わたし

に向かって、『主よ、主よ。』と言う者が

みな天の御国にはいるのではなく、天にお

られるわたしの父のみこころを行なう者が

はいるのです。 22その日には、大ぜいの者

がわたしに言うでしょう。『主よ、主よ。

私たちはあなたの名によって預言をし、あ

なたの名によって悪霊を追い出し、あなた

の名によって奇蹟をたくさん行なったでは

ありませんか。』 23しかし、その時、わた

しは彼らにこう宣告します。『わたしはあ

なたがたを全然知らない。不法をなす者ど

も。わたしから離れて行け。』 24だから、

わたしのこれらのことばを聞いてそれを行

なう者はみな、岩の上に自分の家を建てた

賢い人に比べることができます。 25雨が降

って洪水が押し寄せ、風が吹いてその家に

打ちつけたが、それでも倒れませんでした

。岩の上に建てられていたからです。 26ま

た、わたしのこれらのことばを聞いてそれ

を行なわない者はみな、砂の上に自分の家

を建てた愚かな人に比べることができます

。 27雨が降って洪水が押し寄せ、風が吹い

てその家に打ちつけると、倒れてしまいま

した。しかもそれはひどい倒れ方でした。

」 28イエスがこれらのことばを語り終えら

れると、群衆はその教えに驚いた。 29とい

うのは、イエスが、律法学者たちのように

ではなく、権威ある者のように教えられた

からである。

8イエスが山から降りて来られると、多く
の群衆がイエスに従った。 2すると、ひ

とりのらい病人がみもとに来て、ひれ伏し

て言った。「主よ。お心一つで、私をきよ

めることがおできになります。」 3イエス

は手を伸ばして、彼にさわり、「わたしの

心だ。きよくなれ。」と言われた。すると

、すぐに彼のらい病はきよめられた。 4イ

エスは彼に言われた。「気をつけて、だれ

にも話さないようにしなさい。ただ、人々

へのあかしのために、行って、自分を祭司

に見せなさい。そして、モーセの命じた供

え物をささげなさい。」 5イエスがカペナ

ウムにはいられると、ひとりの百人隊長が

みもとに来て、懇願して、 6言った。「主

よ。私のしもべが中風やみで、家に寝てい

て、ひどく苦しんでおります。」 7イエス

は彼に言われた。「行って、直してあげよ

う。」 8しかし、百人隊長は答えて言った

。「主よ。あなたを私の屋根の下にお入れ

する資格は、私にはありません。ただ、お

ことばをいただかせてください。そうすれ

ば、私のしもべは直りますから。 9と申し

ますのは、私も権威の下にある者ですが、

私自身の下にも兵士たちがいまして、その

ひとりに『行け。』と言えば行きますし、

別の者に『来い。』と言えば来ます。また

、しもべに『これをせよ。』と言えば、そ

のとおりにいたします。」 10イエスは、こ

れを聞いて驚かれ、ついて来た人たちにこ

う言われた。「まことに、あなたがたに告

げます。わたしはイスラエルのうちのだれ

にも、このような信仰を見たことがありま

せん。 11あなたがたに言いますが、たくさ

んの人が東からも西からも来て、天の御国

で、アブラハム、イサク、ヤコブといっし

ょに食卓に着きます。 12しかし、御国の子

らは外の暗やみに放り出され、そこで泣い

て歯ぎしりするのです。」 13それから、イ

エスは百人隊長に言われた。「さあ行きな
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さい。あなたの信じたとおりになるように

。」すると、ちょうどその時、そのしもべ

はいやされた。 14それから、イエスは、ペ

テロの家に来られて、ペテロのしゅうとめ

が熱病で床に着いているのをご覧になった

。 15イエスが手にさわられると、熱がひき

、彼女は起きてイエスをもてなした。 16夕

方になると、人々は悪霊につかれた者を大

ぜい、みもとに連れて来た。そこで、イエ

スはみことばをもって霊どもを追い出し、

また病気の人々をみなお直しになった。 17

これは、預言者イザヤを通して言われた事

が成就するためであった。「彼が私たちの

わずらいを身に引き受け、私たちの病を背

負った。」 18さて、イエスは群衆が自分の

回りにいるのをご覧になると、向こう岸に

行くための用意をお命じになった。 19そこ

に、ひとりの律法学者が来てこう言った。

「先生。私はあなたのおいでになる所なら

、どこにでもついてまいります。」 20する

と、イエスは彼に言われた。「狐には穴が

あり、空の鳥には巣があるが、人の子には

枕する所もありません。」 21また、別のひ

とりの弟子がイエスにこう言った。「主よ

。まず行って、私の父を葬ることを許して

ください。」 22ところが、イエスは彼に言

われた。「わたしについて来なさい。死人

たちに彼らの中の死人たちを葬らせなさい

。」 23イエスが舟にお乗りになると、弟子

たちも従った。 24すると、見よ、湖に大暴

風が起こって、舟は大波をかぶった。とこ

ろが、イエスは眠っておられた。 25弟子た

ちはイエスのみもとに来て、イエスを起こ

して言った。「主よ。助けてください。私

たちはおぼれそうです。」 26イエスは言わ

れた。「なぜこわがるのか、信仰の薄い者

たちだ。」それから、起き上がって、風と

湖をしかりつけられると、大なぎになった

。 27人々は驚いてこう言った。「風や湖ま

でが言うことをきくとは、いったいこの方

はどういう方なのだろう。」 28それから、

向こう岸のガダラ人の地にお着きになると

、悪霊につかれた人がふたり墓から出て来

て、イエスに出会った。彼らはひどく狂暴

で、だれもその道を通れないほどであった

。 29すると、見よ、彼らはわめいて言った

。「神の子よ。いったい私たちに何をしよ

うというのです。まだその時ではないのに

、もう私たちを苦しめに来られたのですか

。」 30ところで、そこからずっと離れた所

に、たくさんの豚の群れが飼ってあった。

31それで、悪霊どもはイエスに願ってこう

言った。「もし私たちを追い出そうとされ

るのでしたら、どうか豚の群れの中にやっ

てください。」 32イエスは彼らに「行け。

」と言われた。すると、彼らは出て行って

豚にはいった。すると、見よ、その群れ全

体がどっとがけから湖へ駆け降りて行って

、水におぼれて死んだ。 33飼っていた者た

ちは逃げ出して町に行き、悪霊につかれた

人たちのことなどを残らず知らせた。 34す

ると、見よ、町中の者がイエスに会いに出

て来た。そして、イエスに会うと、どうか

この地方を立ち去ってくださいと願った。

9イエスは舟に乗って湖を渡り、自分の町
に帰られた。 2すると、人々が中風の人

を床に寝かせたままで、みもとに運んで来

た。イエスは彼らの信仰を見て、中風の人

に、「子よ。しっかりしなさい。あなたの

罪は赦された。」と言われた。 3すると、
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律法学者たちは、心の中で、「この人は神

をけがしている。」と言った。 4イエスは

彼らの心の思いを知って言われた。「なぜ

、心の中で悪いことを考えているのか。 5

『あなたの罪は赦された。』と言うのと、

『起きて歩け。』と言うのと、どちらがや

さしいか。 6人の子が地上で罪を赦す権威

を持っていることを、あなたがたに知らせ

るために。」こう言って、それから中風の

人に、「起きなさい。寝床をたたんで、家

に帰りなさい。」と言われた。 7すると、

彼は起きて家に帰った。 8群衆はそれを見

て恐ろしくなり、こんな権威を人にお与え

になった神をあがめた。 9イエスは、そこ

を去って道を通りながら、収税所にすわっ

ているマタイという人をご覧になって、「

わたしについて来なさい。」と言われた。

すると彼は立ち上がって、イエスに従った

。 10イエスが家で食事の席に着いておられ

るとき、見よ、取税人や罪人が大ぜい来て

、イエスやその弟子たちといっしょに食卓

に着いていた。 11すると、これを見たパリ

サイ人たちが、イエスの弟子たちに言った

。「なぜ、あなたがたの先生は、取税人や

罪人といっしょに食事をするのですか。」

12イエスはこれを聞いて言われた。「医者

を必要とするのは丈夫な者ではなく、病人

です。 13『わたしはあわれみは好むが、い

けにえは好まない。』とはどういう意味か

、行って学んで来なさい。わたしは正しい

人を招くためではなく、罪人を招くために

来たのです。」 14するとまた、ヨハネの弟

子たちが、イエスのところに来てこう言っ

た。「私たちとパリサイ人は断食するのに

、なぜ、あなたの弟子たちは断食しないの

ですか。」 15イエスは彼らに言われた。「

花婿につき添う友だちは、花婿がいっしょ

にいる間は、どうして悲しんだりできまし

ょう。しかし、花婿が取り去られる時が来

ます。そのときには断食します。 16だれも

、真新しい布切れで古い着物の継ぎをする

ようなことはしません。そんな継ぎ切れは

着物を引き破って、破れがもっとひどくな

るからです。 17また、人は新しいぶどう酒

を古い皮袋に入れるようなことはしません

。そんなことをすれば、皮袋は裂けて、ぶ

どう酒が流れ出てしまい、皮袋もだめにな

ってしまいます。新しいぶどう酒を新しい

皮袋に入れれば、両方とも保ちます。」 18

イエスがこれらのことを話しておられると

、見よ、ひとりの会堂管理者が来て、ひれ

伏して言った。「私の娘がいま死にました

。でも、おいでくださって、娘の上に御手

を置いてやってください。そうすれば娘は

生き返ります。」 19イエスが立って彼につ

いて行かれると、弟子たちもついて行った

。 20すると、見よ。十二年の間長血をわず

らっている女が、イエスのうしろに来て、

その着物のふさにさわった。 21「お着物に

さわることでもできれば、きっと直る。」

と心のうちで考えていたからである。 22イ

エスは、振り向いて彼女を見て言われた。

「娘よ。しっかりしなさい。あなたの信仰

があなたを直したのです。」すると、女は

その時から全く直った。 23イエスはその管

理者の家に来られて、笛吹く者たちや騒い

でいる群衆を見て、 24言われた。「あちら

に行きなさい。その子は死んだのではない

。眠っているのです。」すると、彼らはイ

エスをあざ笑った。 25イエスは群衆を外に
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出してから、うちにおはいりになり、少女

の手を取られた。すると少女は起き上がっ

た。 26このうわさはその地方全体に広まっ

た。 27イエスがそこを出て、道を通って行

かれると、ふたりの盲人が大声で、「ダビ

デの子よ。私たちをあわれんでください。

」と叫びながらついて来た。 28家にはいら

れると、その盲人たちはみもとにやって来

た。イエスが「わたしにそんなことができ

ると信じるのか。」と言われると、彼らは

「そうです。主よ。」と言った。 29そこで

、イエスは彼らの目にさわって、「あなた

がたの信仰のとおりになれ。」と言われた

。 30すると、彼らの目があいた。イエスは

彼らをきびしく戒めて、「決してだれにも

知られないように気をつけなさい。」と言

われた。 31ところが、彼らは出て行って、

イエスのことをその地方全体に言いふらし

た。 32この人たちが出て行くと、見よ、悪

霊につかれたおしが、みもとに連れて来ら

れた。 33悪霊が追い出されると、そのおし

はものを言った。群衆は驚いて、「こんな

ことは、イスラエルでいまだかつて見たこ

とがない。」と言った。 34しかし、パリサ

イ人たちは、「彼は悪霊どものかしらを使

って、悪霊どもを追い出しているのだ。」

と言った。 35それから、イエスは、すべて

の町や村を巡って、会堂で教え、御国の福

音を宣べ伝え、あらゆる病気、あらゆるわ

ずらいを直された。 36また、群衆を見て、

羊飼いのない羊のように弱り果てて倒れて

いる彼らをかわいそうに思われた。 37その

とき、弟子たちに言われた。「収穫は多い

が、働き手が少ない。 38だから、収穫の主

に、収穫のために働き手を送ってくださる

ように祈りなさい。」

10イエスは十二弟子を呼び寄せて、汚れ
た霊どもを制する権威をお授けになっ

た。霊どもを追い出し、あらゆる病気、あ

らゆるわずらいを直すためであった。 2さ

て、十二使徒の名は次のとおりである。ま

ず、ペテロと呼ばれるシモンとその兄弟ア

ンデレ、ゼベダイの子ヤコブとその兄弟ヨ

ハネ、 3ピリポとバルトロマイ、トマスと

取税人マタイ、アルパヨの子ヤコブとタダ

イ、 4熱心党員シモンとイエスを裏切った

イスカリオテ・ユダである。 5イエスは、

この十二人を遣わし、そのとき彼らにこう

命じられた。「異邦人の道に行ってはいけ

ません。サマリヤ人の町にはいってはいけ

ません。 6イスラエルの家の滅びた羊のと

ころに行きなさい。 7行って、『天の御国

が近づいた。』と宣べ伝えなさい。 8病人

を直し、死人を生き返らせ、らい病人をき

よめ、悪霊を追い出しなさい。あなたがた

は、ただで受けたのだから、ただで与えな

さい。 9胴巻に金貨や銀貨や銅貨を入れて

はいけません。 10旅行用の袋も、二枚目の

下着も、くつも、杖も持たずに行きなさい

。働く者が食べ物を与えられるのは当然だ

からです。 11どんな町や村にはいっても、

そこでだれが適当な人かを調べて、そこを

立ち去るまで、その人のところにとどまり

なさい。 12その家にはいるときには、平安

を祈るあいさつをしなさい。 13その家がそ

れにふさわしい家なら、その平安はきっと

その家に来るし、もし、ふさわしい家でな

いなら、その平安はあなたがたのところに

返って来ます。 14もしだれも、あなたがた
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を受け入れず、あなたがたのことばに耳を

傾けないなら、その家またはその町を出て

行くときに、あなたがたの足のちりを払い

落としなさい。 15まことに、あなたがたに

告げます。さばきの日には、ソドムとゴモ

ラの地でも、その町よりはまだ罰が軽いの

です。 16いいですか。わたしが、あなたが

たを遣わすのは、狼の中に羊を送り出すよ

うなものです。ですから、蛇のようにさと

く、鳩のようにすなおでありなさい。 17人

々には用心しなさい。彼らはあなたがたを

議会に引き渡し、会堂でむち打ちますから

。 18また、あなたがたは、わたしのゆえに

、総督たちや王たちの前に連れて行かれま

す。それは、彼らと異邦人たちにあかしを

するためです。 19人々があなたがたを引き

渡したとき、どのように話そうか、何を話

そうかと心配するには及びません。話すべ

きことは、そのとき示されるからです。 20

というのは、話すのはあなたがたではなく

、あなたがたのうちにあって話されるあな

たがたの父の御霊だからです。 21兄弟は兄

弟を死に渡し、父は子を死に渡し、子ども

たちは両親に立ち逆らって、彼らを死なせ

ます。 22また、わたしの名のために、あな

たがたはすべての人々に憎まれます。しか

し、最後まで耐え忍ぶ者は救われます。 23

彼らがこの町であなたがたを迫害するなら

、次の町にのがれなさい。というわけは、

確かなことをあなたがたに告げるのですが

、人の子が来るときまでに、あなたがたは

決してイスラエルの町々を巡り尽くせない

からです。 24弟子はその師にまさらず、し

もべはその主人にまさりません。 25弟子が

その師のようになれたら十分だし、しもべ

がその主人のようになれたら十分です。彼

らは家長をベルゼブルと呼ぶぐらいですか

ら、ましてその家族の者のことは、何と呼

ぶでしょう。 26だから、彼らを恐れてはい

けません。おおわれているもので、現わさ

れないものはなく、隠されているもので知

られずに済むものはありません。 27わたし

が暗やみであなたがたに話すことを明るみ

で言いなさい。また、あなたがたが耳もと

で聞くことを屋上で言い広めなさい。 28か

らだを殺しても、たましいを殺せない人た

ちなどを恐れてはなりません。そんなもの

より、たましいもからだも、ともにゲヘナ

で滅ぼすことのできる方を恐れなさい。

(Geenna g1067) 29二羽の雀は一アサリオンで売

っているでしょう。しかし、そんな雀の一

羽でも、あなたがたの父のお許しなしには

地に落ちることはありません。 30また、あ

なたがたの頭の毛さえも、みな数えられて

います。 31だから恐れることはありません

。あなたがたは、たくさんの雀よりもすぐ

れた者です。 32ですから、わたしを人の前

で認める者はみな、わたしも、天におられ

るわたしの父の前でその人を認めます。 33

しかし、人の前でわたしを知らないと言う

ような者なら、わたしも天におられるわた

しの父の前で、そんな者は知らないと言い

ます。 34わたしが来たのは地に平和をもた

らすためだと思ってはなりません。わたし

は、平和をもたらすために来たのではなく

、剣をもたらすために来たのです。 35なぜ

なら、わたしは人をその父に、娘をその母

に、嫁をそのしゅうとめに逆らわせるため

に来たからです。 36さらに、家族の者がそ

の人の敵となります。 37わたしよりも父や
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母を愛する者は、わたしにふさわしい者で

はありません。また、わたしよりも息子や

娘を愛する者は、わたしにふさわしい者で

はありません。 38自分の十字架を負ってわ

たしについて来ない者は、わたしにふさわ

しい者ではありません。 39自分のいのちを

自分のものとした者はそれを失い、わたし

のために自分のいのちを失った者は、それ

を自分のものとします。 40あなたがたを受

け入れる者は、わたしを受け入れるのです

。また、わたしを受け入れる者は、わたし

を遣わした方を受け入れるのです。 41預言

者を預言者だというので受け入れる者は、

預言者の受ける報いを受けます。また、義

人を義人だということで受け入れる者は、

義人の受ける報いを受けます。 42わたしの

弟子だというので、この小さい者たちのひ

とりに、水一杯でも飲ませるなら、まこと

に、あなたがたに告げます。その人は決し

て報いに漏れることはありません。」

11イエスはこのように十二弟子に注意を
与え、それを終えられると、彼らの町

々で教えたり宣べ伝えたりするため、そこ

を立ち去られた。 2さて、獄中でキリスト

のみわざについて聞いたヨハネは、その弟

子たちに託して、 3イエスにこう言い送っ

た。「おいでになるはずの方は、あなたで

すか。それとも、私たちは別の方を待つべ

きでしょうか。」 4イエスは答えて、彼ら

に言われた。「あなたがたは行って、自分

たちの聞いたり見たりしていることをヨハ

ネに報告しなさい。 5盲人が見、足なえが

歩き、らい病人がきよめられ、つんぼの人

が聞こえ、死人が生き返り、貧しい者には

福音が宣べ伝えられているのです。 6だれ

でも、わたしにつまずかない者は幸いです

。」 7この人たちが行ってしまうと、イエ

スは、ヨハネについて群衆に話しだされた

。「あなたがたは、何を見に荒野に出て行

ったのですか。風に揺れる葦ですか。 8で

なかったら、何を見に行ったのですか。柔

らかい着物を着た人ですか。柔らかい着物

を着た人なら王の宮殿にいます。 9でなか

ったら、なぜ行ったのですか。預言者を見

るためですか。そのとおり。だが、わたし

が言いましょう。預言者よりもすぐれた者

をです。 10この人こそ、『見よ、わたし

は使いをあなたの前に遣わし、 あなたの道

を、あなたの前に備えさせよう。』 と書か

れているその人です。 11まことに、あなた

がたに告げます。女から生まれた者の中で

、バプテスマのヨハネよりすぐれた人は出

ませんでした。しかも、天の御国の一番小

さい者でも、彼より偉大です。 12バプテス

マのヨハネの日以来今日まで、天の御国は

激しく攻められています。そして、激しく

攻める者たちがそれを奪い取っています。

13ヨハネに至るまで、すべての預言者たち

と律法とが預言をしたのです。 14あなたが

たが進んで受け入れるなら、実はこの人こ

そ、きたるべきエリヤなのです。 15耳のあ

る者は聞きなさい。 16この時代は何にたと

えたらよいでしょう。市場にすわっている

子どもたちのようです。彼らは、ほかの子

どもたちに呼びかけて、 17こう言うのです

。 『笛を吹いてやっても、君たちは踊らな

かった。 弔いの歌を歌ってやっても、悲し

まなかった。』 18ヨハネが来て、食べも飲

みもしないと、人々は『あれは悪霊につか

れているのだ。』と言い、 19人の子が来て
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食べたり飲んだりしていると、『あれ見よ

。食いしんぼうの大酒飲み、取税人や罪人

の仲間だ。』と言います。でも、知恵の正

しいことは、その行ないが証明します。」

20それから、イエスは、数々の力あるわざ

の行なわれた町々が悔い改めなかったので

、責め始められた。 21「ああコラジン。あ

あベツサイダ。おまえたちのうちで行なわ

れた力あるわざが、もしもツロとシドンで

行なわれたのだったら、彼らはとうの昔に

荒布をまとい、灰をかぶって悔い改めてい

たことだろう。 22しかし、そのツロとシド

ンのほうが、おまえたちに言うが、さばき

の日には、まだおまえたちよりは罰が軽い

のだ。 23カペナウム。どうしておまえが天

に上げられることがありえよう。ハデスに

落とされるのだ。おまえの中でなされた力

あるわざが、もしもソドムでなされたのだ

ったら、ソドムはきょうまで残っていたこ

とだろう。 (Hadēs g86) 24しかし、そのソドム

の地のほうが、おまえたちに言うが、さば

きの日には、まだおまえよりは罰が軽いの

だ。」 25そのとき、イエスはこう言われた

。「天地の主であられる父よ。あなたをほ

めたたえます。これらのことを、賢い者や

知恵のある者には隠して、幼子たちに現わ

してくださいました。 26そうです、父よ。

これがみこころにかなったことでした。 27

すべてのものが、わたしの父から、わたし

に渡されています。それで、父のほかには

、子を知る者がなく、子と、子が父を知ら

せようと心に定めた人のほかは、だれも父

を知る者がありません。 28すべて、疲れた

人、重荷を負っている人は、わたしのとこ

ろに来なさい。わたしがあなたがたを休ま

せてあげます。 29わたしは心優しく、へり

くだっているから、あなたがたもわたしの

くびきを負って、わたしから学びなさい。

そうすればたましいに安らぎが来ます。 30

わたしのくびきは負いやすく、わたしの荷

は軽いからです。」

12そのころ、イエスは、安息日に麦畑を
通られた。弟子たちはひもじくなった

ので、穂を摘んで食べ始めた。 2すると、

パリサイ人たちがそれを見つけて、イエス

に言った。「ご覧なさい。あなたの弟子た

ちが、安息日にしてはならないことをして

います。」 3しかし、イエスは言われた。

「ダビデとその連れの者たちが、ひもじか

ったときに、ダビデが何をしたか、読まな

かったのですか。 4神の家にはいって、祭

司のほかは自分も供の者たちも食べてはな

らない供えのパンを食べました。 5また、

安息日に宮にいる祭司たちは安息日の神聖

を冒しても罪にならないということを、律

法で読んだことはないのですか。 6あなた

がたに言いますが、ここに宮より大きな者

がいるのです。 7『わたしはあわれみは好

むが、いけにえは好まない。』ということ

がどういう意味かを知っていたら、あなた

がたは、罪のない者たちを罪に定めはしな

かったでしょう。 8人の子は安息日の主で

す。」 9イエスはそこを去って、会堂には

いられた。 10そこに片手のなえた人がいた

。そこで、彼らはイエスに質問して、「安

息日にいやすことは正しいことでしょうか

。」と言った。これはイエスを訴えるため

であった。 11イエスは彼らに言われた。「

あなたがたのうち、だれかが一匹の羊を持

っていて、もしその羊が安息日に穴に落ち
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たら、それを引き上げてやらないでしょう

か。 12人間は羊より、はるかに値うちのあ

るものでしょう。それなら、安息日に良い

ことをすることは、正しいのです。」 13そ

れから、イエスはその人に、「手を伸ばし

なさい。」と言われた。彼が手を伸ばすと

、手は直って、もう一方の手と同じように

なった。 14パリサイ人は出て行って、どの

ようにしてイエスを滅ぼそうかと相談した

。 15イエスはそれを知って、そこを立ち去

られた。すると多くの人がついて来たので

、彼らをみないやし、 16そして、ご自分の

ことを人々に知らせないようにと、彼らを

戒められた。 17これは、預言者イザヤを通

して言われた事が成就するためであった。

18「これぞ、わたしの選んだわたしのしも

べ、 わたしの心の喜ぶわたしの愛する者。

わたしは彼の上にわたしの霊を置き、 彼は

異邦人にさばきを宣べる。 19争うこともな

く、叫ぶこともせず、 大路でその声を聞く

者もない。 20彼はいたんだ葦を折ることも

なく、くすぶる燈心を消すこともない、正

義を勝利に導くまでは。 21異邦人は彼の名

に望みをかける。」 22そのとき、悪霊につ

かれた、目も見えず、口もきけない人が連

れて来られた。イエスが彼をいやされたの

で、そのおしはものを言い、目も見えるよ

うになった。 23群衆はみな驚いて言った。

「この人は、ダビデの子なのだろうか。」

24これを聞いたパリサイ人は言った。「こ

の人は、ただ悪霊どものかしらベルゼブル

の力で、悪霊どもを追い出しているだけだ

。」 25イエスは彼らの思いを知ってこう言

われた。「どんな国でも、内輪もめして争

えば荒れすたれ、どんな町でも家でも、内

輪もめして争えば立ち行きません。 26もし

、サタンがサタンを追い出していて仲間割

れしたのだったら、どうしてその国は立ち

行くでしょう。 27また、もしわたしがベル

ゼブルによって悪霊どもを追い出している

のなら、あなたがたの子らはだれによって

追い出すのですか。だから、あなたがたの

子らが、あなたがたをさばく人となるので

す。 28しかし、わたしが神の御霊によって

悪霊どもを追い出しているのなら、もう神

の国はあなたがたのところに来ているので

す。 29強い人の家にはいって家財を奪い取

ろうとするなら、まずその人を縛ってしま

わないで、どうしてそのようなことができ

ましょうか。そのようにして初めて、その

家を略奪することもできるのです。 30わた

しの味方でない者はわたしに逆らう者であ

り、わたしとともに集めない者は散らす者

です。 31だから、わたしはあなたがたに言

います。人はどんな罪も冒涜も赦していた

だけます。しかし、聖霊に逆らう冒涜は赦

されません。 32また、人の子に逆らうこと

ばを口にする者でも、赦されます。しかし

、聖霊に逆らうことを言う者は、だれであ

っても、この世であろうと次に来る世であ

ろうと、赦されません。 (aiōn g165) 33木が良

ければ、その実も良いとし、木が悪ければ

その実も悪いとしなさい。木のよしあしは

その実によって知られるからです。 34まむ

しのすえたち。おまえたち悪い者に、どう

して良いことが言えましょう。心に満ちて

いることを口が話すのです。 35良い人は、

良い倉から良い物を取り出し、悪い人は、

悪い倉から悪い物を取り出すものです。 36

わたしはあなたがたに、こう言いましょう
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。人はその口にするあらゆるむだなことば

について、さばきの日には言い開きをしな

ければなりません。 37あなたが正しいとさ

れるのは、あなたのことばによるのであり

、罪に定められるのも、あなたのことばに

よるのです。」 38そのとき、律法学者、パ

リサイ人たちのうちのある者がイエスに答

えて言った。「先生。私たちは、あなたか

らしるしを見せていただきたいのです。」

39しかし、イエスは答えて言われた。「悪

い、姦淫の時代はしるしを求めています。

だが預言者ヨナのしるしのほかには、しる

しは与えられません。 40ヨナは三日三晩大

魚の腹の中にいましたが、同様に、人の子

も三日三晩、地の中にいるからです。 41ニ

ネベの人々が、さばきのときに、今の時代

の人々とともに立って、この人々を罪に定

めます。なぜなら、ニネベの人々はヨナの

説教で悔い改めたからです。しかし、見な

さい。ここにヨナよりもまさった者がいる

のです。 42南の女王が、さばきのときに、

今の時代の人々とともに立って、この人々

を罪に定めます。なぜなら、彼女はソロモ

ンの知恵を聞くために地の果てから来たか

らです。しかし、見なさい。ここにソロモ

ンよりもまさった者がいるのです。 43汚れ

た霊が人から出て行って、水のない地をさ

まよいながら休み場を捜しますが、見つか

りません。 44そこで、『出て来た自分の家

に帰ろう。』と言って、帰って見ると、家

はあいていて、掃除してきちんとかたづい

ていました。 45そこで、出かけて行って、

自分よりも悪いほかの霊を七つ連れて来て

、みなはいり込んでそこに住みつくのです

。そうなると、その人の後の状態は、初め

よりもさらに悪くなります。邪悪なこの時

代もまた、そういうことになるのです。」

46イエスがまだ群衆に話しておられるとき

に、イエスの母と兄弟たちが、イエスに何

か話そうとして、外に立っていた。 47する

と、だれかが言った。「ご覧なさい。あな

たのおかあさんと兄弟たちが、あなたに話

そうとして外に立っています。」 48しかし

、イエスはそう言っている人に答えて言わ

れた。「わたしの母とはだれですか。また

、わたしの兄弟たちとはだれですか。」 49

それから、イエスは手を弟子たちのほうに

差し伸べて言われた。「見なさい。わたし

の母、わたしの兄弟たちです。 50天におら

れるわたしの父のみこころを行なう者はだ

れでも、わたしの兄弟、姉妹、また母なの

です。」

13その日、イエスは家を出て、湖のほと
りにすわっておられた。 2すると、大

ぜいの群衆がみもとに集まったので、イエ

スは舟に移って腰をおろされた。それで群

衆はみな浜に立っていた。 3イエスは多く

のことを、彼らにたとえで話して聞かされ

た。「種を蒔く人が種蒔きに出かけた。 4

蒔いているとき、道ばたに落ちた種があっ

た。すると鳥が来て食べてしまった。 5ま

た、別の種が土の薄い岩地に落ちた。土が

深くなかったので、すぐに芽を出した。 6

しかし、日が上ると、焼けて、根がないた

めに枯れてしまった。 7また、別の種はい

ばらの中に落ちたが、いばらが伸びて、ふ

さいでしまった。 8別の種は良い地に落ち

て、あるものは百倍、あるものは六十倍、

あるものは三十倍の実を結んだ。 9耳のあ

る者は聞きなさい。」 10すると、弟子たち
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が近寄って来て、イエスに言った。「なぜ

、彼らにたとえでお話しになったのですか

。」 11イエスは答えて言われた。「あなた

がたには、天の御国の奥義を知ることが許

されているが、彼らには許されていません

。 12というのは、持っている者はさらに与

えられて豊かになり、持たない者は持って

いるものまでも取り上げられてしまうから

です。 13わたしが彼らにたとえで話すのは

、彼らは見てはいるが見ず、聞いてはいる

が聞かず、また、悟ることもしないからで

す。 14こうしてイザヤの告げた預言が彼ら

の上に実現したのです。 『あなたがたは確

かに聞きはするが、決して悟らない。確か

に見てはいるが、決してわからない。 15こ

の民の心は鈍くなり、その耳は遠く、目は

つぶっているからである。 それは、彼らが

その目で見、その耳で聞き、 その心で悟っ

て立ち返り、 わたしにいやされることのな

いためである。』 16しかし、あなたがたの

目は見ているから幸いです。また、あなた

がたの耳は聞いているから幸いです。 17ま

ことに、あなたがたに告げます。多くの預

言者や義人たちが、あなたがたの見ている

ものを見たいと、切に願ったのに見られず

、あなたがたの聞いていることを聞きたい

と、切に願ったのに聞けなかったのです。

18ですから、種蒔きのたとえを聞きなさい

。 19御国のことばを聞いても悟らないと、

悪い者が来て、その人の心に蒔かれたもの

を奪って行きます。道ばたに蒔かれるとは

、このような人のことです。 20また岩地に

蒔かれるとは、みことばを聞くと、すぐに

喜んで受け入れる人のことです。 21しかし

、自分のうちに根がないため、しばらくの

間そうするだけで、みことばのために困難

や迫害が起こると、すぐにつまずいてしま

います。 22また、いばらの中に蒔かれると

は、みことばを聞くが、この世の心づかい

と富の惑わしとがみことばをふさぐため、

実を結ばない人のことです。 (aiōn g165) 23と

ころが、良い地に蒔かれるとは、みことば

を聞いてそれを悟る人のことで、その人は

ほんとうに実を結び、あるものは百倍、あ

るものは六十倍、あるものは三十倍の実を

結びます。」 24イエスは、また別のたとえ

を彼らに示して言われた。 「天の御国は、

こういう人にたとえることができます。あ

る人が自分の畑に良い種を蒔いた。 25とこ

ろが、人々の眠っている間に、彼の敵が来

て麦の中に毒麦を蒔いて行った。 26麦が芽

ばえ、やがて実ったとき、毒麦も現われた

。 27それで、その家の主人のしもべたちが

来て言った。『ご主人。畑には良い麦を蒔

かれたのではありませんか。どうして毒麦

が出たのでしょう。』 28主人は言った。『

敵のやったことです。』すると、しもべた

ちは言った。『では、私たちが行ってそれ

を抜き集めましょうか。』 29だが、主人は

言った。『いやいや。毒麦を抜き集めるう

ちに、麦もいっしょに抜き取るかもしれな

い。 30だから、収穫まで、両方とも育つま

まにしておきなさい。収穫の時期になった

ら、私は刈る人たちに、まず、毒麦を集め

、焼くために束にしなさい。麦のほうは、

集めて私の倉に納めなさい、と言いましょ

う。』」 31イエスは、また別のたとえを彼

らに示して言われた。「天の御国は、から

し種のようなものです。それを取って、畑

に蒔くと、 32どんな種よりも小さいのです
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が、生長すると、どの野菜よりも大きくな

り、空の鳥が来て、その枝に巣を作るほど

の木になります。」 33イエスは、また別の

たとえを話された。「天の御国は、パン種

のようなものです。女が、パン種を取って

、三サトンの粉の中に入れると、全体がふ

くらんで来ます。」 34イエスは、これらの

ことをみな、たとえで群衆に話され、たと

えを使わずには何もお話しにならなかった

。 35それは、預言者を通して言われた事が

成就するためであった。 「わたしはたとえ

話をもって口を開き、 世の初めから隠され

ていることどもを物語ろう。」 36それから

、イエスは群衆と別れて家にはいられた。

すると、弟子たちがみもとに来て、「畑の

毒麦のたとえを説明してください。」と言

った。 37イエスは答えてこう言われた。「

良い種を蒔く者は人の子です。 38畑はこの

世界のことで、良い種とは御国の子どもた

ち、毒麦とは悪い者の子どもたちのことで

す。 39毒麦を蒔いた敵は悪魔であり、収穫

とはこの世の終わりのことです。そして、

刈り手とは御使いたちのことです。 (aiōn

g165) 40ですから、毒麦が集められて火で焼

かれるように、この世の終わりにもそのよ

うになります。 (aiōn g165) 41人の子はその御

使いたちを遣わします。彼らは、つまずき

を与える者や不法を行なう者たちをみな、

御国から取り集めて、 42火の燃える炉に投

げ込みます。彼らはそこで泣いて歯ぎしり

するのです。 43そのとき、正しい者たちは

、天の父の御国で太陽のように輝きます。

耳のある者は聞きなさい。 44天の御国は、

畑に隠された宝のようなものです。人はそ

の宝を見つけると、それを隠しておいて、

大喜びで帰り、持ち物を全部売り払ってそ

の畑を買います。 45また、天の御国は、良

い真珠を捜している商人のようなものです

。 46すばらしい値うちの真珠を一つ見つけ

た者は、行って持ち物を全部売り払ってそ

れを買ってしまいます。 47また、天の御国

は、海におろしてあらゆる種類の魚を集め

る地引き網のようなものです。 48網がいっ

ぱいになると岸に引き上げ、すわり込んで

、良いものは器に入れ、悪いものは捨てる

のです。 49この世の終わりにもそのように

なります。御使いたちが来て、正しい者の

中から悪い者をえり分け、 (aiōn g165) 50火の

燃える炉に投げ込みます。彼らはそこで泣

いて歯ぎしりするのです。 51あなたがたは

、これらのことがみなわかりましたか。」

彼らは「はい。」とイエスに言った。 52そ

こで、イエスは言われた。「だから、天の

御国の弟子となった学者はみな、自分の倉

から新しい物でも古い物でも取り出す一家

の主人のようなものです。」 53これらのた

とえを話し終えると、イエスはそこを去ら

れた。 54それから、ご自分の郷里に行って

、会堂で人々を教え始められた。すると、

彼らは驚いて言った。「この人は、こんな

知恵と不思議な力をどこで得たのでしょう

。 55この人は大工の息子ではありませんか

。彼の母親はマリヤで、彼の兄弟は、ヤコ

ブ、ヨセフ、シモン、ユダではありません

か。 56妹たちもみな私たちといっしょにい

るではありませんか。とすると、いったい

この人は、これらのものをどこから得たの

でしょう。」 57こうして、彼らはイエスに

つまずいた。しかし、イエスは彼らに言わ

れた。「預言者が尊敬されないのは、自分
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の郷里、家族の間だけです。」 58そして、

イエスは、彼らの不信仰のゆえに、そこで

は多くの奇蹟をなさらなかった。

14そのころ、国主ヘロデは、イエスのう
わさを聞いて、 2侍従たちに言った。

「あれはバプテスマのヨハネだ。ヨハネが

死人の中からよみがえったのだ。だから、

あんな力が彼のうちに働いているのだ。」

3実は、このヘロデは、自分の兄弟ピリポ

の妻ヘロデヤのことで、ヨハネを捕えて縛

り、牢に入れたのであった。 4それは、ヨ

ハネが彼に、「あなたが彼女をめとるのは

不法です。」と言い張ったからである。 5

ヘロデはヨハネを殺したかったが、群衆を

恐れた。というのは、彼らはヨハネを預言

者と認めていたからである。 6たまたまヘ

ロデの誕生祝いがあって、ヘロデヤの娘が

みなの前で踊りを踊ってヘロデを喜ばせた

。 7それで、彼は、その娘に、願う物は何

でも必ず上げると、誓って堅い約束をした

。 8ところが、娘は母親にそそのかされて

、こう言った。「今ここに、バプテスマの

ヨハネの首を盆に載せて私に下さい。」 9

王は心を痛めたが、自分の誓いもあり、ま

た列席の人々の手前もあって、与えるよう

に命令した。 10彼は人をやって、牢の中で

ヨハネの首をはねさせた。 11そして、その

首は盆に載せて運ばれ、少女に与えられた

ので、少女はそれを母親のところに持って

行った。 12それから、ヨハネの弟子たちが

やって来て、死体を引き取って葬った。そ

して、イエスのところに行って報告した。

13イエスはこのことを聞かれると、舟でそ

こを去り、自分だけで寂しい所に行かれた

。すると、群衆がそれと聞いて、町々から

、歩いてイエスのあとを追った。 14イエス

は舟から上がられると、多くの群衆を見ら

れ、彼らを深くあわれんで、彼らの病気を

直された。 15夕方になったので、弟子たち

はイエスのところに来て言った。「ここは

寂しい所ですし、時刻ももう回っています

。ですから群衆を解散させてください。そ

して村に行ってめいめいで食物を買うよう

にさせてください。」 16しかし、イエスは

言われた。「彼らが出かけて行く必要はあ

りません。あなたがたで、あの人たちに何

か食べる物を上げなさい。」 17しかし、弟

子たちはイエスに言った。「ここには、パ

ンが五つと魚が二匹よりほかありません。

」 18すると、イエスは言われた。「それを

、ここに持って来なさい。」 19そしてイエ

スは、群衆に命じて草の上にすわらせ、五

つのパンと二匹の魚を取り、天を見上げて

、それらを祝福し、パンを裂いてそれを弟

子たちに与えられたので、弟子たちは群衆

に配った。 20人々はみな、食べて満腹した

。そして、パン切れの余りを取り集めると

、十二のかごにいっぱいあった。 21食べた

者は、女と子どもを除いて、男五千人ほど

であった。 22それからすぐ、イエスは弟子

たちを強いて舟に乗り込ませて、自分より

先に向こう岸へ行かせ、その間に群衆を帰

してしまわれた。 23群衆を帰したあとで、

祈るために、ひとりで山に登られた。夕方

になったが、まだそこに、ひとりでおられ

た。 24しかし、舟は、陸からもう何キロメ

ートルも離れていたが、風が向かい風なの

で、波に悩まされていた。 25すると、夜中

の三時ごろ、イエスは湖の上を歩いて、彼

らのところに行かれた。 26弟子たちは、イ
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エスが湖の上を歩いておられるのを見て、

「あれは幽霊だ。」と言って、おびえてし

まい、恐ろしさのあまり、叫び声を上げた

。 27しかし、イエスはすぐに彼らに話しか

け、「しっかりしなさい。わたしだ。恐れ

ることはない。」と言われた。 28すると、

ペテロが答えて言った。「主よ。もし、あ

なたでしたら、私に、水の上を歩いてここ

まで来い、とお命じになってください。」

29イエスは「来なさい。」と言われた。そ

こで、ペテロは舟から出て、水の上を歩い

てイエスのほうに行った。 30ところが、風

を見て、こわくなり、沈みかけたので叫び

出し、「主よ。助けてください。」と言っ

た。 31そこで、イエスはすぐに手を伸ばし

て、彼をつかんで言われた。「信仰の薄い

人だな。なぜ疑うのか。」 32そして、ふた

りが舟に乗り移ると、風がやんだ。 33そこ

で、舟の中にいた者たちは、イエスを拝ん

で、「確かにあなたは神の子です。」と言

った。 34彼らは湖を渡ってゲネサレの地に

着いた。 35すると、その地の人々は、イエ

スと気がついて、付近の地域にくまなく知

らせ、病人という病人をみな、みもとに連

れて来た。 36そして、せめて彼らに、着物

のふさにでもさわらせてやってくださいと

、イエスにお願いした。そして、さわった

人々はみな、いやされた。

15そのころ、パリサイ人や律法学者たち
が、エルサレムからイエスのところに

来て、言った。 2「あなたの弟子たちは、

なぜ昔の先祖たちの言い伝えを犯すのです

か。パンを食べるときに手を洗っていない

ではありませんか。」 3そこで、イエスは

彼らに答えて言われた。「なぜ、あなたが

たも、自分たちの言い伝えのために神の戒

めを犯すのですか。 4神は『あなたの父と

母を敬え。』また『父や母をののしる者は

、死刑に処せられる。』と言われたのです

。 5それなのに、あなたがたは、『だれで

も、父や母に向かって、私からあなたのた

めに差し上げられる物は、供え物になりま

したと言う者は、 6その物をもって父や母

を尊んではならない。』と言っています。

こうしてあなたがたは、自分たちの言い伝

えのために、神のことばを無にしてしまい

ました。 7偽善者たち。イザヤはあなたが

たについて預言しているが、まさにそのと

おりです。 8『この民は、口先ではわたし

を敬うが、 その心は、わたしから遠く離れ

ている。 9彼らが、わたしを拝んでも、む

だなことである。 人間の教えを、教えとし

て教えるだけだから。』」 10イエスは群衆

を呼び寄せて言われた。「聞いて悟りなさ

い。 11口にはいる物は人を汚しません。し

かし、口から出るもの、これが人を汚しま

す。」 12そのとき、弟子たちが、近寄って

来て、イエスに言った。「パリサイ人が、

みことばを聞いて、腹を立てたのをご存じ

ですか。」 13しかし、イエスは答えて言わ

れた。「わたしの天の父がお植えにならな

かった木は、みな根こそぎにされます。 14

彼らのことは放っておきなさい。彼らは盲

人を手引きする盲人です。もし、盲人が盲

人を手引きするなら、ふたりとも穴に落ち

込むのです。」 15そこで、ペテロは、イエ

スに答えて言った。「私たちに、そのたと

えを説明してください。」 16イエスは言わ

れた。「あなたがたも、まだわからないの

ですか。 17口にはいる物はみな、腹にはい
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り、かわやに捨てられることを知らないの

ですか。 18しかし、口から出るものは、心

から出て来ます。それは人を汚します。 19

悪い考え、殺人、姦淫、不品行、盗み、偽

証、ののしりは心から出て来るからです。

20これらは、人を汚すものです。しかし、

洗わない手で食べることは人を汚しません

。」 21それから、イエスはそこを去って、

ツロとシドンの地方に立ちのかれた。 22す

ると、その地方のカナン人の女が出て来て

、叫び声をあげて言った。「主よ。ダビデ

の子よ。私をあわれんでください。娘が、

ひどく悪霊に取りつかれているのです。」

23しかし、イエスは彼女に一言もお答えに

ならなかった。そこで、弟子たちはみもと

に来て、「あの女を帰してやってください

。叫びながらあとについて来るのです。」

と言ってイエスに願った。 24しかし、イエ

スは答えて、「わたしは、イスラエルの家

の滅びた羊以外のところには遣わされてい

ません。」と言われた。 25しかし、その女

は来て、イエスの前にひれ伏して、「主よ

。私をお助けください。」と言った。 26す

ると、イエスは答えて、「子どもたちのパ

ンを取り上げて、小犬に投げてやるのはよ

くないことです。」と言われた。 27しかし

、女は言った。「主よ。そのとおりです。

ただ、小犬でも主人の食卓から落ちるパン

くずはいただきます。」 28そのとき、イエ

スは彼女に答えて言われた。「ああ、あな

たの信仰はりっぱです。その願いどおりに

なるように。」すると、彼女の娘はその時

から直った。 29それから、イエスはそこを

去って、ガリラヤ湖の岸を行き、山に登っ

て、そこにすわっておられた。 30すると、

大ぜいの人の群れが、足なえ、不具者、盲

人、おしの人、そのほかたくさんの人をみ

もとに連れて来た。そして、彼らをイエス

の足もとに置いたので、イエスは彼らをお

いやしになった。 31それで、群衆は、おし

がものを言い、不具者が直り、足なえが歩

き、盲人が見えるようになったのを見て、

驚いた。そして、彼らはイスラエルの神を

あがめた。 32イエスは弟子たちを呼び寄せ

て言われた。「かわいそうに、この群衆は

もう三日間もわたしといっしょにいて、食

べる物を持っていないのです。彼らを空腹

のままで帰らせたくありません。途中で動

けなくなるといけないから。」 33そこで弟

子たちは言った。「このへんぴな所で、こ

んなに大ぜいの人に、十分食べさせるほど

たくさんのパンが、どこから手にはいるで

しょう。」 34すると、イエスは彼らに言わ

れた。「どれぐらいパンがありますか。」

彼らは言った。「七つです。それに、小さ

い魚が少しあります。」 35すると、イエス

は群衆に、地面にすわるように命じられた

。 36それから、七つのパンと魚とを取り、

感謝をささげてからそれを裂き、弟子たち

に与えられた。そして、弟子たちは群衆に

配った。 37人々はみな、食べて満腹した。

そして、パン切れの余りを取り集めると、

七つのかごにいっぱいあった。 38食べた者

は、女と子どもを除いて、男四千人であっ

た。 39それから、イエスは群衆を解散させ

て舟に乗り、マガダン地方に行かれた。

16パリサイ人やサドカイ人たちがみそば
に寄って来て、イエスをためそうとし

て、天からのしるしを見せてくださいと頼

んだ。 2しかし、イエスは彼らに答えて言
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われた。「あなたがたは、夕方には、『夕

焼けだから晴れる。』と言うし、 3朝には

、『朝焼けでどんよりしているから、きょ

うは荒れ模様だ。』と言う。そんなによく

、空模様の見分け方を知っていながら、な

ぜ時のしるしを見分けることができないの

ですか。 4悪い、姦淫の時代はしるしを求

めています。しかし、ヨナのしるしのほか

には、しるしは与えられません。」そう言

って、イエスは彼らを残して去って行かれ

た。 5弟子たちは向こう岸に行ったが、パ

ンを持って来るのを忘れた。 6イエスは彼

らに言われた。「パリサイ人やサドカイ人

たちのパン種には注意して気をつけなさい

。」 7すると、彼らは、「これは私たちが

パンを持って来なかったからだ。」と言っ

て、議論を始めた。 8イエスはそれに気づ

いて言われた。「あなたがた、信仰の薄い

人たち。パンがないからだなどと、なぜ論

じ合っているのですか。 9まだわからない

のですか、覚えていないのですか。五つの

パンを五千人に分けてあげて、なお幾かご

集めましたか。 10また、七つのパンを四千

人に分けてあげて、なお幾かご集めました

か。 11わたしの言ったのは、パンのことな

どではないことが、どうしてあなたがたに

は、わからないのですか。ただ、パリサイ

人やサドカイ人たちのパン種に気をつける

ことです。」 12彼らはようやく、イエスが

気をつけよと言われたのは、パン種のこと

ではなくて、パリサイ人やサドカイ人たち

の教えのことであることを悟った。 13さて

、ピリポ・カイザリヤの地方に行かれたと

き、イエスは弟子たちに尋ねて言われた。

「人々は人の子をだれだと言っていますか

。」 14彼らは言った。「バプテスマのヨハ

ネだと言う人もあり、エリヤだと言う人も

あります。またほかの人たちはエレミヤだ

とか、また預言者のひとりだとも言ってい

ます。」 15イエスは彼らに言われた。「あ

なたがたは、わたしをだれだと言いますか

。」 16シモン・ペテロが答えて言った。「

あなたは、生ける神の御子キリストです。

」 17するとイエスは、彼に答えて言われた

。「バルヨナ・シモン。あなたは幸いです

。このことをあなたに明らかに示したのは

人間ではなく、天にいますわたしの父です

。 18ではわたしもあなたに言います。あな

たはペテロです。わたしはこの岩の上にわ

たしの教会を建てます。ハデスの門もそれ

には打ち勝てません。 (Hadēs g86) 19わたしは

、あなたに天の御国のかぎを上げます。何

でもあなたが地上でつなぐなら、それは天

においてもつながれており、あなたが地上

で解くなら、それは天においても解かれて

います。」 20そのとき、イエスは、ご自分

がキリストであることをだれにも言っては

ならない、と弟子たちを戒められた。 21そ

の時から、イエス・キリストは、ご自分が

エルサレムに行って、長老、祭司長、律法

学者たちから多くの苦しみを受け、殺され

、そして三日目によみがえらなければなら

ないことを弟子たちに示し始められた。 22

するとペテロは、イエスを引き寄せて、い

さめ始めた。「主よ。神の御恵みがありま

すように。そんなことが、あなたに起こる

はずはありません。」 23しかし、イエスは

振り向いて、ペテロに言われた。「下がれ

。サタン。あなたはわたしの邪魔をするも

のだ。あなたは神のことを思わないで、人
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のことを思っている。」 24それから、イエ

スは弟子たちに言われた。「だれでもわた

しについて来たいと思うなら、自分を捨て

、自分の十字架を負い、そしてわたしにつ

いて来なさい。 25いのちを救おうと思う者

はそれを失い、わたしのためにいのちを失

う者は、それを見いだすのです。 26人は、

たとい全世界を手に入れても、まことのい

のちを損じたら、何の得がありましょう。

そのいのちを買い戻すのには、人はいった

い何を差し出せばよいでしょう。 27人の子

は父の栄光を帯びて、御使いたちとともに

、やがて来ようとしているのです。その時

には、おのおのその行ないに応じて報いを

します。 28まことに、あなたがたに告げま

す。ここに立っている人々の中には、人の

子が御国とともに来るのを見るまでは、決

して死を味わわない人々がいます。」

17それから六日たって、イエスは、ペテ
ロとヤコブとその兄弟ヨハネだけを連

れて、高い山に導いて行かれた。 2そして

彼らの目の前で、御姿が変わり、御顔は太

陽のように輝き、御衣は光のように白くな

った。 3しかも、モーセとエリヤが現われ

てイエスと話し合っているではないか。 4

すると、ペテロが口出ししてイエスに言っ

た。「先生。私たちがここにいることは、

すばらしいことです。もし、およろしけれ

ば、私が、ここに三つの幕屋を造ります。

あなたのために一つ、モーセのために一つ

、エリヤのために一つ。」 5彼がまだ話し

ている間に、見よ、光り輝く雲がその人々

を包み、そして、雲の中から、「これは、

わたしの愛する子、わたしはこれを喜ぶ。

彼の言うことを聞きなさい。」という声が

した。 6弟子たちは、この声を聞くと、ひ

れ伏して非常にこわがった。 7すると、イ

エスが来られて、彼らに手を触れ、「起き

なさい。こわがることはない。」と言われ

た。 8それで、彼らが目を上げて見ると、

だれもいなくて、ただイエスおひとりだけ

であった。 9彼らが山を降りるとき、イエ

スは彼らに、「人の子が死人の中からよみ

がえるときまでは、いま見た幻をだれにも

話してはならない。」と命じられた。 10そ

こで、弟子たちは、イエスに尋ねて言った

。「すると、律法学者たちが、まずエリヤ

が来るはずだと言っているのは、どうして

でしょうか。」 11イエスは答えて言われた

。「エリヤが来て、すべてのことを立て直

すのです。 12しかし、わたしは言います。

エリヤはもうすでに来たのです。ところが

彼らはエリヤを認めようとせず、彼に対し

て好き勝手なことをしたのです。人の子も

また、彼らから同じように苦しめられよう

としています。」 13そのとき、弟子たちは

、イエスがバプテスマのヨハネのことを言

われたのだと気づいた。 14彼らが群衆のと

ころに来たとき、ひとりの人がイエスのそ

ば近くに来て、御前にひざまずいて言った

。 15「主よ。私の息子をあわれんでくださ

い。てんかんで、たいへん苦しんでおりま

す。何度も何度も火の中に落ちたり、水の

中に落ちたりいたします。 16そこで、その

子をお弟子たちのところに連れて来たので

すが、直すことができませんでした。」 17

イエスは答えて言われた。「ああ、不信仰

な、曲がった今の世だ。いつまであなたが

たといっしょにいなければならないのでし

ょう。いつまであなたがたにがまんしてい
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なければならないのでしょう。その子をわ

たしのところに連れて来なさい。」 18そし

て、イエスがその子をおしかりになると、

悪霊は彼から出て行き、その子はその時か

ら直った。 19そのとき、弟子たちはそっと

イエスのもとに来て、言った。「なぜ、私

たちには悪霊を追い出せなかったのですか

。」 20イエスは言われた。「あなたがたの

信仰が薄いからです。まことに、あなたが

たに告げます。もし、からし種ほどの信仰

があったら、この山に、『ここからあそこ

に移れ。』と言えば移るのです。どんなこ

とでも、あなたがたにできないことはあり

ません。 21［ただし、この種のものは、祈

りと断食によらなければ出て行きません。

］」 22彼らがガリラヤに集まっていたとき

、イエスは彼らに言われた。「人の子は、

いまに人々の手に渡されます。 23そして彼

らに殺されるが、三日目によみがえります

。」すると、彼らは非常に悲しんだ。 24ま

た、彼らがカペナウムに来たとき、宮の納

入金を集める人たちが、ペテロのところに

来て言った。「あなたがたの先生は、宮の

納入金を納めないのですか。」 25彼は「納

めます。」と言って、家にはいると、先に

イエスのほうからこう言い出された。「シ

モン。どう思いますか。世の王たちはだれ

から税や貢を取り立てますか。自分の子ど

もたちからですか、それともほかの人たち

からですか。」 26ペテロが「ほかの人たち

からです。」と言うと、イエスは言われた

。「では、子どもたちにはその義務がない

のです。 27しかし、彼らにつまずきを与え

ないために、湖に行って釣りをして、最初

に釣れた魚を取りなさい。その口をあける

とスタテル一枚が見つかるから、それを取

って、わたしとあなたとの分として納めな

さい。」

18そのとき、弟子たちがイエスのところ
に来て言った。「それでは、天の御国

では、だれが一番偉いのでしょうか。」 2

そこで、イエスは小さい子どもを呼び寄せ

、彼らの真中に立たせて、 3言われた。「

まことに、あなたがたに告げます。あなた

がたも悔い改めて子どもたちのようになら

ない限り、決して天の御国には、はいれま

せん。 4だから、この子どものように、自

分を低くする者が、天の御国で一番偉い人

です。 5また、だれでも、このような子ど

ものひとりを、わたしの名のゆえに受け入

れる者は、わたしを受け入れるのです。 6

しかし、わたしを信じるこの小さい者たち

のひとりにでもつまずきを与えるような者

は、大きい石臼を首にかけられて、湖の深

みでおぼれ死んだほうがましです。 7つま

ずきを与えるこの世は忌まわしいものです

。つまずきが起こることは避けられないが

、つまずきをもたらす者は忌まわしいもの

です。 8もし、あなたの手か足の一つがあ

なたをつまずかせるなら、それを切って捨

てなさい。片手片足でいのちにはいるほう

が、両手両足そろっていて永遠の火に投げ

入れられるよりは、あなたにとってよいこ

とです。 (aiōnios g166) 9また、もし、あなた

の一方の目が、あなたをつまずかせるなら

、それをえぐり出して捨てなさい。片目で

いのちにはいるほうが、両目そろっていて

燃えるゲヘナに投げ入れられるよりは、あ

なたにとってよいことです。 (Geenna g1067) 10

あなたがたは、この小さい者たちを、ひと
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りでも見下げたりしないように気をつけな

さい。まことに、あなたがたに告げます。

彼らの天の御使いたちは、天におられるわ

たしの父の御顔をいつも見ているからです

。 11［人の子は、滅んでいる者を救うため

に来たのです。］ 12あなたがたはどう思い

ますか。もし、だれかが百匹の羊を持って

いて、そのうちの一匹が迷い出たとしたら

、その人は九十九匹を山に残して、迷った

一匹を捜しに出かけないでしょうか。 13そ

して、もし、いたとなれば、まことに、あ

なたがたに告げます。その人は迷わなかっ

た九十九匹の羊以上にこの一匹を喜ぶので

す。 14このように、この小さい者たちのひ

とりが滅びることは、天にいますあなたが

たの父のみこころではありません。 15また

、もし、あなたの兄弟が罪を犯したなら、

行って、ふたりだけのところで責めなさい

。もし聞き入れたら、あなたは兄弟を得た

のです。 16もし聞き入れないなら、ほかに

ひとりかふたりをいっしょに連れて行きな

さい。ふたりか三人の証人の口によって、

すべての事実が確認されるためです。 17そ

れでもなお、言うことを聞き入れようとし

ないなら、教会に告げなさい。教会の言う

ことさえも聞こうとしないなら、彼を異邦

人か取税人のように扱いなさい。 18まこと

に、あなたがたに告げます。何でもあなた

がたが地上でつなぐなら、それは天におい

てもつながれており、あなたがたが地上で

解くなら、それは天においても解かれてい

るのです。 19まことに、あなたがたにもう

一度、告げます。もし、あなたがたのうち

ふたりが、どんな事でも、地上で心を一つ

にして祈るなら、天におられるわたしの父

は、それをかなえてくださいます。 20ふた

りでも三人でも、わたしの名において集ま

る所には、わたしもその中にいるからです

。」 21そのとき、ペテロがみもとに来て言

った。「主よ。兄弟が私に対して罪を犯し

たばあい、何度まで赦すべきでしょうか。

七度まででしょうか。」 22イエスは言われ

た。「七度まで、などとはわたしは言いま

せん。七度を七十倍するまでと言います。

23このことから、天の御国は、地上の王に

たとえることができます。 王はそのしもべ

たちと清算をしたいと思った。 24清算が始

まると、まず一万タラントの借りのあるし

もべが、王のところに連れて来られた。 25

しかし、彼は返済することができなかった

ので、その主人は彼に、自分も妻子も持ち

物全部も売って返済するように命じた。 26

それで、このしもべは、主人の前にひれ伏

して、『どうかご猶予ください。そうすれ

ば全部お払いいたします。』と言った。 27

しもべの主人は、かわいそうに思って、彼

を赦し、借金を免除してやった。 28ところ

が、そのしもべは、出て行くと、同じしも

べ仲間で、彼から百デナリの借りのある者

に出会った。彼はその人をつかまえ、首を

絞めて、『借金を返せ。』と言った。 29彼

の仲間は、ひれ伏して、『もう少し待って

くれ。そうしたら返すから。』と言って頼

んだ。 30しかし彼は承知せず、連れて行っ

て、借金を返すまで牢に投げ入れた。 31彼

の仲間たちは事の成り行きを見て、非常に

悲しみ、行って、その一部始終を主人に話

した。 32そこで、主人は彼を呼びつけて言

った。『悪いやつだ。おまえがあんなに頼

んだからこそ借金全部を赦してやったのだ
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。 33私がおまえをあわれんでやったように

、おまえも仲間をあわれんでやるべきでは

ないか。』 34こうして、主人は怒って、借

金を全部返すまで、彼を獄吏に引き渡した

。 35あなたがたもそれぞれ、心から兄弟を

赦さないなら、天のわたしの父も、あなた

がたに、このようになさるのです。」

19イエスはこの話を終えると、ガリラヤ
を去って、ヨルダンの向こうにあるユ

ダヤ地方に行かれた。 2すると、大ぜいの

群衆がついて来たので、そこで彼らをおい

やしになった。 3パリサイ人たちがみもと

にやって来て、イエスを試みて、こう言っ

た。「何か理由があれば、妻を離別するこ

とは律法にかなっているでしょうか。」 4

イエスは答えて言われた。「創造者は、初

めから人を男と女に造って、 5『それゆえ

、人はその父と母を離れて、その妻と結ば

れ、ふたりの者が一心同体になるのだ。』

と言われたのです。それを、あなたがたは

読んだことがないのですか。 6それで、も

はやふたりではなく、ひとりなのです。こ

ういうわけで、人は、神が結び合わせたも

のを引き離してはなりません。」 7彼らは

イエスに言った。「では、モーセはなぜ、

離婚状を渡して妻を離別せよ、と命じたの

ですか。」 8イエスは彼らに言われた。「

モーセは、あなたがたの心がかたくななの

で、その妻を離別することをあなたがたに

許したのです。しかし、初めからそうだっ

たのではありません。 9まことに、あなた

がたに告げます。だれでも、不貞のためで

なくて、その妻を離別し、別の女を妻にす

る者は姦淫を犯すのです。」 10弟子たちは

イエスに言った。「もし妻に対する夫の立

場がそんなものなら、結婚しないほうがま

しです。」 11しかし、イエスは言われた。

「そのことばは、だれでも受け入れること

ができるわけではありません。ただ、それ

が許されている者だけができるのです。 12

というのは、母の胎内から、そのように生

まれついた独身者がいます。また、人から

独身者にさせられた者もいます。また、天

の御国のために、自分から独身者になった

者もいるからです。それができる者はそれ

を受け入れなさい。」 13そのとき、イエス

に手を置いて祈っていただくために、子ど

もたちが連れて来られた。ところが、弟子

たちは彼らをしかった。 14しかし、イエス

は言われた。「子どもたちを許してやりな

さい。邪魔をしないでわたしのところに来

させなさい。天の御国はこのような者たち

の国なのです。」 15そして、手を彼らの上

に置いてから、そこを去って行かれた。 16

すると、ひとりの人がイエスのもとに来て

言った。「先生。永遠のいのちを得るため

には、どんな良いことをしたらよいのでし

ょうか。」 (aiōnios g166) 17イエスは彼に言わ

れた。「なぜ、良いことについて、わたし

に尋ねるのですか。良い方は、ひとりだけ

です。もし、いのちにはいりたいと思うな

ら、戒めを守りなさい。」 18彼は「どの戒

めですか。」と言った。そこで、イエスは

言われた。「殺してはならない。姦淫して

はならない。盗んではならない。偽証をし

てはならない。 19父と母を敬え。あなたの

隣人をあなた自身のように愛せよ。」 20こ

の青年はイエスに言った。「そのようなこ

とはみな、守っております。何がまだ欠け

ているのでしょうか。」 21イエスは、彼に



マタイの福音書 38

言われた。「もし、あなたが完全になりた

いなら、帰って、あなたの持ち物を売り払

って貧しい人たちに与えなさい。そうすれ

ば、あなたは天に宝を積むことになります

。そのうえで、わたしについて来なさい。

」 22ところが、青年はこのことばを聞くと

、悲しんで去って行った。この人は多くの

財産を持っていたからである。 23それから

、イエスは弟子たちに言われた。「まこと

に、あなたがたに告げます。金持ちが天の

御国にはいるのはむずかしいことです。 24

まことに、あなたがたにもう一度、告げま

す。金持ちが神の国にはいるよりは、らく

だが針の穴を通るほうがもっとやさしい。

」 25弟子たちは、これを聞くと、たいへん

驚いて言った。「それでは、だれが救われ

ることができるのでしょう。」 26イエスは

彼らをじっと見て言われた。「それは人に

はできないことです。しかし、神にはどん

なことでもできます。」 27そのとき、ペテ

ロはイエスに答えて言った。「ご覧くださ

い。私たちは、何もかも捨てて、あなたに

従ってまいりました。私たちは何がいただ

けるでしょうか。」 28そこで、イエスは彼

らに言われた。「まことに、あなたがたに

告げます。世が改まって人の子がその栄光

の座に着く時、わたしに従って来たあなた

がたも十二の座に着いて、イスラエルの十

二の部族をさばくのです。 29また、わたし

の名のために、家、兄弟、姉妹、父、母、

子、あるいは畑を捨てた者はすべて、その

幾倍もを受け、また永遠のいのちを受け継

ぎます。 (aiōnios g166) 30ただ、先の者があと

になり、あとの者が先になることが多いの

です。

20天の御国は、自分のぶどう園で働く労
務者を雇いに朝早く出かけた主人のよ

うなものです。 2彼は、労務者たちと一日

一デナリの約束ができると、彼らをぶどう

園にやった。 3それから、九時ごろに出か

けてみると、別の人たちが市場に立ってお

り、何もしないでいた。 4そこで、彼はそ

の人たちに言った。『あなたがたも、ぶど

う園に行きなさい。相当のものを上げるか

ら。』 5彼らは出て行った。それからまた

、十二時ごろと三時ごろに出かけて行って

、同じようにした。 6また、五時ごろ出か

けてみると、別の人たちが立っていたので

、彼らに言った。『なぜ、一日中仕事もし

ないでここにいるのですか。』 7彼らは言

った。『だれも雇ってくれないからです。

』彼は言った。『あなたがたも、ぶどう園

に行きなさい。』 8こうして、夕方になっ

たので、ぶどう園の主人は、監督に言った

。『労務者たちを呼んで、最後に来た者た

ちから順に、最初に来た者たちにまで、賃

金を払ってやりなさい。』 9そこで、五時

ごろに雇われた者たちが来て、それぞれ一

デナリずつもらった。 10最初の者たちがも

らいに来て、もっと多くもらえるだろうと

思ったが、彼らもやはりひとり一デナリず

つであった。 11そこで、彼らはそれを受け

取ると、主人に文句をつけて、 12言った。

『この最後の連中は一時間しか働かなかっ

たのに、あなたは私たちと同じにしました

。私たちは一日中、労苦と焼けるような暑

さを辛抱したのです。』 13しかし、彼はそ

のひとりに答えて言った。『私はあなたに

何も不当なことはしていない。あなたは私

と一デナリの約束をしたではありませんか
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。 14自分の分を取って帰りなさい。ただ私

としては、この最後の人にも、あなたと同

じだけ上げたいのです。 15自分のものを自

分の思うようにしてはいけないという法が

ありますか。それとも、私が気前がいいの

で、あなたの目にはねたましく思われるの

ですか。』 16このように、あとの者が先に

なり、先の者があとになるものです。」 17

さて、イエスは、エルサレムに上ろうとし

ておられたが、十二弟子だけを呼んで、道

々彼らに話された。 18「さあ、これから、

わたしたちはエルサレムに向かって行きま

す。人の子は、祭司長、律法学者たちに引

き渡されるのです。彼らは人の子を死刑に

定めます。 19そして、あざけり、むち打ち

、十字架につけるため、異邦人に引き渡し

ます。しかし、人の子は三日目によみがえ

ります。」 20そのとき、ゼベダイの子たち

の母が、子どもたちといっしょにイエスの

もとに来て、ひれ伏して、お願いがありま

すと言った。 21イエスが彼女に、「どんな

願いですか。」と言われると、彼女は言っ

た。「私のこのふたりの息子が、あなたの

御国で、ひとりはあなたの右に、ひとりは

左にすわれるようにおことばを下さい。」

22けれども、イエスは答えて言われた。「

あなたがたは自分が何を求めているのか、

わかっていないのです。わたしが飲もうと

している杯を飲むことができますか。」彼

らは「できます。」と言った。 23イエスは

言われた。「あなたがたはわたしの杯を飲

みはします。しかし、わたしの右と左にす

わることは、このわたしの許すことではな

く、わたしの父によってそれに備えられた

人々があるのです。」 24このことを聞いた

ほかの十人は、このふたりの兄弟のことで

腹を立てた。 25そこで、イエスは彼らを呼

び寄せて、言われた。「あなたがたも知っ

ているとおり、異邦人の支配者たちは彼ら

を支配し、偉い人たちは彼らの上に権力を

ふるいます。 26あなたがたの間では、そう

ではありません。あなたがたの間で偉くな

りたいと思う者は、みなに仕える者になり

なさい。 27あなたがたの間で人の先に立ち

たいと思う者は、あなたがたのしもべにな

りなさい。 28人の子が来たのが、仕えられ

るためではなく、かえって仕えるためであ

り、また、多くの人のための、贖いの代価

として、自分のいのちを与えるためである

のと同じです。」 29彼らがエリコを出て行

くと、大ぜいの群衆がイエスについて行っ

た。 30すると、道ばたにすわっていたふた

りの盲人が、イエスが通られると聞いて、

叫んで言った。「主よ。私たちをあわれん

でください。ダビデの子よ。」 31そこで、

群衆は彼らを黙らせようとして、たしなめ

たが、彼らはますます、「主よ。私たちを

あわれんでください。ダビデの子よ。」と

叫び立てた。 32すると、イエスは立ち止ま

って、彼らを呼んで言われた。「わたしに

何をしてほしいのか。」 33彼らはイエスに

言った。「主よ。この目をあけていただき

たいのです。」 34イエスはかわいそうに思

って、彼らの目にさわられた。すると、す

ぐさま彼らは見えるようになり、イエスに

ついて行った。

21それから、彼らはエルサレムに近づき
、オリーブ山のふもとのベテパゲまで

来た。そのとき、イエスは、弟子をふたり

使いに出して、 2言われた。「向こうの村
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へ行きなさい。そうするとすぐに、ろばが

つながれていて、いっしょにろばの子がい

るのに気がつくでしょう。それをほどいて

、わたしのところに連れて来なさい。 3も

しだれかが何か言ったら、『主がお入用な

のです。』と言いなさい。そうすれば、す

ぐに渡してくれます。」 4これは、預言者

を通して言われた事が成就するために起こ

ったのである。 5「シオンの娘に伝えなさ

い。『見よ。あなたの王が、あなたのとこ

ろにお見えになる。 柔和で、ろばの背に乗

って、 それも、荷物を運ぶろばの子に乗っ

て。』」 6そこで、弟子たちは行って、イ

エスが命じられたとおりにした。 7そして

、ろばと、ろばの子とを連れて来て、自分

たちの上着をその上に掛けた。イエスはそ

れに乗られた。 8すると、群衆のうち大ぜ

いの者が、自分たちの上着を道に敷き、ま

た、ほかの人々は、木の枝を切って来て、

道に敷いた。 9そして、群衆は、イエスの

前を行く者も、あとに従う者も、こう言っ

て叫んでいた。「ダビデの子にホサナ。祝

福あれ。主の御名によって来られる方に。

ホサナ。いと高き所に。」 10こうして、イ

エスがエルサレムにはいられると、都中が

こぞって騒ぎ立ち、「この方は、どういう

方なのか。」と言った。 11群衆は、「この

方は、ガリラヤのナザレの、預言者イエス

だ。」と言った。 12それから、イエスは宮

にはいって、宮の中で売り買いする者たち

をみな追い出し、両替人の台や、鳩を売る

者たちの腰掛けを倒された。 13そして彼ら

に言われた。「『わたしの家は祈りの家と

呼ばれる。』と書いてある。それなのに、

あなたがたはそれを強盗の巣にしている。

」 14また、宮の中で、盲人や足なえがみも

とに来たので、イエスは彼らをいやされた

。 15ところが、祭司長、律法学者たちは、

イエスのなさった驚くべきいろいろのこと

を見、また宮の中で子どもたちが「ダビデ

の子にホサナ。」と言って叫んでいるのを

見て腹を立てた。 16そしてイエスに言った

。「あなたは、子どもたちが何と言ってい

るか、お聞きですか。」イエスは言われた

。「聞いています。『あなたは幼子と乳飲

み子たちの口に賛美を用意された。』とあ

るのを、あなたがたは読まなかったのです

か。」 17イエスは彼らをあとに残し、都を

出てベタニヤに行き、そこに泊まられた。

18翌朝、イエスは都に帰る途中、空腹を覚

えられた。 19道ばたにいちじくの木が見え

たので、近づいて行かれたが、葉のほかは

何もないのに気づかれた。それで、イエス

はその木に「おまえの実は、もういつまで

も、ならないように。」と言われた。する

と、たちまちいちじくの木は枯れた。 (aiōn

g165) 20弟子たちは、これを見て、驚いて言

った。「どうして、こうすぐにいちじくの

木が枯れたのでしょうか。」 21イエスは答

えて言われた。「まことに、あなたがたに

告げます。もし、あなたがたが、信仰を持

ち、疑うことがなければ、いちじくの木に

なされたようなことができるだけでなく、

たとい、この山に向かって、『動いて、海

にはいれ。』と言っても、そのとおりにな

ります。 22あなたがたが信じて祈り求める

ものなら、何でも与えられます。」 23それ

から、イエスが宮にはいって、教えておら

れると、祭司長、民の長老たちが、みもと

に来て言った。「何の権威によって、これ
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らのことをしておられるのですか。だれが

、あなたにその権威を授けたのですか。」

24イエスは答えて、こう言われた。「わた

しも一言あなたがたに尋ねましょう。もし

、あなたがたが答えるなら、わたしも何の

権威によって、これらのことをしているか

を話しましょう。 25ヨハネのバプテスマは

、どこから来たものですか。天からですか

。それとも人からですか。」すると、彼ら

はこう言いながら、互いに論じ合った。「

もし、天から、と言えば、それならなぜ、

彼を信じなかったか、と言うだろう。 26し

かし、もし、人から、と言えば、群衆がこ

わい。彼らはみな、ヨハネを預言者と認め

ているのだから。」 27そこで、彼らはイエ

スに答えて、「わかりません。」と言った

。イエスもまた彼らにこう言われた。「わ

たしも、何の権威によってこれらのことを

するのか、あなたがたに話すまい。 28とこ

ろで、あなたがたは、どう思いますか。あ

る人にふたりの息子がいた。その人は兄の

ところに来て、『きょう、ぶどう園に行っ

て働いてくれ。』と言った。 29兄は答えて

『行きます。おとうさん。』と言ったが、

行かなかった。 30それから、弟のところに

来て、同じように言った。ところが、弟は

答えて『行きたくありません。』と言った

が、あとから悪かったと思って出かけて行

った。 31ふたりのうちどちらが、父の願っ

たとおりにしたのでしょう。」彼らは言っ

た。「あとの者です。」イエスは彼らに言

われた。「まことに、あなたがたに告げま

す。取税人や遊女たちのほうが、あなたが

たより先に神の国にはいっているのです。

32というのは、あなたがたは、ヨハネが義

の道を持って来たのに、彼を信じなかった

。しかし、取税人や遊女たちは彼を信じた

からです。しかもあなたがたは、それを見

ながら、あとになって悔いることもせず、

彼を信じなかったのです。 33もう一つのた

とえを聞きなさい。 ひとりの、家の主人が

いた。彼はぶどう園を造って、垣を巡らし

、その中に酒ぶねを掘り、やぐらを建て、

それを農夫たちに貸して、旅に出かけた。

34さて、収穫の時が近づいたので、主人は

自分の分を受け取ろうとして、農夫たちの

ところへしもべたちを遣わした。 35すると

、農夫たちは、そのしもべたちをつかまえ

て、ひとりは袋だたきにし、もうひとりは

殺し、もうひとりは石で打った。 36そこで

もう一度、前よりももっと多くの別のしも

べたちを遣わしたが、やはり同じような扱

いをした。 37しかし、そのあと、その主人

は、『私の息子なら、敬ってくれるだろう

。』と言って、息子を遣わした。 38すると

、農夫たちは、その子を見て、こう話し合

った。『あれはあと取りだ。さあ、あれを

殺して、あれのものになるはずの財産を手

に入れようではないか。』 39そして、彼を

つかまえて、ぶどう園の外に追い出して殺

してしまった。 40このばあい、ぶどう園の

主人が帰って来たら、その農夫たちをどう

するでしょう。」 41彼らはイエスに言った

。「その悪党どもを情け容赦なく殺して、

そのぶどう園を、季節にはきちんと収穫を

納める別の農夫たちに貸すに違いありませ

ん。」 42イエスは彼らに言われた。「あな

たがたは、次の聖書のことばを読んだこと

がないのですか。 『家を建てる者たちの見

捨てた石。それが礎の石になった。これは



マタイの福音書 42

主のなさったことだ。私たちの目には、不

思議なことである。』 43だから、わたしは

あなたがたに言います。神の国はあなたが

たから取り去られ、神の国の実を結ぶ国民

に与えられます。 44また、この石の上に落

ちる者は、粉々に砕かれ、この石が人の上

に落ちれば、その人を粉みじんに飛ばして

しまいます。」 45祭司長たちとパリサイ人

たちは、イエスのこれらのたとえを聞いた

とき、自分たちをさして話しておられるこ

とに気づいた。 46それでイエスを捕えよう

としたが、群衆を恐れた。群衆はイエスを

預言者と認めていたからである。

22イエスはもう一度たとえをもって彼ら
に話された。 2「天の御国は、王子の

ために結婚の披露宴を設けた王にたとえる

ことができます。 3王は、招待しておいた

お客を呼びに、しもべたちを遣わしたが、

彼らは来たがらなかった。 4それで、もう

一度、次のように言いつけて、別のしもべ

たちを遣わした。『お客に招いておいた人

たちにこう言いなさい。「さあ、食事の用

意ができました。雄牛も太った家畜もほふ

って、何もかも整いました。どうぞ宴会に

お出かけください。」』 5ところが、彼ら

は気にもかけず、ある者は畑に、別の者は

商売に出て行き、 6そのほかの者たちは、

王のしもべたちをつかまえて恥をかかせ、

そして殺してしまった。 7王は怒って、兵

隊を出して、その人殺しどもを滅ぼし、彼

らの町を焼き払った。 8そのとき、王はし

もべたちに言った。『宴会の用意はできて

いるが、招待しておいた人たちは、それに

ふさわしくなかった。 9だから、大通りに

行って、出会った者をみな宴会に招きなさ

い。』 10それで、しもべたちは、通りに出

て行って、良い人でも悪い人でも出会った

者をみな集めたので、宴会場は客でいっぱ

いになった。 11ところで、王が客を見よう

としてはいって来ると、そこに婚礼の礼服

を着ていない者がひとりいた。 12そこで、

王は言った。『あなたは、どうして礼服を

着ないで、ここにはいって来たのですか。

』しかし、彼は黙っていた。 13そこで、王

はしもべたちに、『あれの手足を縛って、

外の暗やみに放り出せ。そこで泣いて歯ぎ

しりするのだ。』と言った。 14招待される

者は多いが、選ばれる者は少ないのです。

」 15そのころ、パリサイ人たちは出て来て

、どのようにイエスをことばのわなにかけ

ようかと相談した。 16彼らはその弟子たち

を、ヘロデ党の者たちといっしょにイエス

のもとにやって、こう言わせた。「先生。

私たちは、あなたが真実な方で、真理に基

づいて神の道を教え、だれをもはばからな

い方だと存じています。あなたは、人の顔

色を見られないからです。 17それで、どう

思われるのか言ってください。税金をカイ

ザルに納めることは、律法にかなっている

ことでしょうか。かなっていないことでし

ょうか。」 18イエスは彼らの悪意を知って

言われた。「偽善者たち。なぜ、わたしを

ためすのか。 19納め金にするお金をわたし

に見せなさい。」そこで彼らは、デナリを

一枚イエスのもとに持って来た。 20そこで

彼らに言われた。「これは、だれの肖像で

すか。だれの銘ですか。」 21彼らは、「カ

イザルのです。」と言った。そこで、イエ

スは言われた。「それなら、カイザルのも

のはカイザルに返しなさい。そして神のも
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のは神に返しなさい。」 22彼らは、これを

聞いて驚嘆し、イエスを残して立ち去った

。 23その日、復活はないと言っているサド

カイ人たちが、イエスのところに来て、質

問して、 24言った。「先生。モーセは『も

し、ある人が子のないままで死んだなら、

その弟は兄の妻をめとって、兄のための子

をもうけねばならない。』と言いました。

25ところで、私たちの間に七人兄弟があり

ました。長男は結婚しましたが、死んで、

子がなかったので、その妻を弟に残しまし

た。 26次男も三男も、七人とも同じように

なりました。 27そして、最後に、その女も

死にました。 28すると復活の際には、その

女は七人のうちだれの妻なのでしょうか。

彼らはみな、その女を妻にしたのです。」

29しかし、イエスは彼らに答えて言われた

。「そんな思い違いをしているのは、聖書

も神の力も知らないからです。 30復活の時

には、人はめとることも、とつぐこともな

く、天の御使いたちのようです。 31それに

、死人の復活については、神があなたがた

に語られた事を、あなたがたは読んだこと

がないのですか。 32『わたしは、アブラハ

ムの神、イサクの神、ヤコブの神である。

』とあります。神は死んだ者の神ではあり

ません。生きている者の神です。」 33群衆

はこれを聞いて、イエスの教えに驚いた。

34しかし、パリサイ人たちは、イエスがサ

ドカイ人たちを黙らせたと聞いて、いっし

ょに集まった。 35そして、彼らのうちのひ

とりの律法の専門家が、イエスをためそう

として、尋ねた。 36「先生。律法の中で、

たいせつな戒めはどれですか。」 37そこで

、イエスは彼に言われた。「『心を尽くし

、思いを尽くし、知力を尽くして、あなた

の神である主を愛せよ。』 38これがたいせ

つな第一の戒めです。 39『あなたの隣人を

あなた自身のように愛せよ。』という第二

の戒めも、それと同じようにたいせつです

。 40律法全体と預言者とが、この二つの戒

めにかかっているのです。」 41パリサイ人

たちが集まっているときに、イエスは彼ら

に尋ねて言われた。 42「あなたがたは、キ

リストについて、どう思いますか。彼はだ

れの子ですか。」彼らはイエスに言った。

「ダビデの子です。」 43イエスは彼らに言

われた。「それでは、どうしてダビデは、

御霊によって、彼を主と呼び、 44『主は私

の主に言われた。 「わたしがあなたの敵を

あなたの足の下に従わせるまでは、 わたし

の右の座に着いていなさい。」』 と言って

いるのですか。 45ダビデがキリストを主と

呼んでいるのなら、どうして彼はダビデの

子なのでしょう。」 46それで、だれもイエ

スに一言も答えることができなかった。ま

た、その日以来、もはやだれも、イエスに

あえて質問をする者はなかった。

23そのとき、イエスは群衆と弟子たちに
話をして、 2こう言われた。「律法学

者、パリサイ人たちは、モーセの座を占め

ています。 3ですから、彼らがあなたがた

に言うことはみな、行ない、守りなさい。

けれども、彼らの行ないをまねてはいけま

せん。彼らは言うことは言うが、実行しな

いからです。 4また、彼らは重い荷をくく

って、人の肩に載せ、自分はそれに指一本

さわろうとはしません。 5彼らのしている

ことはみな、人に見せるためです。経札の

幅を広くしたり、衣のふさを長くしたりす
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るのもそうです。 6また、宴会の上座や会

堂の上席が大好きで、 7広場であいさつさ

れたり、人から先生と呼ばれたりすること

が好きです。 8しかし、あなたがたは先生

と呼ばれてはいけません。あなたがたの教

師はただひとりしかなく、あなたがたはみ

な兄弟だからです。 9あなたがたは地上の

だれかを、われらの父と呼んではいけませ

ん。あなたがたの父はただひとり、すなわ

ち天にいます父だけだからです。 10また、

師と呼ばれてはいけません。あなたがたの

師はただひとり、キリストだからです。 11

あなたがたのうちの一番偉大な者は、あな

たがたに仕える人でなければなりません。

12だれでも、自分を高くする者は低くされ

、自分を低くする者は高くされます。 13し

かし、わざわいが来ますぞ。偽善の律法学

者、パリサイ人たち。あなたがたは、人々

から天の御国をさえぎっているのです。自

分もはいらず、はいろうとしている人々を

もはいらせないのです。 14［わざわいが来

ますぞ。偽善の律法学者、パリサイ人たち

。あなたがたは、やもめたちの家を食いつ

ぶしていながら、見えのために長い祈りを

するからです。ですから、あなたがたは、

人一倍ひどい罰を受けます。］ 15わざわい

が来ますぞ。偽善の律法学者、パリサイ人

たち。改宗者をひとりつくるのに、海と陸

とを飛び回り、改宗者ができると、その人

を自分より倍も悪いゲヘナの子にするから

です。 (Geenna g1067) 16わざわいが来ますぞ。

目の見えぬ手引きども。あなたがたはこう

言う。『だれでも、神殿をさして誓ったの

なら、何でもない。しかし、神殿の黄金を

さして誓ったら、その誓いを果たさなけれ

ばならない。』 17愚かで、目の見えぬ人た

ち。黄金と、黄金を神聖なものにする神殿

と、どちらがたいせつなのか。 18また、こ

う言う。『だれでも、祭壇をさして誓った

のなら、何でもない。しかし、祭壇の上の

供え物をさして誓ったら、その誓いを果た

さなければならない。』 19目の見えぬ人た

ち。供え物と、その供え物を神聖なものに

する祭壇と、どちらがたいせつなのか。 20

ですから、祭壇をさして誓う者は、祭壇を

も、その上のすべての物をもさして誓って

いるのです。 21また、神殿をさして誓う者

は、神殿をも、その中に住まわれる方をも

さして誓っているのです。 22天をさして誓

う者は、神の御座とそこに座しておられる

方をさして誓うのです。 23わざわいが来ま

すぞ。偽善の律法学者、パリサイ人たち。

あなたがたは、はっか、いのんど、クミン

などの十分の一を納めているが、律法の中

ではるかに重要なもの、すなわち正義もあ

われみも誠実もおろそかにしているのです

。これこそしなければならないことです。

ただし、他のほうもおろそかにしてはいけ

ません。 24目の見えぬ手引きども。あなた

がたは、ぶよは、こして除くが、らくだは

のみこんでいます。 25わざわいが来ますぞ

。偽善の律法学者、パリサイ人たち。あな

たがたは、杯や皿の外側はきよめるが、そ

の中は強奪と放縦でいっぱいです。 26目の

見えぬパリサイ人たち。まず、杯の内側を

きよめなさい。そうすれば、外側もきよく

なります。 27わざわいが来ますぞ。偽善の

律法学者、パリサイ人たち。あなたがたは

白く塗った墓のようなものです。墓はその

外側は美しく見えても、内側は、死人の骨
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や、あらゆる汚れたものがいっぱいなよう

に、 28あなたがたも、外側は人に正しいと

見えても、内側は偽善と不法でいっぱいで

す。 29わざわいが来ますぞ。偽善の律法学

者、パリサイ人たち。あなたがたは預言者

の墓を建て、義人の記念碑を飾って、 30『

私たちが、先祖の時代に生きていたら、預

言者たちの血を流すような仲間にはならな

かっただろう。』と言います。 31こうして

、預言者を殺した者たちの子孫だと、自分

で証言しています。 32あなたがたも先祖の

罪の目盛りの不足分を満たしなさい。 33お

まえたち蛇ども、まむしのすえども。おま

えたちは、ゲヘナの刑罰をどうしてのがれ

ることができよう。 (Geenna g1067) 34だから、

わたしが預言者、知者、律法学者たちを遣

わすと、おまえたちはそのうちのある者を

殺し、十字架につけ、またある者を会堂で

むち打ち、町から町へと迫害して行くので

す。 35それは、義人アベルの血からこのか

た、神殿と祭壇との間で殺されたバラキヤ

の子ザカリヤの血に至るまで、地上で流さ

れるすべての正しい血の報復があなたがた

の上に来るためです。 36まことに、あなた

がたに告げます。これらの報いはみな、こ

の時代の上に来ます。 37ああ、エルサレム

、エルサレム。預言者たちを殺し、自分に

遣わされた人たちを石で打つ者。わたしは

、めんどりがひなを翼の下に集めるように

、あなたの子らを幾たび集めようとしたこ

とか。それなのに、あなたがたはそれを好

まなかった。 38見なさい。あなたがたの家

は荒れ果てたままに残される。 39あなたが

たに告げます。『祝福あれ。主の御名によ

って来られる方に。』とあなたがたが言う

ときまで、あなたがたは今後決してわたし

を見ることはありません。」

24イエスが宮を出て行かれるとき、弟子
たちが近寄って来て、イエスに宮の建

物をさし示した。 2そこで、イエスは彼ら

に答えて言われた。「このすべての物に目

をみはっているのでしょう。まことに、あ

なたがたに告げます。ここでは、石がくず

されずに、積まれたまま残ることは決して

ありません。」 3イエスがオリーブ山です

わっておられると、弟子たちが、ひそかに

みもとに来て言った。「お話しください。

いつ、そのようなことが起こるのでしょう

。あなたの来られる時や世の終わりには、

どんな前兆があるのでしょう。」 (aiōn g165) 4

そこで、イエスは彼らに答えて言われた。

「人に惑わされないように気をつけなさい

。 5わたしの名を名のる者が大ぜい現われ

、『私こそキリストだ。』と言って、多く

の人を惑わすでしょう。 6また、戦争のこ

とや、戦争のうわさを聞くでしょうが、気

をつけて、あわてないようにしなさい。こ

れらは必ず起こることです。しかし、終わ

りが来たのではありません。 7民族は民族

に、国は国に敵対して立ち上がり、方々に

ききんと地震が起こります。 8しかし、そ

のようなことはみな、産みの苦しみの初め

なのです。 9そのとき、人々は、あなたが

たを苦しいめに会わせ、殺します。また、

わたしの名のために、あなたがたはすべて

の国の人々に憎まれます。 10また、そのと

きは、人々が大ぜいつまずき、互いに裏切

り、憎み合います。 11また、にせ預言者が

多く起こって、多くの人々を惑わします。

12不法がはびこるので、多くの人たちの愛
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は冷たくなります。 13しかし、最後まで耐

え忍ぶ者は救われます。 14この御国の福音

は全世界に宣べ伝えられて、すべての国民

にあかしされ、それから、終わりの日が来

ます。 15それゆえ、預言者ダニエルによっ

て語られたあの『荒らす憎むべき者』が、

聖なる所に立つのを見たならば、（読者は

よく読み取るように。） 16そのときは、ユ

ダヤにいる人々は山へ逃げなさい。 17屋上

にいる者は家の中の物を持ち出そうと下に

降りてはいけません。 18畑にいる者は着物

を取りに戻ってはいけません。 19だが、そ

の日、悲惨なのは身重の女と乳飲み子を持

つ女です。 20ただ、あなたがたの逃げるの

が、冬や安息日にならぬよう祈りなさい。

21そのときには、世の初めから、今に至る

まで、いまだかつてなかったような、また

これからもないような、ひどい苦難がある

からです。 22もし、その日数が少なくされ

なかったら、ひとりとして救われる者はな

いでしょう。しかし、選ばれた者のために

、その日数は少なくされます。 23そのとき

、『そら、キリストがここにいる。』とか

、『そこにいる。』とか言う者があっても

、信じてはいけません。 24にせキリスト、

にせ預言者たちが現われて、できれば選民

をも惑わそうとして、大きなしるしや不思

議なことをして見せます。 25さあ、わたし

は、あなたがたに前もって話しました。 26

だから、たとい、『そら、荒野にいらっし

ゃる。』と言っても、飛び出して行っては

いけません。『そら、へやにいらっしゃる

。』と聞いても、信じてはいけません。 27

人の子の来るのは、いなずまが東から出て

、西にひらめくように、ちょうどそのよう

に来るのです。 28死体のある所には、はげ

たかが集まります。 29だが、これらの日の

苦難に続いてすぐに、太陽は暗くなり、月

は光を放たず、星は天から落ち、天の万象

は揺り動かされます。 30そのとき、人の子

のしるしが天に現われます。すると、地上

のあらゆる種族は、悲しみながら、人の子

が大能と輝かしい栄光を帯びて天の雲に乗

って来るのを見るのです。 31人の子は大き

なラッパの響きとともに、御使いたちを遣

わします。すると御使いたちは、天の果て

から果てまで、四方からその選びの民を集

めます。 32いちじくの木から、たとえを学

びなさい。枝が柔らかになって、葉が出て

来ると、夏の近いことがわかります。 33そ

のように、これらのことのすべてを見たら

、あなたがたは、人の子が戸口まで近づい

ていると知りなさい。 34まことに、あなた

がたに告げます。これらのことが全部起こ

ってしまうまでは、この時代は過ぎ去りま

せん。 35この天地は滅び去ります。しかし

、わたしのことばは決して滅びることがあ

りません。 36ただし、その日、その時がい

つであるかは、だれも知りません。天の御

使いたちも子も知りません。ただ父だけが

知っておられます。 37人の子が来るのは、

ちょうど、ノアの日のようだからです。 38

洪水前の日々は、ノアが箱舟にはいるその

日まで、人々は、飲んだり、食べたり、め

とったり、とついだりしていました。 39そ

して、洪水が来てすべての物をさらってし

まうまで、彼らはわからなかったのです。

人の子が来るのも、そのとおりです。 40そ

のとき、畑にふたりいると、ひとりは取ら

れ、ひとりは残されます。 41ふたりの女が
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臼をひいていると、ひとりは取られ、ひと

りは残されます。 42だから、目をさまして

いなさい。あなたがたは、自分の主がいつ

来られるか、知らないからです。 43しかし

、このことは知っておきなさい。家の主人

は、どろぼうが夜の何時に来ると知ってい

たら、目を見張っていたでしょうし、また

、おめおめと自分の家に押し入られはしな

かったでしょう。 44だから、あなたがたも

用心していなさい。なぜなら、人の子は、

思いがけない時に来るのですから。 45主人

から、その家のしもべたちを任されて、食

事時には彼らに食事をきちんと与えるよう

な忠実な思慮深いしもべとは、いったいだ

れでしょうか。 46主人が帰って来たときに

、そのようにしているのを見られるしもべ

は幸いです。 47まことに、あなたがたに告

げます。その主人は彼に自分の全財産を任

せるようになります。 48ところが、それが

悪いしもべで、『主人はまだまだ帰るまい

。』と心の中で思い、 49その仲間を打ちた

たき、酒飲みたちと飲んだり食べたりし始

めていると、 50そのしもべの主人は、思い

がけない日の思わぬ時間に帰って来ます。

51そして、彼をきびしく罰して、その報い

を偽善者たちと同じにするに違いありませ

ん。しもべはそこで泣いて歯ぎしりするの

です。

25そこで、天の御国は、たとえて言えば
、それぞれがともしびを持って、花婿

を出迎える十人の娘のようです。 2そのう

ち五人は愚かで、五人は賢かった。 3愚か

な娘たちは、ともしびは持っていたが、油

を用意しておかなかった。 4賢い娘たちは

、自分のともしびといっしょに、入れ物に

油を入れて持っていた。 5花婿が来るのが

遅れたので、みな、うとうとして眠り始め

た。 6ところが、夜中になって、『そら、

花婿だ。迎えに出よ。』と叫ぶ声がした。

7娘たちは、みな起きて、自分のともしび

を整えた。 8ところが愚かな娘たちは、賢

い娘たちに言った。『油を少し私たちに分

けてください。私たちのともしびは消えそ

うです。』 9しかし、賢い娘たちは答えて

言った。『いいえ、あなたがたに分けてあ

げるにはとうてい足りません。それよりも

店に行って、自分のをお買いなさい。』 10

そこで、買いに行くと、その間に花婿が来

た。用意のできていた娘たちは、彼といっ

しょに婚礼の祝宴に行き、戸がしめられた

。 11そのあとで、ほかの娘たちも来て、『

ご主人さま、ご主人さま。あけてください

。』と言った。 12しかし、彼は答えて、『

確かなところ、私はあなたがたを知りませ

ん。』と言った。 13だから、目をさまして

いなさい。あなたがたは、その日、その時

を知らないからです。 14天の御国は、しも

べたちを呼んで、自分の財産を預け、旅に

出て行く人のようです。 15彼は、おのおの

その能力に応じて、ひとりには五タラント

、ひとりには二タラント、もうひとりには

一タラントを渡し、それから旅に出かけた

。 16五タラント預かった者は、すぐに行っ

て、それで商売をして、さらに五タラント

もうけた。 17同様に、二タラント預かった

者も、さらに二タラントもうけた。 18とこ

ろが、一タラント預かった者は、出て行く

と、地を掘って、その主人の金を隠した。

19さて、よほどたってから、しもべたちの

主人が帰って来て、彼らと清算をした。 20
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すると、五タラント預かった者が来て、も

う五タラント差し出して言った。『ご主人

さま。私に五タラント預けてくださいまし

たが、ご覧ください。私はさらに五タラン

トもうけました。』 21その主人は彼に言っ

た。『よくやった。良い忠実なしもべだ。

あなたは、わずかな物に忠実だったから、

私はあなたにたくさんの物を任せよう。主

人の喜びをともに喜んでくれ。』 22二タラ

ントの者も来て言った。『ご主人さま。私

は二タラント預かりましたが、ご覧くださ

い。さらに二タラントもうけました。』 23

その主人は彼に言った。『よくやった。良

い忠実なしもべだ。あなたは、わずかな物

に忠実だったから、私はあなたにたくさん

の物を任せよう。主人の喜びをともに喜ん

でくれ。』 24ところが、一タラント預かっ

ていた者も来て、言った。『ご主人さま。

あなたは、蒔かない所から刈り取り、散ら

さない所から集めるひどい方だとわかって

いました。 25私はこわくなり、出て行って

、あなたの一タラントを地の中に隠してお

きました。さあどうぞ、これがあなたの物

です。』 26ところが、主人は彼に答えて言

った。『悪いなまけ者のしもべだ。私が蒔

かない所から刈り取り、散らさない所から

集めることを知っていたというのか。 27だ

ったら、おまえはその私の金を、銀行に預

けておくべきだった。そうすれば私は帰っ

て来たときに、利息がついて返してもらえ

たのだ。 28だから、そのタラントを彼から

取り上げて、それを十タラント持っている

者にやりなさい。』 29だれでも持っている

者は、与えられて豊かになり、持たない者

は、持っているものまでも取り上げられる

のです。 30役に立たぬしもべは、外の暗や

みに追い出しなさい。そこで泣いて歯ぎし

りするのです。 31人の子が、その栄光を帯

びて、すべての御使いたちを伴って来ると

き、人の子はその栄光の位に着きます。 32

そして、すべての国々の民が、その御前に

集められます。彼は、羊飼いが羊と山羊と

を分けるように、彼らをより分け、 33羊を

自分の右に、山羊を左に置きます。 34そう

して、王は、その右にいる者たちに言いま

す。『さあ、わたしの父に祝福された人た

ち。世の初めから、あなたがたのために備

えられた御国を継ぎなさい。 35あなたがた

は、わたしが空腹であったとき、わたしに

食べる物を与え、わたしが渇いていたとき

、わたしに飲ませ、わたしが旅人であった

とき、わたしに宿を貸し、 36わたしが裸の

とき、わたしに着る物を与え、わたしが病

気をしたとき、わたしを見舞い、わたしが

牢にいたとき、わたしをたずねてくれたか

らです。』 37すると、その正しい人たちは

、答えて言います。『主よ。いつ、私たち

は、あなたが空腹なのを見て、食べる物を

差し上げ、渇いておられるのを見て、飲ま

せてあげましたか。 38いつ、あなたが旅を

しておられるときに、泊まらせてあげ、裸

なのを見て、着る物を差し上げましたか。

39また、いつ、私たちは、あなたのご病気

やあなたが牢におられるのを見て、おたず

ねしましたか。』 40すると、王は彼らに答

えて言います。『まことに、あなたがたに

告げます。あなたがたが、これらのわたし

の兄弟たち、しかも最も小さい者たちのひ

とりにしたのは、わたしにしたのです。』

41それから、王はまた、その左にいる者た
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ちに言います。『のろわれた者ども。わた

しから離れて、悪魔とその使いたちのため

に用意された永遠の火にはいれ。 (aiōnios

g166) 42おまえたちは、わたしが空腹であっ

たとき、食べる物をくれず、渇いていたと

きにも飲ませず、 43わたしが旅人であった

ときにも泊まらせず、裸であったときにも

着る物をくれず、病気のときや牢にいたと

きにもたずねてくれなかった。』 44そのと

き、彼らも答えて言います。『主よ。いつ

、私たちは、あなたが空腹であり、渇き、

旅をし、裸であり、病気をし、牢におられ

るのを見て、お世話をしなかったのでしょ

うか。』 45すると、王は彼らに答えて言い

ます。『まことに、おまえたちに告げます

。おまえたちが、この最も小さい者たちの

ひとりにしなかったのは、わたしにしなか

ったのです。』 46こうして、この人たちは

永遠の刑罰にはいり、正しい人たちは永遠

のいのちにはいるのです。」 (aiōnios g166)

26イエスは、これらの話をすべて終える
と、弟子たちに言われた。 2「あなた

がたの知っているとおり、二日たつと過越

の祭りになります。人の子は十字架につけ

られるために引き渡されます。」 3そのこ

ろ、祭司長、民の長老たちは、カヤパとい

う大祭司の家の庭に集まり、 4イエスをだ

まして捕え、殺そうと相談した。 5しかし

、彼らは、「祭りの間はいけない。民衆の

騒ぎが起こるといけないから。」と話して

いた。 6さて、イエスがベタニヤで、らい

病人シモンの家におられると、 7ひとりの

女がたいへん高価な香油のはいった石膏の

つぼを持ってみもとに来て、食卓に着いて

おられたイエスの頭に香油を注いだ。 8弟

子たちはこれを見て、憤慨して言った。「

何のために、こんなむだなことをするのか

。 9この香油なら、高く売れて、貧乏な人

たちに施しができたのに。」 10するとイエ

スはこれを知って、彼らに言われた。「な

ぜ、この女を困らせるのです。わたしに対

してりっぱなことをしてくれたのです。 11

貧しい人たちは、いつもあなたがたといっ

しょにいます。しかし、わたしは、いつも

あなたがたといっしょにいるわけではあり

ません。 12この女が、この香油をわたしの

からだに注いだのは、わたしの埋葬の用意

をしてくれたのです。 13まことに、あなた

がたに告げます。世界中のどこででも、こ

の福音が宣べ伝えられる所なら、この人の

した事も語られて、この人の記念となるで

しょう。」 14そのとき、十二弟子のひとり

で、イスカリオテ・ユダという者が、祭司

長たちのところへ行って、 15こう言った。

「彼をあなたがたに売るとしたら、いった

いいくらくれますか。」すると、彼らは銀

貨三十枚を彼に支払った。 16そのときから

、彼はイエスを引き渡す機会をねらってい

た。 17さて、種なしパンの祝いの第一日に

、弟子たちがイエスのところに来て言った

。「過越の食事をなさるのに、私たちはど

こで用意をしましょうか。」 18イエスは言

われた。「都にはいって、これこれの人の

ところに行って、『先生が「わたしの時が

近づいた。わたしの弟子たちといっしょに

、あなたのところで過越を守ろう。」と言

っておられる。』と言いなさい。」 19そこ

で、弟子たちはイエスに言いつけられたと

おりにして、過越の食事の用意をした。 20

さて、夕方になって、イエスは十二弟子と
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いっしょに食卓に着かれた。 21みなが食事

をしているとき、イエスは言われた。「ま

ことに、あなたがたに告げます。あなたが

たのうちひとりが、わたしを裏切ります。

」 22すると、弟子たちは非常に悲しんで、

「主よ。まさか私のことではないでしょう

。」とかわるがわるイエスに言った。 23イ

エスは答えて言われた。「わたしといっし

ょに鉢に手を浸した者が、わたしを裏切る

のです。 24確かに、人の子は、自分につい

て書いてあるとおりに、去って行きます。

しかし、人の子を裏切るような人間はのろ

われます。そういう人は生まれなかったほ

うがよかったのです。」 25すると、イエス

を裏切ろうとしていたユダが答えて言った

。「先生。まさか私のことではないでしょ

う。」イエスは彼に、「いや、そうだ。」

と言われた。 26また、彼らが食事をしてい

るとき、イエスはパンを取り、祝福して後

、これを裂き、弟子たちに与えて言われた

。「取って食べなさい。これはわたしのか

らだです。」 27また杯を取り、感謝をささ

げて後、こう言って彼らにお与えになった

。「みな、この杯から飲みなさい。 28これ

は、わたしの契約の血です。罪を赦すため

に多くの人のために流されるものです。 29

ただ、言っておきます。わたしの父の御国

で、あなたがたと新しく飲むその日までは

、わたしはもはや、ぶどうの実で造った物

を飲むことはありません。」 30そして、賛

美の歌を歌ってから、みなオリーブ山へ出

かけて行った。 31そのとき、イエスは弟子

たちに言われた。「あなたがたはみな、今

夜、わたしのゆえにつまずきます。『わた

しが羊飼いを打つ。すると、羊の群れは散

り散りになる。』と書いてあるからです。

32しかしわたしは、よみがえってから、あ

なたがたより先に、ガリラヤへ行きます。

」 33すると、ペテロがイエスに答えて言っ

た。「たとい全部の者があなたのゆえにつ

まずいても、私は決してつまずきません。

」 34イエスは彼に言われた。「まことに、

あなたに告げます。今夜、鶏が鳴く前に、

あなたは三度、わたしを知らないと言いま

す。」 35ペテロは言った。「たとい、ごい

っしょに死ななければならないとしても、

私は、あなたを知らないなどとは決して申

しません。」弟子たちはみなそう言った。

36それからイエスは弟子たちといっしょに

ゲツセマネという所に来て、彼らに言われ

た。「わたしがあそこに行って祈っている

間、ここにすわっていなさい。」 37それか

ら、ペテロとゼベダイの子ふたりとをいっ

しょに連れて行かれたが、イエスは悲しみ

もだえ始められた。 38そのとき、イエスは

彼らに言われた。「わたしは悲しみのあま

り死ぬほどです。ここを離れないで、わた

しといっしょに目をさましていなさい。」

39それから、イエスは少し進んで行って、

ひれ伏して祈って言われた。「わが父よ。

できますならば、この杯をわたしから過ぎ

去らせてください。しかし、わたしの願う

ようにではなく、あなたのみこころのよう

に、なさってください。」 40それから、イ

エスは弟子たちのところに戻って来て、彼

らの眠っているのを見つけ、ペテロに言わ

れた。「あなたがたは、そんなに、一時間

でも、わたしといっしょに目をさましてい

ることができなかったのか。 41誘惑に陥ら

ないように、目をさまして、祈っていなさ
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い。心は燃えていても、肉体は弱いのです

。」 42イエスは二度目に離れて行き、祈っ

て言われた。「わが父よ。どうしても飲ま

ずには済まされぬ杯でしたら、どうぞみこ

ころのとおりをなさってください。」 43イ

エスが戻って来て、ご覧になると、彼らは

またも眠っていた。目をあけていることが

できなかったのである。 44イエスは、また

も彼らを置いて行かれ、もう一度同じこと

をくり返して三度目の祈りをされた。 45そ

れから、イエスは弟子たちのところに来て

言われた。「まだ眠って休んでいるのです

か。見なさい。時が来ました。人の子は罪

人たちの手に渡されるのです。 46立ちなさ

い。さあ、行くのです。見なさい。わたし

を裏切る者が近づきました。」 47イエスが

まだ話しておられるうちに、見よ、十二弟

子のひとりであるユダがやって来た。剣や

棒を手にした大ぜいの群衆もいっしょであ

った。群衆はみな、祭司長、民の長老たち

から差し向けられたものであった。 48イエ

スを裏切る者は、彼らと合図を決めて、「

私が口づけをするのが、その人だ。その人

をつかまえるのだ。」と言っておいた。 49

それで、彼はすぐにイエスに近づき、「先

生。お元気で。」と言って、口づけした。

50イエスは彼に、「友よ。何のために来た

のですか。」と言われた。そのとき、群衆

が来て、イエスに手をかけて捕えた。 51す

ると、イエスといっしょにいた者のひとり

が、手を伸ばして剣を抜き、大祭司のしも

べに撃ってかかり、その耳を切り落とした

。 52そのとき、イエスは彼に言われた。「

剣をもとに納めなさい。剣を取る者はみな

剣で滅びます。 53それとも、わたしが父に

お願いして、十二軍団よりも多くの御使い

を、今わたしの配下に置いていただくこと

ができないとでも思うのですか。 54だが、

そのようなことをすれば、こうならなけれ

ばならないと書いてある聖書が、どうして

実現されましょう。」 55そのとき、イエス

は群衆に言われた。「まるで強盗にでも向

かうように、剣や棒を持ってわたしをつか

まえに来たのですか。わたしは毎日、宮で

すわって教えていたのに、あなたがたは、

わたしを捕えなかったのです。 56しかし、

すべてこうなったのは、預言者たちの書が

実現するためです。」そのとき、弟子たち

はみな、イエスを見捨てて、逃げてしまっ

た。 57イエスをつかまえた人たちは、イエ

スを大祭司カヤパのところへ連れて行った

。そこには、律法学者、長老たちが集まっ

ていた。 58しかし、ペテロも遠くからイエ

スのあとをつけながら、大祭司の中庭まで

はいって行き、成り行きを見ようと役人た

ちといっしょにすわった。 59さて、祭司長

たちと全議会は、イエスを死刑にするため

に、イエスを訴える偽証を求めていた。 60

偽証者がたくさん出て来たが、証拠はつか

めなかった。しかし、最後にふたりの者が

進み出て、 61言った。「この人は、『わた

しは神の神殿をこわして、それを三日のう

ちに建て直せる。』と言いました。」 62そ

こで、大祭司は立ち上がってイエスに言っ

た。「何も答えないのですか。この人たち

が、あなたに不利な証言をしていますが、

これはどうなのですか。」 63しかし、イエ

スは黙っておられた。それで、大祭司はイ

エスに言った。「私は、生ける神によって

、あなたに命じます。あなたは神の子キリ
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ストなのか、どうか。その答えを言いなさ

い。」 64イエスは彼に言われた。「あなた

の言うとおりです。なお、あなたがたに言

っておきますが、今からのち、人の子が、

力ある方の右の座に着き、天の雲に乗って

来るのを、あなたがたは見ることになりま

す。」 65すると、大祭司は、自分の衣を引

き裂いて言った。「神への冒涜だ。これで

もまだ、証人が必要でしょうか。あなたが

たは、今、神をけがすことばを聞いたので

す。 66どう考えますか。」彼らは答えて、

「彼は死刑に当たる。」と言った。 67そう

して、彼らはイエスの顔につばきをかけ、

こぶしでなぐりつけ、また、他の者たちは

、イエスを平手で打って、 68こう言った。

「当ててみろ。キリスト。あなたを打った

のはだれか。」 69ペテロが外の中庭にすわ

っていると、女中のひとりが来て言った。

「あなたも、ガリラヤ人イエスといっしょ

にいましたね。」 70しかし、ペテロはみな

の前でそれを打ち消して、「何を言ってい

るのか、私にはわからない。」と言った。

71そして、ペテロが入口まで出て行くと、

ほかの女中が、彼を見て、そこにいる人々

に言った。「この人はナザレ人イエスとい

っしょでした。」 72それで、ペテロは、ま

たもそれを打ち消し、誓って、「そんな人

は知らない。」と言った。 73しばらくする

と、そのあたりに立っている人々がペテロ

に近寄って来て、「確かに、あなたもあの

仲間だ。ことばのなまりではっきりわかる

。」と言った。 74すると彼は、「そんな人

は知らない。」と言って、のろいをかけて

誓い始めた。するとすぐに、鶏が鳴いた。

75そこでペテロは、「鶏が鳴く前に三度、

あなたは、わたしを知らないと言います。

」とイエスの言われたあのことばを思い出

した。そうして、彼は出て行って、激しく

泣いた。

27さて、夜が明けると、祭司長、民の長
老たち全員は、イエスを死刑にするた

めに協議した。 2それから、イエスを縛っ

て連れ出し、総督ピラトに引き渡した。 3

そのとき、イエスを売ったユダは、イエス

が罪に定められたのを知って後悔し、銀貨

三十枚を、祭司長、長老たちに返して、 4

「私は罪を犯した。罪のない人の血を売っ

たりして。」と言った。しかし、彼らは、

「私たちの知ったことか。自分で始末する

ことだ。」と言った。 5それで、彼は銀貨

を神殿に投げ込んで立ち去った。そして、

外に出て行って、首をつった。 6祭司長た

ちは銀貨を取って、「これを神殿の金庫に

入れるのはよくない。血の代価だから。」

と言った。 7彼らは相談して、その金で陶

器師の畑を買い、旅人たちの墓地にした。

8それで、その畑は、今でも血の畑と呼ば

れている。 9そのとき、預言者エレミヤを

通して言われた事が成就した。「彼らは銀

貨三十枚を取った。イスラエルの人々に値

積もりされた人の値段である。 10彼らは、

主が私にお命じになったように、その金を

払って、陶器師の畑を買った。」 11さて、

イエスは総督の前に立たれた。すると、総

督はイエスに「あなたは、ユダヤ人の王で

すか。」と尋ねた。イエスは彼に「そのと

おりです。」と言われた。 12しかし、祭司

長、長老たちから訴えがなされたときは、

何もお答えにならなかった。 13そのとき、

ピラトはイエスに言った。「あんなにいろ
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いろとあなたに不利な証言をしているのに

、聞こえないのですか。」 14それでも、イ

エスは、どんな訴えに対しても一言もお答

えにならなかった。それには総督も非常に

驚いた。 15ところで総督は、その祭りには

、群衆のために、いつも望みの囚人をひと

りだけ赦免してやっていた。 16そのころ、

バラバという名の知れた囚人が捕えられて

いた。 17それで、彼らが集まったとき、ピ

ラトが言った。「あなたがたは、だれを釈

放してほしいのか。バラバか、それともキ

リストと呼ばれているイエスか。」 18ピラ

トは、彼らがねたみからイエスを引き渡し

たことに気づいていたのである。 19また、

ピラトが裁判の席に着いていたとき、彼の

妻が彼のもとに人をやって言わせた。「あ

の正しい人にはかかわり合わないでくださ

い。ゆうべ、私は夢で、あの人のことで苦

しいめに会いましたから。」 20しかし、祭

司長、長老たちは、バラバのほうを願うよ

う、そして、イエスを死刑にするよう、群

衆を説きつけた。 21しかし、総督は彼らに

答えて言った。「あなたがたは、ふたりの

うちどちらを釈放してほしいのか。」彼ら

は言った。「バラバだ。」 22ピラトは彼ら

に言った。「では、キリストと言われてい

るイエスを私はどのようにしようか。」彼

らはいっせいに言った。「十字架につけろ

。」 23だが、ピラトは言った。「あの人が

どんな悪い事をしたというのか。」しかし

、彼らはますます激しく「十字架につけろ

。」と叫び続けた。 24そこでピラトは、自

分では手の下しようがなく、かえって暴動

になりそうなのを見て、群衆の目の前で水

を取り寄せ、手を洗って、言った。「この

人の血について、私には責任がない。自分

たちで始末するがよい。」 25すると、民衆

はみな答えて言った。「その人の血は、私

たちや子どもたちの上にかかってもいい。

」 26そこで、ピラトは彼らのためにバラバ

を釈放し、イエスをむち打ってから、十字

架につけるために引き渡した。 27それから

、総督の兵士たちは、イエスを官邸の中に

連れて行って、イエスの回りに全部隊を集

めた。 28そして、イエスの着物を脱がせて

、緋色の上着を着せた。 29それから、いば

らで冠を編み、頭にかぶらせ、右手に葦を

持たせた。そして、彼らはイエスの前にひ

ざまずいて、からかって言った。「ユダヤ

人の王さま。ばんざい。」 30また彼らはイ

エスにつばきをかけ、葦を取り上げてイエ

スの頭をたたいた。 31こんなふうに、イエ

スをからかったあげく、その着物を脱がせ

て、もとの着物を着せ、十字架につけるた

めに連れ出した。 32そして、彼らが出て行

くと、シモンというクレネ人を見つけたの

で、彼らは、この人にイエスの十字架を、

むりやりに背負わせた。 33ゴルゴタという

所（「どくろ」と言われている場所）に来

てから、 34彼らはイエスに、苦みを混ぜた

ぶどう酒を飲ませようとした。イエスはそ

れをなめただけで、飲もうとはされなかっ

た。 35こうして、イエスを十字架につけて

から、彼らはくじを引いて、イエスの着物

を分け、 36そこにすわって、イエスの見張

りをした。 37また、イエスの頭の上には、

「これはユダヤ人の王イエスである。」と

書いた罪状書きを掲げた。 38そのとき、イ

エスといっしょに、ふたりの強盗が、ひと

りは右に、ひとりは左に、十字架につけら
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れた。 39道を行く人々は、頭を振りながら

イエスをののしって、 40言った。「神殿を

打ちこわして三日で建てる人よ。もし、神

の子なら、自分を救ってみろ。十字架から

降りて来い。」 41同じように、祭司長たち

も律法学者、長老たちといっしょになって

、イエスをあざけって言った。 42「彼は他

人を救ったが、自分は救えない。イスラエ

ルの王さまなら、今、十字架から降りても

らおうか。そうしたら、われわれは信じる

から。 43彼は神により頼んでいる。もし神

のお気に入りなら、いま救っていただくが

いい。『わたしは神の子だ。』と言ってい

るのだから。」 44イエスといっしょに十字

架につけられた強盗どもも、同じようにイ

エスをののしった。 45さて、十二時から、

全地が暗くなって、三時まで続いた。 46三

時ごろ、イエスは大声で、「エリ、エリ、

レマ、サバクタニ。」と叫ばれた。これは

、「わが神、わが神。どうしてわたしをお

見捨てになったのですか。」という意味で

ある。 47すると、それを聞いて、そこに立

っていた人々のうち、ある人たちは、「こ

の人はエリヤを呼んでいる。」と言った。

48また、彼らのひとりがすぐ走って行って

、海綿を取り、それに酸いぶどう酒を含ま

せて、葦の棒につけ、イエスに飲ませよう

とした。 49ほかの者たちは、「私たちはエ

リヤが助けに来るかどうか見ることとしよ

う。」と言った。 50そのとき、イエスはも

う一度大声で叫んで、息を引き取られた。

51すると、見よ。神殿の幕が上から下まで

真二つに裂けた。そして、地が揺れ動き、

岩が裂けた。 52また、墓が開いて、眠って

いた多くの聖徒たちのからだが生き返った

。 53そして、イエスの復活の後に墓から出

て来て、聖都にはいって多くの人に現われ

た。 54百人隊長および彼といっしょにイエ

スの見張りをしていた人々は、地震やいろ

いろの出来事を見て、非常な恐れを感じ、

「この方はまことに神の子であった。」と

言った。 55そこには、遠くからながめてい

る女たちがたくさんいた。イエスに仕えて

ガリラヤからついて来た女たちであった。

56その中に、マグダラのマリヤ、ヤコブと

ヨセフとの母マリヤ、ゼベダイの子らの母

がいた。 57夕方になって、アリマタヤの金

持ちでヨセフという人が来た。彼もイエス

の弟子になっていた。 58この人はピラトの

ところに行って、イエスのからだの下げ渡

しを願った。そこで、ピラトは、渡すよう

に命じた。 59ヨセフはそれを取り降ろして

、きれいな亜麻布に包み、 60岩を掘って造

った自分の新しい墓に納めた。墓の入口に

は大きな石をころがしかけて帰った。 61そ

こにはマグダラのマリヤとほかのマリヤと

が墓のほうを向いてすわっていた。 62さて

、次の日、すなわち備えの日の翌日、祭司

長、パリサイ人たちはピラトのところに集

まって、 63こう言った。「閣下。あの、人

をだます男がまだ生きていたとき、『自分

は三日の後によみがえる。』と言っていた

のを思い出しました。 64ですから、三日目

まで墓の番をするように命じてください。

そうでないと、弟子たちが来て、彼を盗み

出して、『死人の中からよみがえった。』

と民衆に言うかもしれません。そうなると

、この惑わしのほうが、前のばあいより、

もっとひどいことになります。」 65ピラト

は「番兵を出してやるから、行ってできる
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だけの番をさせるがよい。」と彼らに言っ

た。 66そこで、彼らは行って、石に封印を

し、番兵が墓の番をした。

28さて、安息日が終わって、週の初めの
日の明け方、マグダラのマリヤと、ほ

かのマリヤが墓を見に来た。 2すると、大

きな地震が起こった。それは、主の使いが

天から降りて来て、石をわきへころがして

、その上にすわったからである。 3その顔

は、いなずまのように輝き、その衣は雪の

ように白かった。 4番兵たちは、御使いを

見て恐ろしさのあまり震え上がり、死人の

ようになった。 5すると、御使いは女たち

に言った。「恐れてはいけません。あなた

がたが十字架につけられたイエスを捜して

いるのを、私は知っています。 6ここには

おられません。前から言っておられたよう

に、よみがえられたからです。来て、納め

てあった場所を見てごらんなさい。 7です

から急いで行って、お弟子たちにこのこと

を知らせなさい。イエスが死人の中からよ

みがえられたこと、そして、あなたがたよ

り先にガリラヤに行かれ、あなたがたは、

そこで、お会いできるということです。で

は、これだけはお伝えしました。」 8そこ

で、彼女たちは、恐ろしくはあったが大喜

びで、急いで墓を離れ、弟子たちに知らせ

に走って行った。 9すると、イエスが彼女

たちに出会って、「おはよう。」と言われ

た。彼女たちは近寄って御足を抱いてイエ

スを拝んだ。 10すると、イエスは言われた

。「恐れてはいけません。行って、わたし

の兄弟たちに、ガリラヤに行くように言い

なさい。そこでわたしに会えるのです。」

11女たちが行き着かないうちに、もう、数

人の番兵が都に来て、起こった事を全部、

祭司長たちに報告した。 12そこで、祭司長

たちは民の長老たちとともに集まって協議

し、兵士たちに多額の金を与えて、 13こう

言った。「『夜、私たちが眠っている間に

、弟子たちがやって来て、イエスを盗んで

行った。』と言うのだ。 14もし、このこと

が総督の耳にはいっても、私たちがうまく

説得して、あなたがたには心配をかけない

ようにするから。」 15そこで、彼らは金を

もらって、指図されたとおりにした。それ

で、この話が広くユダヤ人の間に広まって

今日に及んでいる。 16しかし、十一人の弟

子たちは、ガリラヤに行って、イエスの指

示された山に登った。 17そして、イエスに

お会いしたとき、彼らは礼拝した。しかし

、ある者は疑った。 18イエスは近づいて来

て、彼らにこう言われた。「わたしには天

においても、地においても、いっさいの権

威が与えられています。 19それゆえ、あな

たがたは行って、あらゆる国の人々を弟子

としなさい。そして、父、子、聖霊の御名

によってバプテスマを授け、 20また、わた

しがあなたがたに命じておいたすべてのこ

とを守るように、彼らを教えなさい。見よ

。わたしは、世の終わりまで、いつも、あ

なたがたとともにいます。」 (aiōn g165)
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マルコの福音書

1神の子イエス・キリストの福音のはじめ
。 2預言者イザヤの書にこう書いてある

。 「見よ。わたしは使いをあなたの前に遣

わし、あなたの道を整えさせよう。 3荒野

で叫ぶ者の声がする。 『主の道を用意し、

主の通られる道をまっすぐにせよ。』」 そ

のとおりに、 4バプテスマのヨハネが荒野

に現われて、罪が赦されるための悔い改め

のバプテスマを説いた。 5そこでユダヤ全

国の人々とエルサレムの全住民が彼のとこ

ろへ行き、自分の罪を告白して、ヨルダン

川で彼からバプテスマを受けていた。 6ヨ

ハネは、らくだの毛で織った物を着て、腰

に皮の帯を締め、いなごと野蜜を食べてい

た。 7彼は宣べ伝えて言った。「私よりも

さらに力のある方が、あとからおいでにな

ります。私には、かがんでその方のくつの

ひもを解く値うちもありません。 8私はあ

なたがたに水でバプテスマを授けましたが

、その方は、あなたがたに聖霊のバプテス

マをお授けになります。」 9そのころ、イ

エスはガリラヤのナザレから来られ、ヨル

ダン川で、ヨハネからバプテスマをお受け

になった。 10そして、水の中から上がられ

ると、すぐそのとき、天が裂けて御霊が鳩

のように自分の上に下られるのを、ご覧に

なった。 11そして天から声がした。「あな

たは、わたしの愛する子、わたしはあなた

を喜ぶ。」 12そしてすぐ、御霊はイエスを

荒野に追いやられた。 13イエスは四十日間

荒野にいて、サタンの誘惑を受けられた。

野の獣とともにおられたが、御使いたちが

イエスに仕えていた。 14ヨハネが捕えられ

て後、イエスはガリラヤに行き、神の福音

を宣べて言われた。 15「時が満ち、神の国

は近くなった。悔い改めて福音を信じなさ

い。」 16ガリラヤ湖のほとりを通られると

、シモンとシモンの兄弟アンデレが湖で網

を打っているのをご覧になった。彼らは漁

師であった。 17イエスは彼らに言われた。

「わたしについて来なさい。人間をとる漁

師にしてあげよう。」 18すると、すぐに、

彼らは網を捨て置いて従った。 19また少し

行かれると、ゼベダイの子ヤコブとその兄

弟ヨハネをご覧になった。彼らも舟の中で

網を繕っていた。 20すぐに、イエスがお呼

びになった。すると彼らは父ゼベダイを雇

い人たちといっしょに舟に残して、イエス

について行った。 21それから、一行はカペ

ナウムにはいった。そしてすぐに、イエス

は安息日に会堂にはいって教えられた。 22

人々は、その教えに驚いた。それはイエス

が、律法学者たちのようにではなく、権威

ある者のように教えられたからである。 23

すると、すぐにまた、その会堂に汚れた霊

につかれた人がいて、大声でわめいて言っ

た。 24「ナザレの人イエス。いったい私た

ちに何をしようというのです。あなたは私

たちを滅ぼしに来たのでしょう。私はあな

たがどなたか知っています。神の聖者です

。」 25イエスは彼をしかって、「黙れ。こ

の人から出て行け。」と言われた。 26する

と、その汚れた霊はその人をひきつけさせ

、大声をあげて、その人から出て行った。

27人々はみな驚いて、互いに論じ合って言

った。「これはどうだ。権威のある、新し

い教えではないか。汚れた霊をさえ戒めら

れる。すると従うのだ。」 28こうして、イ

エスの評判は、すぐに、ガリラヤ全地の至
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る所に広まった。 29イエスは会堂を出ると

すぐに、ヤコブとヨハネを連れて、シモン

とアンデレの家にはいられた。 30ところが

、シモンのしゅうとめが熱病で床に着いて

いたので、人々はさっそく彼女のことをイ

エスに知らせた。 31イエスは、彼女に近寄

り、その手を取って起こされた。すると熱

がひき、彼女は彼らをもてなした。 32夕方

になった。日が沈むと、人々は病人や悪霊

につかれた者をみな、イエスのもとに連れ

て来た。 33こうして町中の者が戸口に集ま

って来た。 34イエスは、さまざまの病気に

かかっている多くの人をお直しになり、ま

た多くの悪霊を追い出された。そして悪霊

どもがものを言うのをお許しにならなかっ

た。彼らがイエスをよく知っていたからで

ある。 35さて、イエスは、朝早くまだ暗い

うちに起きて、寂しい所へ出て行き、そこ

で祈っておられた。 36シモンとその仲間は

、イエスを追って来て、 37彼を見つけ、「

みんながあなたを捜しております。」と言

った。 38イエスは彼らに言われた。「さあ

、近くの別の村里へ行こう。そこにも福音

を知らせよう。わたしは、そのために出て

来たのだから。」 39こうしてイエスは、ガ

リラヤ全地にわたり、その会堂に行って、

福音を告げ知らせ、悪霊を追い出された。

40さて、ひとりのらい病人が、イエスのみ

もとにお願いに来て、ひざまずいて言った

。「お心一つで、私はきよくしていただけ

ます。」 41イエスは深くあわれみ、手を伸

ばして、彼にさわって言われた。「わたし

の心だ。きよくなれ。」 42すると、すぐに

、そのらい病が消えて、その人はきよくな

った。 43そこでイエスは、彼をきびしく戒

めて、すぐに彼を立ち去らせた。 44そのと

き彼にこう言われた。「気をつけて、だれ

にも何も言わないようにしなさい。ただ行

って、自分を祭司に見せなさい。そして、

人々へのあかしのために、モーセが命じた

物をもって、あなたのきよめの供え物をし

なさい。」 45ところが、彼は出て行って、

この出来事をふれ回り、言い広め始めた。

そのためイエスは表立って町の中にはいる

ことができず、町はずれの寂しい所におら

れた。しかし、人々は、あらゆる所からイ

エスのもとにやって来た。

2数日たって、イエスがカペナウムにまた
来られると、家におられることが知れ渡

った。 2それで多くの人が集まったため、

戸口のところまですきまもないほどになっ

た。この人たちに、イエスはみことばを話

しておられた。 3そのとき、ひとりの中風

の人が四人の人にかつがれて、みもとに連

れて来られた。 4群衆のためにイエスに近

づくことができなかったので、その人々は

イエスのおられるあたりの屋根をはがし、

穴をあけて、中風の人を寝かせたままその

床をつり降ろした。 5イエスは彼らの信仰

を見て、中風の人に、「子よ。あなたの罪

は赦されました。」と言われた。 6ところ

が、その場に律法学者が数人すわっていて

、心の中で理屈を言った。 7「この人は、

なぜ、あんなことを言うのか。神をけがし

ているのだ。神おひとりのほか、だれが罪

を赦すことができよう。」 8彼らが心の中

でこのように理屈を言っているのを、イエ

スはすぐにご自分の霊で見抜いて、こう言

われた。「なぜ、あなたがたは心の中でそ

んな理屈を言っているのか。 9中風の人に
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、『あなたの罪は赦された。』と言うのと

、『起きて、寝床をたたんで歩け。』と言

うのと、どちらがやさしいか。 10人の子が

地上で罪を赦す権威を持っていることを、

あなたがたに知らせるために。」こう言っ

てから、中風の人に、 11「あなたに言う。

起きなさい。寝床をたたんで、家に帰りな

さい。」と言われた。 12すると彼は起き上

がり、すぐに床を取り上げて、みなの見て

いる前を出て行った。それでみなの者がす

っかり驚いて、「こういうことは、かつて

見たことがない。」と言って神をあがめた

。 13イエスはまた湖のほとりに出て行かれ

た。すると群衆がみな、みもとにやって来

たので、彼らに教えられた。 14イエスは、

道を通りながら、アルパヨの子レビが収税

所にすわっているのをご覧になって、「わ

たしについて来なさい。」と言われた。す

ると彼は立ち上がって従った。 15それから

、イエスは、彼の家で食卓に着かれた。取

税人や罪人たちも大ぜい、イエスや弟子た

ちといっしょに食卓に着いていた。こうい

う人たちが大ぜいいて、イエスに従ってい

たのである。 16パリサイ派の律法学者たち

は、イエスが罪人や取税人たちといっしょ

に食事をしておられるのを見て、イエスの

弟子たちにこう言った。「なぜ、あの人は

取税人や罪人たちといっしょに食事をする

のですか。」 17イエスはこれを聞いて、彼

らにこう言われた。「医者を必要とするの

は丈夫な者ではなく、病人です。わたしは

正しい人を招くためではなく、罪人を招く

ために来たのです。」 18ヨハネの弟子たち

とパリサイ人たちは断食をしていた。そし

て、イエスのもとに来て言った。「ヨハネ

の弟子たちやパリサイ人の弟子たちは断食

するのに、あなたの弟子たちはなぜ断食し

ないのですか。」 19イエスは彼らに言われ

た。「花婿が自分たちといっしょにいる間

、花婿につき添う友だちが断食できるでし

ょうか。花婿といっしょにいる時は、断食

できないのです。 20しかし、花婿が彼らか

ら取り去られる時が来ます。その日には断

食します。 21だれも、真新しい布切れで古

い着物の継ぎをするようなことはしません

。そんなことをすれば、新しい継ぎ切れは

古い着物を引き裂き、破れはもっとひどく

なります。 22また、だれも新しいぶどう酒

を古い皮袋に入れるようなことはしません

。そんなことをすれば、ぶどう酒は皮袋を

張り裂き、ぶどう酒も皮袋もだめになって

しまいます。新しいぶどう酒は新しい皮袋

に入れるのです。」 23ある安息日のこと、

イエスは麦畑の中を通って行かれた。する

と、弟子たちが道々穂を摘み始めた。 24す

ると、パリサイ人たちがイエスに言った。

「ご覧なさい。なぜ彼らは、安息日なのに

、してはならないことをするのですか。」

25イエスは彼らに言われた。「ダビデとそ

の連れの者たちが、食物がなくてひもじか

ったとき、ダビデが何をしたか、読まなか

ったのですか。 26アビヤタルが大祭司のこ

ろ、ダビデは神の家にはいって、祭司以外

の者が食べてはならない供えのパンを、自

分も食べ、またともにいた者たちにも与え

たではありませんか。」 27また言われた。

「安息日は人間のために設けられたのです

。人間が安息日のために造られたのではあ

りません。 28人の子は安息日にも主です。

」



マルコの福音書59

3イエスはまた会堂にはいられた。そこに
片手のなえた人がいた。 2彼らは、イエ

スが安息日にその人を直すかどうか、じっ

と見ていた。イエスを訴えるためであった

。 3イエスは手のなえたその人に、「立っ

て、真中に出なさい。」と言われた。 4そ

れから彼らに、「安息日にしてよいのは、

善を行なうことなのか、それとも悪を行な

うことなのか。いのちを救うことなのか、

それとも殺すことなのか。」と言われた。

彼らは黙っていた。 5イエスは怒って彼ら

を見回し、その心のかたくななのを嘆きな

がら、その人に、「手を伸ばしなさい。」

と言われた。彼は手を伸ばした。するとそ

の手が元どおりになった。 6そこでパリサ

イ人たちは出て行って、すぐにヘロデ党の

者たちといっしょになって、イエスをどう

して葬り去ろうかと相談を始めた。 7それ

から、イエスは弟子たちとともに湖のほう

に退かれた。すると、ガリラヤから出て来

た大ぜいの人々がついて行った。またユダ

ヤから、 8エルサレムから、イドマヤから

、ヨルダンの川向こうやツロ、シドンあた

りから、大ぜいの人々が、イエスの行なっ

ておられることを聞いて、みもとにやって

来た。 9イエスは、大ぜいの人なので、押

し寄せて来ないよう、ご自分のために小舟

を用意しておくように弟子たちに言いつけ

られた。 10それは、多くの人をいやされた

ので、病気に悩む人たちがみな、イエスに

さわろうとして、みもとに押しかけて来た

からである。 11また、汚れた霊どもが、イ

エスを見ると、みもとにひれ伏し、「あな

たこそ神の子です。」と叫ぶのであった。

12イエスは、ご自身のことを知らせないよ

うにと、きびしく彼らを戒められた。 13さ

て、イエスは山に登り、ご自身のお望みに

なる者たちを呼び寄せられたので、彼らは

みもとに来た。 14そこでイエスは十二弟子

を任命された。それは、彼らを身近に置き

、また彼らを遣わして福音を宣べさせ、 15

悪霊を追い出す権威を持たせるためであっ

た。 16こうして、イエスは十二弟子を任命

された。そして、シモンにはペテロという

名をつけ、 17ゼベダイの子ヤコブとヤコブ

の兄弟ヨハネ、このふたりにはボアネルゲ

、すなわち、雷の子という名をつけられた

。 18次に、アンデレ、ピリポ、バルトロマ

イ、マタイ、トマス、アルパヨの子ヤコブ

、タダイ、熱心党員シモン、 19イスカリオ

テ・ユダ。このユダが、イエスを裏切った

のである。 20イエスが家に戻られると、ま

た大ぜいの人が集まって来たので、みなは

食事する暇もなかった。 21イエスの身内の

者たちが聞いて、イエスを連れ戻しに出て

来た。「気が狂ったのだ。」と言う人たち

がいたからである。 22また、エルサレムか

ら下って来た律法学者たちも、「彼は、ベ

ルゼブルに取りつかれている。」と言い、

「悪霊どものかしらによって、悪霊どもを

追い出しているのだ。」とも言った。 23そ

こでイエスは彼らをそばに呼んで、たとえ

によって話された。「サタンがどうしてサ

タンを追い出せましょう。 24もし国が内部

で分裂したら、その国は立ち行きません。

25また、家が内輪もめをしたら、家は立ち

行きません。 26サタンも、もし内輪の争い

が起こって分裂していれば、立ち行くこと

ができないで滅びます。 27確かに、強い人

の家に押し入って家財を略奪するには、ま
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ずその強い人を縛り上げなければなりませ

ん。そのあとでその家を略奪できるのです

。 28まことに、あなたがたに告げます。人

はその犯すどんな罪も赦していただけます

。また、神をけがすことを言っても、それ

はみな赦していただけます。 29しかし、聖

霊をけがす者はだれでも、永遠に赦されず

、とこしえの罪に定められます。」 (aiōn

g165, aiōnios g166) 30このように言われたのは、

彼らが、「イエスは、汚れた霊につかれて

いる。」と言っていたからである。 31さて

、イエスの母と兄弟たちが来て、外に立っ

ていて、人をやり、イエスを呼ばせた。 32

大ぜいの人がイエスを囲んですわっていた

が、「ご覧なさい。あなたのおかあさんと

兄弟たちが、外であなたをたずねています

。」と言った。 33すると、イエスは彼らに

答えて言われた。「わたしの母とはだれの

ことですか。また、兄弟たちとはだれのこ

とですか。」 34そして、自分の回りにすわ

っている人たちを見回して言われた。「ご

覧なさい。わたしの母、わたしの兄弟たち

です。 35神のみこころを行なう人はだれで

も、わたしの兄弟、姉妹、また母なのです

。」

4イエスはまた湖のほとりで教え始められ
た。おびただしい数の群衆がみもとに集

まった。それでイエスは湖の上の舟に乗り

、そこに腰をおろされ、群衆はみな岸べの

陸地にいた。 2イエスはたとえによって多

くのことを教えられた。その教えの中でこ

う言われた。 3「よく聞きなさい。種を蒔

く人が種蒔きに出かけた。 4蒔いていると

き、種が道ばたに落ちた。すると、鳥が来

て食べてしまった。 5また、別の種が土の

薄い岩地に落ちた。土が深くなかったので

、すぐに芽を出した。 6しかし日が上ると

、焼けて、根がないために枯れてしまった

。 7また、別の種がいばらの中に落ちた。

ところが、いばらが伸びて、それをふさい

でしまったので、実を結ばなかった。 8ま

た、別の種が良い地に落ちた。すると芽ば

え、育って、実を結び、三十倍、六十倍、

百倍になった。」 9そしてイエスは言われ

た。「聞く耳のある者は聞きなさい。」 10

さて、イエスだけになったとき、いつもつ

き従っている人たちが、十二弟子とともに

、これらのたとえのことを尋ねた。 11そこ

で、イエスは言われた。「あなたがたには

、神の国の奥義が知らされているが、ほか

の人たちには、すべてがたとえで言われる

のです。 12それは、『彼らは確かに見るに

は見るがわからず、聞くには聞くが悟らず

、悔い改めて赦されることのないため。』

です。」 13そして彼らにこう言われた。「

このたとえがわからないのですか。そんな

ことで、いったいどうしてたとえの理解が

できましょう。 14種蒔く人は、みことばを

蒔くのです。 15みことばが道ばたに蒔かれ

るとは、こういう人たちのことです――み

ことばを聞くと、すぐサタンが来て、彼ら

に蒔かれたみことばを持ち去ってしまうの

です。 16同じように、岩地に蒔かれるとは

、こういう人たちのことです――みことば

を聞くと、すぐに喜んで受けるが、 17根を

張らないで、ただしばらく続くだけです。

それで、みことばのために困難や迫害が起

こると、すぐにつまずいてしまいます。 18

もう一つの、いばらの中に種を蒔かれると

は、こういう人たちのことです――みこと
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ばを聞いてはいるが、 19世の心づかいや、

富の惑わし、その他いろいろな欲望がはい

り込んで、みことばをふさぐので、実を結

びません。 (aiōn g165) 20良い地に蒔かれると

は、みことばを聞いて受け入れ、三十倍、

六十倍、百倍の実を結ぶ人たちです。」 21

また言われた。「あかりを持って来るのは

枡の下や寝台の下に置くためでしょうか。

燭台の上に置くためではありませんか。 22

隠れているのは、必ず現われるためであり

、おおい隠されているのは、明らかにされ

るためです。 23聞く耳のある者は聞きなさ

い。」 24また彼らに言われた。「聞いてい

ることによく注意しなさい。あなたがたは

、人に量ってあげるその量りで、自分にも

量り与えられ、さらにその上に増し加えら

れます。 25持っている人は、さらに与えら

れ、持たない人は、持っているものまでも

取り上げられてしまいます。」 26また言わ

れた。「神の国は、人が地に種を蒔くよう

なもので、 27夜は寝て、朝は起き、そうこ

うしているうちに、種は芽を出して育ちま

す。どのようにしてか、人は知りません。

28地は人手によらず実をならせるもので、

初めに苗、次に穂、次に穂の中に実がはい

ります。 29実が熟すると、人はすぐにかま

を入れます。収穫の時が来たからです。」

30また言われた。「神の国は、どのような

ものと言えばよいでしょう。何にたとえた

らよいでしょう。 31それはからし種のよう

なものです。地に蒔かれるときには、地に

蒔かれる種の中で、一番小さいのですが、

32それが蒔かれると、生長してどんな野菜

よりも大きくなり、大きな枝を張り、その

陰に空の鳥が巣を作れるほどになります。

」 33イエスは、このように多くのたとえで

、彼らの聞く力に応じて、みことばを話さ

れた。 34たとえによらないで話されること

はなかった。ただ、ご自分の弟子たちにだ

けは、すべてのことを解き明かされた。 35

さて、その日のこと、夕方になって、イエ

スは弟子たちに、「さあ、向こう岸へ渡ろ

う。」と言われた。 36そこで弟子たちは、

群衆をあとに残し、舟に乗っておられるま

まで、イエスをお連れした。他の舟もイエ

スについて行った。 37すると、激しい突風

が起こり、舟は波をかぶって水でいっぱい

になった。 38ところがイエスだけは、とも

のほうで、枕をして眠っておられた。弟子

たちはイエスを起こして言った。「先生。

私たちがおぼれて死にそうでも、何とも思

われないのですか。」 39イエスは起き上が

って、風をしかりつけ、湖に「黙れ、静ま

れ。」と言われた。すると風はやみ、大な

ぎになった。 40イエスは彼らに言われた。

「どうしてそんなにこわがるのです。信仰

がないのは、どうしたことです。」 41彼ら

は大きな恐怖に包まれて、互いに言った。

「風や湖までが言うことをきくとは、いっ

たいこの方はどういう方なのだろう。」

5こうして彼らは湖の向こう岸、ゲラサ人
の地に着いた。 2イエスが舟から上がら

れると、すぐに、汚れた霊につかれた人が

墓場から出て来て、イエスを迎えた。 3こ

の人は墓場に住みついており、もはやだれ

も、鎖をもってしても、彼をつないでおく

ことができなかった。 4彼はたびたび足か

せや鎖でつながれたが、鎖を引きちぎり、

足かせも砕いてしまったからで、だれにも

彼を押えるだけの力がなかったのである。
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5それで彼は、夜昼となく、墓場や山で叫

び続け、石で自分のからだを傷つけていた

。 6彼はイエスを遠くから見つけ、駆け寄

って来てイエスを拝し、 7大声で叫んで言

った。「いと高き神の子、イエスさま。い

ったい私に何をしようというのですか。神

の御名によってお願いします。どうか私を

苦しめないでください。」 8それは、イエ

スが、「汚れた霊よ。この人から出て行け

。」と言われたからである。 9それで、「

おまえの名は何か。」とお尋ねになると、

「私の名はレギオンです。私たちは大ぜい

ですから。」と言った。 10そして、自分た

ちをこの地方から追い出さないでください

と懇願した。 11ところで、そこの山腹に、

豚の大群が飼ってあった。 12彼らはイエス

に願って言った。「私たちを豚の中に送っ

て、彼らに乗り移らせてください。」 13イ

エスがそれを許されたので、汚れた霊ども

は出て行って、豚に乗り移った。すると、

二千匹ほどの豚の群れが、険しいがけを駆

け降り、湖へなだれ落ちて、湖におぼれて

しまった。 14豚を飼っていた者たちは逃げ

出して、町や村々でこの事を告げ知らせた

。人々は何事が起こったのかと見にやって

来た。 15そして、イエスのところに来て、

悪霊につかれていた人、すなわちレギオン

を宿していた人が、着物を着て、正気に返

ってすわっているのを見て、恐ろしくなっ

た。 16見ていた人たちが、悪霊につかれて

いた人に起こったことや、豚のことを、つ

ぶさに彼らに話して聞かせた。 17すると、

彼らはイエスに、この地方から離れてくだ

さるよう願った。 18それでイエスが舟に乗

ろうとされると、悪霊につかれていた人が

、お供をしたいとイエスに願った。 19しか

し、お許しにならないで、彼にこう言われ

た。「あなたの家、あなたの家族のところ

に帰り、主があなたに、どんなに大きなこ

とをしてくださったか、どんなにあわれん

でくださったかを、知らせなさい。」 20そ

こで、彼は立ち去り、イエスが自分にどん

なに大きなことをしてくださったかを、デ

カポリスの地方で言い広め始めた。人々は

みな驚いた。 21イエスが舟でまた向こう岸

へ渡られると、大ぜいの人の群れがみもと

に集まった。イエスは岸べにとどまってお

られた。 22すると、会堂管理者のひとりで

ヤイロという者が来て、イエスを見て、そ

の足もとにひれ伏し、 23いっしょうけんめ

い願ってこう言った。「私の小さい娘が死

にかけています。どうか、おいでくださっ

て、娘の上に御手を置いてやってください

。娘が直って、助かるようにしてください

。」 24そこで、イエスは彼といっしょに出

かけられたが、多くの群衆がイエスについ

て来て、イエスに押し迫った。 25ところで

、十二年の間長血をわずらっている女がい

た。 26この女は多くの医者からひどいめに

会わされて、自分の持ち物をみな使い果た

してしまったが、何のかいもなく、かえっ

て悪くなる一方であった。 27彼女は、イエ

スのことを耳にして、群衆の中に紛れ込み

、うしろから、イエスの着物にさわった。

28「お着物にさわることでもできれば、き

っと直る。」と考えていたからである。 29

すると、すぐに、血の源がかれて、ひどい

痛みが直ったことを、からだに感じた。 30

イエスも、すぐに、自分のうちから力が外

に出て行ったことに気づいて、群衆の中を
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振り向いて、「だれがわたしの着物にさわ

ったのですか。」と言われた。 31そこで弟

子たちはイエスに言った。「群衆があなた

に押し迫っているのをご覧になっていて、

それでも『だれがわたしにさわったのか。

』とおっしゃるのですか。」 32イエスは、

それをした人を知ろうとして、見回してお

られた。 33女は恐れおののき、自分の身に

起こった事を知り、イエスの前に出てひれ

伏し、イエスに真実を余すところなく打ち

明けた。 34そこで、イエスは彼女にこう言

われた。「娘よ。あなたの信仰があなたを

直したのです。安心して帰りなさい。病気

にかからず、すこやかでいなさい。」 35イ

エスが、まだ話しておられるときに、会堂

管理者の家から人がやって来て言った。「

あなたのお嬢さんはなくなりました。なぜ

、このうえ先生を煩わすことがありましょ

う。」 36イエスは、その話のことばをそば

で聞いて、会堂管理者に言われた。「恐れ

ないで、ただ信じていなさい。」 37そして

、ペテロとヤコブとヤコブの兄弟ヨハネの

ほかは、だれも自分といっしょに行くのを

お許しにならなかった。 38彼らはその会堂

管理者の家に着いた。イエスは、人々が、

取り乱し、大声で泣いたり、わめいたりし

ているのをご覧になり、 39中にはいって、

彼らにこう言われた。「なぜ取り乱して、

泣くのですか。子どもは死んだのではない

。眠っているのです。」 40人々はイエスを

あざ笑った。しかし、イエスはみんなを外

に出し、ただその子どもの父と母、それに

ご自分の供の者たちだけを伴って、子ども

のいる所へはいって行かれた。 41そして、

その子どもの手を取って、「タリタ、クミ

。」と言われた。（訳して言えば、「少女

よ。あなたに言う。起きなさい。」という

意味である。） 42すると、少女はすぐさま

起き上がり、歩き始めた。十二歳にもなっ

ていたからである。彼らはたちまち非常な

驚きに包まれた。 43イエスは、このことを

だれにも知らせないようにと、きびしくお

命じになり、さらに、少女に食事をさせる

ように言われた。

6イエスはそこを去って、郷里に行かれた
。弟子たちもついて行った。 2安息日に

なったとき、会堂で教え始められた。それ

を聞いた多くの人々は驚いて言った。「こ

の人は、こういうことをどこから得たので

しょう。この人に与えられた知恵や、この

人の手で行なわれるこのような力あるわざ

は、いったい何でしょう。 3この人は大工

ではありませんか。マリヤの子で、ヤコブ

、ヨセ、ユダ、シモンの兄弟ではありませ

んか。その妹たちも、私たちとここに住ん

でいるではありませんか。」こうして彼ら

はイエスにつまずいた。 4イエスは彼らに

言われた。「預言者が尊敬されないのは、

自分の郷里、親族、家族の間だけです。」

5それで、そこでは何一つ力あるわざを行

なうことができず、少数の病人に手を置い

ていやされただけであった。 6イエスは彼

らの不信仰に驚かれた。それからイエスは

、近くの村々を教えて回られた。 7また、

十二弟子を呼び、ふたりずつ遣わし始め、

彼らに汚れた霊を追い出す権威をお与えに

なった。 8また、彼らにこう命じられた。

「旅のためには、杖一本のほかは、何も持

って行ってはいけません。パンも、袋も、

胴巻きに金も持って行ってはいけません。
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9くつは、はきなさい。しかし二枚の下着

を着てはいけません。」 10また、彼らに言

われた。「どこででも一軒の家にはいった

ら、そこの土地から出て行くまでは、その

家にとどまっていなさい。 11もし、あなた

がたを受け入れない場所、また、あなたが

たに聞こうとしない人々なら、そこから出

て行くときに、そこの人々に対する証言と

して、足の裏のちりを払い落としなさい。

」 12こうして十二人が出て行き、悔い改め

を説き広め、 13悪霊を多く追い出し、大ぜ

いの病人に油を塗っていやした。 14イエス

の名が知れ渡ったので、ヘロデ王の耳にも

はいった。人々は、「バプテスマのヨハネ

が死人の中からよみがえったのだ。だから

、あんな力が、彼のうちに働いているのだ

。」と言っていた。 15別の人々は、「彼は

エリヤだ。」と言い、さらに別の人々は、

「昔の預言者の中のひとりのような預言者

だ。」と言っていた。 16しかし、ヘロデは

うわさを聞いて、「私が首をはねたあのヨ

ハネが生き返ったのだ。」と言っていた。

17実は、このヘロデが、自分の兄弟ピリポ

の妻ヘロデヤのことで、――ヘロデはこの

女を妻としていた。――人をやってヨハネ

を捕え、牢につないだのであった。 18これ

は、ヨハネがヘロデに、「あなたが兄弟の

妻を自分のものとしていることは不法です

。」と言い張ったからである。 19ところが

、ヘロデヤはヨハネを恨み、彼を殺したい

と思いながら、果たせないでいた。 20それ

はヘロデが、ヨハネを正しい聖なる人と知

って、彼を恐れ、保護を加えていたからで

ある。また、ヘロデはヨハネの教えを聞く

とき、非常に当惑しながらも、喜んで耳を

傾けていた。 21ところが、良い機会が訪れ

た。ヘロデがその誕生日に、重臣や、千人

隊長や、ガリラヤのおもだった人などを招

いて、祝宴を設けたとき、 22ヘロデヤの娘

がはいって来て、踊りを踊ったので、ヘロ

デも列席の人々も喜んだ。そこで王は、こ

の少女に、「何でもほしい物を言いなさい

。与えよう。」と言った。 23また、「おま

えの望む物なら、私の国の半分でも、与え

よう。」と言って、誓った。 24そこで少女

は出て行って、「何を願いましょうか。」

とその母親に言った。すると母親は、「バ

プテスマのヨハネの首。」と言った。 25そ

こで少女はすぐに、大急ぎで王の前に行き

、こう言って頼んだ。「今すぐに、バプテ

スマのヨハネの首を盆に載せていただきと

うございます。」 26王は非常に心を痛めた

が、自分の誓いもあり、列席の人々の手前

もあって、少女の願いを退けることを好ま

なかった。 27そこで王は、すぐに護衛兵を

やって、ヨハネの首を持って来るように命

令した。護衛兵は行って、牢の中でヨハネ

の首をはね、 28その首を盆に載せて持って

来て、少女に渡した。少女は、それを母親

に渡した。 29ヨハネの弟子たちは、このこ

とを聞いたので、やって来て、遺体を引き

取り、墓に納めたのであった。 30さて、使

徒たちは、イエスのもとに集まって来て、

自分たちのしたこと、教えたことを残らず

イエスに報告した。 31そこでイエスは彼ら

に、「さあ、あなたがただけで、寂しい所

へ行って、しばらく休みなさい。」と言わ

れた。人々の出入りが多くて、ゆっくり食

事する時間さえなかったからである。 32そ

こで彼らは、舟に乗って、自分たちだけで
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寂しい所へ行った。 33ところが、多くの人

々が、彼らの出て行くのを見、それと気づ

いて、方々の町々からそこへ徒歩で駆けつ

け、彼らよりも先に着いてしまった。 34イ

エスは、舟から上がられると、多くの群衆

をご覧になった。そして彼らが羊飼いのい

ない羊のようであるのを深くあわれみ、い

ろいろと教え始められた。 35そのうち、も

う時刻もおそくなったので、弟子たちはイ

エスのところに来て言った。「ここはへん

ぴな所で、もう時刻もおそくなりました。

36みんなを解散させてください。そして、

近くの部落や村に行って何か食べる物をめ

いめいで買うようにさせてください。」 37

すると、彼らに答えて言われた。「あなた

がたで、あの人たちに何か食べる物を上げ

なさい。」そこで弟子たちは言った。「私

たちが出かけて行って、二百デナリものパ

ンを買ってあの人たちに食べさせるように

、ということでしょうか。」 38するとイエ

スは彼らに言われた。「パンはどれぐらい

ありますか。行って見て来なさい。」彼ら

は確かめて言った。「五つです。それと魚

が二匹です。」 39イエスは、みなを、それ

ぞれ組にして青草の上にすわらせるよう、

弟子たちにお命じになった。 40そこで人々

は、百人、五十人と固まって席に着いた。

41するとイエスは、五つのパンと二匹の魚

を取り、天を見上げて祝福を求め、パンを

裂き、人々に配るように弟子たちに与えら

れた。また、二匹の魚もみなに分けられた

。 42人々はみな、食べて満腹した。 43そ

して、パン切れを十二のかごにいっぱい取

り集め、魚の残りも取り集めた。 44パンを

食べたのは、男が五千人であった。 45それ

からすぐに、イエスは弟子たちを強いて舟

に乗り込ませ、先に向こう岸のベツサイダ

に行かせ、ご自分は、その間に群衆を解散

させておられた。 46それから、群衆に別れ

、祈るために、そこを去って山のほうに向

かわれた。 47夕方になったころ、舟は湖の

真中に出ており、イエスだけが陸地におら

れた。 48イエスは、弟子たちが、向かい風

のために漕ぎあぐねているのをご覧になり

、夜中の三時ごろ、湖の上を歩いて、彼ら

に近づいて行かれたが、そのままそばを通

り過ぎようとのおつもりであった。 49しか

し、弟子たちは、イエスが湖の上を歩いて

おられるのを見て、幽霊だと思い、叫び声

をあげた。 50というのは、みなイエスを見

ておびえてしまったからである。しかし、

イエスはすぐに彼らに話しかけ、「しっか

りしなさい。わたしだ。恐れることはない

。」と言われた。 51そして舟に乗り込まれ

ると、風がやんだ。彼らの心中の驚きは非

常なものであった。 52というのは、彼らは

まだパンのことから悟るところがなく、そ

の心は堅く閉じていたからである。 53彼ら

は湖を渡って、ゲネサレの地に着き、舟を

つないだ。 54そして、彼らが舟から上がる

と、人々はすぐにイエスだと気がついて、

55そのあたりをくまなく走り回り、イエス

がおられると聞いた場所へ、病人を床に載

せて運んで来た。 56イエスがはいって行か

れると、村でも町でも部落でも、人々は病

人たちを広場に寝かせ、そして、せめて、

イエスの着物の端にでもさわらせてくださ

るようにと願った。そして、さわった人々

はみな、いやされた。
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7さて、パリサイ人たちと幾人かの律法学
者がエルサレムから来ていて、イエスの

回りに集まった。 2イエスの弟子のうちに

、汚れた手で、すなわち洗わない手でパン

を食べている者があるのを見て、 3――パ

リサイ人をはじめユダヤ人はみな、昔の人

たちの言い伝えを堅く守って、手をよく洗

わないでは食事をせず、 4また、市場から

帰ったときには、からだをきよめてからで

ないと食事をしない。まだこのほかにも、

杯、水差し、銅器を洗うことなど、堅く守

るように伝えられた、しきたりがたくさん

ある。―― 5パリサイ人と律法学者たちは

、イエスに尋ねた。「なぜ、あなたの弟子

たちは、昔の人たちの言い伝えに従って歩

まないで、汚れた手でパンを食べるのです

か。」 6イエスは彼らに言われた。「イザ

ヤはあなたがた偽善者について預言をして

、こう書いているが、まさにそのとおりで

す。 『この民は、口先ではわたしを敬うが

、 その心は、わたしから遠く離れている。

7彼らが、わたしを拝んでも、むだなこと

である。 人間の教えを、教えとして教える

だけだから。』 8あなたがたは、神の戒め

を捨てて、人間の言い伝えを堅く守ってい

る。」 9また言われた。「あなたがたは、

自分たちの言い伝えを守るために、よくも

神の戒めをないがしろにしたものです。 10

モーセは、『あなたの父と母を敬え。』ま

た『父や母をののしる者は、死刑に処せら

れる。』と言っています。 11それなのに、

あなたがたは、もし人が父や母に向かって

、私からあなたのために上げられる物は、

コルバン（すなわち、ささげ物）になりま

した、と言えば、 12その人には、父や母の

ために、もはや何もさせないようにしてい

ます。 13こうしてあなたがたは、自分たち

が受け継いだ言い伝えによって、神のこと

ばを空文にしています。そして、これと同

じようなことを、たくさんしているのです

。」 14イエスは再び群衆を呼び寄せて言わ

れた。「みな、わたしの言うことを聞いて

、悟るようになりなさい。 15外側から人に

はいって、人を汚すことのできる物は何も

ありません。人から出て来るものが、人を

汚すものなのです。 16イエスが群衆を離れ

て、家にはいられると、弟子たちは、この

たとえについて尋ねた。 18イエスは言われ

た。「あなたがたまで、そんなにわからな

いのですか。外側から人にはいって来る物

は人を汚すことができない、ということが

わからないのですか。 19そのような物は、

人の心には、はいらないで、腹にはいり、

そして、かわやに出されてしまうのです。

」イエスは、このように、すべての食物を

きよいとされた。 20また言われた。「人か

ら出るもの、これが、人を汚すのです。 21

内側から、すなわち、人の心から出て来る

ものは、悪い考え、不品行、盗み、殺人、

22姦淫、貪欲、よこしま、欺き、好色、ね

たみ、そしり、高ぶり、愚かさであり、 23

これらの悪はみな、内側から出て、人を汚

すのです。」 24イエスは、そこを出てツロ

の地方へ行かれた。家にはいられたとき、

だれにも知られたくないと思われたが、隠

れていることはできなかった。 25汚れた霊

につかれた小さい娘のいる女が、イエスの

ことを聞きつけてすぐにやって来て、その

足もとにひれ伏した。 26この女はギリシヤ

人で、スロ・フェニキヤの生まれであった
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。そして、自分の娘から悪霊を追い出して

くださるようにイエスに願い続けた。 27す

るとイエスは言われた。「まず子どもたち

に満腹させなければなりません。子どもた

ちのパンを取り上げて、小犬に投げてやる

のはよくないことです。」 28しかし、女は

答えて言った。「主よ。そのとおりです。

でも、食卓の下の小犬でも、子どもたちの

パンくずをいただきます。」 29そこでイエ

スは言われた。「そうまで言うのですか。

それなら家にお帰りなさい。悪霊はあなた

の娘から出て行きました。」 30女が家に帰

ってみると、その子は床の上に伏せってお

り、悪霊はもう出ていた。 31それから、イ

エスはツロの地方を去り、シドンを通って

、もう一度、デカポリス地方のあたりのガ

リラヤ湖に来られた。 32人々は、耳が聞こ

えず、口のきけない人を連れて来て、彼の

上に手を置いてくださるように願った。 33

そこで、イエスは、その人だけを群衆の中

から連れ出し、その両耳に指を差し入れ、

それからつばきをして、その人の舌にさわ

られた。 34そして、天を見上げ、深く嘆息

して、その人に「エパタ。」すなわち、「

開け。」と言われた。 35すると彼の耳が開

き、舌のもつれもすぐに解け、はっきりと

話せるようになった。 36イエスは、このこ

とをだれにも言ってはならない、と命じら

れたが、彼らは口止めされればされるほど

、かえって言いふらした。 37人々は非常に

驚いて言った。「この方のなさったことは

、みなすばらしい。つんぼを聞こえるよう

にし、おしを話せるようにしてくださった

。」

8そのころ、また大ぜいの人の群れが集ま
っていたが、食べる物がなかったので、

イエスは弟子たちを呼んで言われた。 2「

かわいそうに、この群衆はもう三日間もわ

たしといっしょにいて、食べる物を持って

いないのです。 3空腹のまま家に帰らせた

ら、途中で動けなくなるでしょう。それに

遠くから来ている人もいます。」 4弟子た

ちは答えた。「こんなへんぴな所で、どこ

からパンを手に入れて、この人たちに十分

食べさせることができましょう。」 5する

と、イエスは尋ねられた。「パンはどれぐ

らいありますか。」弟子たちは、「七つで

す。」と答えた。 6すると、イエスは群衆

に、地面にすわるようにおっしゃった。そ

れから、七つのパンを取り、感謝をささげ

てからそれを裂き、人々に配るように弟子

たちに与えられたので、弟子たちは群衆に

配った。 7また、魚が少しばかりあったの

で、そのために感謝をささげてから、これ

も配るように言われた。 8人々は食べて満

腹した。そして余りのパン切れを七つのか

ごに取り集めた。 9人々はおよそ四千人で

あった。それからイエスは、彼らを解散さ

せられた。 10そしてすぐに弟子たちととも

に舟に乗り、ダルマヌタ地方へ行かれた。

11パリサイ人たちがやって来て、イエスに

議論をしかけ、天からのしるしを求めた。

イエスをためそうとしたのである。 12イエ

スは、心の中で深く嘆息して、こう言われ

た。「なぜ、今の時代はしるしを求めるの

か。まことに、あなたがたに告げます。今

の時代には、しるしは絶対に与えられませ

ん。」 13イエスは彼らを離れて、また舟に

乗って向こう岸へ行かれた。 14弟子たちは
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、パンを持って来るのを忘れ、舟の中には

、パンがただ一つしかなかった。 15そのと

き、イエスは彼らに命じて言われた。「パ

リサイ人のパン種とヘロデのパン種とに十

分気をつけなさい。」 16そこで弟子たちは

、パンを持っていないということで、互い

に議論し始めた。 17それに気づいてイエス

は言われた。「なぜ、パンがないといって

議論しているのですか。まだわからないの

ですか、悟らないのですか。心が堅く閉じ

ているのですか。 18目がありながら見えな

いのですか。耳がありながら聞こえないの

ですか。あなたがたは、覚えていないので

すか。 19わたしが五千人に五つのパンを裂

いて上げたとき、パン切れを取り集めて、

幾つのかごがいっぱいになりましたか。」

彼らは答えた。「十二です。」 20「四千人

に七つのパンを裂いて上げたときは、パン

切れを取り集めて幾つのかごがいっぱいに

なりましたか。」彼らは答えた。「七つで

す。」 21イエスは言われた。「まだ悟らな

いのですか。」 22彼らはベツサイダに着い

た。すると人々が、盲人を連れて来て、さ

わってやってくださるようにイエスに願っ

た。 23イエスは盲人の手を取って村の外に

連れて行かれた。そしてその両眼につばき

をつけ、両手を彼に当ててやって、「何か

見えるか。」と聞かれた。 24すると彼は、

見えるようになって、「人が見えます。木

のようですが、歩いているのが見えます。

」と言った。 25それから、イエスはもう一

度彼の両眼に両手を当てられた。そして、

彼が見つめていると、すっかり直り、すべ

てのものがはっきり見えるようになった。

26そこでイエスは、彼を家に帰し、「村に

はいって行かないように。」と言われた。

27それから、イエスは弟子たちとピリポ・

カイザリヤの村々へ出かけられた。その途

中、イエスは弟子たちに尋ねて言われた。

「人々はわたしをだれだと言っていますか

。」 28彼らは答えて言った。「バプテスマ

のヨハネだと言っています。エリヤだと言

う人も、また預言者のひとりだと言う人も

います。」 29するとイエスは、彼らに尋ね

られた。「では、あなたがたは、わたしを

だれだと言いますか。」ペテロが答えてイ

エスに言った。「あなたは、キリストです

。」 30するとイエスは、自分のことをだれ

にも言わないようにと、彼らを戒められた

。 31それから、人の子は必ず多くの苦しみ

を受け、長老、祭司長、律法学者たちに捨

てられ、殺され、三日の後によみがえらな

ければならないと、弟子たちに教え始めら

れた。 32しかも、はっきりとこの事がらを

話された。するとペテロは、イエスをわき

にお連れして、いさめ始めた。 33しかし、

イエスは振り向いて、弟子たちを見ながら

、ペテロをしかって言われた。「下がれ。

サタン。あなたは神のことを思わないで、

人のことを思っている。」 34それから、イ

エスは群衆を弟子たちといっしょに呼び寄

せて、彼らに言われた。「だれでもわたし

について来たいと思うなら、自分を捨て、

自分の十字架を負い、そしてわたしについ

て来なさい。 35いのちを救おうと思う者は

それを失い、わたしと福音とのためにいの

ちを失う者はそれを救うのです。 36人は、

たとい全世界を得ても、いのちを損じたら

、何の得がありましょう。 37自分のいのち

を買い戻すために、人はいったい何を差し
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出すことができるでしょう。 38このような

姦淫と罪の時代にあって、わたしとわたし

のことばを恥じるような者なら、人の子も

、父の栄光を帯びて聖なる御使いたちとと

もに来るときには、そのような人のことを

恥じます。」

9イエスは彼らに言われた。「まことに、
あなたがたに告げます。ここに立ってい

る人々の中には、神の国が力をもって到来

しているのを見るまでは、決して死を味わ

わない者がいます。」 2それから六日たっ

て、イエスは、ペテロとヤコブとヨハネだ

けを連れて、高い山に導いて行かれた。そ

して彼らの目の前で御姿が変わった。 3そ

の御衣は、非常に白く光り、世のさらし屋

では、とてもできないほどの白さであった

。 4また、エリヤが、モーセとともに現わ

れ、彼らはイエスと語り合っていた。 5す

ると、ペテロが口出ししてイエスに言った

。「先生。私たちがここにいることは、す

ばらしいことです。私たちが、幕屋を三つ

造ります。あなたのために一つ、モーセの

ために一つ、エリヤのために一つ。」 6実

のところ、ペテロは言うべきことがわから

なかったのである。彼らは恐怖に打たれた

のであった。 7そのとき雲がわき起こって

その人々をおおい、雲の中から、「これは

、わたしの愛する子である。彼の言うこと

を聞きなさい。」という声がした。 8彼ら

が急いであたりを見回すと、自分たちとい

っしょにいるのはイエスだけで、そこには

もはやだれも見えなかった。 9さて、山を

降りながら、イエスは彼らに、人の子が死

人の中からよみがえるときまでは、いま見

たことをだれにも話してはならない、と特

に命じられた。 10そこで彼らは、そのおこ

とばを心に堅く留め、死人の中からよみが

えると言われたことはどういう意味かを論

じ合った。 11彼らはイエスに尋ねて言った

。「律法学者たちは、まずエリヤが来るは

ずだと言っていますが、それはなぜでしょ

うか。」 12イエスは言われた。「エリヤが

まず来て、すべてのことを立て直します。

では、人の子について、多くの苦しみを受

け、さげすまれると書いてあるのは、どう

してなのですか。 13しかし、あなたがたに

告げます。エリヤはもう来たのです。そし

て人々は、彼について書いてあるとおりに

、好き勝手なことを彼にしたのです。」 14

さて、彼らが、弟子たちのところに帰って

来て、見ると、その回りに大ぜいの人の群

れがおり、また、律法学者たちが弟子たち

と論じ合っていた。 15そしてすぐ、群衆は

みな、イエスを見ると驚き、走り寄って来

て、あいさつをした。 16イエスは彼らに、

「あなたがたは弟子たちと何を議論してい

るのですか。」と聞かれた。 17すると群衆

のひとりが、イエスに答えて言った。「先

生。おしの霊につかれた私の息子を、先生

のところに連れてまいりました。 18その霊

が息子に取りつきますと、所かまわず彼を

押し倒します。そして彼はあわを吹き、歯

ぎしりして、からだをこわばらせてしまい

ます。それでお弟子たちに、霊を追い出し

てくださるようにお願いしたのですが、お

弟子たちにはできませんでした。」 19イエ

スは答えて言われた。「ああ、不信仰な世

だ。いつまであなたがたといっしょにいな

ければならないのでしょう。いつまであな

たがたにがまんしていなければならないの
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でしょう。その子をわたしのところに連れ

て来なさい。」 20そこで、人々はイエスの

ところにその子を連れて来た。その子がイ

エスを見ると、霊はすぐに彼をひきつけさ

せたので、彼は地面に倒れ、あわを吹きな

がら、ころげ回った。 21イエスはその子の

父親に尋ねられた。「この子がこんなにな

ってから、どのくらいになりますか。」父

親は言った。「幼い時からです。 22この霊

は、彼を滅ぼそうとして、何度も火の中や

水の中に投げ込みました。ただ、もし、お

できになるものなら、私たちをあわれんで

、お助けください。」 23するとイエスは言

われた。「できるものなら、と言うのか。

信じる者には、どんなことでもできるので

す。」 24するとすぐに、その子の父は叫ん

で言った。「信じます。不信仰な私をお助

けください。」 25イエスは、群衆が駆けつ

けるのをご覧になると、汚れた霊をしかっ

て言われた。「おしとつんぼの霊。わたし

が、おまえに命じる。この子から出て行き

なさい。二度と、はいってはいけない。」

26するとその霊は、叫び声をあげ、その子

を激しくひきつけさせて、出て行った。す

るとその子が死人のようになったので、多

くの人々は、「この子は死んでしまった。

」と言った。 27しかし、イエスは、彼の手

を取って起こされた。するとその子は立ち

上がった。 28イエスが家にはいられると、

弟子たちがそっとイエスに尋ねた。「どう

してでしょう。私たちには追い出せなかっ

たのですが。」 29すると、イエスは言われ

た。「この種のものは、祈りによらなけれ

ば、何によっても追い出せるものではあり

ません。」 30さて、一行はそこを去って、

ガリラヤを通って行った。イエスは、人に

知られたくないと思われた。 31それは、イ

エスは弟子たちを教えて、「人の子は人々

の手に引き渡され、彼らはこれを殺す。し

かし、殺されて、三日の後に、人の子はよ

みがえる。」と話しておられたからである

。 32しかし、弟子たちは、このみことばが

理解できなかった。また、イエスに尋ねる

のを恐れていた。 33カペナウムに着いた。

イエスは、家にはいった後、弟子たちに質

問された。「道で何を論じ合っていたので

すか。」 34彼らは黙っていた。道々、だれ

が一番偉いかと論じ合っていたからである

。 35イエスはおすわりになり、十二弟子を

呼んで、言われた。「だれでも人の先に立

ちたいと思うなら、みなのしんがりとなり

、みなに仕える者となりなさい。」 36それ

から、イエスは、ひとりの子どもを連れて

来て、彼らの真中に立たせ、腕に抱き寄せ

て、彼らに言われた。 37「だれでも、この

ような幼子たちのひとりを、わたしの名の

ゆえに受け入れるならば、わたしを受け入

れるのです。また、だれでも、わたしを受

け入れるならば、わたしを受け入れるので

はなく、わたしを遣わされた方を受け入れ

るのです。」 38ヨハネがイエスに言った。

「先生。先生の名を唱えて悪霊を追い出し

ている者を見ましたが、私たちの仲間では

ないので、やめさせました。」 39しかし、

イエスは言われた。「やめさせることはあ

りません。わたしの名を唱えて、力あるわ

ざを行ないながら、すぐあとで、わたしを

悪く言える者はないのです。 40わたしたち

に反対しない者は、わたしたちの味方です

。 41あなたがたがキリストの弟子だからと
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いうので、あなたがたに水一杯でも飲ませ

てくれる人は、決して報いを失うことはあ

りません。これは確かなことです。 42また

、わたしを信じるこの小さい者たちのひと

りにでもつまずきを与えるような者は、む

しろ大きい石臼を首にゆわえつけられて、

海に投げ込まれたほうがましです。 43もし

、あなたの手があなたのつまずきとなるな

ら、それを切り捨てなさい。不具の身でい

のちにはいるほうが、両手そろっていてゲ

ヘナの消えぬ火の中に落ち込むよりは、あ

なたにとってよいことです。 (Geenna g1067) 45

もし、あなたの足があなたのつまずきとな

るなら、それを切り捨てなさい。片足でい

のちにはいるほうが、両足そろっていてゲ

ヘナに投げ入れられるよりは、あなたにと

ってよいことです。 (Geenna g1067) 47もし、あ

なたの目があなたのつまずきを引き起こす

のなら、それをえぐり出しなさい。片目で

神の国にはいるほうが、両目そろっていて

ゲヘナに投げ入れられるよりは、あなたに

とってよいことです。 (Geenna g1067) 48そこで

は、彼らを食ううじは、尽きることがなく

、火は消えることがありません。 49すべて

は、火によって、塩けをつけられるのです

。 50塩は、ききめのあるものです。しかし

、もし塩に塩けがなくなったら、何によっ

て塩けを取り戻せましょう。あなたがたは

、自分自身のうちに塩けを保ちなさい。そ

して、互いに和合して暮らしなさい。」

10イエスは、そこを立って、ユダヤ地方
とヨルダンの向こうに行かれた。する

と、群衆がまたもみもとに集まって来たの

で、またいつものように彼らを教えられた

。 2すると、パリサイ人たちがみもとにや

って来て、夫が妻を離別することは許され

るかどうかと質問した。イエスをためそう

としたのである。 3イエスは答えて言われ

た。「モーセはあなたがたに、何と命じて

いますか。」 4彼らは言った。「モーセは

、離婚状を書いて妻を離別することを許し

ました。」 5イエスは言われた。「モーセ

は、あなたがたの心がかたくななので、こ

の命令をあなたがたに書いたのです。 6し

かし、創造の初めから、神は、人を男と女

に造られたのです。 7それゆえ、人はその

父と母を離れて、 8ふたりの者が一心同体

になるのです。それで、もはやふたりでは

なく、ひとりなのです。 9こういうわけで

、人は、神が結び合わせたものを引き離し

てはなりません。」 10家に戻った弟子たち

が、この問題についてイエスに尋ねた。 11

そこで、イエスは彼らに言われた。「だれ

でも、妻を離別して別の女を妻にするなら

、前の妻に対して姦淫を犯すのです。 12妻

も、夫を離別して別の男にとつぐなら、姦

淫を犯しているのです。」 13さて、イエス

にさわっていただこうとして、人々が子ど

もたちを、みもとに連れて来た。ところが

、弟子たちは彼らをしかった。 14イエスは

それをご覧になり、憤って、彼らに言われ

た。「子どもたちを、わたしのところに来

させなさい。止めてはいけません。神の国

は、このような者たちのものです。 15まこ

とに、あなたがたに告げます。子どものよ

うに神の国を受け入れる者でなければ、決

してそこに、はいることはできません。」

16そしてイエスは子どもたちを抱き、彼ら

の上に手を置いて祝福された。 17イエスが

道に出て行かれると、ひとりの人が走り寄
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って、御前にひざまずいて、尋ねた。「尊

い先生。永遠のいのちを自分のものとして

受けるためには、私は何をしたらよいでし

ょうか。」 (aiōnios g166) 18イエスは彼に言わ

れた。「なぜ、わたしを『尊い』と言うの

ですか。尊い方は、神おひとりのほかには

、だれもありません。 19戒めはあなたもよ

く知っているはずです。『殺してはならな

い。姦淫してはならない。盗んではならな

い。偽証を立ててはならない。欺き取って

はならない。父と母を敬え。』」 20すると

、その人はイエスに言った。「先生。私は

そのようなことをみな、小さい時から守っ

ております。」 21イエスは彼を見つめ、そ

の人をいつくしんで言われた。「あなたに

は、欠けたことが一つあります。帰って、

あなたの持ち物をみな売り払い、貧しい人

たちに与えなさい。そうすれば、あなたは

天に宝を積むことになります。そのうえで

、わたしについて来なさい。」 22すると彼

は、このことばに顔を曇らせ、悲しみなが

ら立ち去った。なぜなら、この人は多くの

財産を持っていたからである。 23イエスは

、見回して、弟子たちに言われた。「裕福

な者が神の国にはいることは、何とむずか

しいことでしょう。」 24弟子たちは、イエ

スのことばに驚いた。しかし、イエスは重

ねて、彼らに答えて言われた。「子たちよ

。神の国にはいることは、何とむずかしい

ことでしょう。 25金持ちが神の国にはいる

よりは、らくだが針の穴を通るほうがもっ

とやさしい。」 26弟子たちは、ますます驚

いて互いに言った。「それでは、だれが救

われることができるのだろうか。」 27イエ

スは、彼らをじっと見て言われた。「それ

は人にはできないことですが、神は、そう

ではありません。どんなことでも、神には

できるのです。」 28ペテロがイエスにこう

言い始めた。「ご覧ください。私たちは、

何もかも捨てて、あなたに従ってまいりま

した。」 29イエスは言われた。「まことに

、あなたがたに告げます。わたしのために

、また福音のために、家、兄弟、姉妹、母

、父、子、畑を捨てた者で、 30その百倍を

受けない者はありません。今のこの時代に

は、家、兄弟、姉妹、母、子、畑を迫害の

中で受け、後の世では永遠のいのちを受け

ます。 (aiōn g165, aiōnios g166) 31しかし、先の者

があとになり、あとの者が先になることが

多いのです。」 32さて、一行は、エルサレ

ムに上る途中にあった。イエスは先頭に立

って歩いて行かれた。弟子たちは驚き、ま

た、あとについて行く者たちは恐れを覚え

た。すると、イエスは再び十二弟子をそば

に呼んで、ご自分に起ころうとしているこ

とを、話し始められた。 33「さあ、これか

ら、わたしたちはエルサレムに向かって行

きます。人の子は、祭司長、律法学者たち

に引き渡されるのです。彼らは、人の子を

死刑に定め、そして、異邦人に引き渡しま

す。 34すると彼らはあざけり、つばきをか

け、むち打ち、ついに殺します。しかし、

人の子は三日の後に、よみがえります。」

35さて、ゼベダイのふたりの子、ヤコブと

ヨハネが、イエスのところに来て言った。

「先生。私たちの頼み事をかなえていただ

きたいと思います。」 36イエスは彼らに言

われた。「何をしてほしいのですか。」 37

彼らは言った。「あなたの栄光の座で、ひ

とりを先生の右に、ひとりを左にすわらせ
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てください。」 38しかし、イエスは彼らに

言われた。「あなたがたは自分が何を求め

ているのか、わかっていないのです。あな

たがたは、わたしの飲もうとする杯を飲み

、わたしの受けようとするバプテスマを受

けることができますか。」 39彼らは「でき

ます。」と言った。イエスは言われた。「

なるほどあなたがたは、わたしの飲む杯を

飲み、わたしの受けるべきバプテスマを受

けはします。 40しかし、わたしの右と左に

すわることは、わたしが許すことではあり

ません。それに備えられた人々があるので

す。」 41十人の者がこのことを聞くと、ヤ

コブとヨハネのことで腹を立てた。 42そこ

で、イエスは彼らを呼び寄せて、言われた

。「あなたがたも知っているとおり、異邦

人の支配者と認められた者たちは彼らを支

配し、また、偉い人たちは彼らの上に権力

をふるいます。 43しかし、あなたがたの間

では、そうでありません。あなたがたの間

で偉くなりたいと思う者は、みなに仕える

者になりなさい。 44あなたがたの間で人の

先に立ちたいと思う者は、みなのしもべに

なりなさい。 45人の子が来たのも、仕えら

れるためではなく、かえって仕えるためで

あり、また、多くの人のための、贖いの代

価として、自分のいのちを与えるためなの

です。」 46彼らはエリコに来た。イエスが

、弟子たちや多くの群衆といっしょにエリ

コを出られると、テマイの子のバルテマイ

という盲人のこじきが、道ばたにすわって

いた。 47ところが、ナザレのイエスだと聞

くと、「ダビデの子のイエスさま。私をあ

われんでください。」と叫び始めた。 48そ

こで、彼を黙らせようと、大ぜいでたしな

めたが、彼はますます、「ダビデの子よ。

私をあわれんでください。」と叫び立てた

。 49すると、イエスは立ち止まって、「あ

の人を呼んで来なさい。」と言われた。そ

こで、彼らはその盲人を呼び、「心配しな

いでよい。さあ、立ちなさい。あなたをお

呼びになっている。」と言った。 50すると

、盲人は上着を脱ぎ捨て、すぐ立ち上がっ

て、イエスのところに来た。 51そこでイエ

スは、さらにこう言われた。「わたしに何

をしてほしいのか。」すると、盲人は言っ

た。「先生。目が見えるようになることで

す。」 52するとイエスは、彼に言われた。

「さあ、行きなさい。あなたの信仰があな

たを救ったのです。」すると、すぐさま彼

は見えるようになり、イエスの行かれる所

について行った。

11さて、彼らがエルサレムの近くに来て
、オリーブ山のふもとのベテパゲとベ

タニヤに近づいたとき、イエスはふたりの

弟子を使いに出して、 2言われた。「向こ

うの村へ行きなさい。村にはいるとすぐ、

まだだれも乗ったことのない、ろばの子が

、つないであるのに気がつくでしょう。そ

れをほどいて、引いて来なさい。 3もし、

『なぜそんなことをするのか。』と言う人

があったら、『主がお入用なのです。すぐ

に、またここに送り返されます。』と言い

なさい。」 4そこで、出かけて見ると、表

通りにある家の戸口に、ろばの子が一匹つ

ないであったので、それをほどいた。 5す

ると、そこに立っていた何人かが言った。

「ろばの子をほどいたりして、どうするの

ですか。」 6弟子たちが、イエスの言われ

たとおりを話すと、彼らは許してくれた。
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7そこで、ろばの子をイエスのところへ引

いて行って、自分たちの上着をその上に掛

けた。イエスはそれに乗られた。 8すると

、多くの人が、自分たちの上着を道に敷き

、またほかの人々は、木の葉を枝ごと野原

から切って来て、道に敷いた。 9そして、

前を行く者も、あとに従う者も、叫んでい

た。「ホサナ。祝福あれ。主の御名によっ

て来られる方に。 10祝福あれ。いま来た、

われらの父ダビデの国に。 ホサナ。いと高

き所に。」 11こうして、イエスはエルサレ

ムに着き、宮にはいられた。そして、すべ

てを見て回った後、時間ももうおそかった

ので、十二弟子といっしょにベタニヤに出

て行かれた。 12翌日、彼らがベタニヤを出

たとき、イエスは空腹を覚えられた。 13葉

の茂ったいちじくの木が遠くに見えたので

、それに何かありはしないかと見に行かれ

たが、そこに来ると、葉のほかは何もない

のに気づかれた。いちじくのなる季節では

なかったからである。 14イエスは、その木

に向かって言われた。「今後、いつまでも

、だれもおまえの実を食べることのないよ

うに。」弟子たちはこれを聞いていた。

(aiōn g165) 15それから、彼らはエルサレムに

着いた。イエスは宮にはいり、宮の中で売

り買いしている人々を追い出し始め、両替

人の台や、鳩を売る者たちの腰掛けを倒し

、 16また宮を通り抜けて器具を運ぶことを

だれにもお許しにならなかった。 17そして

、彼らに教えて言われた。「『わたしの家

は、すべての民の祈りの家と呼ばれる。』

と書いてあるではありませんか。それなの

に、あなたがたはそれを強盗の巣にしたの

です。」 18祭司長、律法学者たちは聞いて

、どのようにしてイエスを殺そうかと相談

した。イエスを恐れたからであった。なぜ

なら、群衆がみなイエスの教えに驚嘆して

いたからである。 19夕方になると、イエス

とその弟子たちは、いつも都から外に出た

。 20朝早く、通りがかりに見ると、いちじ

くの木が根まで枯れていた。 21ペテロは思

い出して、イエスに言った。「先生。ご覧

なさい。あなたののろわれたいちじくの木

が枯れました。」 22イエスは答えて言われ

た。「神を信じなさい。 23まことに、あな

たがたに告げます。だれでも、この山に向

かって、『動いて、海にはいれ。』と言っ

て、心の中で疑わず、ただ、自分の言った

とおりになると信じるなら、そのとおりに

なります。 24だからあなたがたに言うので

す。祈って求めるものは何でも、すでに受

けたと信じなさい。そうすれば、そのとお

りになります。 25また立って祈っていると

き、だれかに対して恨み事があったら、赦

してやりなさい。そうすれば、天におられ

るあなたがたの父も、あなたがたの罪を赦

してくださいます。 26彼らはまたエルサレ

ムに来た。イエスが宮の中を歩いておられ

ると、祭司長、律法学者、長老たちが、イ

エスのところにやって来た。 28そして、イ

エスに言った。「何の権威によって、これ

らのことをしておられるのですか。だれが

、あなたにこれらのことをする権威を授け

たのですか。」 29そこでイエスは彼らに言

われた。「一言尋ねますから、それに答え

なさい。そうすれば、わたしも、何の権威

によってこれらのことをしているかを、話

しましょう。 30ヨハネのバプテスマは、天

から来たのですか、人から出たのですか。
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答えなさい。」 31すると、彼らは、こう言

いながら、互いに論じ合った。「もし、天

から、と言えば、それならなぜ、彼を信じ

なかったかと言うだろう。 32だからといっ

て、人から、と言ってよいだろうか。」

――彼らは群衆を恐れていたのである。と

いうのは、人々がみな、ヨハネは確かに預

言者だと思っていたからである。 33そこで

彼らは、イエスに答えて、「わかりません

。」と言った。そこでイエスは彼らに、「

わたしも、何の権威によってこれらのこと

をするのか、あなたがたに話すまい。」と

言われた。

12それからイエスは、たとえを用いて彼
らに話し始められた。 「ある人がぶど

う園を造って、垣を巡らし、酒ぶねを掘り

、やぐらを建て、それを農夫たちに貸して

、旅に出かけた。 2季節になると、ぶどう

園の収穫の分けまえを受け取りに、しもべ

を農夫たちのところへ遣わした。 3ところ

が、彼らは、そのしもべをつかまえて袋だ

たきにし、何も持たせないで送り帰した。

4そこで、もう一度別のしもべを遣わした

が、彼らは、頭をなぐり、はずかしめた。

5また別のしもべを遣わしたところが、彼

らは、これも殺してしまった。続いて、多

くのしもべをやったけれども、彼らは袋だ

たきにしたり、殺したりした。 6その人に

は、なおもうひとりの者がいた。それは愛

する息子であった。彼は、『私の息子なら

、敬ってくれるだろう。』と言って、最後

にその息子を遣わした。 7すると、その農

夫たちはこう話し合った。『あれはあと取

りだ。さあ、あれを殺そうではないか。そ

うすれば、財産はこちらのものだ。』 8そ

して、彼をつかまえて殺してしまい、ぶど

う園の外に投げ捨てた。 9ところで、ぶど

う園の主人は、どうするでしょう。彼は戻

って来て、農夫どもを打ち滅ぼし、ぶどう

園をほかの人たちに与えてしまいます。 10

あなたがたは、次の聖書のことばを読んだ

ことがないのですか。 『家を建てる者たち

の見捨てた石、それが礎の石になった。 11

これは主のなさったことだ。 私たちの目に

は、不思議なことである。』」 12彼らは

、このたとえ話が、自分たちをさして語ら

れたことに気づいたので、イエスを捕えよ

うとしたが、やはり群衆を恐れた。それで

、イエスを残して、立ち去った。 13さて、

彼らは、イエスに何か言わせて、わなに陥

れようとして、パリサイ人とヘロデ党の者

数人をイエスのところへ送った。 14彼らは

イエスのところに来て、言った。「先生。

私たちは、あなたが真実な方で、だれをも

はばからない方だと存じています。あなた

は人の顔色を見ず、真理に基づいて神の道

を教えておられるからです。ところで、カ

イザルに税金を納めることは律法にかなっ

ていることでしょうか、かなっていないこ

とでしょうか。納めるべきでしょうか、納

めるべきでないのでしょうか。」 15イエス

は彼らの擬装を見抜いて言われた。「なぜ

、わたしをためすのか。デナリ銀貨を持っ

て来て見せなさい。」 16彼らは持って来た

。そこでイエスは彼らに言われた。「これ

はだれの肖像ですか。だれの銘ですか。」

彼らは、「カイザルのです。」と言った。

17するとイエスは言われた。「カイザルの

ものはカイザルに返しなさい。そして神の

ものは神に返しなさい。」彼らはイエスに
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驚嘆した。 18また、復活はないと主張して

いたサドカイ人たちが、イエスのところに

来て、質問した。 19「先生。モーセは私た

ちのためにこう書いています。『もし、兄

が死んで妻をあとに残し、しかも子がない

ばあいには、その弟はその女を妻にして、

兄のための子をもうけなければならない。

』 20さて、七人の兄弟がいました。長男が

妻をめとりましたが、子を残さないで死に

ました。 21そこで次男がその女を妻にした

ところ、やはり子を残さずに死にました。

三男も同様でした。 22こうして、七人とも

子を残しませんでした。最後に、女も死に

ました。 23復活の際、彼らがよみがえると

き、その女はだれの妻なのでしょうか。七

人ともその女を妻にしたのですが。」 24イ

エスは彼らに言われた。「そんな思い違い

をしているのは、聖書も神の力も知らない

からではありませんか。 25人が死人の中か

らよみがえるときには、めとることも、と

つぐこともなく、天の御使いたちのようで

す。 26それに、死人がよみがえることにつ

いては、モーセの書にある柴の個所で、神

がモーセにどう語られたか、あなたがたは

読んだことがないのですか。『わたしは、

アブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神

である。』とあります。 27神は死んだ者の

神ではありません。生きている者の神です

。あなたがたはたいへんな思い違いをして

います。」 28律法学者がひとり来て、その

議論を聞いていたが、イエスがみごとに答

えられたのを知って、イエスに尋ねた。「

すべての命令の中で、どれが一番たいせつ

ですか。」 29イエスは答えられた。「一番

たいせつなのはこれです。『イスラエルよ

。聞け。われらの神である主は、唯一の主

である。 30心を尽くし、思いを尽くし、知

性を尽くし、力を尽くして、あなたの神で

ある主を愛せよ。』 31次にはこれです。『

あなたの隣人をあなた自身のように愛せよ

。』この二つより大事な命令は、ほかにあ

りません。」 32そこで、この律法学者は、

イエスに言った。「先生。そのとおりです

。『主は唯一であって、そのほかに、主は

ない。』と言われたのは、まさにそのとお

りです。 33また『心を尽くし、知恵を尽く

し、力を尽くして主を愛し、また隣人をあ

なた自身のように愛する。』ことは、どん

な全焼のいけにえや供え物よりも、ずっと

すぐれています。」 34イエスは、彼が賢い

返事をしたのを見て、言われた。「あなた

は神の国から遠くない。」それから後は、

だれもイエスにあえて尋ねる者がなかった

。 35イエスが宮で教えておられたとき、こ

う言われた。「律法学者たちは、どうして

キリストをダビデの子と言うのですか。 36

ダビデ自身、聖霊によって、こう言ってい

ます。『主は私の主に言われた。「わたし

があなたの敵を あなたの足の下に従わせる

までは、 わたしの右の座に着いていなさい

。」』 37ダビデ自身がキリストを主と呼ん

でいるのに、どういうわけでキリストがダ

ビデの子なのでしょう。」大ぜいの群衆は

、イエスの言われることを喜んで聞いてい

た。 38イエスはその教えの中でこう言われ

た。「律法学者たちには気をつけなさい。

彼らは、長い衣をまとって歩き回ったり、

広場であいさつされたりすることが大好き

で、 39また会堂の上席や、宴会の上座が大

好きです。 40また、やもめの家を食いつぶ
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し、見えを飾るために長い祈りをします。

こういう人たちは人一倍きびしい罰を受け

るのです。」 41それから、イエスは献金箱

に向かってすわり、人々が献金箱へ金を投

げ入れる様子を見ておられた。多くの金持

ちが大金を投げ入れていた。 42そこへひと

りの貧しいやもめが来て、レプタ銅貨を二

つ投げ入れた。それは一コドラントに当た

る。 43すると、イエスは弟子たちを呼び寄

せて、こう言われた。「まことに、あなた

がたに告げます。この貧しいやもめは、献

金箱に投げ入れていたどの人よりもたくさ

ん投げ入れました。 44みなは、あり余る中

から投げ入れたのに、この女は、乏しい中

から、あるだけを全部、生活費の全部を投

げ入れたからです。」

13イエスが、宮から出て行かれるとき、
弟子のひとりがイエスに言った。「先

生。これはまあ、何とみごとな石でしょう

。何とすばらしい建物でしょう。」 2する

と、イエスは彼に言われた。「この大きな

建物を見ているのですか。石がくずされず

に、積まれたまま残ることは決してありま

せん。」 3イエスがオリーブ山で宮に向か

ってすわっておられると、ペテロ、ヤコブ

、ヨハネ、アンデレが、ひそかにイエスに

質問した。 4「お話しください。いつ、そ

ういうことが起こるのでしょう。また、そ

れがみな実現するようなときには、どんな

前兆があるのでしょう。」 5そこで、イエ

スは彼らに話し始められた。「人に惑わさ

れないように気をつけなさい。 6わたしの

名を名のる者が大ぜい現われ、『私こそそ

れだ。』と言って、多くの人を惑わすでし

ょう。 7また、戦争のことや戦争のうわさ

を聞いても、あわててはいけません。それ

は必ず起こることです。しかし、終わりが

来たのではありません。 8民族は民族に、

国は国に敵対して立ち上がり、方々に地震

があり、ききんも起こるはずだからです。

これらのことは、産みの苦しみの初めです

。 9だが、あなたがたは、気をつけていな

さい。人々は、あなたがたを議会に引き渡

し、また、あなたがたは会堂でむち打たれ

、また、わたしのゆえに、総督や王たちの

前に立たされます。それは彼らに対してあ

かしをするためです。 10こうして、福音が

まずあらゆる民族に宣べ伝えられなければ

なりません。 11彼らに捕えられ、引き渡さ

れたとき、何と言おうかなどと案じるには

及びません。ただ、そのとき自分に示され

ることを、話しなさい。話すのはあなたが

たではなく、聖霊です。 12また兄弟は兄弟

を死に渡し、父は子を死に渡し、子は両親

に逆らって立ち、彼らを死に至らせます。

13また、わたしの名のために、あなたがた

はみなの者に憎まれます。しかし、最後ま

で耐え忍ぶ人は救われます。 14『荒らす憎

むべきもの』が、自分の立ってはならない

所に立っているのを見たならば（読者はよ

く読み取るように。）ユダヤにいる人々は

山へ逃げなさい。 15屋上にいる者は降りて

はいけません。家から何かを取り出そうと

して中にはいってはいけません。 16畑にい

る者は着物を取りに戻ってはいけません。

17だが、その日、悲惨なのは身重の女と乳

飲み子を持つ女です。 18ただ、このことが

冬に起こらないように祈りなさい。 19その

日は、神が天地を創造された初めから、今

に至るまで、いまだかつてなかったような
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、またこれからもないような苦難の日だか

らです。 20そして、もし主がその日数を少

なくしてくださらないなら、ひとりとして

救われる者はないでしょう。しかし、主は

、ご自分で選んだ選びの民のために、その

日数を少なくしてくださったのです。 21そ

のとき、あなたがたに、『そら、キリスト

がここにいる。』とか、『ほら、あそこに

いる。』とか言う者があっても、信じては

いけません。 22にせキリスト、にせ預言者

たちが現われて、できれば選民を惑わそう

として、しるしや不思議なことをして見せ

ます。 23だから、気をつけていなさい。わ

たしは、何もかも前もって話しました。 24

だが、その日には、その苦難に続いて、太

陽は暗くなり、月は光を放たず、 25星は天

から落ち、天の万象は揺り動かされます。

26そのとき、人々は、人の子が偉大な力と

栄光を帯びて雲に乗って来るのを見るので

す。 27そのとき、人の子は、御使いたちを

送り、地の果てから天の果てまで、四方か

らその選びの民を集めます。 28いちじくの

木から、たとえを学びなさい。枝が柔らか

になって、葉が出て来ると、夏の近いこと

がわかります。 29そのように、これらのこ

とが起こるのを見たら、人の子が戸口まで

近づいていると知りなさい。 30まことに、

あなたがたに告げます。これらのことが全

部起こってしまうまでは、この時代は過ぎ

去りません。 31この天地は滅びます。しか

し、わたしのことばは決して滅びることが

ありません。 32ただし、その日、その時が

いつであるかは、だれも知りません。天の

御使いたちも子も知りません。ただ父だけ

が知っておられます。 33気をつけなさい。

目をさまし、注意していなさい。その定め

の時がいつだか、あなたがたは知らないか

らです。 34それはちょうど、旅に立つ人が

、出がけに、しもべたちにはそれぞれ仕事

を割り当てて責任を持たせ、門番には目を

さましているように言いつけるようなもの

です。 35だから、目をさましていなさい。

家の主人がいつ帰って来るか、夕方か、夜

中か、鶏の鳴くころか、明け方か、わから

ないからです。 36主人が不意に帰って来た

とき眠っているのを見られないようにしな

さい。 37わたしがあなたがたに話している

ことは、すべての人に言っているのです。

目をさましていなさい。」

14さて、過越の祭りと種なしパンの祝い
が二日後に迫っていたので、祭司長、

律法学者たちは、どうしたらイエスをだま

して捕え、殺すことができるだろうか、と

けんめいであった。 2彼らは、「祭りの間

はいけない。民衆の騒ぎが起こるといけな

いから。」と話していた。 3イエスがベタ

ニヤで、らい病人シモンの家におられたと

き、食卓に着いておられると、ひとりの女

が、純粋で、非常に高価なナルド油のはい

った石膏のつぼを持って来て、そのつぼを

割り、イエスの頭に注いだ。 4すると、何

人かの者が憤慨して互いに言った。「何の

ために、香油をこんなにむだにしたのか。

5この香油なら、三百デナリ以上に売れて

、貧乏な人たちに施しができたのに。」そ

うして、その女をきびしく責めた。 6する

と、イエスは言われた。「そのままにして

おきなさい。なぜこの人を困らせるのです

か。わたしのために、りっぱなことをして

くれたのです。 7貧しい人たちは、いつも
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あなたがたといっしょにいます。それで、

あなたがたがしたいときは、いつでも彼ら

に良いことをしてやれます。しかし、わた

しは、いつもあなたがたといっしょにいる

わけではありません。 8この女は、自分に

できることをしたのです。埋葬の用意にと

、わたしのからだに、前もって油を塗って

くれたのです。 9まことに、あなたがたに

告げます。世界中のどこででも、福音が宣

べ伝えられる所なら、この人のした事も語

られて、この人の記念となるでしょう。」

10ところで、イスカリオテ・ユダは、十二

弟子のひとりであるが、イエスを売ろうと

して祭司長たちのところへ出向いて行った

。 11彼らはこれを聞いて喜んで、金をやろ

うと約束した。そこでユダは、どうしたら

、うまいぐあいにイエスを引き渡せるかと

、ねらっていた。 12種なしパンの祝いの第

一日、すなわち、過越の小羊をほふる日に

、弟子たちはイエスに言った。「過越の食

事をなさるのに、私たちは、どこへ行って

用意をしましょうか。」 13そこで、イエス

は、弟子のうちふたりを送って、こう言わ

れた。「都にはいりなさい。そうすれば、

水がめを運んでいる男に会うから、その人

について行きなさい。 14そして、その人が

はいって行く家の主人に、『弟子たちとい

っしょに過越の食事をする、わたしの客間

はどこか、と先生が言っておられる。』と

言いなさい。 15するとその主人が自分で、

席が整って用意のできた二階の広間を見せ

てくれます。そこでわたしたちのために用

意をしなさい。」 16弟子たちが出かけて行

って、都にはいると、まさしくイエスの言

われたとおりであった。それで、彼らはそ

こで過越の食事の用意をした。 17夕方にな

って、イエスは十二弟子といっしょにそこ

に来られた。 18そして、みなが席に着いて

、食事をしているとき、イエスは言われた

。「まことに、あなたがたに告げます。あ

なたがたのうちのひとりで、わたしといっ

しょに食事をしている者が、わたしを裏切

ります。」 19弟子たちは悲しくなって、「

まさか私ではないでしょう。」とかわるが

わるイエスに言いだした。 20イエスは言わ

れた。「この十二人の中のひとりで、わた

しといっしょに、同じ鉢にパンを浸してい

る者です。 21確かに、人の子は、自分につ

いて書いてあるとおりに、去って行きます

。しかし、人の子を裏切るような人間はの

ろわれます。そういう人は生まれなかった

ほうがよかったのです。」 22それから、み

なが食事をしているとき、イエスはパンを

取り、祝福して後、これを裂き、彼らに与

えて言われた。「取りなさい。これはわた

しのからだです。」 23また、杯を取り、感

謝をささげて後、彼らに与えられた。彼ら

はみなその杯から飲んだ。 24イエスは彼ら

に言われた。「これはわたしの契約の血で

す。多くの人のために流されるものです。

25まことに、あなたがたに告げます。神の

国で新しく飲むその日までは、わたしはも

はや、ぶどうの実で造った物を飲むことは

ありません。」 26そして、賛美の歌を歌っ

てから、みなでオリーブ山へ出かけて行っ

た。 27イエスは、弟子たちに言われた。「

あなたがたはみな、つまずきます。『わた

しが羊飼いを打つ。すると、羊は散り散り

になる。』と書いてありますから。 28しか

しわたしは、よみがえってから、あなたが



マルコの福音書 80

たより先に、ガリラヤへ行きます。」 29す

ると、ペテロがイエスに言った。「たとい

全部の者がつまずいても、私はつまずきま

せん。」 30イエスは彼に言われた。「まこ

とに、あなたに告げます。あなたは、きょ

う、今夜、鶏が二度鳴く前に、わたしを知

らないと三度言います。」 31ペテロは力を

込めて言い張った。「たとい、ごいっしょ

に死ななければならないとしても、私は、

あなたを知らないなどとは決して申しませ

ん。」みなの者もそう言った。 32ゲツセマ

ネという所に来て、イエスは弟子たちに言

われた。「わたしが祈る間、ここにすわっ

ていなさい。」 33そして、ペテロ、ヤコブ

、ヨハネをいっしょに連れて行かれた。イ

エスは深く恐れもだえ始められた。 34そし

て彼らに言われた。「わたしは悲しみのあ

まり死ぬほどです。ここを離れないで、目

をさましていなさい。」 35それから、イエ

スは少し進んで行って、地面にひれ伏し、

もしできることなら、この時が自分から過

ぎ去るようにと祈り、 36またこう言われた

。「アバ、父よ。あなたにおできにならな

いことはありません。どうぞ、この杯をわ

たしから取りのけてください。しかし、わ

たしの願うことではなく、あなたのみここ

ろのままを、なさってください。」 37それ

から、イエスは戻って来て、彼らの眠って

いるのを見つけ、ペテロに言われた。「シ

モン。眠っているのか。一時間でも目をさ

ましていることができなかったのか。 38誘

惑に陥らないように、目をさまして、祈り

続けなさい。心は燃えていても、肉体は弱

いのです。」 39イエスは再び離れて行き、

前と同じことばで祈られた。 40そして、ま

た戻って来て、ご覧になると、彼らは眠っ

ていた。ひどく眠けがさしていたのである

。彼らは、イエスにどう言ってよいか、わ

からなかった。 41イエスは三度目に来て、

彼らに言われた。「まだ眠って休んでいる

のですか。もう十分です。時が来ました。

見なさい。人の子は罪人たちの手に渡され

ます。 42立ちなさい。さあ、行くのです。

見なさい。わたしを裏切る者が近づきまし

た。」 43そしてすぐ、イエスがまだ話して

おられるうちに、十二弟子のひとりのユダ

が現われた。剣や棒を手にした群衆もいっ

しょであった。群衆はみな、祭司長、律法

学者、長老たちから差し向けられたもので

あった。 44イエスを裏切る者は、彼らと前

もって次のような合図を決めておいた。「

私が口づけをするのが、その人だ。その人

をつかまえて、しっかりと引いて行くのだ

。」 45それで、彼はやって来るとすぐに、

イエスに近寄って、「先生。」と言って、

口づけした。 46すると人々は、イエスに手

をかけて捕えた。 47そのとき、イエスのそ

ばに立っていたひとりが、剣を抜いて大祭

司のしもべに撃ちかかり、その耳を切り落

とした。 48イエスは彼らに向かって言われ

た。「まるで強盗にでも向かうように、剣

や棒を持ってわたしを捕えに来たのですか

。 49わたしは毎日、宮であなたがたといっ

しょにいて、教えていたのに、あなたがた

は、わたしを捕えなかったのです。しかし

、こうなったのは聖書のことばが実現する

ためです。」 50すると、みながイエスを見

捨てて、逃げてしまった。 51ある青年が、

素はだに亜麻布を一枚まとったままで、イ

エスについて行ったところ、人々は彼を捕
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えようとした。 52すると、彼は亜麻布を脱

ぎ捨てて、はだかで逃げた。 53彼らがイエ

スを大祭司のところに連れて行くと、祭司

長、長老、律法学者たちがみな、集まって

来た。 54ペテロは、遠くからイエスのあと

をつけながら、大祭司の庭の中まではいっ

て行った。そして、役人たちといっしょに

すわって、火にあたっていた。 55さて、祭

司長たちと全議会は、イエスを死刑にする

ために、イエスを訴える証拠をつかもうと

努めたが、何も見つからなかった。 56イエ

スに対する偽証をした者は多かったが、一

致しなかったのである。 57すると、数人が

立ち上がって、イエスに対する偽証をして

、次のように言った。 58「私たちは、この

人が『わたしは手で造られたこの神殿をこ

わして、三日のうちに、手で造られない別

の神殿を造ってみせる。』と言うのを聞き

ました。」 59しかし、この点でも証言は一

致しなかった。 60そこで大祭司が立ち上が

り、真中に進み出てイエスに尋ねて言った

。「何も答えないのですか。この人たちが

、あなたに不利な証言をしていますが、こ

れはどうなのですか。」 61しかし、イエス

は黙ったままで、何もお答えにならなかっ

た。大祭司は、さらにイエスに尋ねて言っ

た。「あなたは、ほむべき方の子、キリス

トですか。」 62そこでイエスは言われた。

「わたしは、それです。人の子が、力ある

方の右の座に着き、天の雲に乗って来るの

を、あなたがたは見るはずです。」 63する

と、大祭司は、自分の衣を引き裂いて言っ

た。「これでもまだ、証人が必要でしょう

か。 64あなたがたは、神をけがすこのこと

ばを聞いたのです。どう考えますか。」す

ると、彼らは全員で、イエスには死刑に当

たる罪があると決めた。 65そうして、ある

人々は、イエスにつばきをかけ、御顔をお

おい、こぶしでなぐりつけ、「言い当てて

みろ。」などと言ったりし始めた。また、

役人たちは、イエスを受け取って、平手で

打った。 66ペテロが下の庭にいると、大祭

司の女中のひとりが来て、 67ペテロが火に

あたっているのを見かけ、彼をじっと見つ

めて、言った。「あなたも、あのナザレ人

、あのイエスといっしょにいましたね。」

68しかし、ペテロはそれを打ち消して、「

何を言っているのか、わからない。見当も

つかない。」と言って、出口のほうへと出

て行った。 69すると女中は、ペテロを見て

、そばに立っていた人たちに、また、「こ

の人はあの仲間です。」と言いだした。 70

しかし、ペテロは再び打ち消した。しばら

くすると、そばに立っていたその人たちが

、またペテロに言った。「確かに、あなた

はあの仲間だ。ガリラヤ人なのだから。」

71しかし、彼はのろいをかけて誓い始め、

「私は、あなたがたの話しているその人を

知りません。」と言った。 72するとすぐに

、鶏が、二度目に鳴いた。そこでペテロは

、「鶏が二度鳴く前に、あなたは、わたし

を知らないと三度言います。」というイエ

スのおことばを思い出した。それに思い当

たったとき、彼は泣き出した。

15夜が明けるとすぐに、祭司長たちをは
じめ、長老、律法学者たちと、全議会

とは協議をこらしたすえ、イエスを縛って

連れ出し、ピラトに引き渡した。 2ピラト

はイエスに尋ねた。「あなたは、ユダヤ人

の王ですか。」イエスは答えて言われた。
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「そのとおりです。」 3そこで、祭司長た

ちはイエスをきびしく訴えた。 4ピラトは

もう一度イエスに尋ねて言った。「何も答

えないのですか。見なさい。彼らはあんな

にまであなたを訴えているのです。」 5そ

れでも、イエスは何もお答えにならなかっ

た。それにはピラトも驚いた。 6ところで

ピラトは、その祭りには、人々の願う囚人

をひとりだけ赦免するのを例としていた。

7たまたま、バラバという者がいて、暴動

のとき人殺しをした暴徒たちといっしょに

牢にはいっていた。 8それで、群衆は進ん

で行って、いつものようにしてもらうこと

を、ピラトに要求し始めた。 9そこでピラ

トは、彼らに答えて、「このユダヤ人の王

を釈放してくれというのか。」と言った。

10ピラトは、祭司長たちが、ねたみからイ

エスを引き渡したことに、気づいていたか

らである。 11しかし、祭司長たちは群衆を

扇動して、むしろバラバを釈放してもらい

たいと言わせた。 12そこで、ピラトはもう

一度答えて、「ではいったい、あなたがた

がユダヤ人の王と呼んでいるあの人を、私

にどうせよというのか。」と言った。 13す

ると彼らはまたも「十字架につけろ。」と

叫んだ。 14だが、ピラトは彼らに、「あの

人がどんな悪い事をしたというのか。」と

言った。しかし、彼らはますます激しく「

十字架につけろ。」と叫んだ。 15それで、

ピラトは群衆のきげんをとろうと思い、バ

ラバを釈放した。そして、イエスをむち打

って後、十字架につけるようにと引き渡し

た。 16兵士たちはイエスを、邸宅、すなわ

ち総督官邸の中に連れて行き、全部隊を呼

び集めた。 17そしてイエスに紫の衣を着せ

、いばらの冠を編んでかぶらせ、 18それか

ら、「ユダヤ人の王さま。ばんざい。」と

叫んであいさつをし始めた。 19また、葦の

棒でイエスの頭をたたいたり、つばきをか

けたり、ひざまずいて拝んだりしていた。

20彼らはイエスを嘲弄したあげく、その紫

の衣を脱がせて、もとの着物をイエスに着

せた。それから、イエスを十字架につける

ために連れ出した。 21そこへ、アレキサン

デルとルポスとの父で、シモンというクレ

ネ人が、いなかから出て来て通りかかった

ので、彼らはイエスの十字架を、むりやり

に彼に背負わせた。 22そして、彼らはイエ

スをゴルゴタの場所（訳すと、「どくろ」

の場所）へ連れて行った。 23そして彼らは

、没薬を混ぜたぶどう酒をイエスに与えよ

うとしたが、イエスはお飲みにならなかっ

た。 24それから、彼らは、イエスを十字架

につけた。そして、だれが何を取るかをく

じ引きで決めたうえで、イエスの着物を分

けた。 25彼らがイエスを十字架につけたの

は、午前九時であった。 26イエスの罪状書

きには、「ユダヤ人の王。」と書いてあっ

た。 27また彼らは、イエスとともにふたり

の強盗を、ひとりは右に、ひとりは左に、

十字架につけた。 28道を行く人々は、頭を

振りながらイエスをののしって言った。「

おお、神殿を打ちこわして三日で建てる人

よ。 30十字架から降りて来て、自分を救っ

てみろ。」 31また、祭司長たちも同じよう

に、律法学者たちといっしょになって、イ

エスをあざけって言った。「他人は救った

が、自分は救えない。 32キリスト、イスラ

エルの王さま。たった今、十字架から降り

てもらおうか。われわれは、それを見たら
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信じるから。」また、イエスといっしょに

十字架につけられた者たちもイエスをのの

しった。 33さて、十二時になったとき、全

地が暗くなって、午後三時まで続いた。 34

そして、三時に、イエスは大声で、「エロ

イ、エロイ、ラマ、サバクタニ。」と叫ば

れた。それは訳すと「わが神、わが神。ど

うしてわたしをお見捨てになったのですか

。」という意味である。 35そばに立ってい

た幾人かが、これを聞いて、「そら、エリ

ヤを呼んでいる。」と言った。 36すると、

ひとりが走って行って、海綿に酸いぶどう

酒を含ませ、それを葦の棒につけて、イエ

スに飲ませようとしながら言った。「エリ

ヤがやって来て、彼を降ろすかどうか、私

たちは見ることにしよう。」 37それから、

イエスは大声をあげて息を引き取られた。

38神殿の幕が上から下まで真二つに裂けた

。 39イエスの正面に立っていた百人隊長は

、イエスがこのように息を引き取られたの

を見て、「この方はまことに神の子であっ

た。」と言った。 40また、遠くのほうから

見ていた女たちもいた。その中にマグダラ

のマリヤと、小ヤコブとヨセの母マリヤと

、またサロメもいた。 41イエスがガリラヤ

におられたとき、いつもつき従って仕えて

いた女たちである。このほかにも、イエス

といっしょにエルサレムに上って来た女た

ちがたくさんいた。 42すっかり夕方になっ

た。その日は備えの日、すなわち安息日の

前日であったので、 43アリマタヤのヨセフ

は、思い切ってピラトのところに行き、イ

エスのからだの下げ渡しを願った。ヨセフ

は有力な議員であり、みずからも神の国を

待ち望んでいた人であった。 44ピラトは、

イエスがもう死んだのかと驚いて、百人隊

長を呼び出し、イエスがすでに死んでしま

ったかどうかを問いただした。 45そして、

百人隊長からそうと確かめてから、イエス

のからだをヨセフに与えた。 46そこで、ヨ

セフは亜麻布を買い、イエスを取り降ろし

てその亜麻布に包み、岩を掘って造った墓

に納めた。墓の入口には石をころがしかけ

ておいた。 47マグダラのマリヤとヨセの母

マリヤとは、イエスの納められる所をよく

見ていた。

16さて、安息日が終わったので、マグダ
ラのマリヤとヤコブの母マリヤとサロ

メとは、イエスに油を塗りに行こうと思い

、香料を買った。 2そして、週の初めの日

の早朝、日が上ったとき、墓に着いた。 3

彼女たちは、「墓の入口からあの石をころ

がしてくれる人が、だれかいるでしょうか

。」とみなで話し合っていた。 4ところが

、目を上げて見ると、あれほど大きな石だ

ったのに、その石がすでにころがしてあっ

た。 5それで、墓の中にはいったところ、

真白な長い衣をまとった青年が右側にすわ

っているのが見えた。彼女たちは驚いた。

6青年は言った。「驚いてはいけません。

あなたがたは、十字架につけられたナザレ

人イエスを捜しているのでしょう。あの方

はよみがえられました。ここにはおられま

せん。ご覧なさい。ここがあの方の納めら

れた所です。 7ですから行って、お弟子た

ちとペテロに、『イエスは、あなたがたよ

り先にガリラヤへ行かれます。前に言われ

たとおり、そこでお会いできます。』とそ

う言いなさい。」 8女たちは、墓を出て、

そこから逃げ去った。すっかり震え上がっ
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て、気も転倒していたからである。そして

だれにも何も言わなかった。恐ろしかった

からである。 9 (note: The most reliable and earliest

manuscripts do not include Mark 16:9-20.)［さて、週の

初めの日の朝早くによみがえったイエスは

、まずマグダラのマリヤにご自分を現わさ

れた。イエスは、以前に、この女から七つ

の悪霊を追い出されたのであった。 10マリ

ヤはイエスといっしょにいた人たちが嘆き

悲しんで泣いているところに行き、そのこ

とを知らせた。 11ところが、彼らは、イエ

スが生きておられ、お姿をよく見た、と聞

いても、それを信じようとはしなかった。

12その後、彼らのうちのふたりがいなかの

ほうへ歩いていたおりに、イエスは別の姿

でご自分を現わされた。 13そこでこのふた

りも、残りの人たちのところへ行ってこれ

を知らせたが、彼らはふたりの話も信じな

かった。 14しかしそれから後になって、イ

エスは、その十一人が食卓に着いていると

ころに現われて、彼らの不信仰とかたくな

な心をお責めになった。それは、彼らが、

よみがえられたイエスを見た人たちの言う

ところを信じなかったからである。 15それ

から、イエスは彼らにこう言われた。「全

世界に出て行き、すべての造られた者に、

福音を宣べ伝えなさい。 16信じてバプテス

マを受ける者は、救われます。しかし、信

じない者は罪に定められます。 17信じる人

々には次のようなしるしが伴います。すな

わち、わたしの名によって悪霊を追い出し

、新しいことばを語り、 18蛇をもつかみ、

たとい毒を飲んでも決して害を受けず、ま

た、病人に手を置けば病人はいやされます

。」 19主イエスは、彼らにこう話されて後

、天に上げられて神の右の座に着かれた。

20そこで、彼らは出て行って、至る所で福

音を宣べ伝えた。主は彼らとともに働き、

みことばに伴うしるしをもって、みことば

を確かなものとされた。］別の追加文［さ

て、女たちは、命じられたすべてのことを

、ペテロとその仲間の人々にさっそく知ら

せた。その後、イエスご自身、彼らによっ

て、きよく、朽ちることのない、永遠の救

いのおとずれを、東の果てから、西の果て

まで送り届けられた。］
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ルカの福音書

1私たちの間ですでに確信されている出来
事については、初めからの目撃者で、み

ことばに仕える者となった人々が、私たち

に伝えたそのとおりを、多くの人が記事に

まとめて書き上げようと、すでに試みてお

りますので、 3私も、すべてのことを初め

から綿密に調べておりますから、あなたの

ために、順序を立てて書いて差し上げるの

がよいと思います。尊敬するテオピロ殿。

4それによって、すでに教えを受けられた

事がらが正確な事実であることを、よくわ

かっていただきたいと存じます。 5ユダヤ

の王ヘロデの時に、アビヤの組の者でザカ

リヤという祭司がいた。彼の妻はアロンの

子孫で、名をエリサベツといった。 6ふた

りとも、神の御前に正しく、主のすべての

戒めと定めを落度なく踏み行なっていた。

7エリサベツは不妊の女だったので、彼ら

には子がなく、ふたりとももう年をとって

いた。 8さて、ザカリヤは、自分の組が当

番で、神の御前に祭司の務めをしていたが

、 9祭司職の習慣によって、くじを引いた

ところ、主の神殿にはいって香をたくこと

になった。 10彼が香をたく間、大ぜいの民

はみな、外で祈っていた。 11ところが、主

の使いが彼に現われて、香壇の右に立った

。 12これを見たザカリヤは不安を覚え、恐

怖に襲われたが、 13御使いは彼に言った。

「こわがることはない。ザカリヤ。あなた

の願いが聞かれたのです。あなたの妻エリ

サベツは男の子を産みます。名をヨハネと

つけなさい。 14その子はあなたにとって喜

びとなり楽しみとなり、多くの人もその誕

生を喜びます。 15彼は主の御前にすぐれた

者となるからです。彼は、ぶどう酒も強い

酒も飲まず、まだ母の胎内にあるときから

聖霊に満たされ、 16そしてイスラエルの多

くの子らを、彼らの神である主に立ち返ら

せます。 17彼こそ、エリヤの霊と力で主の

前ぶれをし、父たちの心を子どもたちに向

けさせ、逆らう者を義人の心に立ち戻らせ

、こうして、整えられた民を主のために用

意するのです。」 18そこで、ザカリヤは御

使いに言った。「私は何によってそれを知

ることができましょうか。私ももう年寄り

ですし、妻も年をとっております。」 19御

使いは答えて言った。「私は神の御前に立

つガブリエルです。あなたに話をし、この

喜びのおとずれを伝えるように遣わされて

いるのです。 20ですから、見なさい。これ

らのことが起こる日までは、あなたは、お

しになって、ものが言えなくなります。私

のことばを信じなかったからです。私のこ

とばは、その時が来れば実現します。」 21

人々はザカリヤを待っていたが、神殿であ

まり暇取るので不思議に思った。 22やがて

彼は出て来たが、人々に話をすることがで

きなかった。それで、彼は神殿で幻を見た

のだとわかった。ザカリヤは、彼らに合図

を続けるだけで、おしのままであった。 23

やがて、務めの期間が終わったので、彼は

自分の家に帰った。 24その後、妻エリサベ

ツはみごもり、五か月の間引きこもって、

こう言った。 25「主は、人中で私の恥を取

り除こうと心にかけられ、今、私をこのよ

うにしてくださいました。」 26ところで、

その六か月目に、御使いガブリエルが、神

から遣わされてガリラヤのナザレという町

のひとりの処女のところに来た。 27この処



ルカの福音書 86

女は、ダビデの家系のヨセフという人のい

いなずけで、名をマリヤといった。 28御使

いは、はいって来ると、マリヤに言った。

「おめでとう、恵まれた方。主があなたと

ともにおられます。」 29しかし、マリヤは

このことばに、ひどくとまどって、これは

いったい何のあいさつかと考え込んだ。 30

すると御使いが言った。「こわがることは

ない。マリヤ。あなたは神から恵みを受け

たのです。 31ご覧なさい。あなたはみごも

って、男の子を産みます。名をイエスとつ

けなさい。 32その子はすぐれた者となり、

いと高き方の子と呼ばれます。また、神で

ある主は彼にその父ダビデの王位をお与え

になります。 33彼はとこしえにヤコブの家

を治め、その国は終わることがありません

。」 (aiōn g165) 34そこで、マリヤは御使いに

言った。「どうしてそのようなことになり

えましょう。私はまだ男の人を知りません

のに。」 35御使いは答えて言った。「聖霊

があなたの上に臨み、いと高き方の力があ

なたをおおいます。それゆえ、生まれる者

は、聖なる者、神の子と呼ばれます。 36ご

覧なさい。あなたの親類のエリサベツも、

あの年になって男の子を宿しています。不

妊の女といわれていた人なのに、今はもう

六か月です。 37神にとって不可能なことは

一つもありません。」 38マリヤは言った。

「ほんとうに、私は主のはしためです。ど

うぞ、あなたのおことばどおりこの身にな

りますように。」こうして御使いは彼女か

ら去って行った。 39そのころ、マリヤは立

って、山地にあるユダの町に急いだ。 40そ

してザカリヤの家に行って、エリサベツに

あいさつした。 41エリサベツがマリヤのあ

いさつを聞いたとき、子が胎内でおどり、

エリサベツは聖霊に満たされた。 42そして

大声をあげて言った。「あなたは女の中の

祝福された方。あなたの胎の実も祝福され

ています。 43私の主の母が私のところに来

られるとは、何ということでしょう。 44ほ

んとうに、あなたのあいさつの声が私の耳

にはいったとき、私の胎内で子どもが喜ん

でおどりました。 45主によって語られたこ

とは必ず実現すると信じきった人は、何と

幸いなことでしょう。」 46マリヤは言った

。「わがたましいは主をあがめ、 47わが

霊は、わが救い主なる神を喜びたたえます

。 48主はこの卑しいはしために目を留め

てくださったからです。 ほんとうに、これ

から後、どの時代の人々も、 私をしあわせ

者と思うでしょう。 49力ある方が、私に

大きなことをしてくださいました。 その御

名はきよく、 50そのあわれみは、主を恐れ

かしこむ者に、 代々にわたって及びます。

51主は、御腕をもって力強いわざをなし、

心の思いの高ぶっている者を追い散らし、

52権力ある者を王位から引き降ろされます

。低い者を高く引き上げ、 53飢えた者を

良いもので満ち足らせ、 富む者を何も持た

せないで追い返されました。 54主はそのあ

われみをいつまでも忘れないで、 そのしも

べイスラエルをお助けになりました。 55私

たちの先祖たち、アブラハムとその子孫に

語られたとおりです。」 (aiōn g165) 56マリヤ

は三か月ほどエリサベツと暮らして、家に

帰った。 57さて月が満ちて、エリサベツは

男の子を産んだ。 58近所の人々や親族は、

主がエリサベツに大きなあわれみをおかけ

になったと聞いて、彼女とともに喜んだ。
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59さて八日目に、人々は幼子に割礼するた

めにやって来て、幼子を父の名にちなんで

ザカリヤと名づけようとしたが、 60母は答

えて、「いいえ、そうではなくて、ヨハネ

という名にしなければなりません。」と言

った。 61彼らは彼女に、「あなたの親族に

はそのような名の人はひとりもいません。

」と言った。 62そして、身振りで父親に合

図して、幼子に何という名をつけるつもり

かと尋ねた。 63すると、彼は書き板を持っ

て来させて、「彼の名はヨハネ。」と書い

たので、人々はみな驚いた。 64すると、た

ちどころに、彼の口が開け、舌は解け、も

のが言えるようになって神をほめたたえた

。 65そして、近所の人々はみな恐れた。さ

らにこれらのことの一部始終が、ユダヤの

山地全体にも語り伝えられて行った。 66聞

いた人々はみな、それを心にとどめて、「

いったいこの子は何になるのでしょう。」

と言った。主の御手が彼とともにあったか

らである。 67さて父ザカリヤは、聖霊に満

たされて、預言して言った。 68「ほめたた

えよ。イスラエルの神である主を。 主はそ

の民を顧みて、贖いをなし、 69救いの角を

、われらのために、 しもべダビデの家に立

てられた。 70古くから、その聖なる預言者

たちの口を通して、 主が話してくださった

とおりに。 (aiōn g165) 71この救いはわれらの

敵からの、 すべてわれらを憎む者の手から

の救いである。 72主はわれらの父祖たちに

あわれみを施し、その聖なる契約を、 73

われらの父アブラハムに誓われた誓いを覚

えて、 74われらを敵の手から救い出し、

われらの生涯のすべての日に、 きよく、正

しく、 恐れなく、主の御前に仕えることを

許される。 76幼子よ。あなたもまた、い

と高き方の預言者と呼ばれよう。 主の御前

に先立って行き、その道を備え、 77神の民

に、罪の赦しによる 救いの知識を与えるた

めである。 78これはわれらの神の深いあわ

れみによる。そのあわれみにより、日の出

がいと高き所からわれらを訪れ、 79暗黒と

死の陰にすわる者たちを照らし、 われらの

足を平和の道に導く。」 80さて、幼子は成

長し、その霊は強くなり、イスラエルの民

の前に公に出現する日まで荒野にいた。

2そのころ、全世界の住民登録をせよとい
う勅令が、皇帝アウグストから出た。 2

これは、クレニオがシリヤの総督であった

ときの最初の住民登録であった。 3それで

、人々はみな、登録のために、それぞれ自

分の町に向かって行った。 4ヨセフもガリ

ラヤの町ナザレから、ユダヤのベツレヘム

というダビデの町へ上って行った。彼は、

ダビデの家系であり血筋でもあったので、

5身重になっているいいなずけの妻マリヤ

もいっしょに登録するためであった。 6と

ころが、彼らがそこにいる間に、マリヤは

月が満ちて、 7男子の初子を産んだ。それ

で、布にくるんで、飼葉おけに寝かせた。

宿屋には彼らのいる場所がなかったからで

ある。 8さて、この土地に、羊飼いたちが

、野宿で夜番をしながら羊の群れを見守っ

ていた。 9すると、主の使いが彼らのとこ

ろに来て、主の栄光が回りを照らしたので

、彼らはひどく恐れた。 10御使いは彼らに

言った。「恐れることはありません。今、

私はこの民全体のためのすばらしい喜びを

知らせに来たのです。 11きょうダビデの町

で、あなたがたのために、救い主がお生ま
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れになりました。この方こそ主キリストで

す。 12あなたがたは、布にくるまって飼葉

おけに寝ておられるみどりごを見つけます

。これが、あなたがたのためのしるしです

。」 13すると、たちまち、その御使いとい

っしょに、多くの天の軍勢が現われて、神

を賛美して言った。 14「いと高き所に、栄

光が、神にあるように。 地の上に、平和が

、御心にかなう人々にあるように。」 15

御使いたちが彼らを離れて天に帰ったとき

、羊飼いたちは互いに話し合った。「さあ

、ベツレヘムに行って、主が私たちに知ら

せてくださったこの出来事を見て来よう。

」 16そして急いで行って、マリヤとヨセフ

と、飼葉おけに寝ておられるみどりごとを

捜し当てた。 17それを見たとき、羊飼いた

ちは、この幼子について告げられたことを

知らせた。 18それを聞いた人たちはみな、

羊飼いの話したことに驚いた。 19しかしマ

リヤは、これらのことをすべて心に納めて

、思いを巡らしていた。 20羊飼いたちは、

見聞きしたことが、全部御使いの話のとお

りだったので、神をあがめ、賛美しながら

帰って行った。 21八日が満ちて幼子に割礼

を施す日となり、幼子はイエスという名で

呼ばれることになった。胎内に宿る前に御

使いがつけた名である。 22さて、モーセの

律法による彼らのきよめの期間が満ちたと

き、両親は幼子を主にささげるために、エ

ルサレムへ連れて行った。 23――それは、

主の律法に「母の胎を開く男子の初子は、

すべて、主に聖別された者、と呼ばれなけ

ればならない。」と書いてあるとおりであ

った。―― 24また、主の律法に「山ばと一

つがい、または、家ばとのひな二羽。」と

定められたところに従って犠牲をささげる

ためであった。 25そのとき、エルサレムに

シメオンという人がいた。この人は正しい

、敬虔な人で、イスラエルの慰められるこ

とを待ち望んでいた。聖霊が彼の上にとど

まっておられた。 26また、主のキリストを

見るまでは、決して死なないと、聖霊のお

告げを受けていた。 27彼が御霊に感じて宮

にはいると、幼子イエスを連れた両親が、

その子のために律法の慣習を守るために、

はいって来た。 28すると、シメオンは幼子

を腕に抱き、神をほめたたえて言った。 29

「主よ。今こそあなたは、あなたのしもべ

を、 みことばどおり、安らかに去らせてく

ださいます。 30私の目があなたの御救いを

見たからです。 31御救いはあなたが万民

の前に備えられたもので、 32異邦人を照ら

す啓示の光、 御民イスラエルの光栄です。

」 33父と母は、幼子についていろいろ語ら

れる事に驚いた。 34また、シメオンは両親

を祝福し、母マリヤに言った。「ご覧なさ

い。この子は、イスラエルの多くの人が倒

れ、また、立ち上がるために定められ、ま

た、反対を受けるしるしとして定められて

います。 35剣があなたの心さえも刺し貫く

でしょう。それは多くの人の心の思いが現

われるためです。」 36また、アセル族のパ

ヌエルの娘で女預言者のアンナという人が

いた。この人は非常に年をとっていた。処

女の時代のあと七年間、夫とともに住み、

37その後やもめになり、八十四歳になって

いた。そして宮を離れず、夜も昼も、断食

と祈りをもって神に仕えていた。 38ちょう

どこのとき、彼女もそこにいて、神に感謝

をささげ、そして、エルサレムの贖いを待
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ち望んでいるすべての人々に、この幼子の

ことを語った。 39さて、彼らは主の律法に

よる定めをすべて果たしたので、ガリラヤ

の自分たちの町ナザレに帰った。 40幼子は

成長し、強くなり、知恵に満ちて行った。

神の恵みがその上にあった。 41さて、イエ

スの両親は、過越の祭りには毎年エルサレ

ムに行った。 42イエスが十二歳になられた

ときも、両親は祭りの慣習に従って都へ上

り、 43祭りの期間を過ごしてから、帰路に

ついたが、少年イエスはエルサレムにとど

まっておられた。両親はそれに気づかなか

った。 44イエスが一行の中にいるものと思

って、一日の道のりを行った。それから、

親族や知人の中を捜し回ったが、 45見つか

らなかったので、イエスを捜しながら、エ

ルサレムまで引き返した。 46そしてようや

く三日の後に、イエスが宮で教師たちの真

中にすわって、話を聞いたり質問したりし

ておられるのを見つけた。 47聞いていた人

々はみな、イエスの知恵と答えに驚いてい

た。 48両親は彼を見て驚き、母は言った。

「まあ、あなたはなぜ私たちにこんなこと

をしたのです。見なさい。父上も私も、心

配してあなたを捜し回っていたのです。」

49するとイエスは両親に言われた。「どう

してわたしをお捜しになったのですか。わ

たしが必ず自分の父の家にいることを、ご

存じなかったのですか。」 50しかし両親に

は、イエスの話されたことばの意味がわか

らなかった。 51それからイエスは、いっし

ょに下って行かれ、ナザレに帰って、両親

に仕えられた。母はこれらのことをみな、

心に留めておいた。 52イエスはますます知

恵が進み、背たけも大きくなり、神と人と

に愛された。

3皇帝テベリオの治世の第十五年、ポンテ
オ・ピラトがユダヤの総督、ヘロデがガ

リラヤの国主、その兄弟ピリポがイツリヤ

とテラコニテ地方の国主、ルサニヤがアビ

レネの国主であり、 2アンナスとカヤパが

大祭司であったころ、神のことばが、荒野

でザカリヤの子ヨハネに下った。 3そこで

ヨハネは、ヨルダン川のほとりのすべての

地方に行って、罪が赦されるための悔い改

めに基づくバプテスマを説いた。 4そのこ

とは預言者イザヤのことばの書に書いてあ

るとおりである。 「荒野で叫ぶ者の声がす

る。『主の道を用意し、主の通られる道を

まっすぐにせよ。 5すべての谷はうずめら

れ、すべての山と丘とは低くされ、曲がっ

た所はまっすぐになり、 でこぼこ道は平ら

になる。 6こうして、あらゆる人が、神の

救いを見るようになる。』」 7それで、ヨ

ハネは、彼からバプテスマを受けようとし

て出て来た群衆に言った。「まむしのすえ

たち。だれが必ず来る御怒りをのがれるよ

うに教えたのか。 8それならそれで、悔い

改めにふさわしい実を結びなさい。『われ

われの先祖はアブラハムだ。』などと心の

中で言い始めてはいけません。よく言って

おくが、神は、こんな石ころからでも、ア

ブラハムの子孫を起こすことがおできにな

るのです。 9斧もすでに木の根元に置かれ

ています。だから、良い実を結ばない木は

、みな切り倒されて、火に投げ込まれます

。」 10群衆はヨハネに尋ねた。「それでは

、私たちはどうすればよいのでしょう。」

11彼は答えて言った。「下着を二枚持って
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いる者は、一つも持たない者に分けなさい

。食べ物を持っている者も、そうしなさい

。」 12取税人たちも、バプテスマを受けに

出て来て、言った。「先生。私たちはどう

すればよいのでしょう。」 13ヨハネは彼ら

に言った。「決められたもの以上には、何

も取り立ててはいけません。」 14兵士たち

も、彼に尋ねて言った。「私たちはどうす

ればよいのでしょうか。」ヨハネは言った

。「だれからも、力ずくで金をゆすったり

、無実の者を責めたりしてはいけません。

自分の給料で満足しなさい。」 15民衆は救

い主を待ち望んでおり、みな心の中で、ヨ

ハネについて、もしかするとこの方がキリ

ストではあるまいか、と考えていたので、

16ヨハネはみなに答えて言った。「私は水

であなたがたにバプテスマを授けています

。しかし、私よりもさらに力のある方がお

いでになります。私などは、その方のくつ

のひもを解く値うちもありません。その方

は、あなたがたに聖霊と火とのバプテスマ

をお授けになります。 17また手に箕を持っ

て脱穀場をことごとくきよめ、麦を倉に納

め、殻を消えない火で焼き尽くされます。

」 18ヨハネは、そのほかにも多くのことを

教えて、民衆に福音を知らせた。 19さて国

主ヘロデは、その兄弟の妻ヘロデヤのこと

について、また、自分の行なった悪事のす

べてを、ヨハネに責められたので、 20ヨハ

ネを牢に閉じ込め、すべての悪事にもう一

つこの悪事を加えた。 21さて、民衆がみな

バプテスマを受けていたころ、イエスもバ

プテスマをお受けになり、そして祈ってお

られると、天が開け、 22聖霊が、鳩のよう

な形をして、自分の上に下られるのをご覧

になった。また、天から声がした。「あな

たは、わたしの愛する子、わたしはあなた

を喜ぶ。」 23教えを始められたとき、イエ

スはおよそ三十歳で、人々からヨセフの子

と思われていた。このヨセフは、ヘリの子

、順次さかのぼって、 24マタテの子、レビ

の子、メルキの子、ヤンナイの子、ヨセフ

の子、 25マタテヤの子、アモスの子、ナホ

ムの子、エスリの子、ナンガイの子、 26マ

ハテの子、マタテヤの子、シメイの子、ヨ

セクの子、ヨダの子、 27ヨハナンの子、レ

サの子、ゾロバベルの子、サラテルの子、

ネリの子、 28メルキの子、アデイの子、コ

サムの子、エルマダムの子、エルの子、 29

ヨシュアの子、エリエゼルの子、ヨリムの

子、マタテの子、レビの子、 30シメオンの

子、ユダの子、ヨセフの子、ヨナムの子、

エリヤキムの子、 31メレヤの子、メナの子

、マタタの子、ナタンの子、ダビデの子、

32エッサイの子、オベデの子、ボアズの子

、サラの子、ナアソンの子、 33アミナダブ

の子、アデミンの子、アルニの子、エスロ

ンの子、パレスの子、ユダの子、 34ヤコブ

の子、イサクの子、アブラハムの子、テラ

の子、ナホルの子、 35セルグの子、レウの

子、ペレグの子、エベルの子、サラの子、

36カイナンの子、アルパクサデの子、セム

の子、ノアの子、ラメクの子、 37メトセラ

の子、エノクの子、ヤレデの子、マハラレ

ルの子、カイナンの子、 38エノスの子、セ

ツの子、アダムの子、このアダムは神の子

である。

4さて、聖霊に満ちたイエスは、ヨルダン
から帰られた。そして御霊に導かれて荒

野におり、 2四十日間、悪魔の試みに会わ
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れた。その間何も食べず、その時が終わる

と、空腹を覚えられた。 3そこで、悪魔は

イエスに言った。「あなたが神の子なら、

この石に、パンになれと言いつけなさい。

」 4イエスは答えられた。「『人はパンだ

けで生きるのではない。』と書いてある。

」 5また、悪魔はイエスを連れて行き、ま

たたくまに世界の国々を全部見せて、 6こ

う言った。「この、国々のいっさいの権力

と栄光とをあなたに差し上げましょう。そ

れは私に任されているので、私がこれと思

う人に差し上げるのです。 7ですから、も

しあなたが私を拝むなら、すべてをあなた

のものとしましょう。」 8イエスは答えて

言われた。「『あなたの神である主を拝み

、主にだけ仕えなさい。』と書いてある。

」 9また、悪魔はイエスをエルサレムに連

れて行き、神殿の頂に立たせて、こう言っ

た。「あなたが神の子なら、ここから飛び

降りなさい。 10『神は、御使いたちに命じ

てあなたを守らせる。』とも、 11『あなた

の足が石に打ち当たることのないように、

彼らの手で、あなたをささえさせる。』と

も書いてあるからです。」 12するとイエス

は答えて言われた。「『あなたの神である

主を試みてはならない。』と言われている

。」 13誘惑の手を尽くしたあとで、悪魔は

しばらくの間イエスから離れた。 14イエス

は御霊の力を帯びてガリラヤに帰られた。

すると、その評判が回り一帯に、くまなく

広まった。 15イエスは、彼らの会堂で教え

、みなの人にあがめられた。 16それから、

イエスはご自分の育ったナザレに行き、い

つものとおり安息日に会堂にはいり、朗読

しようとして立たれた。 17すると、預言者

イザヤの書が手渡されたので、その書を開

いて、こう書いてある所を見つけられた。

18「わたしの上に主の御霊がおられる。主

が、貧しい人々に福音を伝えるようにと、

わたしに油を注がれたのだから。 主はわた

しを遣わされた。捕われ人には赦免を、盲

人には目の開かれることを告げるために。

しいたげられている人々を自由にし、 19主

の恵みの年を告げ知らせるために。」 20イ

エスは書を巻き、係りの者に渡してすわら

れた。会堂にいるみなの目がイエスに注が

れた。 21イエスは人々にこう言って話し始

められた。「きょう、聖書のこのみことば

が、あなたがたが聞いたとおり実現しまし

た。」 22みなイエスをほめ、その口から出

て来る恵みのことばに驚いた。そしてまた

、「この人は、ヨセフの子ではないか。」

と彼らは言った。 23イエスは言われた。「

きっとあなたがたは、『医者よ。自分を直

せ。』というたとえを引いて、カペナウム

で行なわれたと聞いていることを、あなた

の郷里のここでもしてくれ、と言うでしょ

う。」 24また、こう言われた。「まことに

、あなたがたに告げます。預言者はだれで

も、自分の郷里では歓迎されません。 25わ

たしが言うのは真実のことです。エリヤの

時代に、三年六か月の間天が閉じて、全国

に大ききんが起こったとき、イスラエルに

もやもめは多くいたが、 26エリヤはだれの

ところにも遣わされず、シドンのサレプタ

にいたやもめ女にだけ遣わされたのです。

27また、預言者エリシャのときに、イスラ

エルには、らい病人がたくさんいたが、そ

のうちのだれもきよめられないで、シリヤ

人ナアマンだけがきよめられました。」 28
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これらのことを聞くと、会堂にいた人たち

はみな、ひどく怒り、 29立ち上がってイエ

スを町の外に追い出し、町が立っていた丘

のがけのふちまで連れて行き、そこから投

げ落とそうとした。 30しかしイエスは、彼

らの真中を通り抜けて、行ってしまわれた

。 31それからイエスは、ガリラヤの町カペ

ナウムに下られた。そして、安息日ごとに

、人々を教えられた。 32人々は、その教え

に驚いた。そのことばに権威があったから

である。 33また、会堂に、汚れた悪霊につ

かれた人がいて、大声でわめいた。 34「あ

あ、ナザレ人のイエス。いったい私たちに

何をしようというのです。あなたは私たち

を滅ぼしに来たのでしょう。私はあなたが

どなたか知っています。神の聖者です。」

35イエスは彼をしかって、「黙れ。その人

から出て行け。」と言われた。するとその

悪霊は人々の真中で、その人を投げ倒して

出て行ったが、その人は別に何の害も受け

なかった。 36人々はみな驚いて、互いに話

し合った。「今のおことばはどうだ。権威

と力とでお命じになったので、汚れた霊で

も出て行ったのだ。」 37こうしてイエスの

うわさは、回りの地方の至る所に広まった

。 38イエスは立ち上がって会堂を出て、シ

モンの家にはいられた。すると、シモンの

しゅうとめが、ひどい熱で苦しんでいた。

人々は彼女のためにイエスにお願いした。

39イエスがその枕もとに来て、熱をしかり

つけられると、熱がひき、彼女はすぐに立

ち上がって彼らをもてなし始めた。 40日が

暮れると、いろいろな病気で弱っている者

をかかえた人たちがみな、その病人をみも

とに連れて来た。イエスは、ひとりひとり

に手を置いて、いやされた。 41また、悪霊

どもも、「あなたこそ神の子です。」と大

声で叫びながら、多くの人から出て行った

。イエスは、悪霊どもをしかって、ものを

言うのをお許しにならなかった。彼らはイ

エスがキリストであることを知っていたか

らである。 42朝になって、イエスは寂しい

所に出て行かれた。群衆は、イエスを捜し

回って、みもとに来ると、イエスが自分た

ちから離れて行かないよう引き止めておこ

うとした。 43しかしイエスは、彼らにこう

言われた。「ほかの町々にも、どうしても

神の国の福音を宣べ伝えなければなりませ

ん。わたしは、そのために遣わされたので

すから。」 44そしてユダヤの諸会堂で、福

音を告げ知らせておられた。

5群衆がイエスに押し迫るようにして神の
ことばを聞いたとき、イエスはゲネサレ

湖の岸べに立っておられたが、 2岸べに小

舟が二そうあるのをご覧になった。漁師た

ちは、その舟から降りて網を洗っていた。

3イエスは、そのうちの一つの、シモンの

持ち舟に乗り、陸から少し漕ぎ出すように

頼まれた。そしてイエスはすわって、舟か

ら群衆を教えられた。 4話が終わると、シ

モンに、「深みに漕ぎ出して、網をおろし

て魚をとりなさい。」と言われた。 5する

とシモンが答えて言った。「先生。私たち

は、夜通し働きましたが、何一つとれませ

んでした。でもおことばどおり、網をおろ

してみましょう。」 6そして、そのとおり

にすると、たくさんの魚がはいり、網は破

れそうになった。 7そこで別の舟にいた仲

間の者たちに合図をして、助けに来てくれ

るように頼んだ。彼らがやって来て、そし
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て魚を両方の舟いっぱいに上げたところ、

二そうとも沈みそうになった。 8これを見

たシモン・ペテロは、イエスの足もとにひ

れ伏して、「主よ。私のような者から離れ

てください。私は、罪深い人間ですから。

」と言った。 9それは、大漁のため、彼も

いっしょにいたみなの者も、ひどく驚いた

からである。 10シモンの仲間であったゼベ

ダイの子ヤコブやヨハネも同じであった。

イエスはシモンにこう言われた。「こわが

らなくてもよい。これから後、あなたは人

間をとるようになるのです。」 11彼らは、

舟を陸に着けると、何もかも捨てて、イエ

スに従った。 12さて、イエスがある町にお

られたとき、全身らい病の人がいた。イエ

スを見ると、ひれ伏してお願いした。「主

よ。お心一つで、私はきよくしていただけ

ます。」 13イエスは手を伸ばして、彼にさ

わり、「わたしの心だ。きよくなれ。」と

言われた。すると、すぐに、そのらい病が

消えた。 14イエスは、彼にこう命じられた

。「だれにも話してはいけない。ただ祭司

のところに行って、自分を見せなさい。そ

して人々へのあかしのため、モーセが命じ

たように、あなたのきよめの供え物をしな

さい。」 15しかし、イエスのうわさは、ま

すます広まり、多くの人の群れが、話を聞

きに、また、病気を直してもらいに集まっ

て来た。 16しかし、イエスご自身は、よく

荒野に退いて祈っておられた。 17ある日の

こと、イエスが教えておられると、パリサ

イ人と律法の教師たちも、そこにすわって

いた。彼らは、ガリラヤとユダヤとのすべ

ての村々や、エルサレムから来ていた。イ

エスは、主の御力をもって、病気を直して

おられた。 18するとそこに、男たちが、中

風をわずらっている人を、床のままで運ん

で来た。そして、何とかして家の中に運び

込み、イエスの前に置こうとしていた。 19

しかし、大ぜい人がいて、どうにも病人を

運び込む方法が見つからないので、屋上に

上って屋根の瓦をはがし、そこから彼の寝

床を、ちょうど人々の真中のイエスの前に

、つり降ろした。 20彼らの信仰を見て、イ

エスは「友よ。あなたの罪は赦されました

。」と言われた。 21ところが、律法学者、

パリサイ人たちは、理屈を言い始めた。「

神をけがすことを言うこの人は、いったい

何者だ。神のほかに、だれが罪を赦すこと

ができよう。」 22その理屈を見抜いておら

れたイエスは、彼らに言われた。「なぜ、

心の中でそんな理屈を言っているのか。 23

『あなたの罪は赦された。』と言うのと、

『起きて歩け。』と言うのと、どちらがや

さしいか。 24人の子が地上で罪を赦す権威

を持っていることを、あなたがたに悟らせ

るために。」と言って、中風の人に、「あ

なたに命じる。起きなさい。寝床をたたん

で、家に帰りなさい。」と言われた。 25す

ると彼は、たちどころに人々の前で立ち上

がり、寝ていた床をたたんで、神をあがめ

ながら自分の家に帰った。 26人々はみな、

ひどく驚き、神をあがめ、恐れに満たされ

て、「私たちは、きょう、驚くべきことを

見た。」と言った。 27この後、イエスは出

て行き、収税所にすわっているレビという

取税人に目を留めて、「わたしについて来

なさい。」と言われた。 28するとレビは、

何もかも捨て、立ち上がってイエスに従っ

た。 29そこでレビは、自分の家でイエスの
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ために大ぶるまいをしたが、取税人たちや

、ほかに大ぜいの人たちが食卓に着いてい

た。 30すると、パリサイ人やその派の律法

学者たちが、イエスの弟子たちに向かって

、つぶやいて言った。「なぜ、あなたがた

は、取税人や罪人どもといっしょに飲み食

いするのですか。」 31そこで、イエスは答

えて言われた。「医者を必要とするのは丈

夫な者ではなく、病人です。 32わたしは正

しい人を招くためではなく、罪人を招いて

、悔い改めさせるために来たのです。」 33

彼らはイエスに言った。「ヨハネの弟子た

ちは、よく断食をしており、祈りもしてい

ます。また、パリサイ人の弟子たちも同じ

なのに、あなたの弟子たちは食べたり飲ん

だりしています。」 34イエスは彼らに言わ

れた。「花婿がいっしょにいるのに、花婿

につき添う友だちに断食させることが、あ

なたがたにできますか。 35しかし、やがて

その時が来て、花婿が取り去られたら、そ

の日には彼らは断食します。」 36イエスは

また一つのたとえを彼らに話された。「だ

れも、新しい着物から布切れを引き裂いて

、古い着物に継ぎをするようなことはしま

せん。そんなことをすれば、その新しい着

物を裂くことになるし、また新しいのを引

き裂いた継ぎ切れも、古い物には合わない

のです。 37また、だれも新しいぶどう酒を

古い皮袋に入れるようなことはしません。

そんなことをすれば、新しいぶどう酒は皮

袋を張り裂き、ぶどう酒は流れ出て、皮袋

もだめになってしまいます。 38新しいぶど

う酒は新しい皮袋に入れなければなりませ

ん。 39また、だれでも古いぶどう酒を飲ん

でから、新しい物を望みはしません。『古

い物は良い。』と言うのです。」

6ある安息日に、イエスが麦畑を通ってお
られたとき、弟子たちは麦の穂を摘んで

、手でもみ出しては食べていた。 2すると

、あるパリサイ人たちが言った。「なぜ、

あなたがたは、安息日にしてはならないこ

とをするのですか。」 3イエスは彼らに答

えて言われた。「あなたがたは、ダビデが

連れの者といっしょにいて、ひもじかった

ときにしたことを読まなかったのですか。

4ダビデは神の家にはいって、祭司以外の

者はだれも食べてはならない供えのパンを

取って、自分も食べたし、供の者にも与え

たではありませんか。」 5そして、彼らに

言われた。「人の子は、安息日の主です。

」 6別の安息日に、イエスは会堂にはいっ

て教えておられた。そこに右手のなえた人

がいた。 7そこで律法学者、パリサイ人た

ちは、イエスが安息日に人を直すかどうか

、じっと見ていた。彼を訴える口実を見つ

けるためであった。 8イエスは彼らの考え

をよく知っておられた。それで、手のなえ

た人に、「立って、真中に出なさい。」と

言われた。その人は、起き上がって、そこ

に立った。 9イエスは人々に言われた。「

あなたがたに聞きますが、安息日にしてよ

いのは、善を行なうことなのか、それとも

悪を行なうことなのか。いのちを救うこと

なのか、それとも失うことなのか、どうで

すか。」 10そして、みなの者を見回してか

ら、その人に、「手を伸ばしなさい。」と

言われた。そのとおりにすると、彼の手は

元どおりになった。 11すると彼らはすっか

り分別を失ってしまって、イエスをどうし
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てやろうかと話し合った。 12このころ、イ

エスは祈るために山に行き、神に祈りなが

ら夜を明かされた。 13夜明けになって、弟

子たちを呼び寄せ、その中から十二人を選

び、彼らに使徒という名をつけられた。 14

すなわち、ペテロという名をいただいたシ

モンとその兄弟アンデレ、ヤコブとヨハネ

、ピリポとバルトロマイ、 15マタイとトマ

ス、アルパヨの子ヤコブと熱心党員と呼ば

れるシモン、 16ヤコブの子ユダとイエスを

裏切ったイスカリオテ・ユダである。 17そ

れから、イエスは、彼らとともに山を下り

、平らな所にお立ちになったが、多くの弟

子たちの群れや、ユダヤ全土、エルサレム

、さてはツロやシドンの海べから来た大ぜ

いの民衆がそこにいた。 18イエスの教えを

聞き、また病気を直していただくために来

た人々である。また、汚れた霊に悩まされ

ていた人たちもいやされた。 19群衆のだれ

もが何とかしてイエスにさわろうとしてい

た。大きな力がイエスから出て、すべての

人をいやしたからである。 20イエスは目を

上げて弟子たちを見つめながら、話しださ

れた。「貧しい者は幸いです。神の国はあ

なたがたのものですから。 21いま飢えてい

る者は幸いです。あなたがたは、やがて飽

くことができますから。 いま泣いている者

は幸いです。あなたがたは、いまに笑うよ

うになりますから。 22人の子のために、人

々があなたがたを憎むとき、また、あなた

がたを除名し、はずかしめ、あなたがたの

名をあしざまにけなすとき、あなたがたは

幸いです。 23その日には、喜びなさい。お

どり上がって喜びなさい。天ではあなたが

たの報いは大きいからです。彼らの先祖も

、預言者たちをそのように扱ったのです。

24しかし、富んでいるあなたがたは、哀れ

な者です。慰めを、すでに受けているから

です。 25いま食べ飽きているあなたがたは

、哀れな者です。やがて、飢えるようにな

るからです。いま笑っているあなたがたは

、哀れな者です。やがて悲しみ泣くように

なるからです。 26みなの人にほめられると

きは、あなたがたは哀れな者です。彼らの

先祖は、にせ預言者たちをそのように扱っ

たからです。 27しかし、いま聞いているあ

なたがたに、わたしはこう言います。あな

たの敵を愛しなさい。あなたを憎む者に善

を行ないなさい。 28あなたをのろう者を祝

福しなさい。あなたを侮辱する者のために

祈りなさい。 29あなたの片方の頬を打つ者

には、ほかの頬をも向けなさい。上着を奪

い取る者には、下着も拒んではいけません

。 30すべて求める者には与えなさい。奪い

取る者からは取り戻してはいけません。 31

自分にしてもらいたいと望むとおり、人に

もそのようにしなさい。 32自分を愛する者

を愛したからといって、あなたがたに何の

良いところがあるでしょう。罪人たちでさ

え、自分を愛する者を愛しています。 33自

分に良いことをしてくれる者に良いことを

したからといって、あなたがたに何の良い

ところがあるでしょう。罪人たちでさえ、

同じことをしています。 34返してもらうつ

もりで人に貸してやったからといって、あ

なたがたに何の良いところがあるでしょう

。貸した分を取り返すつもりなら、罪人た

ちでさえ、罪人たちに貸しています。 35た

だ、自分の敵を愛しなさい。彼らによくし

てやり、返してもらうことを考えずに貸し
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なさい。そうすれば、あなたがたの受ける

報いはすばらしく、あなたがたは、いと高

き方の子どもになれます。なぜなら、いと

高き方は、恩知らずの悪人にも、あわれみ

深いからです。 36あなたがたの天の父があ

われみ深いように、あなたがたも、あわれ

み深くしなさい。 37さばいてはいけません

。そうすれば、自分もさばかれません。人

を罪に定めてはいけません。そうすれば、

自分も罪に定められません。赦しなさい。

そうすれば、自分も赦されます。 38与えな

さい。そうすれば、自分も与えられます。

人々は量りをよくして、押しつけ、揺すり

入れ、あふれるまでにして、ふところに入

れてくれるでしょう。あなたがたは、人を

量る量りで、自分も量り返してもらうから

です。」 39イエスはまた一つのたとえを話

された。「いったい、盲人に盲人の手引き

ができるでしょうか。ふたりとも穴に落ち

込まないでしょうか。 40弟子は師以上には

出られません。しかし十分訓練を受けた者

はみな、自分の師ぐらいにはなるのです。

41あなたは、兄弟の目にあるちりが見えな

がら、どうして自分の目にある梁には気が

つかないのですか。 42自分の目にある梁が

見えずに、どうして兄弟に、『兄弟。あな

たの目のちりを取らせてください。』と言

えますか。偽善者たち。まず自分の目から

梁を取りのけなさい。そうしてこそ、兄弟

の目のちりがはっきり見えて、取りのける

ことができるのです。 43悪い実を結ぶ良い

木はないし、良い実を結ぶ悪い木もありま

せん。 44木はどれでも、その実によってわ

かるものです。いばらからいちじくは取れ

ず、野ばらからぶどうを集めることはでき

ません。 45良い人は、その心の良い倉から

良い物を出し、悪い人は、悪い倉から悪い

物を出します。なぜなら人の口は、心に満

ちているものを話すからです。 46なぜ、わ

たしを『主よ、主よ。』と呼びながら、わ

たしの言うことを行なわないのですか。 47

わたしのもとに来て、わたしのことばを聞

き、それを行なう人たちがどんな人に似て

いるか、あなたがたに示しましょう。 48そ

の人は、地面を深く掘り下げ、岩の上に土

台を据えて、それから家を建てた人に似て

います。洪水になり、川の水がその家に押

し寄せたときも、しっかり建てられていた

から、びくともしませんでした。 49聞いて

も実行しない人は、土台なしで地面に家を

建てた人に似ています。川の水が押し寄せ

ると、家は一ぺんに倒れてしまい、そのこ

われ方はひどいものとなりました。」

7イエスは、耳を傾けている民衆にこれら
のことばをみな話し終えられると、カペ

ナウムにはいられた。 2ところが、ある百

人隊長に重んじられているひとりのしもべ

が、病気で死にかけていた。 3百人隊長は

、イエスのことを聞き、みもとにユダヤ人

の長老たちを送って、しもべを助けに来て

くださるようお願いした。 4イエスのもと

に来たその人たちは、熱心にお願いして言

った。「この人は、あなたにそうしていた

だく資格のある人です。 5この人は、私た

ちの国民を愛し、私たちのために会堂を建

ててくれた人です。」 6イエスは、彼らと

いっしょに行かれた。そして、百人隊長の

家からあまり遠くない所に来られたとき、

百人隊長は友人たちを使いに出して、イエ

スに伝えた。「主よ。わざわざおいでくだ
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さいませんように。あなたを私の屋根の下

にお入れする資格は、私にはありません。

7ですから、私のほうから伺うことさえ失

礼と存じました。ただ、おことばをいただ

かせてください。そうすれば、私のしもべ

は必ずいやされます。 8と申しますのは、

私も権威の下にある者ですが、私の下にも

兵士たちがいまして、そのひとりに『行け

。』と言えば行きますし、別の者に『来い

。』と言えば来ます。また、しもべに『こ

れをせよ。』と言えば、そのとおりにいた

します。」 9これを聞いて、イエスは驚か

れ、ついて来ていた群衆のほうに向いて言

われた。「あなたがたに言いますが、この

ようなりっぱな信仰は、イスラエルの中に

も見たことがありません。」 10使いに来た

人たちが家に帰ってみると、しもべはよく

なっていた。 11それから間もなく、イエス

はナインという町に行かれた。弟子たちと

大ぜいの人の群れがいっしょに行った。 12

イエスが町の門に近づかれると、やもめと

なった母親のひとり息子が、死んでかつぎ

出されたところであった。町の人たちが大

ぜいその母親につき添っていた。 13主はそ

の母親を見てかわいそうに思い、「泣かな

くてもよい。」と言われた。 14そして近寄

って棺に手をかけられると、かついでいた

人たちが立ち止まったので、「青年よ。あ

なたに言う、起きなさい。」と言われた。

15すると、その死人が起き上がって、もの

を言い始めたので、イエスは彼を母親に返

された。 16人々は恐れを抱き、「大預言者

が私たちのうちに現われた。」とか、「神

がその民を顧みてくださった。」などと言

って、神をあがめた。 17イエスについてこ

の話がユダヤ全土と回りの地方一帯に広ま

った。 18さて、ヨハネの弟子たちは、これ

らのことをすべてヨハネに報告した。 19す

ると、ヨハネは、弟子の中からふたりを呼

び寄せて、主のもとに送り、「おいでにな

るはずの方は、あなたですか。それとも、

私たちはほかの方を待つべきでしょうか。

」と言わせた。 20ふたりはみもとに来て言

った。「バプテスマのヨハネから遣わされ

てまいりました。『おいでになるはずの方

は、あなたですか。それとも私たちはなお

ほかの方を待つべきでしょうか。』とヨハ

ネが申しております。」 21ちょうどそのこ

ろ、イエスは、多くの人々を病気と苦しみ

と悪霊からいやし、また多くの盲人を見え

るようにされた。 22そして、答えてこう言

われた。「あなたがたは行って、自分たち

の見たり聞いたりしたことをヨハネに報告

しなさい。盲人が見えるようになり、足な

えが歩き、らい病人がきよめられ、つんぼ

の人が聞こえ、死人が生き返り、貧しい者

に福音が宣べ伝えられています。 23だれで

も、わたしにつまずかない者は幸いです。

」 24ヨハネの使いが帰ってから、イエスは

群衆に、ヨハネについて話しだされた。「

あなたがたは、何を見に荒野に出て行った

のですか。風に揺れる葦ですか。 25でなか

ったら、何を見に行ったのですか。柔らか

い着物を着た人ですか。きらびやかな着物

を着て、ぜいたくに暮らしている人たちな

ら宮殿にいます。 26でなかったら、何を見

に行ったのですか。預言者ですか。そのと

おり。だが、わたしが言いましょう。預言

者よりもすぐれた者をです。 27その人こそ

、 『見よ、わたしは使いをあなたの前に遣
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わし、 あなたの道を、あなたの前に備えさ

せよう。』と書かれているその人です。 28

あなたがたに言いますが、女から生まれた

者の中で、ヨハネよりもすぐれた人は、ひ

とりもいません。しかし、神の国で一番小

さい者でも、彼よりすぐれています。 29ヨ

ハネの教えを聞いたすべての民は、取税人

たちさえ、ヨハネのバプテスマを受けて、

神の正しいことを認めたのです。 30これに

反して、パリサイ人、律法の専門家たちは

、彼からバプテスマを受けないで、神の自

分たちに対するみこころを拒みました。 31

では、この時代の人々は、何にたとえたら

よいでしょう。何に似ているでしょう。 32

市場にすわって、互いに呼びかけながら、

こう言っている子どもたちに似ています。

『笛を吹いてやっても、君たちは踊らなか

った。 弔いの歌を歌ってやっても、泣かな

かった。』 33というわけは、バプテスマの

ヨハネが来て、パンも食べず、ぶどう酒も

飲まずにいると、『あれは悪霊につかれて

いる。』とあなたがたは言うし、 34人の子

が来て、食べもし、飲みもすると、『あれ

見よ。食いしんぼうの大酒飲み、取税人や

罪人の仲間だ。』と言うのです。 35だが、

知恵の正しいことは、そのすべての子ども

たちが証明します。」 36さて、あるパリサ

イ人が、いっしょに食事をしたい、とイエ

スを招いたので、そのパリサイ人の家には

いって食卓に着かれた。 37すると、その町

にひとりの罪深い女がいて、イエスがパリ

サイ人の家で食卓に着いておられることを

知り、香油のはいった石膏のつぼを持って

来て、 38泣きながら、イエスのうしろで御

足のそばに立ち、涙で御足をぬらし始め、

髪の毛でぬぐい、御足に口づけして、香油

を塗った。 39イエスを招いたパリサイ人は

、これを見て、「この方がもし預言者なら

、自分にさわっている女がだれで、どんな

女であるか知っておられるはずだ。この女

は罪深い者なのだから。」と心ひそかに思

っていた。 40するとイエスは、彼に向かっ

て、「シモン。あなたに言いたいことがあ

ります。」と言われた。シモンは、「先生

。お話しください。」と言った。 41「ある

金貸しから、ふたりの者が金を借りていた

。ひとりは五百デナリ、ほかのひとりは五

十デナリ借りていた。 42彼らは返すことが

できなかったので、金貸しはふたりとも赦

してやった。 では、ふたりのうちどちらが

よけいに金貸しを愛するようになるでしょ

うか。」 43シモンが、「よけいに赦しても

らったほうだと思います。」と答えると、

イエスは、「あなたの判断は当たっていま

す。」と言われた。 44そしてその女のほう

を向いて、シモンに言われた。「この女を

見ましたか。わたしがこの家にはいって来

たとき、あなたは足を洗う水をくれなかっ

たが、この女は、涙でわたしの足をぬらし

、髪の毛でぬぐってくれました。 45あなた

は、口づけしてくれなかったが、この女は

、わたしがはいって来たときから足に口づ

けしてやめませんでした。 46あなたは、わ

たしの頭に油を塗ってくれなかったが、こ

の女は、わたしの足に香油を塗ってくれま

した。 47だから、わたしは言うのです。『

この女の多くの罪は赦されています。とい

うのは、彼女はよけい愛したからです。し

かし少ししか赦されない者は、少ししか愛

しません。』」 48そして女に、「あなたの
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罪は赦されています。」と言われた。 49す

ると、いっしょに食卓にいた人たちは、心

の中でこう言い始めた。「罪を赦したりす

るこの人は、いったいだれだろう。」 50し

かし、イエスは女に言われた。「あなたの

信仰が、あなたを救ったのです。安心して

行きなさい。」

8その後、イエスは、神の国を説き、その
福音を宣べ伝えながら、町や村を次から

次に旅をしておられた。十二弟子もお供を

した。 2また、悪霊や病気を直していただ

いた女たち、すなわち、七つの悪霊を追い

出していただいたマグダラの女と呼ばれる

マリヤ、 3ヘロデの執事クーザの妻ヨハン

ナ、スザンナ、そのほか自分の財産をもっ

て彼らに仕えている大ぜいの女たちもいっ

しょであった。 4さて、大ぜいの人の群れ

が集まり、また方々の町からも人々がみも

とにやって来たので、イエスはたとえを用

いて話された。 5「種を蒔く人が種蒔きに

出かけた。蒔いているとき、道ばたに落ち

た種があった。すると、人に踏みつけられ

、空の鳥がそれを食べてしまった。 6また

、別の種は岩の上に落ち、生え出たが、水

分がなかったので、枯れてしまった。 7ま

た、別の種はいばらの真中に落ちた。とこ

ろが、いばらもいっしょに生え出て、それ

を押しふさいでしまった。 8また、別の種

は良い地に落ち、生え出て、百倍の実を結

んだ。」 イエスは、これらのことを話しな

がら「聞く耳のある者は聞きなさい。」と

叫ばれた。 9さて、弟子たちは、このたと

えがどんな意味かをイエスに尋ねた。 10そ

こでイエスは言われた。「あなたがたに、

神の国の奥義を知ることが許されているが

、ほかの者には、たとえで話します。彼ら

が見ていても見えず、聞いていても悟らな

いためです。 11このたとえの意味はこうで

す。種は神のことばです。 12道ばたに落ち

るとは、こういう人たちのことです。みこ

とばを聞いたが、あとから悪魔が来て、彼

らが信じて救われることのないように、そ

の人たちの心から、みことばを持ち去って

しまうのです。 13岩の上に落ちるとは、こ

ういう人たちのことです。聞いたときには

喜んでみことばを受け入れるが、根がない

ので、しばらくは信じていても、試練のと

きになると、身を引いてしまうのです。 14

いばらの中に落ちるとは、こういう人たち

のことです。みことばを聞きはしたが、と

かくしているうちに、この世の心づかいや

、富や、快楽によってふさがれて、実が熟

するまでにならないのです。 15しかし、良

い地に落ちるとは、こういう人たちのこと

です。正しい、良い心でみことばを聞くと

、それをしっかりと守り、よく耐えて、実

を結ばせるのです。 16あかりをつけてから

、それを器で隠したり、寝台の下に置いた

りする者はありません。燭台の上に置きま

す。はいって来る人々に、その光が見える

ためです。 17隠れているもので、あらわに

ならぬものはなく、秘密にされているもの

で、知られず、また現われないものはあり

ません。 18だから、聞き方に注意しなさい

。というのは、持っている人は、さらに与

えられ、持たない人は、持っていると思っ

ているものまでも取り上げられるからです

。」 19イエスのところに母と兄弟たちが来

たが、群衆のためにそばへ近寄れなかった

。 20それでイエスに、「あなたのおかあさ
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んと兄弟たちが、あなたに会おうとして、

外に立っています。」という知らせがあっ

た。 21ところが、イエスは人々にこう答え

られた。「わたしの母、わたしの兄弟たち

とは、神のことばを聞いて行なう人たちで

す。」 22そのころのある日のこと、イエス

は弟子たちといっしょに舟に乗り、「さあ

、湖の向こう岸へ渡ろう。」と言われた。

それで弟子たちは舟を出した。 23舟で渡っ

ている間にイエスはぐっすり眠ってしまわ

れた。ところが突風が湖に吹きおろして来

たので、弟子たちは水をかぶって危険にな

った。 24そこで、彼らは近寄って行ってイ

エスを起こし、「先生、先生。私たちはお

ぼれて死にそうです。」と言った。イエス

は、起き上がって、風と荒波とをしかりつ

けられた。すると風も波も治まり、なぎに

なった。 25イエスは彼らに、「あなたがた

の信仰はどこにあるのです。」と言われた

。弟子たちは驚き恐れて互いに言った。「

風も水も、お命じになれば従うとは、いっ

たいこの方はどういう方なのだろう。」 26

こうして彼らは、ガリラヤの向こう側のゲ

ラサ人の地方に着いた。 27イエスが陸に上

がられると、この町の者で悪霊につかれて

いる男がイエスに出会った。彼は、長い間

着物も着けず、家には住まないで、墓場に

住んでいた。 28彼はイエスを見ると、叫び

声をあげ、御前にひれ伏して大声で言った

。「いと高き神の子、イエスさま。いった

い私に何をしようというのです。お願いで

す。どうか私を苦しめないでください。」

29それは、イエスが、汚れた霊に、この人

から出て行け、と命じられたからである。

汚れた霊が何回となくこの人を捕えたので

、彼は鎖や足かせでつながれて看視されて

いたが、それでもそれらを断ち切っては悪

霊によって荒野に追いやられていたのであ

る。 30イエスが、「何という名か。」とお

尋ねになると、「レギオンです。」と答え

た。悪霊が大ぜい彼にはいっていたからで

ある。 31悪霊どもはイエスに、底知れぬ所

に行け、とはお命じになりませんようにと

願った。 (Abyssos g12) 32ちょうど、山のその

あたりに、おびただしい豚の群れが飼って

あったので、悪霊どもは、その豚にはいる

ことを許してくださいと願った。イエスは

それを許された。 33悪霊どもは、その人か

ら出て、豚にはいった。すると、豚の群れ

はいきなりがけを駆け下って湖にはいり、

おぼれ死んだ。 34飼っていた者たちは、こ

の出来事を見て逃げ出し、町や村々でこの

事を告げ知らせた。 35人々が、この出来事

を見に来て、イエスのそばに来たところ、

イエスの足もとに、悪霊の去った男が着物

を着て、正気に返って、すわっていた。人

々は恐ろしくなった。 36目撃者たちは、悪

霊につかれていた人の救われた次第を、そ

の人々に知らせた。 37ゲラサ地方の民衆は

みな、すっかりおびえてしまい、イエスに

自分たちのところから離れていただきたい

と願った。そこで、イエスは舟に乗って帰

られた。 38そのとき、悪霊を追い出された

人が、お供をしたいとしきりに願ったが、

イエスはこう言って彼を帰された。 39「家

に帰って、神があなたにどんなに大きなこ

とをしてくださったかを、話して聞かせな

さい。」そこで彼は出て行って、イエスが

自分にどんなに大きなことをしてくださっ

たかを、町中に言い広めた。 40さて、イエ
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スが帰られると、群衆は喜んで迎えた。み

なイエスを待ちわびていたからである。 41

するとそこに、ヤイロという人が来た。こ

の人は会堂管理者であった。彼はイエスの

足もとにひれ伏して自分の家に来ていただ

きたいと願った。 42彼には十二歳ぐらいの

ひとり娘がいて、死にかけていたのである

。イエスがお出かけになると、群衆がみも

とに押し迫って来た。 43ときに、十二年の

間長血をわずらった女がいた。だれにも直

してもらえなかったこの女は、 44イエスの

うしろに近寄って、イエスの着物のふさに

さわった。すると、たちどころに出血が止

まった。 45イエスは、「わたしにさわった

のは、だれですか。」と言われた。みな自

分ではないと言ったので、ペテロは、「先

生。この大ぜいの人が、ひしめき合って押

しているのです。」と言った。 46しかし、

イエスは、「だれかが、わたしにさわった

のです。わたしから力が出て行くのを感じ

たのだから。」と言われた。 47女は、隠し

きれないと知って、震えながら進み出て、

御前にひれ伏し、すべての民の前で、イエ

スにさわったわけと、たちどころにいやさ

れた次第とを話した。 48そこで、イエスは

彼女に言われた。「娘よ。あなたの信仰が

あなたを直したのです。安心して行きなさ

い。」 49イエスがまだ話しておられるとき

に、会堂管理者の家から人が来て言った。

「あなたのお嬢さんはなくなりました。も

う、先生を煩わすことはありません。」 50

これを聞いて、イエスは答えられた。「恐

れないで、ただ信じなさい。そうすれば、

娘は直ります。」 51イエスは家にはいられ

たが、ペテロとヨハネとヤコブ、それに子

どもの父と母のほかは、だれもいっしょに

はいることをお許しにならなかった。 52人

々はみな、娘のために泣き悲しんでいた。

しかし、イエスは言われた。「泣かなくて

もよい。死んだのではない。眠っているの

です。」 53人々は、娘が死んだことを知っ

ていたので、イエスをあざ笑っていた。 54

しかしイエスは、娘の手を取って、叫んで

言われた。「子どもよ。起きなさい。」 55

すると、娘の霊が戻って、娘はただちに起

き上がった。それでイエスは、娘に食事を

させるように言いつけられた。 56両親がひ

どく驚いていると、イエスは、この出来事

をだれにも話さないように命じられた。

9イエスは、十二人を呼び集めて、彼らに
、すべての悪霊を追い出し、病気を直す

ための、力と権威とをお授けになった。 2

それから、神の国を宣べ伝え、病気を直す

ために、彼らを遣わされた。 3イエスは、

こう言われた。「旅のために何も持って行

かないようにしなさい。杖も、袋も、パン

も、金も。また下着も、二枚は、いりませ

ん。 4どんな家にはいっても、そこにとど

まり、そこから次の旅に出かけなさい。 5

人々があなたがたを受け入れないばあいは

、その町を出て行くときに、彼らに対する

証言として、足のちりを払い落としなさい

。」 6十二人は出かけて行って、村から村

へと回りながら、至る所で福音を宣べ伝え

、病気を直した。 7さて、国主ヘロデは、

このすべての出来事を聞いて、ひどく当惑

していた。それは、ある人々が、「ヨハネ

が死人の中からよみがえったのだ。」と言

い、 8ほかの人々は、「エリヤが現われた

のだ。」と言い、さらに別の人々は、「昔
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の預言者のひとりがよみがえったのだ。」

と言っていたからである。 9ヘロデは言っ

た。「ヨハネなら、私が首をはねたのだ。

そうしたことがうわさされているこの人は

、いったいだれなのだろう。」ヘロデはイ

エスに会ってみようとした。 10さて、使徒

たちは帰って来て、自分たちのして来たこ

とを報告した。それからイエスは彼らを連

れてベツサイダという町へひそかに退かれ

た。 11ところが、多くの群衆がこれを知っ

て、ついて来た。それで、イエスは喜んで

彼らを迎え、神の国のことを話し、また、

いやしの必要な人たちをおいやしになった

。 12そのうち、日も暮れ始めたので、十二

人はみもとに来て、「この群衆を解散させ

てください。そして回りの村や部落にやっ

て、宿をとらせ、何か食べることができる

ようにさせてください。私たちは、こんな

人里離れた所にいるのですから。」と言っ

た。 13しかしイエスは、彼らに言われた。

「あなたがたで、何か食べる物を上げなさ

い。」彼らは言った。「私たちには五つの

パンと二匹の魚のほか何もありません。私

たちが出かけて行って、この民全体のため

に食物を買うのでしょうか。」 14それは、

男だけでおよそ五千人もいたからである。

しかしイエスは、弟子たちに言われた。「

人々を、五十人ぐらいずつ組にしてすわら

せなさい。」 15弟子たちは、そのようにし

て、全部をすわらせた。 16するとイエスは

、五つのパンと二匹の魚を取り、天を見上

げて、それらを祝福して裂き、群衆に配る

ように弟子たちに与えられた。 17人々はみ

な、食べて満腹した。そして、余ったパン

切れを取り集めると、十二かごあった。 18

さて、イエスがひとりで祈っておられたと

き、弟子たちがいっしょにいた。イエスは

彼らに尋ねて言われた。「群衆はわたしの

ことをだれだと言っていますか。」 19彼ら

は、答えて言った。「バプテスマのヨハネ

だと言っています。ある者はエリヤだと言

い、またほかの人々は、昔の預言者のひと

りが生き返ったのだとも言っています。」

20イエスは、彼らに言われた。「では、あ

なたがたは、わたしをだれだと言いますか

。」ペテロが答えて言った。「神のキリス

トです。」 21するとイエスは、このことを

だれにも話さないようにと、彼らを戒めて

命じられた。 22そして言われた。「人の子

は、必ず多くの苦しみを受け、長老、祭司

長、律法学者たちに捨てられ、殺され、そ

して三日目によみがえらねばならないので

す。」 23イエスは、みなの者に言われた。

「だれでもわたしについて来たいと思うな

ら、自分を捨て、日々自分の十字架を負い

、そしてわたしについて来なさい。 24自分

のいのちを救おうと思う者は、それを失い

、わたしのために自分のいのちを失う者は

、それを救うのです。 25人は、たとい全世

界を手に入れても、自分自身を失い、損じ

たら、何の得がありましょう。 26もしだれ

でも、わたしとわたしのことばとを恥と思

うなら、人の子も、自分と父と聖なる御使

いとの栄光を帯びて来るときには、そのよ

うな人のことを恥とします。 27しかし、わ

たしは真実をあなたがたに告げます。ここ

に立っている人々の中には、神の国を見る

までは、決して死を味わわない者たちがい

ます。」 28これらの教えがあってから八日

ほどして、イエスは、ペテロとヨハネとヤ
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コブとを連れて、祈るために、山に登られ

た。 29祈っておられると、御顔の様子が変

わり、御衣は白く光り輝いた。 30しかも、

ふたりの人がイエスと話し合っているでは

ないか。それはモーセとエリヤであって、

31栄光のうちに現われて、イエスがエルサ

レムで遂げようとしておられるご最期につ

いていっしょに話していたのである。 32ペ

テロと仲間たちは、眠くてたまらなかった

が、はっきり目がさめると、イエスの栄光

と、イエスといっしょに立っているふたり

の人を見た。 33それから、ふたりがイエス

と別れようとしたとき、ペテロがイエスに

言った。「先生。ここにいることは、すば

らしいことです。私たちが三つの幕屋を造

ります。あなたのために一つ、モーセのた

めに一つ、エリヤのために一つ。」ペテロ

は何を言うべきかを知らなかったのである

。 34彼がこう言っているうちに、雲がわき

起こってその人々をおおった。彼らが雲に

包まれると、弟子たちは恐ろしくなった。

35すると雲の中から、「これは、わたしの

愛する子、わたしの選んだ者である。彼の

言うことを聞きなさい。」と言う声がした

。 36この声がしたとき、そこに見えたのは

イエスだけであった。彼らは沈黙を守り、

その当時は、自分たちの見たこのことをい

っさい、だれにも話さなかった。 37次の日

、一行が山から降りて来ると、大ぜいの人

の群れがイエスを迎えた。 38すると、群衆

の中から、ひとりの人が叫んで言った。「

先生。お願いです。息子を見てやってくだ

さい。ひとり息子です。 39ご覧ください。

霊がこの子に取りつきますと、突然叫び出

すのです。そしてひきつけさせてあわを吹

かせ、かき裂いて、なかなか離れようとし

ません。 40お弟子たちに、この霊を追い出

してくださるようお願いしたのですが、お

弟子たちにはできませんでした。」 41イエ

スは答えて言われた。「ああ、不信仰な、

曲がった今の世だ。いつまで、あなたがた

といっしょにいて、あなたがたにがまんし

ていなければならないのでしょう。あなた

の子をここに連れて来なさい。」 42その子

が近づいて来る間にも、悪霊は彼を打ち倒

して、激しくひきつけさせてしまった。そ

れで、イエスは汚れた霊をしかって、その

子をいやし、父親に渡された。 43人々はみ

な、神のご威光に驚嘆した。 イエスのなさ

ったすべてのことに、人々がみな驚いてい

ると、イエスは弟子たちにこう言われた。

44「このことばを、しっかりと耳に入れて

おきなさい。人の子は、いまに人々の手に

渡されます。」 45しかし、弟子たちは、こ

のみことばが理解できなかった。このみこ

とばの意味は、わからないように、彼らか

ら隠されていたのである。また彼らは、こ

のみことばについてイエスに尋ねるのを恐

れた。 46さて、弟子たちの間に、自分たち

の中で、だれが一番偉いかという議論が持

ち上がった。 47しかしイエスは、彼らの心

の中の考えを知っておられて、ひとりの子

どもの手を取り、自分のそばに立たせ、 48

彼らに言われた。「だれでも、このような

子どもを、わたしの名のゆえに受け入れる

者は、わたしを受け入れる者です。また、

わたしを受け入れる者は、わたしを遣わさ

れた方を受け入れる者です。あなたがたす

べての中で一番小さい者が一番偉いのです

。」 49ヨハネが答えて言った。「先生。私
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たちは、先生の名を唱えて悪霊を追い出し

ている者を見ましたが、やめさせました。

私たちの仲間ではないので、やめさせたの

です。」 50しかしイエスは、彼に言われた

。「やめさせることはありません。あなた

がたに反対しない者は、あなたがたの味方

です。」 51さて、天に上げられる日が近づ

いて来たころ、イエスは、エルサレムに行

こうとして御顔をまっすぐ向けられ、 52ご

自分の前に使いを出された。彼らは行って

、サマリヤ人の町にはいり、イエスのため

に準備した。 53しかし、イエスは御顔をエ

ルサレムに向けて進んでおられたので、サ

マリヤ人はイエスを受け入れなかった。 54

弟子のヤコブとヨハネが、これを見て言っ

た。「主よ。私たちが天から火を呼び下し

て、彼らを焼き滅ぼしましょうか。」 55し

かし、イエスは振り向いて、彼らを戒めら

れた。 56そして一行は別の村に行った。 57

さて、彼らが道を進んで行くと、ある人が

イエスに言った。「私はあなたのおいでに

なる所なら、どこにでもついて行きます。

」 58すると、イエスは彼に言われた。「狐

には穴があり、空の鳥には巣があるが、人

の子には枕する所もありません。」 59イエ

スは別の人に、こう言われた。「わたしに

ついて来なさい。」しかしその人は言った

。「まず行って、私の父を葬ることを許し

てください。」 60すると彼に言われた。「

死人たちに彼らの中の死人たちを葬らせな

さい。あなたは出て行って、神の国を言い

広めなさい。」 61別の人はこう言った。「

主よ。あなたに従います。ただその前に、

家の者にいとまごいに帰らせてください。

」 62するとイエスは彼に言われた。「だれ

でも、手を鋤につけてから、うしろを見る

者は、神の国にふさわしくありません。」

10その後、主は、別に七十人を定め、ご
自分が行くつもりのすべての町や村へ

、ふたりずつ先にお遣わしになった。 2そ

して、彼らに言われた。「実りは多いが、

働き手が少ない。だから、収穫の主に、収

穫のために働き手を送ってくださるように

祈りなさい。 3さあ、行きなさい。いいで

すか。わたしがあなたがたを遣わすのは、

狼の中に小羊を送り出すようなものです。

4財布も旅行袋も持たず、くつもはかずに

行きなさい。だれにも、道であいさつして

はいけません。 5どんな家にはいっても、

まず、『この家に平安があるように。』と

言いなさい。 6もしそこに平安の子がいた

ら、あなたがたの祈った平安は、その人の

上にとどまります。だが、もしいないなら

、その平安はあなたがたに返って来ます。

7その家に泊まっていて、出してくれる物

を飲み食いしなさい。働く者が報酬を受け

るのは、当然だからです。家から家へと渡

り歩いてはいけません。 8どの町にはいっ

ても、あなたがたを受け入れてくれたら、

出される物を食べなさい。 9そして、その

町の病人を直し、彼らに、『神の国が、あ

なたがたに近づいた。』と言いなさい。 10

しかし、町にはいっても、人々があなたが

たを受け入れないならば、大通りに出て、

こう言いなさい。 11『私たちは足についた

この町のちりも、あなたがたにぬぐい捨て

て行きます。しかし、神の国が近づいたこ

とは承知していなさい。』 12あなたがたに

言うが、その日には、その町よりもソドム

のほうがまだ罰が軽いのです。 13ああコラ
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ジン。ああベツサイダ。おまえたちの間に

起こった力あるわざが、もしもツロとシド

ンでなされたのだったら、彼らはとうの昔

に荒布をまとい、灰の中にすわって、悔い

改めていただろう。 14しかし、さばきの日

には、そのツロとシドンのほうが、まだお

まえたちより罰が軽いのだ。 15カペナウム

。どうしておまえが天に上げられることが

ありえよう。ハデスにまで落とされるのだ

。 (Hadēs g86) 16あなたがたに耳を傾ける者は

、わたしに耳を傾ける者であり、あなたが

たを拒む者は、わたしを拒む者です。わた

しを拒む者は、わたしを遣わされた方を拒

む者です。」 17さて、七十人が喜んで帰っ

て来て、こう言った。「主よ。あなたの御

名を使うと、悪霊どもでさえ、私たちに服

従します。」 18イエスは言われた。「わた

しが見ていると、サタンが、いなずまのよ

うに天から落ちました。 19確かに、わたし

は、あなたがたに、蛇やさそりを踏みつけ

、敵のあらゆる力に打ち勝つ権威を授けた

のです。だから、あなたがたに害を加える

ものは何一つありません。 20だがしかし、

悪霊どもがあなたがたに服従するからとい

って、喜んではなりません。ただあなたが

たの名が天に書きしるされていることを喜

びなさい。」 21ちょうどこのとき、イエス

は、聖霊によって喜びにあふれて言われた

。「天地の主であられる父よ。あなたをほ

めたたえます。これらのことを、賢い者や

知恵のある者には隠して、幼子たちに現わ

してくださいました。そうです、父よ。こ

れがみこころにかなったことでした。 22す

べてのものが、わたしの父から、わたしに

渡されています。それで、子がだれである

かは、父のほかには知る者がありません。

また父がだれであるかは、子と、子が父を

知らせようと心に定めた人たちのほかは、

だれも知る者がありません。」 23それから

イエスは、弟子たちのほうに向いて、ひそ

かに言われた。「あなたがたの見ているこ

とを見る目は幸いです。 24あなたがたに言

いますが、多くの預言者や王たちがあなた

がたの見ていることを見たいと願ったのに

、見られなかったのです。また、あなたが

たの聞いていることを聞きたいと願ったの

に、聞けなかったのです。」 25すると、あ

る律法の専門家が立ち上がり、イエスをた

めそうとして言った。「先生。何をしたら

永遠のいのちを自分のものとして受けるこ

とができるでしょうか。」 (aiōnios g166) 26イ

エスは言われた。「律法には、何と書いて

ありますか。あなたはどう読んでいますか

。」 27すると彼は答えて言った。「『心を

尽くし、思いを尽くし、力を尽くし、知性

を尽くして、あなたの神である主を愛せよ

。』また『あなたの隣人をあなた自身のよ

うに愛せよ。』とあります。」 28イエスは

言われた。「そのとおりです。それを実行

しなさい。そうすれば、いのちを得ます。

」 29しかし彼は、自分の正しさを示そうと

してイエスに言った。「では、私の隣人と

は、だれのことですか。」 30イエスは答え

て言われた。 「ある人が、エルサレムから

エリコへ下る道で、強盗に襲われた。強盗

どもは、その人の着物をはぎ取り、なぐり

つけ、半殺しにして逃げて行った。 31たま

たま、祭司がひとり、その道を下って来た

が、彼を見ると、反対側を通り過ぎて行っ

た。 32同じようにレビ人も、その場所に来
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て彼を見ると、反対側を通り過ぎて行った

。 33ところが、あるサマリヤ人が、旅の途

中、そこに来合わせ、彼を見てかわいそう

に思い、 34近寄って傷にオリーブ油とぶど

う酒を注いで、ほうたいをし、自分の家畜

に乗せて宿屋に連れて行き、介抱してやっ

た。 35次の日、彼はデナリ二つを取り出し

、宿屋の主人に渡して言った。『介抱して

あげてください。もっと費用がかかったら

、私が帰りに払います。』 36この三人の中

でだれが、強盗に襲われた者の隣人になっ

たと思いますか。」 37彼は言った。「その

人にあわれみをかけてやった人です。」す

るとイエスは言われた。「あなたも行って

同じようにしなさい。」 38さて、彼らが旅

を続けているうち、イエスがある村にはい

られると、マルタという女が喜んで家にお

迎えした。 39彼女にマリヤという妹がいた

が、主の足もとにすわって、みことばに聞

き入っていた。 40ところが、マルタは、い

ろいろともてなしのために気が落ち着かず

、みもとに来て言った。「主よ。妹が私だ

けにおもてなしをさせているのを、何とも

お思いにならないのでしょうか。私の手伝

いをするように、妹におっしゃってくださ

い。」 41主は答えて言われた。「マルタ、

マルタ。あなたは、いろいろなことを心配

して、気を使っています。 42しかし、どう

しても必要なことはわずかです。いや、一

つだけです。マリヤはその良いほうを選ん

だのです。彼女からそれを取り上げてはい

けません。」

11さて、イエスはある所で祈っておられ
た。その祈りが終わると、弟子のひと

りが、イエスに言った。「主よ。ヨハネが

弟子たちに教えたように、私たちにも祈り

を教えてください。」 2そこでイエスは、

彼らに言われた。「祈るときには、こう言

いなさい。 『父よ。御名があがめられます

ように。御国が来ますように。 3私たちの

日ごとの糧を毎日お与えください。 4私た

ちの罪をお赦しください。私たちも私たち

に負いめのある者をみな赦します。 私たち

を試みに会わせないでください。』」 5ま

た、イエスはこう言われた。「あなたがた

のうち、だれかに友だちがいるとして、真

夜中にその人のところに行き、『君。パン

を三つ貸してくれ。 6友人が旅の途中、私

のうちへ来たのだが、出してやるものがな

いのだ。』と言ったとします。 7すると、

彼は家の中からこう答えます。『めんどう

をかけないでくれ。もう戸締まりもしてし

まったし、子どもたちも私も寝ている。起

きて、何かをやることはできない。』 8あ

なたがたに言いますが、彼は友だちだから

ということで起きて何かを与えることはし

ないにしても、あくまで頼み続けるなら、

そのためには起き上がって、必要な物を与

えるでしょう。 9わたしは、あなたがたに

言います。求めなさい。そうすれば与えら

れます。捜しなさい。そうすれば見つかり

ます。たたきなさい。そうすれば開かれま

す。 10だれであっても、求める者は受け、

捜す者は見つけ出し、たたく者には開かれ

ます。 11あなたがたの中で、子どもが魚を

下さいと言うときに、魚の代わりに蛇を与

えるような父親が、いったいいるでしょう

か。 12卵を下さいと言うのに、だれが、さ

そりを与えるでしょう。 13してみると、あ

なたがたも、悪い者ではあっても、自分の
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子どもには良い物を与えることを知ってい

るのです。とすれば、なおのこと、天の父

が、求める人たちに、どうして聖霊を下さ

らないことがありましょう。」 14イエスは

悪霊、それもおしの悪霊を追い出しておら

れた。悪霊が出て行くと、おしがものを言

い始めたので、群衆は驚いた。 15しかし、

彼らのうちには、「悪霊どものかしらベル

ゼブルによって、悪霊どもを追い出してい

るのだ。」と言う者もいた。 16また、イエ

スをためそうとして、彼に天からのしるし

を求める者もいた。 17しかし、イエスは、

彼らの心を見抜いて言われた。「どんな国

でも、内輪もめしたら荒れすたれ、家にし

ても、内輪で争えばつぶれます。 18サタン

も、もし仲間割れしたのだったら、どうし

てサタンの国が立ち行くことができましょ

う。それなのにあなたがたは、わたしがベ

ルゼブルによって悪霊どもを追い出してい

ると言います。 19もしもわたしが、ベルゼ

ブルによって悪霊どもを追い出しているの

なら、あなたがたの仲間は、だれによって

追い出すのですか。だから、あなたがたの

仲間が、あなたがたをさばく人となるので

す。 20しかし、わたしが、神の指によって

悪霊どもを追い出しているのなら、神の国

はあなたがたに来ているのです。 21強い人

が十分に武装して自分の家を守っていると

きには、その持ち物は安全です。 22しかし

、もっと強い者が襲って来て彼に打ち勝つ

と、彼の頼みにしていた武具を奪い、分捕

り品を分けます。 23わたしの味方でない者

はわたしに逆らう者であり、わたしととも

に集めない者は散らす者です。 24汚れた霊

が人から出て行って、水のない所をさまよ

いながら、休み場を捜します。一つも見つ

からないので、『出て来た自分の家に帰ろ

う。』と言います。 25帰って見ると、家は

、掃除をしてきちんとかたづいていました

。 26そこで、出かけて行って、自分よりも

悪いほかの霊を七つ連れて来て、みなはい

り込んでそこに住みつくのです。そうなる

と、その人の後の状態は、初めよりもさら

に悪くなります。」 27イエスが、これらの

ことを話しておられると、群衆の中から、

ひとりの女が声を張り上げてイエスに言っ

た。「あなたを産んだ腹、あなたが吸った

乳房は幸いです。」 28しかし、イエスは言

われた。「いや、幸いなのは、神のことば

を聞いてそれを守る人たちです。」 29さて

、群衆の数がふえて来ると、イエスは話し

始められた。「この時代は悪い時代です。

しるしを求めているが、ヨナのしるしのほ

かには、しるしは与えられません。 30とい

うのは、ヨナがニネベの人々のために、し

るしとなったように、人の子がこの時代の

ために、しるしとなるからです。 31南の女

王が、さばきのときに、この時代の人々と

ともに立って、彼らを罪に定めます。なぜ

なら、彼女はソロモンの知恵を聞くために

地の果てから来たからです。しかし、見な

さい。ここにソロモンよりもまさった者が

いるのです。 32ニネベの人々が、さばきの

ときに、この時代の人々とともに立って、

この人々を罪に定めます。なぜなら、ニネ

ベの人々はヨナの説教で悔い改めたからで

す。しかし、見なさい。ここにヨナよりも

まさった者がいるのです。 33だれも、あか

りをつけてから、それを穴倉や、枡の下に

置く者はいません。燭台の上に置きます。
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はいって来る人々に、その光が見えるため

です。 34からだのあかりは、あなたの目で

す。目が健全なら、あなたの全身も明るい

が、しかし、目が悪いと、からだも暗くな

ります。 35だから、あなたのうちの光が、

暗やみにならないように、気をつけなさい

。 36もし、あなたの全身が明るくて何の暗

い部分もないなら、その全身はちょうどあ

かりが輝いて、あなたを照らすときのよう

に明るく輝きます。」 37イエスが話し終え

られると、ひとりのパリサイ人が、食事を

いっしょにしてください、とお願いした。

そこでイエスは家にはいって、食卓に着か

れた。 38そのパリサイ人は、イエスが食事

の前に、まずきよめの洗いをなさらないの

を見て、驚いた。 39すると、主は言われた

。「なるほど、あなたがたパリサイ人は、

杯や大皿の外側はきよめるが、その内側は

、強奪と邪悪とでいっぱいです。 40愚かな

人たち。外側を造られた方は、内側も造ら

れたのではありませんか。 41とにかく、う

ちのものを施しに用いなさい。そうすれば

、いっさいが、あなたがたにとってきよい

ものとなります。 42だが、忌まわしいもの

だ。パリサイ人。あなたがたは、はっか、

うん香、あらゆる野菜などの十分の一を納

めているが、公義と神への愛とはなおざり

にしています。これこそ、実行しなければ

ならない事がらです。ただし他のほうも、

なおざりにしてはいけません。 43忌まわし

いものだ。パリサイ人。あなたがたは、会

堂の上席や、市場であいさつされることが

好きです。 44忌まわしいことだ。あなたが

たは、人目につかぬ墓のようで、その上を

歩く人々も気がつかない。」 45すると、あ

る律法の専門家が、答えて言った。「先生

。そのようなことを言われることは、私た

ちをも侮辱することです。」 46しかし、イ

エスは言われた。「あなたがた律法の専門

家たちも忌まわしいものだ。あなたがたは

、人々には負いきれない荷物を負わせるが

、自分は、その荷物に指一本もさわろうと

はしない。 47忌まわしいことだ。あなたが

たは、預言者たちの墓を建てている。しか

し、あなたがたの先祖は預言者たちを殺し

たのです。 48そのようにして、あなたがた

は、自分の先祖のしたことの証人となり、

それを認めています。なぜなら、あなたが

たの先祖が預言者たちを殺し、あなたがた

がその墓を建てているからです。 49だから

、神の知恵もこう言いました。『わたしは

預言者たちや使徒たちを彼らに遣わすが、

彼らは、そのうちのある者を殺し、ある者

を迫害する。 50それは、アベルの血から、

祭壇と神の家との間で殺されたザカリヤの

血に至るまでの、世の初めから流されたす

べての預言者の血の責任を、この時代が問

われるためである。そうだ。わたしは言う

。この時代はその責任を問われる。』 51忌

まわしいものだ。律法の専門家たち。あな

たがたは、知識のかぎを持ち去り、自分も

はいらず、はいろうとする人々をも妨げた

のです。」 53イエスがそこを出て行かれる

と、律法学者、パリサイ人たちのイエスに

対する激しい敵対と、いろいろのことにつ

いてのしつこい質問攻めとが始まった。 54

彼らは、イエスの口から出ることに、言い

がかりをつけようと、ひそかに計った。

12そうこうしている間に、おびただしい
数の群衆が集まって来て、互いに足を
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踏み合うほどになった。イエスはまず弟子

たちに対して、話しだされた。「パリサイ

人のパン種に気をつけなさい。それは彼ら

の偽善のことです。 2おおいかぶされてい

るもので、現わされないものはなく、隠さ

れているもので、知られずに済むものはあ

りません。 3ですから、あなたがたが暗や

みで言ったことが、明るみで聞かれ、家の

中でささやいたことが、屋上で言い広めら

れます。 4そこで、わたしの友であるあな

たがたに言います。からだを殺しても、あ

とはそれ以上何もできない人間たちを恐れ

てはいけません。 5恐れなければならない

方を、あなたがたに教えてあげましょう。

殺したあとで、ゲヘナに投げ込む権威を持

っておられる方を恐れなさい。そうです。

あなたがたに言います。この方を恐れなさ

い。 (Geenna g1067) 6五羽の雀は二アサリオン

で売っているでしょう。そんな雀の一羽で

も、神の御前には忘れられてはいません。

7それどころか、あなたがたの頭の毛さえ

も、みな数えられています。恐れることは

ありません。あなたがたは、たくさんの雀

よりもすぐれた者です。 8そこで、あなた

がたに言います。だれでも、わたしを人の

前で認める者は、人の子もまた、その人を

神の御使いたちの前で認めます。 9しかし

、わたしを人の前で知らないと言う者は、

神の御使いたちの前で知らないと言われま

す。 10たとい、人の子をそしることばを使

う者があっても、赦されます。しかし、聖

霊をけがす者は赦されません。 11また、人

々があなたがたを、会堂や役人や権力者な

どのところに連れて行ったとき、何をどう

弁明しようか、何を言おうかと心配するに

は及びません。 12言うべきことは、そのと

きに聖霊が教えてくださるからです。」 13

群衆の中のひとりが、「先生。私と遺産を

分けるように私の兄弟に話してください。

」と言った。 14すると彼に言われた。「い

ったいだれが、わたしをあなたがたの裁判

官や調停者に任命したのですか。」 15そし

て人々に言われた。「どんな貪欲にも注意

して、よく警戒しなさい。なぜなら、いく

ら豊かな人でも、その人のいのちは財産に

あるのではないからです。」 16それから人

々にたとえを話された。 「ある金持ちの畑

が豊作であった。 17そこで彼は、心の中で

こう言いながら考えた。『どうしよう。作

物をたくわえておく場所がない。』 18そし

て言った。『こうしよう。あの倉を取りこ

わして、もっと大きいのを建て、穀物や財

産はみなそこにしまっておこう。 19そして

、自分のたましいにこう言おう。「たまし

いよ。これから先何年分もいっぱい物がた

められた。さあ、安心して、食べて、飲ん

で、楽しめ。」』 20しかし神は彼に言われ

た。『愚か者。おまえのたましいは、今夜

おまえから取り去られる。そうしたら、お

まえが用意した物は、いったいだれのもの

になるのか。』 21自分のためにたくわえて

も、神の前に富まない者はこのとおりです

。」 22それから弟子たちに言われた。「だ

から、わたしはあなたがたに言います。い

のちのことで何を食べようかと心配したり

、からだのことで何を着ようかと心配した

りするのはやめなさい。 23いのちは食べ物

よりたいせつであり、からだは着物よりた

いせつだからです。 24烏のことを考えてみ

なさい。蒔きもせず、刈り入れもせず、納
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屋も倉もありません。けれども、神が彼ら

を養っていてくださいます。あなたがたは

、鳥よりも、はるかにすぐれたものです。

25あなたがたのうちのだれが、心配したか

らといって、自分のいのちを少しでも延ば

すことができますか。 26こんな小さなこと

さえできないで、なぜほかのことまで心配

するのですか。 27ゆりの花のことを考えて

みなさい。どうして育つのか。紡ぎもせず

、織りもしないのです。しかし、わたしは

あなたがたに言います。栄華を窮めたソロ

モンでさえ、このような花の一つほどにも

着飾ってはいませんでした。 28しかし、き

ょうは野にあって、あすは炉に投げ込まれ

る草をさえ、神はこのように装ってくださ

るのです。ましてあなたがたには、どんな

によくしてくださることでしょう。ああ、

信仰の薄い人たち。 29何を食べたらよいか

、何を飲んだらよいか、と捜し求めること

をやめ、気をもむことをやめなさい。 30こ

れらはみな、この世の異邦人たちが切に求

めているものです。しかし、あなたがたの

父は、それがあなたがたにも必要であるこ

とを知っておられます。 31何はともあれ、

あなたがたは、神の国を求めなさい。そう

すれば、これらの物は、それに加えて与え

られます。 32小さな群れよ。恐れることは

ありません。あなたがたの父である神は、

喜んであなたがたに御国をお与えになるか

らです。 33持ち物を売って、施しをしなさ

い。自分のために、古くならない財布を作

り、朽ちることのない宝を天に積み上げな

さい。そこには、盗人も近寄らず、しみも

いためることがありません。 34あなたがた

の宝のあるところに、あなたがたの心もあ

るからです。 35腰に帯を締め、あかりをと

もしていなさい。 36主人が婚礼から帰って

来て戸をたたいたら、すぐに戸をあけよう

と、その帰りを待ち受けている人たちのよ

うでありなさい。 37帰って来た主人に、目

をさましているところを見られるしもべた

ちは幸いです。まことに、あなたがたに告

げます。主人のほうが帯を締め、そのしも

べたちを食卓に着かせ、そばにいて給仕を

してくれます。 38主人が真夜中に帰っても

、夜明けに帰っても、いつでもそのようで

あることを見られるなら、そのしもべたち

は幸いです。 39このことを知っておきなさ

い。もしも家の主人が、どろぼうの来る時

間を知っていたなら、おめおめと自分の家

に押し入られはしなかったでしょう。 40あ

なたがたも用心していなさい。人の子は、

思いがけない時に来るのですから。」 41そ

こで、ペテロが言った。「主よ。このたと

えは私たちのために話してくださるのです

か。それともみなのためなのですか。」 42

主は言われた。「では、主人から、その家

のしもべたちを任されて、食事時には彼ら

に食べ物を与える忠実な思慮深い管理人と

は、いったいだれでしょう。 43主人が帰っ

て来たときに、そのようにしているのを見

られるしもべは幸いです。 44わたしは真実

をあなたがたに告げます。主人は彼に自分

の全財産を任せるようになります。 45とこ

ろが、もし、そのしもべが、『主人の帰り

はまだだ。』と心の中で思い、下男や下女

を打ちたたき、食べたり飲んだり、酒に酔

ったりし始めると、 46しもべの主人は、思

いがけない日の思わぬ時間に帰って来ます

。そして、彼をきびしく罰して、不忠実な
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者どもと同じめに会わせるに違いありませ

ん。 47主人の心を知りながら、その思いど

おりに用意もせず、働きもしなかったしも

べは、ひどくむち打たれます。 48しかし、

知らずにいたために、むち打たれるような

ことをしたしもべは、打たれても、少しで

済みます。すべて、多く与えられた者は多

く求められ、多く任された者は多く要求さ

れます。 49わたしが来たのは、地に火を投

げ込むためです。だから、その火が燃えて

いたらと、どんなに願っていることでしょ

う。 50しかし、わたしには受けるバプテス

マがあります。それが成し遂げられるまで

は、どんなに苦しむことでしょう。 51あな

たがたは、地に平和を与えるためにわたし

が来たと思っているのですか。そうではあ

りません。あなたがたに言いますが、むし

ろ、分裂です。 52今から、一家五人は、三

人がふたりに、ふたりが三人に対抗して分

かれるようになります。 53父は息子に、息

子は父に対抗し、母は娘に、娘は母に対抗

し、しゅうとめは嫁に、嫁はしゅうとめに

対抗して分かれるようになります。」 54群

衆にもこう言われた。「あなたがたは、西

に雲が起こるのを見るとすぐに、『にわか

雨が来るぞ。』と言い、事実そのとおりに

なります。 55また南風が吹きだすと、『暑

い日になるぞ。』と言い、事実そのとおり

になります。 56偽善者たち。あなたがたは

地や空の現象を見分けることを知りながら

、どうして今のこの時代を見分けることが

できないのですか。 57また、なぜ自分から

進んで、何が正しいかを判断しないのです

か。 58あなたを告訴する者といっしょに役

人の前に行くときは、途中でも、熱心に彼

と和解するよう努めなさい。そうでないと

、その人はあなたを裁判官のもとにひっぱ

って行きます。裁判官は執行人に引き渡し

、執行人は牢に投げ込んでしまいます。 59

あなたに言います。最後の一レプタを支払

うまでは、そこから決して出られないので

す。」

13ちょうどそのとき、ある人たちがやっ
て来て、イエスに報告した。ピラトが

ガリラヤ人たちの血をガリラヤ人たちのさ

さげるいけにえに混ぜたというのである。

2イエスは彼らに答えて言われた。「その

ガリラヤ人たちがそのような災難を受けた

から、ほかのどのガリラヤ人よりも罪深い

人たちだったとでも思うのですか。 3そう

ではない。わたしはあなたがたに言います

。あなたがたも悔い改めないなら、みな同

じように滅びます。 4また、シロアムの塔

が倒れ落ちて死んだあの十八人は、エルサ

レムに住んでいるだれよりも罪深い人たち

だったとでも思うのですか。 5そうではな

い。わたしはあなたがたに言います。あな

たがたも悔い改めないなら、みな同じよう

に滅びます。」 6イエスはこのようなたと

えを話された。 「ある人が、ぶどう園にい

ちじくの木を植えておいた。実を取りに来

たが、何も見つからなかった。 7そこで、

ぶどう園の番人に言った。『見なさい。三

年もの間、やって来ては、このいちじくの

実のなるのを待っているのに、なっていた

ためしがない。これを切り倒してしまいな

さい。何のために土地をふさいでいるので

すか。』 8番人は答えて言った。『ご主人

。どうか、ことし一年そのままにしてやっ

てください。木の回りを掘って、肥やしを
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やってみますから。 9もしそれで来年、実

を結べばよし、それでもだめなら、切り倒

してください。』」 10イエスは安息日に、

ある会堂で教えておられた。 11すると、そ

こに十八年も病の霊につかれ、腰が曲がっ

て、全然伸ばすことのできない女がいた。

12イエスは、その女を見て、呼び寄せ、「

あなたの病気はいやされました。」と言っ

て、 13手を置かれると、女はたちどころに

腰が伸びて、神をあがめた。 14すると、そ

れを見た会堂管理者は、イエスが安息日に

いやされたのを憤って、群衆に言った。「

働いてよい日は六日です。その間に来て直

してもらうがよい。安息日には、いけない

のです。」 15しかし、主は彼に答えて言わ

れた。「偽善者たち。あなたがたは、安息

日に、牛やろばを小屋からほどき、水を飲

ませに連れて行くではありませんか。 16こ

の女はアブラハムの娘なのです。それを十

八年もの間サタンが縛っていたのです。安

息日だからといってこの束縛を解いてやっ

てはいけないのですか。」 17こう話される

と、反対していた者たちはみな、恥じ入り

、群衆はみな、イエスのなさったすべての

輝かしいみわざを喜んだ。 18そこで、イエ

スはこう言われた。「神の国は、何に似て

いるでしょう。何に比べたらよいでしょう

。 19それは、からし種のようなものです。

それを取って庭に蒔いたところ、生長して

木になり、空の鳥が枝に巣を作りました。

」 20またこう言われた。「神の国を何に比

べましょう。 21パン種のようなものです。

女がパン種を取って、三サトンの粉に混ぜ

たところ、全体がふくれました。」 22イエ

スは、町々村々を次々に教えながら通り、

エルサレムへの旅を続けられた。 23すると

、「主よ。救われる者は少ないのですか。

」と言う人があった。イエスは、人々に言

われた。 24「努力して狭い門からはいりな

さい。なぜなら、あなたがたに言いますが

、はいろうとしても、はいれなくなる人が

多いのですから。 25家の主人が、立ち上が

って、戸をしめてしまってからでは、外に

立って、『ご主人さま。あけてください。

』と言って、戸をいくらたたいても、もう

主人は、『あなたがたがどこの者か、私は

知らない。』と答えるでしょう。 26すると

、あなたがたは、こう言い始めるでしょう

。『私たちは、ごいっしょに、食べたり飲

んだりいたしましたし、私たちの大通りで

教えていただきました。』 27だが、主人は

こう言うでしょう。『私はあなたがたがど

この者だか知りません。不正を行なう者た

ち。みな出て行きなさい。』 28神の国にア

ブラハムやイサクやヤコブや、すべての預

言者たちがはいっているのに、あなたがた

は外に投げ出されることになったとき、そ

こで泣き叫んだり、歯ぎしりしたりするの

です。 29人々は、東からも西からも、また

南からも北からも来て、神の国で食卓に着

きます。 30いいですか、今しんがりの者が

あとで先頭になり、いま先頭の者がしんが

りになるのです。」 31ちょうどそのとき、

何人かのパリサイ人が近寄って来て、イエ

スに言った。「ここから出てほかの所へ行

きなさい。ヘロデがあなたを殺そうと思っ

ています。」 32イエスは言われた。「行っ

て、あの狐にこう言いなさい。『よく見な

さい。わたしは、きょうと、あすとは、悪

霊どもを追い出し、病人を直し、三日目に



ルカの福音書113

全うされます。 33だが、わたしは、きょう

もあすも次の日も進んで行かなければなり

ません。なぜなら、預言者がエルサレム以

外の所で死ぬことはありえないからです。

』 34ああ、エルサレム、エルサレム。預言

者たちを殺し、自分に遣わされた人たちを

石で打つ者、わたしは、めんどりがひなを

翼の下にかばうように、あなたの子らを幾

たび集めようとしたことか。それなのに、

あなたがたはそれを好まなかった。 35見な

さい。あなたがたの家は荒れ果てたままに

残される。わたしはあなたがたに言います

。『祝福あれ。主の御名によって来られる

方に。』とあなたがたの言うときが来るま

では、あなたがたは決してわたしを見るこ

とができません。」

14ある安息日に、食事をしようとして、
パリサイ派のある指導者の家にはいら

れたとき、みんながじっとイエスを見つめ

ていた。 2そこには、イエスの真正面に、

水腫をわずらっている人がいた。 3イエス

は、律法の専門家、パリサイ人たちに、「

安息日に病気を直すことは正しいことです

か、それともよくないことですか。」と言

われた。 4しかし、彼らは黙っていた。そ

れで、イエスはその人を抱いて直してやり

、そしてお帰しになった。 5それから、彼

らに言われた。「自分の息子や牛が井戸に

落ちたのに、安息日だからといって、すぐ

に引き上げてやらない者があなたがたのう

ちにいるでしょうか。」 6彼らは答えるこ

とができなかった。 7招かれた人々が上座

を選んでいる様子に気づいておられたイエ

スは、彼らにたとえを話された。 8「婚礼

の披露宴に招かれたときには、上座にすわ

ってはいけません。あなたより身分の高い

人が、招かれているかもしれないし、 9あ

なたやその人を招いた人が来て、『この人

に席を譲ってください。』とあなたに言う

なら、そのときあなたは恥をかいて、末席

に着かなければならないでしょう。 10招か

れるようなことがあって、行ったなら、末

席に着きなさい。そうしたら、あなたを招

いた人が来て、『どうぞもっと上席にお進

みください。』と言うでしょう。そのとき

は、満座の中で面目を施すことになります

。 11なぜなら、だれでも自分を高くする者

は低くされ、自分を低くする者は高くされ

るからです。」 12また、イエスは、自分を

招いてくれた人にも、こう話された。「昼

食や夕食のふるまいをするなら、友人、兄

弟、親族、近所の金持ちなどを呼んではい

けません。でないと、今度は彼らがあなた

を招いて、お返しすることになるからです

。 13祝宴を催すばあいには、むしろ、貧し

い人、不具の人、足なえ、盲人たちを招き

なさい。 14その人たちはお返しができない

ので、あなたは幸いです。義人の復活のと

きお返しを受けるからです。」 15イエスと

いっしょに食卓に着いていた客のひとりは

これを聞いて、イエスに、「神の国で食事

する人は、何と幸いなことでしょう。」と

言った。 16するとイエスはこう言われた。

「ある人が盛大な宴会を催し、大ぜいの人

を招いた。 17宴会の時刻になったのでしも

べをやり、招いておいた人々に、『さあ、

おいでください。もうすっかり、用意がで

きましたから。』と言わせた。 18ところが

、みな同じように断わり始めた。最初の人

はこう言った。『畑を買ったので、どうし
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ても見に出かけなければなりません。すみ

ませんが、お断わりさせていただきます。

』 19もうひとりはこう言った。『五くびき

の牛を買ったので、それをためしに行くと

ころです。すみませんが、お断わりさせて

いただきます。』 20また、別の人はこう言

った。『結婚したので、行くことができま

せん。』 21しもべは帰って、このことを主

人に報告した。すると、おこった主人は、

そのしもべに言った。『急いで町の大通り

や路地に出て行って、貧しい人や、不具の

人や、盲人や、足なえをここに連れて来な

さい。』 22しもべは言った。『ご主人さま

。仰せのとおりにいたしました。でも、ま

だ席があります。』 23主人は言った。『街

道や垣根のところに出かけて行って、この

家がいっぱいになるように、無理にでも人

々を連れて来なさい。 24言っておくが、あ

の招待されていた人たちの中で、私の食事

を味わう者は、ひとりもいないのです。』

」 25さて、大ぜいの群衆が、イエスといっ

しょに歩いていたが、イエスは彼らのほう

に向いて言われた。 26「わたしのもとに来

て、自分の父、母、妻、子、兄弟、姉妹、

そのうえ自分のいのちまでも憎まない者は

、わたしの弟子になることができません。

27自分の十字架を負ってわたしについて来

ない者は、わたしの弟子になることはでき

ません。 28塔を築こうとするとき、まずす

わって、完成に十分な金があるかどうか、

その費用を計算しない者が、あなたがたの

うちにひとりでもあるでしょうか。 29基礎

を築いただけで完成できなかったら、見て

いた人はみな彼をあざ笑って、 30『この人

は、建て始めはしたものの、完成できなか

った。』と言うでしょう。 31また、どんな

王でも、ほかの王と戦いを交えようとする

ときは、二万人を引き連れて向かって来る

敵を、一万人で迎え撃つことができるかど

うかを、まずすわって、考えずにいられま

しょうか。 32もし見込みがなければ、敵が

まだ遠くに離れている間に、使者を送って

講和を求めるでしょう。 33そういうわけで

、あなたがたはだれでも、自分の財産全部

を捨てないでは、わたしの弟子になること

はできません。 34ですから、塩は良いもの

ですが、もしその塩が塩けをなくしたら、

何によってそれに味をつけるのでしょうか

。 35土地にも肥やしにも役立たず、外に投

げ捨てられてしまいます。聞く耳のある人

は聞きなさい。」

15さて、取税人、罪人たちがみな、イエ
スの話を聞こうとして、みもとに近寄

って来た。 2すると、パリサイ人、律法学

者たちは、つぶやいてこう言った。「この

人は、罪人たちを受け入れて、食事までい

っしょにする。」 3そこでイエスは、彼ら

にこのようなたとえを話された。 4「あな

たがたのうちに羊を百匹持っている人がい

て、そのうちの一匹をなくしたら、その人

は九十九匹を野原に残して、いなくなった

一匹を見つけるまで捜し歩かないでしょう

か。 5見つけたら、大喜びでその羊をかつ

いで、 6帰って来て、友だちや近所の人た

ちを呼び集め、『いなくなった羊を見つけ

ましたから、いっしょに喜んでください。

』と言うでしょう。 7あなたがたに言いま

すが、それと同じように、ひとりの罪人が

悔い改めるなら、悔い改める必要のない九

十九人の正しい人にまさる喜びが天にある
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のです。 8また、女の人が銀貨を十枚持っ

ていて、もしその一枚をなくしたら、あか

りをつけ、家を掃いて、見つけるまで念入

りに捜さないでしょうか。 9見つけたら、

友だちや近所の女たちを呼び集めて、『な

くした銀貨を見つけましたから、いっしょ

に喜んでください。』と言うでしょう。 10

あなたがたに言いますが、それと同じよう

に、ひとりの罪人が悔い改めるなら、神の

御使いたちに喜びがわき起こるのです。」

11またこう話された。「ある人に息子がふ

たりあった。 12弟が父に、『おとうさん。

私に財産の分け前を下さい。』と言った。

それで父は、身代をふたりに分けてやった

。 13それから、幾日もたたぬうちに、弟は

、何もかもまとめて遠い国に旅立った。そ

して、そこで放蕩して湯水のように財産を

使ってしまった。 14何もかも使い果たした

あとで、その国に大ききんが起こり、彼は

食べるにも困り始めた。 15それで、その国

のある人のもとに身を寄せたところ、その

人は彼を畑にやって、豚の世話をさせた。

16彼は豚の食べるいなご豆で腹を満たした

いほどであったが、だれひとり彼に与えよ

うとはしなかった。 17しかし、我に返った

とき彼は、こう言った。『父のところには

、パンのあり余っている雇い人が大ぜいい

るではないか。それなのに、私はここで、

飢え死にしそうだ。 18立って、父のところ

に行って、こう言おう。「おとうさん。私

は天に対して罪を犯し、またあなたの前に

罪を犯しました。 19もう私は、あなたの子

と呼ばれる資格はありません。雇い人のひ

とりにしてください。」』 20こうして彼は

立ち上がって、自分の父のもとに行った。

ところが、まだ家までは遠かったのに、父

親は彼を見つけ、かわいそうに思い、走り

寄って彼を抱き、口づけした。 21息子は言

った。『おとうさん。私は天に対して罪を

犯し、またあなたの前に罪を犯しました。

もう私は、あなたの子と呼ばれる資格はあ

りません。』 22ところが父親は、しもべた

ちに言った。『急いで一番良い着物を持っ

て来て、この子に着せなさい。それから、

手に指輪をはめさせ、足にくつをはかせな

さい。 23そして肥えた子牛を引いて来てほ

ふりなさい。食べて祝おうではないか。 24

この息子は、死んでいたのが生き返り、い

なくなっていたのが見つかったのだから。

』そして彼らは祝宴を始めた。 25ところで

、兄息子は畑にいたが、帰って来て家に近

づくと、音楽や踊りの音が聞こえて来た。

それで、 26しもべのひとりを呼んで、これ

はいったい何事かと尋ねると、 27しもべは

言った。『弟さんがお帰りになったのです

。無事な姿をお迎えしたというので、おと

うさんが、肥えた子牛をほふらせなさった

のです。』 28すると、兄はおこって、家に

はいろうともしなかった。それで、父が出

て来て、いろいろなだめてみた。 29しかし

兄は父にこう言った。『ご覧なさい。長年

の間、私はおとうさんに仕え、戒めを破っ

たことは一度もありません。その私には、

友だちと楽しめと言って、子山羊一匹下さ

ったことがありません。 30それなのに、遊

女におぼれてあなたの身代を食いつぶして

帰って来たこのあなたの息子のためには、

肥えた子牛をほふらせなさったのですか。

』 31父は彼に言った。『おまえはいつも私

といっしょにいる。私のものは、全部おま
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えのものだ。 32だがおまえの弟は、死んで

いたのが生き返って来たのだ。いなくなっ

ていたのが見つかったのだから、楽しんで

喜ぶのは当然ではないか。』」

16イエスは、弟子たちにも、こういう話
をされた。 「ある金持ちにひとりの管

理人がいた。この管理人が主人の財産を乱

費している、という訴えが出された。 2主

人は、彼を呼んで言った。『おまえについ

てこんなことを聞いたが、何ということを

してくれたのだ。もう管理を任せておくこ

とはできないから、会計の報告を出しなさ

い。』 3管理人は心の中で言った。『主人

にこの管理の仕事を取り上げられるが、さ

てどうしよう。土を掘るには力がないし、

こじきをするのは恥ずかしいし。 4ああ、

わかった。こうしよう。こうしておけば、

いつ管理の仕事をやめさせられても、人が

その家に私を迎えてくれるだろう。』 5そ

こで彼は、主人の債務者たちをひとりひと

り呼んで、まず最初の者に、『私の主人に

、いくら借りがありますか。』と言うと、

6その人は、『油百バテ。』と言った。す

ると彼は、『さあ、あなたの証文だ。すぐ

にすわって五十と書きなさい。』と言った

。 7それから、別の人に、『さて、あなた

は、いくら借りがありますか。』と言うと

、『小麦百コル。』と言った。彼は、『さ

あ、あなたの証文だ。八十と書きなさい。

』と言った。 8この世の子らは、自分たち

の世のことについては、光の子らよりも抜

けめがないものなので、主人は、不正な管

理人がこうも抜けめなくやったのをほめた

。 (aiōn g165) 9そこで、わたしはあなたがた

に言いますが、不正の富で、自分のために

友をつくりなさい。そうしておけば、富が

なくなったとき、彼らはあなたがたを、永

遠の住まいに迎えるのです。 (aiōnios g166) 10

小さい事に忠実な人は、大きい事にも忠実

であり、小さい事に不忠実な人は、大きい

事にも不忠実です。 11ですから、あなたが

たが不正の富に忠実でなかったら、だれが

あなたがたに、まことの富を任せるでしょ

う。 12また、あなたがたが他人のものに忠

実でなかったら、だれがあなたがたに、あ

なたがたのものを持たせるでしょう。 13し

もべは、ふたりの主人に仕えることはでき

ません。一方を憎んで他方を愛したり、ま

たは一方を重んじて他方を軽んじたりする

からです。あなたがたは、神にも仕え、ま

た富にも仕えるということはできません。

」 14さて、金の好きなパリサイ人たちが、

一部始終を聞いて、イエスをあざ笑ってい

た。 15イエスは彼らに言われた。「あなた

がたは、人の前で自分を正しいとする者で

す。しかし神は、あなたがたの心をご存じ

です。人間の間であがめられる者は、神の

前で憎まれ、きらわれます。 16律法と預言

者はヨハネまでです。それ以来、神の国の

福音は宣べ伝えられ、だれもかれも、無理

にでも、これにはいろうとしています。 17

しかし律法の一画が落ちるよりも、天地の

滅びるほうがやさしいのです。 18だれでも

妻を離別してほかの女と結婚する者は、姦

淫を犯す者であり、また、夫から離別され

た女と結婚する者も、姦淫を犯す者です。

19ある金持ちがいた。いつも紫の衣や細布

を着て、毎日ぜいたくに遊び暮らしていた

。 20ところが、その門前にラザロという全

身おできの貧乏人が寝ていて、 21金持ちの
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食卓から落ちる物で腹を満たしたいと思っ

ていた。犬もやって来ては、彼のおできを

なめていた。 22さて、この貧乏人は死んで

、御使いたちによってアブラハムのふとこ

ろに連れて行かれた。金持ちも死んで葬ら

れた。 23その金持ちは、ハデスで苦しみな

がら目を上げると、アブラハムが、はるか

かなたに見えた。しかも、そのふところに

ラザロが見えた。 (Hadēs g86) 24彼は叫んで言

った。『父アブラハムさま。私をあわれん

でください。ラザロが指先を水に浸して私

の舌を冷やすように、ラザロをよこしてく

ださい。私はこの炎の中で、苦しくてたま

りません。』 25アブラハムは言った。『子

よ。思い出してみなさい。おまえは生きて

いる間、良い物を受け、ラザロは生きてい

る間、悪い物を受けていました。しかし、

今ここで彼は慰められ、おまえは苦しみも

だえているのです。 26そればかりでなく、

私たちとおまえたちの間には、大きな淵が

あります。ここからそちらへ渡ろうとして

も、渡れないし、そこからこちらへ越えて

来ることもできないのです。』 27彼は言っ

た。『父よ。ではお願いです。ラザロを私

の父の家に送ってください。 28私には兄弟

が五人ありますが、彼らまでこんな苦しみ

の場所に来ることのないように、よく言い

聞かせてください。』 29しかしアブラハム

は言った。『彼らには、モーセと預言者が

あります。その言うことを聞くべきです。

』 30彼は言った。『いいえ、父アブラハム

。もし、だれかが死んだ者の中から彼らの

ところに行ってやったら、彼らは悔い改め

るに違いありません。』 31アブラハムは彼

に言った。『もしモーセと預言者との教え

に耳を傾けないのなら、たといだれかが死

人の中から生き返っても、彼らは聞き入れ

はしない。』」

17イエスは弟子たちにこう言われた。「
つまずきが起こるのは避けられない。

だが、つまずきを起こさせる者は、忌まわ

しいものです。 2この小さい者たちのひと

りに、つまずきを与えるようであったら、

そんな者は石臼を首にゆわえつけられて、

海に投げ込まれたほうがましです。 3気を

つけていなさい。もし兄弟が罪を犯したな

ら、彼を戒めなさい。そして悔い改めれば

、赦しなさい。 4かりに、あなたに対して

一日に七度罪を犯しても、『悔い改めます

。』と言って七度あなたのところに来るな

ら、赦してやりなさい。」 5使徒たちは主

に言った。「私たちの信仰を増してくださ

い。」 6しかし主は言われた。「もしあな

たがたに、からし種ほどの信仰があったな

ら、この桑の木に、『根こそぎ海の中に植

われ。』と言えば、言いつけどおりになる

のです。 7ところで、あなたがたのだれか

に、耕作か羊飼いをするしもべがいるとし

て、そのしもべが野らから帰って来たとき

、『さあ、さあ、ここに来て、食事をしな

さい。』としもべに言うでしょうか。 8か

えって、『私の食事の用意をし、帯を締め

て私の食事が済むまで給仕しなさい。あと

で、自分の食事をしなさい。』と言わない

でしょうか。 9しもべが言いつけられたこ

とをしたからといって、そのしもべに感謝

するでしょうか。 10あなたがたもそのとお

りです。自分に言いつけられたことをみな

、してしまったら、『私たちは役に立たな

いしもべです。なすべきことをしただけで
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す。』と言いなさい。」 11そのころイエス

はエルサレムに上られる途中、サマリヤと

ガリラヤの境を通られた。 12ある村にはい

ると、十人のらい病人がイエスに出会った

。彼らは遠く離れた所に立って、 13声を張

り上げて、「イエスさま、先生。どうぞあ

われんでください。」と言った。 14イエス

はこれを見て、言われた。「行きなさい。

そして自分を祭司に見せなさい。」彼らは

行く途中でいやされた。 15そのうちのひと

りは、自分のいやされたことがわかると、

大声で神をほめたたえながら引き返して来

て、 16イエスの足もとにひれ伏して感謝し

た。彼はサマリヤ人であった。 17そこでイ

エスは言われた。「十人いやされたのでは

ないか。九人はどこにいるのか。 18神をあ

がめるために戻って来た者は、この外国人

のほかには、だれもいないのか。」 19それ

からその人に言われた。「立ち上がって、

行きなさい。あなたの信仰が、あなたを直

したのです。」 20さて、神の国はいつ来る

のか、とパリサイ人たちに尋ねられたとき

、イエスは答えて言われた。「神の国は、

人の目で認められるようにして来るもので

はありません。 21『そら、ここにある。』

とか、『あそこにある。』とか言えるよう

なものではありません。いいですか。神の

国は、あなたがたのただ中にあるのです。

」 22イエスは弟子たちに言われた。「人の

子の日を一日でも見たいと願っても、見ら

れない時が来ます。 23人々が『こちらだ。

』とか、『あちらだ。』とか言っても行っ

てはなりません。あとを追いかけてはなり

ません。 24いなずまが、ひらめいて、天の

端から天の端へと輝くように、人の子は、

人の子の日には、ちょうどそのようである

からです。 25しかし、人の子はまず、多く

の苦しみを受け、この時代に捨てられなけ

ればなりません。 26人の子の日に起こるこ

とは、ちょうど、ノアの日に起こったこと

と同様です。 27ノアが箱舟にはいるその日

まで、人々は、食べたり、飲んだり、めと

ったり、とついだりしていたが、洪水が来

て、すべての人を滅ぼしてしまいました。

28また、ロトの時代にあったことと同様で

す。人々は食べたり、飲んだり、売ったり

、買ったり、植えたり、建てたりしていた

が、 29ロトがソドムから出て行くと、その

日に、火と硫黄が天から降って、すべての

人を滅ぼしてしまいました。 30人の子の現

われる日にも、全くそのとおりです。 31そ

の日には、屋上にいる者は家に家財があっ

ても、取り出しに降りてはいけません。同

じように、畑にいる者も家に帰ってはいけ

ません。 32ロトの妻を思い出しなさい。 33

自分のいのちを救おうと努める者はそれを

失い、それを失う者はいのちを保ちます。

34あなたがたに言いますが、その夜、同じ

寝台で男がふたり寝ていると、ひとりは取

られ、他のひとりは残されます。 35女がふ

たりいっしょに臼をひいていると、ひとり

は取られ、他のひとりは残されます。」 36

弟子たちは答えて言った。「主よ。どこで

ですか。」主は言われた。「死体のある所

、そこに、はげたかも集まります。」

18いつでも祈るべきであり、失望しては
ならないことを教えるために、イエス

は彼らにたとえを話された。 2「ある町に

、神を恐れず、人を人とも思わない裁判官

がいた。 3その町に、ひとりのやもめがい
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たが、彼のところにやって来ては、『私の

相手をさばいて、私を守ってください。』

と言っていた。 4彼は、しばらくは取り合

わないでいたが、後には心ひそかに『私は

神を恐れず人を人とも思わないが、 5どう

も、このやもめは、うるさくてしかたがな

いから、この女のために裁判をしてやるこ

とにしよう。でないと、ひっきりなしにや

って来てうるさくてしかたがない。』と言

った。」 6主は言われた。「不正な裁判官

の言っていることを聞きなさい。 7まして

神は、夜昼神を呼び求めている選民のため

にさばきをつけないで、いつまでもそのこ

とを放っておかれることがあるでしょうか

。 8あなたがたに言いますが、神は、すみ

やかに彼らのために正しいさばきをしてく

ださいます。しかし、人の子が来たとき、

はたして地上に信仰が見られるでしょうか

。」 9自分を義人だと自任し、他の人々を

見下している者たちに対しては、イエスは

このようなたとえを話された。 10「ふたり

の人が、祈るために宮に上った。ひとりは

パリサイ人で、もうひとりは取税人であっ

た。 11パリサイ人は、立って、心の中でこ

んな祈りをした。『神よ。私はほかの人々

のようにゆする者、不正な者、姦淫する者

ではなく、ことにこの取税人のようではな

いことを、感謝します。 12私は週に二度断

食し、自分の受けるものはみな、その十分

の一をささげております。』 13ところが、

取税人は遠く離れて立ち、目を天に向けよ

うともせず、自分の胸をたたいて言った。

『神さま。こんな罪人の私をあわれんでく

ださい。』 14あなたがたに言うが、この人

のほうが、前の人よりも、義と認められ、

家に帰って行きました。なぜなら、だれで

も自分を高くする者は低くされ、自分を低

くする者は高くされるからです。」 15イエ

スにさわっていただこうとして、人々がそ

の幼子たちを、みもとに連れて来た。とこ

ろが、弟子たちがそれを見てしかった。 16

しかしイエスは、幼子たちを呼び寄せて、

こう言われた。「子どもたちをわたしのと

ころに来させなさい。止めてはいけません

。神の国は、このような者たちのものです

。 17まことに、あなたがたに告げます。子

どものように神の国を受け入れる者でなけ

れば、決してそこに、はいることはできま

せん。」 18またある役人が、イエスに質問

して言った。「尊い先生。私は何をしたら

、永遠のいのちを自分のものとして受ける

ことができるでしょうか。」 (aiōnios g166) 19

イエスは彼に言われた。「なぜ、わたしを

『尊い』と言うのですか。尊い方は、神お

ひとりのほかにはだれもありません。 20戒

めはあなたもよく知っているはずです。『

姦淫してはならない。殺してはならない。

盗んではならない。偽証を立ててはならな

い。父と母を敬え。』」 21すると彼は言っ

た。「そのようなことはみな、小さい時か

ら守っております。」 22イエスはこれを聞

いて、その人に言われた。「あなたには、

まだ一つだけ欠けたものがあります。あな

たの持ち物を全部売り払い、貧しい人々に

分けてやりなさい。そうすれば、あなたは

天に宝を積むことになります。そのうえで

、わたしについて来なさい。」 23すると彼

は、これを聞いて、非常に悲しんだ。たい

へんな金持ちだったからである。 24イエス

は彼を見てこう言われた。「裕福な者が神
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の国にはいることは、何とむずかしいこと

でしょう。 25金持ちが神の国にはいるより

は、らくだが針の穴を通るほうがもっとや

さしい。」 26これを聞いた人々が言った。

「それでは、だれが救われることができる

でしょう。」 27イエスは言われた。「人に

はできないことが、神にはできるのです。

」 28すると、ペテロが言った。「ご覧くだ

さい。私たちは自分の家を捨てて従ってま

いりました。」 29イエスは彼らに言われた

。「まことに、あなたがたに告げます。神

の国のために、家、妻、兄弟、両親、子ど

もを捨てた者で、だれひとりとして、 30こ

の世にあってその幾倍かを受けない者はな

く、後の世で永遠のいのちを受けない者は

ありません。」 (aiōn g165, aiōnios g166) 31さてイ

エスは、十二弟子をそばに呼んで、彼らに

話された。「さあ、これから、わたしたち

はエルサレムに向かって行きます。人の子

について預言者たちが書いているすべての

ことが実現されるのです。 32人の子は異邦

人に引き渡され、そして彼らにあざけられ

、はずかしめられ、つばきをかけられます

。 33彼らは人の子をむちで打ってから殺し

ます。しかし、人の子は三日目によみがえ

ります。」 34しかし弟子たちには、これら

のことが何一つわからなかった。彼らには

、このことばは隠されていて、話された事

が理解できなかった。 35イエスがエリコに

近づかれたころ、ある盲人が、道ばたにす

わり、物ごいをしていた。 36群衆が通って

行くのを耳にして、これはいったい何事で

すか、と尋ねた。 37ナザレのイエスがお通

りになるのだ、と知らせると、 38彼は大声

で、「ダビデの子のイエスさま。私をあわ

れんでください。」と言った。 39彼を黙ら

せようとして、先頭にいた人々がたしなめ

たが、盲人は、ますます「ダビデの子よ。

私をあわれんでください。」と叫び立てた

。 40イエスは立ち止まって、彼をそばに連

れて来るように言いつけられた。 41彼が近

寄って来たので、「わたしに何をしてほし

いのか。」と尋ねられると、彼は、「主よ

。目が見えるようになることです。」と言

った。 42イエスが彼に、「見えるようにな

れ。あなたの信仰があなたを直したのです

。」と言われると、 43彼はたちどころに目

が見えるようになり、神をあがめながらイ

エスについて行った。これを見て民はみな

神を賛美した。

19それからイエスは、エリコにはいって
、町をお通りになった。 2ここには、

ザアカイという人がいたが、彼は取税人の

かしらで、金持ちであった。 3彼は、イエ

スがどんな方か見ようとしたが、背が低か

ったので、群衆のために見ることができな

かった。 4それで、イエスを見るために、

前方に走り出て、いちじく桑の木に登った

。ちょうどイエスがそこを通り過ぎようと

しておられたからである。 5イエスは、ち

ょうどそこに来られて、上を見上げて彼に

言われた。「ザアカイ。急いで降りて来な

さい。きょうは、あなたの家に泊まること

にしてあるから。」 6ザアカイは、急いで

降りて来て、そして大喜びでイエスを迎え

た。 7これを見て、みなは、「あの方は罪

人のところに行って客となられた。」と言

ってつぶやいた。 8ところがザアカイは立

って、主に言った。「主よ。ご覧ください

。私の財産の半分を貧しい人たちに施しま
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す。また、だれからでも、私がだまし取っ

た物は、四倍にして返します。」 9イエス

は、彼に言われた。「きょう、救いがこの

家に来ました。この人もアブラハムの子な

のですから。 10人の子は、失われた人を捜

して救うために来たのです。」 11人々がこ

れらのことに耳を傾けているとき、イエス

は、続けて一つのたとえを話された。それ

は、イエスがエルサレムに近づいておられ

、そのため人々は神の国がすぐにでも現わ

れるように思っていたからである。 12それ

で、イエスはこう言われた。 「ある身分の

高い人が、遠い国に行った。王位を受けて

帰るためであった。 13彼は自分の十人のし

もべを呼んで、十ミナを与え、彼らに言っ

た。『私が帰るまで、これで商売しなさい

。』 14しかし、その国民たちは、彼を憎ん

でいたので、あとから使いをやり、『この

人に、私たちの王にはなってもらいたくあ

りません。』と言った。 15さて、彼が王位

を受けて帰って来たとき、金を与えておい

たしもべたちがどんな商売をしたかを知ろ

うと思い、彼らを呼び出すように言いつけ

た。 16さて、最初の者が現われて言った。

『ご主人さま。あなたの一ミナで、十ミナ

をもうけました。』 17主人は彼に言った。

『よくやった。良いしもべだ。あなたはほ

んの小さな事にも忠実だったから、十の町

を支配する者になりなさい。』 18二番目の

者が来て言った。『ご主人さま。あなたの

一ミナで、五ミナをもうけました。』 19主

人はこの者にも言った。『あなたも五つの

町を治めなさい。』 20もうひとりが来て言

った。『ご主人さま。さあ、ここにあなた

の一ミナがございます。私はふろしきに包

んでしまっておきました。 21あなたは計算

の細かい、きびしい方ですから、恐ろしゅ

うございました。あなたはお預けにならな

かったものをも取り立て、お蒔きにならな

かったものをも刈り取る方ですから。』 22

主人はそのしもべに言った。『悪いしもべ

だ。私はあなたのことばによって、あなた

をさばこう。あなたは、私が預けなかった

ものを取り立て、蒔かなかったものを刈り

取るきびしい人間だと知っていた、という

のか。 23だったら、なぜ私の金を銀行に預

けておかなかったのか。そうすれば私は帰

って来たときに、それを利息といっしょに

受け取れたはずだ。』 24そして、そばに立

っていた者たちに言った。『その一ミナを

彼から取り上げて、十ミナ持っている人に

やりなさい。』 25すると彼らは、『ご主人

さま。その人は十ミナも持っています。』

と言った。 26彼は言った。『あなたがたに

言うが、だれでも持っている者は、さらに

与えられ、持たない者からは、持っている

物までも取り上げられるのです。 27ただ、

私が王になるのを望まなかったこの敵ども

は、みなここに連れて来て、私の目の前で

殺してしまえ。』」 28これらのことを話し

て後、イエスは、さらに進んで、エルサレ

ムへと上って行かれた。 29オリーブという

山のふもとのベテパゲとベタニヤに近づか

れたとき、イエスはふたりの弟子を使いに

出して、 30言われた。「向こうの村に行き

なさい。そこにはいると、まだだれも乗っ

たことのない、ろばの子がつないであるの

に気がつくでしょう。それをほどいて連れ

て来なさい。 31もし、『なぜ、ほどくのか

。』と尋ねる人があったら、こう言いなさ
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い。『主がお入用なのです。』」 32使いに

出されたふたりが行って見ると、イエスが

話されたとおりであった。 33彼らがろばの

子をほどいていると、その持ち主が、「な

ぜ、このろばの子をほどくのか。」と彼ら

に言った。 34弟子たちは、「主がお入用な

のです。」と言った。 35そしてふたりは、

それをイエスのもとに連れて来た。そして

、そのろばの子の上に自分たちの上着を敷

いて、イエスをお乗せした。 36イエスが進

んで行かれると、人々は道に自分たちの上

着を敷いた。 37イエスがすでにオリーブ山

のふもとに近づかれたとき、弟子たちの群

れはみな、自分たちの見たすべての力ある

わざのことで、喜んで大声に神を賛美し始

め、 38こう言った。「祝福あれ。主の御

名によって来られる王に。天には平和。栄

光は、いと高き所に。」 39するとパリサイ

人のうちのある者たちが、群衆の中から、

イエスに向かって、「先生。お弟子たちを

しかってください。」と言った。 40イエス

は答えて言われた。「わたしは、あなたが

たに言います。もしこの人たちが黙れば、

石が叫びます。」 41エルサレムに近くなっ

たころ、都を見られたイエスは、その都の

ために泣いて、 42言われた。「おまえも、

もし、この日のうちに、平和のことを知っ

ていたのなら。しかし今は、そのことがお

まえの目から隠されている。 43やがておま

えの敵が、おまえに対して塁を築き、回り

を取り巻き、四方から攻め寄せ、 44そして

おまえとその中の子どもたちを地にたたき

つけ、おまえの中で、一つの石もほかの石

の上に積まれたままでは残されない日が、

やって来る。それはおまえが、神の訪れの

時を知らなかったからだ。」 45宮にはいら

れたイエスは、商売人たちを追い出し始め

、 46こう言われた。「『わたしの家は、祈

りの家でなければならない。』と書いてあ

る。それなのに、あなたがたはそれを強盗

の巣にした。」 47イエスは毎日、宮で教え

ておられた。祭司長、律法学者、民のおも

だった者たちは、イエスを殺そうとねらっ

ていたが、 48どうしてよいかわからなかっ

た。民衆がみな、熱心にイエスの話に耳を

傾けていたからである。

20イエスは宮で民衆を教え、福音を宣べ
伝えておられたが、ある日、祭司長、

律法学者たちが、長老たちといっしょにイ

エスに立ち向かって、 2イエスに言った。

「何の権威によって、これらのことをして

おられるのですか。あなたにその権威を授

けたのはだれですか。それを言ってくださ

い。」 3そこで答えて言われた。「わたし

も一言尋ねますから、それに答えなさい。

4ヨハネのバプテスマは、天から来たのです

か、人から出たのですか。」 5すると彼ら

は、こう言って、互いに論じ合った。「も

し、天から、と言えば、それならなぜ、彼

を信じなかったか、と言うだろう。 6しか

し、もし、人から、と言えば、民衆がみな

で私たちを石で打ち殺すだろう。ヨハネを

預言者と信じているのだから。」 7そこで

、「どこからか知りません。」と答えた。

8するとイエスは、「わたしも、何の権威

によってこれらのことをするのか、あなた

がたに話すまい。」と言われた。 9また、

イエスは、民衆にこのようなたとえを話さ

れた。 「ある人がぶどう園を造り、それを

農夫たちに貸して、長い旅に出た。 10そし
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て季節になったので、ぶどう園の収穫の分

けまえをもらうために、農夫たちのところ

へひとりのしもべを遣わした。ところが、

農夫たちは、そのしもべを袋だたきにし、

何も持たせないで送り帰した。 11そこで、

別のしもべを遣わしたが、彼らは、そのし

もべも袋だたきにし、はずかしめたうえで

、何も持たせないで送り帰した。 12彼はさ

らに三人目のしもべをやったが、彼らは、

このしもべにも傷を負わせて追い出した。

13ぶどう園の主人は言った。『どうしたも

のか。よし、愛する息子を送ろう。彼らも

、この子はたぶん敬ってくれるだろう。』

14ところが、農夫たちはその息子を見て、

議論しながら言った。『あれはあと取りだ

。あれを殺そうではないか。そうすれば、

財産はこちらのものだ。』 15そして、彼を

ぶどう園の外に追い出して、殺してしまっ

た。 こうなると、ぶどう園の主人は、どう

するでしょう。 16彼は戻って来て、この農

夫どもを打ち滅ぼし、ぶどう園をほかの人

たちに与えてしまいます。」これを聞いた

民衆は、「そんなことがあってはなりませ

ん。」と言った。 17イエスは、彼らを見つ

めて言われた。「では、 『家を建てる者た

ちの見捨てた石、 それが礎の石となった。

』 と書いてあるのは、何のことでしょう。

18この石の上に落ちれば、だれでも粉々に

砕け、またこの石が人の上に落ちれば、そ

の人を粉みじんに飛び散らしてしまうので

す。」 19律法学者、祭司長たちは、イエス

が自分たちをさしてこのたとえを話された

と気づいたので、この際イエスに手をかけ

て捕えようとしたが、やはり民衆を恐れた

。 20さて、機会をねらっていた彼らは、義

人を装った間者を送り、イエスのことばを

取り上げて、総督の支配と権威にイエスを

引き渡そう、と計った。 21その間者たちは

、イエスに質問して言った。「先生。私た

ちは、あなたがお話しになり、お教えにな

ることは正しく、またあなたは分け隔てな

どせず、真理に基づいて神の道を教えてお

られることを知っています。 22ところで、

私たちが、カイザルに税金を納めることは

、律法にかなっていることでしょうか。か

なっていないことでしょうか。」 23イエス

はそのたくらみを見抜いて彼らに言われた

。 24「デナリ銀貨をわたしに見せなさい。

これはだれの肖像ですか。だれの銘ですか

。」彼らは、「カイザルのです。」と言っ

た。 25すると彼らに言われた。「では、カ

イザルのものはカイザルに返しなさい。そ

して神のものは神に返しなさい。」 26彼ら

は、民衆の前でイエスのことばじりをつか

むことができず、お答えに驚嘆して黙って

しまった。 27ところが、復活があることを

否定するサドカイ人のある者たちが、イエ

スのところに来て、質問して、 28こう言っ

た。「先生。モーセは私たちのためにこう

書いています。『もし、ある人の兄が妻を

めとって死に、しかも子がなかったばあい

は、その弟はその女を妻にして、兄のため

の子をもうけなければならない。』 29とこ

ろで、七人の兄弟がいました。長男は妻を

めとりましたが、子どもがなくて死にまし

た。 30次男も、 31三男もその女をめとり

、七人とも同じようにして、子どもを残さ

ずに死にました。 32あとで、その女も死に

ました。 33すると復活の際、その女はだれ

の妻になるでしょうか。七人ともその女を
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妻としたのですが。」 34イエスは彼らに言

われた。「この世の子らは、めとったり、

とついだりするが、 (aiōn g165) 35次の世には

いるのにふさわしく、死人の中から復活す

るのにふさわしい、と認められる人たちは

、めとることも、とつぐこともありません

。 (aiōn g165) 36彼らはもう死ぬことができな

いからです。彼らは御使いのようであり、

また、復活の子として神の子どもだからで

す。 37それに、死人がよみがえることにつ

いては、モーセも柴の個所で、主を、『ア

ブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神。

』と呼んで、このことを示しました。 38神

は死んだ者の神ではありません。生きてい

る者の神です。というのは、神に対しては

、みなが生きているからです。」 39律法学

者のうちのある者たちが答えて、「先生。

りっぱなお答えです。」と言った。 40彼ら

はもうそれ以上何も質問する勇気がなかっ

た。 41すると、イエスが彼らに言われた。

「どうして人々は、キリストをダビデの子

と言うのですか。 42ダビデ自身が詩篇の中

でこう言っています。 『主は私の主に言わ

れた。 43「わたしが、あなたの敵をあな

たの足台とする時まで、 わたしの右の座に

着いていなさい。」』 44こういうわけで、

ダビデがキリストを主と呼んでいるのに、

どうしてキリストがダビデの子でしょう。

」 45また、民衆がみな耳を傾けているとき

に、イエスは弟子たちにこう言われた。 46

「律法学者たちには気をつけなさい。彼ら

は、長い衣をまとって歩き回ったり、広場

であいさつされたりすることが好きで、ま

た会堂の上席や宴会の上座が好きです。 47

また、やもめの家を食いつぶし、見えを飾

るために長い祈りをします。こういう人た

ちは人一倍きびしい罰を受けるのです。」

21さてイエスが、目を上げてご覧になる
と、金持ちたちが献金箱に献金を投げ

入れていた。 2また、ある貧しいやもめが

、そこにレプタ銅貨二つを投げ入れている

のをご覧になった。 3それでイエスは言わ

れた。「わたしは真実をあなたがたに告げ

ます。この貧しいやもめは、どの人よりも

たくさん投げ入れました。 4みなは、あり

余る中から献金を投げ入れたのに、この女

は、乏しい中から、持っていた生活費の全

部を投げ入れたからです。」 5宮がすばら

しい石や奉納物で飾ってあると話していた

人々があった。するとイエスはこう言われ

た。 6「あなたがたの見ているこれらの物

について言えば、石がくずされずに積まれ

たまま残ることのない日がやって来ます。

」 7彼らは、イエスに質問して言った。「

先生。それでは、これらのことは、いつ起

こるのでしょう。これらのことが起こると

きは、どんな前兆があるのでしょう。」 8

イエスは言われた。「惑わされないように

気をつけなさい。わたしの名を名のる者が

大ぜい現われ、『私がそれだ。』とか『時

は近づいた。』とか言います。そんな人々

のあとについて行ってはなりません。 9戦

争や暴動のことを聞いても、こわがっては

いけません。それは、初めに必ず起こるこ

とです。だが、終わりは、すぐには来ませ

ん。」 10それから、イエスは彼らに言われ

た。「民族は民族に、国は国に敵対して立

ち上がり、 11大地震があり、方々に疫病や

ききんが起こり、恐ろしいことや天からの

すさまじい前兆が現われます。 12しかし、
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これらのすべてのことの前に、人々はあな

たがたを捕えて迫害し、会堂や牢に引き渡

し、わたしの名のために、あなたがたを王

たちや総督たちの前に引き出すでしょう。

13それはあなたがたのあかしをする機会と

なります。 14それで、どう弁明するかは、

あらかじめ考えないことに、心を定めてお

きなさい。 15どんな反対者も、反論もでき

ず、反証もできないようなことばと知恵を

、わたしがあなたがたに与えます。 16しか

しあなたがたは、両親、兄弟、親族、友人

たちにまで裏切られます。中には殺される

者もあり、 17わたしの名のために、みなの

者に憎まれます。 18しかし、あなたがたの

髪の毛一筋も失われることはありません。

19あなたがたは、忍耐によって、自分のい

のちを勝ち取ることができます。 20しかし

、エルサレムが軍隊に囲まれるのを見たら

、そのときには、その滅亡が近づいたこと

を悟りなさい。 21そのとき、ユダヤにいる

人々は山へ逃げなさい。都の中にいる人々

は、そこから立ちのきなさい。いなかにい

る者たちは、都にはいってはいけません。

22これは、書かれているすべてのことが成

就する報復の日だからです。 23その日、悲

惨なのは身重の女と乳飲み子を持つ女です

。この地に大きな苦難が臨み、この民に御

怒りが臨むからです。 24人々は、剣の刃に

倒れ、捕虜となってあらゆる国に連れて行

かれ、異邦人の時の終わるまで、エルサレ

ムは異邦人に踏み荒らされます。 25そして

、日と月と星には、前兆が現われ、地上で

は、諸国の民が、海と波が荒れどよめくた

めに不安に陥って悩み、 26人々は、その住

むすべての所を襲おうとしていることを予

想して、恐ろしさのあまり気を失います。

天の万象が揺り動かされるからです。 27そ

のとき、人々は、人の子が力と輝かしい栄

光を帯びて雲に乗って来るのを見るのです

。 28これらのことが起こり始めたなら、か

らだをまっすぐにし、頭を上に上げなさい

。贖いが近づいたのです。」 29それからイ

エスは、人々にたとえを話された。「いち

じくの木や、すべての木を見なさい。 30木

の芽が出ると、それを見て夏の近いことが

わかります。 31そのように、これらのこと

が起こるのを見たら、神の国は近いと知り

なさい。 32まことに、あなたがたに告げま

す。すべてのことが起こってしまうまでは

、この時代は過ぎ去りません。 33この天地

は滅びます。しかし、わたしのことばは決

して滅びることがありません。 34あなたが

たの心が、放蕩や深酒やこの世の煩いのた

めに沈み込んでいるところに、その日がわ

なのように、突然あなたがたに臨むことの

ないように、よく気をつけていなさい。 35

その日は、全地の表に住むすべての人に臨

むからです。 36しかし、あなたがたは、や

がて起ころうとしているこれらすべてのこ

とからのがれ、人の子の前に立つことがで

きるように、いつも油断せずに祈っていな

さい。」 37さてイエスは、昼は宮で教え、

夜はいつも外に出てオリーブという山で過

ごされた。 38民衆はみな朝早く起きて、教

えを聞こうとして、宮におられるイエスの

もとに集まって来た。

22さて、過越の祭りといわれる、種なし
パンの祝いが近づいていた。 2祭司長

、律法学者たちは、イエスを殺すための良

い方法を捜していた。というのは、彼らは
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民衆を恐れていたからである。 3さて、十

二弟子のひとりで、イスカリオテと呼ばれ

るユダに、サタンがはいった。 4ユダは出

かけて行って、祭司長たちや宮の守衛長た

ちと、どのようにしてイエスを彼らに引き

渡そうかと相談した。 5彼らは喜んで、ユ

ダに金をやる約束をした。 6ユダは承知し

た。そして群衆のいないときにイエスを彼

らに引き渡そうと機会をねらっていた。 7

さて、過越の小羊のほふられる、種なしパ

ンの日が来た。 8イエスは、こう言ってペ

テロとヨハネを遣わされた。「わたしたち

の過越の食事ができるように、準備をしに

行きなさい。」 9彼らはイエスに言った。

「どこに準備しましょうか。」 10イエスは

言われた。「町にはいると、水がめを運ん

でいる男に会うから、その人がはいる家に

までついて行きなさい。 11そして、その家

の主人に、『弟子たちといっしょに過越の

食事をする客間はどこか、と先生があなた

に言っておられる。』と言いなさい。 12す

ると主人は、席が整っている二階の大広間

を見せてくれます。そこで準備をしなさい

。」 13彼らが出かけて見ると、イエスの言

われたとおりであった。それで、彼らは過

越の食事の用意をした。 14さて時間になっ

て、イエスは食卓に着かれ、使徒たちもイ

エスといっしょに席に着いた。 15イエスは

言われた。「わたしは、苦しみを受ける前

に、あなたがたといっしょに、この過越の

食事をすることをどんなに望んでいたこと

か。 16あなたがたに言いますが、過越が神

の国において成就するまでは、わたしはも

はや二度と過越の食事をすることはありま

せん。」 17そしてイエスは、杯を取り、感

謝をささげて後、言われた。「これを取っ

て、互いに分けて飲みなさい。 18あなたが

たに言いますが、今から、神の国が来る時

までは、わたしはもはや、ぶどうの実で造

った物を飲むことはありません。」 19それ

から、パンを取り、感謝をささげてから、

裂いて、弟子たちに与えて言われた。「こ

れは、あなたがたのために与える、わたし

のからだです。わたしを覚えてこれを行な

いなさい。」 20食事の後、杯も同じように

して言われた。「この杯は、あなたがたの

ために流されるわたしの血による新しい契

約です。 21しかし、見なさい。わたしを裏

切る者の手が、わたしとともに食卓にあり

ます。 22人の子は、定められたとおりに去

って行きます。しかし、人の子を裏切るよ

うな人間はのろわれます。」 23そこで弟子

たちは、そんなことをしようとしている者

は、いったいこの中のだれなのかと、互い

に議論をし始めた。 24また、彼らの間には

、この中でだれが一番偉いだろうかという

論議も起こった。 25すると、イエスは彼ら

に言われた。「異邦人の王たちは人々を支

配し、また人々の上に権威を持つ者は守護

者と呼ばれています。 26だが、あなたがた

は、それではいけません。あなたがたの間

で一番偉い人は一番年の若い者のようにな

りなさい。また、治める人は仕える人のよ

うでありなさい。 27食卓に着く人と給仕す

る者と、どちらが偉いでしょう。むろん、

食卓に着く人でしょう。しかしわたしは、

あなたがたのうちにあって給仕する者のよ

うにしています。 28けれども、あなたがた

こそ、わたしのさまざまの試練の時にも、

わたしについて来てくれた人たちです。 29
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わたしの父がわたしに王権を与えてくださ

ったように、わたしもあなたがたに王権を

与えます。 30それであなたがたは、わたし

の国でわたしの食卓に着いて食事をし、王

座に着いて、イスラエルの十二の部族をさ

ばくのです。 31シモン、シモン。見なさい

。サタンが、あなたがたを麦のようにふる

いにかけることを願って聞き届けられまし

た。 32しかし、わたしは、あなたの信仰が

なくならないように、あなたのために祈り

ました。だからあなたは、立ち直ったら、

兄弟たちを力づけてやりなさい。」 33シモ

ンはイエスに言った。「主よ。ごいっしょ

になら、牢であろうと、死であろうと、覚

悟はできております。」 34しかし、イエス

は言われた。「ペテロ。あなたに言います

が、きょう鶏が鳴くまでに、あなたは三度

、わたしを知らないと言います。」 35それ

から、弟子たちに言われた。「わたしがあ

なたがたを、財布も旅行袋もくつも持たせ

ずに旅に出したとき、何か足りない物があ

りましたか。」彼らは言った。「いいえ。

何もありませんでした。」 36そこで言われ

た。「しかし、今は、財布のある者は財布

を持ち、同じく袋を持ち、剣のない者は着

物を売って剣を買いなさい。 37あなたがた

に言いますが、『彼は罪人たちの中に数え

られた。』と書いてあるこのことが、わた

しに必ず実現するのです。わたしにかかわ

ることは実現します。」 38彼らは言った。

「主よ。このとおり、ここに剣が二振りあ

ります。」イエスは彼らに、「それで十分

。」と言われた。 39それからイエスは出て

、いつものようにオリーブ山に行かれ、弟

子たちも従った。 40いつもの場所に着いた

とき、イエスは彼らに、「誘惑に陥らない

ように祈っていなさい。」と言われた。 41

そしてご自分は、弟子たちから石を投げて

届くほどの所に離れて、ひざまずいて、こ

う祈られた。 42「父よ。みこころならば、

この杯をわたしから取りのけてください。

しかし、わたしの願いではなく、みこころ

のとおりにしてください。」 43すると、御

使いが天からイエスに現われて、イエスを

力づけた。 44イエスは、苦しみもだえて、

いよいよ切に祈られた。汗が血のしずくの

ように地に落ちた。 45イエスは祈り終わっ

て立ち上がり、弟子たちのところに来て見

ると、彼らは悲しみの果てに、眠り込んで

しまっていた。 46それで、彼らに言われた

。「なぜ、眠っているのか。起きて、誘惑

に陥らないように祈っていなさい。」 47イ

エスがまだ話をしておられるとき、群衆が

やって来た。十二弟子のひとりで、ユダと

いう者が、先頭に立っていた。ユダはイエ

スに口づけしようとして、みもとに近づい

た。 48だが、イエスは彼に、「ユダ。口づ

けで、人の子を裏切ろうとするのか。」と

言われた。 49イエスの回りにいた者たちは

、事の成り行きを見て、「主よ。剣で撃ち

ましょうか。」と言った。 50そしてそのう

ちのある者が、大祭司のしもべに撃ってか

かり、その右の耳を切り落とした。 51する

とイエスは、「やめなさい。それまで。」

と言われた。そして、耳にさわって彼を直

してやられた。 52そして押しかけて来た祭

司長、宮の守衛長、長老たちに言われた。

「まるで強盗にでも向かうように、剣や棒

を持ってやって来たのですか。 53あなたが

たは、わたしが毎日宮でいっしょにいる間
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は、わたしに手出しもしなかった。しかし

、今はあなたがたの時です。暗やみの力で

す。」 54彼らはイエスを捕え、引いて行っ

て、大祭司の家に連れて来た。ペテロは、

遠く離れてついて行った。 55彼らは中庭の

真中に火をたいて、みなすわり込んだので

、ペテロも中に混じって腰をおろした。 56

すると、女中が、火あかりの中にペテロの

すわっているのを見つけ、まじまじと見て

言った。「この人も、イエスといっしょに

いました。」 57ところが、ペテロはそれを

打ち消して、「いいえ、私はあの人を知り

ません。」と言った。 58しばらくして、ほ

かの男が彼を見て、「あなたも、彼らの仲

間だ。」と言った。しかし、ペテロは、「

いや、違います。」と言った。 59それから

一時間ほどたつと、また別の男が、「確か

にこの人も彼といっしょだった。この人も

ガリラヤ人だから。」と言い張った。 60し

かしペテロは、「あなたの言うことは私に

はわかりません。」と言った。それといっ

しょに、彼がまだ言い終えないうちに、鶏

が鳴いた。 61主が振り向いてペテロを見つ

められた。ペテロは、「きょう、鶏が鳴く

までに、あなたは、三度わたしを知らない

と言う。」と言われた主のおことばを思い

出した。 62彼は、外に出て、激しく泣いた

。 63さて、イエスの監視人どもは、イエス

をからかい、むちでたたいた。 64そして目

隠しをして、「言い当ててみろ。今たたい

たのはだれか。」と聞いたりした。 65また

、そのほかさまざまな悪口をイエスに浴び

せた。 66夜が明けると、民の長老会、それ

に祭司長、律法学者たちが、集まった。彼

らはイエスを議会に連れ出し、 67こう言っ

た。「あなたがキリストなら、そうだと言

いなさい。」しかしイエスは言われた。「

わたしが言っても、あなたがたは決して信

じないでしょうし、 68わたしが尋ねても、

あなたがたは決して答えないでしょう。 69

しかし今から後、人の子は、神の大能の右

の座に着きます。」 70彼らはみなで言った

。「ではあなたは神の子ですか。」すると

、イエスは彼らに「あなたがたの言うとお

り、わたしはそれです。」と言われた。 71

すると彼らは「これでもまだ証人が必要で

しょうか。私たち自身が彼の口から直接そ

れを聞いたのだから。」と言った。

23そこで、彼らは全員が立ち上がり、イ
エスをピラトのもとに連れて行った。

2そしてイエスについて訴え始めた。彼ら

は言った。「この人はわが国民を惑わし、

カイザルに税金を納めることを禁じ、自分

は王キリストだと言っていることがわかり

ました。」 3するとピラトはイエスに、「

あなたは、ユダヤ人の王ですか。」と尋ね

た。イエスは答えて、「そのとおりです。

」と言われた。 4ピラトは祭司長たちや群

衆に、「この人には何の罪も見つからない

。」と言った。 5しかし彼らはあくまで言

い張って、「この人は、ガリラヤからここ

まで、ユダヤ全土で教えながら、この民を

扇動しているのです。」と言った。 6それ

を聞いたピラトは、この人はガリラヤ人か

と尋ねて、 7ヘロデの支配下にあるとわか

ると、イエスをヘロデのところに送った。

ヘロデもそのころエルサレムにいたからで

ある。 8ヘロデはイエスを見ると非常に喜

んだ。ずっと前からイエスのことを聞いて

いたので、イエスに会いたいと思っていた
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し、イエスの行なう何かの奇蹟を見たいと

考えていたからである。 9それで、いろい

ろと質問したが、イエスは彼に何もお答え

にならなかった。 10祭司長たちと律法学者

たちは立って、イエスを激しく訴えていた

。 11ヘロデは、自分の兵士たちといっしょ

にイエスを侮辱したり嘲弄したりしたあげ

く、はでな衣を着せて、ピラトに送り返し

た。 12この日、ヘロデとピラトは仲よくな

った。それまでは互いに敵対していたので

ある。 13ピラトは祭司長たちと指導者たち

と民衆とを呼び集め、 14こう言った。「あ

なたがたは、この人を、民衆を惑わす者と

して、私のところに連れて来たけれども、

私があなたがたの前で取り調べたところ、

あなたがたが訴えているような罪は別に何

も見つかりません。 15ヘロデとても同じで

す。彼は私たちにこの人を送り返しました

。見なさい。この人は、死罪に当たること

は、何一つしていません。 16だから私は、

懲らしめたうえで、釈放します。」 17しか

し彼らは、声をそろえて叫んだ。「この人

を除け。バラバを釈放しろ。」 19バラバと

は、都に起こった暴動と人殺しのかどで、

牢にはいっていた者である。 20ピラトは、

イエスを釈放しようと思って、彼らに、も

う一度呼びかけた。 21しかし、彼らは叫び

続けて、「十字架だ。十字架につけろ。」

と言った。 22しかしピラトは三度目に彼ら

にこう言った。「あの人がどんな悪いこと

をしたというのか。あの人には、死に当た

る罪は、何も見つかりません。だから私は

、懲らしめたうえで、釈放します。」 23と

ころが、彼らはあくまで主張し続け、十字

架につけるよう大声で要求した。そしてつ

いにその声が勝った。 24ピラトは、彼らの

要求どおりにすることを宣告した。 25すな

わち、暴動と人殺しのかどで牢にはいって

いた男を願いどおりに釈放し、イエスを彼

らに引き渡して好きなようにさせた。 26彼

らは、イエスを引いて行く途中、いなかか

ら出て来たシモンというクレネ人をつかま

え、この人に十字架を負わせてイエスのう

しろから運ばせた。 27大ぜいの民衆やイエ

スのことを嘆き悲しむ女たちの群れが、イ

エスのあとについて行った。 28しかしイエ

スは、女たちのほうに向いて、こう言われ

た。「エルサレムの娘たち。わたしのこと

で泣いてはいけない。むしろ自分自身と、

自分の子どもたちのことのために泣きなさ

い。 29なぜなら人々が、『不妊の女、子を

産んだことのない胎、飲ませたことのない

乳房は、幸いだ。』と言う日が来るのです

から。 30そのとき、人々は山に向かって、

『われわれの上に倒れかかってくれ。』と

言い、丘に向かって、『われわれをおおっ

てくれ。』と言い始めます。 31彼らが生木

にこのようなことをするのなら、枯れ木に

は、いったい、何が起こるでしょう。」 32

ほかにもふたりの犯罪人が、イエスととも

に死刑にされるために、引かれて行った。

33「どくろ」と呼ばれている所に来ると、

そこで彼らは、イエスと犯罪人とを十字架

につけた。犯罪人のひとりは右に、ひとり

は左に。 34そのとき、イエスはこう言われ

た。「父よ。彼らをお赦しください。彼ら

は、何をしているのか自分でわからないの

です。」彼らは、くじを引いて、イエスの

着物を分けた。 35民衆はそばに立ってなが

めていた。指導者たちもあざ笑って言った
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。「あれは他人を救った。もし、神のキリ

ストで、選ばれた者なら、自分を救ってみ

ろ。」 36兵士たちもイエスをあざけり、そ

ばに寄って来て、酸いぶどう酒を差し出し

、 37「ユダヤ人の王なら、自分を救え。」

と言った。 38「これはユダヤ人の王。」と

書いた札もイエスの頭上に掲げてあった。

39十字架にかけられていた犯罪人のひとり

はイエスに悪口を言い、「あなたはキリス

トではないか。自分と私たちを救え。」と

言った。 40ところが、もうひとりのほうが

答えて、彼をたしなめて言った。「おまえ

は神をも恐れないのか。おまえも同じ刑罰

を受けているではないか。 41われわれは、

自分のしたことの報いを受けているのだか

らあたりまえだ。だがこの方は、悪いこと

は何もしなかったのだ。」 42そして言った

。「イエスさま。あなたの御国の位にお着

きになるときには、私を思い出してくださ

い。」 43イエスは、彼に言われた。「まこ

とに、あなたに告げます。あなたはきょう

、わたしとともにパラダイスにいます。」

44そのときすでに十二時ごろになっていた

が、全地が暗くなって、三時まで続いた。

45太陽は光を失っていた。また、神殿の幕

は真二つに裂けた。 46イエスは大声で叫ん

で、言われた。「父よ。わが霊を御手にゆ

だねます。」こう言って、息を引き取られ

た。 47この出来事を見た百人隊長は、神を

ほめたたえ、「ほんとうに、この人は正し

い方であった。」と言った。 48また、この

光景を見に集まっていた群衆もみな、こう

いういろいろの出来事を見たので、胸をた

たいて悲しみながら帰った。 49しかし、イ

エスの知人たちと、ガリラヤからイエスに

ついて来ていた女たちとはみな、遠く離れ

て立ち、これらのことを見ていた。 50さて

ここに、ヨセフという、議員のひとりで、

りっぱな、正しい人がいた。 51この人は議

員たちの計画や行動には同意しなかった。

彼は、アリマタヤというユダヤ人の町の人

で、神の国を待ち望んでいた。 52この人が

、ピラトのところに行って、イエスのから

だの下げ渡しを願った。 53それから、イエ

スを取り降ろして、亜麻布で包み、そして

、まだだれをも葬ったことのない、岩に掘

られた墓にイエスを納めた。 54この日は準

備の日で、もう安息日が始まろうとしてい

た。 55ガリラヤからイエスといっしょに出

て来た女たちは、ヨセフについて行って、

墓と、イエスのからだの納められる様子を

見届けた。 56そして、戻って来て、香料と

香油を用意した。 安息日には、戒めに従っ

て、休んだが、

24週の初めの日の明け方早く、女たちは
、準備しておいた香料を持って墓に着

いた。 2見ると、石が墓からわきにころが

してあった。 3はいって見ると、主イエス

のからだはなかった。 4そのため女たちが

途方にくれていると、見よ、まばゆいばか

りの衣を着たふたりの人が、女たちの近く

に来た。 5恐ろしくなって、地面に顔を伏

せていると、その人たちはこう言った。「

あなたがたは、なぜ生きている方を死人の

中で捜すのですか。 6ここにはおられませ

ん。よみがえられたのです。まだガリラヤ

におられたころ、お話しになったことを思

い出しなさい。 7人の子は必ず罪人らの手

に引き渡され、十字架につけられ、三日目

によみがえらなければならない、と言われ
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たでしょう。」 8女たちはイエスのみこと

ばを思い出した。 9そして、墓から戻って

、十一弟子とそのほかの人たち全部に、一

部始終を報告した。 10この女たちは、マグ

ダラのマリヤとヨハンナとヤコブの母マリ

ヤとであった。彼女たちといっしょにいた

ほかの女たちも、このことを使徒たちに話

した。 11ところが使徒たちにはこの話はた

わごとと思われたので、彼らは女たちを信

用しなかった。 12［しかしペテロは、立ち

上がると走って墓へ行き、かがんでのぞき

込んだところ、亜麻布だけがあった。それ

で、この出来事に驚いて家に帰った。］ 13

ちょうどこの日、ふたりの弟子が、エルサ

レムから十一キロメートル余り離れたエマ

オという村に行く途中であった。 14そして

、ふたりでこのいっさいの出来事について

話し合っていた。 15話し合ったり、論じ合

ったりしているうちに、イエスご自身が近

づいて、彼らとともに道を歩いておられた

。 16しかしふたりの目はさえぎられていて

、イエスだとはわからなかった。 17イエス

は彼らに言われた。「歩きながらふたりで

話し合っているその話は、何のことですか

。」すると、ふたりは暗い顔つきになって

、立ち止まった。 18クレオパというほうが

答えて言った。「エルサレムにいながら、

近ごろそこで起こった事を、あなただけが

知らなかったのですか。」 19イエスが、「

どんな事ですか。」と聞かれると、ふたり

は答えた。「ナザレ人イエスのことです。

この方は、神とすべての民の前で、行ない

にもことばにも力のある預言者でした。 20

それなのに、私たちの祭司長や指導者たち

は、この方を引き渡して、死刑に定め、十

字架につけたのです。 21しかし私たちは、

この方こそイスラエルを贖ってくださるは

ずだ、と望みをかけていました。事実、そ

ればかりでなく、その事があってから三日

目になりますが、 22また仲間の女たちが私

たちを驚かせました。その女たちは朝早く

墓に行ってみましたが、 23イエスのからだ

が見当たらないので、戻って来ました。そ

して御使いたちの幻を見たが、御使いたち

がイエスは生きておられると告げた、と言

うのです。 24それで、仲間の何人かが墓に

行ってみたのですが、はたして女たちの言

ったとおりで、イエスさまは見当たらなか

った、というのです。」 25するとイエスは

言われた。「ああ、愚かな人たち。預言者

たちの言ったすべてを信じない、心の鈍い

人たち。 26キリストは、必ず、そのような

苦しみを受けて、それから、彼の栄光には

いるはずではなかったのですか。」 27それ

から、イエスは、モーセおよびすべての預

言者から始めて、聖書全体の中で、ご自分

について書いてある事がらを彼らに説き明

かされた。 28彼らは目的の村に近づいたが

、イエスはまだ先へ行きそうなご様子であ

った。 29それで、彼らが、「いっしょにお

泊まりください。そろそろ夕刻になります

し、日もおおかた傾きましたから。」と言

って無理に願ったので、イエスは彼らとい

っしょに泊まるために中にはいられた。 30

彼らとともに食卓に着かれると、イエスは

パンを取って祝福し、裂いて彼らに渡され

た。 31それで、彼らの目が開かれ、イエス

だとわかった。するとイエスは、彼らには

見えなくなった。 32そこでふたりは話し合

った。「道々お話しになっている間も、聖
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書を説明してくださった間も、私たちの心

はうちに燃えていたではないか。」 33すぐ

さまふたりは立って、エルサレムに戻って

みると、十一使徒とその仲間が集まって、

34「ほんとうに主はよみがえって、シモン

にお姿を現わされた。」と言っていた。 35

彼らも、道であったいろいろなことや、パ

ンを裂かれたときにイエスだとわかった次

第を話した。 36これらのことを話している

間に、イエスご自身が彼らの真中に立たれ

た。 37彼らは驚き恐れて、霊を見ているの

だと思った。 38すると、イエスは言われた

。「なぜ取り乱しているのですか。どうし

て心に疑いを起こすのですか。 39わたしの

手やわたしの足を見なさい。まさしくわた

しです。わたしにさわって、よく見なさい

。霊ならこんな肉や骨はありません。わた

しは持っています。」 40それでも、彼らは

、うれしさのあまりまだ信じられず、不思

議がっているので、イエスは、「ここに何

か食べ物がありますか。」と言われた。 42

それで、焼いた魚を一切れ差し上げると、

43イエスは、彼らの前で、それを取って召

し上がった。 44さて、そこでイエスは言わ

れた。「わたしがまだあなたがたといっし

ょにいたころ、あなたがたに話したことば

はこうです。わたしについてモーセの律法

と預言者と詩篇とに書いてあることは、必

ず全部成就するということでした。」 45そ

こで、イエスは、聖書を悟らせるために彼

らの心を開いて、 46こう言われた。「次の

ように書いてあります。キリストは苦しみ

を受け、三日目に死人の中からよみがえり

、 47その名によって、罪の赦しを得させる

悔い改めが、エルサレムから始まってあら

ゆる国の人々に宣べ伝えられる。 48あなた

がたは、これらのことの証人です。 49さあ

、わたしは、わたしの父の約束してくださ

ったものをあなたがたに送ります。あなた

がたは、いと高き所から力を着せられるま

では、都にとどまっていなさい。」 50それ

から、イエスは、彼らをベタニヤまで連れ

て行き、手を上げて祝福された。 51そして

祝福しながら、彼らから離れて行かれた。

52彼らは、非常な喜びを抱いてエルサレム

に帰り、 53いつも宮にいて神をほめたたえ

ていた。
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ヨハネの福音書

1初めに、ことばがあった。ことばは神と
ともにあった。ことばは神であった。 2

この方は、初めに神とともにおられた。 3

すべてのものは、この方によって造られた

。造られたもので、この方によらずにでき

たものは一つもない。 4この方にいのちが

あった。このいのちは人の光であった。 5

光はやみの中に輝いている。やみはこれに

打ち勝たなかった。 6神から遣わされたヨ

ハネという人が現われた。 7この人はあか

しのために来た。光についてあかしするた

めであり、すべての人が彼によって信じる

ためである。 8彼は光ではなかった。ただ

光についてあかしするために来たのである

。 9すべての人を照らすそのまことの光が

世に来ようとしていた。 10この方はもとか

ら世におられ、世はこの方によって造られ

たのに、世はこの方を知らなかった。 11こ

の方はご自分のくにに来られたのに、ご自

分の民は受け入れなかった。 12しかし、こ

の方を受け入れた人々、すなわち、その名

を信じた人々には、神の子どもとされる特

権をお与えになった。 13この人々は、血に

よってではなく、肉の欲求や人の意欲によ

ってでもなく、ただ、神によって生まれた

のである。 14ことばは人となって、私たち

の間に住まわれた。私たちはこの方の栄光

を見た。父のみもとから来られたひとり子

としての栄光である。この方は恵みとまこ

とに満ちておられた。 15ヨハネはこの方に

ついて証言し、叫んで言った。「『私のあ

とから来る方は、私にまさる方である。私

より先におられたからである。』と私が言

ったのは、この方のことです。」 16私たち

はみな、この方の満ち満ちた豊かさの中か

ら、恵みの上にさらに恵みを受けたのであ

る。 17というのは、律法はモーセによって

与えられ、恵みとまことはイエス・キリス

トによって実現したからである。 18いまだ

かつて神を見た者はいない。父のふところ

におられるひとり子の神が、神を説き明か

されたのである。 19ヨハネの証言は、こう

である。ユダヤ人たちが祭司とレビ人をエ

ルサレムからヨハネのもとに遣わして、「

あなたはどなたですか。」と尋ねさせた。

20彼は告白して否まず、「私はキリストで

はありません。」と言明した。 21また、彼

らは聞いた。「では、いったい何ですか。

あなたはエリヤですか。」彼は言った。「

そうではありません。」「あなたはあの預

言者ですか。」彼は答えた。「違います。

」 22そこで、彼らは言った。「あなたはだ

れですか。私たちを遣わした人々に返事を

したいのですが、あなたは自分を何だと言

われるのですか。」 23彼は言った。「私は

、預言者イザヤが言ったように『主の道を

まっすぐにせよ。』と荒野で叫んでいる者

の声です。」 24彼らは、パリサイ人の中か

ら遣わされたのであった。 25彼らはまた尋

ねて言った。「キリストでもなく、エリヤ

でもなく、またあの預言者でもないなら、

なぜ、あなたはバプテスマを授けているの

ですか。」 26ヨハネは答えて言った。「私

は水でバプテスマを授けているが、あなた

がたの中に、あなたがたの知らない方が立

っておられます。 27その方は私のあとから

来られる方で、私はその方のくつのひもを

解く値うちもありません。」 28この事があ

ったのは、ヨルダンの向こう岸のベタニヤ
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であって、ヨハネはそこでバプテスマを授

けていた。 29その翌日、ヨハネは自分のほ

うにイエスが来られるのを見て言った。「

見よ、世の罪を取り除く神の小羊。 30私が

『私のあとから来る人がある。その方は私

にまさる方である。私より先におられたか

らだ。』と言ったのは、この方のことです

。 31私もこの方を知りませんでした。しか

し、この方がイスラエルに明らかにされる

ために、私は来て、水でバプテスマを授け

ているのです。」 32またヨハネは証言して

言った。「御霊が鳩のように天から下って

、この方の上にとどまられるのを私は見ま

した。 33私もこの方を知りませんでした。

しかし、水でバプテスマを授けさせるため

に私を遣わされた方が、私に言われました

。『聖霊がある方の上に下って、その上に

とどまられるのがあなたに見えたなら、そ

の方こそ、聖霊によってバプテスマを授け

る方である。』 34私はそれを見たのです。

それで、この方が神の子であると証言して

いるのです。」 35その翌日、またヨハネは

、ふたりの弟子とともに立っていたが、 36

イエスが歩いて行かれるのを見て、「見よ

、神の小羊。」と言った。 37ふたりの弟子

は、彼がそう言うのを聞いて、イエスにつ

いて行った。 38イエスは振り向いて、彼ら

がついて来るのを見て、言われた。「あな

たがたは何を求めているのですか。」彼ら

は言った。「ラビ（訳して言えば、先生）

。今どこにお泊まりですか。」 39イエスは

彼らに言われた。「来なさい。そうすれば

わかります。」そこで、彼らはついて行っ

て、イエスの泊まっておられる所を知った

。そして、その日彼らはイエスといっしょ

にいた。時は十時ごろであった。 40ヨハネ

から聞いて、イエスについて行ったふたり

のうちのひとりは、シモン・ペテロの兄弟

アンデレであった。 41彼はまず自分の兄弟

シモンを見つけて、「私たちはメシヤ（訳

して言えば、キリスト）に会った。」と言

った。 42彼はシモンをイエスのもとに連れ

て来た。イエスはシモンに目を留めて言わ

れた。「あなたはヨハネの子シモンです。

あなたをケパ（訳すとペテロ）と呼ぶこと

にします。」 43その翌日、イエスはガリラ

ヤに行こうとされた。そして、ピリポを見

つけて「わたしに従って来なさい。」と言

われた。 44ピリポは、ベツサイダの人で、

アンデレやペテロと同じ町の出身であった

。 45彼はナタナエルを見つけて言った。「

私たちは、モーセが律法の中に書き、預言

者たちも書いている方に会いました。ナザ

レの人で、ヨセフの子イエスです。」 46ナ

タナエルは彼に言った。「ナザレから何の

良いものが出るだろう。」ピリポは言った

。「来て、そして、見なさい。」 47イエス

はナタナエルが自分のほうに来るのを見て

、彼について言われた。「これこそ、ほん

とうのイスラエル人だ。彼のうちには偽り

がない。」 48ナタナエルはイエスに言った

。「どうして私をご存じなのですか。」イ

エスは言われた。「わたしは、ピリポがあ

なたを呼ぶ前に、あなたがいちじくの木の

下にいるのを見たのです。」 49ナタナエル

は答えた。「先生。あなたは神の子です。

あなたはイスラエルの王です。」 50イエス

は答えて言われた。「あなたがいちじくの

木の下にいるのを見た、とわたしが言った

ので、あなたは信じるのですか。あなたは
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、それよりもさらに大きなことを見ること

になります。」 51そして言われた。「まこ

とに、まことに、あなたがたに告げます。

天が開けて、神の御使いたちが人の子の上

を上り下りするのを、あなたがたはいまに

見ます。」

2それから三日目に、ガリラヤのカナで婚
礼があって、そこにイエスの母がいた。

2イエスも、また弟子たちも、その婚礼に

招かれた。 3ぶどう酒がなくなったとき、

母がイエスに向かって「ぶどう酒がありま

せん。」と言った。 4すると、イエスは母

に言われた。「あなたはわたしと何の関係

があるのでしょう。女の方。わたしの時は

まだ来ていません。」 5母は手伝いの人た

ちに言った。「あの方が言われることを、

何でもしてあげてください。」 6さて、そ

こには、ユダヤ人のきよめのしきたりによ

って、それぞれ八十リットルから百二十リ

ットル入りの石の水がめが六つ置いてあっ

た。 7イエスは彼らに言われた。「水がめ

に水を満たしなさい。」彼らは水がめを縁

までいっぱいにした。 8イエスは彼らに言

われた。「さあ、今くみなさい。そして宴

会の世話役のところに持って行きなさい。

」彼らは持って行った。 9宴会の世話役は

ぶどう酒になったその水を味わってみた。

それがどこから来たのか、知らなかったの

で、――しかし、水をくんだ手伝いの者た

ちは知っていた。――彼は、花婿を呼んで

、 10言った。「だれでも初めに良いぶどう

酒を出し、人々が十分飲んだころになると

、悪いのを出すものだが、あなたは良いぶ

どう酒をよくも今まで取っておきました。

」 11イエスはこのことを最初のしるしとし

てガリラヤのカナで行ない、ご自分の栄光

を現わされた。それで、弟子たちはイエス

を信じた。 12その後、イエスは母や兄弟た

ちや弟子たちといっしょに、カペナウムに

下って行き、長い日数ではなかったが、そ

こに滞在された。 13ユダヤ人の過越の祭り

が近づき、イエスはエルサレムに上られた

。 14そして、宮の中に、牛や羊や鳩を売る

者たちと両替人たちがすわっているのをご

覧になり、 15細なわでむちを作って、羊も

牛もみな、宮から追い出し、両替人の金を

散らし、その台を倒し、 16また、鳩を売る

者に言われた。「それをここから持って行

け。わたしの父の家を商売の家としてはな

らない。」 17弟子たちは、「あなたの家を

思う熱心がわたしを食い尽くす。」と書い

てあるのを思い起こした。 18そこで、ユダ

ヤ人たちが答えて言った。「あなたがこの

ようなことをするからには、どんなしるし

を私たちに見せてくれるのですか。」 19イ

エスは彼らに答えて言われた。「この神殿

をこわしてみなさい。わたしは、三日でそ

れを建てよう。」 20そこで、ユダヤ人たち

は言った。「この神殿は建てるのに四十六

年かかりました。あなたはそれを、三日で

建てるのですか。」 21しかし、イエスはご

自分のからだの神殿のことを言われたので

ある。 22それで、イエスが死人の中からよ

みがえられたとき、弟子たちは、イエスが

このように言われたことを思い起こして、

聖書とイエスが言われたことばとを信じた

。 23イエスが、過越の祭りの祝いの間、エ

ルサレムにおられたとき、多くの人々が、

イエスの行なわれたしるしを見て、御名を

信じた。 24しかし、イエスは、ご自身を彼
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らにお任せにならなかった。なぜなら、イ

エスはすべての人を知っておられたからで

あり、 25また、イエスはご自身で、人のう

ちにあるものを知っておられたので、人に

ついてだれの証言も必要とされなかったか

らである。

3さて、パリサイ人の中にニコデモという
人がいた。ユダヤ人の指導者であった。

2この人が、夜、イエスのもとに来て言っ

た。「先生。私たちは、あなたが神のもと

から来られた教師であることを知っていま

す。神がともにおられるのでなければ、あ

なたがなさるこのようなしるしは、だれも

行なうことができません。」 3イエスは答

えて言われた。「まことに、まことに、あ

なたに告げます。人は、新しく生まれなけ

れば、神の国を見ることはできません。」

4ニコデモは言った。「人は、老年になっ

ていて、どのようにして生まれることがで

きるのですか。もう一度、母の胎にはいっ

て生まれることができましょうか。」 5イ

エスは答えられた。「まことに、まことに

、あなたに告げます。人は、水と御霊によ

って生まれなければ、神の国にはいること

ができません。 6肉によって生まれた者は

肉です。御霊によって生まれた者は霊です

。 7あなたがたは新しく生まれなければな

らない、とわたしが言ったことを不思議に

思ってはなりません。 8風はその思いのま

まに吹き、あなたはその音を聞くが、それ

がどこから来てどこへ行くかを知らない。

御霊によって生まれる者もみな、そのとお

りです。」 9ニコデモは答えて言った。「

どうして、そのようなことがありうるので

しょう。」 10イエスは答えて言われた。「

あなたはイスラエルの教師でありながら、

こういうことがわからないのですか。 11ま

ことに、まことに、あなたに告げます。わ

たしたちは、知っていることを話し、見た

ことをあかししているのに、あなたがたは

、わたしたちのあかしを受け入れません。

12あなたがたは、わたしが地上のことを話

したとき、信じないくらいなら、天上のこ

とを話したとて、どうして信じるでしょう

。 13だれも天に上った者はいません。しか

し天から下った者はいます。すなわち人の

子です。 14モーセが荒野で蛇を上げたよう

に、人の子もまた上げられなければなりま

せん。 15それは、信じる者がみな、人の子

にあって永遠のいのちを持つためです。」

(aiōnios g166) 16神は、実に、そのひとり子を

お与えになったほどに、世を愛された。そ

れは御子を信じる者が、ひとりとして滅び

ることなく、永遠のいのちを持つためであ

る。 (aiōnios g166) 17神が御子を世に遣わされ

たのは、世をさばくためではなく、御子に

よって世が救われるためである。 18御子を

信じる者はさばかれない。信じない者は神

のひとり子の御名を信じなかったので、す

でにさばかれている。 19そのさばきという

のは、こうである。光が世に来ているのに

、人々は光よりもやみを愛した。その行な

いが悪かったからである。 20悪いことをす

る者は光を憎み、その行ないが明るみに出

されることを恐れて、光のほうに来ない。

21しかし、真理を行なう者は、光のほうに

来る。その行ないが神にあってなされたこ

とが明らかにされるためである。 22その後

、イエスは弟子たちと、ユダヤの地に行き

、彼らとともにそこに滞在して、バプテス



ヨハネの福音書137

マを授けておられた。 23一方ヨハネもサリ

ムに近いアイノンでバプテスマを授けてい

た。そこには水が多かったからである。人

々は次々にやって来て、バプテスマを受け

ていた。 24――ヨハネは、まだ投獄されて

いなかったからである。―― 25それで、ヨ

ハネの弟子たちが、あるユダヤ人ときよめ

について論議した。 26彼らはヨハネのとこ

ろに来て言った。「先生。見てください。

ヨルダンの向こう岸であなたといっしょに

いて、あなたが証言なさったあの方が、バ

プテスマを授けておられます。そして、み

なあの方のほうへ行きます。」 27ヨハネは

答えて言った。「人は、天から与えられる

のでなければ、何も受けることはできませ

ん。 28あなたがたこそ、『私はキリストで

はなく、その前に遣わされた者である。』

と私が言ったことの証人です。 29花嫁を迎

える者は花婿です。そこにいて、花婿のこ

とばに耳を傾けているその友人は、花婿の

声を聞いて大いに喜びます。それで、私も

その喜びで満たされているのです。 30あの

方は盛んになり私は衰えなければなりませ

ん。」 31上から来る方は、すべてのものの

上におられ、地から出る者は地に属し、地

のことばを話す。天から来る方は、すべて

のものの上におられる。 32この方は見たこ

と、また聞いたことをあかしされるが、だ

れもそのあかしを受け入れない。 33そのあ

かしを受け入れた者は、神は真実であると

いうことに確認の印を押したのである。 34

神がお遣わしになった方は、神のことばを

話される。神が御霊を無限に与えられるか

らである。 35父は御子を愛しておられ、万

物を御子の手にお渡しになった。 36御子を

信じる者は永遠のいのちを持つが、御子に

聞き従わない者は、いのちを見ることがな

く、神の怒りがその上にとどまる。 (aiōnios

g166)

4イエスがヨハネよりも弟子を多くつくっ
て、バプテスマを授けていることがパリ

サイ人の耳にはいった。それを主が知られ

たとき、 2――イエスご自身はバプテスマ

を授けておられたのではなく、弟子たちで

あったが、―― 3主はユダヤを去って、ま

たガリラヤへ行かれた。 4しかし、サマリ

ヤを通って行かなければならなかった。 5

それで主は、ヤコブがその子ヨセフに与え

た地所に近いスカルというサマリヤの町に

来られた。 6そこにはヤコブの井戸があっ

た。イエスは旅の疲れで、井戸のかたわら

に腰をおろしておられた。時は六時ごろで

あった。 7ひとりのサマリヤの女が水をく

みに来た。イエスは「わたしに水を飲ませ

てください。」と言われた。 8弟子たちは

食物を買いに、町へ出かけていた。 9そこ

で、そのサマリヤの女は言った。「あなた

はユダヤ人なのに、どうしてサマリヤの女

の私に、飲み水をお求めになるのですか。

」――ユダヤ人はサマリヤ人とつきあいを

しなかったからである。―― 10イエスは答

えて言われた。「もしあなたが神の賜物を

知り、また、あなたに水を飲ませてくれと

言う者がだれであるかを知っていたなら、

あなたのほうでその人に求めたことでしょ

う。そしてその人はあなたに生ける水を与

えたことでしょう。」 11彼女は言った。「

先生。あなたはくむ物を持っておいでにな

らず、この井戸は深いのです。その生ける

水をどこから手にお入れになるのですか。
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12あなたは、私たちの先祖ヤコブよりも偉

いのでしょうか。ヤコブは私たちにこの井

戸を与え、彼自身も、彼の子たちも家畜も

、この井戸から飲んだのです。」 13イエス

は答えて言われた。「この水を飲む者はだ

れでも、また渇きます。 14しかし、わたし

が与える水を飲む者はだれでも、決して渇

くことがありません。わたしが与える水は

、その人のうちで泉となり、永遠のいのち

への水がわき出ます。」 (aiōn g165, aiōnios g166)

15女はイエスに言った。「先生。私が渇く

ことがなく、もうここまでくみに来なくて

もよいように、その水を私に下さい。」 16

イエスは彼女に言われた。「行って、あな

たの夫をここに呼んで来なさい。」 17女は

答えて言った。「私には夫はありません。

」イエスは言われた。「私には夫がないと

いうのは、もっともです。 18あなたには夫

が五人あったが、今あなたといっしょにい

るのは、あなたの夫ではないからです。あ

なたが言ったことはほんとうです。」 19女

は言った。「先生。あなたは預言者だと思

います。 20私たちの先祖は、この山で礼拝

しましたが、あなたがたは、礼拝すべき場

所はエルサレムだと言われます。」 21イエ

スは彼女に言われた。「わたしの言うこと

を信じなさい。あなたがたが父を礼拝する

のは、この山でもなく、エルサレムでもな

い、そういう時が来ます。 22救いはユダヤ

人から出るのですから、わたしたちは知っ

て礼拝していますが、あなたがたは知らな

いで礼拝しています。 23しかし、真の礼拝

者たちが霊とまことによって父を礼拝する

時が来ます。今がその時です。父はこのよ

うな人々を礼拝者として求めておられるか

らです。 24神は霊ですから、神を礼拝する

者は、霊とまことによって礼拝しなければ

なりません。」 25女はイエスに言った。「

私は、キリストと呼ばれるメシヤの来られ

ることを知っています。その方が来られる

ときには、いっさいのことを私たちに知ら

せてくださるでしょう。」 26イエスは言わ

れた。「あなたと話しているこのわたしが

それです。」 27このとき、弟子たちが帰っ

て来て、イエスが女の人と話しておられる

のを不思議に思った。しかし、だれも、「

何を求めておられるのですか。」とも、「

なぜ彼女と話しておられるのですか。」と

も言わなかった。 28女は、自分の水がめを

置いて町へ行き、人々に言った。 29「来て

、見てください。私のしたこと全部を私に

言った人がいるのです。この方がキリスト

なのでしょうか。」 30そこで、彼らは町を

出て、イエスのほうへやって来た。 31その

ころ、弟子たちはイエスに、「先生。召し

上がってください。」とお願いした。 32し

かし、イエスは彼らに言われた。「わたし

には、あなたがたの知らない食物がありま

す。」 33そこで、弟子たちは互いに言った

。「だれか食べる物を持って来たのだろう

か。」 34イエスは彼らに言われた。「わた

しを遣わした方のみこころを行ない、その

みわざを成し遂げることが、わたしの食物

です。 35あなたがたは、『刈り入れ時が来

るまでに、まだ四か月ある。』と言っては

いませんか。さあ、わたしの言うことを聞

きなさい。目を上げて畑を見なさい。色づ

いて、刈り入れるばかりになっています。

36すでに、刈る者は報酬を受け、永遠のい

のちに入れられる実を集めています。それ
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は蒔く者と刈る者がともに喜ぶためです。

(aiōnios g166) 37こういうわけで、『ひとりが

種を蒔き、ほかの者が刈り取る。』という

ことわざは、ほんとうなのです。 38わたし

は、あなたがたに自分で労苦しなかったも

のを刈り取らせるために、あなたがたを遣

わしました。ほかの人々が労苦して、あな

たがたはその労苦の実を得ているのです。

」 39さて、その町のサマリヤ人のうち多く

の者が、「あの方は、私がしたこと全部を

私に言った。」と証言したその女のことば

によってイエスを信じた。 40そこで、サマ

リヤ人たちはイエスのところに来たとき、

自分たちのところに滞在してくださるよう

に願った。そこでイエスは二日間そこに滞

在された。 41そして、さらに多くの人々が

、イエスのことばによって信じた。 42そし

て彼らはその女に言った。「もう私たちは

、あなたが話したことによって信じている

のではありません。自分で聞いて、この方

がほんとうに世の救い主だと知っているの

です。」 43さて、二日の後、イエスはここ

を去って、ガリラヤへ行かれた。 44イエス

ご自身が、「預言者は自分の故郷では尊ば

れない。」と証言しておられたからである

。 45そういうわけで、イエスがガリラヤに

行かれたとき、ガリラヤ人はイエスを歓迎

した。彼らも祭りに行っていたので、イエ

スが祭りの間にエルサレムでなさったすべ

てのことを見ていたからである。 46イエス

は再びガリラヤのカナに行かれた。そこは

、かつて水をぶどう酒にされた所である。

さて、カペナウムに病気の息子がいる王室

の役人がいた。 47この人は、イエスがユダ

ヤからガリラヤに来られたと聞いて、イエ

スのところへ行き、下って来て息子をいや

してくださるように願った。息子が死にか

かっていたからである。 48そこで、イエス

は彼に言われた。「あなたがたは、しるし

と不思議を見ないかぎり、決して信じない

。」 49その王室の役人はイエスに言った。

「主よ。どうか私の子どもが死なないうち

に下って来てください。」 50イエスは彼に

言われた。「帰って行きなさい。あなたの

息子は直っています。」その人はイエスが

言われたことばを信じて、帰途についた。

51彼が下って行く途中、そのしもべたちが

彼に出会って、彼の息子が直ったことを告

げた。 52そこで子どもがよくなった時刻を

彼らに尋ねると、「きのう、七時に熱がひ

きました。」と言った。 53それで父親は、

イエスが「あなたの息子は直っている。」

と言われた時刻と同じであることを知った

。そして彼自身と彼の家の者がみな信じた

。 54イエスはユダヤを去ってガリラヤには

いられてから、またこのことを第二のしる

しとして行なわれたのである。

5その後、ユダヤ人の祭りがあって、イエ
スはエルサレムに上られた。 2さて、エ

ルサレムには、羊の門の近くに、ヘブル語

でベテスダと呼ばれる池があって、五つの

回廊がついていた。 3その中に大ぜいの病

人、盲人、足なえ、やせ衰えた者が伏せっ

ていた。 4そこに、三十八年もの間、病気

にかかっている人がいた。 6イエスは彼が

伏せっているのを見、それがもう長い間の

ことなのを知って、彼に言われた。「よく

なりたいか。」 7病人は答えた。「主よ。

私には、水がかき回されたとき、池の中に

私を入れてくれる人がいません。行きかけ
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ると、もうほかの人が先に降りて行くので

す。」 8イエスは彼に言われた。「起きて

、床を取り上げて歩きなさい。」 9すると

、その人はすぐに直って、床を取り上げて

歩き出した。 ところが、その日は安息日で

あった。 10そこでユダヤ人たちは、そのい

やされた人に言った。「きょうは安息日だ

。床を取り上げてはいけない。」 11しかし

、その人は彼らに答えた。「私を直してく

ださった方が、『床を取り上げて歩け。』

と言われたのです。」 12彼らは尋ねた。「

『取り上げて歩け。』と言った人はだれだ

。」 13しかし、いやされた人は、それがだ

れであるか知らなかった。人が大ぜいそこ

にいる間に、イエスは立ち去られたからで

ある。 14その後、イエスは宮の中で彼を見

つけて言われた。「見なさい。あなたはよ

くなった。もう罪を犯してはなりません。

そうでないともっと悪い事があなたの身に

起こるから。」 15その人は行って、ユダヤ

人たちに、自分を直してくれた方はイエス

だと告げた。 16このためユダヤ人たちは、

イエスを迫害した。イエスが安息日にこの

ようなことをしておられたからである。 17

イエスは彼らに答えられた。「わたしの父

は今に至るまで働いておられます。ですか

らわたしも働いているのです。」 18このた

めユダヤ人たちは、ますますイエスを殺そ

うとするようになった。イエスが安息日を

破っておられただけでなく、ご自身を神と

等しくして、神を自分の父と呼んでおられ

たからである。 19そこで、イエスは彼らに

答えて言われた。「まことに、まことに、

あなたがたに告げます。子は、父がしてお

られることを見て行なう以外には、自分か

らは何事も行なうことができません。父が

なさることは何でも、子も同様に行なうの

です。 20それは、父が子を愛して、ご自分

のなさることをみな、子にお示しになるか

らです。また、これよりもさらに大きなわ

ざを子に示されます。それは、あなたがた

が驚き怪しむためです。 21父が死人を生か

し、いのちをお与えになるように、子もま

た、与えたいと思う者にいのちを与えます

。 22また、父はだれをもさばかず、すべて

のさばきを子にゆだねられました。 23それ

は、すべての者が、父を敬うように子を敬

うためです。子を敬わない者は、子を遣わ

した父をも敬いません。 24まことに、まこ

とに、あなたがたに告げます。わたしのこ

とばを聞いて、わたしを遣わした方を信じ

る者は、永遠のいのちを持ち、さばきに会

うことがなく、死からいのちに移っている

のです。 (aiōnios g166) 25まことに、まことに

、あなたがたに告げます。死人が神の子の

声を聞く時が来ます。今がその時です。そ

して、聞く者は生きるのです。 26それは、

父がご自分のうちにいのちを持っておられ

るように、子にも、自分のうちにいのちを

持つようにしてくださったからです。 27ま

た、父はさばきを行なう権を子に与えられ

ました。子は人の子だからです。 28このこ

とに驚いてはなりません。墓の中にいる者

がみな、子の声を聞いて出て来る時が来ま

す。 29善を行なった者は、よみがえってい

のちを受け、悪を行なった者は、よみがえ

ってさばきを受けるのです。 30わたしは、

自分からは何事も行なうことができません

。ただ聞くとおりにさばくのです。そして

、わたしのさばきは正しいのです。わたし
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自身の望むことを求めず、わたしを遣わし

た方のみこころを求めるからです。 31もし

わたしだけが自分のことを証言するのなら

、わたしの証言は真実ではありません。 32

わたしについて証言する方がほかにあるの

です。その方のわたしについて証言される

証言が真実であることは、わたしが知って

います。 33あなたがたは、ヨハネのところ

に人をやりましたが、彼は真理について証

言しました。 34といっても、わたしは人の

証言を受けるのではありません。わたしは

、あなたがたが救われるために、そのこと

を言うのです。 35彼は燃えて輝くともしび

であり、あなたがたはしばらくの間、その

光の中で楽しむことを願ったのです。 36し

かし、わたしにはヨハネの証言よりもすぐ

れた証言があります。父がわたしに成し遂

げさせようとしてお与えになったわざ、す

なわちわたしが行なっているわざそのもの

が、わたしについて、父がわたしを遣わし

たことを証言しているのです。 37また、わ

たしを遣わした父ご自身がわたしについて

証言しておられます。あなたがたは、まだ

一度もその御声を聞いたこともなく、御姿

を見たこともありません。 38また、そのみ

ことばをあなたがたのうちにとどめてもい

ません。父が遣わした者をあなたがたが信

じないからです。 39あなたがたは、聖書の

中に永遠のいのちがあると思うので、聖書

を調べています。その聖書が、わたしにつ

いて証言しているのです。 (aiōnios g166) 40そ

れなのに、あなたがたは、いのちを得るた

めにわたしのもとに来ようとはしません。

41わたしは人からの栄誉は受けません。 42

ただ、わたしはあなたがたを知っています

。あなたがたのうちには、神の愛がありま

せん。 43わたしはわたしの父の名によって

来ましたが、あなたがたはわたしを受け入

れません。ほかの人がその人自身の名にお

いて来れば、あなたがたはその人を受け入

れるのです。 44互いの栄誉は受けても、唯

一の神からの栄誉を求めないあなたがたは

、どうして信じることができますか。 45わ

たしが、父の前にあなたがたを訴えようと

していると思ってはなりません。あなたが

たを訴える者は、あなたがたが望みをおい

ているモーセです。 46もしあなたがたがモ

ーセを信じているのなら、わたしを信じた

はずです。モーセが書いたのはわたしのこ

とだからです。 47しかし、あなたがたがモ

ーセの書を信じないのであれば、どうして

わたしのことばを信じるでしょう。」

6その後、イエスはガリラヤの湖、すなわ
ち、テベリヤの湖の向こう岸へ行かれた

。 2大ぜいの人の群れがイエスにつき従っ

ていた。それはイエスが病人たちになさっ

ていたしるしを見たからである。 3イエス

は山に登り、弟子たちとともにそこにすわ

られた。 4さて、ユダヤ人の祭りである過

越が間近になっていた。 5イエスは目を上

げて、大ぜいの人の群れがご自分のほうに

来るのを見て、ピリポに言われた。「どこ

からパンを買って来て、この人々に食べさ

せようか。」 6もっとも、イエスは、ピリ

ポをためしてこう言われたのであった。イ

エスは、ご自分では、しようとしているこ

とを知っておられたからである。 7ピリポ

はイエスに答えた。「めいめいが少しずつ

取るにしても、二百デナリのパンでは足り

ません。」 8弟子のひとりシモン・ペテロ



ヨハネの福音書 142

の兄弟アンデレがイエスに言った。 9「こ

こに少年が大麦のパンを五つと小さい魚を

二匹持っています。しかし、こんなに大ぜ

いの人々では、それが何になりましょう。

」 10イエスは言われた。「人々をすわらせ

なさい。」その場所には草が多かった。そ

こで男たちはすわった。その数はおよそ五

千人であった。 11そこで、イエスはパンを

取り、感謝をささげてから、すわっている

人々に分けてやられた。また、小さい魚も

同じようにして、彼らにほしいだけ分けら

れた。 12そして、彼らが十分食べたとき、

弟子たちに言われた。「余ったパン切れを

、一つもむだに捨てないように集めなさい

。」 13彼らは集めてみた。すると、大麦の

パン五つから出て来たパン切れを、人々が

食べたうえ、なお余ったもので十二のかご

がいっぱいになった。 14人々は、イエスの

なさったしるしを見て、「まことに、この

方こそ、世に来られるはずの預言者だ。」

と言った。 15そこで、イエスは、人々が自

分を王とするために、むりやりに連れて行

こうとしているのを知って、ただひとり、

また山に退かれた。 16夕方になって、弟子

たちは湖畔に降りて行った。 17そして、舟

に乗り込み、カペナウムのほうへ湖を渡っ

ていた。すでに暗くなっていたが、イエス

はまだ彼らのところに来ておられなかった

。 18湖は吹きまくる強風に荒れ始めた。 19

こうして、四、五千メートルほどこぎ出し

たころ、彼らは、イエスが湖の上を歩いて

舟に近づいて来られるのを見て、恐れた。

20しかし、イエスは彼らに言われた。「わ

たしだ。恐れることはない。」 21それで彼

らは、イエスを喜んで舟に迎えた。舟はほ

どなく目的の地に着いた。 22その翌日、湖

の向こう岸にいた群衆は、そこには小舟が

一隻あっただけで、ほかにはなかったこと

、また、その舟にイエスは弟子たちといっ

しょに乗られないで、弟子たちだけが行っ

たということに気づいた。 23しかし、主が

感謝をささげられてから、人々がパンを食

べた場所の近くに、テベリヤから数隻の小

舟が来た。 24群衆は、イエスがそこにおら

れず、弟子たちもいないことを知ると、自

分たちもその小舟に乗り込んで、イエスを

捜してカペナウムに来た。 25そして湖の向

こう側でイエスを見つけたとき、彼らはイ

エスに言った。「先生。いつここにおいで

になりましたか。」 26イエスは答えて言わ

れた。「まことに、まことに、あなたがた

に告げます。あなたがたがわたしを捜して

いるのは、しるしを見たからではなく、パ

ンを食べて満腹したからです。 27なくなる

食物のためではなく、いつまでも保ち、永

遠のいのちに至る食物のために働きなさい

。それこそ、人の子があなたがたに与える

ものです。この人の子を父すなわち神が認

証されたからです。」 (aiōnios g166) 28すると

彼らはイエスに言った。「私たちは、神の

わざを行なうために、何をすべきでしょう

か。」 29イエスは答えて言われた。「あな

たがたが、神が遣わした者を信じること、

それが神のわざです。」 30そこで彼らはイ

エスに言った。「それでは、私たちが見て

あなたを信じるために、しるしとして何を

してくださいますか。どのようなことをな

さいますか。 31私たちの先祖は、荒野でマ

ナを食べました。『彼は彼らに天からパン

を与えて食べさせた。』と書いてあるとお
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りです。」 32イエスは彼らに言われた。「

まことに、まことに、あなたがたに告げま

す。モーセはあなたがたに天からのパンを

与えたのではありません。しかし、わたし

の父は、あなたがたに天からまことのパン

をお与えになります。 33というのは、神の

パンは、天から下って来て、世にいのちを

与えるものだからです。」 34そこで彼らは

イエスに言った。「主よ。いつもそのパン

を私たちにお与えください。」 35イエスは

言われた。「わたしがいのちのパンです。

わたしに来る者は決して飢えることがなく

、わたしを信じる者はどんなときにも、決

して渇くことがありません。 36しかし、あ

なたがたはわたしを見ながら信じようとし

ないと、わたしはあなたがたに言いました

。 37父がわたしにお与えになる者はみな、

わたしのところに来ます。そしてわたしの

ところに来る者を、わたしは決して捨てま

せん。 38わたしが天から下って来たのは、

自分のこころを行なうためではなく、わた

しを遣わした方のみこころを行なうためで

す。 39わたしを遣わした方のみこころは、

わたしに与えてくださったすべての者を、

わたしがひとりも失うことなく、ひとりひ

とりを終わりの日によみがえらせることで

す。 40事実、わたしの父のみこころは、子

を見て信じる者がみな永遠のいのちを持つ

ことです。わたしはその人たちをひとりひ

とり終わりの日によみがえらせます。」

(aiōnios g166) 41ユダヤ人たちは、イエスが「

わたしは天から下って来たパンである。」

と言われたので、イエスについてつぶやい

た。 42彼らは言った。「あれはヨセフの子

で、われわれはその父も母も知っている、

そのイエスではないか。どうしていま彼は

『わたしは天から下って来た。』と言うの

か。」 43イエスは彼らに答えて言われた。

「互いにつぶやくのはやめなさい。 44わた

しを遣わした父が引き寄せられないかぎり

、だれもわたしのところに来ることはでき

ません。わたしは終わりの日にその人をよ

みがえらせます。 45預言者の書に、『そし

て、彼らはみな神によって教えられる。』

と書かれていますが、父から聞いて学んだ

者はみな、わたしのところに来ます。 46だ

れも神を見た者はありません。ただ神から

出た者、すなわち、この者だけが、父を見

たのです。 47まことに、まことに、あなた

がたに告げます。信じる者は永遠のいのち

を持ちます。 (aiōnios g166) 48わたしはいのち

のパンです。 49あなたがたの先祖は荒野で

マナを食べたが、死にました。 50しかし、

これは天から下って来たパンで、それを食

べると死ぬことがないのです。 51わたしは

、天から下って来た生けるパンです。だれ

でもこのパンを食べるなら、永遠に生きま

す。またわたしが与えようとするパンは、

世のいのちのための、わたしの肉です。」

(aiōn g165) 52すると、ユダヤ人たちは、「こ

の人は、どのようにしてその肉を私たちに

与えて食べさせることができるのか。」と

言って互いに議論し合った。 53イエスは彼

らに言われた。「まことに、まことに、あ

なたがたに告げます。人の子の肉を食べ、

またその血を飲まなければ、あなたがたの

うちに、いのちはありません。 54わたしの

肉を食べ、わたしの血を飲む者は、永遠の

いのちを持っています。わたしは終わりの

日にその人をよみがえらせます。 (aiōnios
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g166) 55わたしの肉はまことの食物、わたし

の血はまことの飲み物だからです。 56わた

しの肉を食べ、わたしの血を飲む者は、わ

たしのうちにとどまり、わたしも彼のうち

にとどまります。 57生ける父がわたしを遣

わし、わたしが父によって生きているよう

に、わたしを食べる者も、わたしによって

生きるのです。 58これは、天から下って来

たパンです。あなたがたの先祖が食べて死

んだようなものではありません。このパン

を食べる者は永遠に生きます。」 (aiōn g165)

59これは、イエスがカペナウムで教えられ

たとき、会堂で話されたことである。 60そ

こで、弟子たちのうちの多くの者が、これ

を聞いて言った。「これはひどいことばだ

。そんなことをだれが聞いておられようか

。」 61しかし、イエスは、弟子たちがこう

つぶやいているのを、知っておられ、彼ら

に言われた。「このことであなたがたはつ

まずくのか。 62それでは、もし人の子がも

といた所に上るのを見たら、どうなるのか

。 63いのちを与えるのは御霊です。肉は何

の益ももたらしません。わたしがあなたが

たに話したことばは、霊であり、またいの

ちです。 64しかし、あなたがたのうちには

信じない者がいます。」――イエスは初め

から、信じない者がだれであるか、裏切る

者がだれであるかを、知っておられたので

ある。―― 65そしてイエスは言われた。「

それだから、わたしはあなたがたに、『父

のみこころによるのでないかぎり、だれも

わたしのところに来ることはできない。』

と言ったのです。」 66こういうわけで、弟

子たちのうちの多くの者が離れ去って行き

、もはやイエスとともに歩かなかった。 67

そこで、イエスは十二弟子に言われた。「

まさか、あなたがたも離れたいと思うので

はないでしょう。」 68すると、シモン・ペ

テロが答えた。「主よ。私たちがだれのと

ころに行きましょう。あなたは、永遠のい

のちのことばを持っておられます。 (aiōnios

g166) 69私たちは、あなたが神の聖者である

ことを信じ、また知っています。」 70イエ

スは彼らに答えられた。「わたしがあなた

がた十二人を選んだのではありませんか。

しかしそのうちのひとりは悪魔です。」 71

イエスはイスカリオテ・シモンの子ユダの

ことを言われたのであった。このユダは十

二弟子のひとりであったが、イエスを売ろ

うとしていた。

7その後、イエスはガリラヤを巡っておら
れた。それは、ユダヤ人たちがイエスを

殺そうとしていたので、ユダヤを巡りたい

とは思われなかったからである。 2さて、

仮庵の祭りというユダヤ人の祝いが近づい

ていた。 3そこで、イエスの兄弟たちはイ

エスに向かって言った。「あなたの弟子た

ちもあなたがしているわざを見ることがで

きるように、ここを去ってユダヤに行きな

さい。 4自分から公の場に出たいと思いな

がら、隠れた所で事を行なう者はありませ

ん。あなたがこれらの事を行なうのなら、

自分を世に現わしなさい。」 5兄弟たちも

イエスを信じていなかったのである。 6そ

こでイエスは彼らに言われた。「わたしの

時はまだ来ていません。しかし、あなたが

たの時はいつでも来ているのです。 7世は

あなたがたを憎むことはできません。しか

しわたしを憎んでいます。わたしが、世に

ついて、その行ないが悪いことをあかしす
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るからです。 8あなたがたは祭りに上って

行きなさい。わたしはこの祭りには行きま

せん。わたしの時がまだ満ちていないから

です。」 9こう言って、イエスはガリラヤ

にとどまられた。 10しかし、兄弟たちが祭

りに上ったとき、イエスご自身も、公にで

はなく、いわば内密に上って行かれた。 11

ユダヤ人たちは、祭りのとき、「あの方は

どこにおられるのか。」と言って、イエス

を捜していた。 12そして群衆の間には、イ

エスについて、いろいろとひそひそ話がさ

れていた。「良い人だ。」と言う者もあり

、「違う。群衆を惑わしているのだ。」と

言う者もいた。 13しかし、ユダヤ人たちを

恐れたため、イエスについて公然と語る者

はひとりもいなかった。 14しかし、祭りも

すでに中ごろになったとき、イエスは宮に

上って教え始められた。 15ユダヤ人たちは

驚いて言った。「この人は正規に学んだこ

とがないのに、どうして学問があるのか。

」 16そこでイエスは彼らに答えて言われた

。「わたしの教えは、わたしのものではな

く、わたしを遣わした方のものです。 17だ

れでも神のみこころを行なおうと願うなら

、その人には、この教えが神から出たもの

か、わたしが自分から語っているのかがわ

かります。 18自分から語る者は、自分の栄

光を求めます。しかし自分を遣わした方の

栄光を求める者は真実であり、その人には

不正がありません。 19モーセがあなたがた

に律法を与えたではありませんか。それな

のに、あなたがたはだれも、律法を守って

いません。あなたがたは、なぜわたしを殺

そうとするのですか。」 20群衆は答えた。

「あなたは悪霊につかれています。だれが

あなたを殺そうとしているのですか。」 21

イエスは彼らに答えて言われた。「わたし

は一つのわざをしました。それであなたが

たはみな驚いています。 22モーセはこのた

めにあなたがたに割礼を与えました。

――ただし、それはモーセから始まったの

ではなく、先祖たちからです。――それで

、あなたがたは安息日にも人に割礼を施し

ています。 23もし、人がモーセの律法が破

られないようにと、安息日にも割礼を受け

るのなら、わたしが安息日に人の全身をす

こやかにしたからといって、何でわたしに

腹を立てるのですか。 24うわべによって人

をさばかないで、正しいさばきをしなさい

。」 25そこで、エルサレムのある人たちが

言った。「この人は、彼らが殺そうとして

いる人ではないか。 26見なさい。この人は

公然と語っているのに、彼らはこの人に何

も言わない。議員たちは、この人がキリス

トであることを、ほんとうに知ったのだろ

うか。 27けれども、私たちはこの人がどこ

から来たのか知っている。しかし、キリス

トが来られるとき、それが、どこからか知

っている者はだれもいないのだ。」 28イエ

スは、宮で教えておられるとき、大声をあ

げて言われた。「あなたがたはわたしを知

っており、また、わたしがどこから来たか

も知っています。しかし、わたしは自分で

来たのではありません。わたしを遣わした

方は真実です。あなたがたは、その方を知

らないのです。 29わたしはその方を知って

います。なぜなら、わたしはその方から出

たのであり、その方がわたしを遣わしたか

らです。」 30そこで人々はイエスを捕えよ

うとしたが、しかし、だれもイエスに手を
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かけた者はなかった。イエスの時が、まだ

来ていなかったからである。 31群衆のうち

の多くの者がイエスを信じて言った。「キ

リストが来られても、この方がしているよ

りも多くのしるしを行なわれるだろうか。

」 32パリサイ人は、群衆がイエスについて

このようなことをひそひそと話しているの

を耳にした。それで祭司長、パリサイ人た

ちは、イエスを捕えようとして、役人たち

を遣わした。 33そこでイエスは言われた。

「まだしばらくの間、わたしはあなたがた

といっしょにいて、それから、わたしを遣

わした方のもとに行きます。 34あなたがた

はわたしを捜しますが、見いだすことはあ

りません。また、わたしがいる所に、あな

たがたは来ることができません。」 35そこ

で、ユダヤ人たちは互いに言った。「私た

ちには、見つからないという。それならあ

の人はどこへ行こうとしているのか。まさ

かギリシヤ人の中に離散している人々のと

ころへ行って、ギリシヤ人を教えるつもり

ではあるまい。 36『あなたがたはわたしを

捜すが、見いだすことはない。』また『わ

たしのいる所にあなたがたは来ることがで

きない。』とあの人が言ったこのことばは

、どういう意味だろうか。」 37さて、祭り

の終わりの大いなる日に、イエスは立って

、大声で言われた。「だれでも渇いている

なら、わたしのもとに来て飲みなさい。 38

わたしを信じる者は、聖書が言っていると

おりに、その人の心の奥底から、生ける水

の川が流れ出るようになる。」 39これは、

イエスを信じる者が後になってから受ける

御霊のことを言われたのである。イエスは

まだ栄光を受けておられなかったので、御

霊はまだ注がれていなかったからである。

40このことばを聞いて、群衆のうちのある

者は、「あの方は、確かにあの預言者なの

だ。」と言い、 41またある者は、「この方

はキリストだ。」と言った。またある者は

言った。「まさか、キリストはガリラヤか

らは出ないだろう。 42キリストはダビデの

子孫から、またダビデがいたベツレヘムの

村から出る、と聖書が言っているではない

か。」 43そこで、群衆の間にイエスのこと

で分裂が起こった。 44その中にはイエスを

捕えたいと思った者もいたが、イエスに手

をかけた者はなかった。 45それから役人た

ちは祭司長、パリサイ人たちのもとに帰っ

て来た。彼らは役人たちに言った。「なぜ

あの人を連れて来なかったのか。」 46役人

たちは答えた。「あの人が話すように話し

た人は、いまだかつてありません。」 47す

ると、パリサイ人が答えた。「おまえたち

も惑わされているのか。 48議員とかパリサ

イ人のうちで、だれかイエスを信じた者が

あったか。 49だが、律法を知らないこの群

衆は、のろわれている。」 50彼らのうちの

ひとりで、イエスのもとに来たことのある

ニコデモが彼らに言った。 51「私たちの律

法では、まずその人から直接聞き、その人

が何をしているのか知ったうえでなければ

、判決を下さないのではないか。」 52彼ら

は答えて言った。「あなたもガリラヤの出

身なのか。調べてみなさい。ガリラヤから

預言者は起こらない。」 53［そして人々は

それぞれ家に帰った。

8イエスはオリーブ山に行かれた。 2そし

て、朝早く、イエスはもう一度宮にはい

られた。民衆はみな、みもとに寄って来た
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。イエスはすわって、彼らに教え始められ

た。 3すると、律法学者とパリサイ人が、

姦淫の場で捕えられたひとりの女を連れて

来て、真中に置いてから、 4イエスに言っ

た。「先生。この女は姦淫の現場でつかま

えられたのです。 5モーセは律法の中で、

こういう女を石打ちにするように命じてい

ます。ところで、あなたは何と言われます

か。」 6彼らはイエスをためしてこう言っ

たのである。それは、イエスを告発する理

由を得るためであった。しかし、イエスは

身をかがめて、指で地面に書いておられた

。 7けれども、彼らが問い続けてやめなか

ったので、イエスは身を起こして言われた

。「あなたがたのうちで罪のない者が、最

初に彼女に石を投げなさい。」 8そしてイ

エスは、もう一度身をかがめて、地面に書

かれた。 9彼らはそれを聞くと、年長者た

ちから始めて、ひとりひとり出て行き、イ

エスがひとり残された。女はそのままそこ

にいた。 10イエスは身を起こして、その女

に言われた。「婦人よ。あの人たちは今ど

こにいますか。あなたを罪に定める者はな

かったのですか。」 11彼女は言った。「だ

れもいません。」そこで、イエスは言われ

た。「わたしもあなたを罪に定めない。行

きなさい。今からは決して罪を犯してはな

りません。」］ 12イエスはまた彼らに語っ

て言われた。「わたしは、世の光です。わ

たしに従う者は、決してやみの中を歩むこ

とがなく、いのちの光を持つのです。」 13

そこでパリサイ人はイエスに言った。「あ

なたは自分のことを自分で証言しています

。だから、あなたの証言は真実ではありま

せん。」 14イエスは答えて、彼らに言われ

た。「もしこのわたしが自分のことを証言

するなら、その証言は真実です。わたしは

、わたしがどこから来たか、また、どこへ

行くかを知っているからです。しかしあな

たがたは、わたしがどこから来たのか、ま

たどこへ行くのか知りません。 15あなたが

たは肉によってさばきます。わたしはだれ

をもさばきません。 16しかし、もしわたし

がさばくなら、そのさばきは正しいのです

。なぜなら、わたしひとりではなく、わた

しとわたしを遣わした方とがさばくのだか

らです。 17あなたがたの律法にも、ふたり

の証言は真実であると書かれています。 18

わたしが自分の証人であり、また、わたし

を遣わした父が、わたしについてあかしさ

れます。」 19すると、彼らはイエスに言っ

た。「あなたの父はどこにいるのですか。

」イエスは答えられた。「あなたがたは、

わたしをも、わたしの父をも知りません。

もし、あなたがたがわたしを知っていたな

ら、わたしの父をも知っていたでしょう。

」 20イエスは宮で教えられたとき、献金箱

のある所でこのことを話された。しかし、

だれもイエスを捕えなかった。イエスの時

がまだ来ていなかったからである。 21イエ

スはまた彼らに言われた。「わたしは去っ

て行きます。あなたがたはわたしを捜すけ

れども、自分の罪の中で死にます。わたし

が行く所に、あなたがたは来ることができ

ません。」 22そこで、ユダヤ人たちは言っ

た。「あの人は『わたしが行く所に、あな

たがたは来ることができない。』と言うが

、自殺するつもりなのか。」 23それでイエ

スは彼らに言われた。「あなたがたが来た

のは下からであり、わたしが来たのは上か



ヨハネの福音書 148

らです。あなたがたはこの世の者であり、

わたしはこの世の者ではありません。 24そ

れでわたしは、あなたがたが自分の罪の中

で死ぬと、あなたがたに言ったのです。も

しあなたがたが、わたしのことを信じなけ

れば、あなたがたは自分の罪の中で死ぬの

です。」 25そこで、彼らはイエスに言った

。「あなたはだれですか。」イエスは言わ

れた。「初めからわたしがあなたがたに話

して来たことは何でしたか。 26あなたがた

について言うべきこと、さばくべきことが

たくさんあります。しかし、わたしを遣わ

した方は真実であって、わたしはその方か

ら聞いたことをそのまま世に告げるのです

。」 27彼らは、イエスが父のことを語って

おられたことを悟らなかった。 28イエスは

言われた。「あなたがたが人の子を上げて

しまうと、その時、あなたがたは、わたし

が何であるか、また、わたしがわたし自身

からは何事もせず、ただ父がわたしに教え

られたとおりに、これらのことを話してい

ることを、知るようになります。 29わたし

を遣わした方はわたしとともにおられます

。わたしをひとり残されることはありませ

ん。わたしがいつも、そのみこころにかな

うことを行なうからです。」 30イエスがこ

れらのことを話しておられると、多くの者

がイエスを信じた。 31そこでイエスは、そ

の信じたユダヤ人たちに言われた。「もし

あなたがたが、わたしのことばにとどまる

なら、あなたがたはほんとうにわたしの弟

子です。 32そして、あなたがたは真理を知

り、真理はあなたがたを自由にします。」

33彼らはイエスに答えた。「私たちはアブ

ラハムの子孫であって、決してだれの奴隷

になったこともありません。あなたはどう

して、『あなたがたは自由になる。』と言

われるのですか。」 34イエスは彼らに答え

られた。「まことに、まことに、あなたが

たに告げます。罪を行なっている者はみな

、罪の奴隷です。 35奴隷はいつまでも家に

いるのではありません。しかし、息子はい

つまでもいます。 (aiōn g165) 36ですから、も

し子があなたがたを自由にするなら、あな

たがたはほんとうに自由なのです。 37わた

しは、あなたがたがアブラハムの子孫であ

ることを知っています。しかしあなたがた

はわたしを殺そうとしています。わたしの

ことばが、あなたがたのうちにはいってい

ないからです。 38わたしは父のもとで見た

ことを話しています。ところが、あなたが

たは、あなたがたの父から示されたことを

行なうのです。」 39彼らは答えて言った。

「私たちの父はアブラハムです。」イエス

は彼らに言われた。「あなたがたがアブラ

ハムの子どもなら、アブラハムのわざを行

ないなさい。 40ところが今あなたがたは、

神から聞いた真理をあなたがたに話してい

るこのわたしを、殺そうとしています。ア

ブラハムはそのようなことはしなかったの

です。 41あなたがたは、あなたがたの父の

わざを行なっています。」彼らは言った。

「私たちは不品行によって生まれた者では

ありません。私たちにはひとりの父、神が

あります。」 42イエスは言われた。「神が

もしあなたがたの父であるなら、あなたが

たはわたしを愛するはずです。なぜなら、

わたしは神から出て来てここにいるからで

す。わたしは自分で来たのではなく、神が

わたしを遣わしたのです。 43あなたがたは
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、なぜわたしの話していることがわからな

いのでしょう。それは、あなたがたがわた

しのことばに耳を傾けることができないか

らです。 44あなたがたは、あなたがたの父

である悪魔から出た者であって、あなたが

たの父の欲望を成し遂げたいと願っている

のです。悪魔は初めから人殺しであり、真

理に立ってはいません。彼のうちには真理

がないからです。彼が偽りを言うときは、

自分にふさわしい話し方をしているのです

。なぜなら彼は偽り者であり、また偽りの

父であるからです。 45しかし、このわたし

は真理を話しているために、あなたがたは

わたしを信じません。 46あなたがたのうち

だれか、わたしに罪があると責める者がい

ますか。わたしが真理を話しているなら、

なぜわたしを信じないのですか。 47神から

出た者は、神のことばに聞き従います。で

すから、あなたがたが聞き従わないのは、

あなたがたが神から出た者でないからです

。」 48ユダヤ人たちは答えて、イエスに言

った。「私たちが、あなたはサマリヤ人で

、悪霊につかれていると言うのは当然では

ありませんか。」 49イエスは答えられた。

「わたしは悪霊につかれてはいません。わ

たしは父を敬っています。しかしあなたが

たは、わたしを卑しめています。 50しかし

、わたしはわたしの栄誉を求めません。そ

れをお求めになり、さばきをなさる方がお

られます。 51まことに、まことに、あなた

がたに告げます。だれでもわたしのことば

を守るならば、その人は決して死を見るこ

とがありません。」 (aiōn g165) 52ユダヤ人た

ちはイエスに言った。「あなたが悪霊につ

かれていることが、今こそわかりました。

アブラハムは死に、預言者たちも死にまし

た。しかし、あなたは、『だれでもわたし

のことばを守るならば、その人は決して死

を味わうことがない。』と言うのです。

(aiōn g165) 53あなたは、私たちの父アブラハ

ムよりも偉大なのですか。そのアブラハム

は死んだのです。預言者たちもまた死にま

した。あなたは、自分自身をだれだと言う

のですか。」 54イエスは答えられた。「わ

たしがもし自分自身に栄光を帰するなら、

わたしの栄光はむなしいものです。わたし

に栄光を与える方は、わたしの父です。こ

の方のことを、あなたがたは『私たちの神

である。』と言っています。 55けれどもあ

なたがたはこの方を知ってはいません。し

かし、わたしは知っています。もしわたし

がこの方を知らないと言うなら、わたしは

あなたがたと同様に偽り者となるでしょう

。しかし、わたしはこの方を知っており、

そのみことばを守っています。 56あなたが

たの父アブラハムは、わたしの日を見るこ

とを思って大いに喜びました。彼はそれを

見て、喜んだのです。」 57そこで、ユダヤ

人たちはイエスに向かって言った。「あな

たはまだ五十歳になっていないのにアブラ

ハムを見たのですか。」 58イエスは彼らに

言われた。「まことに、まことに、あなた

がたに告げます。アブラハムが生まれる前

から、わたしはいるのです。」 59すると彼

らは石を取ってイエスに投げつけようとし

た。しかし、イエスは身を隠して、宮から

出て行かれた。

9またイエスは道の途中で、生まれつきの
盲人を見られた。 2弟子たちは彼につい

てイエスに質問して言った。「先生。彼が
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盲目に生まれついたのは、だれが罪を犯し

たからですか。この人ですか。その両親で

すか。」 3イエスは答えられた。「この人

が罪を犯したのでもなく、両親でもありま

せん。神のわざがこの人に現われるためで

す。 4わたしたちは、わたしを遣わした方

のわざを、昼の間に行なわなければなりま

せん。だれも働くことのできない夜が来ま

す。 5わたしが世にいる間、わたしは世の

光です。」 6イエスは、こう言ってから、

地面につばきをして、そのつばきで泥を作

られた。そしてその泥を盲人の目に塗って

言われた。 7「行って、シロアム（訳して

言えば、遣わされた者）の池で洗いなさい

。」そこで、彼は行って、洗った。すると

、見えるようになって、帰って行った。 8

近所の人たちや、前に彼がこじきをしてい

たのを見ていた人たちが言った。「これは

すわって物ごいをしていた人ではないか。

」 9ほかの人は、「これはその人だ。」と

言い、またほかの人は、「そうではない。

ただその人に似ているだけだ。」と言った

。当人は、「私がその人です。」と言った

。 10そこで、彼らは言った。「それでは、

あなたの目はどのようにしてあいたのです

か。」 11彼は答えた。「イエスという方が

、泥を作って、私の目に塗り、『シロアム

の池に行って洗いなさい。』と私に言われ

ました。それで、行って洗うと、見えるよ

うになりました。」 12また彼らは彼に言っ

た。「その人はどこにいるのですか。」彼

は「私は知りません。」と言った。 13彼ら

は、前に盲目であったその人を、パリサイ

人たちのところに連れて行った。 14ところ

で、イエスが泥を作って彼の目をあけられ

たのは、安息日であった。 15こういうわけ

でもう一度、パリサイ人も彼に、どのよう

にして見えるようになったかを尋ねた。彼

は言った。「あの方が私の目に泥を塗って

くださって、私が洗いました。私はいま見

えるのです。」 16すると、パリサイ人の中

のある人々が、「その人は神から出たので

はない。安息日を守らないからだ。」と言

った。しかし、ほかの者は言った。「罪人

である者に、どうしてこのようなしるしを

行なうことができよう。」そして、彼らの

間に、分裂が起こった。 17そこで彼らはも

う一度、盲人に言った。「あの人が目をあ

けてくれたことで、あの人を何だと思って

いるのか。」彼は言った。「あの方は預言

者です。」 18しかしユダヤ人たちは、目が

見えるようになったこの人について、彼が

盲目であったが見えるようになったという

ことを信ぜず、ついにその両親を呼び出し

て、 19尋ねて言った。「この人はあなたが

たの息子で、生まれつき盲目だったとあな

たがたが言っている人ですか。それでは、

どうしていま見えるのですか。」 20そこで

両親は答えた。「私たちは、これが私たち

の息子で、生まれつき盲目だったことを知

っています。 21しかし、どのようにしてい

ま見えるのかは知りません。また、だれが

あれの目をあけたのか知りません。あれに

聞いてください。あれはもうおとなです。

自分のことは自分で話すでしょう。」 22彼

の両親がこう言ったのは、ユダヤ人たちを

恐れたからであった。すでにユダヤ人たち

は、イエスをキリストであると告白する者

があれば、その者を会堂から追放すると決

めていたからである。 23そのために彼の両
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親は、「あれはもうおとなです。あれに聞

いてください。」と言ったのである。 24そ

こで彼らは、盲目であった人をもう一度呼

び出して言った。「神に栄光を帰しなさい

。私たちはあの人が罪人であることを知っ

ているのだ。」 25彼は答えた。「あの方が

罪人かどうか、私は知りません。ただ一つ

のことだけ知っています。私は盲目であっ

たのに、今は見えるということです。」 26

そこで彼らは言った。「あの人はおまえに

何をしたのか。どのようにしてその目をあ

けたのか。」 27彼は答えた。「もうお話し

したのですが、あなたがたは聞いてくれま

せんでした。なぜもう一度聞こうとするの

です。あなたがたも、あの方の弟子になり

たいのですか。」 28彼らは彼をののしって

言った。「おまえもあの者の弟子だ。しか

し私たちはモーセの弟子だ。 29私たちは、

神がモーセにお話しになったことは知って

いる。しかし、あの者については、どこか

ら来たのか知らないのだ。」 30彼は答えて

言った。「これは、驚きました。あなたが

たは、あの方がどこから来られたのか、ご

存じないと言う。しかし、あの方は私の目

をおあけになったのです。 31神は、罪人の

言うことはお聞きになりません。しかし、

だれでも神を敬い、そのみこころを行なう

なら、神はその人の言うことを聞いてくだ

さると、私たちは知っています。 32盲目に

生まれついた者の目をあけた者があるなど

とは、昔から聞いたこともありません。

(aiōn g165) 33もしあの方が神から出ておられ

るのでなかったら、何もできないはずです

。」 34彼らは答えて言った。「おまえは全

く罪の中に生まれていながら、私たちを教

えるのか。」そして、彼を外に追い出した

。 35イエスは、彼らが彼を追放したことを

聞き、彼を見つけ出して言われた。「あな

たは人の子を信じますか。」 36その人は答

えた。「主よ。その方はどなたでしょうか

。私がその方を信じることができますよう

に。」 37イエスは彼に言われた。「あなた

はその方を見たのです。あなたと話してい

るのがそれです。」 38彼は言った。「主よ

。私は信じます。」そして彼はイエスを拝

した。 39そこで、イエスは言われた。「わ

たしはさばきのためにこの世に来ました。

それは、目の見えない者が見えるようにな

り、見える者が盲目となるためです。」 40

パリサイ人の中でイエスとともにいた人々

が、このことを聞いて、イエスに言った。

「私たちも盲目なのですか。」 41イエスは

彼らに言われた。「もしあなたがたが盲目

であったなら、あなたがたに罪はなかった

でしょう。しかし、あなたがたは今、『私

たちは目が見える。』と言っています。あ

なたがたの罪は残るのです。」

10「まことに、まことに、あなたがたに
告げます。羊の囲いに門からはいらな

いで、ほかの所を乗り越えて来る者は、盗

人で強盗です。 2しかし、門からはいる者

は、その羊の牧者です。 3門番は彼のため

に開き、羊はその声を聞き分けます。彼は

自分の羊をその名で呼んで連れ出します。

4彼は、自分の羊をみな引き出すと、その

先頭に立って行きます。すると羊は、彼の

声を知っているので、彼について行きます

。 5しかし、ほかの人には決してついて行

きません。かえって、その人から逃げ出し

ます。その人たちの声を知らないからです
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。」 6イエスはこのたとえを彼らにお話し

になったが、彼らは、イエスの話されたこ

とが何のことかよくわからなかった。 7そ

こで、イエスはまた言われた。「まことに

、まことに、あなたがたに告げます。わた

しは羊の門です。 8わたしの前に来た者は

みな、盗人で強盗です。羊は彼らの言うこ

とを聞かなかったのです。 9わたしは門で

す。だれでも、わたしを通ってはいるなら

、救われます。また安らかに出入りし、牧

草を見つけます。 10盗人が来るのは、ただ

盗んだり、殺したり、滅ぼしたりするだけ

のためです。わたしが来たのは、羊がいの

ちを得、またそれを豊かに持つためです。

11わたしは、良い牧者です。良い牧者は羊

のためにいのちを捨てます。 12牧者でなく

、また、羊の所有者でない雇い人は、狼が

来るのを見ると、羊を置き去りにして、逃

げて行きます。それで、狼は羊を奪い、ま

た散らすのです。 13それは、彼が雇い人で

あって、羊のことを心にかけていないから

です。 14わたしは良い牧者です。わたしは

わたしのものを知っています。また、わた

しのものは、わたしを知っています。 15そ

れは、父がわたしを知っておられ、わたし

が父を知っているのと同様です。また、わ

たしは羊のためにわたしのいのちを捨てま

す。 16わたしにはまた、この囲いに属さな

いほかの羊があります。わたしはそれをも

導かなければなりません。彼らはわたしの

声に聞き従い、一つの群れ、ひとりの牧者

となるのです。 17わたしが自分のいのちを

再び得るために自分のいのちを捨てるから

こそ、父はわたしを愛してくださいます。

18だれも、わたしからいのちを取った者は

いません。わたしが自分からいのちを捨て

るのです。わたしには、それを捨てる権威

があり、それをもう一度得る権威がありま

す。わたしはこの命令をわたしの父から受

けたのです。」 19このみことばを聞いて、

ユダヤ人たちの間にまた分裂が起こった。

20彼らのうちの多くの者が言った。「あれ

は悪霊につかれて気が狂っている。どうし

てあなたがたは、あの人の言うことに耳を

貸すのか。」 21ほかの者は言った。「これ

は悪霊につかれた者のことばではない。悪

霊がどうして盲人の目をあけることができ

ようか。」 22そのころ、エルサレムで、宮

きよめの祭りがあった。 23時は冬であった

。イエスは、宮の中で、ソロモンの廊を歩

いておられた。 24それでユダヤ人たちは、

イエスを取り囲んで言った。「あなたは、

いつまで私たちに気をもませるのですか。

もしあなたがキリストなら、はっきりとそ

う言ってください。」 25イエスは彼らに答

えられた。「わたしは話しました。しかし

、あなたがたは信じないのです。わたしが

父の御名によって行なうわざが、わたしに

ついて証言しています。 26しかし、あなた

がたは信じません。それは、あなたがたが

わたしの羊に属していないからです。 27わ

たしの羊はわたしの声を聞き分けます。ま

たわたしは彼らを知っています。そして彼

らはわたしについて来ます。 28わたしは彼

らに永遠のいのちを与えます。彼らは決し

て滅びることがなく、また、だれもわたし

の手から彼らを奪い去るようなことはあり

ません。 (aiōn g165, aiōnios g166) 29わたしに彼ら

をお与えになった父は、すべてにまさって

偉大です。だれもわたしの父の御手から彼
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らを奪い去ることはできません。 30わたし

と父とは一つです。」 31ユダヤ人たちは、

イエスを石打ちにしようとして、また石を

取り上げた。 32イエスは彼らに答えられた

。「わたしは、父から出た多くの良いわざ

を、あなたがたに示しました。そのうちの

どのわざのために、わたしを石打ちにしよ

うとするのですか。」 33ユダヤ人たちはイ

エスに答えた。「良いわざのためにあなた

を石打ちにするのではありません。冒涜の

ためです。あなたは人間でありながら、自

分を神とするからです。」 34イエスは彼ら

に答えられた。「あなたがたの律法に、『

わたしは言った、あなたがたは神である。

』と書いてはありませんか。 35もし、神の

ことばを受けた人々を、神と呼んだとすれ

ば、聖書は廃棄されるものではないから、

36『わたしは神の子である。』とわたしが

言ったからといって、どうしてあなたがた

は、父が、聖別して世に遣わした者につい

て、『神を冒涜している。』と言うのです

か。 37もしわたしが、わたしの父のみわざ

を行なっていないのなら、わたしを信じな

いでいなさい。 38しかし、もし行なってい

るなら、たといわたしの言うことが信じら

れなくても、わざを信用しなさい。それは

、父がわたしにおられ、わたしが父にいる

ことを、あなたがたが悟り、また知るため

です。」 39そこで、彼らはまたイエスを捕

えようとした。しかし、イエスは彼らの手

からのがれられた。 40そして、イエスはま

たヨルダンを渡って、ヨハネが初めにバプ

テスマを授けていた所に行かれ、そこに滞

在された。 41多くの人々がイエスのところ

に来た。彼らは、「ヨハネは何一つしるし

を行なわなかったけれども、彼がこの方に

ついて話したことはみな真実であった。」

と言った。 42そして、その地方で多くの人

々がイエスを信じた。

11さて、ある人が病気にかかっていた。
ラザロといって、マリヤとその姉妹マ

ルタとの村の出で、ベタニヤの人であった

。 2このマリヤは、主に香油を塗り、髪の

毛でその足をぬぐったマリヤであって、彼

女の兄弟ラザロが病んでいたのである。 3

そこで姉妹たちは、イエスのところに使い

を送って、言った。「主よ。ご覧ください

。あなたが愛しておられる者が病気です。

」 4イエスはこれを聞いて、言われた。「

この病気は死で終わるだけのものではなく

、神の栄光のためのものです。神の子がそ

れによって栄光を受けるためです。」 5イ

エスはマルタとその姉妹とラザロとを愛し

ておられた。 6そのようなわけで、イエス

は、ラザロが病んでいることを聞かれたと

きも、そのおられた所になお二日とどまら

れた。 7その後、イエスは、「もう一度ユ

ダヤに行こう。」と弟子たちに言われた。

8弟子たちはイエスに言った。「先生。た

った今ユダヤ人たちが、あなたを石打ちに

しようとしていたのに、またそこにおいで

になるのですか。」 9イエスは答えられた

。「昼間は十二時間あるでしょう。だれで

も、昼間歩けば、つまずくことはありませ

ん。この世の光を見ているからです。 10し

かし、夜歩けばつまずきます。光がその人

のうちにないからです。」 11イエスは、こ

のように話され、それから、弟子たちに言

われた。「わたしたちの友ラザロは眠って

います。しかし、わたしは彼を眠りからさ
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ましに行くのです。」 12そこで弟子たちは

イエスに言った。「主よ。眠っているのな

ら、彼は助かるでしょう。」 13しかし、イ

エスは、ラザロの死のことを言われたので

ある。だが、彼らは眠った状態のことを言

われたものと思った。 14そこで、イエスは

そのとき、はっきりと彼らに言われた。「

ラザロは死んだのです。 15わたしは、あな

たがたのため、すなわちあなたがたが信じ

るためには、わたしがその場に居合わせな

かったことを喜んでいます。さあ、彼のと

ころへ行きましょう。」 16そこで、デドモ

と呼ばれるトマスが、弟子の仲間に言った

。「私たちも行って、主といっしょに死の

うではないか。」 17それで、イエスがおい

でになってみると、ラザロは墓の中に入れ

られて四日もたっていた。 18ベタニヤはエ

ルサレムに近く、三千メートルほど離れた

所にあった。 19大ぜいのユダヤ人がマルタ

とマリヤのところに来ていた。その兄弟の

ことについて慰めるためであった。 20マル

タは、イエスが来られたと聞いて迎えに行

った。マリヤは家ですわっていた。 21マル

タはイエスに向かって言った。「主よ。も

しここにいてくださったなら、私の兄弟は

死ななかったでしょうに。 22今でも私は知

っております。あなたが神にお求めになる

ことは何でも、神はあなたにお与えになり

ます。」 23イエスは彼女に言われた。「あ

なたの兄弟はよみがえります。」 24マルタ

はイエスに言った。「私は、終わりの日の

よみがえりの時に、彼がよみがえることを

知っております。」 25イエスは言われた。

「わたしは、よみがえりです。いのちです

。わたしを信じる者は、死んでも生きるの

です。 26また、生きていてわたしを信じる

者は、決して死ぬことがありません。この

ことを信じますか。」 (aiōn g165) 27彼女はイ

エスに言った。「はい。主よ。私は、あな

たが世に来られる神の子キリストである、

と信じております。」 28こう言ってから、

帰って行って、姉妹マリヤを呼び、「先生

が見えています。あなたを呼んでおられま

す。」とそっと言った。 29マリヤはそれを

聞くと、すぐ立ち上がって、イエスのとこ

ろに行った。 30さてイエスは、まだ村には

いらないで、マルタが出迎えた場所におら

れた。 31マリヤとともに家にいて、彼女を

慰めていたユダヤ人たちは、マリヤが急い

で立ち上がって出て行くのを見て、マリヤ

が墓に泣きに行くのだろうと思い、彼女に

ついて行った。 32マリヤは、イエスのおら

れた所に来て、お目にかかると、その足も

とにひれ伏して言った。「主よ。もしここ

にいてくださったなら、私の兄弟は死なな

かったでしょうに。」 33そこでイエスは、

彼女が泣き、彼女といっしょに来たユダヤ

人たちも泣いているのをご覧になると、霊

の憤りを覚え、心の動揺を感じて、 34言わ

れた。「彼をどこに置きましたか。」彼ら

はイエスに言った。「主よ。来てご覧くだ

さい。」 35イエスは涙を流された。 36そ

こで、ユダヤ人たちは言った。「ご覧なさ

い。主はどんなに彼を愛しておられたこと

か。」 37しかし、「盲人の目をあけたこの

方が、あの人を死なせないでおくことはで

きなかったのか。」と言う者もいた。 38そ

こでイエスは、またも心のうちに憤りを覚

えながら、墓に来られた。墓はほら穴であ

って、石がそこに立てかけてあった。 39イ
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エスは言われた。「その石を取りのけなさ

い。」死んだ人の姉妹マルタは言った。「

主よ。もう臭くなっておりましょう。四日

になりますから。」 40イエスは彼女に言わ

れた。「もしあなたが信じるなら、あなた

は神の栄光を見る、とわたしは言ったでは

ありませんか。」 41そこで、彼らは石を取

りのけた。イエスは目を上げて、言われた

。「父よ。わたしの願いを聞いてくださっ

たことを感謝いたします。 42わたしは、あ

なたがいつもわたしの願いを聞いてくださ

ることを知っておりました。しかしわたし

は、回りにいる群衆のために、この人々が

、あなたがわたしをお遣わしになったこと

を信じるようになるために、こう申したの

です。」 43そして、イエスはそう言われる

と、大声で叫ばれた。「ラザロよ。出て来

なさい。」 44すると、死んでいた人が、手

と足を長い布で巻かれたままで出て来た。

彼の顔は布切れで包まれていた。イエスは

彼らに言われた。「ほどいてやって、帰ら

せなさい。」 45そこで、マリヤのところに

来ていて、イエスがなさったことを見た多

くのユダヤ人が、イエスを信じた。 46しか

し、そのうちの幾人かは、パリサイ人たち

のところへ行って、イエスのなさったこと

を告げた。 47そこで、祭司長とパリサイ人

たちは議会を召集して言った。「われわれ

は何をしているのか。あの人が多くのしる

しを行なっているというのに。 48もしあの

人をこのまま放っておくなら、すべての人

があの人を信じるようになる。そうなると

、ローマ人がやって来て、われわれの土地

も国民も奪い取ることになる。」 49しかし

、彼らのうちのひとりで、その年の大祭司

であったカヤパが、彼らに言った。「あな

たがたは全然何もわかっていない。 50ひと

りの人が民の代わりに死んで、国民全体が

滅びないほうが、あなたがたにとって得策

だということも、考えに入れていない。」

51ところで、このことは彼が自分から言っ

たのではなくて、その年の大祭司であった

ので、イエスが国民のために死のうとして

おられること、 52また、ただ国民のためだ

けでなく、散らされている神の子たちを一

つに集めるためにも死のうとしておられる

ことを、預言したのである。 53そこで彼ら

は、その日から、イエスを殺すための計画

を立てた。 54そのために、イエスはもはや

ユダヤ人たちの間を公然と歩くことをしな

いで、そこから荒野に近い地方に去り、エ

フライムという町にはいり、弟子たちとと

もにそこに滞在された。 55さて、ユダヤ人

の過越の祭りが間近であった。多くの人々

が、身を清めるために、過越の祭りの前に

いなかからエルサレムに上って来た。 56彼

らはイエスを捜し、宮の中に立って、互い

に言った。「あなたがたはどう思いますか

。あの方は祭りに来られることはないでし

ょうか。」 57さて、祭司長、パリサイ人た

ちはイエスを捕えるために、イエスがどこ

にいるかを知っている者は届け出なければ

ならないという命令を出していた。

12イエスは過越の祭りの六日前にベタニ
ヤに来られた。そこには、イエスが死

人の中からよみがえらせたラザロがいた。

2人々はイエスのために、そこに晩餐を用

意した。そしてマルタは給仕していた。ラ

ザロは、イエスとともに食卓に着いている

人々の中に混じっていた。 3マリヤは、非
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常に高価な、純粋なナルドの香油三百グラ

ムを取って、イエスの足に塗り、彼女の髪

の毛でイエスの足をぬぐった。家は香油の

かおりでいっぱいになった。 4ところが、

弟子のひとりで、イエスを裏切ろうとして

いるイスカリオテ・ユダが言った。 5「な

ぜ、この香油を三百デナリに売って、貧し

い人々に施さなかったのか。」 6しかしこ

う言ったのは、彼が貧しい人々のことを心

にかけていたからではなく、彼は盗人であ

って、金入れを預かっていたが、その中に

収められたものを、いつも盗んでいたから

である。 7イエスは言われた。「そのまま

にしておきなさい。マリヤはわたしの葬り

の日のために、それを取っておこうとして

いたのです。 8あなたがたは、貧しい人々

とはいつもいっしょにいるが、わたしとは

いつもいっしょにいるわけではないからで

す。」 9大ぜいのユダヤ人の群れが、イエ

スがそこにおられることを聞いて、やって

来た。それはただイエスのためだけではな

く、イエスによって死人の中からよみがえ

ったラザロを見るためでもあった。 10祭司

長たちはラザロも殺そうと相談した。 11そ

れは、彼のために多くのユダヤ人が去って

行き、イエスを信じるようになったからで

ある。 12その翌日、祭りに来ていた大ぜい

の人の群れは、イエスがエルサレムに来よ

うとしておられると聞いて、 13しゅろの木

の枝を取って、出迎えのために出て行った

。そして大声で叫んだ。「ホサナ。祝福あ

れ。主の御名によって来られる方に。イス

ラエルの王に。」 14イエスは、ろばの子を

見つけて、それに乗られた。それは次のよ

うに書かれているとおりであった。 15「恐

れるな。シオンの娘。 見よ。あなたの王が

来られる。ろばの子に乗って。」 16初め

、弟子たちにはこれらのことがわからなか

った。しかし、イエスが栄光を受けられて

から、これらのことがイエスについて書か

れたことであって、人々がそのとおりにイ

エスに対して行なったことを、彼らは思い

出した。 17イエスがラザロを墓から呼び出

し、死人の中からよみがえらせたときにイ

エスといっしょにいた大ぜいの人々は、そ

のことのあかしをした。 18そのために群衆

もイエスを出迎えた。イエスがこれらのし

るしを行なわれたことを聞いたからである

。 19そこで、パリサイ人たちは互いに言っ

た。「どうしたのだ。何一つうまくいって

いない。見なさい。世はあげてあの人のあ

とについて行ってしまった。」 20さて、祭

りのとき礼拝のために上って来た人々の中

に、ギリシヤ人が幾人かいた。 21この人た

ちがガリラヤのベツサイダの人であるピリ

ポのところに来て、「先生。イエスにお目

にかかりたいのですが。」と言って頼んだ

。 22ピリポは行ってアンデレに話し、アン

デレとピリポとは行って、イエスに話した

。 23すると、イエスは彼らに答えて言われ

た。「人の子が栄光を受けるその時が来ま

した。 24まことに、まことに、あなたがた

に告げます。一粒の麦がもし地に落ちて死

ななければ、それは一つのままです。しか

し、もし死ねば、豊かな実を結びます。 25

自分のいのちを愛する者はそれを失い、こ

の世でそのいのちを憎む者はそれを保って

永遠のいのちに至るのです。 (aiōnios g166) 26

わたしに仕えるというのなら、その人はわ

たしについて来なさい。わたしがいる所に
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、わたしに仕える者もいるべきです。もし

わたしに仕えるなら、父はその人に報いて

くださいます。 27今わたしの心は騒いでい

る。何と言おうか。『父よ。この時からわ

たしをお救いください。』と言おうか。い

や。このためにこそ、わたしはこの時に至

ったのです。 28父よ。御名の栄光を現わし

てください。」そのとき、天から声が聞こ

えた。「わたしは栄光をすでに現わしたし

、またもう一度栄光を現わそう。」 29そば

に立っていてそれを聞いた群衆は、雷が鳴

ったのだと言った。ほかの人々は、「御使

いがあの方に話したのだ。」と言った。 30

イエスは答えて言われた。「この声が聞こ

えたのは、わたしのためにではなくて、あ

なたがたのためにです。 31今がこの世のさ

ばきです。今、この世を支配する者は追い

出されるのです。 32わたしが地上から上げ

られるなら、わたしはすべての人を自分の

ところに引き寄せます。」 33イエスは自分

がどのような死に方で死ぬかを示して、こ

のことを言われたのである。 34そこで、群

衆はイエスに答えた。「私たちは、律法で

、キリストはいつまでも生きておられると

聞きましたが、どうしてあなたは、人の子

は上げられなければならない、と言われる

のですか。その人の子とはだれですか。」

(aiōn g165) 35イエスは彼らに言われた。「ま

だしばらくの間、光はあなたがたの間にあ

ります。やみがあなたがたを襲うことのな

いように、あなたがたは、光がある間に歩

きなさい。やみの中を歩く者は、自分がど

こに行くのかわかりません。 36あなたがた

に光がある間に、光の子どもとなるために

、光を信じなさい。」 イエスは、これらの

ことをお話しになると、立ち去って、彼ら

から身を隠された。 37イエスが彼らの目の

前でこのように多くのしるしを行なわれた

のに、彼らはイエスを信じなかった。 38そ

れは、「主よ。だれが私たちの知らせを信

じましたか。また主の御腕はだれに現わさ

れましたか。」と言った預言者イザヤのこ

とばが成就するためであった。 39彼らが信

じることができなかったのは、イザヤがま

た次のように言ったからである。 40「主は

彼らの目を盲目にされた。また、彼らの心

をかたくなにされた。それは、彼らが目で

見、心で理解し、回心し、そしてわたしが

彼らをいやす、ということがないためであ

る。」 41イザヤがこう言ったのは、イザヤ

がイエスの栄光を見たからで、イエスをさ

して言ったのである。 42しかし、それにも

かかわらず、指導者たちの中にもイエスを

信じる者がたくさんいた。ただ、パリサイ

人たちをはばかって、告白はしなかった。

会堂から追放されないためであった。 43彼

らは、神からの栄誉よりも、人の栄誉を愛

したからである。 44また、イエスは大声で

言われた。「わたしを信じる者は、わたし

ではなく、わたしを遣わした方を信じるの

です。 45また、わたしを見る者は、わたし

を遣わした方を見るのです。 46わたしは光

として世に来ました。わたしを信じる者が

、だれもやみの中にとどまることのないた

めです。 47だれかが、わたしの言うことを

聞いてそれを守らなくても、わたしはその

人をさばきません。わたしは世をさばくた

めに来たのではなく、世を救うために来た

からです。 48わたしを拒み、わたしの言う

ことを受け入れない者には、その人をさば
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くものがあります。わたしが話したことば

が、終わりの日にその人をさばくのです。

49わたしは、自分から話したのではありま

せん。わたしを遣わした父ご自身が、わた

しが何を言い、何を話すべきかをお命じに

なりました。 50わたしは、父の命令が永遠

のいのちであることを知っています。それ

ゆえ、わたしが話していることは、父がわ

たしに言われたとおりを、そのままに話し

ているのです。」 (aiōnios g166)

13さて、過越の祭りの前に、この世を去
って父のみもとに行くべき自分の時が

来たことを知られたので、世にいる自分の

ものを愛されたイエスは、その愛を残ると

ころなく示された。 2夕食の間のことであ

った。悪魔はすでにシモンの子イスカリオ

テ・ユダの心に、イエスを売ろうとする思

いを入れていたが、 3イエスは、父が万物

を自分の手に渡されたことと、ご自分が父

から来て父に行くことを知られ、 4夕食の

席から立ち上がって、上着を脱ぎ、手ぬぐ

いを取って腰にまとわれた。 5それから、

たらいに水を入れ、弟子たちの足を洗って

、腰にまとっておられる手ぬぐいで、ふき

始められた。 6こうして、イエスはシモン

・ペテロのところに来られた。ペテロはイ

エスに言った。「主よ。あなたが、私の足

を洗ってくださるのですか。」 7イエスは

答えて言われた。「わたしがしていること

は、今はあなたにはわからないが、あとで

わかるようになります。」 8ペテロはイエ

スに言った。「決して私の足をお洗いにな

らないでください。」イエスは答えられた

。「もしわたしが洗わなければ、あなたは

わたしと何の関係もありません。」 (aiōn

g165) 9シモン・ペテロは言った。「主よ。

私の足だけでなく、手も頭も洗ってくださ

い。」 10イエスは彼に言われた。「水浴し

た者は、足以外は洗う必要がありません。

全身きよいのです。あなたがたはきよいの

ですが、みながそうではありません。」 11

イエスはご自分を裏切る者を知っておられ

た。それで、「みながきよいのではない。

」と言われたのである。 12イエスは、彼ら

の足を洗い終わり、上着を着けて、再び席

に着いて、彼らに言われた。「わたしがあ

なたがたに何をしたか、わかりますか。 13

あなたがたはわたしを先生とも主とも呼ん

でいます。あなたがたがそう言うのはよい

。わたしはそのような者だからです。 14そ

れで、主であり師であるこのわたしが、あ

なたがたの足を洗ったのですから、あなた

がたもまた互いに足を洗い合うべきです。

15わたしがあなたがたにしたとおりに、あ

なたがたもするように、わたしはあなたが

たに模範を示したのです。 16まことに、ま

ことに、あなたがたに告げます。しもべは

その主人にまさらず、遣わされた者は遣わ

した者にまさるものではありません。 17あ

なたがたがこれらのことを知っているのな

ら、それを行なうときに、あなたがたは祝

福されるのです。 18わたしは、あなたがた

全部の者について言っているのではありま

せん。わたしは、わたしが選んだ者を知っ

ています。しかし聖書に『わたしのパンを

食べている者が、わたしに向かってかかと

を上げた。』と書いてあることは成就する

のです。 19わたしは、そのことが起こる前

に、今あなたがたに話しておきます。その

ことが起こったときに、わたしがその人で
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あることをあなたがたが信じるためです。

20まことに、まことに、あなたがたに告げ

ます。わたしの遣わす者を受け入れる者は

、わたしを受け入れるのです。わたしを受

け入れる者は、わたしを遣わした方を受け

入れるのです。」 21イエスは、これらのこ

とを話されたとき、霊の激動を感じ、あか

しして言われた。「まことに、まことに、

あなたがたに告げます。あなたがたのうち

のひとりが、わたしを裏切ります。」 22弟

子たちは、だれのことを言われたのか、わ

からずに当惑して、互いに顔を見合わせて

いた。 23弟子のひとりで、イエスが愛して

おられた者が、イエスの右側で席に着いて

いた。 24そこで、シモン・ペテロが彼に合

図をして言った。「だれのことを言ってお

られるのか、知らせなさい。」 25その弟子

は、イエスの右側で席に着いたまま、イエ

スに言った。「主よ。それはだれですか。

」 26イエスは答えられた。「それはわたし

がパン切れを浸して与える者です。」それ

からイエスは、パン切れを浸し、取って、

イスカリオテ・シモンの子ユダにお与えに

なった。 27彼がパン切れを受けると、その

とき、サタンが彼にはいった。そこで、イ

エスは彼に言われた。「あなたがしようと

していることを、今すぐしなさい。」 28席

に着いている者で、イエスが何のためにユ

ダにそう言われたのか知っている者は、だ

れもなかった。 29ユダが金入れを持ってい

たので、イエスが彼に、「祭りのために入

用の物を買え。」と言われたのだとか、ま

たは、貧しい人々に何か施しをするように

言われたのだとか思った者も中にはいた。

30ユダは、パン切れを受けるとすぐ、外に

出て行った。すでに夜であった。 31ユダが

出て行ったとき、イエスは言われた。「今

こそ人の子は栄光を受けました。また、神

は人の子によって栄光をお受けになりまし

た。 32神が、人の子によって栄光をお受け

になったのであれば、神も、ご自身によっ

て人の子に栄光をお与えになります。しか

も、ただちにお与えになります。 33子ども

たちよ。わたしはいましばらくの間、あな

たがたといっしょにいます。あなたがたは

わたしを捜すでしょう。そして、『わたし

が行く所へは、あなたがたは来ることがで

きない。』とわたしがユダヤ人たちに言っ

たように、今はあなたがたにも言うのです

。 34あなたがたに新しい戒めを与えましょ

う。あなたがたは互いに愛し合いなさい。

わたしがあなたがたを愛したように、その

ように、あなたがたも互いに愛し合いなさ

い。 35もしあなたがたの互いの間に愛があ

るなら、それによって、あなたがたがわた

しの弟子であることを、すべての人が認め

るのです。」 36シモン・ペテロがイエスに

言った。「主よ。どこにおいでになるので

すか。」イエスは答えられた。「わたしが

行く所に、あなたは今はついて来ることが

できません。しかし後にはついて来ます。

」 37ペテロはイエスに言った。「主よ。な

ぜ今はあなたについて行くことができない

のですか。あなたのためにはいのちも捨て

ます。」 38イエスは答えられた。「わたし

のためにはいのちも捨てる、と言うのです

か。まことに、まことに、あなたに告げま

す。鶏が鳴くまでに、あなたは三度わたし

を知らないと言います。」
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14「あなたがたは心を騒がしてはなりま
せん。神を信じ、またわたしを信じな

さい。 2わたしの父の家には、住まいがた

くさんあります。もしなかったら、あなた

がたに言っておいたでしょう。あなたがた

のために、わたしは場所を備えに行くので

す。 3わたしが行って、あなたがたに場所

を備えたら、また来て、あなたがたをわた

しのもとに迎えます。わたしのいる所に、

あなたがたをもおらせるためです。 4わた

しの行く道はあなたがたも知っています。

」 5トマスはイエスに言った。「主よ。ど

こへいらっしゃるのか、私たちにはわかり

ません。どうして、その道が私たちにわか

りましょう。」 6イエスは彼に言われた。

「わたしが道であり、真理であり、いのち

なのです。わたしを通してでなければ、だ

れひとり父のみもとに来ることはありませ

ん。 7あなたがたは、もしわたしを知って

いたなら、父をも知っていたはずです。し

かし、今や、あなたがたは父を知っており

、また、すでに父を見たのです。」 8ピリ

ポはイエスに言った。「主よ。私たちに父

を見せてください。そうすれば満足します

。」 9イエスは彼に言われた。「ピリポ。

こんなに長い間あなたがたといっしょにい

るのに、あなたはわたしを知らなかったの

ですか。わたしを見た者は、父を見たので

す。どうしてあなたは、『私たちに父を見

せてください。』と言うのですか。 10わた

しが父におり、父がわたしにおられること

を、あなたは信じないのですか。わたしが

あなたがたに言うことばは、わたしが自分

から話しているのではありません。わたし

のうちにおられる父が、ご自分のわざをし

ておられるのです。 11わたしが父におり、

父がわたしにおられるとわたしが言うのを

信じなさい。さもなければ、わざによって

信じなさい。 12まことに、まことに、あな

たがたに告げます。わたしを信じる者は、

わたしの行なうわざを行ない、またそれよ

りもさらに大きなわざを行ないます。わた

しが父のもとに行くからです。 13またわた

しは、あなたがたがわたしの名によって求

めることは何でも、それをしましょう。父

が子によって栄光をお受けになるためです

。 14あなたがたが、わたしの名によって何

かをわたしに求めるなら、わたしはそれを

しましょう。 15もしあなたがたがわたしを

愛するなら、あなたがたはわたしの戒めを

守るはずです。 16わたしは父にお願いしま

す。そうすれば、父はもうひとりの助け主

をあなたがたにお与えになります。その助

け主がいつまでもあなたがたと、ともにお

られるためにです。 (aiōn g165) 17その方は、

真理の御霊です。世はその方を受け入れる

ことができません。世はその方を見もせず

、知りもしないからです。しかし、あなた

がたはその方を知っています。その方はあ

なたがたとともに住み、あなたがたのうち

におられるからです。 18わたしは、あなた

がたを捨てて孤児にはしません。わたしは

、あなたがたのところに戻って来るのです

。 19いましばらくで世はもうわたしを見な

くなります。しかし、あなたがたはわたし

を見ます。わたしが生きるので、あなたが

たも生きるからです。 20その日には、わた

しが父におり、あなたがたがわたしにおり

、わたしがあなたがたにおることが、あな

たがたにわかります。 21わたしの戒めを保
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ち、それを守る人は、わたしを愛する人で

す。わたしを愛する人はわたしの父に愛さ

れ、わたしもその人を愛し、わたし自身を

彼に現わします。」 22イスカリオテでない

ユダがイエスに言った。「主よ。あなたは

、私たちにはご自分を現わそうとしながら

、世には現わそうとなさらないのは、どう

いうわけですか。」 23イエスは彼に答えら

れた。「だれでもわたしを愛する人は、わ

たしのことばを守ります。そうすれば、わ

たしの父はその人を愛し、わたしたちはそ

の人のところに来て、その人とともに住み

ます。 24わたしを愛さない人は、わたしの

ことばを守りません。あなたがたが聞いて

いることばは、わたしのものではなく、わ

たしを遣わした父のことばなのです。 25こ

のことをわたしは、あなたがたといっしょ

にいる間に、あなたがたに話しました。 26

しかし、助け主、すなわち、父がわたしの

名によってお遣わしになる聖霊は、あなた

がたにすべてのことを教え、また、わたし

があなたがたに話したすべてのことを思い

起こさせてくださいます。 27わたしは、あ

なたがたに平安を残します。わたしは、あ

なたがたにわたしの平安を与えます。わた

しがあなたがたに与えるのは、世が与える

のとは違います。あなたがたは心を騒がし

てはなりません。恐れてはなりません。 28

『わたしは去って行き、また、あなたがた

のところに来る。』とわたしが言ったのを

、あなたがたは聞きました。あなたがたは

、もしわたしを愛しているなら、わたしが

父のもとに行くことを喜ぶはずです。父は

わたしよりも偉大な方だからです。 29そし

て今わたしは、そのことの起こる前にあな

たがたに話しました。それが起こったとき

に、あなたがたが信じるためです。 30わた

しは、もう、あなたがたに多くは話すまい

。この世を支配する者が来るからです。彼

はわたしに対して何もすることはできませ

ん。 31しかしそのことは、わたしが父を愛

しており、父の命じられたとおりに行なっ

ていることを世が知るためです。立ちなさ

い。さあ、ここから行くのです。

15わたしはまことのぶどうの木であり、
わたしの父は農夫です。 2わたしの枝

で実を結ばないものはみな、父がそれを取

り除き、実を結ぶものはみな、もっと多く

実を結ぶために、刈り込みをなさいます。

3あなたがたは、わたしがあなたがたに話

したことばによって、もう刈り込みが済む

んだのです。 4わたしにとどまりなさい。

わたしも、あなたがたの中にとどまります

。枝がぶどうの木についていなければ、枝

だけでは実を結ぶことができません。同様

にあなたがたも、わたしにとどまっていな

ければ、実を結ぶことはできません。 5わ

たしはぶどうの木で、あなたがたは枝です

。人がわたしにとどまり、わたしもその人

の中にとどまっているなら、そういう人は

多くの実を結びます。わたしを離れては、

あなたがたは何もすることができないから

です。 6だれでも、もしわたしにとどまっ

ていなければ、枝のように投げ捨てられて

、枯れます。人々はそれを寄せ集めて火に

投げ込むので、それは燃えてしまいます。

7あなたがたがわたしにとどまり、わたし

のことばがあなたがたにとどまるなら、何

でもあなたがたのほしいものを求めなさい

。そうすれば、あなたがたのためにそれが
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かなえられます。 8あなたがたが多くの実

を結び、わたしの弟子となることによって

、わたしの父は栄光をお受けになるのです

。 9父がわたしを愛されたように、わたし

もあなたがたを愛しました。わたしの愛の

中にとどまりなさい。 10もし、あなたがた

がわたしの戒めを守るなら、あなたがたは

わたしの愛にとどまるのです。それは、わ

たしがわたしの父の戒めを守って、わたし

の父の愛の中にとどまっているのと同じで

す。 11わたしがこれらのことをあなたがた

に話したのは、わたしの喜びがあなたがた

のうちにあり、あなたがたの喜びが満たさ

れるためです。 12わたしがあなたがたを愛

したように、あなたがたも互いに愛し合う

こと、これがわたしの戒めです。 13人がそ

の友のためにいのちを捨てるという、これ

よりも大きな愛はだれも持っていません。

14わたしがあなたがたに命じることをあな

たがたが行なうなら、あなたがたはわたし

の友です。 15わたしはもはや、あなたがた

をしもべとは呼びません。しもべは主人の

することを知らないからです。わたしはあ

なたがたを友と呼びました。なぜなら父か

ら聞いたことをみな、あなたがたに知らせ

たからです。 16あなたがたがわたしを選ん

だのではありません。わたしがあなたがた

を選び、あなたがたを任命したのです。そ

れは、あなたがたが行って実を結び、その

あなたがたの実が残るためであり、また、

あなたがたがわたしの名によって父に求め

るものは何でも、父があなたがたにお与え

になるためです。 17あなたがたが互いに愛

し合うこと、これが、わたしのあなたがた

に与える戒めです。 18もし世があなたがた

を憎むなら、世はあなたがたよりもわたし

を先に憎んだことを知っておきなさい。 19

もしあなたがたがこの世のものであったな

ら、世は自分のものを愛したでしょう。し

かし、あなたがたは世のものではなく、か

えってわたしが世からあなたがたを選び出

したのです。それで世はあなたがたを憎む

のです。 20しもべはその主人にまさるもの

ではない、とわたしがあなたがたに言った

ことばを覚えておきなさい。もし人々がわ

たしを迫害したなら、あなたがたをも迫害

します。もし彼らがわたしのことばを守っ

たなら、あなたがたのことばをも守ります

。 21しかし彼らは、わたしの名のゆえに、

あなたがたに対してそれらのことをみな行

ないます。それは彼らがわたしを遣わした

方を知らないからです。 22もしわたしが来

て彼らに話さなかったら、彼らに罪はなか

ったでしょう。しかし今では、その罪につ

いて弁解の余地はありません。 23わたしを

憎んでいる者は、わたしの父をも憎んでい

るのです。 24もしわたしが、ほかのだれも

行なったことのないわざを、彼らの間で行

なわなかったのなら、彼らには罪がなかっ

たでしょう。しかし今、彼らはわたしをも

、わたしの父をも見て、そのうえで憎んだ

のです。 25これは、『彼らは理由なしにわ

たしを憎んだ。』と彼らの律法に書かれて

いることばが成就するためです。 26わたし

が父のもとから遣わす助け主、すなわち父

から出る真理の御霊が来るとき、その御霊

がわたしについてあかしします。 27あなた

がたもあかしするのです。初めからわたし

といっしょにいたからです。
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16これらのことをあなたがたに話したの
は、あなたがたがつまずくことのない

ためです。 2人々はあなたがたを会堂から

追放するでしょう。事実、あなたがたを殺

す者がみな、そうすることで自分は神に奉

仕しているのだと思う時が来ます。 3彼ら

がこういうことを行なうのは、父をもわた

しをも知らないからです。 4しかし、わた

しがこれらのことをあなたがたに話したの

は、その時が来れば、わたしがそれについ

て話したことを、あなたがたが思い出すた

めです。わたしが初めからこれらのことを

あなたがたに話さなかったのは、わたしが

あなたがたといっしょにいたからです。 5

しかし今わたしは、わたしを遣わした方の

もとに行こうとしています。しかし、あな

たがたのうちには、ひとりとして、どこに

行くのですかと尋ねる者がありません。 6

かえって、わたしがこれらのことをあなた

がたに話したために、あなたがたの心は悲

しみでいっぱいになっています。 7しかし

、わたしは真実を言います。わたしが去っ

て行くことは、あなたがたにとって益なの

です。それは、もしわたしが去って行かな

ければ、助け主があなたがたのところに来

ないからです。しかし、もし行けば、わた

しは助け主をあなたがたのところに遣わし

ます。 8その方が来ると、罪について、義

について、さばきについて、世にその誤り

を認めさせます。 9罪についてというのは

、彼らがわたしを信じないからです。 10ま

た、義についてとは、わたしが父のもとに

行き、あなたがたがもはやわたしを見なく

なるからです。 11さばきについてとは、こ

の世を支配する者がさばかれたからです。

12わたしには、あなたがたに話すことがま

だたくさんありますが、今あなたがたはそ

れに耐える力がありません。 13しかし、そ

の方、すなわち真理の御霊が来ると、あな

たがたをすべての真理に導き入れます。御

霊は自分から語るのではなく、聞くままを

話し、また、やがて起ころうとしているこ

とをあなたがたに示すからです。 14御霊は

わたしの栄光を現わします。わたしのもの

を受けて、あなたがたに知らせるからです

。 15父が持っておられるものはみな、わた

しのものです。ですからわたしは、御霊が

わたしのものを受けて、あなたがたに知ら

せると言ったのです。 16しばらくするとあ

なたがたは、もはやわたしを見なくなりま

す。しかし、またしばらくするとわたしを

見ます。」 17そこで、弟子たちのうちのあ

る者は互いに言った。「『しばらくすると

あなたがたは、わたしを見なくなる。しか

し、またしばらくするとわたしを見る。』

また『わたしは父のもとに行くからだ。』

と主が言われるのは、どういうことなのだ

ろう。」 18そこで、彼らは「しばらくする

と、と主が言われるのは何のことだろうか

。私たちには主の言われることがわからな

い。」と言った。 19イエスは、彼らが質問

したがっていることを知って、彼らに言わ

れた。「『しばらくするとあなたがたは、

わたしを見なくなる。しかし、またしばら

くするとわたしを見る。』とわたしが言っ

たことについて、互いに論じ合っているの

ですか。 20まことに、まことに、あなたが

たに告げます。あなたがたは泣き、嘆き悲

しむが、世は喜ぶのです。あなたがたは悲

しむが、しかし、あなたがたの悲しみは喜
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びに変わります。 21女が子を産むときには

、その時が来たので苦しみます。しかし、

子を産んでしまうと、ひとりの人が世に生

まれた喜びのために、もはやその激しい苦

痛を忘れてしまいます。 22あなたがたにも

、今は悲しみがあるが、わたしはもう一度

あなたがたに会います。そうすれば、あな

たがたの心は喜びに満たされます。そして

、その喜びをあなたがたから奪い去る者は

ありません。 23その日には、あなたがたは

もはや、わたしに何も尋ねません。まこと

に、まことに、あなたがたに告げます。あ

なたがたが父に求めることは何でも、父は

、わたしの名によってそれをあなたがたに

お与えになります。 24あなたがたは今まで

、何もわたしの名によって求めたことはあ

りません。求めなさい。そうすれば受ける

のです。それはあなたがたの喜びが満ち満

ちたものとなるためです。 25これらのこと

を、わたしはあなたがたにたとえで話しま

した。もはやたとえでは話さないで、父に

ついてはっきりと告げる時が来ます。 26そ

の日には、あなたがたはわたしの名によっ

て求めるのです。わたしはあなたがたに代

わって父に願ってあげようとは言いません

。 27それはあなたがたがわたしを愛し、ま

た、わたしを神から出て来た者と信じたの

で、父ご自身があなたがたを愛しておられ

るからです。 28わたしは父から出て、世に

来ました。もう一度、わたしは世を去って

父のみもとに行きます。」 29弟子たちは言

った。「ああ、今あなたははっきりとお話

しになって、何一つたとえ話はなさいませ

ん。 30いま私たちは、あなたがいっさいの

ことをご存じで、だれもあなたにお尋ねす

る必要がないことがわかりました。これで

、私たちはあなたが神から来られたことを

信じます。」 31イエスは彼らに答えられた

。「あなたがたは今、信じているのですか

。 32見なさい。あなたがたが散らされて、

それぞれ自分の家に帰り、わたしをひとり

残す時が来ます。いや、すでに来ています

。しかし、わたしはひとりではありません

。父がわたしといっしょにおられるからで

す。 33わたしがこれらのことをあなたがた

に話したのは、あなたがたがわたしにあっ

て平安を持つためです。あなたがたは、世

にあっては患難があります。しかし、勇敢

でありなさい。わたしはすでに世に勝った

のです。」

17イエスはこれらのことを話してから、
目を天に向けて、言われた。「父よ。

時が来ました。あなたの子があなたの栄光

を現わすために、子の栄光を現わしてくだ

さい。 2それは子が、あなたからいただい

たすべての者に、永遠のいのちを与えるた

め、あなたは、すべての人を支配する権威

を子にお与えになったからです。 (aiōnios

g166) 3その永遠のいのちとは、彼らが唯一

のまことの神であるあなたと、あなたの遣

わされたイエス・キリストとを知ることで

す。 (aiōnios g166) 4あなたがわたしに行なわ

せるためにお与えになったわざを、わたし

は成し遂げて、地上であなたの栄光を現わ

しました。 5今は、父よ、みそばで、わた

しを栄光で輝かせてください。世界が存在

する前に、ごいっしょにいて持っていまし

たあの栄光で輝かせてください。 6わたし

は、あなたが世から取り出してわたしに下

さった人々に、あなたの御名を明らかにし
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ました。彼らはあなたのものであって、あ

なたは彼らをわたしに下さいました。彼ら

はあなたのみことばを守りました。 7いま

彼らは、あなたがわたしに下さったものは

みな、あなたから出ていることを知ってい

ます。 8それは、あなたがわたしに下さっ

たみことばを、わたしが彼らに与えたから

です。彼らはそれを受け入れ、わたしがあ

なたから出て来たことを確かに知り、また

、あなたがわたしを遣わされたことを信じ

ました。 9わたしは彼らのためにお願いし

ます。世のためにではなく、あなたがわた

しに下さった者たちのためにです。なぜな

ら彼らはあなたのものだからです。 10わた

しのものはみなあなたのもの、あなたのも

のはわたしのものです。そして、わたしは

彼らによって栄光を受けました。 11わたし

はもう世にいなくなります。彼らは世にお

りますが、わたしはあなたのみもとにまい

ります。聖なる父。あなたがわたしに下さ

っているあなたの御名の中に、彼らを保っ

てください。それはわたしたちと同様に、

彼らが一つとなるためです。 12わたしは彼

らといっしょにいたとき、あなたがわたし

に下さっている御名の中に彼らを保ち、ま

た守りました。彼らのうちだれも滅びた者

はなく、ただ滅びの子が滅びました。それ

は、聖書が成就するためです。 13わたしは

今みもとにまいります。わたしは彼らの中

でわたしの喜びが全うされるために、世に

あってこれらのことを話しているのです。

14わたしは彼らにあなたのみことばを与え

ました。しかし、世は彼らを憎みました。

わたしがこの世のものでないように、彼ら

もこの世のものでないからです。 15彼らを

この世から取り去ってくださるようにとい

うのではなく、悪い者から守ってくださる

ようにお願いします。 16わたしがこの世の

ものでないように、彼らもこの世のもので

はありません。 17真理によって彼らを聖別

してください。あなたのみことばは真理で

す。 18あなたがわたしを世に遣わされたよ

うに、わたしも彼らを世に遣わしました。

19わたしは、彼らのため、わたし自身を聖

別します。彼ら自身も真理によって聖別さ

れるためです。 20わたしは、ただこの人々

のためだけでなく、彼らのことばによって

わたしを信じる人々のためにもお願いしま

す。 21それは、父よ、あなたがわたしにお

られ、わたしがあなたにいるように、彼ら

がみな一つとなるためです。また、彼らも

わたしたちにおるようになるためです。そ

のことによって、あなたがわたしを遣わさ

れたことを、世が信じるためなのです。 22

またわたしは、あなたがわたしに下さった

栄光を、彼らに与えました。それは、わた

したちが一つであるように、彼らも一つで

あるためです。 23わたしは彼らにおり、あ

なたはわたしにおられます。それは、彼ら

が全うされて一つとなるためです。それは

、あなたがわたしを遣わされたことと、あ

なたがわたしを愛されたように彼らをも愛

されたこととを、この世が知るためです。

24父よ。お願いします。あなたがわたしに

下さったものをわたしのいる所にわたしと

いっしょにおらせてください。あなたがわ

たしを世の始まる前から愛しておられたた

めにわたしに下さったわたしの栄光を、彼

らが見るようになるためです。 25正しい父

よ。この世はあなたを知りません。しかし
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、わたしはあなたを知っています。また、

この人々は、あなたがわたしを遣わされた

ことを知りました。 26そして、わたしは彼

らにあなたの御名を知らせました。また、

これからも知らせます。それは、あなたが

わたしを愛してくださったその愛が彼らの

中にあり、またわたしが彼らの中にいるた

めです。」

18イエスはこれらのことを話し終えられ
ると、弟子たちとともに、ケデロンの

川筋の向こう側に出て行かれた。そこに園

があって、イエスは弟子たちといっしょに

、そこにはいられた。 2ところで、イエス

を裏切ろうとしていたユダもその場所を知

っていた。イエスがたびたび弟子たちとそ

こで会合されたからである。 3そこで、ユ

ダは一隊の兵士と、祭司長、パリサイ人た

ちから送られた役人たちを引き連れて、と

もしびとたいまつと武器を持って、そこに

来た。 4イエスは自分の身に起ころうとす

るすべてのことを知っておられたので、出

て来て、「だれを捜すのか。」と彼らに言

われた。 5彼らは、「ナザレ人イエスを。

」と答えた。イエスは彼らに「それはわた

しです。」と言われた。イエスを裏切ろう

としていたユダも彼らといっしょに立って

いた。 6イエスが彼らに、「それはわたし

です。」と言われたとき、彼らはあとずさ

りし、そして地に倒れた。 7そこで、イエ

スがもう一度、「だれを捜すのか。」と問

われると、彼らは「ナザレ人イエスを。」

と言った。 8イエスは答えられた。「それ

はわたしだと、あなたがたに言ったでしょ

う。もしわたしを捜しているのなら、この

人たちはこのままで去らせなさい。」 9そ

れは、「あなたがわたしに下さった者のう

ち、ただのひとりをも失いませんでした。

」とイエスが言われたことばが実現するた

めであった。 10シモン・ペテロは、剣を持

っていたが、それを抜き、大祭司のしもべ

を撃ち、右の耳を切り落とした。そのしも

べの名はマルコスであった。 11そこで、イ

エスはペテロに言われた。「剣をさやに収

めなさい。父がわたしに下さった杯を、ど

うして飲まずにいられよう。」 12そこで、

一隊の兵士と千人隊長、それにユダヤ人か

ら送られた役人たちは、イエスを捕えて縛

り、 13まずアンナスのところに連れて行っ

た。彼がその年の大祭司カヤパのしゅうと

だったからである。 14カヤパは、ひとりの

人が民に代わって死ぬことが得策である、

とユダヤ人に助言した人である。 15シモン

・ペテロともうひとりの弟子は、イエスに

ついて行った。この弟子は大祭司の知り合

いで、イエスといっしょに大祭司の中庭に

はいった。 16しかし、ペテロは外で門のと

ころに立っていた。それで、大祭司の知り

合いである、もうひとりの弟子が出て来て

、門番の女に話して、ペテロを連れてはい

った。 17すると、門番のはしためがペテロ

に、「あなたもあの人の弟子ではないでし

ょうね。」と言った。ペテロは、「そんな

者ではない。」と言った。 18寒かったので

、しもべたちや役人たちは、炭火をおこし

、そこに立って暖まっていた。ペテロも彼

らといっしょに、立って暖まっていた。 19

そこで、大祭司はイエスに、弟子たちのこ

と、また、教えのことについて尋問した。

20イエスは彼に答えられた。「わたしは世

に向かって公然と話しました。わたしはユ
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ダヤ人がみな集まって来る会堂や宮で、い

つも教えたのです。隠れて話したことは何

もありません。 21なぜ、あなたはわたしに

尋ねるのですか。わたしが人々に何を話し

たかは、わたしから聞いた人たちに尋ねな

さい。彼らならわたしが話した事がらを知

っています。」 22イエスがこう言われたと

き、そばに立っていた役人のひとりが、「

大祭司にそのような答え方をするのか。」

と言って、平手でイエスを打った。 23イエ

スは彼に答えられた。「もしわたしの言っ

たことが悪いなら、その悪い証拠を示しな

さい。しかし、もし正しいなら、なぜ、わ

たしを打つのか。」 24アンナスはイエスを

、縛ったままで大祭司カヤパのところに送

った。 25一方、シモン・ペテロは立って、

暖まっていた。すると、人々は彼に言った

。「あなたもあの人の弟子ではないでしょ

うね。」ペテロは否定して、「そんな者で

はない。」と言った。 26大祭司のしもべの

ひとりで、ペテロに耳を切り落とされた人

の親類に当たる者が言った。「私が見なか

ったとでもいうのですか。あなたは園であ

の人といっしょにいました。」 27それで、

ペテロはもう一度否定した。するとすぐ鶏

が鳴いた。 28さて、彼らはイエスを、カヤ

パのところから総督官邸に連れて行った。

時は明け方であった。彼らは、過越の食事

が食べられなくなることのないように、汚

れを受けまいとして、官邸にはいらなかっ

た。 29そこで、ピラトは彼らのところに出

て来て言った。「あなたがたは、この人に

対して何を告発するのですか。」 30彼らは

ピラトに答えた。「もしこの人が悪いこと

をしていなかったら、私たちはこの人をあ

なたに引き渡しはしなかったでしょう。」

31そこでピラトは彼らに言った。「あなた

がたがこの人を引き取り、自分たちの律法

に従ってさばきなさい。」ユダヤ人たちは

彼に言った。「私たちには、だれを死刑に

することも許されてはいません。」 32これ

は、ご自分がどのような死に方をされるの

かを示して話されたイエスのことばが成就

するためであった。 33そこで、ピラトはも

う一度官邸にはいって、イエスを呼んで言

った。「あなたは、ユダヤ人の王ですか。

」 34イエスは答えられた。「あなたは、自

分でそのことを言っているのですか。それ

ともほかの人が、あなたにわたしのことを

話したのですか。」 35ピラトは答えた。「

私はユダヤ人ではないでしょう。あなたの

同国人と祭司長たちが、あなたを私に引き

渡したのです。あなたは何をしたのですか

。」 36イエスは答えられた。「わたしの国

はこの世のものではありません。もしこの

世のものであったなら、わたしのしもべた

ちが、わたしをユダヤ人に渡さないように

、戦ったことでしょう。しかし、事実、わ

たしの国はこの世のものではありません。

」 37そこでピラトはイエスに言った。「そ

れでは、あなたは王なのですか。」イエス

は答えられた。「わたしが王であることは

、あなたが言うとおりです。わたしは、真

理のあかしをするために生まれ、このこと

のために世に来たのです。真理に属する者

はみな、わたしの声に聞き従います。」 38

ピラトはイエスに言った。「真理とは何で

すか。」 彼はこう言ってから、またユダヤ

人たちのところに出て行って、彼らに言っ

た。「私は、あの人には罪を認めません。
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39しかし、過越の祭りに、私があなたがた

のためにひとりの者を釈放するのがならわ

しになっています。それで、あなたがたの

ために、ユダヤ人の王を釈放することにし

ましょうか。」 40すると彼らはみな、また

大声をあげて、「この人ではない。バラバ

だ。」と言った。このバラバは強盗であっ

た。

19そこで、ピラトはイエスを捕えて、む
ち打ちにした。 2また、兵士たちは、

いばらで冠を編んで、イエスの頭にかぶら

せ、紫色の着物を着せた。 3彼らは、イエ

スに近寄っては、「ユダヤ人の王さま。ば

んざい。」と言い、またイエスの顔を平手

で打った。 4ピラトは、もう一度外に出て

来て、彼らに言った。「よく聞きなさい。

あなたがたのところにあの人を連れ出して

来ます。あの人に何の罪も見られないとい

うことを、あなたがたに知らせるためです

。」 5それでイエスは、いばらの冠と紫色

の着物を着けて、出て来られた。するとピ

ラトは彼らに「さあ、この人です。」と言

った。 6祭司長たちや役人たちはイエスを

見ると、激しく叫んで、「十字架につけろ

。十字架につけろ。」と言った。ピラトは

彼らに言った。「あなたがたがこの人を引

き取り、十字架につけなさい。私はこの人

には罪を認めません。」 7ユダヤ人たちは

彼に答えた。「私たちには律法があります

。この人は自分を神の子としたのですから

、律法によれば、死に当たります。」 8ピ

ラトは、このことばを聞くと、ますます恐

れた。 9そして、また官邸にはいって、イ

エスに言った。「あなたはどこの人ですか

。」しかし、イエスは彼に何の答えもされ

なかった。 10そこで、ピラトはイエスに言

った。「あなたは私に話さないのですか。

私にはあなたを釈放する権威があり、また

十字架につける権威があることを、知らな

いのですか。」 11イエスは答えられた。「

もしそれが上から与えられているのでなか

ったら、あなたにはわたしに対して何の権

威もありません。ですから、わたしをあな

たに渡した者に、もっと大きい罪があるの

です。」 12こういうわけで、ピラトはイエ

スを釈放しようと努力した。しかし、ユダ

ヤ人たちは激しく叫んで言った。「もしこ

の人を釈放するなら、あなたはカイザルの

味方ではありません。自分を王だとする者

はすべて、カイザルにそむくのです。」 13

そこでピラトは、これらのことばを聞いた

とき、イエスを外に引き出し、敷石（ヘブ

ル語ではガバタ）と呼ばれる場所で、裁判

の席に着いた。 14その日は過越の備え日で

、時は六時ごろであった。ピラトはユダヤ

人たちに言った。「さあ、あなたがたの王

です。」 15彼らは激しく叫んだ。「除け。

除け。十字架につけろ。」ピラトは彼らに

言った。「あなたがたの王を私が十字架に

つけるのですか。」祭司長たちは答えた。

「カイザルのほかには、私たちに王はあり

ません。」 16そこでピラトは、そのとき、

イエスを、十字架につけるため彼らに引き

渡した。 17彼らはイエスを受け取った。そ

して、イエスはご自分で十字架を負って、

「どくろの地」という場所（ヘブル語でゴ

ルゴタと言われる）に出て行かれた。 18彼

らはそこでイエスを十字架につけた。イエ

スといっしょに、ほかのふたりの者をそれ

ぞれ両側に、イエスを真中にしてであった
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。 19ピラトは罪状書きも書いて、十字架の

上に掲げた。それには「ユダヤ人の王ナザ

レ人イエス。」と書いてあった。 20それで

、大ぜいのユダヤ人がこの罪状書きを読ん

だ。イエスが十字架につけられた場所は都

に近かったからである。またそれはヘブル

語、ラテン語、ギリシヤ語で書いてあった

。 21そこで、ユダヤ人の祭司長たちがピラ

トに、「ユダヤ人の王、と書かないで、彼

はユダヤ人の王と自称した、と書いてくだ

さい。」と言った。 22ピラトは答えた。「

私の書いたことは私が書いたのです。」 23

さて、兵士たちは、イエスを十字架につけ

ると、イエスの着物を取り、ひとりの兵士

に一つずつあたるよう四分した。また下着

をも取ったが、それは上から全部一つに織

った、縫い目なしのものであった。 24そこ

で彼らは互いに言った。「それは裂かない

で、だれの物になるか、くじを引こう。」

それは、「彼らはわたしの着物を分け合い

、わたしの下着のためにくじを引いた。」

という聖書が成就するためであった。 25兵

士たちはこのようなことをしたが、イエス

の十字架のそばには、イエスの母と母の姉

妹と、クロパの妻のマリヤとマグダラのマ

リヤが立っていた。 26イエスは、母と、そ

ばに立っている愛する弟子とを見て、母に

「女の方。そこに、あなたの息子がいます

。」と言われた。 27それからその弟子に「

そこに、あなたの母がいます。」と言われ

た。その時から、この弟子は彼女を自分の

家に引き取った。 28この後、イエスは、す

べてのことが完了したのを知って、聖書が

成就するために、「わたしは渇く。」と言

われた。 29そこには酸いぶどう酒のいっぱ

いはいった入れ物が置いてあった。そこで

彼らは、酸いぶどう酒を含んだ海綿をヒソ

プの枝につけて、それをイエスの口もとに

差し出した。 30イエスは、酸いぶどう酒を

受けられると、「完了した。」と言われた

。そして、頭をたれて、霊をお渡しになっ

た。 31その日は備え日であったため、ユダ

ヤ人たちは安息日に（その安息日は大いな

る日であったので）、死体を十字架の上に

残しておかないように、すねを折ってそれ

を取りのける処置をピラトに願った。 32そ

れで、兵士たちが来て、イエスといっしょ

に十字架につけられた第一の者と、もうひ

とりの者とのすねを折った。 33しかし、イ

エスのところに来ると、イエスがすでに死

んでおられるのを認めたので、そのすねを

折らなかった。 34しかし、兵士のうちのひ

とりがイエスのわき腹を槍で突き刺した。

すると、ただちに血と水が出て来た。 35そ

れを目撃した者があかしをしているのであ

る。そのあかしは真実である。その人が、

あなたがたにも信じさせるために、真実を

話すということをよく知っているのである

。 36この事が起こったのは、「彼の骨は一

つも砕かれない。」という聖書のことばが

成就するためであった。 37また聖書の別の

ところには、「彼らは自分たちが突き刺し

た方を見る。」と言われているからである

。 38そのあとで、イエスの弟子ではあった

がユダヤ人を恐れてそのことを隠していた

アリマタヤのヨセフが、イエスのからだを

取りかたづけたいとピラトに願った。それ

で、ピラトは許可を与えた。そこで彼は来

て、イエスのからだを取り降ろした。 39前

に、夜イエスのところに来たニコデモも、
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没薬とアロエを混ぜ合わせたものをおよそ

三十キログラムばかり持って、やって来た

。 40そこで、彼らはイエスのからだを取り

、ユダヤ人の埋葬の習慣に従って、それを

香料といっしょに亜麻布で巻いた。 41イエ

スが十字架につけられた場所に園があって

、そこには、まだだれも葬られたことのな

い新しい墓があった。 42その日がユダヤ人

の備え日であったため、墓が近かったので

、彼らはイエスをそこに納めた。

20さて、週の初めの日に、マグダラのマ
リヤは、朝早くまだ暗いうちに墓に来

た。そして、墓から石が取りのけてあるの

を見た。 2それで、走って、シモン・ペテ

ロと、イエスが愛された、もうひとりの弟

子とのところに来て、言った。「だれかが

墓から主を取って行きました。主をどこに

置いたのか、私たちにはわかりません。」

3そこでペテロともうひとりの弟子は外に

出て来て、墓のほうへ行った。 4ふたりは

いっしょに走ったが、もうひとりの弟子が

ペテロよりも速かったので、先に墓に着い

た。 5そして、からだをかがめてのぞき込

み、亜麻布が置いてあるのを見たが、中に

はいらなかった。 6シモン・ペテロも彼に

続いて来て、墓にはいり、亜麻布が置いて

あって、 7イエスの頭に巻かれていた布切

れは、亜麻布といっしょにはなく、離れた

所に巻かれたままになっているのを見た。

8そのとき、先に墓に着いたもうひとりの

弟子もはいって来た。そして、見て、信じ

た。 9彼らは、イエスが死人の中からよみ

がえらなければならないという聖書を、ま

だ理解していなかったのである。 10それで

、弟子たちはまた自分のところに帰って行

った。 11しかし、マリヤは外で墓のところ

にたたずんで泣いていた。そして、泣きな

がら、からだをかがめて墓の中をのぞき込

んだ。 12すると、ふたりの御使いが、イエ

スのからだが置かれていた場所に、ひとり

は頭のところに、ひとりは足のところに、

白い衣をまとってすわっているのが見えた

。 13彼らは彼女に言った。「なぜ泣いてい

るのですか。」彼女は言った。「だれかが

私の主を取って行きました。どこに置いた

のか、私にはわからないのです。」 14彼女

はこう言ってから、うしろを振り向いた。

すると、イエスが立っておられるのを見た

。しかし、彼女にはイエスであることがわ

からなかった。 15イエスは彼女に言われた

。「なぜ泣いているのですか。だれを捜し

ているのですか。」彼女は、それを園の管

理人だと思って言った。「あなたが、あの

方を運んだのでしたら、どこに置いたのか

言ってください。そうすれば私が引き取り

ます。」 16イエスは彼女に言われた。「マ

リヤ。」彼女は振り向いて、ヘブル語で、

「ラボニ（すなわち、先生）。」とイエス

に言った。 17イエスは彼女に言われた。「

わたしにすがりついていてはいけません。

わたしはまだ父のもとに上っていないから

です。わたしの兄弟たちのところに行って

、彼らに『わたしは、わたしの父またあな

たがたの父、わたしの神またあなたがたの

神のもとに上る。』と告げなさい。」 18マ

グダラのマリヤは、行って、「私は主にお

目にかかりました。」と言い、また、主が

彼女にこれらのことを話されたと弟子たち

に告げた。 19その日、すなわち週の初めの

日の夕方のことであった。弟子たちがいた
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所では、ユダヤ人を恐れて戸がしめてあっ

たが、イエスが来られ、彼らの中に立って

言われた。「平安があなたがたにあるよう

に。」 20こう言ってイエスは、その手とわ

き腹を彼らに示された。弟子たちは、主を

見て喜んだ。 21イエスはもう一度、彼らに

言われた。「平安があなたがたにあるよう

に。父がわたしを遣わしたように、わたし

もあなたがたを遣わします。」 22そして、

こう言われると、彼らに息を吹きかけて言

われた。「聖霊を受けなさい。 23あなたが

たがだれかの罪を赦すなら、その人の罪は

赦され、あなたがたがだれかの罪をそのま

ま残すなら、それはそのまま残ります。」

24十二弟子のひとりで、デドモと呼ばれる

トマスは、イエスが来られたときに、彼ら

といっしょにいなかった。 25それで、ほか

の弟子たちが彼に「私たちは主を見た。」

と言った。しかし、トマスは彼らに「私は

、その手に釘の跡を見、私の指を釘のとこ

ろに差し入れ、また私の手をそのわきに差

し入れてみなければ、決して信じません。

」と言った。 26八日後に、弟子たちはまた

室内におり、トマスも彼らといっしょにい

た。戸が閉じられていたが、イエスが来て

、彼らの中に立って「平安があなたがたに

あるように。」と言われた。 27それからト

マスに言われた。「あなたの指をここにつ

けて、わたしの手を見なさい。手を伸ばし

て、わたしのわきに差し入れなさい。信じ

ない者にならないで、信じる者になりなさ

い。」 28トマスは答えてイエスに言った。

「私の主。私の神。」 29イエスは彼に言わ

れた。「あなたはわたしを見たから信じた

のですか。見ずに信じる者は幸いです。」

30この書には書かれていないが、まだほか

の多くのしるしをも、イエスは弟子たちの

前で行なわれた。 31しかし、これらのこと

が書かれたのは、イエスが神の子キリスト

であることを、あなたがたが信じるため、

また、あなたがたが信じて、イエスの御名

によっていのちを得るためである。

21この後、イエスはテベリヤの湖畔で、
もう一度ご自分を弟子たちに現わされ

た。その現わされた次第はこうであった。

2シモン・ペテロ、デドモと呼ばれるトマ

ス、ガリラヤのカナのナタナエル、ゼベダ

イの子たち、ほかにふたりの弟子がいっし

ょにいた。 3シモン・ペテロが彼らに言っ

た。「私は漁に行く。」彼らは言った。「

私たちもいっしょに行きましょう。」彼ら

は出かけて、小舟に乗り込んだ。しかし、

その夜は何もとれなかった。 4夜が明けそ

めたとき、イエスは岸べに立たれた。けれ

ども弟子たちには、それがイエスであるこ

とがわからなかった。 5イエスは彼らに言

われた。「子どもたちよ。食べる物があり

ませんね。」彼らは答えた。「はい。あり

ません。」 6イエスは彼らに言われた。「

舟の右側に網をおろしなさい。そうすれば

、とれます。」そこで、彼らは網をおろし

た。すると、おびただしい魚のために、網

を引き上げることができなかった。 7そこ

で、イエスの愛されたあの弟子がペテロに

言った。「主です。」すると、シモン・ペ

テロは、主であると聞いて、裸だったので

、上着をまとって、湖に飛び込んだ。 8し

かし、ほかの弟子たちは、魚の満ちたその

網を引いて、小舟でやって来た。陸地から

遠くなく、百メートル足らずの距離だった
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からである。 9こうして彼らが陸地に上が

ったとき、そこに炭火とその上に載せた魚

と、パンがあるのを見た。 10イエスは彼ら

に言われた。「あなたがたの今とった魚を

幾匹か持って来なさい。」 11シモン・ペテ

ロは舟に上がって、網を陸地に引き上げた

。それは百五十三匹の大きな魚でいっぱい

であった。それほど多かったけれども、網

は破れなかった。 12イエスは彼らに言われ

た。「さあ来て、朝の食事をしなさい。」

弟子たちは主であることを知っていたので

、だれも「あなたはどなたですか。」とあ

えて尋ねる者はいなかった。 13イエスは来

て、パンを取り、彼らにお与えになった。

また、魚も同じようにされた。 14イエスが

、死人の中からよみがえってから、弟子た

ちにご自分を現わされたのは、すでにこれ

で三度目である。 15彼らが食事を済ませた

とき、イエスはシモン・ペテロに言われた

。「ヨハネの子シモン。あなたは、この人

たち以上に、わたしを愛しますか。」ペテ

ロはイエスに言った。「はい。主よ。私が

あなたを愛することは、あなたがご存じで

す。」イエスは彼に言われた。「わたしの

小羊を飼いなさい。」 16イエスは再び彼に

言われた。「ヨハネの子シモン。あなたは

わたしを愛しますか。」ペテロはイエスに

言った。「はい。主よ。私があなたを愛す

ることは、あなたがご存じです。」イエス

は彼に言われた。「わたしの羊を牧しなさ

い。」 17イエスは三度ペテロに言われた。

「ヨハネの子シモン。あなたはわたしを愛

しますか。」ペテロは、イエスが三度「あ

なたはわたしを愛しますか。」と言われた

ので、心を痛めてイエスに言った。「主よ

。あなたはいっさいのことをご存じです。

あなたは、私があなたを愛することを知っ

ておいでになります。」イエスは彼に言わ

れた。「わたしの羊を飼いなさい。 18まこ

とに、まことに、あなたに告げます。あな

たは若かった時には、自分で帯を締めて、

自分の歩きたい所を歩きました。しかし年

をとると、あなたは自分の手を伸ばし、ほ

かの人があなたに帯をさせて、あなたの行

きたくない所に連れて行きます。」 19これ

は、ペテロがどのような死に方をして、神

の栄光を現わすかを示して、言われたこと

であった。こうお話しになってから、ペテ

ロに言われた。「わたしに従いなさい。」

20ペテロは振り向いて、イエスが愛された

弟子があとについて来るのを見た。この弟

子はあの晩餐のとき、イエスの右側にいて

、「主よ。あなたを裏切る者はだれですか

。」と言った者である。 21ペテロは彼を見

て、イエスに言った。「主よ。この人はど

うですか。」 22イエスはペテロに言われた

。「わたしの来るまで彼が生きながらえる

のをわたしが望むとしても、それがあなた

に何のかかわりがありますか。あなたは、

わたしに従いなさい。」 23そこで、その弟

子は死なないという話が兄弟たちの間に行

き渡った。しかし、イエスはペテロに、そ

の弟子が死なないと言われたのでなく、「

わたしの来るまで彼が生きながらえるのを

わたしが望むとしても、それがあなたに何

のかかわりがありますか。」と言われたの

である。 24これらのことについてあかしし

た者、またこれらのことを書いた者は、そ

の弟子である。そして、私たちは、彼のあ

かしが真実であることを、知っている。 25
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イエスが行なわれたことは、ほかにもたく

さんあるが、もしそれらをいちいち書きし

るすなら、世界も、書かれた書物を入れる

ことができまい、と私は思う。
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使徒の働き

1テオピロよ。私は前の書で、イエスが行
ない始め、教え始められたすべてのこと

について書き、 2お選びになった使徒たち

に聖霊によって命じてから、天に上げられ

た日のことにまで及びました。 3イエスは

苦しみを受けた後、四十日の間、彼らに現

われて、神の国のことを語り、数多くの確

かな証拠をもって、ご自分が生きているこ

とを使徒たちに示された。 4彼らといっし

ょにいるとき、イエスは彼らにこう命じら

れた。「エルサレムを離れないで、わたし

から聞いた父の約束を待ちなさい。 5ヨハ

ネは水でバプテスマを授けたが、もう間も

なく、あなたがたは聖霊のバプテスマを受

けるからです。」 6そこで、彼らは、いっ

しょに集まったとき、イエスにこう尋ねた

。「主よ。今こそ、イスラエルのために国

を再興してくださるのですか。」 7イエス

は言われた。「いつとか、どんなときとか

いうことは、あなたがたは知らなくてもよ

いのです。それは、父がご自分の権威をも

ってお定めになっています。 8しかし、聖

霊があなたがたの上に臨まれるとき、あな

たがたは力を受けます。そして、エルサレ

ム、ユダヤとサマリヤの全土、および地の

果てにまで、わたしの証人となります。」

9こう言ってから、イエスは彼らが見てい

る間に上げられ、雲に包まれて、見えなく

なられた。 10イエスが上って行かれるとき

、弟子たちは天を見つめていた。すると、

見よ、白い衣を着た人がふたり、彼らのそ

ばに立っていた。 11そして、こう言った。

「ガリラヤの人たち。なぜ天を見上げて立

っているのですか。あなたがたを離れて天

に上げられたこのイエスは、天に上って行

かれるのをあなたがたが見たときと同じ有

様で、またおいでになります。」 12そこで

、彼らはオリーブという山からエルサレム

に帰った。この山はエルサレムの近くにあ

って、安息日の道のりほどの距離であった

。 13彼らは町にはいると、泊まっている屋

上の間に上がった。この人々は、ペテロと

ヨハネとヤコブとアンデレ、ピリポとトマ

ス、バルトロマイとマタイ、アルパヨの子

ヤコブと熱心党員シモンとヤコブの子ユダ

であった。 14この人たちは、婦人たちやイ

エスの母マリヤ、およびイエスの兄弟たち

とともに、みな心を合わせ、祈りに専念し

ていた。 15そのころ、百二十名ほどの兄弟

たちが集まっていたが、ペテロはその中に

立ってこう言った。 16「兄弟たち。イエス

を捕えた者どもの手引きをしたユダについ

て、聖霊がダビデの口を通して預言された

聖書のことばは、成就しなければならなか

ったのです。 17ユダは私たちの仲間として

数えられており、この務めを受けていまし

た。 18（ところがこの男は、不正なことを

して得た報酬で地所を手に入れたが、まっ

さかさまに落ち、からだは真二つに裂け、

はらわたが全部飛び出してしまった。 19こ

のことが、エルサレムの住民全部に知れて

、その地所は彼らの国語でアケルダマ、す

なわち『血の地所』と呼ばれるようになっ

た。） 20実は詩篇には、こう書いてあるの

です。『彼の住まいは荒れ果てよ、そこに

は住む者がいなくなれ。』また、『その職

は、ほかの人に取らせよ。』 21ですから、

主イエスが私たちといっしょに生活された

間、 22すなわち、ヨハネのバプテスマから
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始まって、私たちを離れて天に上げられた

日までの間、いつも私たちと行動をともに

した者の中から、だれかひとりが、私たち

とともにイエスの復活の証人とならなけれ

ばなりません。」 23そこで、彼らは、バル

サバと呼ばれ別名をユストというヨセフと

、マッテヤとのふたりを立てた。 24そして

、こう祈った。「すべての人の心を知って

おられる主よ。 25この務めと使徒職の地位

を継がせるために、このふたりのうちのど

ちらをお選びになるか、お示しください。

ユダは自分のところへ行くために脱落して

行きましたから。」 26そしてふたりのため

にくじを引くと、くじはマッテヤに当たっ

たので、彼は十一人の使徒たちに加えられ

た。

2五旬節の日になって、みなが一つ所に集
まっていた。 2すると突然、天から、激

しい風が吹いて来るような響きが起こり、

彼らのいた家全体に響き渡った。 3また、

炎のような分かれた舌が現われて、ひとり

ひとりの上にとどまった。 4すると、みな

が聖霊に満たされ、御霊が話させてくださ

るとおりに、他国のことばで話しだした。

5さて、エルサレムには、敬虔なユダヤ人

たちが、天下のあらゆる国から来て住んで

いたが、 6この物音が起こると、大ぜいの

人々が集まって来た。彼らは、それぞれ自

分の国のことばで弟子たちが話すのを聞い

て、驚きあきれてしまった。 7彼らは驚き

怪しんで言った。「どうでしょう。いま話

しているこの人たちは、みなガリラヤの人

ではありませんか。 8それなのに、私たち

めいめいの国の国語で話すのを聞くとは、

いったいどうしたことでしょう。 9私たち

は、パルテヤ人、メジヤ人、エラム人、ま

たメソポタミヤ、ユダヤ、カパドキヤ、ポ

ントとアジヤ、 10フルギヤとパンフリヤ、

エジプトとクレネに近いリビヤ地方などに

住む者たち、また滞在中のローマ人たちで

、 11ユダヤ人もいれば改宗者もいる。また

クレテ人とアラビヤ人なのに、あの人たち

が、私たちのいろいろな国ことばで神の大

きなみわざを語るのを聞こうとは。」 12人

々はみな、驚き惑って、互いに「いったい

これはどうしたことか。」と言った。 13し

かし、ほかに「彼らは甘いぶどう酒に酔っ

ているのだ。」と言ってあざける者たちも

いた。 14そこで、ペテロは十一人とともに

立って、声を張り上げ、人々にはっきりと

こう言った。「ユダヤの人々、ならびにエ

ルサレムに住むすべての人々。あなたがた

に知っていただきたいことがあります。ど

うか、私のことばに耳を貸してください。

15今は朝の九時ですから、あなたがたの思

っているようにこの人たちは酔っているの

ではありません。 16これは、預言者ヨエル

によって語られた事です。 17『神は言われ

る。 終わりの日に、わたしの霊をすべての

人に注ぐ。 すると、あなたがたの息子や娘

は預言し、青年は幻を見、老人は夢を見る

。 18その日、わたしのしもべにも、はした

めにも、わたしの霊を注ぐ。すると、彼ら

は預言する。 19また、わたしは、上は天に

不思議なわざを示し、 下は地にしるしを示

す。 それは、血と火と立ち上る煙である。

20主の大いなる輝かしい日が来る前に、太

陽はやみとなり、月は血に変わる。 21しか

し、主の名を呼ぶ者は、みな救われる。』

22イスラエルの人たち。このことばを聞い
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てください。神はナザレ人イエスによって

、あなたがたの間で力あるわざと、不思議

なわざと、あかしの奇蹟を行なわれました

。それらのことによって、神はあなたがた

に、この方のあかしをされたのです。これ

は、あなたがた自身がご承知のように、 23

神の定めた計画と神の予知とによって引き

渡されたこの方を、あなたがたは不法な者

の手によって十字架につけて殺しました。

24しかし神は、この方を死の苦しみから解

き放って、よみがえらせました。この方が

死につながれていることなど、ありえない

からです。 25ダビデはこの方について、こ

う言っています。 『私はいつも、自分の目

の前に主を見ていた。 主は、私が動かされ

ないように、 私の右におられるからである

。 26それゆえ、私の心は楽しみ、私の舌

は大いに喜んだ。 さらに私の肉体も望みの

中に安らう。 27あなたは私のたましいをハ

デスに捨てて置かず、 あなたの聖者が朽ち

果てるのを お許しにならないからである。

(Hadēs g86) 28あなたは、私にいのちの道を知

らせ、 御顔を示して、私を喜びで満たして

くださる。』 29兄弟たち。先祖ダビデにつ

いては、私はあなたがたに、確信をもって

言うことができます。彼は死んで葬られ、

その墓は今日まで私たちのところにありま

す。 30彼は預言者でしたから、神が彼の子

孫のひとりを彼の王位に着かせると誓って

言われたことを知っていたのです。 31それ

で後のことを予見して、キリストの復活に

ついて、『彼はハデスに捨てて置かれず、

その肉体は朽ち果てない。』と語ったので

す。 (Hadēs g86) 32神はこのイエスをよみがえ

らせました。私たちはみな、そのことの証

人です。 33ですから、神の右に上げられた

イエスが、御父から約束された聖霊を受け

て、今あなたがたが見聞きしているこの聖

霊をお注ぎになったのです。 34ダビデは天

に上ったわけではありません。彼は自分で

こう言っています。 『主は私の主に言われ

た。 35わたしがあなたの敵をあなたの足台

とするまでは わたしの右の座に着いていな

さい。』 36ですから、イスラエルのすべて

の人々は、このことをはっきりと知らなけ

ればなりません。すなわち、神が、今や主

ともキリストともされたこのイエスを、あ

なたがたは十字架につけたのです。」 37人

々はこれを聞いて心を刺され、ペテロとほ

かの使徒たちに、「兄弟たち。私たちはど

うしたらよいでしょうか。」と言った。 38

そこでペテロは彼らに答えた。「悔い改め

なさい。そして、それぞれ罪を赦していた

だくために、イエス・キリストの名によっ

てバプテスマを受けなさい。そうすれば、

賜物として聖霊を受けるでしょう。 39なぜ

なら、この約束は、あなたがたと、その子

どもたち、ならびにすべての遠くにいる人

々、すなわち、私たちの神である主がお召

しになる人々に与えられているからです。

」 40ペテロは、このほかにも多くのことば

をもって、あかしをし、「この曲がった時

代から救われなさい。」と言って彼らに勧

めた。 41そこで、彼のことばを受け入れた

者は、バプテスマを受けた。その日、三千

人ほどが弟子に加えられた。 42そして、彼

らは使徒たちの教えを堅く守り、交わりを

し、パンを裂き、祈りをしていた。 43そし

て、一同の心に恐れが生じ、使徒たちによ

って、多くの不思議なわざとあかしの奇蹟
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が行なわれた。 44信者となった者たちはみ

ないっしょにいて、いっさいの物を共有に

していた。 45そして、資産や持ち物を売っ

ては、それぞれの必要に応じて、みなに分

配していた。 46そして毎日、心を一つにし

て宮に集まり、家でパンを裂き、喜びと真

心をもって食事をともにし、 47神を賛美し

、すべての民に好意を持たれた。主も毎日

救われる人々を仲間に加えてくださった。

3ペテロとヨハネは午後三時の祈りの時間
に宮に上って行った。 2すると、生まれ

つき足のきかない男が運ばれて来た。この

男は、宮にはいる人たちから施しを求める

ために、毎日「美しの門」という名の宮の

門に置いてもらっていた。 3彼は、ペテロ

とヨハネが宮にはいろうとするのを見て、

施しを求めた。 4ペテロは、ヨハネととも

に、その男を見つめて、「私たちを見なさ

い。」と言った。 5男は何かもらえると思

って、ふたりに目を注いだ。 6すると、ペ

テロは、「金銀は私にはない。しかし、私

にあるものを上げよう。ナザレのイエス・

キリストの名によって、歩きなさい。」と

言って、 7彼の右手を取って立たせた。す

るとたちまち、彼の足とくるぶしが強くな

り、 8おどり上がってまっすぐに立ち、歩

きだした。そして歩いたり、はねたりしな

がら、神を賛美しつつ、ふたりといっしょ

に宮にはいって行った。 9人々はみな、彼

が歩きながら、神を賛美しているのを見た

。 10そして、これが、施しを求めるために

宮の「美しの門」にすわっていた男だとわ

かると、この人の身に起こったことに驚き

、あきれた。 11この人が、ペテロとヨハネ

につきまとっている間に、非常に驚いた人

々がみないっせいに、ソロモンの廊という

回廊にいる彼らのところに、やって来た。

12ペテロはこれを見て、人々に向かってこ

う言った。「イスラエル人たち。なぜこの

ことに驚いているのですか。なぜ、私たち

が自分の力とか信仰深さとかによって彼を

歩かせたかのように、私たちを見つめるの

ですか。 13アブラハム、イサク、ヤコブの

神、すなわち、私たちの先祖の神は、その

しもべイエスに栄光をお与えになりました

。あなたがたは、この方を引き渡し、ピラ

トが釈放すると決めたのに、その面前でこ

の方を拒みました。 14そのうえ、このきよ

い、正しい方を拒んで、人殺しの男を赦免

するように要求し、 15いのちの君を殺しま

した。しかし、神はこのイエスを死者の中

からよみがえらせました。私たちはそのこ

との証人です。 16そして、このイエスの御

名が、その御名を信じる信仰のゆえに、あ

なたがたがいま見ており知っているこの人

を強くしたのです。イエスによって与えら

れる信仰が、この人を皆さんの目の前で完

全なからだにしたのです。 17ですから、兄

弟たち。私は知っています。あなたがたは

、自分たちの指導者たちと同様に、無知の

ためにあのような行ないをしたのです。 18

しかし、神は、すべての預言者たちの口を

通して、キリストの受難をあらかじめ語っ

ておられたことを、このように実現されま

した。 19そういうわけですから、あなたが

たの罪をぬぐい去っていただくために、悔

い改めて、神に立ち返りなさい。 20それは

、主の御前から回復の時が来て、あなたが

たのためにメシヤと定められたイエスを、

主が遣わしてくださるためなのです。 21こ
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のイエスは、神が昔から、聖なる預言者た

ちの口を通してたびたび語られた、あの万

物の改まる時まで、天にとどまっていなけ

ればなりません。 (aiōn g165) 22モーセはこう

言いました。『神である主は、あなたがた

のために、私のようなひとりの預言者を、

あなたがたの兄弟たちの中からお立てにな

る。この方があなたがたに語ることはみな

聞きなさい。 23その預言者に聞き従わない

者はだれでも、民の中から滅ぼし絶やされ

る。』 24また、サムエルをはじめとして、

彼に続いて語ったすべての預言者たちも、

今の時について宣べました。 25あなたがた

は預言者たちの子孫です。また、神がアブ

ラハムに、『あなたの子孫によって、地の

諸民族はみな祝福を受ける。』と言って、

あなたがたの先祖と結ばれたあの契約の子

孫です。 26神は、まずそのしもべを立てて

、あなたがたにお遣わしになりました。そ

れは、この方があなたがたを祝福して、ひ

とりひとりをその邪悪な生活から立ち返ら

せてくださるためなのです。」

4彼らが民に話していると、祭司たち、宮
の守衛長、またサドカイ人たちがやって

来たが、 2この人たちは、ペテロとヨハネ

が民を教え、イエスのことを例にあげて死

者の復活を宣べ伝えているのに、困り果て

、 3彼らに手をかけて捕えた。そして翌日

まで留置することにした。すでに夕方だっ

たからである。 4しかし、みことばを聞い

た人々が大ぜい信じ、男の数が五千人ほど

になった。 5翌日、民の指導者、長老、学

者たちは、エルサレムに集まった。 6大祭

司アンナス、カヤパ、ヨハネ、アレキサン

デル、そのほか大祭司の一族もみな出席し

た。 7彼らは使徒たちを真中に立たせて、

「あなたがたは何の権威によって、また、

だれの名によってこんなことをしたのか。

」と尋問しだした。 8そのとき、ペテロは

聖霊に満たされて、彼らに言った。「民の

指導者たち、ならびに長老の方々。 9私た

ちがきょう取り調べられているのが、病人

に行なった良いわざについてであり、その

人が何によっていやされたか、ということ

のためであるなら、 10皆さんも、またイス

ラエルのすべての人々も、よく知ってくだ

さい。この人が直って、あなたがたの前に

立っているのは、あなたがたが十字架につ

け、神が死者の中からよみがえらせたナザ

レ人イエス・キリストの御名によるのです

。 11『あなたがた家を建てる者たちに捨て

られた石が、礎の石となった。』というの

はこの方のことです。 12この方以外には、

だれによっても救いはありません。世界中

でこの御名のほかには、私たちが救われる

べき名としては、どのような名も、人間に

与えられていないからです。」 13彼らはペ

テロとヨハネとの大胆さを見、またふたり

が無学な、普通の人であるのを知って驚い

たが、ふたりがイエスとともにいたのだ、

ということがわかって来た。 14そればかり

でなく、いやされた人がふたりといっしょ

に立っているのを見ては、返すことばもな

かった。 15彼らはふたりに議会から退場す

るように命じ、そして互いに協議した。 16

彼らは言った。「あの人たちをどうしよう

。あの人たちによって著しいしるしが行な

われたことは、エルサレムの住民全部に知

れ渡っているから、われわれはそれを否定

できない。 17しかし、これ以上民の間に広
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がらないために、今後だれにもこの名によ

って語ってはならないと、彼らをきびしく

戒めよう。」 18そこで彼らを呼んで、いっ

さいイエスの名によって語ったり教えたり

してはならない、と命じた。 19ペテロとヨ

ハネは彼らに答えて言った。「神に聞き従

うより、あなたがたに聞き従うほうが、神

の前に正しいかどうか、判断してください

。 20私たちは、自分の見たこと、また聞い

たことを、話さないわけにはいきません。

」 21そこで、彼らはふたりをさらにおどし

たうえで、釈放した。それはみなの者が、

この出来事のゆえに神をあがめていたので

、人々の手前、ふたりを罰するすべがなか

ったからである。 22この奇蹟によっていや

された男は四十歳余りであった。 23釈放さ

れたふたりは、仲間のところへ行き、祭司

長たちや長老たちが彼らに言ったことを残

らず報告した。 24これを聞いた人々はみな

、心を一つにして、神に向かい、声を上げ

て言った。「主よ。あなたは天と地と海と

その中のすべてのものを造られた方です。

25あなたは、聖霊によって、あなたのしも

べであり私たちの先祖であるダビデの口を

通して、こう言われました。 『なぜ異邦人

たちは騒ぎ立ち、 もろもろの民はむなしい

ことを計るのか。 26地の王たちは立ち上が

り、 指導者たちは、主とキリストに反抗し

て、一つに組んだ。』 27事実、ヘロデと

ポンテオ・ピラトは、異邦人やイスラエル

の民といっしょに、あなたが油を注がれた

、あなたの聖なるしもべイエスに逆らって

この都に集まり、 28あなたの御手とみここ

ろによって、あらかじめお定めになったこ

とを行ないました。 29主よ。いま彼らの脅

かしをご覧になり、あなたのしもべたちに

みことばを大胆に語らせてください。 30御

手を伸ばしていやしを行なわせ、あなたの

聖なるしもべイエスの御名によって、しる

しと不思議なわざを行なわせてください。

」 31彼らがこう祈ると、その集まっていた

場所が震い動き、一同は聖霊に満たされ、

神のことばを大胆に語りだした。 32信じた

者の群れは、心と思いを一つにして、だれ

ひとりその持ち物を自分のものと言わず、

すべてを共有にしていた。 33使徒たちは、

主イエスの復活を非常に力強くあかしし、

大きな恵みがそのすべての者の上にあった

。 34彼らの中には、ひとりも乏しい者がな

かった。地所や家を持っている者は、それ

を売り、代金を携えて来て、 35使徒たちの

足もとに置き、その金は必要に従っておの

おのに分け与えられたからである。 36キプ

ロス生まれのレビ人で、使徒たちによって

バルナバ（訳すと、慰めの子）と呼ばれて

いたヨセフも、 37畑を持っていたので、そ

れを売り、その代金を持って来て、使徒た

ちの足もとに置いた。

5ところが、アナニヤという人は、妻のサ
ッピラとともにその持ち物を売り、 2妻

も承知のうえで、その代金の一部を残して

おき、ある部分を持って来て、使徒たちの

足もとに置いた。 3そこで、ペテロがこう

言った。「アナニヤ。どうしてあなたはサ

タンに心を奪われ、聖霊を欺いて、地所の

代金の一部を自分のために残しておいたの

か。 4それはもともとあなたのものであり

、売ってからもあなたの自由になったので

はないか。なぜこのようなことをたくらん

だのか。あなたは人を欺いたのではなく、
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神を欺いたのだ。」 5アナニヤはこのこと

ばを聞くと、倒れて息が絶えた。そして、

これを聞いたすべての人に、非常な恐れが

生じた。 6青年たちは立って、彼を包み、

運び出して葬った。 7三時間ほどたって、

彼の妻はこの出来事を知らずにはいって来

た。 8ペテロは彼女にこう言った。「あな

たがたは地所をこの値段で売ったのですか

。私に言いなさい。」彼女は「はい。その

値段です。」と言った。 9そこで、ペテロ

は彼女に言った。「どうしてあなたがたは

心を合わせて、主の御霊を試みたのですか

。見なさい、あなたの夫を葬った者たちが

、戸口に来ていて、あなたをも運び出しま

す。」 10すると彼女は、たちまちペテロの

足もとに倒れ、息が絶えた。はいって来た

青年たちは、彼女が死んだのを見て、運び

出し、夫のそばに葬った。 11そして、教会

全体と、このことを聞いたすべての人たち

とに、非常な恐れが生じた。 12また、使徒

たちの手によって、多くのしるしと不思議

なわざが人々の間で行なわれた。みなは一

つ心になってソロモンの廊にいた。 13ほか

の人々は、ひとりもこの交わりに加わろう

としなかったが、その人々は彼らを尊敬し

ていた。 14そればかりか、主を信じる者は

男も女もますますふえていった。 15ついに

、人々は病人を大通りへ運び出し、寝台や

寝床の上に寝かせ、ペテロが通りかかると

きには、せめてその影でも、だれかにかか

るようにするほどになった。 16また、エル

サレムの付近の町々から、大ぜいの人が、

病人や、汚れた霊に苦しめられている人な

どを連れて集まって来たが、その全部がい

やされた。 17そこで、大祭司とその仲間た

ち全部、すなわちサドカイ派の者はみな、

ねたみに燃えて立ち上がり、 18使徒たちを

捕え、留置場に入れた。 19ところが、夜、

主の使いが牢の戸を開き、彼らを連れ出し

、 20「行って宮の中に立ち、人々にこのい

のちのことばを、ことごとく語りなさい。

」と言った。 21彼らはこれを聞くと、夜明

けごろ宮にはいって教え始めた。一方、大

祭司とその仲間たちは集まって来て、議会

とイスラエル人のすべての長老を召集し、

使徒たちを引き出して来させるために、人

を獄舎にやった。 22ところが役人たちが行

ってみると、牢の中には彼らがいなかった

ので、引き返してこう報告した。 23「獄舎

は完全にしまっており、番人たちが戸口に

立っていましたが、あけてみると、中には

だれもおりませんでした。」 24宮の守衛長

や祭司長たちは、このことばを聞いて、い

ったいこれはどうなって行くのかと、使徒

たちのことで当惑した。 25そこへ、ある人

がやって来て、「大変です。あなたがたが

牢に入れた人たちが、宮の中に立って、人

々を教えています。」と告げた。 26そこで

、宮の守衛長は役人たちといっしょに出て

行き、使徒たちを連れて来た。しかし、手

荒なことはしなかった。人々に石で打ち殺

されるのを恐れたからである。 27彼らが使

徒たちを連れて来て議会の中に立たせると

、大祭司は使徒たちを問いただして、 28言

った。「あの名によって教えてはならない

ときびしく命じておいたのに、何というこ

とだ。エルサレム中にあなたがたの教えを

広めてしまい、そのうえ、あの人の血の責

任をわれわれに負わせようとしているでは

ないか。」 29ペテロをはじめ使徒たちは答
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えて言った。「人に従うより、神に従うべ

きです。 30私たちの先祖の神は、あなたが

たが十字架にかけて殺したイエスを、よみ

がえらせたのです。 31そして神は、イスラ

エルに悔い改めと罪の赦しを与えるために

、このイエスを君とし、救い主として、ご

自分の右に上げられました。 32私たちはそ

のことの証人です。神がご自分に従う者た

ちにお与えになった聖霊もそのことの証人

です。」 33彼らはこれを聞いて怒り狂い、

使徒たちを殺そうと計った。 34ところが、

すべての人に尊敬されている律法学者で、

ガマリエルというパリサイ人が議会の中に

立ち、使徒たちをしばらく外に出させるよ

うに命じた。 35それから、議員たちに向か

ってこう言った。「イスラエルの皆さん。

この人々をどう扱うか、よく気をつけてく

ださい。 36というのは、先ごろチゥダが立

ち上がって、自分を何か偉い者のように言

い、彼に従った男の数が四百人ほどありま

したが、結局、彼は殺され、従った者はみ

な散らされて、あとかたもなくなりました

。 37その後、人口調査のとき、ガリラヤ人

ユダが立ち上がり、民衆をそそのかして反

乱を起こしましたが、自分は滅び、従った

者たちもみな散らされてしまいました。 38

そこで今、あなたがたに申したいのです。

あの人たちから手を引き、放っておきなさ

い。もし、その計画や行動が人から出たも

のならば、自滅してしまうでしょう。 39し

かし、もし神から出たものならば、あなた

がたには彼らを滅ぼすことはできないでし

ょう。もしかすれば、あなたがたは神に敵

対する者になってしまいます。」彼らは彼

に説得され、 40使徒たちを呼んで、彼らを

むちで打ち、イエスの名によって語っては

ならないと言い渡したうえで釈放した。 41

そこで、使徒たちは、御名のためにはずか

しめられるに値する者とされたことを喜び

ながら、議会から出て行った。 42そして、

毎日、宮や家々で教え、イエスがキリスト

であることを宣べ伝え続けた。

6そのころ、弟子たちがふえるにつれて、
ギリシヤ語を使うユダヤ人たちが、ヘブ

ル語を使うユダヤ人たちに対して苦情を申

し立てた。彼らのうちのやもめたちが、毎

日の配給でなおざりにされていたからであ

る。 2そこで、十二使徒は弟子たち全員を

呼び集めてこう言った。「私たちが神のこ

とばをあと回しにして、食卓のことに仕え

るのはよくありません。 3そこで、兄弟た

ち。あなたがたの中から、御霊と知恵とに

満ちた、評判の良い人たち七人を選びなさ

い。私たちはその人たちをこの仕事に当た

らせることにします。 4そして、私たちは

、もっぱら祈りとみことばの奉仕に励むこ

とにします。」 5この提案は全員の承認す

るところとなり、彼らは、信仰と聖霊とに

満ちた人ステパノ、およびピリポ、プロコ

ロ、ニカノル、テモン、パルメナ、アンテ

オケの改宗者ニコラオを選び、 6この人た

ちを使徒たちの前に立たせた。そこで使徒

たちは祈って、手を彼らの上に置いた。 7

こうして神のことばは、ますます広まって

行き、エルサレムで、弟子の数が非常にふ

えて行った。そして、多くの祭司たちが次

々に信仰にはいった。 8さて、ステパノは

恵みと力とに満ち、人々の間で、すばらし

い不思議なわざとしるしを行なっていた。

9ところが、いわゆるリベルテンの会堂に
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属する人々で、クレネ人、アレキサンドリ

ヤ人、キリキヤやアジヤから来た人々など

が立ち上がって、ステパノと議論した。 10

しかし、彼が知恵と御霊によって語ってい

たので、それに対抗することができなかっ

た。 11そこで、彼らはある人々をそそのか

し、「私たちは彼がモーセと神とをけがす

ことばを語るのを聞いた。」と言わせた。

12また、民衆と長老たちと律法学者たちを

扇動し、彼を襲って捕え、議会にひっぱっ

て行った。 13そして、偽りの証人たちを立

てて、こう言わせた。「この人は、この聖

なる所と律法とに逆らうことばを語るのを

やめません。 14『あのナザレ人イエスはこ

の聖なる所をこわし、モーセが私たちに伝

えた慣例を変えてしまう。』と彼が言うの

を、私たちは聞きました。」 15議会で席に

着いていた人々はみな、ステパノに目を注

いだ。すると彼の顔は御使いの顔のように

見えた。

7大祭司は、「そのとおりか。」と尋ねた
。 2そこでステパノは言った。「兄弟た

ち、父たちよ。聞いてください。私たちの

父祖アブラハムが、カランに住む以前まだ

メソポタミヤにいたとき、栄光の神が彼に

現われて、 3『あなたの土地とあなたの親

族を離れ、わたしがあなたに示す地に行け

。』と言われました。 4そこで、アブラハ

ムはカルデヤ人の地を出て、カランに住み

ました。そして、父の死後、神は彼をそこ

から今あなたがたの住んでいるこの地にお

移しになりましたが、 5ここでは、足の踏

み場となるだけのものさえも、相続財産と

して彼にお与えになりませんでした。それ

でも、子どももなかった彼に対して、この

地を彼とその子孫に財産として与えること

を約束されたのです。 6また神は次のよう

なことを話されました。『彼の子孫は外国

に移り住み、四百年間、奴隷にされ、虐待

される。』 7そして、こう言われました。

『彼らを奴隷にする国民は、わたしがさば

く。その後、彼らはのがれ出て、この所で

、わたしを礼拝する。』 8また神は、アブ

ラハムに割礼の契約をお与えになりました

。こうして、彼にイサクが生まれました。

彼は八日目にイサクに割礼を施しました。

それから、イサクにヤコブが生まれ、ヤコ

ブに十二人の族長が生まれました。 9族長

たちはヨセフをねたんで、彼をエジプトに

売りとばしました。しかし、神は彼ととも

におられ、 10あらゆる患難から彼を救い出

し、エジプト王パロの前で、恵みと知恵を

お与えになったので、パロは彼をエジプト

と王の家全体を治める大臣に任じました。

11ところが、エジプトとカナンとの全地に

ききんが起こり、大きな災難が襲って来た

ので、私たちの先祖たちには、食物がなく

なりました。 12しかし、ヤコブはエジプト

に穀物があると聞いて、初めに私たちの先

祖たちを遣わしました。 13二回目のとき、

ヨセフは兄弟たちに、自分のことを打ち明

け、ヨセフの家族のことがパロに明らかに

なりました。 14そこで、ヨセフは人をやっ

て、父ヤコブと七十五人の全親族を呼び寄

せました。 15ヤコブはエジプトに下り、そ

こで彼も私たちの先祖たちも死にました。

16そしてシケムに運ばれ、かねてアブラハ

ムがいくらかの金でシケムのハモルの子か

ら買っておいた墓に葬られました。 17神が

アブラハムにお立てになった約束の時が近
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づくにしたがって、民はエジプトの中にふ

え広がり、 18ヨセフのことを知らない別の

王がエジプトの王位につくときまで続きま

した。 19この王は、私たちの同胞に対して

策略を巡らし、私たちの先祖を苦しめて、

幼子を捨てさせ、生かしておけないように

しました。 20このようなときに、モーセが

生まれたのです。彼は神の目にかなった、

かわいらしい子で、三か月の間、父の家で

育てられましたが、 21ついに捨てられたの

をパロの娘が拾い上げ、自分の子として育

てたのです。 22モーセはエジプト人のあら

ゆる学問を教え込まれ、ことばにもわざに

も力がありました。 23四十歳になったころ

、モーセはその兄弟であるイスラエル人を

、顧みる心を起こしました。 24そして、同

胞のひとりが虐待されているのを見て、そ

の人をかばい、エジプト人を打ち倒して、

乱暴されているその人の仕返しをしました

。 25彼は、自分の手によって神が兄弟たち

に救いを与えようとしておられることを、

みなが理解してくれるものと思っていまし

たが、彼らは理解しませんでした。 26翌日

彼は、兄弟たちが争っているところに現わ

れ、和解させようとして、『あなたがたは

、兄弟なのだ。それなのにどうしてお互い

に傷つけ合っているのか。』と言いました

。 27すると、隣人を傷つけていた者が、モ

ーセを押しのけてこう言いました。『だれ

があなたを、私たちの支配者や裁判官にし

たのか。 28きのうエジプト人を殺したよう

に、私も殺す気か。』 29このことばを聞い

たモーセは、逃げてミデアンの地に身を寄

せ、そこで男の子ふたりをもうけました。

30四十年たったとき、御使いが、モーセに

、シナイ山の荒野で柴の燃える炎の中に現

われました。 31その光景を見たモーセは驚

いて、それをよく見ようとして近寄ったと

き、主の御声が聞こえました。 32『わたし

はあなたの先祖の神、アブラハム、イサク

、ヤコブの神である。』そこで、モーセは

震え上がり、見定める勇気もなくなりまし

た。 33すると、主は彼にこう言われたので

す。『あなたの足のくつを脱ぎなさい。あ

なたの立っている所は聖なる地である。 34

わたしは、確かにエジプトにいるわたしの

民の苦難を見、そのうめき声を聞いたので

、彼らを救い出すために下って来た。さあ

、行きなさい。わたしはあなたをエジプト

に遣わそう。』 35『だれがあなたを支配者

や裁判官にしたのか。』と言って人々が拒

んだこのモーセを、神は柴の中で彼に現わ

れた御使いの手によって、支配者また解放

者としてお遣わしになったのです。 36この

人が、彼らを導き出し、エジプトの地で、

紅海で、また四十年間荒野で、不思議なわ

ざとしるしを行ないました。 37このモーセ

が、イスラエルの人々に、『神はあなたが

たのために、私のようなひとりの預言者を

、あなたがたの兄弟たちの中からお立てに

なる。』と言ったのです。 38また、この人

が、シナイ山で彼に語った御使いや私たち

の先祖たちとともに、荒野の集会において

、生けるみことばを授かり、あなたがたに

与えたのです。 39ところが、私たちの先祖

たちは彼に従うことを好まず、かえって彼

を退け、エジプトをなつかしく思って、 40

『私たちに、先立って行く神々を作ってく

ださい。私たちをエジプトの地から導き出

したモーセは、どうなったのかわかりませ



使徒の働き 184

んから。』とアロンに言いました。 41その

ころ彼らは子牛を作り、この偶像に供え物

をささげ、彼らの手で作った物を楽しんで

いました。 42そこで、神は彼らに背を向け

、彼らが天の星に仕えるままにされました

。預言者たちの書に書いてあるとおりです

。『イスラエルの家よ。あなたがたは荒野

にいた四十年の間に、 ほふられた獣と供え

物とを、 わたしにささげたことがあったか

。 43あなたがたは、モロクの幕屋とロン

パの神の星をかついでいた。 それらは、あ

なたがたが拝むために 作った偶像ではない

か。それゆえ、わたしは、あなたがたをバ

ビロンのかなたへ移す。』 44私たちの先祖

のためには、荒野にあかしの幕屋がありま

した。それは、見たとおりの形に造れとモ

ーセに言われた方の命令どおりに、造られ

ていました。 45私たちの先祖は、この幕屋

を次々に受け継いで、神が先祖たちの前か

ら異邦人を追い払い、その領土を取らせて

くださったときには、ヨシュアとともにそ

れを運び入れ、ついにダビデの時代となり

ました。 46ダビデは神の前に恵みをいただ

き、ヤコブの神のために御住まいを得たい

と願い求めました。 47けれども、神のため

に家を建てたのはソロモンでした。 48しか

し、いと高き方は、手で造った家にはお住

みになりません。預言者が語っているとお

りです。 49『主は言われる。天はわたし

の王座、地はわたしの足の足台である。あ

なたがたは、どのような家を わたしのため

に建てようとするのか。 わたしの休む所と

は、どこか。 50わたしの手が、これらのも

のをみな、造ったのではないか。』 51か

たくなで、心と耳とに割礼を受けていない

人たち。あなたがたは、先祖たちと同様に

、いつも聖霊に逆らっているのです。 52あ

なたがたの先祖が迫害しなかった預言者が

だれかあったでしょうか。彼らは、正しい

方が来られることを前もって宣べた人たち

を殺したが、今はあなたがたが、この正し

い方を裏切る者、殺す者となりました。 53

あなたがたは、御使いたちによって定めら

れた律法を受けたが、それを守ったことは

ありません。」 54人々はこれを聞いて、は

らわたが煮え返る思いで、ステパノに向か

って歯ぎしりした。 55しかし、聖霊に満た

されていたステパノは、天を見つめ、神の

栄光と、神の右に立っておられるイエスと

を見て、 56こう言った。「見なさい。天が

開けて、人の子が神の右に立っておられる

のが見えます。」 57人々は大声で叫びなが

ら、耳をおおい、いっせいにステパノに殺

到した。 58そして彼を町の外に追い出して

、石で打ち殺した。証人たちは、自分たち

の着物をサウロという青年の足もとに置い

た。 59こうして彼らがステパノに石を投げ

つけていると、ステパノは主を呼んで、こ

う言った。「主イエスよ。私の霊をお受け

ください。」 60そして、ひざまずいて、大

声でこう叫んだ。「主よ。この罪を彼らに

負わせないでください。」こう言って、眠

りについた。

8サウロは、ステパノを殺すことに賛成し
ていた。その日、エルサレムの教会に対

する激しい迫害が起こり、使徒たち以外の

者はみな、ユダヤとサマリヤの諸地方に散

らされた。 2敬虔な人たちはステパノを葬

り、彼のために非常に悲しんだ。 3サウロ

は教会を荒らし、家々にはいって、男も女
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も引きずり出し、次々に牢に入れた。 4他

方、散らされた人たちは、みことばを宣べ

ながら、巡り歩いた。 5ピリポはサマリヤ

の町に下って行き、人々にキリストを宣べ

伝えた。 6群衆はピリポの話を聞き、その

行なっていたしるしを見て、みなそろって

、彼の語ることに耳を傾けた。 7汚れた霊

につかれた多くの人たちからは、その霊が

大声で叫んで出て行くし、大ぜいの中風の

者や足のきかない者は直ったからである。

8それでその町に大きな喜びが起こった。 9

ところが、この町にシモンという人がいた

。彼は以前からこの町で魔術を行なって、

サマリヤの人々を驚かし、自分は偉大な者

だと話していた。 10小さな者から大きな者

に至るまで、あらゆる人々が彼に関心を抱

き、「この人こそ、大能と呼ばれる、神の

力だ。」と言っていた。 11人々が彼に関心

を抱いたのは、長い間、その魔術に驚かさ

れていたからである。 12しかし、ピリポが

神の国とイエス・キリストの御名について

宣べるのを信じた彼らは、男も女もバプテ

スマを受けた。 13シモン自身も信じて、バ

プテスマを受け、いつもピリポについてい

た。そして、しるしとすばらしい奇蹟が行

なわれるのを見て、驚いていた。 14さて、

エルサレムにいる使徒たちは、サマリヤの

人々が神のことばを受け入れたと聞いて、

ペテロとヨハネを彼らのところへ遣わした

。 15ふたりは下って行って、人々が聖霊を

受けるように祈った。 16彼らは主イエスの

御名によってバプテスマを受けていただけ

で、聖霊がまだだれにも下っておられなか

ったからである。 17ふたりが彼らの上に手

を置くと、彼らは聖霊を受けた。 18使徒た

ちが手を置くと聖霊が与えられるのを見た

シモンは、使徒たちのところに金を持って

来て、 19「私が手を置いた者がだれでも聖

霊を受けられるように、この権威を私にも

下さい。」と言った。 20ペテロは彼に向か

って言った。「あなたの金は、あなたとと

もに滅びるがよい。あなたは金で神の賜物

を手に入れようと思っているからです。 21

あなたは、このことについては何の関係も

ないし、それにあずかることもできません

。あなたの心が神の前に正しくないからで

す。 22だから、この悪事を悔い改めて、主

に祈りなさい。あるいは、心に抱いた思い

が赦されるかもしれません。 23あなたはま

だ苦い胆汁と不義のきずなの中にいること

が、私にはよくわかっています。」 24シモ

ンは答えて言った。「あなたがたの言われ

た事が何も私に起こらないように、私のた

めに主に祈ってください。」 25このように

して、使徒たちはおごそかにあかしをし、

また主のことばを語って後、エルサレムへ

の帰途につき、サマリヤ人の多くの村でも

福音を宣べ伝えた。 26ところが、主の使い

がピリポに向かってこう言った。「立って

南へ行き、エルサレムからガザに下る道に

出なさい。」（このガザは今、荒れ果てて

いる。） 27そこで、彼は立って出かけた。

すると、そこに、エチオピヤ人の女王カン

ダケの高官で、女王の財産全部を管理して

いた宦官のエチオピヤ人がいた。彼は礼拝

のためエルサレムに上り、 28いま帰る途中

であった。彼は馬車に乗って、預言者イザ

ヤの書を読んでいた。 29御霊がピリポに「

近寄って、あの馬車といっしょに行きなさ

い。」と言われた。 30そこでピリポが走っ
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て行くと、預言者イザヤの書を読んでいる

のが聞こえたので、「あなたは、読んでい

ることが、わかりますか。」と言った。 31

すると、その人は、「導く人がなければ、

どうしてわかりましょう。」と言った。そ

して馬車に乗っていっしょにすわるように

、ピリポに頼んだ。 32彼が読んでいた聖書

の個所には、こう書いてあった。 「ほふり

場に連れて行かれる羊のように、 また、黙

々として 毛を刈る者の前に立つ小羊のよう

に、彼は口を開かなかった。 33彼は、卑

しめられ、そのさばきも取り上げられた。

彼の時代のことを、だれが話すことができ

ようか。 彼のいのちは地上から取り去られ

たのである。」 34宦官はピリポに向かって

言った。「預言者はだれについて、こう言

っているのですか。どうか教えてください

。自分についてですか。それとも、だれか

ほかの人についてですか。」 35ピリポは口

を開き、この聖句から始めて、イエスのこ

とを彼に宣べ伝えた。 36道を進んで行くう

ちに、水のある所に来たので、宦官は言っ

た。「ご覧なさい。水があります。私がバ

プテスマを受けるのに、何かさしつかえが

あるでしょうか。」 37そして馬車を止めさ

せ、ピリポも宦官も水の中へ降りて行き、

ピリポは宦官にバプテスマを授けた。 39水

から上がって来たとき、主の霊がピリポを

連れ去られたので、宦官はそれから後彼を

見なかったが、喜びながら帰って行った。

40それからピリポはアゾトに現われ、すべ

ての町々を通って福音を宣べ伝え、カイザ

リヤに行った。

9さてサウロは、なおも主の弟子たちに対
する脅かしと殺害の意に燃えて、大祭司

のところに行き、 2ダマスコの諸会堂あて

の手紙を書いてくれるよう頼んだ。それは

、この道の者であれば男でも女でも、見つ

け次第縛り上げてエルサレムに引いて来る

ためであった。 3ところが、道を進んで行

って、ダマスコの近くまで来たとき、突然

、天からの光が彼を巡り照らした。 4彼は

地に倒れて、「サウロ、サウロ。なぜわた

しを迫害するのか。」という声を聞いた。

5彼が、「主よ。あなたはどなたですか。

」と言うと、お答えがあった。「わたしは

、あなたが迫害しているイエスである。 6

立ち上がって、町にはいりなさい。そうす

れば、あなたのしなければならないことが

告げられるはずです。」 7同行していた人

たちは、声は聞こえても、だれも見えない

ので、ものも言えずに立っていた。 8サウ

ロは地面から立ち上がったが、目は開いて

いても何も見えなかった。そこで人々は彼

の手を引いて、ダマスコへ連れて行った。

9彼は三日の間、目が見えず、また飲み食

いもしなかった。 10さて、ダマスコにアナ

ニヤという弟子がいた。主が彼に幻の中で

、「アナニヤよ。」と言われたので、「主

よ。ここにおります。」と答えた。 11する

と主はこう言われた。「立って、『まっす

ぐ』という街路に行き、サウロというタル

ソ人をユダの家に尋ねなさい。そこで、彼

は祈っています。 12彼は、アナニヤという

者がはいって来て、自分の上に手を置くと

、目が再び見えるようになるのを、幻で見

たのです。」 13しかし、アナニヤはこう答

えた。「主よ。私は多くの人々から、この

人がエルサレムで、あなたの聖徒たちにど

んなにひどいことをしたかを聞きました。



使徒の働き187

14彼はここでも、あなたの御名を呼ぶ者た

ちをみな捕縛する権限を、祭司長たちから

授けられているのです。」 15しかし、主は

こう言われた。「行きなさい。あの人はわ

たしの名を、異邦人、王たち、イスラエル

の子孫の前に運ぶ、わたしの選びの器です

。 16彼がわたしの名のために、どんなに苦

しまなければならないかを、わたしは彼に

示すつもりです。」 17そこでアナニヤは出

かけて行って、その家にはいり、サウロの

上に手を置いてこう言った。「兄弟サウロ

。あなたが来る途中でお現われになった主

イエスが、私を遣わされました。あなたが

再び見えるようになり、聖霊に満たされる

ためです。」 18するとただちに、サウロの

目からうろこのような物が落ちて、目が見

えるようになった。彼は立ち上がって、バ

プテスマを受け、 19食事をして元気づいた

。 サウロは数日の間、ダマスコの弟子たち

とともにいた。 20そしてただちに、諸会堂

で、イエスは神の子であると宣べ伝え始め

た。 21これを聞いた人々はみな、驚いてこ

う言った。「この人はエルサレムで、この

御名を呼ぶ者たちを滅ぼした者ではありま

せんか。ここへやって来たのも、彼らを縛

って、祭司長たちのところへ引いて行くた

めではないのですか。」 22しかしサウロは

ますます力を増し、イエスがキリストであ

ることを証明して、ダマスコに住むユダヤ

人たちをうろたえさせた。 23多くの日数が

たって後、ユダヤ人たちはサウロを殺す相

談をしたが、 24その陰謀はサウロに知られ

てしまった。彼らはサウロを殺してしまお

うと、昼も夜も町の門を全部見張っていた

。 25そこで、彼の弟子たちは、夜中に彼を

かごに乗せ、町の城壁伝いにつり降ろした

。 26サウロはエルサレムに着いて、弟子た

ちの仲間にはいろうと試みたが、みなは彼

を弟子だとは信じないで、恐れていた。 27

ところが、バルナバは彼を引き受けて、使

徒たちのところへ連れて行き、彼がダマス

コへ行く途中で主を見た様子や、主が彼に

向かって語られたこと、また彼がダマスコ

でイエスの御名を大胆に宣べた様子などを

彼らに説明した。 28それからサウロは、エ

ルサレムで弟子たちとともにいて自由に出

はいりし、主の御名によって大胆に語った

。 29そして、ギリシヤ語を使うユダヤ人た

ちと語ったり、論じたりしていた。しかし

、彼らはサウロを殺そうとねらっていた。

30兄弟たちはそれと知って、彼をカイザリ

ヤに連れて下り、タルソへ送り出した。 31

こうして教会は、ユダヤ、ガリラヤ、サマ

リヤの全地にわたり築き上げられて平安を

保ち、主を恐れかしこみ、聖霊に励まされ

て前進し続けたので、信者の数がふえて行

った。 32さて、ペテロはあらゆる所を巡回

したが、ルダに住む聖徒たちのところへも

下って行った。 33彼はそこで、八年の間も

床に着いているアイネヤという人に出会っ

た。彼は中風であった。 34ペテロは彼にこ

う言った。「アイネヤ。イエス・キリスト

があなたをいやしてくださるのです。立ち

上がりなさい。そして自分で床を整えなさ

い。」すると彼はただちに立ち上がった。

35ルダとサロンに住む人々はみな、アイネ

ヤを見て、主に立ち返った。 36ヨッパにタ

ビタ（ギリシヤ語に訳せば、ドルカス）と

いう女の弟子がいた。この女は、多くの良

いわざと施しをしていた。 37ところが、そ
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のころ彼女は病気になって死に、人々はそ

の遺体を洗って、屋上の間に置いた。 38ル

ダはヨッパに近かったので、弟子たちは、

ペテロがそこにいると聞いて、人をふたり

彼のところへ送って、「すぐに来てくださ

い。」と頼んだ。 39そこでペテロは立って

、いっしょに出かけた。ペテロが到着する

と、彼らは屋上の間に案内した。やもめた

ちはみな泣きながら、彼のそばに来て、ド

ルカスがいっしょにいたころ作ってくれた

下着や上着の数々を見せるのであった。 40

ペテロはみなの者を外に出し、ひざまずい

て祈った。そしてその遺体のほうを向いて

、「タビタ。起きなさい。」と言った。す

ると彼女は目をあけ、ペテロを見て起き上

がった。 41そこで、ペテロは手を貸して彼

女を立たせた。そして聖徒たちとやもめた

ちとを呼んで、生きている彼女を見せた。

42このことがヨッパ中に知れ渡り、多くの

人々が主を信じた。 43そして、ペテロはし

ばらくの間、ヨッパで、皮なめしのシモン

という人の家に泊まっていた。

10さて、カイザリヤにコルネリオという
人がいて、イタリヤ隊という部隊の百

人隊長であった。 2彼は敬虔な人で、全家

族とともに神を恐れかしこみ、ユダヤの人

々に多くの施しをなし、いつも神に祈りを

していたが、 3ある日の午後三時ごろ、幻

の中で、はっきりと神の御使いを見た。御

使いは彼のところに来て、「コルネリオ。

」と呼んだ。 4彼は、御使いを見つめてい

ると、恐ろしくなって、「主よ。何でしょ

うか。」と答えた。すると御使いはこう言

った。「あなたの祈りと施しは神の前に立

ち上って、覚えられています。 5さあ今、

ヨッパに人をやって、シモンという人を招

きなさい。彼の名はペテロとも呼ばれてい

ます。 6この人は皮なめしのシモンという

人の家に泊まっていますが、その家は海べ

にあります。」 7御使いが彼にこう語って

立ち去ると、コルネリオはそのしもべたち

の中のふたりと、側近の部下の中の敬虔な

兵士ひとりとを呼び寄せ、 8全部のことを

説明してから、彼らをヨッパへ遣わした。

9その翌日、この人たちが旅を続けて、町

の近くまで来たころ、ペテロは祈りをする

ために屋上に上った。昼の十二時ごろであ

った。 10すると彼は非常に空腹を覚え、食

事をしたくなった。ところが、食事の用意

がされている間に、彼はうっとりと夢ごこ

ちになった。 11見ると、天が開けており、

大きな敷布のような入れ物が、四隅をつる

されて地上に降りて来た。 12その中には、

地上のあらゆる種類の四つ足の動物や、は

うもの、また、空の鳥などがいた。 13そし

て、彼に、「ペテロ。さあ、ほふって食べ

なさい。」という声が聞こえた。 14しかし

ペテロは言った。「主よ。それはできませ

ん。私はまだ一度も、きよくない物や汚れ

た物を食べたことがありません。」 15する

と、再び声があって、彼にこう言った。「

神がきよめた物を、きよくないと言っては

ならない。」 16こんなことが三回あって後

、その入れ物はすぐ天に引き上げられた。

17ペテロが、いま見た幻はいったいどうい

うことだろう、と思い惑っていると、ちょ

うどそのとき、コルネリオから遣わされた

人たちが、シモンの家をたずね当てて、そ

の門口に立っていた。 18そして、声をかけ

て、ペテロと呼ばれるシモンという人がこ
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こに泊まっているだろうかと尋ねていた。

19ペテロが幻について思い巡らしていると

き、御霊が彼にこう言われた。「見なさい

。三人の人があなたをたずねて来ています

。 20さあ、下に降りて行って、ためらわず

に、彼らといっしょに行きなさい。彼らを

遣わしたのはわたしです。」 21そこでペテ

ロは、その人たちのところへ降りて行って

、こう言った。「あなたがたのたずねてい

るペテロは、私です。どんなご用でおいで

になったのですか。」 22すると彼らはこう

言った。「百人隊長コルネリオという正し

い人で、神を恐れかしこみ、ユダヤの全国

民に評判の良い人が、あなたを自分の家に

お招きして、あなたからお話を聞くように

、聖なる御使いによって示されました。」

23それで、ペテロは、彼らを中に入れて泊

まらせた。 明くる日、ペテロは、立って彼

らといっしょに出かけた。ヨッパの兄弟た

ちも数人同行した。 24その翌日、彼らはカ

イザリヤに着いた。コルネリオは、親族や

親しい友人たちを呼び集め、彼らを待って

いた。 25ペテロが着くと、コルネリオは出

迎えて、彼の足もとにひれ伏して拝んだ。

26するとペテロは彼を起こして、「お立ち

なさい。私もひとりの人間です。」と言っ

た。 27それから、コルネリオとことばをか

わしながら家にはいり、多くの人が集まっ

ているのを見て、 28彼らにこう言った。「

ご承知のとおり、ユダヤ人が外国人の仲間

にはいったり、訪問したりするのは、律法

にかなわないことです。ところが、神は私

に、どんな人のことでも、きよくないとか

、汚れているとか言ってはならないことを

示してくださいました。 29それで、お迎え

を受けたとき、ためらわずに来たのです。

そこで、お尋ねしますが、あなたがたは、

いったいどういうわけで私をお招きになっ

たのですか。」 30するとコルネリオがこう

言った。「四日前のこの時刻に、私が家で

午後三時の祈りをしていますと、どうでし

ょう、輝いた衣を着た人が、私の前に立っ

て、 31こう言いました。『コルネリオ。あ

なたの祈りは聞き入れられ、あなたの施し

は神の前に覚えられている。 32それで、ヨ

ッパに人をやってシモンを招きなさい。彼

の名はペテロとも呼ばれている。この人は

海べにある、皮なめしのシモンの家に泊ま

っている。』 33それで、私はすぐあなたの

ところへ人を送ったのですが、よくおいで

くださいました。いま私たちは、主があな

たにお命じになったすべてのことを伺おう

として、みな神の御前に出ております。」

34そこでペテロは、口を開いてこう言った

。 「これで私は、はっきりわかりました。

神はかたよったことをなさらず、 35どの国

の人であっても、神を恐れかしこみ、正義

を行なう人なら、神に受け入れられるので

す。 36神はイエス・キリストによって、平

和を宣べ伝え、イスラエルの子孫にみこと

ばをお送りになりました。このイエス・キ

リストはすべての人の主です。 37あなたが

たは、ヨハネが宣べ伝えたバプテスマの後

、ガリラヤから始まって、ユダヤ全土に起

こった事がらを、よくご存じです。 38それ

は、ナザレのイエスのことです。神はこの

方に聖霊と力を注がれました。このイエス

は、神がともにおられたので、巡り歩いて

良いわざをなし、また悪魔に制せられてい

るすべての者をいやされました。 39私たち
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は、イエスがユダヤ人の地とエルサレムと

で行なわれたすべてのことの証人です。人

々はこの方を木にかけて殺しました。 40し

かし、神はこのイエスを三日目によみがえ

らせ、現われさせてくださいました。 41し

かし、それはすべての人々にではなく、神

によって前もって選ばれた証人である私た

ちにです。私たちは、イエスが死者の中か

らよみがえられて後、ごいっしょに食事を

しました。 42イエスは私たちに命じて、こ

のイエスこそ生きている者と死んだ者との

さばき主として、神によって定められた方

であることを人々に宣べ伝え、そのあかし

をするように、言われたのです。 43イエス

については、預言者たちもみな、この方を

信じる者はだれでも、その名によって罪の

赦しが受けられる、とあかししています。

」 44ペテロがなおもこれらのことばを話し

続けているとき、みことばに耳を傾けてい

たすべての人々に、聖霊がお下りになった

。 45割礼を受けている信者で、ペテロとい

っしょに来た人たちは、異邦人にも聖霊の

賜物が注がれたので驚いた。 46彼らが異言

を話し、神を賛美するのを聞いたからであ

る。そこでペテロはこう言った。 47「この

人たちは、私たちと同じように、聖霊を受

けたのですから、いったいだれが、水をさ

し止めて、この人たちにバプテスマを受け

させないようにすることができましょうか

。」 48そして、イエス・キリストの御名に

よってバプテスマを受けるように彼らに命

じた。彼らは、ペテロに数日間滞在するよ

うに願った。

11さて、使徒たちやユダヤにいる兄弟た
ちは、異邦人たちも神のみことばを受

け入れた、ということを耳にした。 2そこ

で、ペテロがエルサレムに上ったとき、割

礼を受けた者たちは、彼を非難して、 3「

あなたは割礼のない人々のところに行って

、彼らといっしょに食事をした。」と言っ

た。 4そこでペテロは口を開いて、事の次

第を順序正しく説明して言った。 5「私が

ヨッパの町で祈っていると、うっとりと夢

ごこちになり、幻を見ました。四隅をつり

下げられた大きな敷布のような入れ物が天

から降りて来て、私のところに届いたので

す。 6その中をよく見ると、地の四つ足の

獣、野獣、はうもの、空の鳥などが見えま

した。 7そして、『ペテロ。さあ、ほふっ

て食べなさい。』と言う声を聞きました。

8しかし私は、『主よ。それはできません

。私はまだ一度も、きよくない物や汚れた

物を食べたことがありません。』と言いま

した。 9すると、もう一度天から声がして

、『神がきよめた物を、きよくないと言っ

てはならない。』というお答えがありまし

た。 10こんなことが三回あって後、全部の

物がまた天へ引き上げられました。 11する

と、どうでしょう。ちょうどそのとき、カ

イザリヤから私のところへ遣わされた三人

の人が、私たちのいた家の前に来ていまし

た。 12そして御霊は私に、ためらわずにそ

の人たちといっしょに行くように、と言わ

れました。そこで、この六人の兄弟たちも

私に同行して、私たちはその人の家にはい

って行きました。 13その人が私たちに告げ

たところによると、彼は御使いを見ました

が、御使いは彼の家の中に立って、『ヨッ

パに使いをやって、ペテロと呼ばれるシモ

ンを招きなさい。 14その人があなたとあな
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たの家にいるすべての人を救うことばを話

してくれます。』と言ったというのです。

15そこで私が話し始めていると、聖霊が、

あの最初のとき私たちにお下りになったと

同じように、彼らの上にもお下りになった

のです。 16私はそのとき、主が、『ヨハネ

は水でバプテスマを授けたが、あなたがた

は、聖霊によってバプテスマを授けられる

。』と言われたみことばを思い起こしまし

た。 17こういうわけですから、私たちが主

イエス・キリストを信じたとき、神が私た

ちに下さったのと同じ賜物を、彼らにもお

授けになったのなら、どうして私などが神

のなさることを妨げることができましょう

。」 18人々はこれを聞いて沈黙し、「それ

では、神は、いのちに至る悔い改めを異邦

人にもお与えになったのだ。」と言って、

神をほめたたえた。 19さて、ステパノのこ

とから起こった迫害によって散らされた人

々は、フェニキヤ、キプロス、アンテオケ

までも進んで行ったが、ユダヤ人以外の者

にはだれにも、みことばを語らなかった。

20ところが、その中にキプロス人とクレネ

人が幾人かいて、アンテオケに来てからは

ギリシヤ人にも語りかけ、主イエスのこと

を宣べ伝えた。 21そして、主の御手が彼ら

とともにあったので、大ぜいの人が信じて

主に立ち返った。 22この知らせが、エルサ

レムにある教会に聞こえたので、彼らはバ

ルナバをアンテオケに派遣した。 23彼はそ

こに到着したとき、神の恵みを見て喜び、

みなが心を堅く保って、常に主にとどまっ

ているようにと励ました。 24彼はりっぱな

人物で、聖霊と信仰に満ちている人であっ

た。こうして、大ぜいの人が主に導かれた

。 25バルナバはサウロを捜しにタルソへ行

き、 26彼に会って、アンテオケに連れて来

た。そして、まる一年の間、彼らは教会に

集まり、大ぜいの人たちを教えた。弟子た

ちは、アンテオケで初めて、キリスト者と

呼ばれるようになった。 27そのころ、預言

者たちがエルサレムからアンテオケに下っ

て来た。 28その中のひとりでアガボという

人が立って、世界中に大ききんが起こると

御霊によって預言したが、はたしてそれが

クラウデオの治世に起こった。 29そこで、

弟子たちは、それぞれの力に応じて、ユダ

ヤに住んでいる兄弟たちに救援の物を送る

ことに決めた。 30彼らはそれを実行して、

バルナバとサウロの手によって長老たちに

送った。

12そのころ、ヘロデ王は、教会の中のあ
る人々を苦しめようとして、その手を

伸ばし、 2ヨハネの兄弟ヤコブを剣で殺し

た。 3それがユダヤ人の気に入ったのを見

て、次にはペテロをも捕えにかかった。そ

れは、種なしパンの祝いの時期であった。

4ヘロデはペテロを捕えて牢に入れ、四人

一組の兵士四組に引き渡して監視させた。

それは、過越の祭りの後に、民の前に引き

出す考えであったからである。 5こうして

ペテロは牢に閉じ込められていた。教会は

彼のために、神に熱心に祈り続けていた。

6ところでヘロデが彼を引き出そうとして

いた日の前夜、ペテロは二本の鎖につなが

れてふたりの兵士の間で寝ており、戸口に

は番兵たちが牢を監視していた。 7すると

突然、主の御使いが現われ、光が牢を照ら

した。御使いはペテロのわき腹をたたいて

彼を起こし、「急いで立ち上がりなさい。
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」と言った。すると、鎖が彼の手から落ち

た。 8そして御使いが、「帯を締めて、く

つをはきなさい。」と言うので、彼はその

とおりにした。すると、「上着を着て、私

について来なさい。」と言った。 9そこで

、外に出て、御使いについて行った。彼に

は御使いのしている事が現実の事だとはわ

からず、幻を見ているのだと思われた。 10

彼らが、第一、第二の衛所を通り、町に通

じる鉄の門まで来ると、門がひとりでに開

いた。そこで、彼らは外に出て、ある通り

を進んで行くと、御使いは、たちまち彼を

離れた。 11そのとき、ペテロは我に返って

言った。「今、確かにわかった。主は御使

いを遣わして、ヘロデの手から、また、ユ

ダヤ人たちが待ち構えていたすべての災い

から、私を救い出してくださったのだ。」

12こうとわかったので、ペテロは、マルコ

と呼ばれているヨハネの母マリヤの家へ行

った。そこには大ぜいの人が集まって、祈

っていた。 13彼が入口の戸をたたくと、ロ

ダという女中が応対に出て来た。 14ところ

が、ペテロの声だとわかると、喜びのあま

り門をあけもしないで、奥へ駆け込み、ペ

テロが門の外に立っていることをみなに知

らせた。 15彼らは、「あなたは気が狂って

いるのだ。」と言ったが、彼女はほんとう

だと言い張った。そこで彼らは、「それは

彼の御使いだ。」と言っていた。 16しかし

、ペテロはたたき続けていた。彼らが門を

あけると、そこにペテロがいたので、非常

に驚いた。 17しかし彼は、手ぶりで彼らを

静かにさせ、主がどのようにして牢から救

い出してくださったかを、彼らに話して聞

かせた。それから、「このことをヤコブと

兄弟たちに知らせてください。」と言って

、ほかの所へ出て行った。 18さて、朝にな

ると、ペテロはどうなったのかと、兵士た

ちの間に大騒ぎが起こった。 19ヘロデは彼

を捜したが見つけることができないので、

番兵たちを取り調べ、彼らを処刑するよう

に命じ、そして、ユダヤからカイザリヤに

下って行って、そこに滞在した。 20さて、

ヘロデはツロとシドンの人々に対して強い

敵意を抱いていた。そこで彼らはみなでそ

ろって彼をたずね、王の侍従ブラストに取

り入って和解を求めた。その地方は王の国

から食糧を得ていたからである。 21定めら

れた日に、ヘロデは王服を着けて、王座に

着き、彼らに向かって演説を始めた。 22そ

こで民衆は、「神の声だ。人間の声ではな

い。」と叫び続けた。 23するとたちまち、

主の使いがヘロデを打った。ヘロデが神に

栄光を帰さなかったからである。彼は虫に

かまれて息が絶えた。 24主のみことばは、

ますます盛んになり、広まって行った。 25

任務を果たしたバルナバとサウロは、マル

コと呼ばれるヨハネを連れて、エルサレム

から帰って来た。

13さて、アンテオケには、そこにある教
会に、バルナバ、ニゲルと呼ばれるシ

メオン、クレネ人ルキオ、国主ヘロデの乳

兄弟マナエン、サウロなどという預言者や

教師がいた。 2彼らが主を礼拝し、断食を

していると、聖霊が、「バルナバとサウロ

をわたしのために聖別して、わたしが召し

た任務につかせなさい。」と言われた。 3

そこで彼らは、断食と祈りをして、ふたり

の上に手を置いてから、送り出した。 4ふ

たりは聖霊に遣わされて、セルキヤに下り
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、そこから船でキプロスに渡った。 5サラ

ミスに着くと、ユダヤ人の諸会堂で神のこ

とばを宣べ始めた。彼らはヨハネを助手と

して連れていた。 6島全体を巡回して、パ

ポスまで行ったところ、にせ預言者で、名

をバルイエスというユダヤ人の魔術師に出

会った。 7この男は地方総督セルギオ・パ

ウロのもとにいた。この総督は賢明な人で

あって、バルナバとサウロを招いて、神の

ことばを聞きたいと思っていた。 8ところ

が、魔術師エルマ（エルマという名を訳す

と魔術師）は、ふたりに反対して、総督を

信仰の道から遠ざけようとした。 9しかし

、サウロ、別名でパウロは、聖霊に満たさ

れ、彼をにらみつけて、 10言った。「ああ

、あらゆる偽りとよこしまに満ちた者、悪

魔の子、すべての正義の敵。おまえは、主

のまっすぐな道を曲げることをやめないの

か。 11見よ。主の御手が今、おまえの上に

ある。おまえは盲になって、しばらくの間

、日の光を見ることができなくなる。」と

言った。するとたちまち、かすみとやみが

彼をおおったので、彼は手を引いてくれる

人を捜し回った。 12この出来事を見た総督

は、主の教えに驚嘆して信仰にはいった。

13パウロの一行は、パポスから船出して、

パンフリヤのペルガに渡った。ここでヨハ

ネは一行から離れて、エルサレムに帰った

。 14しかし彼らは、ペルガから進んでピシ

デヤのアンテオケに行き、安息日に会堂に

はいって席に着いた。 15律法と預言者の朗

読があって後、会堂の管理者たちが、彼ら

のところに人をやってこう言わせた。「兄

弟たち。あなたがたのうちどなたか、この

人たちのために奨励のことばがあったら、

どうぞお話しください。」 16そこでパウロ

が立ち上がり、手を振りながら言った。「

イスラエルの人たち、ならびに神を恐れか

しこむ方々。よく聞いてください。 17この

民イスラエルの神は、私たちの先祖たちを

選び、民がエジプトの地に滞在していた間

にこれを強大にし、御腕を高く上げて、彼

らをその地から導き出してくださいました

。 18そして約四十年間、荒野で彼らを養わ

れました。 19それからカナンの地で、七つ

の民を滅ぼし、その地を相続財産として分

配されました。これが、約四百五十年間の

ことです。 20その後、預言者サムエルの時

代までは、さばき人たちをお遣わしになり

ました。 21それから彼らが王をほしがった

ので、神はベニヤミン族の人、キスの子サ

ウロを四十年間お与えになりました。 22そ

れから、彼を退けて、ダビデを立てて王と

されましたが、このダビデについてあかし

して、こう言われました。『わたしはエッ

サイの子ダビデを見いだした。彼はわたし

の心にかなった者で、わたしのこころを余

すところなく実行する。』 23神は、このダ

ビデの子孫から、約束に従って、イスラエ

ルに救い主イエスをお送りになりました。

24この方がおいでになる前に、ヨハネがイ

スラエルのすべての民に、前もって悔い改

めのバプテスマを宣べ伝えていました。 25

ヨハネは、その一生を終えようとするころ

、こう言いました。『あなたがたは、私を

だれと思うのですか。私はその方ではあり

ません。ご覧なさい。その方は私のあとか

らおいでになります。私は、その方のくつ

のひもを解く値うちもありません。』 26兄

弟の方々、アブラハムの子孫の方々、なら
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びに皆さんの中で神を恐れかしこむ方々。

この救いのことばは、私たちに送られてい

るのです。 27エルサレムに住む人々とその

指導者たちは、このイエスを認めず、また

安息日ごとに読まれる預言者のことばを理

解せず、イエスを罪に定めて、その預言を

成就させてしまいました。 28そして、死罪

に当たる何の理由も見いだせなかったのに

、イエスを殺すことをピラトに強要したの

です。 29こうして、イエスについて書いて

あることを全部成し終えて後、イエスを十

字架から取り降ろして墓の中に納めました

。 30しかし、神はこの方を死者の中からよ

みがえらせたのです。 31イエスは、ご自分

といっしょにガリラヤからエルサレムに上

った人たちに、幾日もお現われになりまし

た。きょう、その人たちがこの民に対して

イエスの証人となっています。 32私たちは

、神が先祖たちに対してなされた約束につ

いて、あなたがたに良い知らせをしている

のです。 33神は、イエスをよみがえらせ、

それによって、私たち子孫にその約束を果

たされました。詩篇の第二篇に、『あなた

は、わたしの子。きょう、わたしがあなた

を生んだ。』と書いてあるとおりです。 34

神がイエスを死者の中からよみがえらせて

、もはや朽ちることのない方とされたこと

については、『わたしはダビデに約束した

聖なる確かな祝福を、あなたがたに与える

。』というように言われていました。 35で

すから、ほかの所でこう言っておられます

。『あなたは、あなたの聖者を朽ち果てる

ままにはしておかれない。』 36ダビデは、

その生きていた時代において神のみこころ

に仕えて後、死んで先祖の仲間に加えられ

、ついに朽ち果てました。 37しかし、神が

よみがえらせた方は、朽ちることがありま

せんでした。 38ですから、兄弟たち。あな

たがたに罪の赦しが宣べられているのはこ

の方によるということを、よく知っておい

てください。 39モーセの律法によっては解

放されることのできなかったすべての点に

ついて、信じる者はみな、この方によって

、解放されるのです。 40ですから、預言者

に言われているような事が、あなたがたの

上に起こらないように気をつけなさい。 41

『見よ。あざける者たち。驚け。そして滅

びよ。 わたしはおまえたちの時代に一つの

ことをする。 それは、おまえたちに、どん

なに説明しても、 とうてい信じられないほ

どのことである。』」 42ふたりが会堂を出

るとき、人々は、次の安息日にも同じこと

について話してくれるように頼んだ。 43会

堂の集会が終わってからも、多くのユダヤ

人と神を敬う改宗者たちが、パウロとバル

ナバについて来たので、ふたりは彼らと話

し合って、いつまでも神の恵みにとどまっ

ているように勧めた。 44次の安息日には、

ほとんど町中の人が、神のことばを聞きに

集まって来た。 45しかし、この群衆を見た

ユダヤ人たちは、ねたみに燃え、パウロの

話に反対して、口ぎたなくののしった。 46

そこでパウロとバルナバは、はっきりとこ

う宣言した。「神のことばは、まずあなた

がたに語られなければならなかったのです

。しかし、あなたがたはそれを拒んで、自

分自身を永遠のいのちにふさわしくない者

と決めたのです。見なさい。私たちは、こ

れからは異邦人のほうへ向かいます。

(aiōnios g166) 47なぜなら、主は私たちに、こ
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う命じておられるからです。 『わたしはあ

なたを立てて、異邦人の光とした。 あなた

が地の果てまでも救いをもたらすためであ

る。』」 48異邦人たちは、それを聞いて喜

び、主のみことばを賛美した。そして、永

遠のいのちに定められていた人たちは、み

な、信仰にはいった。 (aiōnios g166) 49こうし

て、主のみことばは、この地方全体に広ま

った。 50ところが、ユダヤ人たちは、神を

敬う貴婦人たちや町の有力者たちを扇動し

て、パウロとバルナバを迫害させ、ふたり

をその地方から追い出した。 51ふたりは、

彼らに対して足のちりを払い落として、イ

コニオムへ行った。 52弟子たちは喜びと聖

霊に満たされていた。

14イコニオムでも、ふたりは連れ立って
ユダヤ人の会堂にはいり、話をすると

、ユダヤ人もギリシヤ人も大ぜいの人々が

信仰にはいった。 2しかし、信じようとし

ないユダヤ人たちは、異邦人たちをそその

かして、兄弟たちに対し悪意を抱かせた。

3それでも、ふたりは長らく滞在し、主に

よって大胆に語った。主は、彼らの手にし

るしと不思議なわざを行なわせ、御恵みの

ことばの証明をされた。 4ところが、町の

人々は二派に分かれ、ある者はユダヤ人の

側につき、ある者は使徒たちの側についた

。 5異邦人とユダヤ人が彼らの指導者たち

といっしょになって、使徒たちをはずかし

めて、石打ちにしようと企てたとき、 6ふ

たりはそれを知って、ルカオニヤの町であ

るルステラとデルベ、およびその付近の地

方に難を避け、 7そこで福音の宣教を続け

た。 8ルステラでのことであるが、ある足

のきかない人がすわっていた。彼は生まれ

ながらの足なえで、歩いたことがなかった

。 9この人がパウロの話すことに耳を傾け

ていた。パウロは彼に目を留め、いやされ

る信仰があるのを見て、 10大声で、「自分

の足で、まっすぐに立ちなさい。」と言っ

た。すると彼は飛び上がって、歩き出した

。 11パウロのしたことを見た群衆は、声を

張り上げ、ルカオニヤ語で、「神々が人間

の姿をとって、私たちのところにお下りに

なったのだ。」と言った。 12そして、バル

ナバをゼウスと呼び、パウロがおもに話す

人であったので、パウロをヘルメスと呼ん

だ。 13すると、町の門の前にあるゼウス神

殿の祭司は、雄牛数頭と花飾りを門の前に

携えて来て、群衆といっしょに、いけにえ

をささげようとした。 14これを聞いた使徒

たち、バルナバとパウロは、衣を裂いて、

群衆の中に駆け込み、叫びながら、 15言っ

た。「皆さん。どうしてこんなことをする

のですか。私たちも皆さんと同じ人間です

。そして、あなたがたがこのようなむなし

いことを捨てて、天と地と海とその中にあ

るすべてのものをお造りになった生ける神

に立ち返るように、福音を宣べ伝えている

者たちです。 16過ぎ去った時代には、神は

あらゆる国の人々がそれぞれ自分の道を歩

むことを許しておられました。 17とはいえ

、ご自身のことをあかししないでおられた

のではありません。すなわち、恵みをもっ

て、天から雨を降らせ、実りの季節を与え

、食物と喜びとで、あなたがたの心を満た

してくださったのです。」 18こう言って、

ようやくのことで、群衆が彼らにいけにえ

をささげるのをやめさせた。 19ところが、

アンテオケとイコニオムからユダヤ人たち
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が来て、群衆を抱き込み、パウロを石打ち

にし、死んだものと思って、町の外に引き

ずり出した。 20しかし、弟子たちがパウロ

を取り囲んでいると、彼は立ち上がって町

にはいって行った。その翌日、彼はバルナ

バとともにデルベに向かった。 21彼らはそ

の町で福音を宣べ、多くの人を弟子として

から、ルステラとイコニオムとアンテオケ

とに引き返して、 22弟子たちの心を強め、

この信仰にしっかりとどまるように勧め、

「私たちが神の国にはいるには、多くの苦

しみを経なければならない。」と言った。

23また、彼らのために教会ごとに長老たち

を選び、断食をして祈って後、彼らをその

信じていた主にゆだねた。 24ふたりはピシ

デヤを通ってパンフリヤに着き、 25ペルガ

でみことばを語ってから、アタリヤに下り

、 26そこから船でアンテオケに帰った。そ

こは、彼らがいま成し遂げた働きのために

、以前神の恵みにゆだねられて送り出され

た所であった。 27そこに着くと、教会の人

々を集め、神が彼らとともにいて行なわれ

たすべてのことと、異邦人に信仰の門を開

いてくださったこととを報告した。 28そし

て、彼らはかなり長い期間を弟子たちとと

もに過ごした。

15さて、ある人々がユダヤから下って来
て、兄弟たちに、「モーセの慣習に従

って割礼を受けなければ、あなたがたは救

われない。」と教えていた。 2そしてパウ

ロやバルナバと彼らとの間に激しい対立と

論争が生じたので、パウロとバルナバと、

その仲間のうちの幾人かが、この問題につ

いて使徒たちや長老たちと話し合うために

、エルサレムに上ることになった。 3彼ら

は教会の人々に見送られ、フェニキヤとサ

マリヤを通る道々で、異邦人の改宗のこと

を詳しく話したので、すべての兄弟たちに

大きな喜びをもたらした。 4エルサレムに

着くと、彼らは教会と使徒たちと長老たち

に迎えられ、神が彼らとともにいて行なわ

れたことを、みなに報告した。 5しかし、

パリサイ派の者で信者になった人々が立ち

上がり、「異邦人にも割礼を受けさせ、ま

た、モーセの律法を守ることを命じるべき

である。」と言った。 6そこで使徒たちと

長老たちは、この問題を検討するために集

まった。 7激しい論争があって後、ペテロ

が立ち上がって言った。「兄弟たち。ご存

じのとおり、神は初めのころ、あなたがた

の間で事をお決めになり、異邦人が私の口

から福音のことばを聞いて信じるようにさ

れたのです。 8そして、人の心の中を知っ

ておられる神は、私たちに与えられたと同

じように異邦人にも聖霊を与えて、彼らの

ためにあかしをし、 9私たちと彼らとに何

の差別もつけず、彼らの心を信仰によって

きよめてくださったのです。 10それなのに

、なぜ、今あなたがたは、私たちの先祖も

私たちも負いきれなかったくびきを、あの

弟子たちの首に掛けて、神を試みようとす

るのです。 11私たちが主イエスの恵みによ

って救われたことを私たちは信じますが、

あの人たちもそうなのです。」 12すると、

全会衆は沈黙してしまった。そして、バル

ナバとパウロが、彼らを通して神が異邦人

の間で行なわれたしるしと不思議なわざに

ついて話すのに、耳を傾けた。 13ふたりが

話し終えると、ヤコブがこう言った。「兄

弟たち。私の言うことを聞いてください。
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14神が初めに、どのように異邦人を顧みて

、その中から御名をもって呼ばれる民をお

召しになったかは、シメオンが説明したと

おりです。 15預言者たちのことばもこれと

一致しており、それにはこう書いてありま

す。 16『この後、わたしは帰って来て、

倒れたダビデの幕屋を建て直す。 すなわち

、廃墟と化した幕屋を建て直し、 それを元

どおりにする。 17それは、残った人々、す

なわち、 わたしの名で呼ばれる異邦人がみ

な、主を求めるようになるためである。 18

大昔からこれらのことを知らせておられる

主が、こう言われる。』 (aiōn g165) 19そこで

、私の判断では、神に立ち返る異邦人を悩

ませてはいけません。 20ただ、偶像に供え

て汚れた物と不品行と絞め殺した物と血と

を避けるように書き送るべきだと思います

。 21昔から、町ごとにモーセの律法を宣べ

る者がいて、それが安息日ごとに諸会堂で

読まれているからです。」 22そこで使徒た

ちと長老たち、また、全教会もともに、彼

らの中から人を選んで、パウロやバルナバ

といっしょにアンテオケへ送ることを決議

した。選ばれたのは兄弟たちの中の指導者

たちで、バルサバと呼ばれるユダおよびシ

ラスであった。 23彼らはこの人たちに託し

て、こう書き送った。「使徒および長老た

ちは、アンテオケ、シリヤ、キリキヤにい

る異邦人の兄弟たちに、あいさつをいたし

ます。 24私たちの中のある者たちが、私た

ちからは何も指示を受けていないのに、い

ろいろなことを言ってあなたがたを動揺さ

せ、あなたがたの心を乱したことを聞きま

した。 25そこで、私たちは人々を選び、私

たちの愛するバルナバおよびパウロといっ

しょに、あなたがたのところへ送ることに

衆議一決しました。 26このバルナバとパウ

ロは、私たちの主イエス・キリストの御名

のために、いのちを投げ出した人たちです

。 27こういうわけで、私たちはユダとシラ

スを送りました。彼らは口頭で同じ趣旨の

ことを伝えるはずです。 28聖霊と私たちは

、次のぜひ必要な事のほかは、あなたがた

にその上、どんな重荷も負わせないことを

決めました。 29すなわち、偶像に供えた物

と、血と、絞め殺した物と、不品行とを避

けることです。これらのことを注意深く避

けていれば、それで結構です。以上。」 30

さて、一行は送り出されて、アンテオケに

下り、教会の人々を集めて、手紙を手渡し

た。 31それを読んだ人々は、その励ましに

よって喜んだ。 32ユダもシラスも預言者で

あったので、多くのことばをもって兄弟た

ちを励まし、また力づけた。 33彼らは、し

ばらく滞在して後、兄弟たちの平安のあい

さつに送られて、彼らを送り出した人々の

ところへ帰って行った。 34パウロとバルナ

バはアンテオケにとどまって、ほかの多く

の人々とともに、主のみことばを教え、宣

べ伝えた。 36幾日かたって後、パウロはバ

ルナバにこう言った。「先に主のことばを

伝えたすべての町々の兄弟たちのところに

、またたずねて行って、どうしているか見

て来ようではありませんか。」 37ところが

、バルナバは、マルコとも呼ばれるヨハネ

もいっしょに連れて行くつもりであった。

38しかしパウロは、パンフリヤで一行から

離れてしまい、仕事のために同行しなかっ

たような者はいっしょに連れて行かないほ

うがよいと考えた。 39そして激しい反目と
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なり、その結果、互いに別行動をとること

になって、バルナバはマルコを連れて、船

でキプロスに渡って行った。 40パウロはシ

ラスを選び、兄弟たちから主の恵みにゆだ

ねられて出発した。 41そして、シリヤおよ

びキリキヤを通り、諸教会を力づけた。

16それからパウロはデルベに、次いでル
ステラに行った。そこにテモテという

弟子がいた。信者であるユダヤ婦人の子で

、ギリシヤ人を父としていたが、 2ルステ

ラとイコニオムとの兄弟たちの間で評判の

良い人であった。 3パウロは、このテモテ

を連れて行きたかったので、その地方にい

るユダヤ人の手前、彼に割礼を受けさせた

。彼の父がギリシヤ人であることを、みな

が知っていたからである。 4さて、彼らは

町々を巡回して、エルサレムの使徒たちと

長老たちが決めた規定を守らせようと、人

々にそれを伝えた。 5こうして諸教会は、

その信仰を強められ、日ごとに人数を増し

て行った。 6それから彼らは、アジヤでみ

ことばを語ることを聖霊によって禁じられ

たので、フルギヤ・ガラテヤの地方を通っ

た。 7こうしてムシヤに面した所に来たと

き、ビテニヤのほうに行こうとしたが、イ

エスの御霊がそれをお許しにならなかった

。 8それでムシヤを通って、トロアスに下

った。 9ある夜、パウロは幻を見た。ひと

りのマケドニヤ人が彼の前に立って、「マ

ケドニヤに渡って来て、私たちを助けてく

ださい。」と懇願するのであった。 10パウ

ロがこの幻を見たとき、私たちはただちに

マケドニヤへ出かけることにした。神が私

たちを招いて、彼らに福音を宣べさせるの

だ、と確信したからである。 11そこで、私

たちはトロアスから船に乗り、サモトラケ

に直航して、翌日ネアポリスに着いた。 12

それからピリピに行ったが、ここはマケド

ニヤのこの地方第一の町で、植民都市であ

った。私たちはこの町に幾日か滞在した。

13安息日に、私たちは町の門を出て、祈り

場があると思われた川岸に行き、そこに腰

をおろして、集まった女たちに話した。 14

テアテラ市の紫布の商人で、神を敬う、ル

デヤという女が聞いていたが、主は彼女の

心を開いて、パウロの語る事に心を留める

ようにされた。 15そして、彼女も、またそ

の家族もバプテスマを受けたとき、彼女は

、「私を主に忠実な者とお思いでしたら、

どうか、私の家に来てお泊まりください。

」と言って頼み、強いてそうさせた。 16私

たちが祈り場に行く途中、占いの霊につか

れた若い女奴隷に出会った。この女は占い

をして、主人たちに多くの利益を得させて

いる者であった。 17彼女はパウロと私たち

のあとについて来て、「この人たちは、い

と高き神のしもべたちで、救いの道をあな

たがたに宣べ伝えている人たちです。」と

叫び続けた。 18幾日もこんなことをするの

で、困り果てたパウロは、振り返ってその

霊に、「イエス・キリストの御名によって

命じる。この女から出て行け。」と言った

。すると即座に、霊は出て行った。 19彼女

の主人たちは、もうける望みがなくなった

のを見て、パウロとシラスを捕え、役人た

ちに訴えるため広場へ引き立てて行った。

20そして、ふたりを長官たちの前に引き出

してこう言った。「この者たちはユダヤ人

でありまして、私たちの町をかき乱し、 21

ローマ人である私たちが、採用も実行もし
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てはならない風習を宣伝しております。」

22群衆もふたりに反対して立ったので、長

官たちは、ふたりの着物をはいでむちで打

つように命じ、 23何度もむちで打たせてか

ら、ふたりを牢に入れて、看守には厳重に

番をするように命じた。 24この命令を受け

た看守は、ふたりを奥の牢に入れ、足に足

かせを掛けた。 25真夜中ごろ、パウロとシ

ラスが神に祈りつつ賛美の歌を歌っている

と、ほかの囚人たちも聞き入っていた。 26

ところが突然、大地震が起こって、獄舎の

土台が揺れ動き、たちまちとびらが全部あ

いて、みなの鎖が解けてしまった。 27目を

さました看守は、見ると、牢のとびらがあ

いているので、囚人たちが逃げてしまった

ものと思い、剣を抜いて自殺しようとした

。 28そこでパウロは大声で、「自害しては

いけない。私たちはみなここにいる。」と

叫んだ。 29看守はあかりを取り、駆け込ん

で来て、パウロとシラスとの前に震えなが

らひれ伏した。 30そして、ふたりを外に連

れ出して「先生がた。救われるためには、

何をしなければなりませんか。」と言った

。 31ふたりは、「主イエスを信じなさい。

そうすれば、あなたもあなたの家族も救わ

れます。」と言った。 32そして、彼とその

家の者全部に主のことばを語った。 33看守

は、その夜、時を移さず、ふたりを引き取

り、その打ち傷を洗った。そして、そのあ

とですぐ、彼とその家の者全部がバプテス

マを受けた。 34それから、ふたりをその家

に案内して、食事のもてなしをし、全家族

そろって神を信じたことを心から喜んだ。

35夜が明けると、長官たちは警吏たちを送

って、「あの人たちを釈放せよ。」と言わ

せた。 36そこで看守は、この命令をパウロ

に伝えて、「長官たちが、あなたがたを釈

放するようにと、使いをよこしました。ど

うぞ、ここを出て、ご無事に行ってくださ

い。」と言った。 37ところが、パウロは、

警吏たちにこう言った。「彼らは、ローマ

人である私たちを、取り調べもせずに公衆

の前でむち打ち、牢に入れてしまいました

。それなのに今になって、ひそかに私たち

を送り出そうとするのですか。とんでもな

い。彼ら自身で出向いて来て、私たちを連

れ出すべきです。」 38警吏たちは、このこ

とばを長官たちに報告した。すると長官た

ちは、ふたりがローマ人であると聞いて恐

れ、 39自分で出向いて来て、わびを言い、

ふたりを外に出して、町から立ち去ってく

れるように頼んだ。 40牢を出たふたりは、

ルデヤの家に行った。そして兄弟たちに会

い、彼らを励ましてから出て行った。

17彼らはアムピポリスとアポロニヤを通
って、テサロニケへ行った。そこには

、ユダヤ人の会堂があった。 2パウロはい

つもしているように、会堂にはいって行っ

て、三つの安息日にわたり、聖書に基づい

て彼らと論じた。 3そして、キリストは苦

しみを受け、死者の中からよみがえらなけ

ればならないことを説明し、また論証して

、「私があなたがたに伝えているこのイエ

スこそ、キリストなのです。」と言った。

4彼らのうちの幾人かはよくわかって、パ

ウロとシラスに従った。またほかに、神を

敬うギリシヤ人が大ぜいおり、貴婦人たち

も少なくなかった。 5ところが、ねたみに

かられたユダヤ人は、町のならず者をかり

集め、暴動を起こして町を騒がせ、またヤ
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ソンの家を襲い、ふたりを人々の前に引き

出そうとして捜した。 6しかし、見つから

ないので、ヤソンと兄弟たちの幾人かを、

町の役人たちのところへひっぱって行き、

大声でこう言った。「世界中を騒がせて来

た者たちが、ここにもはいり込んでいます

。 7それをヤソンが家に迎え入れたのです

。彼らはみな、イエスという別の王がいる

と言って、カイザルの詔勅にそむく行ない

をしているのです。」 8こうして、それを

聞いた群衆と町の役人たちとを不安に陥れ

た。 9彼らは、ヤソンとそのほかの者たち

から保証金を取ったうえで釈放した。 10兄

弟たちは、すぐさま、夜のうちにパウロと

シラスをベレヤへ送り出した。ふたりはそ

こに着くと、ユダヤ人の会堂にはいって行

った。 11ここのユダヤ人は、テサロニケに

いる者たちよりも良い人たちで、非常に熱

心にみことばを聞き、はたしてそのとおり

かどうかと毎日聖書を調べた。 12そのため

、彼らのうちの多くの者が信仰にはいった

。その中にはギリシヤの貴婦人や男子も少

なくなかった。 13ところが、テサロニケの

ユダヤ人たちは、パウロがベレヤでも神の

ことばを伝えていることを知り、ここにも

やって来て、群衆を扇動して騒ぎを起こし

た。 14そこで兄弟たちは、ただちにパウロ

を送り出して海べまで行かせたが、シラス

とテモテはベレヤに踏みとどまった。 15パ

ウロを案内した人たちは、彼をアテネまで

連れて行った。そしてシラスとテモテに一

刻も早く来るように、という命令を受けて

、帰って行った。 16さて、アテネでふたり

を待っていたパウロは、町が偶像でいっぱ

いなのを見て、心に憤りを感じた。 17そこ

でパウロは、会堂ではユダヤ人や神を敬う

人たちと論じ、広場では毎日そこに居合わ

せた人たちと論じた。 18エピクロス派とス

トア派の哲学者たちも幾人かいて、パウロ

と論じ合っていたが、その中のある者たち

は、「このおしゃべりは、何を言うつもり

なのか。」と言い、ほかの者たちは、「彼

は外国の神々を伝えているらしい。」と言

った。パウロがイエスと復活とを宣べ伝え

たからである。 19そこで彼らは、パウロを

アレオパゴスに連れて行ってこう言った。

「あなたの語っているその新しい教えがど

んなものであるか、知らせていただけませ

んか。 20私たちにとっては珍しいことを聞

かせてくださるので、それがいったいどん

なものか、私たちは知りたいのです。」 21

アテネ人も、そこに住む外国人もみな、何

か耳新しいことを話したり、聞いたりする

ことだけで、日を過ごしていた。 22そこで

パウロは、アレオパゴスの真中に立って言

った。「アテネの人たち。あらゆる点から

見て、私はあなたがたを宗教心にあつい方

々だと見ております。 23私が道を通りなが

ら、あなたがたの拝むものをよく見ている

うちに、『知られない神に。』と刻まれた

祭壇があるのを見つけました。そこで、あ

なたがたが知らずに拝んでいるものを、教

えましょう。 24この世界とその中にあるす

べてのものをお造りになった神は、天地の

主ですから、手でこしらえた宮などにはお

住みになりません。 25また、何かに不自由

なことでもあるかのように、人の手によっ

て仕えられる必要はありません。神は、す

べての人に、いのちと息と万物とをお与え

になった方だからです。 26神は、ひとりの
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人からすべての国の人々を造り出して、地

の全面に住まわせ、それぞれに決められた

時代と、その住まいの境界とをお定めにな

りました。 27これは、神を求めさせるため

であって、もし探り求めることでもあるな

ら、神を見いだすこともあるのです。確か

に、神は、私たちひとりひとりから遠く離

れてはおられません。 28私たちは、神の中

に生き、動き、また存在しているのです。

あなたがたのある詩人たちも、『私たちも

またその子孫である。』と言ったとおりで

す。 29そのように私たちは神の子孫ですか

ら、神を、人間の技術や工夫で造った金や

銀や石などの像と同じものと考えてはいけ

ません。 30神は、そのような無知の時代を

見過ごしておられましたが、今は、どこで

でもすべての人に悔い改めを命じておられ

ます。 31なぜなら、神は、お立てになった

ひとりの人により義をもってこの世界をさ

ばくため、日を決めておられるからです。

そして、その方を死者の中からよみがえら

せることによって、このことの確証をすべ

ての人にお与えになったのです。」 32死者

の復活のことを聞くと、ある者たちはあざ

笑い、ほかの者たちは、「このことについ

ては、またいつか聞くことにしよう。」と

言った。 33こうして、パウロは彼らの中か

ら出て行った。 34しかし、彼につき従って

信仰にはいった人たちもいた。それは、ア

レオパゴスの裁判官デオヌシオ、ダマリス

という女、その他の人々であった。

18その後、パウロはアテネを去って、コ
リントへ行った。 2ここで、アクラと

いうポント生まれのユダヤ人およびその妻

プリスキラに出会った。クラウデオ帝が、

すべてのユダヤ人をローマから退去させる

ように命令したため、近ごろイタリヤから

来ていたのである。パウロはふたりのとこ

ろに行き、 3自分も同業者であったので、

その家に住んでいっしょに仕事をした。彼

らの職業は天幕作りであった。 4パウロは

安息日ごとに会堂で論じ、ユダヤ人とギリ

シヤ人を承服させようとした。 5そして、

シラスとテモテがマケドニヤから下って来

ると、パウロはみことばを教えることに専

念し、イエスがキリストであることを、ユ

ダヤ人たちにはっきりと宣言した。 6しか

し、彼らが反抗して暴言を吐いたので、パ

ウロは着物を振り払って、「あなたがたの

血は、あなたがたの頭上にふりかかれ。私

には責任がない。今から私は異邦人のほう

に行く。」と言った。 7そして、そこを去

って、神を敬うテテオ・ユストという人の

家に行った。その家は会堂の隣であった。

8会堂管理者クリスポは、一家をあげて主

を信じた。また、多くのコリント人も聞い

て信じ、バプテスマを受けた。 9ある夜、

主は幻によってパウロに、「恐れないで、

語り続けなさい。黙ってはいけない。 10わ

たしがあなたとともにいるのだ。だれもあ

なたを襲って、危害を加える者はない。こ

の町には、わたしの民がたくさんいるから

。」と言われた。 11そこでパウロは、一年

半ここに腰を据えて、彼らの間で神のこと

ばを教え続けた。 12ところが、ガリオがア

カヤの地方総督であったとき、ユダヤ人た

ちはこぞってパウロに反抗し、彼を法廷に

引いて行って、 13「この人は、律法にそむ

いて神を拝むことを、人々に説き勧めてい

ます。」と訴えた。 14パウロが口を開こう
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とすると、ガリオはユダヤ人に向かってこ

う言った。「ユダヤ人の諸君。不正事件や

悪質な犯罪のことであれば、私は当然、あ

なたがたの訴えを取り上げもしようが、 15

あなたがたの、ことばや名称や律法に関す

る問題であるなら、自分たちで始末をつけ

るのがよかろう。私はそのようなことの裁

判官にはなりたくない。」 16こうして、彼

らを法廷から追い出した。 17そこで、みな

の者は、会堂管理者ソステネを捕え、法廷

の前で打ちたたいた。ガリオは、そのよう

なことは少しも気にしなかった。 18パウロ

は、なお長らく滞在してから、兄弟たちに

別れを告げて、シリヤへ向けて出帆した。

プリスキラとアクラも同行した。パウロは

一つの誓願を立てていたので、ケンクレヤ

で髪をそった。 19彼らがエペソに着くと、

パウロはふたりをそこに残し、自分だけ会

堂にはいって、ユダヤ人たちと論じた。 20

人々は、もっと長くとどまるように頼んだ

が、彼は聞き入れないで、 21「神のみここ

ろなら、またあなたがたのところに帰って

来ます。」と言って別れを告げ、エペソか

ら船出した。 22それからカイザリヤに上陸

してエルサレムに上り、教会にあいさつし

てからアンテオケに下って行った。 23そこ

にしばらくいてから、彼はまた出発し、ガ

ラテヤの地方およびフルギヤを次々に巡っ

て、すべての弟子たちを力づけた。 24さて

、アレキサンドリヤの生まれで、雄弁なア

ポロというユダヤ人がエペソに来た。彼は

聖書に通じていた。 25この人は、主の道の

教えを受け、霊に燃えて、イエスのことを

正確に語り、また教えていたが、ただヨハ

ネのバプテスマしか知らなかった。 26彼は

会堂で大胆に話し始めた。それを聞いてい

たプリスキラとアクラは、彼を招き入れて

、神の道をもっと正確に彼に説明した。 27

そして、アポロがアカヤへ渡りたいと思っ

ていたので、兄弟たちは彼を励まし、そこ

の弟子たちに、彼を歓迎してくれるように

と手紙を書いた。彼はそこに着くと、すで

に恵みによって信者になっていた人たちを

大いに助けた。 28彼は聖書によって、イエ

スがキリストであることを証明して、力強

く、公然とユダヤ人たちを論破したからで

ある。

19アポロがコリントにいた間に、パウロ
は奥地を通ってエペソに来た。そして

幾人かの弟子に出会って、 2「信じたとき

、聖霊を受けましたか。」と尋ねると、彼

らは、「いいえ、聖霊の与えられることは

、聞きもしませんでした。」と答えた。 3

「では、どんなバプテスマを受けたのです

か。」と言うと、「ヨハネのバプテスマで

す。」と答えた。 4そこで、パウロは、「

ヨハネは、自分のあとに来られるイエスを

信じるように人々に告げて、悔い改めのバ

プテスマを授けたのです。」と言った。 5

これを聞いたその人々は、主イエスの御名

によってバプテスマを受けた。 6パウロが

彼らの上に手を置いたとき、聖霊が彼らに

臨まれ、彼らは異言を語ったり、預言をし

たりした。 7その人々は、みなで十二人ほ

どであった。 8それから、パウロは会堂に

はいって、三か月の間大胆に語り、神の国

について論じて、彼らを説得しようと努め

た。 9しかし、ある者たちが心をかたくな

にして聞き入れず、会衆の前で、この道を

ののしったので、パウロは彼らから身を引
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き、弟子たちをも退かせて、毎日ツラノの

講堂で論じた。 10これが二年の間続いたの

で、アジヤに住む者はみな、ユダヤ人もギ

リシヤ人も主のことばを聞いた。 11神はパ

ウロの手によって驚くべき奇蹟を行なわれ

た。 12パウロの身に着けている手ぬぐいや

前掛けをはずして病人に当てると、その病

気は去り、悪霊は出て行った。 13ところが

、諸国を巡回しているユダヤ人の魔よけ祈

祷師の中のある者たちも、ためしに、悪霊

につかれている者に向かって主イエスの御

名をとなえ、「パウロの宣べ伝えているイ

エスによって、おまえたちに命じる。」と

言ってみた。 14そういうことをしたのは、

ユダヤの祭司長スケワという人の七人の息

子たちであった。 15すると悪霊が答えて、

「自分はイエスを知っているし、パウロも

よく知っている。けれどおまえたちは何者

だ。」と言った。 16そして悪霊につかれて

いる人は、彼らに飛びかかり、ふたりの者

を押えつけて、みなを打ち負かしたので、

彼らは裸にされ、傷を負ってその家を逃げ

出した。 17このことがエペソに住むユダヤ

人とギリシヤ人の全部に知れ渡ったので、

みな恐れを感じて、主イエスの御名をあが

めるようになった。 18そして、信仰にはい

った人たちの中から多くの者がやって来て

、自分たちのしていることをさらけ出して

告白した。 19また魔術を行なっていた多く

の者が、その書物をかかえて来て、みなの

前で焼き捨てた。その値段を合計してみる

と、銀貨五万枚になった。 20こうして、主

のことばは驚くほど広まり、ますます力強

くなって行った。 21これらのことが一段落

すると、パウロは御霊の示しにより、マケ

ドニヤとアカヤを通ったあとでエルサレム

に行くことにした。そして、「私はそこに

行ってから、ローマも見なければならない

。」と言った。 22そこで、自分に仕えてい

る者の中からテモテとエラストのふたりを

マケドニヤに送り出したが、パウロ自身は

、なおしばらくアジヤにとどまっていた。

23そのころ、この道のことから、ただなら

ぬ騒動が持ち上がった。 24それというのは

、デメテリオという銀細工人がいて、銀で

アルテミス神殿の模型を作り、職人たちに

かなりの収入を得させていたが、 25彼が、

その職人たちや、同業の者たちをも集めて

、こう言ったからである。「皆さん。ご承

知のように、私たちが繁盛しているのは、

この仕事のおかげです。 26ところが、皆さ

んが見てもいるし聞いてもいるように、あ

のパウロが、手で作った物など神ではない

と言って、エペソばかりか、ほとんどアジ

ヤ全体にわたって、大ぜいの人々を説き伏

せ、迷わせているのです。 27これでは、私

たちのこの仕事も信用を失う危険があるば

かりか、大女神アルテミスの神殿も顧みら

れなくなり、全アジヤ、全世界の拝むこの

大女神のご威光も地に落ちてしまいそうで

す。」 28そう聞いて、彼らは大いに怒り、

「偉大なのはエペソ人のアルテミスだ。」

と叫び始めた。 29そして、町中が大騒ぎに

なり、人々はパウロの同行者であるマケド

ニヤ人ガイオとアリスタルコを捕え、一団

となって劇場へなだれ込んだ。 30パウロは

、その集団の中にはいって行こうとしたが

、弟子たちがそうさせなかった。 31アジヤ

州の高官で、パウロの友人である人たちも

、彼に使いを送って、劇場にはいらないよ
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うに頼んだ。 32ところで、集会は混乱状態

に陥り、大多数の者は、なぜ集まったのか

さえ知らなかったので、ある者はこのこと

を叫び、ほかの者は別のことを叫んでいた

。 33ユダヤ人たちがアレキサンデルという

者を前に押し出したので、群衆の中のある

人たちが彼を促すと、彼は手を振って、会

衆に弁明しようとした。 34しかし、彼がユ

ダヤ人だとわかると、みなの者がいっせい

に声をあげ、「偉大なのはエペソ人のアル

テミスだ。」と二時間ばかりも叫び続けた

。 35町の書記役は、群衆を押し静めてこう

言った。「エペソの皆さん。エペソの町が

、大女神アルテミスと天から下ったそのご

神体との守護者であることを知らない者が

、いったいいるでしょうか。 36これは否定

できない事実ですから、皆さんは静かにし

て、軽はずみなことをしないようにしなけ

ればいけません。 37皆さんがここに引き連

れて来たこの人たちは、宮を汚した者でも

なく、私たちの女神をそしった者でもない

のです。 38それで、もしデメテリオとその

仲間の職人たちが、だれかに文句があるの

なら、裁判の日があるし、地方総督たちも

いることですから、互いに訴え出たらよい

のです。 39もしあなたがたに、これ以上何

か要求することがあるなら、正式の議会で

決めてもらわなければいけません。 40きょ

うの事件については、正当な理由がないの

ですから、騒擾罪に問われる恐れがありま

す。その点に関しては、私たちはこの騒動

の弁護はできません。」 41こう言って、そ

の集まりを解散させた。

20騒ぎが治まると、パウロは弟子たちを
呼び集めて励まし、別れを告げて、マ

ケドニヤへ向かって出発した。 2そして、

その地方を通り、多くの勧めをして兄弟た

ちを励ましてから、ギリシヤに来た。 3パ

ウロはここで三か月を過ごしたが、そこか

らシリヤに向けて船出しようというときに

、彼に対するユダヤ人の陰謀があったため

、彼はマケドニヤを経て帰ることにした。

4プロの子であるベレヤ人ソパテロ、テサ

ロニケ人アリスタルコとセクンド、デルベ

人ガイオ、テモテ、アジヤ人テキコとトロ

ピモは、パウロに同行していたが、 5彼ら

は先発して、トロアスで私たちを待ってい

た。 6種なしパンの祝いが過ぎてから、私

たちはピリピから船出し、五日かかってト

ロアスで彼らと落ち合い、そこに七日間滞

在した。 7週の初めの日に、私たちはパン

を裂くために集まった。そのときパウロは

、翌日出発することにしていたので、人々

と語り合い、夜中まで語り続けた。 8私た

ちが集まっていた屋上の間には、ともしび

がたくさんともしてあった。 9ユテコとい

うひとりの青年が窓のところに腰を掛けて

いたが、ひどく眠けがさし、パウロの話が

長く続くので、とうとう眠り込んでしまっ

て、三階から下に落ちた。抱き起こしてみ

ると、もう死んでいた。 10パウロは降りて

来て、彼の上に身をかがめ、彼を抱きかか

えて、「心配することはない。まだいのち

があります。」と言った。 11そして、また

上がって行き、パンを裂いて食べてから、

明け方まで長く話し合って、それから出発

した。 12人々は生き返った青年を家に連れ

て行き、ひとかたならず慰められた。 13さ

て、私たちは先に船に乗り込んで、アソス

に向けて出帆した。そしてアソスでパウロ
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を船に乗せることにしていた。パウロが、

自分は陸路をとるつもりで、そう決めてお

いたからである。 14こうして、パウロはア

ソスで私たちと落ち合い、私たちは彼を船

に乗せてミテレネに着いた。 15そこから出

帆して、翌日キヨスの沖に達し、次の日サ

モスに立ち寄り、その翌日ミレトに着いた

。 16それはパウロが、アジヤで時間を取ら

れないようにと、エペソには寄港しないで

行くことに決めていたからである。彼は、

できれば五旬節の日にはエルサレムに着い

ていたい、と旅路を急いでいたのである。

17パウロは、ミレトからエペソに使いを送

って、教会の長老たちを呼んだ。 18彼らが

集まって来たとき、パウロはこう言った。

「皆さんは、私がアジヤに足を踏み入れた

最初の日から、私がいつもどんなふうにあ

なたがたと過ごして来たか、よくご存じで

す。 19私は謙遜の限りを尽くし、涙をもっ

て、またユダヤ人の陰謀によりわが身にふ

りかかる数々の試練の中で、主に仕えまし

た。 20益になることは、少しもためらわず

、あなたがたに知らせました。人々の前で

も、家々でも、あなたがたを教え、 21ユダ

ヤ人にもギリシヤ人にも、神に対する悔い

改めと、私たちの主イエスに対する信仰と

をはっきりと主張したのです。 22いま私は

、心を縛られて、エルサレムに上る途中で

す。そこで私にどんなことが起こるのかわ

かりません。 23ただわかっているのは、聖

霊がどの町でも私にはっきりとあかしされ

て、なわめと苦しみが私を待っていると言

われることです。 24けれども、私が自分の

走るべき行程を走り尽くし、主イエスから

受けた、神の恵みの福音をあかしする任務

を果たし終えることができるなら、私のい

のちは少しも惜しいとは思いません。 25皆

さん。御国を宣べ伝えてあなたがたの中を

巡回した私の顔を、あなたがたはもう二度

と見ることがないことを、いま私は知って

います。 26ですから、私はきょうここで、

あなたがたに宣言します。私は、すべての

人たちが受けるさばきについて責任があり

ません。 27私は、神のご計画の全体を、余

すところなくあなたがたに知らせておいた

からです。 28あなたがたは自分自身と群れ

の全体とに気を配りなさい。聖霊は、神が

ご自身の血をもって買い取られた神の教会

を牧させるために、あなたがたを群れの監

督にお立てになったのです。 29私が出発し

たあと、狂暴な狼があなたがたの中にはい

り込んで来て、群れを荒らし回ることを、

私は知っています。 30あなたがた自身の中

からも、いろいろな曲がったことを語って

、弟子たちを自分のほうに引き込もうとす

る者たちが起こるでしょう。 31ですから、

目をさましていなさい。私が三年の間、夜

も昼も、涙とともにあなたがたひとりひと

りを訓戒し続けて来たことを、思い出して

ください。 32いま私は、あなたがたを神と

その恵みのみことばとにゆだねます。みこ

とばは、あなたがたを育成し、すべての聖

別された人々の中にあって御国を継がせる

ことができるのです。 33私は、人の金銀や

衣服をむさぼったことはありません。 34あ

なたがた自身が知っているとおり、この両

手は、私の必要のためにも、私とともにい

る人たちのためにも、働いて来ました。 35

このように労苦して弱い者を助けなければ

ならないこと、また、主イエスご自身が、
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『受けるよりも与えるほうが幸いである。

』と言われたみことばを思い出すべきこと

を、私は、万事につけ、あなたがたに示し

て来たのです。」 36こう言い終わって、パ

ウロはひざまずき、みなの者とともに祈っ

た。 37みなは声をあげて泣き、パウロの首

を抱いて幾度も口づけし、 38彼が、「もう

二度と私の顔を見ることがないでしょう。

」と言ったことばによって、特に心を痛め

た。それから、彼らはパウロを船まで見送

った。

21私たちは彼らと別れて出帆し、コスに
直航し、翌日ロドスに着き、そこから

パタラに渡った。 2そこにはフェニキヤ行

きの船があったので、それに乗って出帆し

た。 3やがてキプロスが見えて来たが、そ

れを左にして、シリヤに向かって航海を続

け、ツロに上陸した。ここで船荷を降ろす

ことになっていたからである。 4私たちは

弟子たちを見つけ出して、そこに七日間滞

在した。彼らは、御霊に示されて、エルサ

レムに上らぬようにと、しきりにパウロに

忠告した。 5しかし、滞在の日数が尽きる

と、私たちはそこを出て、旅を続けること

にした。彼らはみな、妻や子どももいっし

ょに、町はずれまで私たちを送って来た。

そして、ともに海岸にひざまずいて祈って

から、私たちは互いに別れを告げた。 6そ

れから私たちは船に乗り込み、彼らは家へ

帰って行った。 7私たちはツロからの航海

を終えて、トレマイに着いた。そこの兄弟

たちにあいさつをして、彼らのところに一

日滞在した。 8翌日そこを立って、カイザ

リヤに着き、あの七人のひとりである伝道

者ピリポの家にはいって、そこに滞在した

。 9この人には、預言する四人の未婚の娘

がいた。 10幾日かそこに滞在していると、

アガボという預言者がユダヤから下って来

た。 11彼は私たちのところに来て、パウロ

の帯を取り、自分の両手と両足を縛って、

「『この帯の持ち主は、エルサレムでユダ

ヤ人に、こんなふうに縛られ、異邦人の手

に渡される。』と聖霊がお告げになってい

ます。」と言った。 12私たちはこれを聞い

て、土地の人たちといっしょになって、パ

ウロに、エルサレムには上らないよう頼ん

だ。 13するとパウロは、「あなたがたは、

泣いたり、私の心をくじいたりして、いっ

たい何をしているのですか。私は、主イエ

スの御名のためなら、エルサレムで縛られ

ることばかりでなく、死ぬことさえも覚悟

しています。」と答えた。 14彼が聞き入れ

ようとしないので、私たちは、「主のみこ

ころのままに。」と言って、黙ってしまっ

た。 15こうして数日たつと、私たちは旅仕

度をして、エルサレムに上った。 16カイザ

リヤの弟子たちも幾人か私たちと同行して

、古くからの弟子であるキプロス人マナソ

ンのところに案内してくれた。私たちはそ

こに泊まることになっていたのである。 17

エルサレムに着くと、兄弟たちは喜んで私

たちを迎えてくれた。 18次の日、パウロは

私たちを連れて、ヤコブを訪問した。そこ

には長老たちがみな集まっていた。 19彼ら

にあいさつしてから、パウロは彼の奉仕を

通して神が異邦人の間でなさったことを、

一つ一つ話しだした。 20彼らはそれを聞い

て神をほめたたえ、パウロにこう言った。

「兄弟よ。ご承知のように、ユダヤ人の中

で信仰にはいっている者は幾万となくあり
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ますが、みな律法に熱心な人たちです。 21

ところで、彼らが聞かされていることは、

あなたは異邦人の中にいるすべてのユダヤ

人に、子どもに割礼を施すな、慣習に従っ

て歩むな、と言って、モーセにそむくよう

に教えているということなのです。 22それ

で、どうしましょうか。あなたが来たこと

は、必ず彼らの耳にはいるでしょう。 23で

すから、私たちの言うとおりにしてくださ

い。私たちの中に誓願を立てている者が四

人います。 24この人たちを連れて、あなた

も彼らといっしょに身を清め、彼らが頭を

そる費用を出してやりなさい。そうすれば

、あなたについて聞かされていることは根

も葉もないことで、あなたも律法を守って

正しく歩んでいることが、みなにわかるで

しょう。 25信仰にはいった異邦人に関して

は、偶像の神に供えた肉と、血と、絞め殺

した物と、不品行とを避けるべきであると

決定しましたので、私たちはすでに手紙を

書きました。」 26そこで、パウロはその人

たちを引き連れ、翌日、ともに身を清めて

宮にはいり、清めの期間が終わって、ひと

りひとりのために供え物をささげる日時を

告げた。 27ところが、その七日がほとんど

終わろうとしていたころ、アジヤから来た

ユダヤ人たちは、パウロが宮にいるのを見

ると、全群衆をあおりたて、彼に手をかけ

て、 28こう叫んだ。「イスラエルの人々。

手を貸してください。この男は、この民と

、律法と、この場所に逆らうことを、至る

所ですべての人に教えている者です。その

うえ、ギリシヤ人を宮の中に連れ込んで、

この神聖な場所をけがしています。」 29彼

らは前にエペソ人トロピモが町でパウロと

いっしょにいるのを見かけたので、パウロ

が彼を宮に連れ込んだのだと思ったのであ

る。 30そこで町中が大騒ぎになり、人々は

殺到してパウロを捕え、宮の外へ引きずり

出した。そして、ただちに宮の門が閉じら

れた。 31彼らがパウロを殺そうとしていた

とき、エルサレム中が混乱状態に陥ってい

るという報告が、ローマ軍の千人隊長に届

いた。 32彼はただちに、兵士たちと百人隊

長たちとを率いて、彼らのところに駆けつ

けた。人々は千人隊長と兵士たちを見て、

パウロを打つのをやめた。 33千人隊長は近

づいてパウロを捕え、二つの鎖につなぐよ

うに命じたうえ、パウロが何者なのか、何

をしたのか、と尋ねた。 34しかし、群衆が

めいめい勝手なことを叫び続けたので、そ

の騒がしさのために確かなことがわからな

かった。そこで千人隊長は、パウロを兵営

に連れて行くように命令した。 35パウロが

階段にさしかかったときには、群衆の暴行

を避けるために、兵士たちが彼をかつぎ上

げなければならなかった。 36大ぜいの群衆

が「彼を除け。」と叫びながら、ついて来

たからである。 37兵営の中に連れ込まれよ

うとしたとき、パウロが千人隊長に、「一

言お話ししてもよいでしょうか。」と尋ね

ると、千人隊長は、「あなたはギリシヤ語

を知っているのか。 38するとあなたは、以

前暴動を起こして、四千人の刺客を荒野に

引き連れて逃げた、あのエジプト人ではな

いのか。」と言った。 39パウロは答えた。

「私はキリキヤのタルソ出身のユダヤ人で

、れっきとした町の市民です。お願いです

。この人々に話をさせてください。」 40千

人隊長がそれを許したので、パウロは階段
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の上に立ち、民衆に向かって手を振った。

そして、すっかり静かになったとき、彼は

ヘブル語で次のように話した。

22「兄弟たち、父たちよ。いま私が皆さ
んにしようとする弁明を聞いてくださ

い。」 2パウロがヘブル語で語りかけるの

を聞いて、人々はますます静粛になった。

そこでパウロは話し続けた。 3「私はキリ

キヤのタルソで生まれたユダヤ人ですが、

この町で育てられ、ガマリエルのもとで私

たちの先祖の律法について厳格な教育を受

け、今日の皆さんと同じように、神に対し

て熱心な者でした。 4私はこの道を迫害し

、男も女も縛って牢に投じ、死にまでも至

らせたのです。 5このことは、大祭司も、

長老たちの全議会も証言してくれます。こ

の人たちから、私は兄弟たちへあてた手紙

までも受け取り、ダマスコへ向かって出発

しました。そこにいる者たちを縛り上げ、

エルサレムに連れて来て処罰するためでし

た。 6ところが、旅を続けて、真昼ごろダ

マスコに近づいたとき、突然、天からまば

ゆい光が私の回りを照らしたのです。 7私

は地に倒れ、『サウロ、サウロ。なぜわた

しを迫害するのか。』という声を聞きまし

た。 8そこで私が答えて、『主よ。あなた

はどなたですか。』と言うと、その方は、

『わたしは、あなたが迫害しているナザレ

のイエスだ。』と言われました。 9私とい

っしょにいた者たちは、その光は見たので

すが、私に語っている方の声は聞き分けら

れませんでした。 10私が、『主よ。私はど

うしたらよいのでしょうか。』と尋ねると

、主は私に、『起きて、ダマスコに行きな

さい。あなたがするように決められている

ことはみな、そこで告げられる。』と言わ

れました。 11ところが、その光の輝きのた

めに、私の目は何も見えなかったので、い

っしょにいた者たちに手を引かれてダマス

コにはいりました。 12すると、律法を重ん

じる敬虔な人で、そこに住むユダヤ人全体

の間で評判の良いアナニヤという人が、 13

私のところに来て、そばに立ち、『兄弟サ

ウロ。見えるようになりなさい。』と言い

ました。すると、そのとき、私はその人が

見えるようになりました。 14彼はこう言い

ました。『私たちの先祖の神は、あなたに

みこころを知らせ、義なる方を見させ、そ

の方の口から御声を聞かせようとお定めに

なったのです。 15あなたはその方のために

、すべての人に対して、あなたの見たこと

、聞いたことの証人とされるのですから。

16さあ、なぜためらっているのですか。立

ちなさい。その御名を呼んでバプテスマを

受け、自分の罪を洗い流しなさい。』 17こ

うして私がエルサレムに帰り、宮で祈って

いますと、夢ごこちになり、 18主を見たの

です。主は言われました。『急いで、早く

エルサレムを離れなさい。人々がわたしに

ついてのあなたのあかしを受け入れないか

らです。』 19そこで私は答えました。『主

よ。私がどの会堂ででも、あなたの信者を

牢に入れたり、むち打ったりしていたこと

を、彼らはよく知っています。 20また、あ

なたの証人ステパノの血が流されたとき、

私もその場にいて、それに賛成し、彼を殺

した者たちの着物の番をしていたのです。

』 21すると、主は私に、『行きなさい。わ

たしはあなたを遠く、異邦人に遣わす。』

と言われました。」 22人々は、彼の話をこ
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こまで聞いていたが、このとき声を張り上

げて、「こんな男は、地上から除いてしま

え。生かしておくべきではない。」と言っ

た。 23そして、人々がわめき立て、着物を

放り投げ、ちりを空中にまき散らすので、

24千人隊長はパウロを兵営の中に引き入れ

るように命じ、人々がなぜこのようにパウ

ロに向かって叫ぶのかを知ろうとして、彼

をむち打って取り調べるようにと言った。

25彼らがむちを当てるためにパウロを縛っ

たとき、パウロはそばに立っている百人隊

長に言った。「ローマ市民である者を、裁

判にもかけずに、むち打ってよいのですか

。」 26これを聞いた百人隊長は、千人隊長

のところに行って報告し、「どうなさいま

すか。あの人はローマ人です。」と言った

。 27千人隊長はパウロのところに来て、「

あなたはローマ市民なのか、私に言ってく

れ。」と言った。パウロは「そうです。」

と言った。 28すると、千人隊長は、「私は

たくさんの金を出して、この市民権を買っ

たのだ。」と言った。そこでパウロは、「

私は生まれながらの市民です。」と言った

。 29このため、パウロを取り調べようとし

ていた者たちは、すぐにパウロから身を引

いた。また千人隊長も、パウロがローマ市

民だとわかると、彼を鎖につないでいたの

で、恐れた。 30その翌日、千人隊長は、パ

ウロがなぜユダヤ人に告訴されたのかを確

かめたいと思って、パウロの鎖を解いてや

り、祭司長たちと全議会の召集を命じ、パ

ウロを連れて行って、彼らの前に立たせた

。

23パウロは議会を見つめて、こう言った
。「兄弟たちよ。私は今日まで、全く

きよい良心をもって、神の前に生活して来

ました。」 2すると大祭司アナニヤは、パ

ウロのそばに立っている者たちに、彼の口

を打てと命じた。 3そのとき、パウロはア

ナニヤに向かってこう言った。「ああ、白

く塗った壁。神があなたを打たれる。あな

たは、律法に従って私をさばく座に着きな

がら、律法にそむいて、私を打てと命じる

のですか。」 4するとそばに立っている者

たちが、「あなたは神の大祭司をののしる

のか。」と言ったので、 5パウロが言った

。「兄弟たち。私は彼が大祭司だとは知ら

なかった。確かに、『あなたの民の指導者

を悪く言ってはいけない。』と書いてあり

ます。」 6しかし、パウロは、彼らの一部

がサドカイ人で、一部がパリサイ人である

のを見て取って、議会の中でこう叫んだ。

「兄弟たち。私はパリサイ人であり、パリ

サイ人の子です。私は死者の復活という望

みのことで、さばきを受けているのです。

」 7彼がこう言うと、パリサイ人とサドカ

イ人との間に意見の衝突が起こり、議会は

二つに割れた。 8サドカイ人は、復活はな

く、御使いも霊もないと言い、パリサイ人

は、どちらもあると言っていたからである

。 9騒ぎがいよいよ大きくなり、パリサイ

派のある律法学者たちが立ち上がって激し

く論じて、「私たちは、この人に何の悪い

点も見いださない。もしかしたら、霊か御

使いかが、彼に語りかけたのかもしれない

。」と言った。 10論争がますます激しくな

ったので、千人隊長は、パウロが彼らに引

き裂かれてしまうのではないかと心配し、

兵隊に、下に降りて行って、パウロを彼ら

の中から力ずくで引き出し、兵営に連れて
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来るように命じた。 11その夜、主がパウロ

のそばに立って、「勇気を出しなさい。あ

なたは、エルサレムでわたしのことをあか

ししたように、ローマでもあかしをしなけ

ればならない。」と言われた。 12夜が明け

ると、ユダヤ人たちは徒党を組み、パウロ

を殺してしまうまでは飲み食いしないと誓

い合った。 13この陰謀に加わった者は、四

十人以上であった。 14彼らは、祭司長たち

、長老たちのところに行って、こう言った

。「私たちは、パウロを殺すまでは何も食

べない、と堅く誓い合いました。 15そこで

、今あなたがたは議会と組んで、パウロの

ことをもっと詳しく調べるふりをして、彼

をあなたがたのところに連れて来るように

千人隊長に願い出てください。私たちのほ

うでは、彼がそこに近づく前に殺す手はず

にしています。」 16ところが、パウロの姉

妹の子が、この待ち伏せのことを耳にし、

兵営にはいってパウロにそれを知らせた。

17そこでパウロは、百人隊長のひとりを呼

んで、「この青年を千人隊長のところに連

れて行ってください。お伝えすることがあ

りますから。」と言った。 18百人隊長は、

彼を連れて千人隊長のもとに行き、「囚人

のパウロが私を呼んで、この青年があなた

にお話しすることがあるので、あなたのと

ころに連れて行くようにと頼みました。」

と言った。 19千人隊長は彼の手を取り、だ

れもいない所に連れて行って、「私に伝え

たいことというのは何か。」と尋ねた。 20

すると彼はこう言った。「ユダヤ人たちは

、パウロについてもっと詳しく調べようと

しているかに見せかけて、あす、議会にパ

ウロを連れて来てくださるように、あなた

にお願いすることを申し合わせました。 21

どうか、彼らの願いを聞き入れないでくだ

さい。四十人以上の者が、パウロを殺すま

では飲み食いしない、と誓い合って、彼を

待ち伏せしているのです。今、彼らは手は

ずを整えて、あなたの承諾を待っています

。」 22そこで千人隊長は、「このことを私

に知らせたことは、だれにも漏らすな。」

と命じて、その青年を帰らせた。 23そして

ふたりの百人隊長を呼び、「今夜九時、カ

イザリヤに向けて出発できるように、歩兵

二百人、騎兵七十人、槍兵二百人を整えよ

。」と言いつけた。 24また、パウロを乗せ

て無事に総督ペリクスのもとに送り届ける

ように、馬の用意もさせた。 25そして、次

のような文面の手紙を書いた。 26「クラウ

デオ・ルシヤ、つつしんで総督ペリクス閣

下にごあいさつ申し上げます。 27この者が

、ユダヤ人に捕えられ、まさに殺されよう

としていたとき、彼がローマ市民であるこ

とを知りましたので、私は兵隊を率いて行

って、彼を助け出しました。 28それから、

どんな理由で彼が訴えられたかを知ろうと

思い、彼をユダヤ人の議会に出頭させまし

た。 29その結果、彼が訴えられているのは

、ユダヤ人の律法に関する問題のためで、

死刑や投獄に当たる罪はないことがわかり

ました。 30しかし、この者に対する陰謀が

あるという情報を得ましたので、私はただ

ちに彼を閣下のもとにお送りし、訴える者

たちには、閣下の前で彼のことを訴えるよ

うにと言い渡しておきました。」 31そこで

兵士たちは、命じられたとおりにパウロを

引き取り、夜中にアンテパトリスまで連れ

て行き、 32翌日、騎兵たちにパウロの護送
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を任せて、兵営に帰った。 33騎兵たちは、

カイザリヤに着き、総督に手紙を手渡して

、パウロを引き合わせた。 34総督は手紙を

読んでから、パウロに、どの州の者かと尋

ね、キリキヤの出であることを知って、 35

「あなたを訴える者が来てから、よく聞く

ことにしよう。」と言った。そして、ヘロ

デの官邸に彼を守っておくように命じた。

24五日の後、大祭司アナニヤは、数人の
長老およびテルトロという弁護士とい

っしょに下って来て、パウロを総督に訴え

た。 2パウロが呼び出されると、テルトロ

が訴えを始めてこう言った。 「ペリクス閣

下。閣下のおかげで、私たちはすばらしい

平和を与えられ、また、閣下のご配慮で、

この国の改革が進行しておりますが、 3そ

の事実をあらゆる面において、また至る所

で認めて、私たちは心から感謝しておりま

す。 4さて、あまりご迷惑をおかけしない

ように、ごく手短に申し上げますから、ご

寛容をもってお聞きくださるようお願いい

たします。 5この男は、まるでペストのよ

うな存在で、世界中のユダヤ人の間に騒ぎ

を起こしている者であり、ナザレ人という

一派の首領でございます。 6この男は宮さ

えもけがそうとしましたので、私たちは彼

を捕えました。 7閣下ご自身で、これらす

べてのことについて彼をお調べくださいま

すなら、私たちが彼を訴えております事が

らを、おわかりになっていただけるはずで

す。」 9ユダヤ人たちも、この訴えに同調

し、全くそのとおりだと言った。 10そのと

き、総督がパウロに、話すようにと合図し

たので、パウロはこう答えた。 「閣下が多

年に渡り、この民の裁判をつかさどる方で

あることを存じておりますので、私は喜ん

で弁明いたします。 11お調べになればわか

ることですが、私が礼拝のためにエルサレ

ムに上って来てから、まだ十二日しかたっ

ておりません。 12そして、宮でも会堂でも

、また市内でも、私がだれかと論争したり

、群衆を騒がせたりするのを見た者はあり

ません。 13いま私を訴えていることについ

て、彼らは証拠をあげることができないは

ずです。 14しかし、私は、彼らが異端と呼

んでいるこの道に従って、私たちの先祖の

神に仕えていることを、閣下の前で承認い

たします。私は、律法にかなうことと、預

言者たちが書いていることとを全部信じて

います。 15また、義人も悪人も必ず復活す

るという、この人たち自身も抱いている望

みを、神にあって抱いております。 16その

ために、私はいつも、神の前にも人の前に

も責められることのない良心を保つように

、と最善を尽くしています。 17さて私は、

同胞に対して施しをし、また供え物をささ

げるために、幾年ぶりかで帰って来ました

。 18その供え物のことで私は清めを受けて

宮の中にいたのを彼らに見られたのですが

、別に群衆もおらず、騒ぎもありませんで

した。ただアジヤから来た幾人かのユダヤ

人がおりました。 19もし彼らに、私につい

て何か非難したいことがあるなら、自分で

閣下の前に来て訴えるべきです。 20でなけ

れば、今ここにいる人々に、議会の前に立

っていたときの私にどんな不正を見つけた

かを言わせてください。 21彼らの中に立っ

ていたとき、私はただ一言、『死者の復活

のことで、私はきょう、あなたがたの前で

さばかれているのです。』と叫んだにすぎ
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ません。」 22しかしペリクスは、この道に

ついて相当詳しい知識を持っていたので、

「千人隊長ルシヤが下って来るとき、あな

たがたの事件を解決することにしよう。」

と言って、裁判を延期した。 23そして百人

隊長に、パウロを監禁するように命じたが

、ある程度の自由を与え、友人たちが世話

をすることを許した。 24数日後、ペリクス

はユダヤ人である妻ドルシラを連れて来て

、パウロを呼び出し、キリスト・イエスを

信じる信仰について話を聞いた。 25しかし

、パウロが正義と節制とやがて来る審判と

を論じたので、ペリクスは恐れを感じ、「

今は帰ってよい。おりを見て、また呼び出

そう。」と言った。 26それとともに、彼は

パウロから金をもらいたい下心があったの

で、幾度もパウロを呼び出して話し合った

。 27二年たって後、ポルキオ・フェストが

ペリクスの後任になったが、ペリクスはユ

ダヤ人に恩を売ろうとして、パウロを牢に

つないだままにしておいた。

25フェストは州総督として着任すると、
三日後にカイザリヤからエルサレムに

上った。 2すると、祭司長たちとユダヤ人

のおもだった者たちが、パウロのことを訴

え出て、 3パウロを取り調べる件について

自分たちに好意を持ってくれるように頼み

、パウロをエルサレムに呼び寄せていただ

きたいと彼に懇願した。彼らはパウロを途

中で殺害するために待ち伏せをさせていた

。 4ところが、フェストは、パウロはカイ

ザリヤに拘置されているし、自分はまもな

く出発の予定であると答え、 5「だから、

その男に何か不都合なことがあるなら、あ

なたがたのうちの有力な人たちが、私とい

っしょに下って行って、彼を告訴しなさい

。」と言った。 6フェストは、彼らのとこ

ろに八日あるいは十日ばかり滞在しただけ

で、カイザリヤへ下って行き、翌日、裁判

の席に着いて、パウロの出廷を命じた。 7

パウロが出て来ると、エルサレムから下っ

て来たユダヤ人たちは、彼を取り囲んで立

ち、多くの重い罪状を申し立てたが、それ

を証拠立てることはできなかった。 8しか

しパウロは弁明して、「私は、ユダヤ人の

律法に対しても、宮に対しても、またカイ

ザルに対しても、何の罪も犯してはおりま

せん。」と言った。 9ところが、ユダヤ人

の歓心を買おうとしたフェストは、パウロ

に向かって、「あなたはエルサレムに上り

、この事件について、私の前で裁判を受け

ることを願うか。」と尋ねた。 10すると、

パウロはこう言った。「私はカイザルの法

廷に立っているのですから、ここで裁判を

受けるのが当然です。あなたもよくご存じ

のとおり、私はユダヤ人にどんな悪いこと

もしませんでした。 11もし私が悪いことを

して、死罪に当たることをしたのでしたら

、私は死をのがれようとはしません。しか

し、この人たちが私を訴えていることに一

つも根拠がないとすれば、だれも私を彼ら

に引き渡すことはできません。私はカイザ

ルに上訴します。」 12そのとき、フェスト

は陪席の者たちと協議したうえで、こう答

えた。「あなたはカイザルに上訴したのだ

から、カイザルのもとへ行きなさい。」 13

数日たってから、アグリッパ王とベルニケ

が、フェストに敬意を表するためにカイザ

リヤに来た。 14ふたりがそこに長く滞在し

ていたので、フェストはパウロの一件を王
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に持ち出してこう言った。「ペリクスが囚

人として残して行ったひとりの男がおりま

す。 15私がエルサレムに行ったとき、祭司

たちとユダヤ人の長老たちとが、その男の

ことを私に訴え出て、罪に定めるように要

求しました。 16そのとき私は、『被告が、

彼を訴えた者の面前で訴えに対して弁明す

る機会を与えられないで、そのまま引き渡

されるということはローマの慣例ではない

。』と答えておきました。 17そういうわけ

で、訴える者たちがここに集まったとき、

私は時を移さず、その翌日、裁判の席に着

いて、その男を出廷させました。 18訴えた

者たちは立ち上がりましたが、私が予期し

ていたような犯罪についての訴えは何一つ

申し立てませんでした。 19ただ、彼と言い

争っている点は、彼ら自身の宗教に関する

ことであり、また、死んでしまったイエス

という者のことで、そのイエスが生きてい

るとパウロは主張しているのでした。 20こ

のような問題をどう取り調べたらよいか、

私には見当がつかないので、彼に『エルサ

レムに上り、そこで、この事件について裁

判を受けたいのか。』と尋ねたところが、

21パウロは、皇帝の判決を受けるまで保護

してほしいと願い出たので、彼をカイザル

のもとに送る時まで守っておくように、命

じておきました。」 22すると、アグリッパ

がフェストに、「私も、その男の話を聞き

たいものです。」と言ったので、フェスト

は、「では、明日お聞きください。」と言

った。 23こういうわけで、翌日、アグリッ

パとベルニケは、大いに威儀を整えて到着

し、千人隊長たちや市の首脳者たちにつき

添われて講堂にはいった。そのとき、フェ

ストの命令によってパウロが連れて来られ

た。 24そこで、フェストはこう言った。「

アグリッパ王、ならびに、ここに同席の方

々。ご覧ください。ユダヤ人がこぞって、

一刻も生かしてはおけないと呼ばわり、エ

ルサレムでも、ここでも、私に訴えて来た

のは、この人のことです。 25私としては、

彼は死に当たることは何一つしていないと

思います。しかし、彼自身が皇帝に上訴し

ましたので、彼をそちらに送ることに決め

ました。 26ところが、彼について、わが君

に書き送るべき確かな事がらが一つもない

のです。それで皆さんの前に、わけてもア

グリッパ王よ、あなたの前に、彼を連れて

まいりました。取り調べをしてみたら、何

か書き送るべきことが得られましょう。 27

囚人を送るのに、その訴えの個条を示さな

いのは、理に合わないと思うのです。」

26すると、アグリッパがパウロに、「あ
なたは、自分の言い分を申し述べてよ

ろしい。」と言った。そこでパウロは、手

を差し伸べて弁明し始めた。 2「アグリッ

パ王。私がユダヤ人に訴えられているすべ

てのことについて、きょう、あなたの前で

弁明できることを、幸いに存じます。 3特

に、あなたがユダヤ人の慣習や問題に精通

しておられるからです。どうか、私の申し

上げることを、忍耐をもってお聞きくださ

るよう、お願いいたします。 4では申し述

べますが、私が最初から私の国民の中で、

またエルサレムにおいて過ごした若い時か

らの生活ぶりは、すべてのユダヤ人の知っ

ているところです。 5彼らは以前から私を

知っていますので、証言するつもりならで

きることですが、私は、私たちの宗教の最
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も厳格な派に従って、パリサイ人として生

活してまいりました。 6そして今、神が私

たちの先祖に約束されたものを待ち望んで

いることで、私は裁判を受けているのです

。 7私たちの十二部族は、夜も昼も熱心に

神に仕えながら、その約束のものを得たい

と望んでおります。王よ。私は、この希望

のためにユダヤ人から訴えられているので

す。 8神が死者をよみがえらせるというこ

とを、あなたがたは、なぜ信じがたいこと

とされるのでしょうか。 9以前は、私自身

も、ナザレ人イエスの名に強硬に敵対すべ

きだと考えていました。 10そして、それを

エルサレムで実行しました。祭司長たちか

ら権限を授けられた私は、多くの聖徒たち

を牢に入れ、彼らが殺されるときには、そ

れに賛成の票を投じました。 11また、すべ

ての会堂で、しばしば彼らを罰しては、強

いて御名をけがすことばを言わせようとし

、彼らに対する激しい怒りに燃えて、つい

には国外の町々にまで彼らを追跡して行き

ました。 12このようにして、私は祭司長た

ちから権限と委任を受けて、ダマスコへ出

かけて行きますと、 13その途中、正午ごろ

、王よ、私は天からの光を見ました。それ

は太陽よりも明るく輝いて、私と同行者た

ちとの回りを照らしたのです。 14私たちは

みな地に倒れましたが、そのとき声があっ

て、ヘブル語で私にこう言うのが聞こえま

した。『サウロ、サウロ。なぜわたしを迫

害するのか。とげのついた棒をけるのは、

あなたにとって痛いことだ。』 15私が『主

よ。あなたはどなたですか。』と言います

と、主がこう言われました。『わたしは、

あなたが迫害しているイエスである。 16起

き上がって、自分の足で立ちなさい。わた

しがあなたに現われたのは、あなたが見た

こと、また、これから後わたしがあなたに

現われて示そうとすることについて、あな

たを奉仕者、また証人に任命するためであ

る。 17わたしは、この民と異邦人との中か

らあなたを救い出し、彼らのところに遣わ

す。 18それは彼らの目を開いて、暗やみか

ら光に、サタンの支配から神に立ち返らせ

、わたしを信じる信仰によって、彼らに罪

の赦しを得させ、聖別された人々の中にあ

って御国を受け継がせるためである。』 19

こういうわけで、アグリッパ王よ、私は、

この天からの啓示にそむかず、 20ダマスコ

にいる人々をはじめエルサレムにいる人々

に、またユダヤの全地方に、さらに異邦人

にまで、悔い改めて神に立ち返り、悔い改

めにふさわしい行ないをするようにと宣べ

伝えて来たのです。 21そのために、ユダヤ

人たちは私を宮の中で捕え、殺そうとした

のです。 22こうして、私はこの日に至るま

で神の助けを受け、堅く立って、小さい者

にも大きい者にもあかしをしているのです

。そして、預言者たちやモーセが、後に起

こるはずだと語ったこと以外は何も話しま

せんでした。 23すなわち、キリストは苦し

みを受けること、また、死者の中からの復

活によって、この民と異邦人とに最初に光

を宣べ伝える、ということです。」 24パウ

ロがこのように弁明していると、フェスト

が大声で、「気が狂っているぞ。パウロ。

博学があなたの気を狂わせている。」と言

った。 25するとパウロは次のように言った

。「フェスト閣下。気は狂っておりません

。私は、まじめな真理のことばを話してい
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ます。 26王はこれらのことをよく知ってお

られるので、王に対して私は率直に申し上

げているのです。これらのことは片隅で起

こった出来事ではありませんから、そのう

ちの一つでも王の目に留まらなかったもの

はないと信じます。 27アグリッパ王。あな

たは預言者を信じておられますか。もちろ

ん信じておられると思います。」 28すると

アグリッパはパウロに、「あなたは、わず

かなことばで、私をキリスト者にしようと

している。」と言った。 29パウロはこう答

えた。「ことばが少なかろうと、多かろう

と、私が神に願うことは、あなたばかりで

なく、きょう私の話を聞いている人がみな

、この鎖は別として、私のようになってく

ださることです。」 30ここで王と総督とベ

ルニケ、および同席の人々が立ち上がった

。 31彼らは退場してから、互いに話し合っ

て言った。「あの人は、死や投獄に相当す

ることは何もしていない。」 32またアグリ

ッパはフェストに、「この人は、もしカイ

ザルに上訴しなかったら、釈放されたであ

ろうに。」と言った。

27さて、私たちが船でイタリヤへ行くこ
とが決まったとき、パウロと、ほかの

数人の囚人は、ユリアスという親衛隊の百

人隊長に引き渡された。 2私たちは、アジ

ヤの沿岸の各地に寄港して行くアドラミテ

オの船に乗り込んで出帆した。テサロニケ

のマケドニヤ人アリスタルコも同行した。

3翌日、シドンに入港した。ユリアスはパ

ウロを親切に取り扱い、友人たちのところ

へ行って、もてなしを受けることを許した

。 4そこから出帆したが、向かい風なので

、キプロスの島陰を航行した。 5そしてキ

リキヤとパンフリヤの沖を航行して、ルキ

ヤのミラに入港した。 6そこに、イタリヤ

へ行くアレキサンドリヤの船があったので

、百人隊長は私たちをそれに乗り込ませた

。 7幾日かの間、船の進みはおそく、よう

やくのことでクニドの沖に着いたが、風の

ためにそれ以上進むことができず、サルモ

ネ沖のクレテの島陰を航行し、 8その岸に

沿って進みながら、ようやく、良い港と呼

ばれる所に着いた。その近くにラサヤの町

があった。 9かなりの日数が経過しており

、断食の季節もすでに過ぎていたため、も

う航海は危険であったので、パウロは人々

に注意して、 10「皆さん。この航海では、

きっと、積荷や船体だけではなく、私たち

の生命にも、危害と大きな損失が及ぶと、

私は考えます。」と言った。 11しかし百人

隊長は、パウロのことばよりも、航海士や

船長のほうを信用した。 12また、この港が

冬を過ごすのに適していなかったので、大

多数の者の意見は、ここを出帆して、でき

れば何とかして、南西と北西とに面してい

るクレテの港ピニクスまで行って、そこで

冬を過ごしたいということになった。 13お

りから、穏やかな南風が吹いて来ると、人

々はこの時とばかり錨を上げて、クレテの

海岸に沿って航行した。 14ところが、まも

なくユーラクロンという暴風が陸から吹き

おろして来て、 15船はそれに巻き込まれ、

風に逆らって進むことができないので、し

かたなく吹き流されるままにした。 16しか

しクラウダという小さな島の陰にはいった

ので、ようやくのことで小舟を処置するこ

とができた。 17小舟を船に引き上げ、備え

綱で船体を巻いた。また、スルテスの浅瀬
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に乗り上げるのを恐れて、船具をはずして

流れるに任せた。 18私たちは暴風に激しく

翻弄されていたので、翌日、人々は積荷を

捨て始め、 19三日目には、自分の手で船具

までも投げ捨てた。 20太陽も星も見えない

日が幾日も続き、激しい暴風が吹きまくる

ので、私たちが助かる最後の望みも今や絶

たれようとしていた。 21だれも長いこと食

事をとらなかったが、そのときパウロが彼

らの中に立って、こう言った。「皆さん。

あなたがたは私の忠告を聞き入れて、クレ

テを出帆しなかったら、こんな危害や損失

をこうむらなくて済んだのです。 22しかし

、今、お勧めします。元気を出しなさい。

あなたがたのうち、いのちを失う者はひと

りもありません。失われるのは船だけです

。 23昨夜、私の主で、私の仕えている神の

御使いが、私の前に立って、 24こう言いま

した。『恐れてはいけません。パウロ。あ

なたは必ずカイザルの前に立ちます。そし

て、神はあなたと同船している人々をみな

、あなたにお与えになったのです。』 25で

すから、皆さん。元気を出しなさい。すべ

て私に告げられたとおりになると、私は神

によって信じています。 26私たちは必ず、

どこかの島に打ち上げられます。」 27十四

日目の夜になって、私たちがアドリヤ海を

漂っていると、真夜中ごろ、水夫たちは、

どこかの陸地に近づいたように感じた。 28

水の深さを測ってみると、四十メートルほ

どであることがわかった。少し進んでまた

測ると、三十メートルほどであった。 29ど

こかで暗礁に乗り上げはしないかと心配し

て、ともから四つの錨を投げおろし、夜の

明けるのを待った。 30ところが、水夫たち

は船から逃げ出そうとして、へさきから錨

を降ろすように見せかけて、小舟を海に降

ろしていたので、 31パウロは百人隊長や兵

士たちに、「あの人たちが船にとどまって

いなければ、あなたがたも助かりません。

」と言った。 32そこで兵士たちは、小舟の

綱を断ち切って、そのまま流れ去るのに任

せた。 33ついに夜の明けかけたころ、パウ

ロは、一同に食事をとることを勧めて、こ

う言った。「あなたがたは待ちに待って、

きょうまで何も食べずに過ごして、十四日

になります。 34ですから、私はあなたがた

に、食事をとることを勧めます。これであ

なたがたは助かることになるのです。あな

たがたの頭から髪一筋も失われることはあ

りません。」 35こう言って、彼はパンを取

り、一同の前で神に感謝をささげてから、

それを裂いて食べ始めた。 36そこで一同も

元気づけられ、みなが食事をとった。 37船

にいた私たちは全部で二百七十六人であっ

た。 38十分食べてから、彼らは麦を海に投

げ捨てて、船を軽くした。 39夜が明けると

、どこの陸地かわからないが、砂浜のある

入江が目に留まったので、できれば、そこ

に船を乗り入れようということになった。

40錨を切って海に捨て、同時にかじ綱を解

き、風に前の帆を上げて、砂浜に向かって

進んで行った。 41ところが、潮流の流れ合

う浅瀬に乗り上げて、船を座礁させてしま

った。へさきはめり込んで動かなくなり、

ともは激しい波に打たれて破れ始めた。 42

兵士たちは、囚人たちがだれも泳いで逃げ

ないように、殺してしまおうと相談した。

43しかし百人隊長は、パウロをあくまでも

助けようと思って、その計画を押え、泳げ
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る者がまず海に飛び込んで陸に上がるよう

に、 44それから残りの者は、板切れや、そ

の他の、船にある物につかまって行くよう

に命じた。こうして、彼らはみな、無事に

陸に上がった。

28こうして救われてから、私たちは、こ
こがマルタと呼ばれる島であることを

知った。 2島の人々は私たちに非常に親切

にしてくれた。おりから雨が降りだして寒

かったので、彼らは火をたいて私たちみな

をもてなしてくれた。 3パウロがひとかか

えの柴をたばねて火にくべると、熱気のた

めに、一匹のまむしがはい出して来て、彼

の手に取りついた。 4島の人々は、この生

き物がパウロの手から下がっているのを見

て、「この人はきっと人殺しだ。海からは

のがれたが、正義の女神はこの人を生かし

てはおかないのだ。」と互いに話し合った

。 5しかし、パウロは、その生き物を火の

中に振り落として、何の害も受けなかった

。 6島の人々は、彼が今にも、はれ上がっ

て来るか、または、倒れて急死するだろう

と待っていた。しかし、いくら待っても、

彼に少しも変わった様子が見えないので、

彼らは考えを変えて、「この人は神さまだ

。」と言いだした。 7さて、その場所の近

くに、島の首長でポプリオという人の領地

があった。彼はそこに私たちを招待して、

三日間手厚くもてなしてくれた。 8たまた

まポプリオの父が、熱病と下痢とで床に着

いていた。そこでパウロは、その人のもと

に行き、祈ってから、彼の上に手を置いて

直してやった。 9このことがあってから、

島のほかの病人たちも来て、直してもらっ

た。 10それで彼らは、私たちを非常に尊敬

し、私たちが出帆するときには、私たちに

必要な品々を用意してくれた。 11三か月後

に、私たちは、この島で冬を過ごしていた

、船首にデオスクロイの飾りのある、アレ

キサンドリヤの船で出帆した。 12シラクサ

に寄港して、三日間とどまり、 13そこから

回って、レギオンに着いた。一日たつと、

南風が吹き始めたので、二日目にはポテオ

リに入港した。 14ここで、私たちは兄弟た

ちに会い、勧められるままに彼らのところ

に七日間滞在した。こうして、私たちはロ

ーマに到着した。 15私たちのことを聞いた

兄弟たちは、ローマからアピオ・ポロとト

レス・タベルネまで出迎えに来てくれた。

パウロは彼らに会って、神に感謝し、勇気

づけられた。 16私たちがローマにはいると

、パウロは番兵付きで自分だけの家に住む

ことが許された。 17三日の後、パウロはユ

ダヤ人のおもだった人たちを呼び集め、彼

らが集まったときに、こう言った。「兄弟

たち。私は、私の国民に対しても、先祖の

慣習に対しても、何一つそむくことはして

いないのに、エルサレムで囚人としてロー

マ人の手に渡されました。 18ローマ人は私

を取り調べましたが、私を死刑にする理由

が何もなかったので、私を釈放しようと思

ったのです。 19ところが、ユダヤ人たちが

反対したため、私はやむなくカイザルに上

訴しました。それは、私の同胞を訴えよう

としたのではありません。 20このようなわ

けで、私は、あなたがたに会ってお話しし

ようと思い、お招きしました。私はイスラ

エルの望みのためにこの鎖につながれてい

るのです。」 21すると、彼らはこう言った

。「私たちは、あなたのことについて、ユ
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ダヤから何の知らせも受けておりません。

また、当地に来た兄弟たちの中で、あなた

について悪いことを告げたり、話したりし

た者はおりません。 22私たちは、あなたが

考えておられることを、直接あなたから聞

くのがよいと思っています。この宗派につ

いては、至る所で非難があることを私たち

は知っているからです。」 23そこで、彼ら

は日を定めて、さらに大ぜいでパウロの宿

にやって来た。彼は朝から晩まで語り続け

た。神の国のことをあかしし、また、モー

セの律法と預言者たちの書によって、イエ

スのことについて彼らを説得しようとした

。 24ある人々は彼の語る事を信じたが、あ

る人々は信じようとしなかった。 25こうし

て、彼らは、お互いの意見が一致せずに帰

りかけたので、パウロは一言、次のように

言った。「聖霊が預言者イザヤを通してあ

なたがたの先祖に語られたことは、まさに

そのとおりでした。 26『この民のところに

行って、告げよ。 あなたがたは確かに聞き

はするが、決して悟らない。確かに見ては

いるが、決してわからない。 27この民の心

は鈍くなり、その耳は遠く、その目はつぶ

っているからである。 それは、彼らがその

目で見、その耳で聞き、その心で悟って、

立ち返り、 わたしにいやされることのない

ためである。』 28ですから、承知しておい

てください。神のこの救いは、異邦人に送

られました。彼らは、耳を傾けるでしょう

。」 29こうしてパウロは満二年の間、自費

で借りた家に住み、たずねて来る人たちを

みな迎えて、 31大胆に、少しも妨げられる

ことなく、神の国を宣べ伝え、主イエス・

キリストのことを教えた。
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ローマ人への手紙

1神の福音のために選び分けられ、使徒と
して召されたキリスト・イエスのしもべ

パウロ、 2――この福音は、神がその預言

者たちを通して、聖書において前から約束

されたもので、 3御子に関することです。

御子は、肉によればダビデの子孫として生

まれ、 4きよい御霊によれば、死者の中か

らの復活により、大能によって公に神の御

子として示された方、私たちの主イエス・

キリストです。 5このキリストによって、

私たちは恵みと使徒の務めを受けました。

それは、御名のためにあらゆる国の人々の

中に信仰の従順をもたらすためなのです。

6あなたがたも、それらの人々の中にあっ

て、イエス・キリストによって召された人

々です。――このパウロから、 7ローマに

いるすべての、神に愛されている人々、召

された聖徒たちへ。 私たちの父なる神と主

イエス・キリストから恵みと平安があなた

がたの上にありますように。 8まず第一に

、あなたがたすべてのために、私はイエス

・キリストによって私の神に感謝します。

それは、あなたがたの信仰が全世界に言い

伝えられているからです。 9私が御子の福

音を宣べ伝えつつ霊をもって仕えている神

があかししてくださることですが、私はあ

なたがたのことを思わぬ時はなく、 10いつ

も祈りのたびごとに、神のみこころによっ

て、何とかして、今度はついに道が開かれ

て、あなたがたのところに行けるようにと

願っています。 11私があなたがたに会いた

いと切に望むのは、御霊の賜物をいくらか

でもあなたがたに分けて、あなたがたを強

くしたいからです。 12というよりも、あな

たがたの間にいて、あなたがたと私との互

いの信仰によって、ともに励ましを受けた

いのです。 13兄弟たち。ぜひ知っておいて

いただきたい。私はあなたがたの中でも、

ほかの国の人々の中で得たと同じように、

いくらかの実を得ようと思って、何度もあ

なたがたのところに行こうとしたのですが

、今なお妨げられているのです。 14私は、

ギリシヤ人にも未開人にも、知識のある人

にも知識のない人にも、返さなければなら

ない負債を負っています。 15ですから、私

としては、ローマにいるあなたがたにも、

ぜひ福音を伝えたいのです。 16私は福音を

恥とは思いません。福音は、ユダヤ人をは

じめギリシヤ人にも、信じるすべての人に

とって、救いを得させる神の力です。 17な

ぜなら、福音のうちには神の義が啓示され

ていて、その義は、信仰に始まり信仰に進

ませるからです。「義人は信仰によって生

きる。」と書いてあるとおりです。 18とい

うのは、不義をもって真理をはばんでいる

人々のあらゆる不敬虔と不正に対して、神

の怒りが天から啓示されているからです。

19なぜなら、神について知りうることは、

彼らに明らかであるからです。それは神が

明らかにされたのです。 20神の、目に見え

ない本性、すなわち神の永遠の力と神性は

、世界の創造された時からこのかた、被造

物によって知られ、はっきりと認められる

のであって、彼らに弁解の余地はないので

す。 (aïdios g126) 21というのは、彼らは、神

を知っていながら、その神を神としてあが

めず、感謝もせず、かえってその思いはむ

なしくなり、その無知な心は暗くなったか

らです。 22彼らは、自分では知者であると
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言いながら、愚かな者となり、 23不滅の神

の御栄えを、滅ぶべき人間や、鳥、獣、は

うもののかたちに似た物と代えてしまいま

した。 24それゆえ、神は、彼らをその心の

欲望のままに汚れに引き渡され、そのため

に彼らは、互いにそのからだをはずかしめ

るようになりました。 25それは、彼らが神

の真理を偽りと取り代え、造り主の代わり

に造られた物を拝み、これに仕えたからで

す。造り主こそ、とこしえにほめたたえら

れる方です。アーメン。 (aiōn g165) 26こうい

うわけで、神は彼らを恥ずべき情欲に引き

渡されました。すなわち、女は自然の用を

不自然なものに代え、 27同じように、男も

、女の自然な用を捨てて男どうしで情欲に

燃え、男が男と恥ずべきことを行なうよう

になり、こうしてその誤りに対する当然の

報いを自分の身に受けているのです。 28ま

た、彼らが神を知ろうとしたがらないので

、神は彼らを良くない思いに引き渡され、

そのため彼らは、してはならないことをす

るようになりました。 29彼らは、あらゆる

不義と悪とむさぼりと悪意とに満ちた者、

ねたみと殺意と争いと欺きと悪だくみとで

いっぱいになった者、陰口を言う者、 30そ

しる者、神を憎む者、人を人と思わぬ者、

高ぶる者、大言壮語する者、悪事をたくら

む者、親に逆らう者、 31わきまえのない者

、約束を破る者、情け知らずの者、慈愛の

ない者です。 32彼らは、そのようなことを

行なえば、死罪に当たるという神の定めを

知っていながら、それを行なっているだけ

でなく、それを行なう者に心から同意して

いるのです。

2ですから、すべて他人をさばく人よ。あ
なたに弁解の余地はありません。あなた

は、他人をさばくことによって、自分自身

を罪に定めています。さばくあなたが、そ

れと同じことを行なっているからです。 2

私たちは、そのようなことを行なっている

人々に下る神のさばきが正しいことを知っ

ています。 3そのようなことをしている人

々をさばきながら、自分で同じことをして

いる人よ。あなたは、自分は神のさばきを

免れるのだとでも思っているのですか。 4

それとも、神の慈愛があなたを悔い改めに

導くことも知らないで、その豊かな慈愛と

忍耐と寛容とを軽んじているのですか。 5

ところが、あなたは、かたくなさと悔い改

めのない心のゆえに、御怒りの日、すなわ

ち、神の正しいさばきの現われる日の御怒

りを自分のために積み上げているのです。

6神は、ひとりひとりに、その人の行ない

に従って報いをお与えになります。 7忍耐

をもって善を行ない、栄光と誉れと不滅の

ものとを求める者には、永遠のいのちを与

え、 (aiōnios g166) 8党派心を持ち、真理に従

わないで不義に従う者には、怒りと憤りを

下されるのです。 9患難と苦悩とは、ユダ

ヤ人をはじめギリシヤ人にも、悪を行なう

すべての者の上に下り、 10栄光と誉れと平

和は、ユダヤ人をはじめギリシヤ人にも、

善を行なうすべての者の上にあります。 11

神にはえこひいきなどはないからです。 12

律法なしに罪を犯した者はすべて、律法な

しに滅び、律法の下にあって罪を犯した者

はすべて、律法によってさばかれます。 13

それは、律法を聞く者が神の前に正しいの

ではなく、律法を行なう者が正しいと認め
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られるからです。 14――律法を持たない異

邦人が、生まれつきのままで律法の命じる

行ないをするばあいは、律法を持たなくて

も、自分自身が自分に対する律法なのです

。 15彼らはこのようにして、律法の命じる

行ないが彼らの心に書かれていることを示

しています。彼らの良心もいっしょになっ

てあかしし、また、彼らの思いは互いに責

め合ったり、また、弁明し合ったりしてい

ます。―― 16私の福音によれば、神のさば

きは、神がキリスト・イエスによって人々

の隠れたことをさばかれる日に、行なわれ

るのです。 17もし、あなたが自分をユダヤ

人ととなえ、律法を持つことに安んじ、神

を誇り、 18みこころを知り、なすべきこと

が何であるかを律法に教えられてわきまえ

、 19また、知識と真理の具体的な形として

律法を持っているため、盲人の案内人、や

みの中にいる者の光、愚かな者の導き手、

幼子の教師だと自任しているのなら、 21ど

うして、人を教えながら、自分自身を教え

ないのですか。盗むなと説きながら、自分

は盗むのですか。 22姦淫するなと言いなが

ら、自分は姦淫するのですか。偶像を忌み

きらいながら、自分は神殿の物をかすめる

のですか。 23律法を誇りとしているあなた

が、どうして律法に違反して、神を侮るの

ですか。 24これは、「神の名は、あなたが

たのゆえに、異邦人の中でけがされている

。」と書いてあるとおりです。 25もし律法

を守るなら、割礼には価値があります。し

かし、もしあなたが律法にそむいているな

ら、あなたの割礼は、無割礼になったので

す。 26もし割礼を受けていない人が律法の

規定を守るなら、割礼を受けていなくても

、割礼を受けている者とみなされないでし

ょうか。 27また、からだに割礼を受けてい

ないで律法を守る者が、律法の文字と割礼

がありながら律法にそむいているあなたを

、さばくことにならないでしょうか。 28外

見上のユダヤ人がユダヤ人なのではなく、

外見上のからだの割礼が割礼なのではあり

ません。 29かえって人目に隠れたユダヤ人

がユダヤ人であり、文字ではなく、御霊に

よる、心の割礼こそ割礼です。その誉れは

、人からではなく、神から来るものです。

3では、ユダヤ人のすぐれたところは、い
ったい何ですか。割礼にどんな益がある

のですか。 2それは、あらゆる点から見て

、大いにあります。第一に、彼らは神のい

ろいろなおことばをゆだねられています。

3では、いったいどうなのですか。彼らの

うちに不真実な者があったら、その不真実

によって、神の真実が無に帰することにな

るでしょうか。 4絶対にそんなことはあり

ません。たとい、すべての人を偽り者とし

ても、神は真実な方であるとすべきです。

それは、 「あなたが、そのみことばによっ

て正しいとされ、さばかれるときには勝利

を得られるため。」 と書いてあるとおりで

す。 5しかし、もし私たちの不義が神の義

を明らかにするとしたら、どうなるでしょ

うか。人間的な言い方をしますが、怒りを

下す神は不正なのでしょうか。 6絶対にそ

んなことはありません。もしそうだとした

ら、神はいったいどのように世をさばかれ

るのでしょう。 7でも、私の偽りによって

、神の真理がますます明らかにされて神の

栄光となるのであれば、なぜ私がなお罪人

としてさばかれるのでしょうか。 8「善を
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現わすために、悪をしようではないか。」

と言ってはいけないのでしょうか。――私

たちはこの点でそしられるのです。ある人

たちは、それが私たちのことばだと言って

いますが、――もちろんこのように論じる

者どもは当然罪に定められるのです。 9で

は、どうなのでしょう。私たちは他の者に

まさっているのでしょうか。決してそうで

はありません。私たちは前に、ユダヤ人も

ギリシヤ人も、すべての人が罪の下にある

と責めたのです。 10それは、次のように書

いてあるとおりです。 「義人はいない。ひ

とりもいない。 11悟りのある人はいない。

神を求める人はいない。 12すべての人が迷

い出て、 みな、ともに無益な者となった。

善を行なう人はいない。ひとりもいない。

」 13「彼らののどは、開いた墓であり、

彼らはその舌で欺く。」 「彼らのくちびる

の下には、まむしの毒があり、」 14「彼ら

の口は、のろいと苦さで満ちている。」 15

「彼らの足は血を流すのに速く、 16彼らの

道には破壊と悲惨がある。 17また、彼らは

平和の道を知らない。」 18「彼らの目の前

には、神に対する恐れがない。」 19さて、

私たちは、律法の言うことはみな、律法の

下にある人々に対して言われていることを

知っています。それは、すべての口がふさ

がれて、全世界が神のさばきに服するため

です。 20なぜなら、律法を行なうことによ

っては、だれひとり神の前に義と認められ

ないからです。律法によっては、かえって

罪の意識が生じるのです。 21しかし、今は

、律法とは別に、しかも律法と預言者によ

ってあかしされて、神の義が示されました

。 22すなわち、イエス・キリストを信じる

信仰による神の義であって、それはすべて

の信じる人に与えられ、何の差別もありま

せん。 23すべての人は、罪を犯したので、

神からの栄誉を受けることができず、 24た

だ、神の恵みにより、キリスト・イエスに

よる贖いのゆえに、価なしに義と認められ

るのです。 25神は、キリスト・イエスを、

その血による、また信仰による、なだめの

供え物として、公にお示しになりました。

それは、ご自身の義を現わすためです。と

いうのは、今までに犯されて来た罪を神の

忍耐をもって見のがして来られたからです

。 26それは、今の時にご自身の義を現わす

ためであり、こうして神ご自身が義であり

、また、イエスを信じる者を義とお認めに

なるためなのです。 27それでは、私たちの

誇りはどこにあるのでしょうか。それはす

でに取り除かれました。どういう原理によ

ってでしょうか。行ないの原理によってで

しょうか。そうではなく、信仰の原理によ

ってです。 28人が義と認められるのは、律

法の行ないによるのではなく、信仰による

というのが、私たちの考えです。 29それと

も、神はユダヤ人だけの神でしょうか。異

邦人にとっても神ではないのでしょうか。

確かに神は、異邦人にとっても、神です。

30神が唯一ならばそうです。この神は、割

礼のある者を信仰によって義と認めてくだ

さるとともに、割礼のない者をも、信仰に

よって義と認めてくださるのです。 31それ

では、私たちは信仰によって律法を無効に

することになるのでしょうか。絶対にそん

なことはありません。かえって、律法を確

立することになるのです。
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4それでは、肉による私たちの先祖アブラ
ハムのばあいは、どうでしょうか。 2も

しアブラハムが行ないによって義と認めら

れたのなら、彼は誇ることができます。し

かし、神の御前では、そうではありません

。 3聖書は何と言っていますか。「それで

アブラハムは神を信じた。それが彼の義と

みなされた。」とあります。 4働く者のば

あいに、その報酬は恵みでなくて、当然支

払うべきものとみなされます。 5何の働き

もない者が、不敬虔な者を義と認めてくだ

さる方を信じるなら、その信仰が義とみな

されるのです。 6ダビデもまた、行ないと

は別の道で神によって義と認められる人の

幸いを、こう言っています。 7「不法を赦

され、罪をおおわれた人たちは、 幸いであ

る。 8主が罪を認めない人は幸いである。

」 9それでは、この幸いは、割礼のある者

にだけ与えられるのでしょうか。それとも

、割礼のない者にも与えられるのでしょう

か。私たちは、「アブラハムには、その信

仰が義とみなされた。」と言っていますが

、 10どのようにして、その信仰が義とみな

されたのでしょうか。割礼を受けてからで

しょうか。まだ割礼を受けていないときに

でしょうか。割礼を受けてからではなく、

割礼を受けていないときにです。 11彼は、

割礼を受けていないとき信仰によって義と

認められたことの証印として、割礼という

しるしを受けたのです。それは、彼が、割

礼を受けないままで信じて義と認められる

すべての人の父となり、 12また割礼のある

者の父となるためです。すなわち、割礼を

受けているだけではなく、私たちの父アブ

ラハムが無割礼のときに持った信仰の足跡

に従って歩む者の父となるためです。 13と

いうのは、世界の相続人となるという約束

が、アブラハムに、あるいはまた、その子

孫に与えられたのは、律法によってではな

く、信仰の義によったからです。 14もし律

法による者が相続人であるとするなら、信

仰はむなしくなり、約束は無効になってし

まいます。 15律法は怒りを招くものであり

、律法のないところには違反もありません

。 16そのようなわけで、世界の相続人とな

ることは、信仰によるのです。それは、恵

みによるためであり、こうして約束がすべ

ての子孫に、すなわち、律法を持っている

人々にだけでなく、アブラハムの信仰にな

らう人々にも保証されるためなのです。「

わたしは、あなたをあらゆる国の人々の父

とした。」と書いてあるとおりに、アブラ

ハムは私たちすべての者の父なのです。 17

このことは、彼が信じた神、すなわち死者

を生かし、無いものを有るもののようにお

呼びになる方の御前で、そうなのです。 18

彼は望みえないときに望みを抱いて信じま

した。それは、「あなたの子孫はこのよう

になる。」と言われていたとおりに、彼が

あらゆる国の人々の父となるためでした。

19アブラハムは、およそ百歳になって、自

分のからだが死んだも同然であることと、

サラの胎の死んでいることとを認めても、

その信仰は弱りませんでした。 20彼は、不

信仰によって神の約束を疑うようなことを

せず、反対に、信仰がますます強くなって

、神に栄光を帰し、 21神には約束されたこ

とを成就する力があることを堅く信じまし

た。 22だからこそ、それが彼の義とみなさ

れたのです。 23しかし、「彼の義とみなさ
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れた。」と書いてあるのは、ただ彼のため

だけでなく、 24また私たちのためです。す

なわち、私たちの主イエスを死者の中から

よみがえらせた方を信じる私たちも、その

信仰を義とみなされるのです。 25主イエス

は、私たちの罪のために死に渡され、私た

ちが義と認められるために、よみがえられ

たからです。

5ですから、信仰によって義と認められた
私たちは、私たちの主イエス・キリスト

によって、神との平和を持っています。 2

またキリストによって、いま私たちの立っ

ているこの恵みに信仰によって導き入れら

れた私たちは、神の栄光を望んで大いに喜

んでいます。 3そればかりではなく、患難

さえも喜んでいます。それは、患難が忍耐

を生み出し、 4忍耐が練られた品性を生み

出し、練られた品性が希望を生み出すと知

っているからです。 5この希望は失望に終

わることがありません。なぜなら、私たち

に与えられた聖霊によって、神の愛が私た

ちの心に注がれているからです。 6私たち

がまだ弱かったとき、キリストは定められ

た時に、不敬虔な者のために死んでくださ

いました。 7正しい人のためにでも死ぬ人

はほとんどありません。情け深い人のため

には、進んで死ぬ人があるいはいるでしょ

う。 8しかし私たちがまだ罪人であったと

き、キリストが私たちのために死んでくだ

さったことにより、神は私たちに対するご

自身の愛を明らかにしておられます。 9で

すから、今すでにキリストの血によって義

と認められた私たちが、彼によって神の怒

りから救われるのは、なおさらのことです

。 10もし敵であった私たちが、御子の死に

よって神と和解させられたのなら、和解さ

せられた私たちが、彼のいのちによって救

いにあずかるのは、なおさらのことです。

11そればかりでなく、私たちのために今や

和解を成り立たせてくださった私たちの主

イエス・キリストによって、私たちは神を

大いに喜んでいるのです。 12そういうわけ

で、ちょうどひとりの人によって罪が世界

にはいり、罪によって死がはいり、こうし

て死が全人類に広がったのと同様に、

――それというのも全人類が罪を犯したか

らです。 13というのは、律法が与えられる

までの時期にも罪は世にあったからです。

しかし罪は、何かの律法がなければ、認め

られないものです。 14ところが死は、アダ

ムからモーセまでの間も、アダムの違反と

同じようには罪を犯さなかった人々をさえ

支配しました。アダムはきたるべき方のひ

な型です。 15ただし、恵みには違反のばあ

いとは違う点があります。もしひとりの違

反によって多くの人が死んだとすれば、そ

れにもまして、神の恵みとひとりの人イエ

ス・キリストの恵みによる賜物とは、多く

の人々に満ちあふれるのです。 16また、賜

物には、罪を犯したひとりによるばあいと

違った点があります。さばきのばあいは、

一つの違反のために罪に定められたのです

が、恵みのばあいは、多くの違反が義と認

められるからです。 17もしひとりの人の違

反により、ひとりによって死が支配するよ

うになったとすれば、なおさらのこと、恵

みと義の賜物とを豊かに受けている人々は

、ひとりの人イエス・キリストにより、い

のちにあって支配するのです。 18こういう

わけで、ちょうど一つの違反によってすべ
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ての人が罪に定められたのと同様に、一つ

の義の行為によってすべての人が義と認め

られて、いのちを与えられるのです。 19す

なわち、ちょうどひとりの人の不従順によ

って多くの人が罪人とされたのと同様に、

ひとりの従順によって多くの人が義人とさ

れるのです。 20律法がはいって来たのは、

違反が増し加わるためです。しかし、罪の

増し加わるところには、恵みも満ちあふれ

ました。 21それは、罪が死によって支配し

たように、恵みが、私たちの主イエス・キ

リストにより、義の賜物によって支配し、

永遠のいのちを得させるためなのです。

(aiōnios g166)

6それでは、どういうことになりますか。
恵みが増し加わるために、私たちは罪の

中にとどまるべきでしょうか。 2絶対にそ

んなことはありません。罪に対して死んだ

私たちが、どうして、なおもその中に生き

ていられるでしょう。 3それとも、あなた

がたは知らないのですか。キリスト・イエ

スにつくバプテスマを受けた私たちはみな

、その死にあずかるバプテスマを受けたの

ではありませんか。 4私たちは、キリスト

の死にあずかるバプテスマによって、キリ

ストとともに葬られたのです。それは、キ

リストが御父の栄光によって死者の中から

よみがえられたように、私たちも、いのち

にあって新しい歩みをするためです。 5も

し私たちが、キリストにつぎ合わされて、

キリストの死と同じようになっているのな

ら、必ずキリストの復活とも同じようにな

るからです。 6私たちの古い人がキリスト

とともに十字架につけられたのは、罪のか

らだが滅びて、私たちがもはやこれからは

罪の奴隷でなくなるためであることを、私

たちは知っています。 7死んでしまった者

は、罪から解放されているのです。 8もし

私たちがキリストとともに死んだのであれ

ば、キリストとともに生きることにもなる

、と信じます。 9キリストは死者の中から

よみがえって、もはや死ぬことはなく、死

はもはやキリストを支配しないことを、私

たちは知っています。 10なぜなら、キリス

トが死なれたのは、ただ一度罪に対して死

なれたのであり、キリストが生きておられ

るのは、神に対して生きておられるのだか

らです。 11このように、あなたがたも、自

分は罪に対しては死んだ者であり、神に対

してはキリスト・イエスにあって生きた者

だと、思いなさい。 12ですから、あなたが

たの死ぬべきからだを罪の支配にゆだねて

、その情欲に従ってはいけません。 13また

、あなたがたの手足を不義の器として罪に

ささげてはいけません。むしろ、死者の中

から生かされた者として、あなたがた自身

とその手足を義の器として神にささげなさ

い。 14というのは、罪はあなたがたを支配

することがないからです。なぜなら、あな

たがたは律法の下にはなく、恵みの下にあ

るからです。 15それではどうなのでしょう

。私たちは、律法の下にではなく、恵みの

下にあるのだから罪を犯そう、ということ

になるのでしょうか。絶対にそんなことは

ありません。 16あなたがたはこのことを知

らないのですか。あなたがたが自分の身を

ささげて奴隷として服従すれば、その服従

する相手の奴隷であって、あるいは罪の奴

隷となって死に至り、あるいは従順の奴隷

となって義に至るのです。 17神に感謝すべ
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きことには、あなたがたは、もとは罪の奴

隷でしたが、伝えられた教えの規準に心か

ら服従し、 18罪から解放されて、義の奴隷

となったのです。 19あなたがたにある肉の

弱さのために、私は人間的な言い方をして

います。あなたがたは、以前は自分の手足

を汚れと不法の奴隷としてささげて、不法

に進みましたが、今は、その手足を義の奴

隷としてささげて、聖潔に進みなさい。 20

罪の奴隷であった時は、あなたがたは義に

ついては、自由にふるまっていました。 21

その当時、今ではあなたがたが恥じている

そのようなものから、何か良い実を得たで

しょうか。それらのものの行き着く所は死

です。 22しかし今は、罪から解放されて神

の奴隷となり、聖潔に至る実を得たのです

。その行き着く所は永遠のいのちです。

(aiōnios g166) 23罪から来る報酬は死です。し

かし、神の下さる賜物は、私たちの主キリ

スト・イエスにある永遠のいのちです。

(aiōnios g166)

7それとも、兄弟たち。あなたがたは、律
法が人に対して権限を持つのは、その人

の生きている期間だけだ、ということを知

らないのですか。――私は律法を知ってい

る人々に言っているのです。―― 2夫のあ

る女は、夫が生きている間は、律法によっ

て夫に結ばれています。しかし、夫が死ね

ば、夫に関する律法から解放されます。 3

ですから、夫が生きている間に他の男に行

けば、姦淫の女と呼ばれるのですが、夫が

死ねば、律法から解放されており、たとい

他の男に行っても、姦淫の女ではありませ

ん。 4私の兄弟たちよ。それと同じように

、あなたがたも、キリストのからだによっ

て、律法に対しては死んでいるのです。そ

れは、あなたがたが他の人、すなわち死者

の中からよみがえった方と結ばれて、神の

ために実を結ぶようになるためです。 5私

たちが肉にあったときは、律法による数々

の罪の欲情が私たちのからだの中に働いて

いて、死のために実を結びました。 6しか

し、今は、私たちは自分を捕えていた律法

に対して死んだので、それから解放され、

その結果、古い文字にはよらず、新しい御

霊によって仕えているのです。 7それでは

、どういうことになりますか。律法は罪な

のでしょうか。絶対にそんなことはありま

せん。ただ、律法によらないでは、私は罪

を知ることがなかったでしょう。律法が、

「むさぼってはならない。」と言わなかっ

たら、私はむさぼりを知らなかったでしょ

う。 8しかし、罪はこの戒めによって機会

を捕え、私のうちにあらゆるむさぼりを引

き起こしました。律法がなければ、罪は死

んだものです。 9私はかつて律法なしに生

きていましたが、戒めが来たときに、罪が

生き、私は死にました。 10それで私には、

いのちに導くはずのこの戒めが、かえって

死に導くものであることが、わかりました

。 11それは、戒めによって機会を捕えた罪

が私を欺き、戒めによって私を殺したから

です。 12ですから、律法は聖なるものであ

り、戒めも聖であり、正しく、また良いも

のなのです。 13では、この良いものが、私

に死をもたらしたのでしょうか。絶対にそ

んなことはありません。それはむしろ、罪

なのです。罪は、この良いもので私に死を

もたらすことによって、罪として明らかに

され、戒めによって、極度に罪深いものと
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なりました。 14私たちは、律法が霊的なも

のであることを知っています。しかし、私

は罪ある人間であり、売られて罪の下にあ

る者です。 15私には、自分のしていること

がわかりません。私は自分がしたいと思う

ことをしているのではなく、自分が憎むこ

とを行なっているからです。 16もし自分の

したくないことをしているとすれば、律法

は良いものであることを認めているわけで

す。 17ですから、それを行なっているのは

、もはや私ではなく、私のうちに住みつい

ている罪なのです。 18私は、私のうち、す

なわち、私の肉のうちに善が住んでいない

のを知っています。私には善をしたいとい

う願いがいつもあるのに、それを実行する

ことがないからです。 19私は、自分でした

いと思う善を行なわないで、かえって、し

たくない悪を行なっています。 20もし私が

自分でしたくないことをしているのであれ

ば、それを行なっているのは、もはや私で

はなくて、私のうちに住む罪です。 21そう

いうわけで、私は、善をしたいと願ってい

るのですが、その私に悪が宿っているとい

う原理を見いだすのです。 22すなわち、私

は、内なる人としては、神の律法を喜んで

いるのに、 23私のからだの中には異なった

律法があって、それが私の心の律法に対し

て戦いをいどみ、私を、からだの中にある

罪の律法のとりこにしているのを見いだす

のです。 24私は、ほんとうにみじめな人間

です。だれがこの死の、からだから、私を

救い出してくれるのでしょうか。 25私たち

の主イエス・キリストのゆえに、ただ神に

感謝します。ですから、この私は、心では

神の律法に仕え、肉では罪の律法に仕えて

いるのです。

8こういうわけで、今は、キリスト・イエ
スにある者が罪に定められることは決し

てありません。 2なぜなら、キリスト・イ

エスにある、いのちの御霊の原理が、罪と

死の原理から、あなたを解放したからです

。 3肉によって無力になったため、律法に

はできなくなっていることを、神はしてく

ださいました。神はご自分の御子を、罪の

ために、罪深い肉と同じような形でお遣わ

しになり、肉において罪を処罰されたので

す。 4それは、肉に従って歩まず、御霊に

従って歩む私たちの中に、律法の要求が全

うされるためなのです。 5肉に従う者は肉

的なことをもっぱら考えますが、御霊に従

う者は御霊に属することをひたすら考えま

す。 6肉の思いは死であり、御霊による思

いは、いのちと平安です。 7というのは、

肉の思いは神に対して反抗するものだから

です。それは神の律法に服従しません。い

や、服従できないのです。 8肉にある者は

神を喜ばせることができません。 9けれど

も、もし神の御霊があなたがたのうちに住

んでおられるなら、あなたがたは肉の中に

ではなく、御霊の中にいるのです。キリス

トの御霊を持たない人は、キリストのもの

ではありません。 10もしキリストがあなた

がたのうちにおられるなら、からだは罪の

ゆえに死んでいても、霊が、義のゆえに生

きています。 11もしイエスを死者の中から

よみがえらせた方の御霊が、あなたがたの

うちに住んでおられるなら、キリスト・イ

エスを死者の中からよみがえらせた方は、

あなたがたのうちに住んでおられる御霊に
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よって、あなたがたの死ぬべきからだをも

生かしてくださるのです。 12ですから、兄

弟たち。私たちは、肉に従って歩む責任を

、肉に対して負ってはいません。 13もし肉

に従って生きるなら、あなたがたは死ぬの

です。しかし、もし御霊によって、からだ

の行ないを殺すなら、あなたがたは生きる

のです。 14神の御霊に導かれる人は、だれ

でも神の子どもです。 15あなたがたは、人

を再び恐怖に陥れるような、奴隷の霊を受

けたのではなく、子としてくださる御霊を

受けたのです。私たちは御霊によって、「

アバ、父。」と呼びます。 16私たちが神の

子どもであることは、御霊ご自身が、私た

ちの霊とともに、あかししてくださいます

。 17もし子どもであるなら、相続人でもあ

ります。私たちがキリストと、栄光をとも

に受けるために苦難をともにしているなら

、私たちは神の相続人であり、キリストと

の共同相続人であります。 18今の時のいろ

いろの苦しみは、将来私たちに啓示されよ

うとしている栄光に比べれば、取るに足り

ないものと私は考えます。 19被造物も、切

実な思いで神の子どもたちの現われを待ち

望んでいるのです。 20それは、被造物が虚

無に服したのが自分の意志ではなく、服従

させた方によるのであって、望みがあるか

らです。 21被造物自体も、滅びの束縛から

解放され、神の子どもたちの栄光の自由の

中に入れられます。 22私たちは、被造物全

体が今に至るまで、ともにうめきともに産

みの苦しみをしていることを知っています

。 23そればかりでなく、御霊の初穂をいた

だいている私たち自身も、心の中でうめき

ながら、子にしていただくこと、すなわち

、私たちのからだの贖われることを待ち望

んでいます。 24私たちは、この望みによっ

て救われているのです。目に見える望みは

、望みではありません。だれでも目で見て

いることを、どうしてさらに望むでしょう

。 25もしまだ見ていないものを望んでいる

のなら、私たちは、忍耐をもって熱心に待

ちます。 26御霊も同じようにして、弱い私

たちを助けてくださいます。私たちは、ど

のように祈ったらよいかわからないのです

が、御霊ご自身が、言いようもない深いう

めきによって、私たちのためにとりなして

くださいます。 27人間の心を探り窮める方

は、御霊の思いが何かをよく知っておられ

ます。なぜなら、御霊は、神のみこころに

従って、聖徒のためにとりなしをしてくだ

さるからです。 28神を愛する人々、すなわ

ち、神のご計画に従って召された人々のた

めには、神がすべてのことを働かせて益と

してくださることを、私たちは知っていま

す。 29なぜなら、神は、あらかじめ知って

おられる人々を、御子のかたちと同じ姿に

あらかじめ定められたからです。それは、

御子が多くの兄弟たちの中で長子となられ

るためです。 30神はあらかじめ定めた人々

をさらに召し、召した人々をさらに義と認

め、義と認めた人々にはさらに栄光をお与

えになりました。 31では、これらのことか

らどう言えるでしょう。神が私たちの味方

であるなら、だれが私たちに敵対できるで

しょう。 32私たちすべてのために、ご自分

の御子をさえ惜しまずに死に渡された方が

、どうして、御子といっしょにすべてのも

のを、私たちに恵んでくださらないことが

ありましょう。 33神に選ばれた人々を訴え
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るのはだれですか。神が義と認めてくださ

るのです。 34罪に定めようとするのはだれ

ですか。死んでくださった方、いや、よみ

がえられた方であるキリスト・イエスが、

神の右の座に着き、私たちのためにとりな

していてくださるのです。 35私たちをキリ

ストの愛から引き離すのはだれですか。患

難ですか、苦しみですか、迫害ですか、飢

えですか、裸ですか、危険ですか、剣です

か。 36「あなたのために、私たちは一日中

、死に定められている。私たちは、ほふら

れる羊とみなされた。」 と書いてあるとお

りです。 37しかし、私たちは、私たちを愛

してくださった方によって、これらすべて

のことの中にあっても、圧倒的な勝利者と

なるのです。 38私はこう確信しています。

死も、いのちも、御使いも、権威ある者も

、今あるものも、後に来るものも、力ある

者も、 39高さも、深さも、そのほかのどん

な被造物も、私たちの主キリスト・イエス

にある神の愛から、私たちを引き離すこと

はできません。

9私はキリストにあって真実を言い、偽り
を言いません。次のことは、私の良心も

、聖霊によってあかししています。 2私に

は大きな悲しみがあり、私の心には絶えず

痛みがあります。 3もしできることなら、

私の同胞、肉による同国人のために、この

私がキリストから引き離されて、のろわれ

た者となることさえ願いたいのです。 4彼

らはイスラエル人です。子とされることも

、栄光も、契約も、律法を与えられること

も、礼拝も、約束も彼らのものです。 5先

祖たちも彼らのものです。またキリストも

、人としては彼らから出られたのです。こ

のキリストは万物の上にあり、とこしえに

ほめたたえられる神です。アーメン。 (aiōn

g165) 6しかし、神のみことばが無効になっ

たわけではありません。なぜなら、イスラ

エルから出る者がみな、イスラエルなので

はなく、 7アブラハムから出たからといっ

て、すべてが子どもなのではなく、「イサ

クから出る者があなたの子孫と呼ばれる。

」のだからです。 8すなわち、肉の子ども

がそのまま神の子どもではなく、約束の子

どもが子孫とみなされるのです。 9約束の

みことばはこうです。「私は来年の今ごろ

来ます。そして、サラは男の子を産みます

。」 10このことだけでなく、私たちの先祖

イサクひとりによってみごもったリベカの

こともあります。 11その子どもたちは、ま

だ生まれてもおらず、善も悪も行なわない

うちに、神の選びの計画の確かさが、行な

いにはよらず、召してくださる方によるよ

うにと、 12「兄は弟に仕える。」と彼女に

告げられたのです。 13「わたしはヤコブを

愛し、エサウを憎んだ。」と書いてあると

おりです。 14それでは、どういうことにな

りますか。神に不正があるのですか。絶対

にそんなことはありません。 15神はモーセ

に、「わたしは自分のあわれむ者をあわれ

み、自分のいつくしむ者をいつくしむ。」

と言われました。 16したがって、事は人間

の願いや努力によるのではなく、あわれん

でくださる神によるのです。 17聖書はパロ

に、「わたしがあなたを立てたのは、あな

たにおいてわたしの力を示し、わたしの名

を全世界に告げ知らせるためである。」と

言っています。 18こういうわけで、神は、

人をみこころのままにあわれみ、またみこ
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ころのままにかたくなにされるのです。 19

すると、あなたはこう言うでしょう。「そ

れなのになぜ、神は人を責められるのです

か。だれが神のご計画に逆らうことができ

ましょう。」 20しかし、人よ。神に言い逆

らうあなたは、いったい何ですか。形造ら

れた者が形造った者に対して、「あなたは

なぜ、私をこのようなものにしたのですか

。」と言えるでしょうか。 21陶器を作る者

は、同じ土のかたまりから、尊いことに用

いる器でも、また、つまらないことに用い

る器でも作る権利を持っていないのでしょ

うか。 22ですが、もし神が、怒りを示して

ご自分の力を知らせようと望んでおられる

のに、その滅ぼされるべき怒りの器を、豊

かな寛容をもって忍耐してくださったとし

たら、どうでしょうか。 23それも、神が栄

光のためにあらかじめ用意しておられたあ

われみの器に対して、その豊かな栄光を知

らせてくださるためになのです。 24神は、

このあわれみの器として、私たちを、ユダ

ヤ人の中からだけでなく、異邦人の中から

も召してくださったのです。 25それは、ホ

セアの書でも言っておられるとおりです。

「わたしは、わが民でない者をわが民と呼

び、愛さなかった者を愛する者と呼ぶ。 26

『あなたがたは、わたしの民ではない。』

と、 わたしが言ったその場所で、彼らは、

生ける神の子どもと呼ばれる。」 27また、

イスラエルについては、イザヤがこう叫ん

でいます。 「たといイスラエルの子どもた

ちの数は、海べの砂のようであっても、救

われるのは、残された者である。 28主は、

みことばを完全に、しかも敏速に、 地上に

成し遂げられる。」 29また、イザヤがこう

預言したとおりです。 「もし万軍の主が、

私たちに子孫を残されなかったら、私たち

はソドムのようになり、 ゴモラと同じもの

とされたであろう。」 30では、どういうこ

とになりますか。義を追い求めなかった異

邦人は義を得ました。すなわち、信仰によ

る義です。 31しかし、イスラエルは、義の

律法を追い求めながら、その律法に到達し

ませんでした。 32なぜでしょうか。信仰に

よって追い求めることをしないで、行ない

によるかのように追い求めたからです。彼

らは、つまずきの石につまずいたのです。

33それは、こう書かれているとおりです。

「見よ。わたしは、 シオンに、つまずきの

石、妨げの岩を置く。 彼に信頼する者は、

失望させられることがない。」

10兄弟たち。私が心の望みとし、また彼
らのために神に願い求めているのは、

彼らの救われることです。 2私は、彼らが

神に対して熱心であることをあかしします

。しかし、その熱心は知識に基づくもので

はありません。 3というのは、彼らは神の

義を知らず、自分自身の義を立てようとし

て、神の義に従わなかったからです。 4キ

リストが律法を終わらせられたので、信じ

る人はみな義と認められるのです。 5モー

セは、律法による義を行なう人は、その義

によって生きる、と書いています。 6しか

し、信仰による義はこう言います。「あな

たは心の中で、だれが天に上るだろうか、

と言ってはいけない。」それはキリストを

引き降ろすことです。 7また、「だれが地

の奥底に下るだろうか、と言ってはいけな

い。」それはキリストを死者の中から引き

上げることです。 (Abyssos g12) 8では、どう
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言っていますか。「みことばはあなたの近

くにある。あなたの口にあり、あなたの心

にある。」これは私たちの宣べ伝えている

信仰のことばのことです。 9なぜなら、も

しあなたの口でイエスを主と告白し、あな

たの心で神はイエスを死者の中からよみが

えらせてくださったと信じるなら、あなた

は救われるからです。 10人は心に信じて義

と認められ、口で告白して救われるのです

。 11聖書はこう言っています。「彼に信頼

する者は、失望させられることがない。」

12ユダヤ人とギリシヤ人との区別はありま

せん。同じ主が、すべての人の主であり、

主を呼び求めるすべての人に対して恵み深

くあられるからです。 13「主の御名を呼び

求める者は、だれでも救われる。」のです

。 14しかし、信じたことのない方を、どう

して呼び求めることができるでしょう。聞

いたことのない方を、どうして信じること

ができるでしょう。宣べ伝える人がなくて

、どうして聞くことができるでしょう。 15

遣わされなくては、どうして宣べ伝えるこ

とができるでしょう。次のように書かれて

いるとおりです。「良いことの知らせを伝

える人々の足は、なんとりっぱでしょう。

」 16しかし、すべての人が福音に従ったの

ではありません。「主よ。だれが私たちの

知らせを信じましたか。」とイザヤは言っ

ています。 17そのように、信仰は聞くこと

から始まり、聞くことは、キリストについ

てのみことばによるのです。 18でも、こう

尋ねましょう。「はたして彼らは聞こえな

かったのでしょうか。」むろん、そうでは

ありません。 「その声は全地に響き渡り、

そのことばは地の果てまで届いた。」 19で

も、私はこう言いましょう。「はたしてイ

スラエルは知らなかったのでしょうか。」

まず、モーセがこう言っています。 「わた

しは、民でない者のことで、 あなたがたの

ねたみを起こさせ、 無知な国民のことで、

あなたがたを怒らせる。」 20またイザヤは

大胆にこう言っています。 「わたしは、わ

たしを求めない者に見いだされ、 わたしを

たずねない者に自分を現わした。」 21また

イスラエルについては、こう言っています

。「不従順で反抗する民に対して、わたし

は一日中、手を差し伸べた。」

11すると、神はご自分の民を退けてしま
われたのですか。絶対にそんなことは

ありません。この私もイスラエル人で、ア

ブラハムの子孫に属し、ベニヤミン族の出

身です。 2神は、あらかじめ知っておられ

たご自分の民を退けてしまわれたのではあ

りません。それともあなたがたは、聖書が

エリヤに関する個所で言っていることを、

知らないのですか。彼はイスラエルを神に

訴えてこう言いました。 3「主よ。彼らは

あなたの預言者たちを殺し、あなたの祭壇

をこわし、私だけが残されました。彼らは

いま私のいのちを取ろうとしています。」

4ところが彼に対して何とお答えになりま

したか。「バアルにひざをかがめていない

男子七千人が、わたしのために残してある

。」 5それと同じように、今も、恵みの選

びによって残された者がいます。 6もし恵

みによるのであれば、もはや行ないによる

のではありません。もしそうでなかったら

、恵みが恵みでなくなります。 7では、ど

うなるのでしょう。イスラエルは追い求め

ていたものを獲得できませんでした。選ば
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れた者は獲得しましたが、他の者は、かた

くなにされたのです。 8こう書かれている

とおりです。「神は、彼らに鈍い心と見え

ない目と聞こえない耳を与えられた。 今日

に至るまで。」 9ダビデもこう言います。

「彼らの食卓は、彼らにとって わなとなり

、網となり、 つまずきとなり、報いとなれ

。 10その目はくらんで見えなくなり、そ

の背はいつまでもかがんでおれ。」 11では

、尋ねましょう。彼らがつまずいたのは倒

れるためなのでしょうか。絶対にそんなこ

とはありません。かえって、彼らの違反に

よって、救いが異邦人に及んだのです。そ

れは、イスラエルにねたみを起こさせるた

めです。 12もし彼らの違反が世界の富とな

り、彼らの失敗が異邦人の富となるのなら

、彼らの完成は、それ以上の、どんなにか

すばらしいものを、もたらすことでしょう

。 13そこで、異邦人の方々に言いますが、

私は異邦人の使徒ですから、自分の務めを

重んじています。 14そして、それによって

何とか私の同国人にねたみを引き起こさせ

て、その中の幾人でも救おうと願っている

のです。 15もし彼らの捨てられることが世

界の和解であるとしたら、彼らの受け入れ

られることは、死者の中から生き返ること

でなくて何でしょう。 16初物がきよければ

、粉の全部がきよいのです。根がきよけれ

ば、枝もきよいのです。 17もしも、枝の中

のあるものが折られて、野生種のオリーブ

であるあなたがその枝に混じってつがれ、

そしてオリーブの根の豊かな養分をともに

受けているのだとしたら、 18あなたはその

枝に対して誇ってはいけません。誇ったと

しても、あなたが根をささえているのでは

なく、根があなたをささえているのです。

19枝が折られたのは、私がつぎ合わされる

ためだ、とあなたは言うでしょう。 20その

とおりです。彼らは不信仰によって折られ

、あなたは信仰によって立っています。高

ぶらないで、かえって恐れなさい。 21もし

神が台木の枝を惜しまれなかったとすれば

、あなたをも惜しまれないでしょう。 22見

てごらんなさい。神のいつくしみときびし

さを。倒れた者の上にあるのは、きびしさ

です。あなたの上にあるのは、神のいつく

しみです。ただし、あなたがそのいつくし

みの中にとどまっていればであって、そう

でなければ、あなたも切り落とされるので

す。 23彼らであっても、もし不信仰を続け

なければ、つぎ合わされるのです。神は、

彼らを再びつぎ合わすことができるのです

。 24もしあなたが、野生種であるオリーブ

の木から切り取られ、もとの性質に反して

、栽培されたオリーブの木につがれたので

あれば、これらの栽培種のものは、もっと

たやすく自分の台木につがれるはずです。

25兄弟たち。私はあなたがたに、ぜひこの

奥義を知っていていただきたい。それは、

あなたがたが自分で自分を賢いと思うこと

がないようにするためです。その奥義とは

、イスラエル人の一部がかたくなになった

のは異邦人の完成のなる時までであり、 26

こうして、イスラエルはみな救われる、と

いうことです。こう書かれているとおりで

す。「救う者がシオンから出て、ヤコブか

ら不敬虔を取り払う。 27これこそ、彼らに

与えたわたしの契約である。 それは、わた

しが彼らの罪を取り除く時である。」 28彼

らは、福音によれば、あなたがたのゆえに
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、神に敵対している者ですが、選びによれ

ば、先祖たちのゆえに、愛されている者な

のです。 29神の賜物と召命とは変わること

がありません。 30ちょうどあなたがたが、

かつては神に不従順であったが、今は、彼

らの不従順のゆえに、あわれみを受けてい

るのと同様に、 31彼らも、今は不従順にな

っていますが、それは、あなたがたの受け

たあわれみによって、今や、彼ら自身もあ

われみを受けるためなのです。 32なぜなら

、神は、すべての人をあわれもうとして、

すべての人を不従順のうちに閉じ込められ

たからです。 (eleēsē g1653) 33ああ、神の知恵

と知識との富は、何と底知れず深いことで

しょう。そのさばきは、何と知り尽くしが

たく、その道は、何と測り知りがたいこと

でしょう。 34なぜなら、だれが主のみここ

ろを知ったのですか。また、だれが主のご

計画にあずかったのですか。 35また、だれ

が、まず主に与えて報いを受けるのですか

。 36というのは、すべてのことが、神から

発し、神によって成り、神に至るからです

。どうか、この神に、栄光がとこしえにあ

りますように。アーメン。 (aiōn g165)

12そういうわけですから、兄弟たち。私
は、神のあわれみのゆえに、あなたが

たにお願いします。あなたがたのからだを

、神に受け入れられる、きよい、生きた供

え物としてささげなさい。それこそ、あな

たがたの霊的な礼拝です。 2この世と調子

を合わせてはいけません。いや、むしろ、

神のみこころは何か、すなわち、何が良い

ことで、神に受け入れられ、完全であるの

かをわきまえ知るために、心の一新によっ

て自分を変えなさい。 (aiōn g165) 3私は、自

分に与えられた恵みによって、あなたがた

ひとりひとりに言います。だれでも、思う

べき限度を越えて思い上がってはいけませ

ん。いや、むしろ、神がおのおのに分け与

えてくださった信仰の量りに応じて、慎み

深い考え方をしなさい。 4一つのからだに

は多くの器官があって、すべての器官が同

じ働きはしないのと同じように、 5大ぜい

いる私たちも、キリストにあって一つのか

らだであり、ひとりひとり互いに器官なの

です。 6私たちは、与えられた恵みに従っ

て、異なった賜物を持っているので、もし

それが預言であれば、その信仰に応じて預

言しなさい。 7奉仕であれば奉仕し、教え

る人であれば教えなさい。 8勧めをする人

であれば勧め、分け与える人は惜しまずに

分け与え、指導する人は熱心に指導し、慈

善を行なう人は喜んでそれをしなさい。 9

愛には偽りがあってはなりません。悪を憎

み、善に親しみなさい。 10兄弟愛をもって

心から互いに愛し合い、尊敬をもって互い

に人を自分よりまさっていると思いなさい

。 11勤勉で怠らず、霊に燃え、主に仕えな

さい。 12望みを抱いて喜び、患難に耐え、

絶えず祈りに励みなさい。 13聖徒の入用に

協力し、旅人をもてなしなさい。 14あなた

がたを迫害する者を祝福しなさい。祝福す

べきであって、のろってはいけません。 15

喜ぶ者といっしょに喜び、泣く者といっし

ょに泣きなさい。 16互いに一つ心になり、

高ぶった思いを持たず、かえって身分の低

い者に順応しなさい。自分こそ知者だなど

と思ってはいけません。 17だれに対してで

も、悪に悪を報いることをせず、すべての

人が良いと思うことを図りなさい。 18あな
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たがたは、自分に関する限り、すべての人

と平和を保ちなさい。 19愛する人たち。自

分で復讐してはいけません。神の怒りに任

せなさい。それは、こう書いてあるからで

す。「復讐はわたしのすることである。わ

たしが報いをする、と主は言われる。」 20

もしあなたの敵が飢えたなら、彼に食べさ

せなさい。渇いたなら、飲ませなさい。そ

うすることによって、あなたは彼の頭に燃

える炭火を積むことになるのです。 21悪に

負けてはいけません。かえって、善をもっ

て悪に打ち勝ちなさい。

13人はみな、上に立つ権威に従うべきで
す。神によらない権威はなく、存在し

ている権威はすべて、神によって立てられ

たものです。 2したがって、権威に逆らっ

ている人は、神の定めにそむいているので

す。そむいた人は自分の身にさばきを招き

ます。 3支配者を恐ろしいと思うのは、良

い行ないをするときではなく、悪を行なう

ときです。権威を恐れたくないと思うなら

、善を行ないなさい。そうすれば、支配者

からほめられます。 4それは、彼があなた

に益を与えるための、神のしもべだからで

す。しかし、もしあなたが悪を行なうなら

、恐れなければなりません。彼は無意味に

剣を帯びてはいないからです。彼は神のし

もべであって、悪を行なう人には怒りをも

って報います。 5ですから、ただ怒りが恐

ろしいからだけでなく、良心のためにも、

従うべきです。 6同じ理由で、あなたがた

は、みつぎを納めるのです。彼らは、いつ

もその務めに励んでいる神のしもべなので

す。 7あなたがたは、だれにでも義務を果

たしなさい。みつぎを納めなければならな

い人にはみつぎを納め、税を納めなければ

ならない人には税を納め、恐れなければな

らない人を恐れ、敬わなければならない人

を敬いなさい。 8だれに対しても、何の借

りもあってはいけません。ただし、互いに

愛し合うことについては別です。他の人を

愛する者は、律法を完全に守っているので

す。 9「姦淫するな、殺すな、盗むな、む

さぼるな。」という戒め、またほかにどん

な戒めがあっても、それらは、「あなたの

隣人をあなた自身のように愛せよ。」とい

うことばの中に要約されているからです。

10愛は隣人に対して害を与えません。それ

ゆえ、愛は律法を全うします。 11あなたが

たは、今がどのような時か知っているので

すから、このように行ないなさい。あなた

がたが眠りからさめるべき時刻がもう来て

います。というのは、私たちが信じたころ

よりも、今は救いが私たちにもっと近づい

ているからです。 12夜はふけて、昼が近づ

きました。ですから、私たちは、やみのわ

ざを打ち捨てて、光の武具を着けようでは

ありませんか。 13遊興、酩酊、淫乱、好色

、争い、ねたみの生活ではなく、昼間らし

い、正しい生き方をしようではありません

か。 14主イエス・キリストを着なさい。肉

の欲のために心を用いてはいけません。

14あなたがたは信仰の弱い人を受け入れ
なさい。その意見をさばいてはいけま

せん。 2何でも食べてよいと信じている人

もいますが、弱い人は野菜よりほかには食

べません。 3食べる人は食べない人を侮っ

てはいけないし、食べない人も食べる人を

さばいてはいけません。神がその人を受け

入れてくださったからです。 4あなたはい
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ったいだれなので、他人のしもべをさばく

のですか。しもべが立つのも倒れるのも、

その主人の心次第です。このしもべは立つ

のです。なぜなら、主には、彼を立たせる

ことができるからです。 5ある日を、他の

日に比べて、大事だと考える人もいますが

、どの日も同じだと考える人もいます。そ

れぞれ自分の心の中で確信を持ちなさい。

6日を守る人は、主のために守っています

。食べる人は、主のために食べています。

なぜなら、神に感謝しているからです。食

べない人も、主のために食べないのであっ

て、神に感謝しているのです。 7私たちの

中でだれひとりとして、自分のために生き

ている者はなく、また自分のために死ぬ者

もありません。 8もし生きるなら、主のた

めに生き、もし死ぬなら、主のために死ぬ

のです。ですから、生きるにしても、死ぬ

にしても、私たちは主のものです。 9キリ

ストは、死んだ人にとっても、生きている

人にとっても、その主となるために、死ん

で、また生きられたのです。 10それなのに

、なぜ、あなたは自分の兄弟をさばくので

すか。また、自分の兄弟を侮るのですか。

私たちはみな、神のさばきの座に立つよう

になるのです。 11次のように書かれている

からです。 「主は言われる。わたしは生き

ている。 すべてのひざは、わたしの前にひ

ざまずき、 すべての舌は、神をほめたたえ

る。」 12こういうわけですから、私たちは

、おのおの自分のことを神の御前に申し開

きすることになります。 13ですから、私た

ちは、もはや互いにさばき合うことのない

ようにしましょう。いや、それ以上に、兄

弟にとって妨げになるもの、つまずきにな

るものを置かないように決心しなさい。 14

主イエスにあって、私が知り、また確信し

ていることは、それ自体で汚れているもの

は何一つないということです。ただ、これ

は汚れていると認める人にとっては、それ

は汚れたものなのです。 15もし、食べ物の

ことで、あなたの兄弟が心を痛めているの

なら、あなたはもはや愛によって行動して

いるのではありません。キリストが代わり

に死んでくださったほどの人を、あなたの

食べ物のことで、滅ぼさないでください。

16ですから、あなたがたが良いとしている

事がらによって、そしられないようにしな

さい。 17なぜなら、神の国は飲み食いのこ

とではなく、義と平和と聖霊による喜びだ

からです。 18このようにキリストに仕える

人は、神に喜ばれ、また人々にも認められ

るのです。 19そういうわけですから、私た

ちは、平和に役立つことと、お互いの霊的

成長に役立つこととを追い求めましょう。

20食べ物のことで神のみわざを破壊しては

いけません。すべての物はきよいのです。

しかし、それを食べて人につまずきを与え

るような人のばあいは、悪いのです。 21肉

を食べず、ぶどう酒を飲まず、そのほか兄

弟のつまずきになることをしないのは良い

ことなのです。 22あなたの持っている信仰

は、神の御前でそれを自分の信仰として保

ちなさい。自分が、良いと認めていること

によって、さばかれない人は幸福です。 23

しかし、疑いを感じる人が食べるなら、罪

に定められます。なぜなら、それが信仰か

ら出ていないからです。信仰から出ていな

いことは、みな罪です。
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15私たち力のある者は、力のない人たち
の弱さをになうべきです。自分を喜ば

せるべきではありません。 2私たちはひと

りひとり、隣人を喜ばせ、その徳を高め、

その人の益となるようにすべきです。 3キ

リストでさえ、ご自身を喜ばせることはな

さらなかったのです。むしろ、「あなたを

そしる人々のそしりは、わたしの上にふり

かかった。」と書いてあるとおりです。 4

昔書かれたものは、すべて私たちを教える

ために書かれたのです。それは、聖書の与

える忍耐と励ましによって、希望を持たせ

るためなのです。 5どうか、忍耐と励まし

の神が、あなたがたを、キリスト・イエス

にふさわしく、互いに同じ思いを持つよう

にしてくださいますように。 6それは、あ

なたがたが、心を一つにし、声を合わせて

、私たちの主イエス・キリストの父なる神

をほめたたえるためです。 7こういうわけ

ですから、キリストが神の栄光のために、

私たちを受け入れてくださったように、あ

なたがたも互いに受け入れなさい。 8私は

言います。キリストは、神の真理を現わす

ために、割礼のある者のしもべとなられま

した。それは先祖たちに与えられた約束を

保証するためであり、 9また異邦人も、あ

われみのゆえに、神をあがめるようになる

ためです。こう書かれているとおりです。

「それゆえ、私は異邦人の中で、 あなたを

ほめたたえ、 あなたの御名をほめ歌おう。

」 10また、こうも言われています。「異邦

人よ。主の民とともに喜べ。」 11さらにま

た、「すべての異邦人よ。主をほめよ。も

ろもろの国民よ。主をたたえよ。」 12さら

にまた、イザヤがこう言っています。 「エ

ッサイの根が起こる。 異邦人を治めるため

に立ち上がる方である。 異邦人はこの方に

望みをかける。」 13どうか、望みの神が、

あなたがたを信仰によるすべての喜びと平

和をもって満たし、聖霊の力によって望み

にあふれさせてくださいますように。 14私

の兄弟たちよ。あなたがた自身が善意にあ

ふれ、すべての知恵に満たされ、また互い

に訓戒し合うことができることを、この私

は確信しています。 15ただ私が所々、かな

り大胆に書いたのは、あなたがたにもう一

度思い起こしてもらうためでした。 16それ

も私が、異邦人のためにキリスト・イエス

の仕え人となるために、神から恵みをいた

だいているからです。私は神の福音をもっ

て、祭司の務めを果たしています。それは

異邦人を、聖霊によってきよめられた、神

に受け入れられる供え物とするためです。

17それで、神に仕えることに関して、私は

キリスト・イエスにあって誇りを持ってい

るのです。 18私は、キリストが異邦人を従

順にならせるため、この私を用いて成し遂

げてくださったこと以外に、何かを話そう

などとはしません。キリストは、ことばと

行ないにより、 19また、しるしと不思議を

なす力により、さらにまた、御霊の力によ

って、それを成し遂げてくださいました。

その結果、私はエルサレムから始めて、ず

っと回ってイルリコに至るまで、キリスト

の福音をくまなく伝えました。 20このよう

に、私は、他人の土台の上に建てないよう

に、キリストの御名がまだ語られていない

所に福音を宣べ伝えることを切に求めたの

です。 21それは、こう書いてあるとおりで

す。 「彼のことを伝えられなかった人々が



ローマ人への手紙237

見るようになり、 聞いたことのなかった人

々が悟るようになる。」 22そういうわけで

、私は、あなたがたのところに行くのを幾

度も妨げられましたが、 23今は、もうこの

地方には私の働くべき所がなくなりました

し、また、イスパニヤに行くばあいは、あ

なたがたのところに立ち寄ることを多年希

望していましたので、 24――というのは、

途中あなたがたに会い、まず、しばらくの

間あなたがたとともにいて心を満たされて

から、あなたがたに送られ、そこへ行きた

いと望んでいるからです。―― 25ですが、

今は、聖徒たちに奉仕するためにエルサレ

ムへ行こうとしています。 26それは、マケ

ドニヤとアカヤでは、喜んでエルサレムの

聖徒たちの中の貧しい人たちのために醵金

することにしたからです。 27彼らは確かに

喜んでそれをしたのですが、同時にまた、

その人々に対してはその義務があるのです

。異邦人は霊的なことでは、その人々から

もらいものをしたのですから、物質的な物

をもって彼らに奉仕すべきです。 28それで

、私はこのことを済ませ、彼らにこの実を

確かに渡してから、あなたがたのところを

通ってイスパニヤに行くことにします。 29

あなたがたのところに行くときは、キリス

トの満ちあふれる祝福をもって行くことと

信じています。 30兄弟たち。私たちの主イ

エス・キリストによって、また、御霊の愛

によって切にお願いします。私のために、

私とともに力を尽くして神に祈ってくださ

い。 31私がユダヤにいる不信仰な人々から

救い出され、またエルサレムに対する私の

奉仕が聖徒たちに受け入れられるものとな

りますように。 32その結果として、神のみ

こころにより、喜びをもってあなたがたの

ところへ行き、あなたがたの中で、ともに

いこいを得ることができますように。 33ど

うか、平和の神が、あなたがたすべてとと

もにいてくださいますように。アーメン。

16ケンクレヤにある教会の執事で、私た
ちの姉妹であるフィベを、あなたがた

に推薦します。 2どうぞ、聖徒にふさわし

いしかたで、主にあってこの人を歓迎し、

あなたがたの助けを必要とすることは、ど

んなことでも助けてあげてください。この

人は、多くの人を助け、また私自身をも助

けてくれた人です。 3キリスト・イエスに

あって私の同労者であるプリスカとアクラ

によろしく伝えてください。 4この人たち

は、自分のいのちの危険を冒して私のいの

ちを守ってくれたのです。この人たちには

、私だけでなく、異邦人のすべての教会も

感謝しています。 5またその家の教会によ

ろしく伝えてください。私の愛するエパネ

トによろしく。この人はアジヤでキリスト

を信じた最初の人です。 6あなたがたのた

めに非常に労苦したマリヤによろしく。 7

私の同国人で私といっしょに投獄されたこ

とのある、アンドロニコとユニアスにもよ

ろしく。この人々は使徒たちの間によく知

られている人々で、また私より先にキリス

トにある者となったのです。 8主にあって

私の愛するアムプリアトによろしく。 9キ

リストにあって私たちの同労者であるウル

バノと、私の愛するスタキスとによろしく

。 10キリストにあって練達したアペレによ

ろしく。アリストブロの家の人たちによろ

しく。 11私の同国人ヘロデオンによろしく

。ナルキソの家の主にある人たちによろし
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く。 12主にあって労している、ツルパナと

ツルポサによろしく。主にあって非常に労

苦した愛するペルシスによろしく。 13主に

あって選ばれた人ルポスによろしく。また

彼と私との母によろしく。 14アスンクリト

、フレゴン、ヘルメス、パトロバ、ヘルマ

スおよびその人たちといっしょにいる兄弟

たちによろしく。 15フィロロゴとユリヤ、

ネレオとその姉妹、オルンパおよびその人

たちといっしょにいるすべての聖徒たちに

よろしく。 16あなたがたはきよい口づけを

もって互いのあいさつをかわしなさい。キ

リストの教会はみな、あなたがたによろし

くと言っています。 17兄弟たち。私はあな

たがたに願います。あなたがたの学んだ教

えにそむいて、分裂とつまずきを引き起こ

す人たちを警戒してください。彼らから遠

ざかりなさい。 18そういう人たちは、私た

ちの主キリストに仕えないで、自分の欲に

仕えているのです。彼らは、なめらかなこ

とば、へつらいのことばをもって純朴な人

たちの心をだましているのです。 19あなた

がたの従順はすべての人に知られているの

で、私はあなたがたのことを喜んでいます

。しかし、私は、あなたがたが善にはさと

く、悪にはうとくあってほしい、と望んで

います。 20平和の神は、すみやかに、あな

たがたの足でサタンを踏み砕いてください

ます。 どうか、私たちの主イエスの恵みが

、あなたがたとともにありますように。 21

私の同労者テモテが、あなたがたによろし

くと言っています。また私の同国人ルキオ

とヤソンとソシパテロがよろしくと言って

います。 22この手紙を筆記した私、テルテ

オも、主にあってあなたがたにごあいさつ

申し上げます。 23私と全教会との家主であ

るガイオも、あなたがたによろしくと言っ

ています。市の収入役であるエラストと兄

弟クワルトもよろしくと言っています。 25

私の福音とイエス・キリストの宣教によっ

て、すなわち、世々にわたって長い間隠さ

れていたが、 (aiōnios g166) 26今や現わされて

、永遠の神の命令に従い、預言者たちの書

によって、信仰の従順に導くためにあらゆ

る国の人々に知らされた奥義の啓示によっ

て、あなたがたを堅く立たせることができ

る方、 (aiōnios g166) 27知恵に富む唯一の神に

、イエス・キリストによって、御栄えがと

こしえまでありますように。アーメン。

(aiōn g165)
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コリント人への手紙

第一

1神のみこころによってキリスト・イエス
の使徒として召されたパウロと、兄弟ソ

ステネから、 2コリントにある神の教会へ

。すなわち、私たちの主イエス・キリスト

の御名を、至る所で呼び求めているすべて

の人々とともに、聖徒として召され、キリ

スト・イエスにあってきよめられた方々へ

。主は私たちの主であるとともに、そのす

べての人々の主です。 3私たちの父なる神

と主イエス・キリストから、恵みと平安が

あなたがたの上にありますように。 4私は

、キリスト・イエスによってあなたがたに

与えられた神の恵みのゆえに、あなたがた

のことをいつも神に感謝しています。 5と

いうのは、あなたがたは、ことばといい、

知識といい、すべてにおいて、キリストに

あって豊かな者とされたからです。 6それ

は、キリストについてのあかしが、あなた

がたの中で確かになったからで、 7その結

果、あなたがたはどんな賜物にも欠けると

ころがなく、また、熱心に私たちの主イエ

ス・キリストの現われを待っています。 8

主も、あなたがたを、私たちの主イエス・

キリストの日に責められるところのない者

として、最後まで堅く保ってくださいます

。 9神は真実であり、その方のお召しによ

って、あなたがたは神の御子、私たちの主

イエス・キリストとの交わりに入れられま

した。 10さて、兄弟たち。私は、私たちの

主イエス・キリストの御名によって、あな

たがたにお願いします。どうか、みなが一

致して、仲間割れすることなく、同じ心、

同じ判断を完全に保ってください。 11実は

あなたがたのことをクロエの家の者から知

らされました。兄弟たち。あなたがたの間

には争いがあるそうで、 12あなたがたはめ

いめいに、「私はパウロにつく。」「私は

アポロに。」「私はケパに。」「私はキリ

ストにつく。」と言っているということで

す。 13キリストが分割されたのですか。あ

なたがたのために十字架につけられたのは

パウロでしょうか。あなたがたがバプテス

マを受けたのはパウロの名によるのでしょ

うか。 14私は、クリスポとガイオのほか、

あなたがたのだれにもバプテスマを授けた

ことがないことを感謝しています。 15それ

は、あなたがたが私の名によってバプテス

マを受けたと言われないようにするためで

した。 16私はステパナの家族にもバプテス

マを授けましたが、そのほかはだれにも授

けた覚えはありません。 17キリストが私を

お遣わしになったのは、バプテスマを授け

させるためではなく、福音を宣べ伝えさせ

るためです。それも、キリストの十字架が

むなしくならないために、ことばの知恵に

よってはならないのです。 18十字架のこと

ばは、滅びに至る人々には愚かであっても

、救いを受ける私たちには、神の力です。

19それは、こう書いてあるからです。「わ

たしは知恵ある者の知恵を滅ぼし、 賢い者

の賢さをむなしくする。」 20知者はどこに

いるのですか。学者はどこにいるのですか

。この世の議論家はどこにいるのですか。

神は、この世の知恵を愚かなものにされた

ではありませんか。 (aiōn g165) 21事実、この

世が自分の知恵によって神を知ることがな

いのは、神の知恵によるのです。それゆえ
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、神はみこころによって、宣教のことばの

愚かさを通して、信じる者を救おうと定め

られたのです。 22ユダヤ人はしるしを要求

し、ギリシヤ人は知恵を追求します。 23し

かし、私たちは十字架につけられたキリス

トを宣べ伝えるのです。ユダヤ人にとって

はつまずき、異邦人にとっては愚かでしょ

うが、 24しかし、ユダヤ人であってもギリ

シヤ人であっても、召された者にとっては

、キリストは神の力、神の知恵なのです。

25なぜなら、神の愚かさは人よりも賢く、

神の弱さは人よりも強いからです。 26兄弟

たち、あなたがたの召しのことを考えてご

らんなさい。この世の知者は多くはなく、

権力者も多くはなく、身分の高い者も多く

はありません。 27しかし神は、知恵ある者

をはずかしめるために、この世の愚かな者

を選び、強い者をはずかしめるために、こ

の世の弱い者を選ばれたのです。 28また、

この世の取るに足りない者や見下されてい

る者を、神は選ばれました。すなわち、有

るものをない者のようにするため、無に等

しいものを選ばれたのです。 29これは、神

の御前でだれをも誇らせないためです。 30

しかしあなたがたは、神によってキリスト

・イエスのうちにあるのです。キリストは

、私たちにとって、神の知恵となり、また

、義ときよめと、贖いとになられました。

31まさしく、「誇る者は主にあって誇れ。

」と書かれているとおりになるためです。

2さて兄弟たち。私があなたがたのところ
へ行ったとき、私は、すぐれたことば、

すぐれた知恵を用いて、神のあかしを宣べ

伝えることはしませんでした。 2なぜなら

私は、あなたがたの間で、イエス・キリス

ト、すなわち十字架につけられた方のほか

は、何も知らないことに決心したからです

。 3あなたがたといっしょにいたときの私

は、弱く、恐れおののいていました。 4そ

して、私のことばと私の宣教とは、説得力

のある知恵のことばによって行なわれたも

のではなく、御霊と御力の現われでした。

5それは、あなたがたの持つ信仰が、人間

の知恵にささえられず、神の力にささえら

れるためでした。 6しかし私たちは、成人

の間で、知恵を語ります。この知恵は、こ

の世の知恵でもなく、この世の過ぎ去って

行く支配者たちの知恵でもありません。

(aiōn g165) 7私たちの語るのは、隠された奥義

としての神の知恵であって、それは、神が

、私たちの栄光のために、世界の始まる前

から、あらかじめ定められたものです。

(aiōn g165) 8この知恵を、この世の支配者たち

は、だれひとりとして悟りませんでした。

もし悟っていたら、栄光の主を十字架につ

けはしなかったでしょう。 (aiōn g165) 9まさ

しく、聖書に書いてあるとおりです。 「目

が見たことのないもの、 耳が聞いたことの

ないもの、 そして、人の心に思い浮かんだ

ことのないもの。 神を愛する者のために、

神の備えてくださったものは、みなそうで

ある。」 10神はこれを、御霊によって私た

ちに啓示されたのです。御霊はすべてのこ

とを探り、神の深みにまで及ばれるからで

す。 11いったい、人の心のことは、その人

のうちにある霊のほかに、だれが知ってい

るでしょう。同じように、神のみこころの

ことは、神の御霊のほかにはだれも知りま

せん。 12ところで、私たちは、この世の霊

を受けたのではなく、神の御霊を受けまし
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た。それは、恵みによって神から私たちに

賜わったものを、私たちが知るためです。

13この賜物について話すには、人の知恵に

教えられたことばを用いず、御霊に教えら

れたことばを用います。その御霊のことば

をもって御霊のことを解くのです。 14生ま

れながらの人間は、神の御霊に属すること

を受け入れません。それらは彼には愚かな

ことだからです。また、それを悟ることが

できません。なぜなら、御霊のことは御霊

によってわきまえるものだからです。 15御

霊を受けている人は、すべてのことをわき

まえますが、自分はだれによってもわきま

えられません。 16いったい、「だれが主の

みこころを知り、主を導くことができたか

。」ところが、私たちには、キリストの心

があるのです。

3さて、兄弟たちよ。私は、あなたがたに
向かって、御霊に属する人に対するよう

には話すことができないで、肉に属する人

、キリストにある幼子に対するように話し

ました。 2私はあなたがたには乳を与えて

、堅い食物を与えませんでした。あなたが

たには、まだ無理だったからです。実は、

今でもまだ無理なのです。 3あなたがたは

、まだ肉に属しているからです。あなたが

たの間にねたみや争いがあることからすれ

ば、あなたがたは肉に属しているのではあ

りませんか。そして、ただの人のように歩

んでいるのではありませんか。 4ある人が

、「私はパウロにつく。」と言えば、別の

人は、「私はアポロに。」と言う。そうい

うことでは、あなたがたは、ただの人たち

ではありませんか。 5アポロとは何でしょ

う。パウロとは何でしょう。あなたがたが

信仰にはいるために用いられたしもべであ

って、主がおのおのに授けられたとおりの

ことをしたのです。 6私が植えて、アポロ

が水を注ぎました。しかし、成長させたの

は神です。 7それで、たいせつなのは、植

える者でも水を注ぐ者でもありません。成

長させてくださる神なのです。 8植える者

と水を注ぐ者は、一つですが、それぞれ自

分自身の働きに従って自分自身の報酬を受

けるのです。 9私たちは神の協力者であり

、あなたがたは神の畑、神の建物です。 10

与えられた神の恵みによって、私は賢い建

築家のように、土台を据えました。そして

、ほかの人がその上に家を建てています。

しかし、どのように建てるかについてはそ

れぞれが注意しなければなりません。 11と

いうのは、だれも、すでに据えられている

土台のほかに、ほかの物を据えることはで

きないからです。その土台とはイエス・キ

リストです。 12もし、だれかがこの土台の

上に、金、銀、宝石、木、草、わらなどで

建てるなら、 13各人の働きは明瞭になりま

す。その日がそれを明らかにするのです。

というのは、その日は火とともに現われ、

この火がその力で各人の働きの真価をため

すからです。 14もしだれかの建てた建物が

残れば、その人は報いを受けます。 15もし

だれかの建てた建物が焼ければ、その人は

損害を受けますが、自分自身は、火の中を

くぐるようにして助かります。 16あなたが

たは神の神殿であり、神の御霊があなたが

たに宿っておられることを知らないのです

か。 17もし、だれかが神の神殿をこわすな

ら、神がその人を滅ぼされます。神の神殿

は聖なるものだからです。あなたがたがそ
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の神殿です。 18だれも自分を欺いてはいけ

ません。もしあなたがたの中で、自分は今

の世の知者だと思う者がいたら、知者にな

るためには愚かになりなさい。 (aiōn g165) 19

なぜなら、この世の知恵は、神の御前では

愚かだからです。こう書いてあります。「

神は、知者どもを彼らの悪賢さの中で捕え

る。」 20また、次のようにも書いてありま

す。「主は、知者の論議を無益だと知って

おられる。」 21ですから、だれも人間を誇

ってはいけません。すべては、あなたがた

のものです。 22パウロであれ、アポロであ

れ、ケパであれ、また世界であれ、いのち

であれ、死であれ、また現在のものであれ

、未来のものであれ、すべてあなたがたの

ものです。 23そして、あなたがたはキリス

トのものであり、キリストは神のものです

。

4こういうわけで、私たちを、キリストの
しもべ、また神の奥義の管理者だと考え

なさい。 2このばあい、管理者には、忠実

であることが要求されます。 3しかし、私

にとっては、あなたがたによる判定、ある

いは、およそ人間による判決を受けること

は、非常に小さなことです。事実、私は自

分で自分をさばくことさえしません。 4私

にはやましいことは少しもありませんが、

だからといって、それで無罪とされるので

はありません。私をさばく方は主です。 5

ですから、あなたがたは、主が来られるま

では、何についても、先走ったさばきをし

てはいけません。主は、やみの中に隠れた

事も明るみに出し、心の中のはかりごとも

明らかにされます。そのとき、神から各人

に対する称賛が届くのです。 6さて、兄弟

たち。以上、私は、私自身とアポロに当て

はめて、あなたがたのために言って来まし

た。それは、あなたがたが、私たちの例に

よって、「書かれていることを越えない。

」ことを学ぶため、そして、一方にくみし

、他方に反対して高慢にならないためです

。 7いったいだれが、あなたをすぐれた者

と認めるのですか。あなたには、何か、も

らったものでないものがあるのですか。も

しもらったのなら、なぜ、もらっていない

かのように誇るのですか。 8あなたがたは

、もう満ち足りています。もう豊かになっ

ています。私たち抜きで、王さまになって

います。いっそのこと、あなたがたがほん

とうに王さまになっていたらよかったので

す。そうすれば、私たちも、あなたがたと

いっしょに王になれたでしょうに。 9私は

、こう思います。神は私たち使徒を、死罪

に決まった者のように、行列のしんがりと

して引き出されました。こうして私たちは

、御使いにも人々にも、この世の見せ物に

なったのです。 10私たちはキリストのため

に愚かな者ですが、あなたがたはキリスト

にあって賢い者です。私たちは弱いが、あ

なたがたは強いのです。あなたがたは栄誉

を持っているが、私たちは卑しめられてい

ます。 11今に至るまで、私たちは飢え、渇

き、着る物もなく、虐待され、落ち着く先

もありません。 12また、私たちは苦労して

自分の手で働いています。はずかしめられ

るときにも祝福し、迫害されるときにも耐

え忍び、 13ののしられるときには、慰めの

ことばをかけます。今でも、私たちはこの

世のちり、あらゆるもののかすです。 14私

がこう書くのは、あなたがたをはずかしめ
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るためではなく、愛する私の子どもとして

、さとすためです。 15たといあなたがたに

、キリストにある養育係が一万人あろうと

も、父は多くあるはずがありません。この

私が福音によって、キリスト・イエスにあ

って、あなたがたを生んだのです。 16です

から、私はあなたがたに勧めます。どうか

、私にならう者となってください。 17その

ために、私はあなたがたのところへテモテ

を送りました。テモテは主にあって私の愛

する、忠実な子です。彼は、私が至る所の

すべての教会で教えているとおりに、キリ

スト・イエスにある私の生き方を、あなた

がたに思い起こさせてくれるでしょう。 18

私があなたがたのところへ行くことはある

まいと、思い上がっている人たちがいます

。 19しかし、主のみこころであれば、すぐ

にもあなたがたのところへ行きます。そし

て、思い上がっている人たちの、ことばで

はなく、力を見せてもらいましょう。 20神

の国はことばにはなく、力にあるのです。

21あなたがたはどちらを望むのですか。私

はあなたがたのところへむちを持って行き

ましょうか。それとも、愛と優しい心で行

きましょうか。

5あなたがたの間に不品行があるというこ
とが言われています。しかもそれは、異

邦人の中にもないほどの不品行で、父の妻

を妻にしている者がいるとのことです。 2

それなのに、あなたがたは誇り高ぶってい

ます。そればかりか、そのような行ないを

している者をあなたがたの中から取り除こ

うとして悲しむこともなかったのです。 3

私のほうでは、からだはそこにいなくても

心はそこにおり、現にそこにいるのと同じ

ように、そのような行ないをした者を主イ

エスの御名によってすでにさばきました。

4あなたがたが集まったときに、私も、霊

においてともにおり、私たちの主イエスの

権能をもって、 5このような者をサタンに

引き渡したのです。それは彼の肉が滅ぼさ

れるためですが、それによって彼の霊が主

の日に救われるためです。 6あなたがたの

高慢は、よくないことです。あなたがたは

、ほんのわずかのパン種が、粉のかたまり

全体をふくらませることを知らないのです

か。 7新しい粉のかたまりのままでいるた

めに、古いパン種を取り除きなさい。あな

たがたはパン種のないものだからです。私

たちの過越の小羊キリストが、すでにほふ

られたからです。 8ですから、私たちは、

古いパン種を用いたり、悪意と不正のパン

種を用いたりしないで、パン種のはいらな

い、純粋で真実なパンで、祭りをしようで

はありませんか。 9私は前にあなたがたに

送った手紙で、不品行な者たちと交際しな

いようにと書きました。 10それは、世の中

の不品行な者、貪欲な者、略奪する者、偶

像を礼拝する者と全然交際しないようにと

いう意味ではありません。もしそうだとし

たら、この世界から出て行かなければなら

ないでしょう。 11私が書いたことのほんと

うの意味は、もし、兄弟と呼ばれる者で、

しかも不品行な者、貪欲な者、偶像を礼拝

する者、人をそしる者、酒に酔う者、略奪

する者がいたなら、そのような者とはつき

あってはいけない、いっしょに食事をして

もいけない、ということです。 12外部の人

たちをさばくことは、私のすべきことでし

ょうか。あなたがたがさばくべき者は、内
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部の人たちではありませんか。 13外部の人

たちは、神がおさばきになります。その悪

い人をあなたがたの中から除きなさい。

6あなたがたの中には、仲間の者と争いを
起こしたとき、それを聖徒たちに訴えな

いで、あえて、正しくない人たちに訴え出

るような人がいるのでしょうか。 2あなた

がたは、聖徒が世界をさばくようになるこ

とを知らないのですか。世界があなたがた

によってさばかれるはずなのに、あなたが

たは、ごく小さな事件さえもさばく力がな

いのですか。 3私たちは御使いをもさばく

べき者だ、ということを、知らないのです

か。それならこの世のことは、言うまでも

ないではありませんか。 4それなのに、こ

の世のことで争いが起こると、教会のうち

では無視される人たちを裁判官に選ぶので

すか。 5私はあなたがたをはずかしめるた

めにこう言っているのです。いったい、あ

なたがたの中には、兄弟の間の争いを仲裁

することのできるような賢い者が、ひとり

もいないのですか。 6それで、兄弟は兄弟

を告訴し、しかもそれを不信者の前でする

のですか。 7そもそも、互いに訴え合うこ

とが、すでにあなたがたの敗北です。なぜ

、むしろ不正をも甘んじて受けないのです

か。なぜ、むしろだまされていないのです

か。 8ところが、それどころか、あなたが

たは、不正を行なう、だまし取る、しかも

そのようなことを兄弟に対してしているの

です。 9あなたがたは、正しくない者は神

の国を相続できないことを、知らないので

すか。だまされてはいけません。不品行な

者、偶像を礼拝する者、姦淫をする者、男

娼となる者、男色をする者、 10盗む者、貪

欲な者、酒に酔う者、そしる者、略奪する

者はみな、神の国を相続することができま

せん。 11あなたがたの中のある人たちは以

前はそのような者でした。しかし、主イエ

ス・キリストの御名と私たちの神の御霊に

よって、あなたがたは洗われ、きよい者と

され、義と認められたのです。 12すべての

ことが私には許されたことです。しかし、

すべてが益になるわけではありません。私

にはすべてのことが許されています。しか

し、私はどんなことにも支配されはしませ

ん。 13食物は腹のためにあり、腹は食物の

ためにあります。ところが神は、そのどち

らをも滅ぼされます。からだは不品行のた

めにあるのではなく、主のためであり、主

はからだのためです。 14神は主をよみがえ

らせましたが、その御力によって私たちを

もよみがえらせてくださいます。 15あなた

がたのからだはキリストのからだの一部で

あることを、知らないのですか。キリスト

のからだを取って遊女のからだとするので

すか。そんなことは絶対に許されません。

16遊女と交われば、一つからだになること

を知らないのですか。「ふたりの者は一心

同体となる。」と言われているからです。

17しかし、主と交われば、一つ霊となるの

です。 18不品行を避けなさい。人が犯す罪

はすべて、からだの外のものです。しかし

、不品行を行なう者は、自分のからだに対

して罪を犯すのです。 19あなたがたのから

だは、あなたがたのうちに住まれる、神か

ら受けた聖霊の宮であり、あなたがたは、

もはや自分自身のものではないことを、知

らないのですか。 20あなたがたは、代価を

払って買い取られたのです。ですから自分
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のからだをもって、神の栄光を現わしなさ

い。

7さて、あなたがたの手紙に書いてあった
ことについてですが、男が女に触れない

のは良いことです。 2しかし、不品行を避

けるため、男はそれぞれ自分の妻を持ち、

女もそれぞれ自分の夫を持ちなさい。 3夫

は自分の妻に対して義務を果たし、同様に

妻も自分の夫に対して義務を果たしなさい

。 4妻は自分のからだに関する権利を持っ

てはおらず、それは夫のものです。同様に

夫も自分のからだについての権利を持って

はおらず、それは妻のものです。 5互いの

権利を奪い取ってはいけません。ただし、

祈りに専心するために、合意の上でしばら

く離れていて、また再びいっしょになると

いうのならかまいません。あなたがたが自

制力を欠くとき、サタンの誘惑にかからな

いためです。 6以上、私の言うところは、

容認であって、命令ではありません。 7私

の願うところは、すべての人が私のようで

あることです。しかし、ひとりひとり神か

ら与えられたそれぞれの賜物を持っている

ので、人それぞれに行き方があります。 8

次に、結婚していない男とやもめの女に言

いますが、私のようにしていられるなら、

それがよいのです。 9しかし、もし自制す

ることができなければ、結婚しなさい。情

の燃えるよりは、結婚するほうがよいから

です。 10次に、すでに結婚した人々に命じ

ます。命じるのは、私ではなく主です。妻

は夫と別れてはいけません。 11――もし別

れたのだったら、結婚せずにいるか、それ

とも夫と和解するか、どちらかにしなさい

。――また夫は妻を離別してはいけません

。 12次に、そのほかの人々に言いますが、

これを言うのは主ではなく、私です。信者

の男子に信者でない妻があり、その妻がい

っしょにいることを承知しているばあいは

、離婚してはいけません。 13また、信者で

ない夫を持つ女は、夫がいっしょにいるこ

とを承知しているばあいは、離婚してはい

けません。 14なぜなら、信者でない夫は妻

によってきよめられており、また、信者で

ない妻も信者の夫によってきよめられてい

るからです。そうでなかったら、あなたが

たの子どもは汚れているわけです。ところ

が、現にきよいのです。 15しかし、もし信

者でないほうの者が離れて行くのであれば

、離れて行かせなさい。そのようなばあい

には、信者である夫あるいは妻は、縛られ

ることはありません。神は、平和を得させ

ようとしてあなたがたを召されたのです。

16なぜなら、妻よ。あなたが夫を救えるか

どうかが、どうしてわかりますか。また、

夫よ。あなたが妻を救えるかどうかが、ど

うしてわかりますか。 17ただ、おのおのが

、主からいただいた分に応じ、また神がお

のおのをお召しになったときのままの状態

で歩むべきです。私は、すべての教会で、

このように指導しています。 18召されたと

き割礼を受けていたのなら、その跡をなく

してはいけません。また、召されたとき割

礼を受けていなかったのなら、割礼を受け

てはいけません。 19割礼は取るに足らぬこ

と、無割礼も取るに足らぬことです。重要

なのは神の命令を守ることです。 20おのお

の自分が召されたときの状態にとどまって

いなさい。 21奴隷の状態で召されたのなら

、それを気にしてはいけません。しかし、
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もし自由の身になれるなら、むしろ自由に

なりなさい。 22奴隷も、主にあって召され

た者は、主に属する自由人であり、同じよ

うに、自由人も、召された者はキリストに

属する奴隷だからです。 23あなたがたは、

代価をもって買われたのです。人間の奴隷

となってはいけません。 24兄弟たち。おの

おの召されたときのままの状態で、神の御

前にいなさい。 25処女のことについて、私

は主の命令を受けてはいませんが、主のあ

われみによって信頼できる者として、意見

を述べます。 26現在の危急のときには、男

はそのままの状態にとどまるのがよいと思

います。 27あなたが妻に結ばれているなら

、解かれたいと考えてはいけません。妻に

結ばれていないのなら、妻を得たいと思っ

てはいけません。 28しかし、たといあなた

が結婚したからといって、罪を犯すのでは

ありません。たとい処女が結婚したからと

いって、罪を犯すのではありません。ただ

、それらの人々は、その身に苦難を招くで

しょう。私はあなたがたを、そのようなめ

に会わせたくないのです。 29兄弟たちよ。

私は次のことを言いたいのです。時は縮ま

っています。今からは、妻のある者は、妻

のない者のようにしていなさい。 30泣く者

は泣かない者のように、喜ぶ者は喜ばない

者のように、買う者は所有しない者のよう

にしていなさい。 31世の富を用いる者は用

いすぎないようにしなさい。この世の有様

は過ぎ去るからです。 32あなたがたが思い

煩わないことを私は望んでいます。独身の

男は、どうしたら主に喜ばれるかと、主の

ことに心を配ります。 33しかし、結婚した

男は、どうしたら妻に喜ばれるかと世のこ

とに心を配り、 34心が分かれるのです。独

身の女や処女は、身もたましいもきよくな

るため、主のことに心を配りますが、結婚

した女は、どうしたら夫に喜ばれるかと、

世のことに心を配ります。 35ですが、私が

こう言っているのは、あなたがた自身の益

のためであって、あなたがたを束縛しよう

としているのではありません。むしろあな

たがたが秩序ある生活を送って、ひたすら

主に奉仕できるためなのです。 36もし、処

女である自分の娘の婚期も過ぎようとして

いて、そのままでは、娘に対しての扱い方

が正しくないと思い、またやむをえないこ

とがあるならば、その人は、その心のまま

にしなさい。罪を犯すわけではありません

。彼らに結婚させなさい。 37しかし、もし

心のうちに堅く決意しており、ほかに強い

られる事情もなく、また自分の思うとおり

に行なうことのできる人が、処女である自

分の娘をそのままにしておくのなら、その

ことはりっぱです。 38ですから、処女であ

る自分の娘を結婚させる人は良いことをし

ているのであり、また結婚させない人は、

もっと良いことをしているのです。 39妻は

夫が生きている間は夫に縛られています。

しかし、もし夫が死んだなら、自分の願う

人と結婚する自由があります。ただ主にあ

ってのみ、そうなのです。 40私の意見では

、もしそのままにしていられたら、そのほ

うがもっと幸いです。私も、神の御霊をい

ただいていると思います。

8次に、偶像にささげた肉についてですが
、私たちはみな知識を持っているという

ことなら、わかっています。しかし、知識

は人を高ぶらせ、愛は人の徳を建てます。
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2人がもし、何かを知っていると思ったら

、その人はまだ知らなければならないほど

のことも知ってはいないのです。 3しかし

、人が神を愛するなら、その人は神に知ら

れているのです。 4そういうわけで、偶像

にささげた肉を食べることについてですが

、私たちは、世の偶像の神は実際にはない

ものであること、また、唯一の神以外には

神は存在しないことを知っています。 5な

るほど、多くの神や、多くの主があるので

、神々と呼ばれるものならば、天にも地に

もありますが、 6私たちには、父なる唯一

の神がおられるだけで、すべてのものはこ

の神から出ており、私たちもこの神のため

に存在しているのです。また、唯一の主な

るイエス・キリストがおられるだけで、す

べてのものはこの主によって存在し、私た

ちもこの主によって存在するのです。 7し

かし、すべての人にこの知識があるのでは

ありません。ある人たちは、今まで偶像に

なじんで来たため偶像にささげた肉として

食べ、それで彼らのそのように弱い良心が

汚れるのです。 8しかし、私たちを神に近

づけるのは食物ではありません。食べなく

ても損にはならないし、食べても益にはな

りません。 9ただ、あなたがたのこの権利

が、弱い人たちのつまずきとならないよう

に、気をつけなさい。 10知識のあるあなた

が偶像の宮で食事をしているのをだれかが

見たら、それによって力を得て、その人の

良心は弱いのに、偶像の神にささげた肉を

食べるようなことにならないでしょうか。

11その弱い人は、あなたの知識によって、

滅びることになるのです。キリストはその

兄弟のためにも死んでくださったのです。

12あなたがたはこのように兄弟たちに対し

て罪を犯し、彼らの弱い良心を踏みにじる

とき、キリストに対して罪を犯しているの

です。 13ですから、もし食物が私の兄弟を

つまずかせるなら、私は今後いっさい肉を

食べません。それは、私の兄弟につまずき

を与えないためです。 (aiōn g165)

9私には自由がないでしょうか。私は使徒
ではないのでしょうか。私は私たちの主

イエスを見たのではないでしょうか。あな

たがたは、主にあって私の働きの実ではあ

りませんか。 2たとい私がほかの人々に対

しては使徒でなくても、少なくともあなた

がたに対しては使徒です。あなたがたは、

主にあって、私が使徒であることの証印で

す。 3私をさばく人たちに対して、私は次

のように弁明します。 4いったい私たちに

は飲み食いする権利がないのでしょうか。

5私たちには、ほかの使徒、主の兄弟たち、

ケパなどと違って、信者である妻を連れて

歩く権利がないのでしょうか。 6それとも

また、私とバルナバだけには、生活のため

の働きをやめる権利がないのでしょうか。

7いったい自分の費用で兵士になる者がい

るでしょうか。自分でぶどう園を造りなが

ら、その実を食べない者がいるでしょうか

。羊の群れを飼いながら、その乳を飲まな

い者がいるでしょうか。 8私がこんなこと

を言うのは、人間の考えによって言ってい

るのでしょうか。律法も同じことを言って

いるではありませんか。 9モーセの律法に

は、「穀物をこなしている牛に、くつこを

掛けてはいけない。」と書いてあります。

いったい神は、牛のことを気にかけておら

れるのでしょうか。 10それとも、もっぱら
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私たちのために、こう言っておられるので

しょうか。むろん、私たちのためにこう書

いてあるのです。なぜなら、耕す者が望み

を持って耕し、脱穀する者が分配を受ける

望みを持って仕事をするのは当然だからで

す。 11もし私たちが、あなたがたに御霊の

ものを蒔いたのであれば、あなたがたから

物質的なものを刈り取ることは行き過ぎで

しょうか。 12もし、ほかの人々が、あなた

がたに対する権利にあずかっているのなら

、私たちはなおさらその権利を用いてよい

はずではありませんか。それなのに、私た

ちはこの権利を用いませんでした。かえっ

て、すべてのことについて耐え忍んでいま

す。それは、キリストの福音に少しの妨げ

も与えまいとしてなのです。 13あなたがた

は、宮に奉仕している者が宮の物を食べ、

祭壇に仕える者が祭壇の物にあずかること

を知らないのですか。 14同じように、主も

、福音を宣べ伝える者が、福音の働きから

生活のささえを得るように定めておられま

す。 15しかし、私はこれらの権利を一つも

用いませんでした。また、私は自分がそう

されたくてこのように書いているのでもあ

りません。私は自分の誇りをだれかに奪わ

れるよりは、死んだほうがましだからです

。 16というのは、私が福音を宣べ伝えても

、それは私の誇りにはなりません。そのこ

とは、私がどうしても、しなければならな

いことだからです。もし福音を宣べ伝えな

かったら、私はわざわいに会います。 17も

し私がこれを自発的にしているのなら、報

いがありましょう。しかし、強いられたに

しても、私には務めがゆだねられているの

です。 18では、私にどんな報いがあるので

しょう。それは、福音を宣べ伝えるときに

報酬を求めないで与え、福音の働きによっ

て持つ自分の権利を十分に用いないことな

のです。 19私はだれに対しても自由ですが

、より多くの人を獲得するために、すべて

の人の奴隷となりました。 20ユダヤ人には

ユダヤ人のようになりました。それはユダ

ヤ人を獲得するためです。律法の下にある

人々には、私自身は律法の下にはいません

が、律法の下にある者のようになりました

。それは律法の下にある人々を獲得するた

めです。 21律法を持たない人々に対しては

、――私は神の律法の外にある者ではなく

、キリストの律法を守る者ですが、――律

法を持たない者のようになりました。それ

は律法を持たない人々を獲得するためです

。 22弱い人々には、弱い者になりました。

弱い人々を獲得するためです。すべての人

に、すべてのものとなりました。それは、

何とかして、幾人かでも救うためです。 23

私はすべてのことを、福音のためにしてい

ます。それは、私も福音の恵みをともに受

ける者となるためなのです。 24競技場で走

る人たちは、みな走っても、賞を受けるの

はただひとりだ、ということを知っている

でしょう。ですから、あなたがたも、賞を

受けられるように走りなさい。 25また闘技

をする者は、あらゆることについて自制し

ます。彼らは朽ちる冠を受けるためにそう

するのですが、私たちは朽ちない冠を受け

るためにそうするのです。 26ですから、私

は決勝点がどこかわからないような走り方

はしていません。空を打つような拳闘もし

てはいません。 27私は自分のからだを打ち

たたいて従わせます。それは、私がほかの
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人に宣べ伝えておきながら、自分自身が失

格者になるようなことのないためです。

10そこで、兄弟たち。私はあなたがたに
ぜひ次のことを知ってもらいたいので

す。私たちの先祖はみな、雲の下におり、

みな海を通って行きました。 2そしてみな

、雲と海とで、モーセにつくバプテスマを

受け、 3みな同じ御霊の食べ物を食べ、 4

みな同じ御霊の飲み物を飲みました。とい

うのは、彼らについて来た御霊の岩から飲

んだからです。その岩とはキリストです。

5にもかかわらず、彼らの大部分は神のみ

こころにかなわず、荒野で滅ぼされました

。 6これらのことが起こったのは、私たち

への戒めのためです。それは、彼らがむさ

ぼったように私たちが悪をむさぼることの

ないためです。 7あなたがたは、彼らの中

のある人たちにならって、偶像崇拝者とな

ってはいけません。聖書には、「民が、す

わっては飲み食いし、立っては踊った。」

と書いてあります。 8また、私たちは、彼

らのある人たちが姦淫をしたのにならって

姦淫をすることはないようにしましょう。

彼らは姦淫のゆえに一日に二万三千人死に

ました。 9私たちは、さらに、彼らの中の

ある人たちが主を試みたのにならって主を

試みることはないようにしましょう。彼ら

は蛇に滅ぼされました。 10また、彼らの中

のある人たちがつぶやいたのにならってつ

ぶやいてはいけません。彼らは滅ぼす者に

滅ぼされました。 11これらのことが彼らに

起こったのは、戒めのためであり、それが

書かれたのは、世の終わりに臨んでいる私

たちへの教訓とするためです。 (aiōn g165) 12

ですから、立っていると思う者は、倒れな

いように気をつけなさい。 13あなたがたの

会った試練はみな人の知らないようなもの

ではありません。神は真実な方ですから、

あなたがたを耐えることのできないような

試練に会わせるようなことはなさいません

。むしろ、耐えることのできるように、試

練とともに、脱出の道も備えてくださいま

す。 14ですから、私の愛する者たちよ。偶

像礼拝を避けなさい。 15私は賢い人たちに

話すように話します。ですから私の言うこ

とを判断してください。 16私たちが祝福す

る祝福の杯は、キリストの血にあずかるこ

とではありませんか。私たちの裂くパンは

、キリストのからだにあずかることではあ

りませんか。 17パンは一つですから、私た

ちは、多数であっても、一つのからだです

。それは、みなの者がともに一つのパンを

食べるからです。 18肉によるイスラエルの

ことを考えてみなさい。供え物を食べる者

は、祭壇にあずかるではありませんか。 19

私は何を言おうとしているのでしょう。偶

像の神にささげた肉に、何か意味があると

か、偶像の神に真実な意味があるとか、言

おうとしているのでしょうか。 20いや、彼

らのささげる物は、神にではなくて悪霊に

ささげられている、と言っているのです。

私は、あなたがたに悪霊と交わる者になっ

てもらいたくありません。 21あなたがたが

主の杯を飲んだうえ、さらに悪霊の杯を飲

むことは、できないことです。主の食卓に

あずかったうえ、さらに悪霊の食卓にあず

かることはできないことです。 22それとも

、私たちは主のねたみを引き起こそうとす

るのですか。まさか、私たちが主よりも強

いことはないでしょう。 23すべてのことは
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、してもよいのです。しかし、すべてのこ

とが有益とはかぎりません。すべてのこと

は、してもよいのです。しかし、すべての

ことが徳を高めるとはかぎりません。 24だ

れでも、自分の利益を求めないで、他人の

利益を心がけなさい。 25市場に売っている

肉は、良心の問題として調べ上げることは

しないで、どれでも食べなさい。 26地とそ

れに満ちているものは、主のものだからで

す。 27もし、あなたがたが信仰のない者に

招待されて、行きたいと思うときは、良心

の問題として調べ上げることはしないで、

自分の前に置かれる物はどれでも食べなさ

い。 28しかし、もしだれかが、「これは偶

像にささげた肉です。」とあなたがたに言

うなら、そう知らせた人のために、また良

心のために、食べてはいけません。 29私が

良心と言うのは、あなたの良心ではなく、

ほかの人の良心です。私の自由が、他の人

の良心によってさばかれるわけがあるでし

ょうか。 30もし、私が神に感謝をささげて

食べるなら、私が感謝する物のために、そ

しられるわけがあるでしょうか。 31こうい

うわけで、あなたがたは、食べるにも、飲

むにも、何をするにも、ただ神の栄光を現

わすためにしなさい。 32ユダヤ人にも、ギ

リシヤ人にも、神の教会にも、つまずきを

与えないようにしなさい。 33私も、人々が

救われるために、自分の利益を求めず、多

くの人の利益を求め、どんなことでも、み

なの人を喜ばせているのですから。

11私がキリストを見ならっているように
、あなたがたも私を見ならってくださ

い。 2さて、あなたがたは、何かにつけて

私を覚え、また、私があなたがたに伝えた

ものを、伝えられたとおりに堅く守ってい

るので、私はあなたがたをほめたいと思い

ます。 3しかし、あなたがたに次のことを

知っていただきたいのです。すべての男の

かしらはキリストであり、女のかしらは男

であり、キリストのかしらは神です。 4男

が、祈りや預言をするとき、頭にかぶり物

を着けていたら、自分の頭をはずかしめる

ことになります。 5しかし、女が、祈りや

預言をするとき、頭にかぶり物を着けてい

なかったら、自分の頭をはずかしめること

になります。それは髪をそっているのと全

く同じことだからです。 6女がかぶり物を

着けないのなら、髪も切ってしまいなさい

。髪を切り、頭をそることが女として恥ず

かしいことなら、かぶり物を着けなさい。

7男はかぶり物を着けるべきではありませ

ん。男は神の似姿であり、神の栄光の現わ

れだからです。女は男の栄光の現われです

。 8なぜなら、男は女をもとにして造られ

たのではなくて、女が男をもとにして造ら

れたのであり、 9また、男は女のために造

られたのではなく、女が男のために造られ

たのだからです。 10ですから、女は頭に権

威のしるしをかぶるべきです。それも御使

いたちのためにです。 11とはいえ、主にあ

っては、女は男を離れてあるものではなく

、男も女を離れてあるものではありません

。 12女が男をもとにして造られたように、

同様に、男も女によって生まれるのだから

です。しかし、すべては神から発していま

す。 13あなたがたは自分自身で判断しなさ

い。女が頭に何もかぶらないで神に祈るの

は、ふさわしいことでしょうか。 14自然自

体が、あなたがたにこう教えていないでし
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ょうか。男が長い髪をしていたら、それは

男として恥ずかしいことであり、 15女が長

い髪をしていたら、それは女の光栄である

ということです。なぜなら、髪はかぶり物

として女に与えられているからです。 16た

とい、このことに異議を唱えたがる人がい

ても、私たちにはそのような習慣はないし

、神の諸教会にもありません。 17ところで

、聞いていただくことがあります。私はあ

なたがたをほめません。あなたがたの集ま

りが益にならないで、かえって害になって

いるからです。 18まず第一に、あなたがた

が教会の集まりをするとき、あなたがたの

間には分裂があると聞いています。ある程

度は、それを信じます。 19というのは、あ

なたがたの中でほんとうの信者が明らかに

されるためには、分派が起こるのもやむを

えないからです。 20しかし、そういうわけ

で、あなたがたはいっしょに集まっても、

それは主の晩餐を食べるためではありませ

ん。 21食事のとき、めいめい我先にと自分

の食事を済ませるので、空腹な者もおれば

、酔っている者もいるというしまつです。

22飲食のためなら、自分の家があるでしょ

う。それとも、あなたがたは、神の教会を

軽んじ、貧しい人たちをはずかしめたいの

ですか。私はあなたがたに何と言ったらよ

いでしょう。ほめるべきでしょうか。この

ことに関しては、ほめるわけにはいきませ

ん。 23私は主から受けたことを、あなたが

たに伝えたのです。すなわち、主イエスは

、渡される夜、パンを取り、 24感謝をささ

げて後、それを裂き、こう言われました。

「これはあなたがたのための、わたしのか

らだです。わたしを覚えるために、このよ

うにしなさい。」 25夕食の後、杯をも同じ

ようにして言われました。「この杯は、わ

たしの血による新しい契約です。これを飲

むたびに、わたしを覚えるために、このよ

うにしなさい。」 26ですから、あなたがた

は、このパンを食べ、この杯を飲むたびに

、主が来られるまで、主の死を告げ知らせ

るのです。 27したがって、もし、ふさわし

くないままでパンを食べ、主の杯を飲む者

があれば、主のからだと血に対して罪を犯

すことになります。 28ですから、ひとりひ

とりが自分を吟味して、そのうえでパンを

食べ、杯を飲みなさい。 29みからだをわき

まえないで、飲み食いするならば、その飲

み食いが自分をさばくことになります。 30

そのために、あなたがたの中に、弱い者や

病人が多くなり、死んだ者が大ぜいいます

。 31しかし、もし私たちが自分をさばくな

ら、さばかれることはありません。 32しか

し、私たちがさばかれるのは、主によって

懲らしめられるのであって、それは、私た

ちが、この世とともに罪に定められること

のないためです。 33ですから、兄弟たち。

食事に集まるときは、互いに待ち合わせな

さい。 34空腹な人は家で食べなさい。それ

は、あなたがたが集まることによって、さ

ばきを受けることにならないためです。そ

の他のことについては、私が行ったときに

決めましょう。

12さて、兄弟たち。御霊の賜物について
ですが、私はあなたがたに、ぜひ次の

ことを知っていていただきたいのです。 2

ご承知のように、あなたがたが異教徒であ

ったときには、どう導かれたとしても、引

かれて行った所は、ものを言わない偶像の
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所でした。 3ですから、私は、あなたがた

に次のことを教えておきます。神の御霊に

よって語る者はだれも、「イエスはのろわ

れよ。」と言わず、また、聖霊によるので

なければ、だれも、「イエスは主です。」

と言うことはできません。 4さて、御霊の

賜物にはいろいろの種類がありますが、御

霊は同じ御霊です。 5奉仕にはいろいろの

種類がありますが、主は同じ主です。 6働

きにはいろいろの種類がありますが、神は

すべての人の中ですべての働きをなさる同

じ神です。 7しかし、みなの益となるため

に、おのおのに御霊の現われが与えられて

いるのです。 8ある人には御霊によって知

恵のことばが与えられ、ほかの人には同じ

御霊にかなう知識のことばが与えられ、 9

またある人には同じ御霊による信仰が与え

られ、ある人には同一の御霊によって、い

やしの賜物が与えられ、 10ある人には奇蹟

を行なう力、ある人には預言、ある人には

霊を見分ける力、ある人には異言、ある人

には異言を解き明かす力が与えられていま

す。 11しかし、同一の御霊がこれらすべて

のことをなさるのであって、みこころのま

まに、おのおのにそれぞれの賜物を分け与

えてくださるのです。 12ですから、ちょう

ど、からだが一つでも、それに多くの部分

があり、からだの部分はたとい多くあって

も、その全部が一つのからだであるように

、キリストもそれと同様です。 13なぜなら

、私たちはみな、ユダヤ人もギリシヤ人も

、奴隷も自由人も、一つのからだとなるよ

うに、一つの御霊によってバプテスマを受

け、そしてすべての者が一つの御霊を飲む

者とされたからです。 14確かに、からだは

ただ一つの器官ではなく、多くの器官から

成っています。 15たとい、足が、「私は手

ではないから、からだに属さない。」と言

ったところで、そんなことでからだに属さ

なくなるわけではありません。 16たとい、

耳が、「私は目ではないから、からだに属

さない。」と言ったところで、そんなこと

でからだに属さなくなるわけではありませ

ん。 17もし、からだ全体が目であったら、

どこで聞くのでしょう。もし、からだ全体

が聞くところであったら、どこでかぐので

しょう。 18しかしこのとおり、神はみここ

ろに従って、からだの中にそれぞれの器官

を備えてくださったのです。 19もし、全部

がただ一つの器官であったら、からだはい

ったいどこにあるのでしょう。 20しかしこ

ういうわけで、器官は多くありますが、か

らだは一つなのです。 21そこで、目が手に

向かって、「私はあなたを必要としない。

」と言うことはできないし、頭が足に向か

って、「私はあなたを必要としない。」と

言うこともできません。 22それどころか、

からだの中で比較的に弱いと見られる器官

が、かえってなくてはならないものなので

す。 23また、私たちは、からだの中で比較

的に尊くないとみなす器官を、ことさらに

尊びます。こうして、私たちの見ばえのし

ない器官は、ことさらに良いかっこうにな

りますが、 24かっこうの良い器官にはその

必要がありません。しかし神は、劣ったと

ころをことさらに尊んで、からだをこのよ

うに調和させてくださったのです。 25それ

は、からだの中に分裂がなく、各部分が互

いにいたわり合うためです。 26もし一つの

部分が苦しめば、すべての部分がともに苦
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しみ、もし一つの部分が尊ばれれば、すべ

ての部分がともに喜ぶのです。 27あなたが

たはキリストのからだであって、ひとりひ

とりは各器官なのです。 28そして、神は教

会の中で人々を次のように任命されました

。すなわち、第一に使徒、次に預言者、次

に教師、それから奇蹟を行なう者、それか

らいやしの賜物を持つ者、助ける者、治め

る者、異言を語る者などです。 29みなが使

徒でしょうか。みなが預言者でしょうか。

みなが教師でしょうか。みなが奇蹟を行な

う者でしょうか。 30みながいやしの賜物を

持っているでしょうか。みなが異言を語る

でしょうか。みなが解き明かしをするでし

ょうか。 31あなたがたは、よりすぐれた賜

物を熱心に求めなさい。 また私は、さらに

まさる道を示してあげましょう。

13たとい、私が人の異言や、御使いの異
言で話しても、愛がないなら、やかま

しいどらや、うるさいシンバルと同じです

。 2また、たとい私が預言の賜物を持って

おり、またあらゆる奥義とあらゆる知識と

に通じ、また、山を動かすほどの完全な信

仰を持っていても、愛がないなら、何の値

うちもありません。 3また、たとい私が持

っている物の全部を貧しい人たちに分け与

え、また私のからだを焼かれるために渡し

ても、愛がなければ、何の役にも立ちませ

ん。 4愛は寛容であり、愛は親切です。ま

た人をねたみません。愛は自慢せず、高慢

になりません。 5礼儀に反することをせず

、自分の利益を求めず、怒らず、人のした

悪を思わず、 6不正を喜ばずに真理を喜び

ます。 7すべてをがまんし、すべてを信じ

、すべてを期待し、すべてを耐え忍びます

。 8愛は決して絶えることがありません。

預言の賜物ならばすたれます。異言ならば

やみます。知識ならばすたれます。 9とい

うのは、私たちの知っているところは一部

分であり、預言することも一部分だからで

す。 10完全なものが現われたら、不完全な

ものはすたれます。 11私が子どもであった

ときには、子どもとして話し、子どもとし

て考え、子どもとして論じましたが、おと

なになったときには、子どものことをやめ

ました。 12今、私たちは鏡にぼんやり映る

ものを見ていますが、その時には顔と顔と

を合わせて見ることになります。今、私は

一部分しか知りませんが、その時には、私

が完全に知られているのと同じように、私

も完全に知ることになります。 13こういう

わけで、いつまでも残るものは信仰と希望

と愛です。その中で一番すぐれているのは

愛です。

14愛を追い求めなさい。また、御霊の賜
物、特に預言することを熱心に求めな

さい。 2異言を話す者は、人に話すのでは

なく、神に話すのです。というのは、だれ

も聞いていないのに、自分の霊で奥義を話

すからです。 3ところが預言する者は、徳

を高め、勧めをなし、慰めを与えるために

、人に向かって話します。 4異言を話す者

は自分の徳を高めますが、預言する者は教

会の徳を高めます。 5私はあなたがたがみ

な異言を話すことを望んでいますが、それ

よりも、あなたがたが預言することを望み

ます。もし異言を話す者がその解き明かし

をして教会の徳を高めるのでないなら、異

言を語る者よりも、預言する者のほうがま

さっています。 6ですから、兄弟たち。私



コリント人への手紙第一 254

があなたがたのところへ行って異言を話す

としても、黙示や知識や預言や教えなどに

よって話さないなら、あなたがたに何の益

となるでしょう。 7笛や琴などいのちのな

い楽器でも、はっきりした音を出さなけれ

ば、何を吹いているのか、何をひいている

のか、どうしてわかりましょう。 8また、

ラッパがもし、はっきりしない音を出した

ら、だれが戦闘の準備をするでしょう。 9

それと同じように、あなたがたも、舌で明

瞭なことばを語るのでなければ、言ってい

る事をどうして知ってもらえるでしょう。

それは空気に向かって話しているのです。

10世界にはおそらく非常に多くの種類のこ

とばがあるでしょうが、意味のないことば

など一つもありません。 11それで、もし私

がそのことばの意味を知らないなら、私は

それを話す人にとって異国人であり、それ

を話す人も私にとって異国人です。 12あな

たがたのばあいも同様です。あなたがたは

御霊の賜物を熱心に求めているのですから

、教会の徳を高めるために、それが豊かに

与えられるよう、熱心に求めなさい。 13こ

ういうわけですから、異言を語る者は、そ

れを解き明かすことができるように祈りな

さい。 14もし私が異言で祈るなら、私の霊

は祈るが、私の知性は実を結ばないのです

。 15ではどうすればよいのでしょう。私は

霊において祈り、また知性においても祈り

ましょう。霊において賛美し、また知性に

おいても賛美しましょう。 16そうでないと

、あなたが霊において祝福しても、異言を

知らない人々の座席に着いている人は、あ

なたの言っていることがわからないのです

から、あなたの感謝について、どうしてア

ーメンと言えるでしょう。 17あなたの感謝

は結構ですが、他の人の徳を高めることは

できません。 18私は、あなたがたのだれよ

りも多くの異言を話すことを神に感謝して

いますが、 19教会では、異言で一万語話す

よりは、ほかの人を教えるために、私の知

性を用いて五つのことばを話したいのです

。 20兄弟たち。物の考え方において子ども

であってはなりません。悪事においては幼

子でありなさい。しかし考え方においては

おとなになりなさい。 21律法にこう書いて

あります。「『わたしは、異なった舌によ

り、異国の人のくちびるによってこの民に

語るが、彼らはなおわたしの言うことを聞

き入れない。』と主は言われる。」 22それ

で、異言は信者のためのしるしではなく、

不信者のためのしるしです。けれども、預

言は不信者でなく、信者のためのしるしで

す。 23ですから、もし教会全体が一か所に

集まって、みなが異言を話すとしたら、初

心の者とか信者でない者とかがはいって来

たとき、彼らは、あなたがたを気違いだと

言わないでしょうか。 24しかし、もしみな

が預言をするなら、信者でない者や初心の

者がはいって来たとき、その人はみなの者

によって罪を示されます。みなにさばかれ

、 25心の秘密があらわにされます。そうし

て、神が確かにあなたがたの中におられる

と言って、ひれ伏して神を拝むでしょう。

26兄弟たち。では、どうすればよいのでし

ょう。あなたがたが集まるときには、それ

ぞれの人が賛美したり、教えたり、黙示を

話したり、異言を話したり、解き明かした

りします。そのすべてのことを、徳を高め

るためにしなさい。 27もし異言を話すのな
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らば、ふたりか、多くても三人で順番に話

すべきで、ひとりは解き明かしをしなさい

。 28もし解き明かす者がだれもいなければ

、教会では黙っていなさい。自分だけで、

神に向かって話しなさい。 29預言する者も

、ふたりか三人が話し、ほかの者はそれを

吟味しなさい。 30もしも座席に着いている

別の人に黙示が与えられたら、先の人は黙

りなさい。 31あなたがたは、みながかわる

がわる預言できるのであって、すべての人

が学ぶことができ、すべての人が勧めを受

けることができるのです。 32預言者たちの

霊は預言者たちに服従するものなのです。

33それは、神が混乱の神ではなく、平和の

神だからです。聖徒たちのすべての教会で

行なわれているように、 34教会では、妻た

ちは黙っていなさい。彼らは語ることを許

されていません。律法も言うように、服従

しなさい。 35もし何かを学びたければ、家

で自分の夫に尋ねなさい。教会で語ること

は、妻にとってはふさわしくないことです

。 36神のことばは、あなたがたのところか

ら出たのでしょうか。あるいはまた、あな

たがたにだけ伝わったのでしょうか。 37自

分を預言者、あるいは、御霊の人と思う者

は、私があなたがたに書くことが主の命令

であることを認めなさい。 38もしそれを認

めないなら、その人は認められません。 39

それゆえ、私の兄弟たち。預言することを

熱心に求めなさい。異言を話すことも禁じ

てはいけません。 40ただ、すべてのことを

適切に、秩序をもって行ないなさい。

15兄弟たち。私は今、あなたがたに福音
を知らせましょう。これは、私があな

たがたに宣べ伝えたもので、あなたがたが

受け入れ、また、それによって立っている

福音です。 2また、もしあなたがたがよく

考えもしないで信じたのでないなら、私の

宣べ伝えたこの福音のことばをしっかりと

保っていれば、この福音によって救われる

のです。 3私があなたがたに最もたいせつ

なこととして伝えたのは、私も受けたこと

であって、次のことです。キリストは、聖

書の示すとおりに、私たちの罪のために死

なれたこと、 4また、葬られたこと、また

、聖書に従って三日目によみがえられたこ

と、 5また、ケパに現われ、それから十二

弟子に現われたことです。 6その後、キリ

ストは五百人以上の兄弟たちに同時に現わ

れました。その中の大多数の者は今なお生

き残っていますが、すでに眠った者もいく

らかいます。 7その後、キリストはヤコブ

に現われ、それから使徒たち全部に現われ

ました。 8そして、最後に、月足らずで生

まれた者と同様な私にも、現われてくださ

いました。 9私は使徒の中では最も小さい

者であって、使徒と呼ばれる価値のない者

です。なぜなら、私は神の教会を迫害した

からです。 10ところが、神の恵みによって

、私は今の私になりました。そして、私に

対するこの神の恵みは、むだにはならず、

私はほかのすべての使徒たちよりも多く働

きました。しかし、それは私ではなく、私

にある神の恵みです。 11そういうわけです

から、私にせよ、ほかの人たちにせよ、私

たちはこのように宣べ伝えているのであり

、あなたがたはこのように信じたのです。

12ところで、キリストは死者の中から復活

された、と宣べ伝えられているのなら、ど

うして、あなたがたの中に、死者の復活は



コリント人への手紙第一 256

ない、と言っている人がいるのですか。 13

もし、死者の復活がないのなら、キリスト

も復活されなかったでしょう。 14そして、

キリストが復活されなかったのなら、私た

ちの宣教は実質のないものになり、あなた

がたの信仰も実質のないものになるのです

。 15それどころか、私たちは神について偽

証をした者ということになります。なぜな

ら、もしもかりに、死者の復活はないとし

たら、神はキリストをよみがえらせなかっ

たはずですが、私たちは神がキリストをよ

みがえらせた、と言って神に逆らう証言を

したからです。 16もし、死者がよみがえら

ないのなら、キリストもよみがえらなかっ

たでしょう。 17そして、もしキリストがよ

みがえらなかったのなら、あなたがたの信

仰はむなしく、あなたがたは今もなお、自

分の罪の中にいるのです。 18そうだったら

、キリストにあって眠った者たちは、滅ん

でしまったのです。 19もし、私たちがこの

世にあってキリストに単なる希望を置いて

いるだけなら、私たちは、すべての人の中

で一番哀れな者です。 20しかし、今やキリ

ストは、眠った者の初穂として死者の中か

らよみがえられました。 21というのは、死

がひとりの人を通して来たように、死者の

復活もひとりの人を通して来たからです。

22すなわち、アダムにあってすべての人が

死んでいるように、キリストによってすべ

ての人が生かされるからです。 23しかし、

おのおのにその順番があります。まず初穂

であるキリスト、次にキリストの再臨のと

きキリストに属している者です。 24それか

ら終わりが来ます。そのとき、キリストは

あらゆる支配と、あらゆる権威、権力を滅

ぼし、国を父なる神にお渡しになります。

25キリストの支配は、すべての敵をその足

の下に置くまで、と定められているからで

す。 26最後の敵である死も滅ぼされます。

27「彼は万物をその足の下に従わせた。」

からです。ところで、万物が従わせられた

、と言うとき、万物を従わせたその方がそ

れに含められていないことは明らかです。

28しかし、万物が御子に従うとき、御子自

身も、ご自分に万物を従わせた方に従われ

ます。これは、神が、すべてにおいてすべ

てとなられるためです。 29もしこうでなか

ったら、死者のゆえにバプテスマを受ける

人たちは、何のためにそうするのですか。

もし、死者は決してよみがえらないのなら

、なぜその人たちは、死者のゆえにバプテ

スマを受けるのですか。 30また、なぜ私た

ちもいつも危険にさらされているのでしょ

うか。 31兄弟たち。私にとって、毎日が死

の連続です。これは、私たちの主キリスト

・イエスにあってあなたがたを誇る私の誇

りにかけて、誓って言えることです。 32も

し、私が人間的な動機から、エペソで獣と

戦ったのなら、何の益があるでしょう。も

し、死者の復活がないのなら、「あすは死

ぬのだ。さあ、飲み食いしようではないか

。」ということになるのです。 33思い違い

をしてはいけません。友だちが悪ければ、

良い習慣がそこなわれます。 34目をさまし

て、正しい生活を送り、罪をやめなさい。

神についての正しい知識を持っていない人

たちがいます。私はあなたがたをはずかし

めるために、こう言っているのです。 35と

ころが、ある人はこう言うでしょう。「死

者は、どのようにしてよみがえるのか。ど
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のようなからだで来るのか。」 36愚かな人

だ。あなたの蒔く物は、死ななければ、生

かされません。 37あなたが蒔く物は、後に

できるからだではなく、麦やそのほかの穀

物の種粒です。 38しかし神は、みこころに

従って、それにからだを与え、おのおのの

種にそれぞれのからだをお与えになります

。 39すべての肉が同じではなく、人間の肉

もあり、獣の肉もあり、鳥の肉もあり、魚

の肉もあります。 40また、天上のからだも

あり、地上のからだもあり、天上のからだ

の栄光と地上のからだの栄光とは異なって

おり、 41太陽の栄光もあり、月の栄光もあ

り、星の栄光もあります。個々の星によっ

て栄光が違います。 42死者の復活もこれと

同じです。朽ちるもので蒔かれ、朽ちない

ものによみがえらされ、 43卑しいもので蒔

かれ、栄光あるものによみがえらされ、弱

いもので蒔かれ、強いものによみがえらさ

れ、 44血肉のからだで蒔かれ、御霊に属す

るからだによみがえらされるのです。血肉

のからだがあるのですから、御霊のからだ

もあるのです。 45聖書に「最初の人アダム

は生きた者となった。」と書いてあります

が、最後のアダムは、生かす御霊となりま

した。 46最初にあったのは血肉のものであ

り、御霊のものではありません。御霊のも

のはあとに来るのです。 47第一の人は地か

ら出て、土で造られた者ですが、第二の人

は天から出た者です。 48土で造られた者は

みな、この土で造られた者に似ており、天

からの者はみな、この天から出た者に似て

いるのです。 49私たちは土で造られた者の

かたちを持っていたように、天上のかたち

をも持つのです。 50兄弟たちよ。私はこの

ことを言っておきます。血肉のからだは神

の国を相続できません。朽ちるものは、朽

ちないものを相続できません。 51聞きなさ

い。私はあなたがたに奥義を告げましょう

。私たちはみなが眠ってしまうのではなく

、みな変えられるのです。 52終わりのラッ

パとともに、たちまち、一瞬のうちにです

。ラッパが鳴ると、死者は朽ちないものに

よみがえり、私たちは変えられるのです。

53朽ちるものは、必ず朽ちないものを着な

ければならず、死ぬものは、必ず不死を着

なければならないからです。 54しかし、朽

ちるものが朽ちないものを着、死ぬものが

不死を着るとき、「死は勝利にのまれた。

」としるされている、みことばが実現しま

す。 55「死よ。おまえの勝利はどこにある

のか。死よ。おまえのとげはどこにあるの

か。」 (Hadēs g86) 56死のとげは罪であり、罪

の力は律法です。 57しかし、神に感謝すべ

きです。神は、私たちの主イエス・キリス

トによって、私たちに勝利を与えてくださ

いました。 58ですから、私の愛する兄弟た

ちよ。堅く立って、動かされることなく、

いつも主のわざに励みなさい。あなたがた

は自分たちの労苦が、主にあってむだでな

いことを知っているのですから。

16さて、聖徒たちのための献金について
は、ガラテヤの諸教会に命じたように

、あなたがたにもこう命じます。 2私がそ

ちらに行ってから献金を集めるようなこと

がないように、あなたがたはおのおの、い

つも週の初めの日に、収入に応じて、手も

とにそれをたくわえておきなさい。 3私が

そちらに行ったとき、あなたがたの承認を

得た人々に手紙を持たせて派遣し、あなた
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がたの献金をエルサレムに届けさせましょ

う。 4しかし、もし私も行くほうがよけれ

ば、彼らは、私といっしょに行くことにな

るでしょう。 5私は、マケドニヤを通って

後、あなたがたのところへ行きます。マケ

ドニヤを通るつもりでいますから。 6そし

て、たぶんあなたがたのところに滞在する

でしょう。冬を越すことになるかもしれま

せん。それは、どこに行くとしても、あな

たがたに送っていただこうと思うからです

。 7私は、いま旅の途中に、あなたがたの

顔を見たいと思っているのではありません

。主がお許しになるなら、あなたがたのと

ころにしばらく滞在したいと願っています

。 8しかし、五旬節まではエペソに滞在す

るつもりです。 9というのは、働きのため

の広い門が私のために開かれており、反対

者も大ぜいいるからです。 10テモテがそち

らへ行ったら、あなたがたのところで心配

なく過ごせるよう心を配ってください。彼

も、私と同じように、主のみわざに励んで

いるからです。 11だれも彼を軽んじてはい

けません。彼を平安のうちに送り出して、

私のところに来させてください。私は、彼

が兄弟たちとともに来るのを待ち望んでい

ます。 12兄弟アポロのことですが、兄弟た

ちといっしょにあなたがたのところへ行く

ように、私は強く彼に勧めました。しかし

、彼は今、そちらへ行こうとは全然思って

いません。しかし、機会があれば行くでし

ょう。 13目を覚ましていなさい。堅く信仰

に立ちなさい。男らしく、強くありなさい

。 14いっさいのことを愛をもって行ないな

さい。 15兄弟たちよ。あなたがたに勧めま

す。ご承知のように、ステパナの家族は、

アカヤの初穂であって、聖徒たちのために

熱心に奉仕してくれました。 16あなたがた

は、このような人たちに、また、ともに働

き、労しているすべての人たちに服従しな

さい。 17ステパナとポルトナトとアカイコ

が来たので、私は喜んでいます。なぜなら

、彼らは、あなたがたの足りない分を補っ

てくれたからです。 18彼らは、私の心をも

、あなたがたの心をも安心させてくれまし

た。このような人々の労をねぎらいなさい

。 19アジヤの諸教会がよろしくと言ってい

ます。アクラとプリスカ、また彼らの家の

教会が主にあって心から、あなたがたによ

ろしくと言っています。 20すべての兄弟た

ちが、あなたがたによろしくと言っていま

す。きよい口づけをもって、互いにあいさ

つをかわしなさい。 21パウロが、自分の手

であいさつを書きます。 22主を愛さない者

はだれでも、のろわれよ。主よ、来てくだ

さい。 23主イエスの恵みが、あなたがたと

ともにありますように。 24私の愛は、キリ

スト・イエスにあって、あなたがたすべて

の者とともにあります。アーメン。
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コリント人への手紙

第二

1神のみこころによるキリスト・イエスの
使徒パウロ、および兄弟テモテから、コ

リントにある神の教会、ならびにアカヤ全

土にいるすべての聖徒たちへ。 2私たちの

父なる神と主イエス・キリストから、恵み

と平安があなたがたの上にありますように

。 3私たちの主イエス・キリストの父なる

神、慈愛の父、すべての慰めの神がほめた

たえられますように。 4神は、どのような

苦しみのときにも、私たちを慰めてくださ

います。こうして、私たちも、自分自身が

神から受ける慰めによって、どのような苦

しみの中にいる人をも慰めることができる

のです。 5それは、私たちにキリストの苦

難があふれているように、慰めもまたキリ

ストによってあふれているからです。 6も

し私たちが苦しみに会うなら、それはあな

たがたの慰めと救いのためです。もし私た

ちが慰めを受けるなら、それもあなたがた

の慰めのためで、その慰めは、私たちが受

けている苦難と同じ苦難に耐え抜く力をあ

なたがたに与えるのです。 7私たちがあな

たがたについて抱いている望みは、動くこ

とがありません。なぜなら、あなたがたが

私たちと苦しみをともにしているように、

慰めをもともにしていることを、私たちは

知っているからです。 8兄弟たちよ。私た

ちがアジヤで会った苦しみについて、ぜひ

知っておいてください。私たちは、非常に

激しい、耐えられないほどの圧迫を受け、

ついにいのちさえも危くなり、 9ほんとう

に、自分の心の中で死を覚悟しました。こ

れは、もはや自分自身を頼まず、死者をよ

みがえらせてくださる神により頼む者とな

るためでした。 10ところが神は、これほど

の大きな死の危険から、私たちを救い出し

てくださいました。また将来も救い出して

くださいます。なおも救い出してくださる

という望みを、私たちはこの神に置いてい

るのです。 11あなたがたも祈りによって、

私たちを助けて協力してくださるでしょう

。それは、多くの人々の祈りにより私たち

に与えられた恵みについて、多くの人々が

感謝をささげるようになるためです。 12私

たちがこの世の中で、特にあなたがたに対

して、きよさと神から来る誠実さとをもっ

て、人間的な知恵によらず、神の恵みによ

って行動していることは、私たちの良心の

あかしするところであって、これこそ私た

ちの誇りです。 13私たちは、あなたがたへ

の手紙で、あなたがたが読んで理解できる

こと以外は何も書いていません。そして私

は、あなたがたが十分に理解してくれるこ

とを望みます。 14あなたがたは、ある程度

は、私たちを理解しているのですから、私

たちの主イエスの日には、あなたがたが私

たちの誇りであるように、私たちもあなた

がたの誇りであるということを、さらに十

分に理解してくださるよう望むのです。 15

この確信をもって、私は次のような計画を

立てました。まず初めにあなたがたのとこ

ろへ行くことによって、あなたがたが恵み

を二度受けられるようにしようとしたので

す。 16すなわち、あなたがたのところを通

ってマケドニヤに行き、そしてマケドニヤ

から再びあなたがたのところに帰り、あな

たがたに送られてユダヤに行きたいと思っ
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たのです。 17そういうわけですから、この

計画を立てた私が、どうして軽率でありえ

たでしょう。それとも、私の計画は人間的

な計画であって、私にとっては、「しかり

、しかり。」は同時に、「否、否。」なの

でしょうか。 18しかし、神の真実にかけて

言いますが、あなたがたに対する私たちの

ことばは、「しかり。」と言って、同時に

「否。」と言うようなものではありません

。 19私たち、すなわち、私とシルワノとテ

モテとが、あなたがたに宣べ伝えた神の子

キリスト・イエスは、「しかり。」と同時

に「否。」であるような方ではありません

。この方には「しかり。」だけがあるので

す。 20神の約束はことごとく、この方にお

いて「しかり。」となりました。それで私

たちは、この方によって「アーメン。」と

言い、神に栄光を帰するのです。 21私たち

をあなたがたといっしょにキリストのうち

に堅く保ち、私たちに油を注がれた方は神

です。 22神はまた、確認の印を私たちに押

し、保証として、御霊を私たちの心に与え

てくださいました。 23私はこのいのちにか

け、神を証人にお呼びして言います。私が

まだコリントへ行かないでいるのは、あな

たがたに対する思いやりのためです。 24私

たちは、あなたがたの信仰を支配しようと

する者ではなく、あなたがたの喜びのため

に働く協力者です。あなたがたは、信仰に

堅く立っているからです。

2そこで私は、あなたがたを悲しませるこ
とになるような訪問は二度とくり返すま

いと決心したのです。 2もし私があなたが

たを悲しませているのなら、私が悲しませ

ているその人以外に、だれが私を喜ばせて

くれるでしょうか。 3あのような手紙を書

いたのは、私が行くときには、私に喜びを

与えてくれるはずの人たちから悲しみを与

えられたくないからでした。それは、私の

喜びがあなたがたすべての喜びであること

を、あなたがたすべてについて確信してい

るからです。 4私は大きな苦しみと心の嘆

きから、涙ながらに、あなたがたに手紙を

書きました。それは、あなたがたを悲しま

せるためではなく、私があなたがたに対し

て抱いている、あふれるばかりの愛を知っ

ていただきたいからでした。 5もしある人

が悲しみのもとになったとすれば、その人

は、私を悲しませたというよりも、ある程

度――というのは言い過ぎにならないため

ですが、――あなたがた全部を悲しませた

のです。 6その人にとっては、すでに多数

の人から受けたあの処罰で十分ですから、

7あなたがたは、むしろ、その人を赦し、

慰めてあげなさい。そうしないと、その人

はあまりにも深い悲しみに押しつぶされて

しまうかもしれません。 8そこで私は、そ

の人に対する愛を確認することを、あなた

がたに勧めます。 9私が手紙を書いたのは

、あなたがたがすべてのことにおいて従順

であるかどうかをためすためであったので

す。 10もしあなたがたが人を赦すなら、私

もその人を赦します。私が何かを赦したの

なら、私の赦したことは、あなたがたのた

めに、キリストの御前で赦したのです。 11

これは、私たちがサタンに欺かれないため

です。私たちはサタンの策略を知らないわ

けではありません。 12私が、キリストの福

音のためにトロアスに行ったとき、主は私

のために門を開いてくださいましたが、 13
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兄弟テトスに会えなかったので、心に安ら

ぎがなく、そこの人々に別れを告げて、マ

ケドニヤへ向かいました。 14しかし、神に

感謝します。神はいつでも、私たちを導い

てキリストによる勝利の行列に加え、至る

所で私たちを通して、キリストを知る知識

のかおりを放ってくださいます。 15私たち

は、救われる人々の中でも、滅びる人々の

中でも、神の前にかぐわしいキリストのか

おりなのです。 16ある人たちにとっては、

死から出て死に至らせるかおりであり、あ

る人たちにとっては、いのちから出ていの

ちに至らせるかおりです。このような務め

にふさわしい者は、いったいだれでしょう

。 17私たちは、多くの人のように、神のこ

とばに混ぜ物をして売るようなことはせず

、真心から、また神によって、神の御前で

キリストにあって語るのです。

3私たちはまたもや自分を推薦しようとし
ているのでしょうか。それとも、ある人

々のように、あなたがたにあてた推薦状と

か、あなたがたの推薦状とかが、私たちに

必要なのでしょうか。 2私たちの推薦状は

あなたがたです。それは私たちの心にしる

されていて、すべての人に知られ、また読

まれているのです。 3あなたがたが私たち

の奉仕によるキリストの手紙であり、墨に

よってではなく、生ける神の御霊によって

書かれ、石の板にではなく、人の心の板に

書かれたものであることが明らかだからで

す。 4私たちはキリストによって、神の御

前でこういう確信を持っています。 5何事

かを自分のしたことと考える資格が私たち

自身にあるというのではありません。私た

ちの資格は神からのものです。 6神は私た

ちに、新しい契約に仕える者となる資格を

下さいました。文字に仕える者ではなく、

御霊に仕える者です。文字は殺し、御霊は

生かすからです。 7もし石に刻まれた文字

による、死の務めにも栄光があって、モー

セの顔の、やがて消え去る栄光のゆえにさ

え、イスラエルの人々がモーセの顔を見つ

めることができなかったほどだとすれば、

8まして、御霊の務めには、どれほどの栄

光があることでしょう。 9罪に定める務め

に栄光があるのなら、義とする務めには、

なおさら、栄光があふれるのです。 10そし

て、かつて栄光を受けたものは、このばあ

い、さらにすぐれた栄光のゆえに、栄光の

ないものになっているからです。 11もし消

え去るべきものにも栄光があったのなら、

永続するものには、なおさら栄光があるは

ずです。 12このような望みを持っているの

で、私たちはきわめて大胆に語ります。 13

そして、モーセが、消えうせるものの最後

をイスラエルの人々に見せないように、顔

におおいを掛けたようなことはしません。

14しかし、イスラエルの人々の思いは鈍く

なったのです。というのは、今日に至るま

で、古い契約が朗読されるときに、同じお

おいが掛けられたままで、取りのけられて

はいません。なぜなら、それはキリストに

よって取り除かれるものだからです。 15か

えって、今日まで、モーセの書が朗読され

るときはいつでも、彼らの心にはおおいが

掛かっているのです。 16しかし、人が主に

向くなら、そのおおいは取り除かれるので

す。 17主は御霊です。そして、主の御霊の

あるところには自由があります。 18私たち

はみな、顔のおおいを取りのけられて、鏡



コリント人への手紙第二 262

のように主の栄光を反映させながら、栄光

から栄光へと、主と同じかたちに姿を変え

られて行きます。これはまさに、御霊なる

主の働きによるのです。

4こういうわけで、私たちは、あわれみを
受けてこの務めに任じられているのです

から、勇気を失うことなく、 2恥ずべき隠

された事を捨て、悪巧みに歩まず、神のこ

とばを曲げず、真理を明らかにし、神の御

前で自分自身をすべての人の良心に推薦し

ています。 3それでもなお私たちの福音に

おおいが掛かっているとしたら、それは、

滅びる人々のばあいに、おおいが掛かって

いるのです。 4そのばあい、この世の神が

不信者の思いをくらませて、神のかたちで

あるキリストの栄光にかかわる福音の光を

輝かせないようにしているのです。 (aiōn

g165) 5私たちは自分自身を宣べ伝えるので

はなく、主なるキリスト・イエスを宣べ伝

えます。私たち自身は、イエスのために、

あなたがたに仕えるしもべなのです。 6「

光が、やみの中から輝き出よ。」と言われ

た神は、私たちの心を照らし、キリストの

御顔にある神の栄光を知る知識を輝かせて

くださったのです。 7私たちは、この宝を

、土の器の中に入れているのです。それは

、この測り知れない力が神のものであって

、私たちから出たものでないことが明らか

にされるためです。 8私たちは、四方八方

から苦しめられますが、窮することはあり

ません。途方にくれていますが、行きづま

ることはありません。 9迫害されています

が、見捨てられることはありません。倒さ

れますが、滅びません。 10いつでもイエス

の死をこの身に帯びていますが、それは、

イエスのいのちが私たちの身において明ら

かに示されるためです。 11私たち生きてい

る者は、イエスのために絶えず死に渡され

ていますが、それは、イエスのいのちが私

たちの死ぬべき肉体において明らかに示さ

れるためなのです。 12こうして、死は私た

ちのうちに働き、いのちはあなたがたのう

ちに働くのです。 13「私は信じた。それゆ

えに語った。」と書いてあるとおり、それ

と同じ信仰の霊を持っている私たちも、信

じているゆえに語るのです。 14それは、主

イエスをよみがえらせた方が、私たちをも

イエスとともによみがえらせ、あなたがた

といっしょに御前に立たせてくださること

を知っているからです。 15すべてのことは

あなたがたのためであり、それは、恵みが

ますます多くの人々に及んで感謝が満ちあ

ふれ、神の栄光が現われるようになるため

です。 16ですから、私たちは勇気を失いま

せん。たとい私たちの外なる人は衰えても

、内なる人は日々新たにされています。 17

今の時の軽い患難は、私たちのうちに働い

て、測り知れない、重い永遠の栄光をもた

らすからです。 (aiōnios g166) 18私たちは、見

えるものにではなく、見えないものにこそ

目を留めます。見えるものは一時的であり

、見えないものはいつまでも続くからです

。 (aiōnios g166)

5私たちの住まいである地上の幕屋がこわ
れても、神の下さる建物があることを、

私たちは知っています。それは、人の手に

よらない、天にある永遠の家です。 (aiōnios

g166) 2私たちはこの幕屋にあってうめき、

この天から与えられる住まいを着たいと望

んでいます。 3それを着たなら、私たちは
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裸の状態になることはないからです。 4確

かにこの幕屋の中にいる間は、私たちは重

荷を負って、うめいています。それは、こ

の幕屋を脱ぎたいと思うからでなく、かえ

って天からの住まいを着たいからです。そ

のことによって、死ぬべきものがいのちに

のまれてしまうためにです。 5私たちをこ

のことにかなう者としてくださった方は神

です。神は、その保証として御霊を下さい

ました。 6そういうわけで、私たちはいつ

も心強いのです。ただし、私たちが肉体に

いる間は、主から離れているということも

知っています。 7確かに、私たちは見ると

ころによってではなく、信仰によって歩ん

でいます。 8私たちはいつも心強いのです

。そして、むしろ肉体を離れて、主のみも

とにいるほうがよいと思っています。 9そ

ういうわけで、肉体の中にあろうと、肉体

を離れていようと、私たちの念願とすると

ころは、主に喜ばれることです。 10なぜな

ら、私たちはみな、キリストのさばきの座

に現われて、善であれ悪であれ、各自その

肉体にあってした行為に応じて報いを受け

ることになるからです。 11こういうわけで

、私たちは、主を恐れることを知っている

ので、人々を説得しようとするのです。私

たちのことは、神の御前に明らかです。し

かし、あなたがたの良心にも明らかになる

ことが、私の望みです。 12私たちはまたも

自分自身をあなたがたに推薦しようとする

のではありません。ただ、私たちのことを

誇る機会をあなたがたに与えて、心におい

てではなく、うわべのことで誇る人たちに

答えることができるようにさせたいのです

。 13もし私たちが気が狂っているとすれば

、それはただ神のためであり、もし正気で

あるとすれば、それはただあなたがたのた

めです。 14というのは、キリストの愛が私

たちを取り囲んでいるからです。私たちは

こう考えました。ひとりの人がすべての人

のために死んだ以上、すべての人が死んだ

のです。 15また、キリストがすべての人の

ために死なれたのは、生きている人々が、

もはや自分のためにではなく、自分のため

に死んでよみがえった方のために生きるた

めなのです。 16ですから、私たちは今後、

人間的な標準で人を知ろうとはしません。

かつては人間的な標準でキリストを知って

いたとしても、今はもうそのような知り方

はしません。 17だれでもキリストのうちに

あるなら、その人は新しく造られた者です

。古いものは過ぎ去って、見よ、すべてが

新しくなりました。 18これらのことはすべ

て、神から出ているのです。神は、キリス

トによって、私たちをご自分と和解させ、

また和解の務めを私たちに与えてください

ました。 19すなわち、神は、キリストにあ

って、この世をご自分と和解させ、違反行

為の責めを人々に負わせないで、和解のこ

とばを私たちにゆだねられたのです。 20こ

ういうわけで、私たちはキリストの使節な

のです。ちょうど神が私たちを通して懇願

しておられるようです。私たちは、キリス

トに代わって、あなたがたに願います。神

の和解を受け入れなさい。 21神は、罪を知

らない方を、私たちの代わりに罪とされま

した。それは、私たちが、この方にあって

、神の義となるためです。

6私たちは神とともに働く者として、あな
たがたに懇願します。神の恵みをむだに
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受けないようにしてください。 2神は言わ

れます。 「わたしは、恵みの時にあなたに

答え、救いの日にあなたを助けた。」確か

に、今は恵みの時、今は救いの日です。 3

私たちは、この務めがそしられないために

、どんなことにも人につまずきを与えない

ようにと、 4あらゆることにおいて、自分

を神のしもべとして推薦しているのです。

すなわち非常な忍耐と、悩みと、苦しみと

、嘆きの中で、 5また、むち打たれるとき

にも、入獄にも、暴動にも、労役にも、徹

夜にも、断食にも、 6また、純潔と知識と

、寛容と親切と、聖霊と偽りのない愛と、

7真理のことばと神の力とにより、また、

左右の手に持っている義の武器により、 8

また、ほめられたり、そしられたり、悪評

を受けたり、好評を博したりすることによ

って、自分を神のしもべとして推薦してい

るのです。私たちは人をだます者のように

見えても、真実であり、 9人に知られない

ようでも、よく知られ、死にそうでも、見

よ、生きており、罰せられているようであ

っても、殺されず、 10悲しんでいるようで

も、いつも喜んでおり、貧しいようでも、

多くの人を富ませ、何も持たないようでも

、すべてのものを持っています。 11コリン

トの人たち。私たちはあなたがたに包み隠

すことなく話しました。私たちの心は広く

開かれています。 12あなたがたは、私たち

の中で制約を受けているのではなく、自分

の心で自分を窮屈にしているのです。 13私

は自分の子どもに対するように言います。

それに報いて、あなたがたのほうでも心を

広くしてください。 14不信者と、つり合わ

ぬくびきをいっしょにつけてはいけません

。正義と不法とに、どんなつながりがある

でしょう。光と暗やみとに、どんな交わり

があるでしょう。 15キリストとベリアルと

に、何の調和があるでしょう。信者と不信

者とに、何のかかわりがあるでしょう。 16

神の宮と偶像とに、何の一致があるでしょ

う。私たちは生ける神の宮なのです。神は

こう言われました。 「わたしは彼らの間に

住み、また歩む。 わたしは彼らの神となり

、彼らはわたしの民となる。 17それゆえ

、彼らの中から出て行き、 彼らと分離せよ

、と主は言われる。 汚れたものに触れない

ようにせよ。 そうすれば、わたしはあなた

がたを受け入れ、 18わたしはあなたがたの

父となり、 あなたがたはわたしの息子、娘

となる、と全能の主が言われる。」

7愛する者たち。私たちはこのような約束
を与えられているのですから、いっさい

の霊肉の汚れから自分をきよめ、神を恐れ

かしこんできよきを全うしようではありま

せんか。 2私たちに対して心を開いてくだ

さい。私たちは、だれにも不正をしたこと

がなく、だれをもそこなったことがなく、

だれからも利をむさぼったことがありませ

ん。 3責めるためにこう言うのではありま

せん。前にも言ったように、あなたがたは

、私たちとともに死に、ともに生きるため

に、私たちの心のうちにあるのです。 4私

のあなたがたに対する信頼は大きいのであ

って、私はあなたがたを大いに誇りとして

います。私は慰めに満たされ、どんな苦し

みの中にあっても喜びに満ちあふれていま

す。 5マケドニヤに着いたとき、私たちの

身には少しの安らぎもなく、さまざまの苦

しみに会って、外には戦い、うちには恐れ
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がありました。 6しかし、気落ちした者を

慰めてくださる神は、テトスが来たことに

よって、私たちを慰めてくださいました。

7ただテトスが来たことばかりでなく、彼

があなたがたから受けた慰めによっても、

私たちは慰められたのです。あなたがたが

私を慕っていること、嘆き悲しんでいるこ

と、また私に対して熱意を持っていてくれ

ることを知らされて、私はますます喜びに

あふれました。 8あの手紙によってあなた

がたを悲しませたけれども、私はそれを悔

いていません。あの手紙がしばらくの間で

あったにしろあなたがたを悲しませたのを

見て、悔いたけれども、 9今は喜んでいま

す。あなたがたが悲しんだからではなく、

あなたがたが悲しんで悔い改めたからです

。あなたがたは神のみこころに添って悲し

んだので、私たちのために何の害も受けな

かったのです。 10神のみこころに添った悲

しみは、悔いのない、救いに至る悔い改め

を生じさせますが、世の悲しみは死をもた

らします。 11ご覧なさい。神のみこころに

添ったその悲しみが、あなたがたのうちに

、どれほどの熱心を起こさせたことでしょ

う。また、弁明、憤り、恐れ、慕う心、熱

意を起こさせ、処罰を断行させたことでし

ょう。あの問題について、あなたがたは、

自分たちがすべての点で潔白であることを

証明したのです。 12ですから、私はあなた

がたに手紙を書きましたが、それは悪を行

なった人のためでもなく、その被害者のた

めでもなくて、私たちに対するあなたがた

の熱心が、神の御前に明らかにされるため

であったのです。 13こういうわけですから

、私たちは慰めを受けました。 この慰めの

上にテトスの喜びが加わって、私たちはな

おいっそう喜びました。テトスの心が、あ

なたがたすべてによって安らぎを与えられ

たからです。 14私はテトスに、あなたがた

のことを少しばかり誇りましたが、そのこ

とで恥をかかずに済みました。というのは

、私たちがあなたがたに語ったことがすべ

て真実であったように、テトスに対して誇

ったことも真実となったからです。 15彼は

、あなたがたがみなよく言うことを聞き、

恐れおののいて、自分を迎えてくれたこと

を思い出して、あなたがたへの愛情をます

ます深めています。 16私は、あなたがたに

全幅の信頼を寄せることができるのを喜ん

でいます。

8さて、兄弟たち。私たちは、マケドニヤ
の諸教会に与えられた神の恵みを、あな

たがたに知らせようと思います。 2苦しみ

ゆえの激しい試練の中にあっても、彼らの

満ちあふれる喜びは、その極度の貧しさに

もかかわらず、あふれ出て、その惜しみな

く施す富となったのです。 3私はあかしし

ます。彼らは自ら進んで、力に応じ、いや

力以上にささげ、 4聖徒たちをささえる交

わりの恵みにあずかりたいと、熱心に私た

ちに願ったのです。 5そして、私たちの期

待以上に、神のみこころに従って、まず自

分自身を主にささげ、また、私たちにもゆ

だねてくれました。 6それで私たちは、テ

トスがすでにこの恵みのわざをあなたがた

の間で始めていたのですから、それを完了

させるよう彼に勧めたのです。 7あなたが

たは、すべてのことに、すなわち、信仰に

も、ことばにも、知識にも、あらゆる熱心

にも、私たちから出てあなたがたの間にあ
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る愛にも富んでいるように、この恵みのわ

ざにも富むようになってください。 8こう

は言っても、私は命令するのではありませ

ん。ただ、他の人々の熱心さをもって、あ

なたがた自身の愛の真実を確かめたいので

す。 9あなたがたは、私たちの主イエス・

キリストの恵みを知っています。すなわち

、主は富んでおられたのに、あなたがたの

ために貧しくなられました。それは、あな

たがたが、キリストの貧しさによって富む

者となるためです。 10この献金のことにつ

いて、私の意見を述べましょう。それはあ

なたがたの益になることだからです。あな

たがたは、このことを昨年から、他に先ん

じて行なっただけでなく、このことを他に

先んじて願った人たちです。 11ですから、

今、それをし遂げなさい。喜んでしようと

思ったのですから、持っている物で、それ

をし遂げることができるはずです。 12もし

熱意があるならば、持たない物によってで

はなく、持っている程度に応じて、それは

受納されるのです。 13私はこのことによっ

て、他の人々には楽をさせ、あなたがたに

は苦労をさせようとしているのではなく、

平等を図っているのです。 14今あなたがた

の余裕が彼らの欠乏を補うなら、彼らの余

裕もまた、あなたがたの欠乏を補うことに

なるのです。こうして、平等になるのです

。 15「多く集めた者も余るところがなく、

少し集めた者も足りないところがなかった

。」と書いてあるとおりです。 16私があな

たがたのことを思うのと同じ熱心を、テト

スの心にも与えてくださった神に感謝しま

す。 17彼は私の勧めを受け入れ、非常な熱

意をもって、自分から進んであなたがたの

ところに行こうとしています。 18また私た

ちは、テトスといっしょに、ひとりの兄弟

を送ります。この人は、福音の働きによっ

て、すべての教会で称賛されていますが、

19そればかりでなく、彼は、この恵みのわ

ざに携わっている私たちに同伴するよう諸

教会の任命を受けたのです。私たちがこの

働きをしているのは、主ご自身の栄光のた

め、また、私たちの誠意を示すためにほか

なりません。 20私たちは、この献金の取り

扱いについて、だれからも非難されること

がないように心がけています。 21それは、

主の御前ばかりでなく、人の前でも公明正

大なことを示そうと考えているからです。

22また、彼らといっしょに、もうひとりの

兄弟を送ります。私たちはこの兄弟が多く

のことについて熱心であることを、しばし

ば認めることができました。彼は今、あな

たがたに深い信頼を寄せ、ますます熱心に

なっています。 23テトスについて言えば、

彼は私の仲間で、あなたがたの間での私の

同労者です。兄弟たちについて言えば、彼

らは諸教会の使者、キリストの栄光です。

24ですから、あなたがたの愛と、私たちが

あなたがたを誇りとしている証拠とを、諸

教会の前で、彼らに示してほしいのです。

9聖徒たちのためのこの奉仕については、
いまさら、あなたがたに書き送る必要は

ないでしょう。 2私はあなたがたの熱意を

知り、それについて、あなたがたのことを

マケドニヤの人々に誇って、アカヤでは昨

年から準備が進められていると言ったので

す。こうして、あなたがたの熱心は、多く

の人を奮起させました。 3私が兄弟たちを

送ることにしたのは、このばあい、私たち
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があなたがたについて誇ったことがむだに

ならず、私が言っていたとおりに準備して

いてもらうためです。 4そうでないと、も

しマケドニヤの人が私といっしょに行って

、準備ができていないのを見たら、あなた

がたはもちろんですが、私たちも、このこ

とを確信していただけに、恥をかくことに

なるでしょう。 5そこで私は、兄弟たちに

勧めて、先にそちらに行かせ、前に約束し

たあなたがたの贈り物を前もって用意して

いただくことが必要だと思いました。どう

か、この献金を、惜しみながらするのでは

なく、好意に満ちた贈り物として用意して

おいてください。 6私はこう考えます。少

しだけ蒔く者は、少しだけ刈り取り、豊か

に蒔く者は、豊かに刈り取ります。 7ひと

りひとり、いやいやながらでなく、強いら

れてでもなく、心で決めたとおりにしなさ

い。神は喜んで与える人を愛してください

ます。 8神は、あなたがたを、常にすべて

のことに満ち足りて、すべての良いわざに

あふれる者とするために、あらゆる恵みを

あふれるばかり与えることのできる方です

。 9「この人は散らして、貧しい人々に与

えた。その義は永遠にとどまる。」と書い

てあるとおりです。 (aiōn g165) 10蒔く人に種

と食べるパンを備えてくださる方は、あな

たがたにも蒔く種を備え、それをふやし、

あなたがたの義の実を増し加えてください

ます。 11あなたがたは、あらゆる点で豊か

になって、惜しみなく与えるようになり、

それが私たちを通して、神への感謝を生み

出すのです。 12なぜなら、この奉仕のわざ

は、聖徒たちの必要を十分に満たすばかり

でなく、神への多くの感謝を通して、満ち

あふれるようになるからです。 13このわざ

を証拠として、彼らは、あなたがたがキリ

ストの福音の告白に対して従順であり、彼

らに、またすべての人々に惜しみなく与え

ていることを知って、神をあがめることで

しょう。 14また彼らは、あなたがたのため

に祈るとき、あなたがたに与えられた絶大

な神の恵みのゆえに、あなたがたを慕うよ

うになるのです。 15ことばに表わせないほ

どの賜物のゆえに、神に感謝します。

10さて、私パウロは、キリストの柔和と
寛容をもって、あなたがたにお勧めし

ます。私は、あなたがたの間にいて、面と

向かっているときはおとなしく、離れてい

るあなたがたに対しては強気な者です。 2

しかし、私は、あなたがたのところに行く

ときには、私たちを肉に従って歩んでいる

かのように考える人々に対して勇敢にふる

まおうと思っているその確信によって、強

気にふるまうことがなくて済むように願っ

ています。 3私たちは肉にあって歩んでは

いても、肉に従って戦ってはいません。 4

私たちの戦いの武器は、肉の物ではなく、

神の御前で、要塞をも破るほどに力のある

ものです。 5私たちは、さまざまの思弁と

、神の知識に逆らって立つあらゆる高ぶり

を打ち砕き、すべてのはかりごとをとりこ

にしてキリストに服従させ、 6また、あな

たがたの従順が完全になるとき、あらゆる

不従順を罰する用意ができているのです。

7あなたがたは、うわべのことだけを見て

います。もし自分はキリストに属する者だ

と確信している人がいるなら、その人は、

自分がキリストに属しているように、私た

ちもまたキリストに属しているということ
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を、もう一度、自分でよく考えなさい。 8

あなたがたを倒すためにではなく、立てる

ために主が私たちに授けられた権威につい

ては、たとい私が多少誇りすぎることがあ

っても、恥とはならないでしょう。 9私は

手紙であなたがたをおどしているかのよう

に見られたくありません。 10彼らは言いま

す。「パウロの手紙は重みがあって力強い

が、実際に会ったばあいの彼は弱々しく、

その話しぶりは、なっていない。」 11そう

いう人はよく承知しておきなさい。離れて

いるときに書く手紙のことばがそうなら、

いっしょにいるときの行動もそのとおりで

す。 12私たちは、自己推薦をしているよう

な人たちの中のだれかと自分を同列に置い

たり、比較したりしようなどとは思いませ

ん。しかし、彼らが自分たちの間で自分を

量ったり、比較したりしているのは、知恵

のないことなのです。 13私たちは、限度を

越えて誇りはしません。私たちがあなたが

たのところまで行くのも、神が私たちに量

って割り当ててくださった限度内で行くの

です。 14私たちは、あなたがたのところま

では行かないのに無理に手を伸ばしている

のではありません。事実、私たちは、キリ

ストの福音を携えてあなたがたのところに

まで行ったのです。 15私たちは、自分の限

度を越えてほかの人の働きを誇ることはし

ません。ただ、あなたがたの信仰が成長し

、あなたがたによって、私たちの領域内で

私たちの働きが広げられることを望んでい

ます。 16それは、私たちがあなたがたの向

こうの地域にまで福音を宣べ伝えるためで

あって、決して他の人の領域でなされた働

きを誇るためではないのです。 17誇る者は

、主にあって誇りなさい。 18自分で自分を

推薦する人でなく、主に推薦される人こそ

、受け入れられる人です。

11私の少しばかりの愚かさをこらえてい
ただきたいと思います。いや、あなた

がたはこらえているのです。 2というのも

、私は神の熱心をもって、熱心にあなたが

たのことを思っているからです。私はあな

たがたを、清純な処女として、ひとりの人

の花嫁に定め、キリストにささげることに

したからです。 3しかし、蛇が悪巧みによ

ってエバを欺いたように、万一にもあなた

がたの思いが汚されて、キリストに対する

真実と貞潔を失うことがあってはと、私は

心配しています。 4というわけは、ある人

が来て、私たちの宣べ伝えなかった別のイ

エスを宣べ伝えたり、あるいはあなたがた

が、前に受けたことのない異なった霊を受

けたり、受け入れたことのない異なった福

音を受けたりするときも、あなたがたはみ

ごとにこらえているからです。 5私は自分

をあの大使徒たちに少しでも劣っていると

は思いません。 6たとい、話は巧みでない

にしても、知識についてはそうではありま

せん。私たちは、すべての点で、いろいろ

なばあいに、そのことをあなたがたに示し

て来ました。 7それとも、あなたがたを高

めるために、自分を低くして報酬を受けず

に神の福音をあなたがたに宣べ伝えたこと

が、私の罪だったのでしょうか。 8私は他

の諸教会から奪い取って、あなたがたに仕

えるための給料を得たのです。 9あなたが

たのところにいて困窮していたときも、私

はだれにも負担をかけませんでした。マケ

ドニヤから来た兄弟たちが、私の欠乏を十
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分に補ってくれたのです。私は、万事につ

けあなたがたの重荷にならないようにしま

したし、今後もそうするつもりです。 10私

にあるキリストの真実にかけて言います。

アカヤ地方で私のこの誇りが封じられるこ

とは決してありません。 11なぜでしょう。

私があなたがたを愛していないからでしょ

うか。神はご存じです。 12しかし、私は、

今していることを今後も、し続けるつもり

です。それは、私たちと同じように誇ると

ころがあるとみなされる機会をねらってい

る者たちから、その機会を断ち切ってしま

うためです。 13こういう者たちは、にせ使

徒であり、人を欺く働き人であって、キリ

ストの使徒に変装しているのです。 14しか

し、驚くには及びません。サタンさえ光の

御使いに変装するのです。 15ですから、サ

タンの手下どもが義のしもべに変装したと

しても、格別なことはありません。彼らの

最後はそのしわざにふさわしいものとなり

ます。 16くり返して言いますが、だれも、

私を愚かと思ってはなりません。しかし、

もしそう思うなら、私を愚か者扱いにしな

さい。私も少し誇ってみせます。 17これか

ら話すことは、主によって話すのではなく

、愚か者としてする思い切った自慢話です

。 18多くの人が肉によって誇っているので

、私も誇ることにします。 19あなたがたは

賢いのに、よくも喜んで愚か者たちをこら

えています。 20事実、あなたがたは、だれ

かに奴隷にされても、食い尽くされても、

だまされても、いばられても、顔をたたか

れても、こらえているではありませんか。

21言うのも恥ずかしいことですが、言わな

ければなりません。私たちは弱かったので

す。しかし、人があえて誇ろうとすること

なら、――私は愚かになって言いますが、

――私もあえて誇りましょう。 22彼らはヘ

ブル人ですか。私もそうです。彼らはイス

ラエル人ですか。私もそうです。彼らはア

ブラハムの子孫ですか。私もそうです。 23

彼らはキリストのしもべですか。私は狂気

したように言いますが、私は彼ら以上にそ

うなのです。私の労苦は彼らよりも多く、

牢に入れられたことも多く、また、むち打

たれたことは数えきれず、死に直面したこ

ともしばしばでした。 24ユダヤ人から三十

九のむちを受けたことが五度、 25むちで打

たれたことが三度、石で打たれたことが一

度、難船したことが三度あり、一昼夜、海

上を漂ったこともあります。 26幾度も旅を

し、川の難、盗賊の難、同国民から受ける

難、異邦人から受ける難、都市の難、荒野

の難、海上の難、にせ兄弟の難に会い、 27

労し苦しみ、たびたび眠られぬ夜を過ごし

、飢え渇き、しばしば食べ物もなく、寒さ

に凍え、裸でいたこともありました。 28こ

のような外から来ることのほかに、日々私

に押しかかるすべての教会への心づかいが

あります。 29だれかが弱くて、私が弱くな

い、ということがあるでしょうか。だれか

がつまずいていて、私の心が激しく痛まな

いでおられましょうか。 30もしどうしても

誇る必要があるなら、私は自分の弱さを誇

ります。 31主イエス・キリストの父なる神

、永遠にほめたたえられる方は、私が偽り

を言っていないのをご存じです。 (aiōn g165)

32ダマスコではアレタ王の代官が、私を捕

えようとしてダマスコの町を監視しました
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。 33そのとき私は、城壁の窓からかごでつ

り降ろされ、彼の手をのがれました。

12無益なことですが、誇るのもやむをえ
ないことです。私は主の幻と啓示のこ

とを話しましょう。 2私はキリストにある

ひとりの人を知っています。この人は十四

年前に――肉体のままであったか、私は知

りません。肉体を離れてであったか、それ

も知りません。神はご存じです。――第三

の天にまで引き上げられました。 3私はこ

の人が、――それが肉体のままであったか

、肉体を離れてであったかは知りません。

神はご存じです。―― 4パラダイスに引き

上げられて、人間には語ることを許されて

いない、口に出すことのできないことばを

聞いたことを知っています。 5このような

人について私は誇るのです。しかし、私自

身については、自分の弱さ以外には誇りま

せん。 6たとい私が誇りたいと思ったとし

ても、愚か者にはなりません。真実のこと

を話すのだからです。しかし、誇ることは

控えましょう。私について見ること、私か

ら聞くこと以上に、人が私を過大に評価す

るといけないからです。 7また、その啓示

があまりにもすばらしいからです。そのた

めに私は、高ぶることのないようにと、肉

体に一つのとげを与えられました。それは

私が高ぶることのないように、私を打つた

めの、サタンの使いです。 8このことにつ

いては、これを私から去らせてくださるよ

うにと、三度も主に願いました。 9しかし

、主は、「わたしの恵みは、あなたに十分

である。というのは、わたしの力は、弱さ

のうちに完全に現われるからである。」と

言われたのです。ですから、私は、キリス

トの力が私をおおうために、むしろ大いに

喜んで私の弱さを誇りましょう。 10ですか

ら、私は、キリストのために、弱さ、侮辱

、苦痛、迫害、困難に甘んじています。な

ぜなら、私が弱いときにこそ、私は強いか

らです。 11私は愚か者になりました。あな

たがたが無理に私をそうしたのです。私は

当然あなたがたの推薦を受けてよかったは

ずです。たとい私は取るに足りない者であ

っても、私はあの大使徒たちにどのような

点でも劣るところはありませんでした。 12

使徒としてのしるしは、忍耐を尽くしてあ

なたがたの間でなされた、あの奇蹟と不思

議と力あるわざです。 13あなたがたが他の

諸教会より劣っている点は何でしょうか。

それは、私のほうであなたがたには負担を

かけなかったことだけです。この不正につ

いては、どうか、赦してください。 14今、

私はあなたがたのところに行こうとして、

三度目の用意ができています。しかし、あ

なたがたに負担はかけません。私が求めて

いるのは、あなたがたの持ち物ではなく、

あなたがた自身だからです。子は親のため

にたくわえる必要はなく、親が子のために

たくわえるべきです。 15ですから、私はあ

なたがたのたましいのためには、大いに喜

んで財を費やし、また私自身をさえ使い尽

くしましょう。私があなたがたを愛すれば

愛するほど、私はいよいよ愛されなくなる

のでしょうか。 16あなたがたに重荷は負わ

せなかったにしても、私は、悪賢くて、あ

なたがたからだまし取ったのだと言われま

す。 17あなたがたのところに遣わした人た

ちのうちのだれによって、私があなたがた

を欺くようなことがあったでしょうか。 18
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私はテトスにそちらに行くように勧め、ま

た、あの兄弟を同行させました。テトスは

あなたがたを欺くようなことをしたでしょ

うか。私たちは同じ心で、同じ歩調で歩い

たのではありませんか。 19あなたがたは、

前から、私たちがあなたがたに対して自己

弁護をしているのだと思っていたことでし

ょう。しかし、私たちは神の御前で、キリ

ストにあって語っているのです。愛する人

たち。すべては、あなたがたを築き上げる

ためなのです。 20私の恐れていることがあ

ります。私が行ってみると、あなたがたは

私の期待しているような者でなく、私もあ

なたがたの期待しているような者でないこ

とになるのではないでしょうか。また、争

い、ねたみ、憤り、党派心、そしり、陰口

、高ぶり、騒動があるのではないでしょう

か。 21私がもう一度行くとき、またも私の

神が、あなたがたの面前で、私をはずかし

めることはないでしょうか。そして私は、

前から罪を犯していて、その行なった汚れ

と不品行と好色を悔い改めない多くの人た

ちのために、嘆くようなことにはならない

でしょうか。

13私があなたがたのところへ行くのは、
これで三度目です。すべての事実は、

ふたりか三人の証人の口によって確認され

るのです。 2私は二度目の滞在のときに前

もって言っておいたのですが、こうして離

れている今も、前から罪を犯している人た

ちとほかのすべての人たちに、あらかじめ

言っておきます。今度そちらに行ったとき

には、容赦はしません。 3こう言うのは、

あなたがたはキリストが私によって語って

おられるという証拠を求めているからです

。キリストはあなたがたに対して弱くはな

く、あなたがたの間にあって強い方です。

4確かに、弱さのゆえに十字架につけられ

ましたが、神の力のゆえに生きておられま

す。私たちもキリストにあって弱い者です

が、あなたがたに対する神の力のゆえに、

キリストとともに生きているのです。 5あ

なたがたは、信仰に立っているかどうか、

自分自身をためし、また吟味しなさい。そ

れとも、あなたがたのうちにはイエス・キ

リストがおられることを、自分で認めない

のですか。――あなたがたがそれに不適格

であれば別です。―― 6しかし、私たちは

不適格でないことを、あなたがたが悟るよ

うに私は望んでいます。 7私たちは、あな

たがたがどんな悪をも行なわないように神

に祈っています。それによって、私たち自

身の適格であることが明らかになるという

のではなく、たとい私たちは不適格のよう

に見えても、あなたがたに正しい行ないを

してもらいたいためです。 8私たちは、真

理に逆らっては何をすることもできず、真

理のためなら、何でもできるのです。 9私

たちは、自分は弱くてもあなたがたが強け

れば、喜ぶのです。私たちはあなたがたが

完全な者になることを祈っています。 10そ

ういうわけで、離れていてこれらのことを

書いているのは、私が行ったとき、主が私

に授けてくださった権威を用いて、きびし

い処置をとることのないようにするためで

す。この権威が与えられたのは築き上げる

ためであって、倒すためではないのです。

11終わりに、兄弟たち。喜びなさい。完全

な者になりなさい。慰めを受けなさい。一

つ心になりなさい。平和を保ちなさい。そ
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うすれば、愛と平和の神はあなたがたとと

もにいてくださいます。 12きよい口づけを

もって、互いにあいさつをかわしなさい。

13すべての聖徒たちが、あなたがたによろ

しくと言っています。 14主イエス・キリス

トの恵み、神の愛、聖霊の交わりが、あな

たがたすべてとともにありますように。
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ガラテヤ人への手紙

1使徒となったパウロ――私が使徒となっ
たのは、人間から出たことでなく、また

人間の手を通したことでもなく、イエス・

キリストと、キリストを死者の中からよみ

がえらせた父なる神によったのです。――

2および私とともにいるすべての兄弟たち

から、ガラテヤの諸教会へ。 3どうか、私

たちの父なる神と主イエス・キリストから

、恵みと平安があなたがたの上にあります

ように。 4キリストは、今の悪の世界から

私たちを救い出そうとして、私たちの罪の

ためにご自身をお捨てになりました。私た

ちの神であり父である方のみこころによっ

たのです。 (aiōn g165) 5どうか、この神に栄

光がとこしえにありますように。アーメン

。 (aiōn g165) 6私は、キリストの恵みをもっ

てあなたがたを召してくださったその方を

、あなたがたがそんなにも急に見捨てて、

ほかの福音に移って行くのに驚いています

。 7ほかの福音といっても、もう一つ別に

福音があるのではありません。あなたがた

をかき乱す者たちがいて、キリストの福音

を変えてしまおうとしているだけです。 8

しかし、私たちであろうと、天の御使いで

あろうと、もし私たちが宣べ伝えた福音に

反することをあなたがたに宣べ伝えるなら

、その者はのろわれるべきです。 9私たち

が前に言ったように、今もう一度私は言い

ます。もしだれかが、あなたがたの受けた

福音に反することを、あなたがたに宣べ伝

えているなら、その者はのろわれるべきで

す。 10いま私は人に取り入ろうとしている

のでしょうか。いや。神に、でしょう。あ

るいはまた、人の歓心を買おうと努めてい

るのでしょうか。もし私がいまなお人の歓

心を買おうとするようなら、私はキリスト

のしもべとは言えません。 11兄弟たちよ。

私はあなたがたに知らせましょう。私が宣

べ伝えた福音は、人間によるものではあり

ません。 12私はそれを人間からは受けなか

ったし、また教えられもしませんでした。

ただイエス・キリストの啓示によって受け

たのです。 13以前ユダヤ教徒であったころ

の私の行動は、あなたがたがすでに聞いて

いるところです。私は激しく神の教会を迫

害し、これを滅ぼそうとしました。 14また

私は、自分と同族で同年輩の多くの者たち

に比べ、はるかにユダヤ教に進んでおり、

先祖からの伝承に人一倍熱心でした。 15け

れども、生まれたときから私を選び分け、

恵みをもって召してくださった方が、 16異

邦人の間に御子を宣べ伝えさせるために、

御子を私のうちに啓示することをよしとさ

れたとき、私はすぐに、人には相談せず、

17先輩の使徒たちに会うためにエルサレム

にも上らず、アラビヤに出て行き、またダ

マスコに戻りました。 18それから三年後に

、私はケパをたずねてエルサレムに上り、

彼のもとに十五日間滞在しました。 19しか

し、主の兄弟ヤコブは別として、ほかの使

徒にはだれにも会いませんでした。 20私が

あなたがたに書いていることには、神の御

前で申しますが、偽りはありません。 21そ

れから、私はシリヤおよびキリキヤの地方

に行きました。 22しかし、キリストにある

ユダヤの諸教会には顔を知られていません

でした。 23けれども、「以前私たちを迫害

した者が、そのとき滅ぼそうとした信仰を

今は宣べ伝えている。」と聞いてだけはい
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たので、 24彼らは私のことで神をあがめて

いました。

2それから十四年たって、私は、バルナバ
といっしょに、テトスも連れて、再びエ

ルサレムに上りました。 2それは啓示によ

って上ったのです。そして、異邦人の間で

私の宣べている福音を、人々の前に示し、

おもだった人たちには個人的にそうしまし

た。それは、私が力を尽くしていま走って

いること、またすでに走ったことが、むだ

にならないためでした。 3しかし、私とい

っしょにいたテトスでさえ、ギリシヤ人で

あったのに、割礼を強いられませんでした

。 4実は、忍び込んだにせ兄弟たちがいた

ので、強いられる恐れがあったのです。彼

らは私たちを奴隷に引き落とそうとして、

キリスト・イエスにあって私たちの持つ自

由をうかがうために忍び込んでいたのです

。 5私たちは彼らに一時も譲歩しませんで

した。それは福音の真理があなたがたの間

で常に保たれるためです。 6そして、おも

だった者と見られていた人たちからは、

――彼らがどれほどの人たちであるにして

も、私には問題ではありません。神は人を

分け隔てなさいません。――そのおもだっ

た人たちは、私に対して、何もつけ加える

ことをしませんでした。 7それどころか、

ペテロが割礼を受けた者への福音をゆだね

られているように、私が割礼を受けない者

への福音をゆだねられていることを理解し

てくれました。 8ペテロにみわざをなして

、割礼を受けた者への使徒となさった方が

、私にもみわざをなして、異邦人への使徒

としてくださったのです。 9そして、私に

与えられたこの恵みを認め、柱として重ん

じられているヤコブとケパとヨハネが、私

とバルナバに、交わりのしるしとして右手

を差し伸べました。それは、私たちが異邦

人のところへ行き、彼らが割礼を受けた人

々のところへ行くためです。 10ただ私たち

が貧しい人たちをいつも顧みるようにとの

ことでしたが、そのことなら私も大いに努

めて来たところです。 11ところが、ケパが

アンテオケに来たとき、彼に非難すべきこ

とがあったので、私は面と向かって抗議し

ました。 12なぜなら、彼は、ある人々がヤ

コブのところから来る前は異邦人といっし

ょに食事をしていたのに、その人々が来る

と、割礼派の人々を恐れて、だんだんと異

邦人から身を引き、離れて行ったからです

。 13そして、ほかのユダヤ人たちも、彼と

いっしょに本心を偽った行動をとり、バル

ナバまでもその偽りの行動に引き込まれて

しまいました。 14しかし、彼らが福音の真

理についてまっすぐに歩んでいないのを見

て、私はみなの面前でケパにこう言いまし

た。「あなたは、自分がユダヤ人でありな

がらユダヤ人のようには生活せず、異邦人

のように生活していたのに、どうして異邦

人に対して、ユダヤ人の生活を強いるので

すか。 15私たちは、生まれながらのユダヤ

人であって、異邦人のような罪人ではあり

ません。 16しかし、人は律法の行ないによ

っては義と認められず、ただキリスト・イ

エスを信じる信仰によって義と認められる

、ということを知ったからこそ、私たちも

キリスト・イエスを信じたのです。これは

、律法の行ないによってではなく、キリス

トを信じる信仰によって義と認められるた

めです。なぜなら、律法の行ないによって
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義と認められる者は、ひとりもいないから

です。 17しかし、もし私たちが、キリスト

にあって義と認められようとすることによ

って、罪人となってしまうのなら、キリス

トは罪の助成者なのでしょうか。そんなこ

とは絶対にありえないことです。 18けれど

も、もし私が前に打ちこわしたものをもう

一度建てるなら、私は自分自身を違反者に

してしまうのです。 19しかし私は、神に生

きるために、律法によって律法に死にまし

た。 20私はキリストとともに十字架につけ

られました。もはや私が生きているのでは

なく、キリストが私のうちに生きておられ

るのです。いま私が、この世に生きている

のは、私を愛し私のためにご自身をお捨て

になった神の御子を信じる信仰によってい

るのです。 21私は神の恵みを無にはしませ

ん。もし義が律法によって得られるとした

ら、それこそキリストの死は無意味です。

」

3ああ愚かなガラテヤ人。十字架につけら
れたイエス・キリストが、あなたがたの

目の前に、あんなにはっきり示されたのに

、だれがあなたがたを迷わせたのですか。

2ただこれだけをあなたがたから聞いておき

たい。あなたがたが御霊を受けたのは、律

法を行なったからですか。それとも信仰を

もって聞いたからですか。 3あなたがたは

どこまで道理がわからないのですか。御霊

で始まったあなたがたが、いま肉によって

完成されるというのですか。 4あなたがた

があれほどのことを経験したのは、むだだ

ったのでしょうか。万が一にもそんなこと

はないでしょうが。 5とすれば、あなたが

たに御霊を与え、あなたがたの間で奇蹟を

行なわれた方は、あなたがたが律法を行な

ったから、そうなさったのですか。それと

もあなたがたが信仰をもって聞いたからで

すか。 6アブラハムは神を信じ、それが彼

の義とみなされました。それと同じことで

す。 7ですから、信仰による人々こそアブ

ラハムの子孫だと知りなさい。 8聖書は、

神が異邦人をその信仰によって義と認めて

くださることを、前から知っていたので、

アブラハムに対し、「あなたによってすべ

ての国民が祝福される。」と前もって福音

を告げたのです。 9そういうわけで、信仰

による人々が、信仰の人アブラハムととも

に、祝福を受けるのです。 10というのは、

律法の行ないによる人々はすべて、のろい

のもとにあるからです。こう書いてありま

す。「律法の書に書いてある、すべてのこ

とを堅く守って実行しなければ、だれでも

みな、のろわれる。」 11ところが、律法に

よって神の前に義と認められる者が、だれ

もいないということは明らかです。「義人

は信仰によって生きる。」のだからです。

12しかし律法は、「信仰による。」のでは

ありません。「律法を行なう者はこの律法

によって生きる。」のです。 13キリストは

、私たちのためにのろわれたものとなって

、私たちを律法ののろいから贖い出してく

ださいました。なぜなら、「木にかけられ

る者はすべてのろわれたものである。」と

書いてあるからです。 14このことは、アブ

ラハムへの祝福が、キリスト・イエスによ

って異邦人に及ぶためであり、その結果、

私たちが信仰によって約束の御霊を受ける

ためなのです。 15兄弟たち。人間のばあい

にたとえてみましょう。人間の契約でも、
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いったん結ばれたら、だれもそれを無効に

したり、それにつけ加えたりはしません。

16ところで、約束は、アブラハムとそのひ

とりの子孫に告げられました。神は「子孫

たちに」と言って、多数をさすことはせず

、ひとりをさして、「あなたの子孫に」と

言っておられます。その方はキリストです

。 17私の言おうとすることはこうです。先

に神によって結ばれた契約は、その後四百

三十年たってできた律法によって取り消さ

れたり、その約束が無効とされたりするこ

とがないということです。 18なぜなら、相

続がもし律法によるのなら、もはや約束に

よるのではないからです。ところが、神は

約束を通してアブラハムに相続の恵みを下

さったのです。 19では、律法とは何でしょ

うか。それは約束をお受けになった、この

子孫が来られるときまで、違反を示すため

につけ加えられたもので、御使いたちを通

して仲介者の手で定められたのです。 20仲

介者は一方だけに属するものではありませ

ん。しかし約束を賜わる神は唯一者です。

21とすると、律法は神の約束に反するので

しょうか。絶対にそんなことはありません

。もしも、与えられた律法がいのちを与え

ることのできるものであったなら、義は確

かに律法によるものだったでしょう。 22し

かし聖書は、逆に、すべての人を罪の下に

閉じ込めました。それは約束が、イエス・

キリストに対する信仰によって、信じる人

々に与えられるためです。 23信仰が現われ

る以前には、私たちは律法の監督の下に置

かれ、閉じ込められていましたが、それは

、やがて示される信仰が得られるためでし

た。 24こうして、律法は私たちをキリスト

へ導くための私たちの養育係となりました

。私たちが信仰によって義と認められるた

めなのです。 25しかし、信仰が現われた以

上、私たちはもはや養育係の下にはいませ

ん。 26あなたがたはみな、キリスト・イエ

スに対する信仰によって、神の子どもです

。 27バプテスマを受けてキリストにつく者

とされたあなたがたはみな、キリストをそ

の身に着たのです。 28ユダヤ人もギリシヤ

人もなく、奴隷も自由人もなく、男子も女

子もありません。なぜなら、あなたがたは

みな、キリスト・イエスにあって、一つだ

からです。 29もしあなたがたがキリストの

ものであれば、それによってアブラハムの

子孫であり、約束による相続人なのです。

4ところが、相続人というものは、全財産
の持ち主なのに、子どものうちは、奴隷

と少しも違わず、 2父の定めた日までは、

後見人や管理者の下にあります。 3私たち

もそれと同じで、まだ小さかった時には、

この世の幼稚な教えの下に奴隷となってい

ました。 4しかし定めの時が来たので、神

はご自分の御子を遣わし、この方を、女か

ら生まれた者、また律法の下にある者とな

さいました。 5これは律法の下にある者を

贖い出すためで、その結果、私たちが子と

しての身分を受けるようになるためです。

6そして、あなたがたは子であるゆえに、

神は「アバ、父。」と呼ぶ、御子の御霊を

、私たちの心に遣わしてくださいました。

7ですから、あなたがたはもはや奴隷では

なく、子です。子ならば、神による相続人

です。 8しかし、神を知らなかった当時、

あなたがたは本来は神でない神々の奴隷で

した。 9ところが、今では神を知っている
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のに、いや、むしろ神に知られているのに

、どうしてあの無力、無価値の幼稚な教え

に逆戻りして、再び新たにその奴隷になろ

うとするのですか。 10あなたがたは、各種

の日と月と季節と年とを守っています。 11

あなたがたのために私の労したことは、む

だだったのではないか、と私はあなたがた

のことを案じています。 12お願いです。兄

弟たち。私のようになってください。私も

あなたがたのようになったのですから。あ

なたがたは私に何一つ悪いことをしていま

せん。 13ご承知のとおり、私が最初あなた

がたに福音を伝えたのは、私の肉体が弱か

ったためでした。 14そして私の肉体には、

あなたがたにとって試練となるものがあっ

たのに、あなたがたは軽蔑したり、きらっ

たりしないで、かえって神の御使いのよう

に、またキリスト・イエスご自身であるか

のように、私を迎えてくれました。 15それ

なのに、あなたがたのあの喜びは、今どこ

にあるのですか。私はあなたがたのために

あかししますが、あなたがたは、もしでき

れば自分の目をえぐり出して私に与えたい

とさえ思ったではありませんか。 16それで

は、私は、あなたがたに真理を語ったため

に、あなたがたの敵になったのでしょうか

。 17あなたがたに対するあの人々の熱心は

正しいものではありません。彼らはあなた

がたを自分たちに熱心にならせようとして

、あなたがたを福音の恵みから締め出そう

としているのです。 18良いことで熱心に慕

われるのは、いつであっても良いものです

。それは私があなたがたといっしょにいる

ときだけではありません。 19私の子どもた

ちよ。あなたがたのうちにキリストが形造

られるまで、私は再びあなたがたのために

産みの苦しみをしています。 20それで、今

あなたがたといっしょにいることができた

ら、そしてこんな語調でなく話せたらと思

います。あなたがたのことをどうしたらよ

いかと困っているのです。 21律法の下にい

たいと思う人たちは、私に答えてください

。あなたがたは律法の言うことを聞かない

のですか。 22そこには、アブラハムにふた

りの子があって、ひとりは女奴隷から、ひ

とりは自由の女から生まれた、と書かれて

います。 23女奴隷の子は肉によって生まれ

、自由の女の子は約束によって生まれたの

です。 24このことには比喩があります。こ

の女たちは二つの契約です。一つはシナイ

山から出ており、奴隷となる子を産みます

。その女はハガルです。 25このハガルは、

アラビヤにあるシナイ山のことで、今のエ

ルサレムに当たります。なぜなら、彼女は

その子どもたちとともに奴隷だからです。

26しかし、上にあるエルサレムは自由であ

り、私たちの母です。 27すなわち、こう書

いてあります。 「喜べ。子を産まない不妊

の女よ。声をあげて呼ばわれ。産みの苦し

みを知らない女よ。 夫に捨てられた女の産

む子どもは、 夫のある女の産む子どもより

も多い。」 28兄弟たちよ。あなたがたはイ

サクのように約束の子どもです。 29しかし

、かつて肉によって生まれた者が、御霊に

よって生まれた者を迫害したように、今も

そのとおりです。 30しかし、聖書は何と言

っていますか。「奴隷の女とその子どもを

追い出せ。奴隷の女の子どもは決して自由

の女の子どもとともに相続人になってはな

らない。」 31こういうわけで、兄弟たちよ
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。私たちは奴隷の女の子どもではなく、自

由の女の子どもです。

5キリストは、自由を得させるために、私
たちを解放してくださいました。ですか

ら、あなたがたは、しっかり立って、また

と奴隷のくびきを負わせられないようにし

なさい。 2よく聞いてください。このパウ

ロがあなたがたに言います。もし、あなた

がたが割礼を受けるなら、キリストは、あ

なたがたにとって、何の益もないのです。

3割礼を受けるすべての人に、私は再びあか

しします。その人は律法の全体を行なう義

務があります。 4律法によって義と認めら

れようとしているあなたがたは、キリスト

から離れ、恵みから落ちてしまったのです

。 5私たちは、信仰により、御霊によって

、義をいただく望みを熱心に抱いているの

です。 6キリスト・イエスにあっては、割

礼を受ける受けないは大事なことではなく

、愛によって働く信仰だけが大事なのです

。 7あなたがたはよく走っていたのに、だ

れがあなたがたを妨げて、真理に従わなく

させたのですか。 8そのような勧めは、あ

なたがたを召してくださった方から出たも

のではありません。 9わずかのパン種が、

こねた粉の全体を発酵させるのです。 10私

は主にあって、あなたがたが少しも違った

考えを持っていないと確信しています。し

かし、あなたがたをかき乱す者は、だれで

あろうと、さばきを受けるのです。 11兄弟

たち。もし私が今でも割礼を宣べ伝えてい

るなら、どうして今なお迫害を受けること

がありましょう。それなら、十字架のつま

ずきは取り除かれているはずです。 12あな

たがたをかき乱す者どもは、いっそのこと

不具になってしまうほうがよいのです。 13

兄弟たち。あなたがたは、自由を与えられ

るために召されたのです。ただ、その自由

を肉の働く機会としないで、愛をもって互

いに仕えなさい。 14律法の全体は、「あな

たの隣人をあなた自身のように愛せよ。」

という一語をもって全うされるのです。 15

もし互いにかみ合ったり、食い合ったりし

ているなら、お互いの間で滅ぼされてしま

います。気をつけなさい。 16私は言います

。御霊によって歩みなさい。そうすれば、

決して肉の欲望を満足させるようなことは

ありません。 17なぜなら、肉の願うことは

御霊に逆らい、御霊は肉に逆らうからです

。この二つは互いに対立していて、そのた

めあなたがたは、自分のしたいと思うこと

をすることができないのです。 18しかし、

御霊によって導かれるなら、あなたがたは

律法の下にはいません。 19肉の行ないは明

白であって、次のようなものです。不品行

、汚れ、好色、 20偶像礼拝、魔術、敵意、

争い、そねみ、憤り、党派心、分裂、分派

、 21ねたみ、酩酊、遊興、そういった類の

ものです。前にもあらかじめ言ったように

、私は今もあなたがたにあらかじめ言って

おきます。こんなことをしている者たちが

神の国を相続することはありません。 22し

かし、御霊の実は、愛、喜び、平安、寛容

、親切、善意、誠実、 23柔和、自制です。

このようなものを禁ずる律法はありません

。 24キリスト・イエスにつく者は、自分の

肉を、さまざまの情欲や欲望とともに、十

字架につけてしまったのです。 25もし私た

ちが御霊によって生きるのなら、御霊に導

かれて、進もうではありませんか。 26互い
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にいどみ合ったり、そねみ合ったりして、

虚栄に走ることのないようにしましょう。

6兄弟たちよ。もしだれかがあやまちに陥
ったなら、御霊の人であるあなたがたは

、柔和な心でその人を正してあげなさい。

また、自分自身も誘惑に陥らないように気

をつけなさい。 2互いの重荷を負い合い、

そのようにしてキリストの律法を全うしな

さい。 3だれでも、りっぱでもない自分を

何かりっぱでもあるかのように思うなら、

自分を欺いているのです。 4おのおの自分

の行ないをよく調べてみなさい。そうすれ

ば、誇れると思ったことも、ただ自分だけ

の誇りで、ほかの人に対して誇れることで

はないでしょう。 5人にはおのおの、負う

べき自分自身の重荷があるのです。 6みこ

とばを教えられる人は、教える人とすべて

の良いものを分け合いなさい。 7思い違い

をしてはいけません。神は侮られるような

方ではありません。人は種を蒔けば、その

刈り取りもすることになります。 8自分の

肉のために蒔く者は、肉から滅びを刈り取

り、御霊のために蒔く者は、御霊から永遠

のいのちを刈り取るのです。 (aiōnios g166) 9

善を行なうのに飽いてはいけません。失望

せずにいれば、時期が来て、刈り取ること

になります。 10ですから、私たちは、機会

のあるたびに、すべての人に対して、特に

信仰の家族の人たちに善を行ないましょう

。 11ご覧のとおり、私は今こんなに大きな

字で、自分のこの手であなたがたに書いて

います。 12あなたがたに割礼を強制する人

たちは、肉において外見を良くしたい人た

ちです。彼らはただ、キリストの十字架の

ために迫害を受けたくないだけなのです。

13なぜなら、割礼を受けた人たちは、自分

自身が律法を守っていません。それなのに

彼らがあなたがたに割礼を受けさせようと

するのは、あなたがたの肉を誇りたいため

なのです。 14しかし私には、私たちの主イ

エス・キリストの十字架以外に誇りとする

ものが決してあってはなりません。この十

字架によって、世界は私に対して十字架に

つけられ、私も世界に対して十字架につけ

られたのです。 15割礼を受けているか受け

ていないかは、大事なことではありません

。大事なのは新しい創造です。 16どうか、

この基準に従って進む人々、すなわち神の

イスラエルの上に、平安とあわれみがあり

ますように。 17これからは、だれも私を煩

わさないようにしてください。私は、この

身に、イエスの焼き印を帯びているのです

から。 18どうか、私たちの主イエス・キリ

ストの恵みが、兄弟たちよ、あなたがたの

霊とともにありますように。アーメン。
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エペソ人への手紙

1神のみこころによるキリスト・イエスの
使徒パウロから、キリスト・イエスにあ

る忠実なエペソの聖徒たちへ。 2私たちの

父なる神と主イエス・キリストから、恵み

と平安があなたがたの上にありますように

。 3私たちの主イエス・キリストの父なる

神がほめたたえられますように。神はキリ

ストにおいて、天にあるすべての霊的祝福

をもって私たちを祝福してくださいました

。 4すなわち、神は私たちを世界の基の置

かれる前からキリストのうちに選び、御前

できよく、傷のない者にしようとされまし

た。 5神は、ただみこころのままに、私た

ちをイエス・キリストによってご自分の子

にしようと、愛をもってあらかじめ定めて

おられたのです。 6それは、神がその愛す

る方によって私たちに与えてくださった恵

みの栄光が、ほめたたえられるためです。

7私たちは、この御子のうちにあって、御

子の血による贖い、すなわち罪の赦しを受

けているのです。これは神の豊かな恵みに

よることです。 8神はこの恵みを私たちの

上にあふれさせ、あらゆる知恵と思慮深さ

をもって、 9みこころの奥義を私たちに知

らせてくださいました。それは、神が御子

においてあらかじめお立てになったご計画

によることであって、 10時がついに満ちて

、この時のためのみこころが実行に移され

、天にあるものも地にあるものも、いっさ

いのものが、キリストにあって一つに集め

られることなのです。このキリストにあっ

て、 11私たちは彼にあって御国を受け継ぐ

者ともなったのです。私たちは、みこころ

によりご計画のままをみな実現される方の

目的に従って、このようにあらかじめ定め

られていたのです。 12それは、前からキリ

ストに望みを置いていた私たちが、神の栄

光をほめたたえる者となるためです。 13ま

たあなたがたも、キリストにあって、真理

のことば、すなわちあなたがたの救いの福

音を聞き、またそれを信じたことによって

、約束の聖霊をもって証印を押されました

。 14聖霊は私たちが御国を受け継ぐことの

保証であられます。これは神の民の贖いの

ためであり、神の栄光がほめたたえられる

ためです。 15こういうわけで、私は主イエ

スに対するあなたがたの信仰と、すべての

聖徒に対する愛とを聞いて、 16あなたがた

のために絶えず感謝をささげ、あなたがた

のことを覚えて祈っています。 17どうか、

私たちの主イエス・キリストの神、すなわ

ち栄光の父が、神を知るための知恵と啓示

の御霊を、あなたがたに与えてくださいま

すように。 18また、あなたがたの心の目が

はっきり見えるようになって、神の召しに

よって与えられる望みがどのようなものか

、聖徒の受け継ぐものがどのように栄光に

富んだものか、 19また、神の全能の力の働

きによって私たち信じる者に働く神のすぐ

れた力がどのように偉大なものであるかを

、あなたがたが知ることができますように

。 20神は、その全能の力をキリストのうち

に働かせて、キリストを死者の中からよみ

がえらせ、天上においてご自分の右の座に

着かせて、 21すべての支配、権威、権力、

主権の上に、また、今の世ばかりでなく、

次に来る世においてもとなえられる、すべ

ての名の上に高く置かれました。 (aiōn g165)

22また、神は、いっさいのものをキリスト
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の足の下に従わせ、いっさいのものの上に

立つかしらであるキリストを、教会にお与

えになりました。 23教会はキリストのから

だであり、いっさいのものをいっさいのも

のによって満たす方の満ちておられるとこ

ろです。

2あなたがたは自分の罪過と罪との中に死
んでいた者であって、 2そのころは、そ

れらの罪の中にあってこの世の流れに従い

、空中の権威を持つ支配者として今も不従

順の子らの中に働いている霊に従って、歩

んでいました。 (aiōn g165) 3私たちもみな、

かつては不従順の子らの中にあって、自分

の肉の欲の中に生き、肉と心の望むままを

行ない、ほかの人たちと同じように、生ま

れながら御怒りを受けるべき子らでした。

4しかし、あわれみ豊かな神は、私たちを

愛してくださったその大きな愛のゆえに、

5罪過の中に死んでいたこの私たちをキリ

ストとともに生かし、――あなたがたが救

われたのは、ただ恵みによるのです。――

6キリスト・イエスにおいて、ともによみ

がえらせ、ともに天の所にすわらせてくだ

さいました。 7それは、あとに来る世々に

おいて、このすぐれて豊かな御恵みを、キ

リスト・イエスにおいて私たちに賜わる慈

愛によって明らかにお示しになるためでし

た。 (aiōn g165) 8あなたがたは、恵みのゆえ

に、信仰によって救われたのです。それは

、自分自身から出たことではなく、神から

の賜物です。 9行ないによるのではありま

せん。だれも誇ることのないためです。 10

私たちは神の作品であって、良い行ないを

するためにキリスト・イエスにあって造ら

れたのです。神は、私たちが良い行ないに

歩むように、その良い行ないをもあらかじ

め備えてくださったのです。 11ですから、

思い出してください。あなたがたは、以前

は肉において異邦人でした。すなわち、肉

において人の手による、いわゆる割礼を持

つ人々からは、無割礼の人々と呼ばれる者

であって、 12そのころのあなたがたは、キ

リストから離れ、イスラエルの国から除外

され、約束の契約については他国人であり

、この世にあって望みもなく、神もない人

たちでした。 13しかし、以前は遠く離れて

いたあなたがたも、今ではキリスト・イエ

スの中にあることにより、キリストの血に

よって近い者とされたのです。 14キリスト

こそ私たちの平和であり、二つのものを一

つにし、隔ての壁を打ちこわし、 15ご自分

の肉において、敵意を廃棄された方です。

敵意とは、さまざまの規定から成り立って

いる戒めの律法なのです。このことは、二

つのものをご自身において新しいひとりの

人に造り上げて、平和を実現するためであ

り、 16また、両者を一つのからだとして、

十字架によって神と和解させるためなので

す。敵意は十字架によって葬り去られまし

た。 17それからキリストは来られて、遠く

にいたあなたがたに平和を宣べ、近くにい

た人たちにも平和を宣べられました。 18私

たちは、このキリストによって、両者とも

に一つの御霊において、父のみもとに近づ

くことができるのです。 19こういうわけで

、あなたがたは、もはや他国人でも寄留者

でもなく、今は聖徒たちと同じ国民であり

、神の家族なのです。 20あなたがたは使徒

と預言者という土台の上に建てられており

、キリスト・イエスご自身がその礎石です
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。 21この方にあって、組み合わされた建物

の全体が成長し、主にある聖なる宮となる

のであり、 22このキリストにあって、あな

たがたもともに建てられ、御霊によって神

の御住まいとなるのです。

3こういうわけで、あなたがた異邦人のた
めにキリスト・イエスの囚人となった私

パウロが言います。 2あなたがたのために

と私がいただいた、神の恵みによる私の務

めについて、あなたがたはすでに聞いたこ

とでしょう。 3先に簡単に書いたとおり、

この奥義は、啓示によって私に知らされた

のです。 4それを読めば、私がキリストの

奥義をどう理解しているかがよくわかるは

ずです。 5この奥義は、今は、御霊によっ

て、キリストの聖なる使徒たちと預言者た

ちに啓示されていますが、前の時代には、

今と同じようには人々に知らされていませ

んでした。 6その奥義とは、福音により、

キリスト・イエスにあって、異邦人もまた

共同の相続者となり、ともに一つのからだ

に連なり、ともに約束にあずかる者となる

ということです。 7私は、神の力の働きに

より、自分に与えられた神の恵みの賜物に

よって、この福音に仕える者とされました

。 8すべての聖徒たちのうちで一番小さな

私に、この恵みが与えられたのは、私がキ

リストの測りがたい富を異邦人に宣べ伝え

、 9また、万物を創造された神の中に世々

隠されていた奥義を実行に移す務めが何で

あるかを明らかにするためにほかなりませ

ん。 (aiōn g165) 10これは、今、天にある支配

と権威とに対して、教会を通して、神の豊

かな知恵が示されるためであって、 11私た

ちの主キリスト・イエスにおいて実現され

た神の永遠のご計画に沿ったことです。

(aiōn g165) 12私たちはこのキリストにあり、

キリストを信じる信仰によって大胆に確信

をもって神に近づくことができるのです。

13ですから、私があなたがたのために受け

ている苦難のゆえに落胆することのないよ

うお願いします。私の受けている苦しみは

、そのまま、あなたがたの光栄なのです。

14こういうわけで、私はひざをかがめて、

15天上と地上で家族と呼ばれるすべてのも

のの名の元である父の前に祈ります。 16ど

うか父が、その栄光の豊かさに従い、御霊

により、力をもって、あなたがたの内なる

人を強くしてくださいますように。 17こう

してキリストが、あなたがたの信仰によっ

て、あなたがたの心のうちに住んでいてく

ださいますように。また、愛に根ざし、愛

に基礎を置いているあなたがたが、 18すべ

ての聖徒とともに、その広さ、長さ、高さ

、深さがどれほどであるかを理解する力を

持つようになり、 19人知をはるかに越えた

キリストの愛を知ることができますように

。こうして、神ご自身の満ち満ちたさまに

まで、あなたがたが満たされますように。

20どうか、私たちのうちに働く力によって

、私たちの願うところ、思うところのすべ

てを越えて豊かに施すことのできる方に、

21教会により、またキリスト・イエスによ

り、栄光が、世々にわたって、とこしえま

でありますように。アーメン。 (aiōn g165)

4さて、主の囚人である私はあなたがたに
勧めます。召されたあなたがたは、その

召しにふさわしく歩みなさい。 2謙遜と柔

和の限りを尽くし、寛容を示し、愛をもっ

て互いに忍び合い、 3平和のきずなで結ば
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れて御霊の一致を熱心に保ちなさい。 4か

らだは一つ、御霊は一つです。あなたがた

が召されたとき、召しのもたらした望みが

一つであったのと同じです。 5主は一つ、

信仰は一つ、バプテスマは一つです。 6す

べてのものの上にあり、すべてのものを貫

き、すべてのもののうちにおられる、すべ

てのものの父なる神は一つです。 7しかし

、私たちはひとりひとり、キリストの賜物

の量りに従って恵みを与えられました。 8

そこで、こう言われています。 「高い所に

上られたとき、 彼は多くの捕虜を引き連れ

、 人々に賜物を分け与えられた。」 9

――この「上られた。」ということばは、

彼がまず地の低い所に下られた、というこ

とでなくて何でしょう。 10この下られた方

自身が、すべてのものを満たすために、も

ろもろの天よりも高く上られた方なのです

。―― 11こうして、キリストご自身が、あ

る人を使徒、ある人を預言者、ある人を伝

道者、ある人を牧師また教師として、お立

てになったのです。 12それは、聖徒たちを

整えて奉仕の働きをさせ、キリストのから

だを建て上げるためであり、 13ついに、私

たちがみな、信仰の一致と神の御子に関す

る知識の一致とに達し、完全におとなにな

って、キリストの満ち満ちた身たけにまで

達するためです。 14それは、私たちがもは

や、子どもではなくて、人の悪巧みや、人

を欺く悪賢い策略により、教えの風に吹き

回されたり、波にもてあそばれたりするこ

とがなく、 15むしろ、愛をもって真理を語

り、あらゆる点において成長し、かしらな

るキリストに達することができるためなの

です。 16キリストによって、からだ全体は

、一つ一つの部分がその力量にふさわしく

働く力により、また、備えられたあらゆる

結び目によって、しっかりと組み合わされ

、結び合わされ、成長して、愛のうちに建

てられるのです。 17そこで私は、主にあっ

て言明し、おごそかに勧めます。もはや、

異邦人がむなしい心で歩んでいるように歩

んではなりません。 18彼らは、その知性に

おいて暗くなり、彼らのうちにある無知と

、かたくなな心とのゆえに、神のいのちか

ら遠く離れています。 19道徳的に無感覚と

なった彼らは、好色に身をゆだねて、あら

ゆる不潔な行ないをむさぼるようになって

います。 20しかし、あなたがたはキリスト

のことを、このようには学びませんでした

。 21ただし、ほんとうにあなたがたがキリ

ストに聞き、キリストにあって教えられて

いるのならばです。まさしく真理はイエス

にあるのですから。 22その教えとは、あな

たがたの以前の生活について言うならば、

人を欺く情欲によって滅びて行く古い人を

脱ぎ捨てるべきこと、 23またあなたがたが

心の霊において新しくされ、 24真理に基づ

く義と聖をもって神にかたどり造り出され

た、新しい人を身に着るべきことでした。

25ですから、あなたがたは偽りを捨て、お

のおの隣人に対して真実を語りなさい。私

たちはからだの一部分として互いにそれぞ

れのものだからです。 26怒っても、罪を犯

してはなりません。日が暮れるまで憤った

ままでいてはいけません。 27悪魔に機会を

与えないようにしなさい。 28盗みをしてい

る者は、もう盗んではいけません。かえっ

て、困っている人に施しをするため、自分

の手をもって正しい仕事をし、ほねおって
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働きなさい。 29悪いことばを、いっさい口

から出してはいけません。ただ、必要なと

き、人の徳を養うのに役立つことばを話し

、聞く人に恵みを与えなさい。 30神の聖霊

を悲しませてはいけません。あなたがたは

、贖いの日のために、聖霊によって証印を

押されているのです。 31無慈悲、憤り、怒

り、叫び、そしりなどを、いっさいの悪意

とともに、みな捨て去りなさい。 32お互い

に親切にし、心の優しい人となり、神がキ

リストにおいてあなたがたを赦してくださ

ったように、互いに赦し合いなさい。

5ですから、愛されている子どもらしく、
神にならう者となりなさい。 2また、愛

のうちに歩みなさい。キリストもあなたが

たを愛して、私たちのために、ご自身を神

へのささげ物、また供え物とし、香ばしい

かおりをおささげになりました。 3あなた

がたの間では、聖徒にふさわしく、不品行

も、どんな汚れも、またむさぼりも、口に

することさえいけません。 4また、みだら

なことや、愚かな話や、下品な冗談を避け

なさい。そのようなことは良くないことで

す。むしろ、感謝しなさい。 5あなたがた

がよく見て知っているとおり、不品行な者

や、汚れた者や、むさぼる者――これが偶

像礼拝者です。――こういう人はだれも、

キリストと神との御国を相続することがで

きません。 6むなしいことばに、だまされ

てはいけません。こういう行ないのゆえに

、神の怒りは不従順な子らに下るのです。

7ですから、彼らの仲間になってはいけま

せん。 8あなたがたは、以前は暗やみでし

たが、今は、主にあって、光となりました

。光の子どもらしく歩みなさい。 9――光

の結ぶ実は、あらゆる善意と正義と真実な

のです。―― 10そのためには、主に喜ばれ

ることが何であるかを見分けなさい。 11実

を結ばない暗やみのわざに仲間入りしない

で、むしろ、それを明るみに出しなさい。

12なぜなら、彼らがひそかに行なっている

ことは、口にするのも恥ずかしいことだか

らです。 13けれども、明るみに引き出され

るものは、みな、光によって明らかにされ

ます。 14明らかにされたものはみな、光だ

からです。それで、こう言われています。

「眠っている人よ。目をさませ。 死者の中

から起き上がれ。 そうすれば、キリストが

、あなたを照らされる。」 15そういうわけ

ですから、賢くない人のようにではなく、

賢い人のように歩んでいるかどうか、よく

よく注意し、 16機会を十分に生かして用い

なさい。悪い時代だからです。 17ですから

、愚かにならないで、主のみこころは何で

あるかを、よく悟りなさい。 18また、酒に

酔ってはいけません。そこには放蕩がある

からです。御霊に満たされなさい。 19詩と

賛美と霊の歌とをもって、互いに語り、主

に向かって、心から歌い、また賛美しなさ

い。 20いつでも、すべてのことについて、

私たちの主イエス・キリストの名によって

父なる神に感謝しなさい。 21キリストを恐

れ尊んで、互いに従いなさい。 22妻たちよ

。あなたがたは、主に従うように、自分の

夫に従いなさい。 23なぜなら、キリストは

教会のかしらであって、ご自身がそのから

だの救い主であられるように、夫は妻のか

しらであるからです。 24教会がキリストに

従うように、妻も、すべてのことにおいて

、夫に従うべきです。 25夫たちよ。キリス
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トが教会を愛し、教会のためにご自身をさ

さげられたように、あなたがたも、自分の

妻を愛しなさい。 26キリストがそうされた

のは、みことばにより、水の洗いをもって

、教会をきよめて聖なるものとするためで

あり、 27ご自身で、しみや、しわや、その

ようなものの何一つない、きよく傷のない

ものとなった栄光の教会を、ご自分の前に

立たせるためです。 28そのように、夫も自

分の妻を自分のからだのように愛さなけれ

ばなりません。自分の妻を愛する者は自分

を愛しているのです。 29だれも自分の身を

憎んだ者はいません。かえって、これを養

い育てます。それはキリストが教会をそう

されたのと同じです。 30私たちはキリスト

のからだの部分だからです。 31「それゆえ

、人はその父と母を離れ、妻と結ばれ、ふ

たりは一心同体となる。」 32この奥義は偉

大です。私は、キリストと教会とをさして

言っているのです。 33それはそうとして、

あなたがたも、おのおの自分の妻を自分と

同様に愛しなさい。妻もまた自分の夫を敬

いなさい。

6子どもたちよ。主にあって両親に従いな
さい。これは正しいことだからです。 2

「あなたの父と母を敬え。」これは第一の

戒めであり、約束を伴ったものです。すな

わち、 3「そうしたら、あなたはしあわせ

になり、地上で長生きする。」という約束

です。 4父たちよ。あなたがたも、子ども

をおこらせてはいけません。かえって、主

の教育と訓戒によって育てなさい。 5奴隷

たちよ。あなたがたは、キリストに従うよ

うに、恐れおののいて真心から地上の主人

に従いなさい。 6人のごきげんとりのよう

な、うわべだけの仕え方でなく、キリスト

のしもべとして、心から神のみこころを行

ない、 7人にではなく、主に仕えるように

、善意をもって仕えなさい。 8良いことを

行なえば、奴隷であっても自由人であって

も、それぞれその報いを主から受けること

をあなたがたは知っています。 9主人たち

よ。あなたがたも、奴隷に対して同じよう

にふるまいなさい。おどすことはやめなさ

い。あなたがたは、彼らとあなたがたとの

主が天におられ、主は人を差別されること

がないことを知っているのですから。 10終

わりに言います。主にあって、その大能の

力によって強められなさい。 11悪魔の策略

に対して立ち向かうことができるために、

神のすべての武具を身に着けなさい。 12私

たちの格闘は血肉に対するものではなく、

主権、力、この暗やみの世界の支配者たち

、また、天にいるもろもろの悪霊に対する

ものです。 (aiōn g165) 13ですから、邪悪な日

に際して対抗できるように、また、いっさ

いを成し遂げて、堅く立つことができるよ

うに、神のすべての武具をとりなさい。 14

では、しっかりと立ちなさい。腰には真理

の帯を締め、胸には正義の胸当てを着け、

15足には平和の福音の備えをはきなさい。

16これらすべてのものの上に、信仰の大盾

を取りなさい。それによって、悪い者が放

つ火矢を、みな消すことができます。 17救

いのかぶとをかぶり、また御霊の与える剣

である、神のことばを受け取りなさい。 18

すべての祈りと願いを用いて、どんなとき

にも御霊によって祈りなさい。そのために

は絶えず目をさましていて、すべての聖徒

のために、忍耐の限りを尽くし、また祈り
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なさい。 19また、私が口を開くとき、語る

べきことばが与えられ、福音の奥義を大胆

に知らせることができるように私のために

も祈ってください。 20私は鎖につながれて

、福音のために大使の役を果たしています

。鎖につながれていても、語るべきことを

大胆に語れるように、祈ってください。 21

あなたがたにも私の様子や、私が何をして

いるかなどを知っていただくために、主に

あって愛する兄弟であり、忠実な奉仕者で

あるテキコが、一部始終を知らせるでしょ

う。 22テキコをあなたがたのもとに遣わし

たのは、ほかでもなく、あなたがたが私た

ちの様子を知り、また彼によって心に励ま

しを受けるためです。 23どうか、父なる神

と主イエス・キリストから、平安と信仰に

伴う愛とが兄弟たちの上にありますように

。 24私たちの主イエス・キリストを朽ちぬ

愛をもって愛するすべての人の上に、恵み

がありますように。
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ピリピ人への手紙

1キリスト・イエスのしもべであるパウロ
とテモテから、ピリピにいるキリスト・

イエスにあるすべての聖徒たち、また監督

と執事たちへ。 2どうか、私たちの父なる

神と主イエス・キリストから、恵みと平安

があなたがたの上にありますように。 3私

は、あなたがたのことを思うごとに私の神

に感謝し、 4あなたがたすべてのために祈

るごとに、いつも喜びをもって祈り、 5あ

なたがたが、最初の日から今日まで、福音

を広めることにあずかって来たことを感謝

しています。 6あなたがたのうちに良い働

きを始められた方は、キリスト・イエスの

日が来るまでにそれを完成させてくださる

ことを私は堅く信じているのです。 7私が

あなたがたすべてについてこのように考え

るのは正しいのです。あなたがたはみな、

私が投獄されているときも、福音を弁明し

立証しているときも、私とともに恵みにあ

ずかった人々であり、私は、そのようなあ

なたがたを、心に覚えているからです。 8

私が、キリスト・イエスの愛の心をもって

、どんなにあなたがたすべてを慕っている

か、そのあかしをしてくださるのは神です

。 9私は祈っています。あなたがたの愛が

真の知識とあらゆる識別力によって、いよ

いよ豊かになり、 10あなたがたが、真にす

ぐれたものを見分けることができるように

なりますように。またあなたがたが、キリ

ストの日には純真で非難されるところがな

く、 11イエス・キリストによって与えられ

る義の実に満たされている者となり、神の

御栄えと誉れが現わされますように。 12さ

て、兄弟たち。私の身に起こったことが、

かえって福音を前進させることになったの

を知ってもらいたいと思います。 13私がキ

リストのゆえに投獄されている、というこ

とは、親衛隊の全員と、そのほかのすべて

の人にも明らかになり、 14また兄弟たちの

大多数は、私が投獄されたことにより、主

にあって確信を与えられ、恐れることなく

、ますます大胆に神のことばを語るように

なりました。 15人々の中にはねたみや争い

をもってキリストを宣べ伝える者もいます

が、善意をもってする者もいます。 16一方

の人たちは愛をもってキリストを伝え、私

が福音を弁証するために立てられているこ

とを認めていますが、 17他の人たちは純真

な動機からではなく、党派心をもって、キ

リストを宣べ伝えており、投獄されている

私をさらに苦しめるつもりなのです。 18す

ると、どういうことになりますか。つまり

、見せかけであろうとも、真実であろうと

も、あらゆるしかたで、キリストが宣べ伝

えられているのであって、このことを私は

喜んでいます。そうです、今からも喜ぶこ

とでしょう。 19というわけは、あなたがた

の祈りとイエス・キリストの御霊の助けに

よって、このことが私の救いとなることを

私は知っているからです。 20それは、私が

どういうばあいにも恥じることなく、いつ

ものように今も大胆に語って、生きるにし

ても、死ぬにしても、私の身によって、キ

リストのすばらしさが現わされることを求

める私の切なる願いと望みにかなっている

のです。 21私にとっては、生きることはキ

リスト、死ぬこともまた益です。 22しかし

、もしこの肉体のいのちが続くとしたら、

私の働きが豊かな実を結ぶことになるので
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、どちらを選んだらよいのか、私にはわか

りません。 23私は、その二つのものの間に

板ばさみとなっています。私の願いは、世

を去ってキリストとともにいることです。

実はそのほうが、はるかにまさっています

。 24しかし、この肉体にとどまることが、

あなたがたのためには、もっと必要です。

25私はこのことを確信していますから、あ

なたがたの信仰の進歩と喜びとのために、

私が生きながらえて、あなたがたすべてと

いっしょにいるようになることを知ってい

ます。 26そうなれば、私はもう一度あなた

がたのところに行けるので、私のことに関

するあなたがたの誇りは、キリスト・イエ

スにあって増し加わるでしょう。 27ただ、

キリストの福音にふさわしく生活しなさい

。そうすれば、私が行ってあなたがたに会

うにしても、また離れているにしても、私

はあなたがたについて、こう聞くことがで

きるでしょう。あなたがたは霊を一つにし

てしっかりと立ち、心を一つにして福音の

信仰のために、ともに奮闘しており、 28ま

た、どんなことがあっても、反対者たちに

驚かされることはないと。それは、彼らに

とっては滅びのしるしであり、あなたがた

にとっては救いのしるしです。これは神か

ら出たことです。 29あなたがたは、キリス

トのために、キリストを信じる信仰だけで

なく、キリストのための苦しみをも賜わっ

たのです。 30あなたがたは、私について先

に見たこと、また、私についていま聞いて

いるのと同じ戦いを経験しているのです。

2こういうわけですから、もしキリストに
あって励ましがあり、愛の慰めがあり、

御霊の交わりがあり、愛情とあわれみがあ

るなら、 2私の喜びが満たされるように、

あなたがたは一致を保ち、同じ愛の心を持

ち、心を合わせ、志を一つにしてください

。 3何事でも自己中心や虚栄からすること

なく、へりくだって、互いに人を自分より

もすぐれた者と思いなさい。 4自分のこと

だけではなく、他の人のことも顧みなさい

。 5あなたがたの間では、そのような心構

えでいなさい。それはキリスト・イエスの

うちにも見られるものです。 6キリストは

、神の御姿であられる方なのに、神のあり

方を捨てることができないとは考えないで

、 7ご自分を無にして、仕える者の姿をと

り、人間と同じようになられたのです。 8

キリストは人間と同じようなかたちになり

、自分を卑しくし、死にまで従い、実に十

字架の死にまでも従われたのです。 9それ

ゆえ、神は、キリストを高く上げて、すべ

ての名にまさる名をお与えになりました。

10それは、イエスの御名によって、天にあ

るもの、地にあるもの、地の下にあるもの

のすべてが、ひざをかがめ、 11すべての口

が、「イエス・キリストは主である。」と

告白して、父なる神がほめたたえられるた

めです。 12そういうわけですから、愛する

人たち、いつも従順であったように、私が

いるときだけでなく、私のいない今はなお

さら、恐れおののいて自分の救いを達成し

てください。 13神は、みこころのままに、

あなたがたのうちに働いて志を立てさせ、

事を行なわせてくださるのです。 14すべて

のことを、つぶやかず、疑わずに行ないな

さい。 15それは、あなたがたが、非難され

るところのない純真な者となり、また、曲

がった邪悪な世代の中にあって傷のない神
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の子どもとなり、 16いのちのことばをしっ

かり握って、彼らの間で世の光として輝く

ためです。そうすれば、私は、自分の努力

したことがむだではなく、苦労したことも

むだでなかったことを、キリストの日に誇

ることができます。 17たとい私が、あなた

がたの信仰の供え物と礼拝とともに、注ぎ

の供え物となっても、私は喜びます。あな

たがたすべてとともに喜びます。 18あなた

がたも同じように喜んでください。私とい

っしょに喜んでください。 19しかし、私も

あなたがたのことを知って励ましを受けた

いので、早くテモテをあなたがたのところ

に送りたいと、主イエスにあって望んでい

ます。 20テモテのように私と同じ心になっ

て、真実にあなたがたのことを心配してい

る者は、ほかにだれもいないからです。 21

だれもみな自分自身のことを求めるだけで

、キリスト・イエスのことを求めてはいま

せん。 22しかし、テモテのりっぱな働きぶ

りは、あなたがたの知っているところです

。子が父に仕えるようにして、彼は私とい

っしょに福音に奉仕して来ました。 23です

から、私のことがどうなるかがわかりしだ

い、彼を遣わしたいと望んでいます。 24し

かし私自身も近いうちに行けることと、主

にあって確信しています。 25しかし、私の

兄弟、同労者、戦友、またあなたがたの使

者として私の窮乏のときに仕えてくれた人

エパフロデトは、あなたがたのところに送

らねばならないと思っています。 26彼は、

あなたがたすべてを慕い求めており、また

、自分の病気のことがあなたがたに伝わっ

たことを気にしているからです。 27ほんと

うに、彼は死ぬほどの病気にかかりました

が、神は彼をあわれんでくださいました。

彼ばかりでなく私をもあわれんで、私にと

って悲しみに悲しみが重なることのないよ

うにしてくださいました。 28そこで、私は

大急ぎで彼を送ります。あなたがたが彼に

再び会って喜び、私も心配が少なくなるた

めです。 29ですから、喜びにあふれて、主

にあって、彼を迎えてください。また、彼

のような人々には尊敬を払いなさい。 30な

ぜなら、彼は、キリストの仕事のために、

いのちの危険を冒して死ぬばかりになった

からです。彼は私に対して、あなたがたが

私に仕えることのできなかった分を果たそ

うとしたのです。

3最後に、私の兄弟たち。主にあって喜び
なさい。前と同じことを書きますが、こ

れは、私には煩わしいことではなく、あな

たがたの安全のためにもなることです。 2

どうか犬に気をつけてください。悪い働き

人に気をつけてください。肉体だけの割礼

の者に気をつけてください。 3神の御霊に

よって礼拝をし、キリスト・イエスを誇り

、人間的なものを頼みにしない私たちのほ

うこそ、割礼の者なのです。 4ただし、私

は、人間的なものにおいても頼むところが

あります。もし、ほかの人が人間的なもの

に頼むところがあると思うなら、私は、そ

れ以上です。 5私は八日目の割礼を受け、

イスラエル民族に属し、ベニヤミンの分か

れの者です。きっすいのヘブル人で、律法

についてはパリサイ人、 6その熱心は教会

を迫害したほどで、律法による義について

ならば非難されるところのない者です。 7

しかし、私にとって得であったこのような

ものをみな、私はキリストのゆえに、損と
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思うようになりました。 8それどころか、

私の主であるキリスト・イエスを知ってい

ることのすばらしさのゆえに、いっさいの

ことを損と思っています。私はキリストの

ためにすべてのものを捨てて、それらをち

りあくたと思っています。それは、私には

、キリストを得、また、 9キリストの中に

ある者と認められ、律法による自分の義で

はなくて、キリストを信じる信仰による義

、すなわち、信仰に基づいて、神から与え

られる義を持つことができる、という望み

があるからです。 10私は、キリストとその

復活の力を知り、またキリストの苦しみに

あずかることも知って、キリストの死と同

じ状態になり、 11どうにかして、死者の中

からの復活に達したいのです。 12私は、す

でに得たのでもなく、すでに完全にされて

いるのでもありません。ただ捕えようとし

て、追求しているのです。そして、それを

得るようにとキリスト・イエスが私を捕え

てくださったのです。 13兄弟たちよ。私は

、自分はすでに捕えたなどと考えてはいま

せん。ただ、この一事に励んでいます。す

なわち、うしろのものを忘れ、ひたむきに

前のものに向かって進み、 14キリスト・イ

エスにおいて上に召してくださる神の栄冠

を得るために、目標を目ざして一心に走っ

ているのです。 15ですから、成人である者

はみな、このような考え方をしましょう。

もし、あなたがたがどこかでこれと違った

考え方をしているなら、神はそのこともあ

なたがたに明らかにしてくださいます。 16

それはそれとして、私たちはすでに達して

いるところを基準として、進むべきです。

17兄弟たち。私を見ならう者になってくだ

さい。また、あなたがたと同じように私た

ちを手本として歩んでいる人たちに、目を

留めてください。 18というのは、私はしば

しばあなたがたに言って来たし、今も涙を

もって言うのですが、多くの人々がキリス

トの十字架の敵として歩んでいるからです

。 19彼らの最後は滅びです。彼らの神は彼

らの欲望であり、彼らの栄光は彼ら自身の

恥なのです。彼らの思いは地上のことだけ

です。 20けれども、私たちの国籍は天にあ

ります。そこから主イエス・キリストが救

い主としておいでになるのを、私たちは待

ち望んでいます。 21キリストは、万物をご

自身に従わせることのできる御力によって

、私たちの卑しいからだを、ご自身の栄光

のからだと同じ姿に変えてくださるのです

。

4そういうわけですから、私の愛し慕う兄
弟たち、私の喜び、冠よ。どうか、この

ように主にあってしっかりと立ってくださ

い。私の愛する人たち。 2ユウオデヤに勧

め、スントケに勧めます。あなたがたは、

主にあって一致してください。 3ほんとう

に、真の協力者よ。あなたにも頼みます。

彼女たちを助けてやってください。この人

たちは、いのちの書に名のしるされている

クレメンスや、そのほかの私の同労者たち

とともに、福音を広めることで私に協力し

て戦ったのです。 4いつも主にあって喜び

なさい。もう一度言います。喜びなさい。

5あなたがたの寛容な心を、すべての人に

知らせなさい。主は近いのです。 6何も思

い煩わないで、あらゆるばあいに、感謝を

もってささげる祈りと願いによって、あな

たがたの願い事を神に知っていただきなさ
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い。 7そうすれば、人のすべての考えにま

さる神の平安が、あなたがたの心と思いを

キリスト・イエスにあって守ってくれます

。 8最後に、兄弟たち。すべての真実なこ

と、すべての誉れあること、すべての正し

いこと、すべてのきよいこと、すべての愛

すべきこと、すべての評判の良いこと、そ

のほか徳と言われること、称賛に値するこ

とがあるならば、そのようなことに心を留

めなさい。 9あなたがたが私から学び、受

け、聞き、また見たことを実行しなさい。

そうすれば、平和の神があなたがたととも

にいてくださいます。 10私のことを心配し

てくれるあなたがたの心が、今ついによみ

がえって来たことを、私は主にあって非常

に喜んでいます。あなたがたは心にかけて

はいたのですが、機会がなかったのです。

11乏しいからこう言うのではありません。

私は、どんな境遇にあっても満ち足りるこ

とを学びました。 12私は、貧しさの中にい

る道も知っており、豊かさの中にいる道も

知っています。また、飽くことにも飢える

ことにも、富むことにも乏しいことにも、

あらゆる境遇に対処する秘訣を心得ていま

す。 13私は、私を強くしてくださる方によ

って、どんなことでもできるのです。 14そ

れにしても、あなたがたは、よく私と困難

を分け合ってくれました。 15ピリピの人た

ち。あなたがたも知っているとおり、私が

福音を宣べ伝え始めたころ、マケドニヤを

離れて行ったときには、私の働きのために

、物をやり取りしてくれた教会は、あなた

がたのほかには一つもありませんでした。

16テサロニケにいたときでさえ、あなたが

たは一度ならず二度までも物を送って、私

の乏しさを補ってくれました。 17私は贈り

物を求めているのではありません。私のほ

しいのは、あなたがたの収支を償わせて余

りある霊的祝福なのです。 18私は、すべて

の物を受けて、満ちあふれています。エパ

フロデトからあなたがたの贈り物を受けた

ので、満ち足りています。それは香ばしい

かおりであって、神が喜んで受けてくださ

る供え物です。 19また、私の神は、キリス

ト・イエスにあるご自身の栄光の富をもっ

て、あなたがたの必要をすべて満たしてく

ださいます。 20どうか、私たちの父なる神

に御栄えがとこしえにありますように。ア

ーメン。 (aiōn g165) 21キリスト・イエスにあ

る聖徒のひとりひとりに、よろしく伝えて

ください。私といっしょにいる兄弟たちが

、あなたがたによろしくと言っています。

22聖徒たち全員が、そして特に、カイザル

の家に属する人々が、よろしくと言ってい

ます。 23どうか、主イエス・キリストの恵

みが、あなたがたの霊とともにありますよ

うに。
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コロサイ人への手紙

1神のみこころによる、キリスト・イエス
の使徒パウロ、および兄弟テモテから、

2コロサイにいる聖徒たちで、キリストに

ある忠実な兄弟たちへ。どうか、私たちの

父なる神から、恵みと平安があなたがたの

上にありますように。 3私たちは、いつも

あなたがたのために祈り、私たちの主イエ

ス・キリストの父なる神に感謝しています

。 4それは、キリスト・イエスに対するあ

なたがたの信仰と、すべての聖徒に対して

あなたがたが抱いている愛のことを聞いた

からです。 5それらは、あなたがたのため

に天にたくわえられてある望みに基づくも

のです。あなたがたは、すでにこの望みの

ことを、福音の真理のことばの中で聞きま

した。 6この福音は、あなたがたが神の恵

みを聞き、それをほんとうに理解したとき

以来、あなたがたの間でも見られるとおり

の勢いをもって、世界中で、実を結び広が

り続けています。福音はそのようにしてあ

なたがたに届いたのです。 7これはあなた

がたが私たちと同じしもべである愛するエ

パフラスから学んだとおりのものです。彼

は私たちに代わって仕えている忠実な、キ

リストの仕え人であって、 8私たちに、御

霊によるあなたがたの愛を知らせてくれま

した。 9こういうわけで、私たちはそのこ

とを聞いた日から、絶えずあなたがたのた

めに祈り求めています。どうか、あなたが

たがあらゆる霊的な知恵と理解力によって

、神のみこころに関する真の知識に満たさ

れますように。 10また、主にかなった歩み

をして、あらゆる点で主に喜ばれ、あらゆ

る善行のうちに実を結び、神を知る知識を

増し加えられますように。 11また、神の栄

光ある権能に従い、あらゆる力をもって強

くされて、忍耐と寛容を尽くし、 12また、

光の中にある、聖徒の相続分にあずかる資

格を私たちに与えてくださった父なる神に

、喜びをもって感謝をささげることができ

ますように。 13神は、私たちを暗やみの圧

制から救い出して、愛する御子のご支配の

中に移してくださいました。 14この御子の

うちにあって、私たちは、贖い、すなわち

罪の赦しを得ています。 15御子は、見えな

い神のかたちであり、造られたすべてのも

のより先に生まれた方です。 16なぜなら、

万物は御子にあって造られたからです。天

にあるもの、地にあるもの、見えるもの、

また見えないもの、王座も主権も支配も権

威も、すべて御子によって造られたのです

。万物は、御子によって造られ、御子のた

めに造られたのです。 17御子は、万物より

も先に存在し、万物は御子にあって成り立

っています。 18また、御子はそのからだで

ある教会のかしらです。御子は初めであり

、死者の中から最初に生まれた方です。こ

うして、ご自身がすべてのことにおいて、

第一のものとなられたのです。 19なぜなら

、神はみこころによって、満ち満ちた神の

本質を御子のうちに宿らせ、 20その十字架

の血によって平和をつくり、御子によって

万物を、ご自分と和解させてくださったか

らです。地にあるものも天にあるものも、

ただ御子によって和解させてくださったの

です。 21あなたがたも、かつては神を離れ

、心において敵となって、悪い行ないの中

にあったのですが、 22今は神は、御子の肉

のからだにおいて、しかもその死によって
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、あなたがたをご自分と和解させてくださ

いました。それはあなたがたを、きよく、

傷なく、非難されるところのない者として

御前に立たせてくださるためでした。 23た

だし、あなたがたは、しっかりとした土台

の上に堅く立って、すでに聞いた福音の望

みからはずれることなく、信仰に踏みとど

まらなければなりません。この福音は、天

の下のすべての造られたものに宣べ伝えら

れているのであって、このパウロはそれに

仕える者となったのです。 24ですから、私

は、あなたがたのために受ける苦しみを喜

びとしています。そして、キリストのから

だのために、私の身をもって、キリストの

苦しみの欠けたところを満たしているので

す。キリストのからだとは、教会のことで

す。 25私は、あなたがたのために神からゆ

だねられた務めに従って、教会に仕える者

となりました。神のことばを余すところな

く伝えるためです。 26これは、多くの世代

にわたって隠されていて、いま神の聖徒た

ちに現わされた奥義なのです。 (aiōn g165) 27

神は聖徒たちに、この奥義が異邦人の間に

あってどのように栄光に富んだものである

かを、知らせたいと思われたのです。この

奥義とは、あなたがたの中におられるキリ

スト、栄光の望みのことです。 28私たちは

、このキリストを宣べ伝え、知恵を尽くし

て、あらゆる人を戒め、あらゆる人を教え

ています。それは、すべての人を、キリス

トにある成人として立たせるためです。 29

このために、私もまた、自分のうちに力強

く働くキリストの力によって、労苦しなが

ら奮闘しています。

2あなたがたとラオデキヤの人たちと、そ
のほか直接私の顔を見たことのない人た

ちのためにも、私がどんなに苦闘している

か、知ってほしいと思います。 2それは、

この人たちが心に励ましを受け、愛によっ

て結び合わされ、理解をもって豊かな全き

確信に達し、神の奥義であるキリストを真

に知るようになるためです。 3このキリス

トのうちに、知恵と知識との宝がすべて隠

されているのです。 4私がこう言うのは、

だれもまことしやかな議論によって、あな

たがたをあやまちに導くことのないためで

す。 5私は、肉体においては離れていても

、霊においてはあなたがたといっしょにい

て、あなたがたの秩序とキリストに対する

堅い信仰とを見て喜んでいます。 6あなた

がたは、このように主キリスト・イエスを

受け入れたのですから、彼にあって歩みな

さい。 7キリストの中に根ざし、また建て

られ、また、教えられたとおり信仰を堅く

し、あふれるばかり感謝しなさい。 8あの

むなしい、だましごとの哲学によってだれ

のとりこにもならぬよう、注意しなさい。

そのようなものは、人の言い伝えによるも

のであり、この世に属する幼稚な教えによ

るものであって、キリストに基づくもので

はありません。 9キリストのうちにこそ、

神の満ち満ちたご性質が形をとって宿って

います。 10そしてあなたがたは、キリスト

にあって、満ち満ちているのです。キリス

トはすべての支配と権威のかしらです。 11

キリストにあって、あなたがたは人の手に

よらない割礼を受けました。肉のからだを

脱ぎ捨て、キリストの割礼を受けたのです

。 12あなたがたは、バプテスマによってキ
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リストとともに葬られ、また、キリストを

死者の中からよみがえらせた神の力を信じ

る信仰によって、キリストとともによみが

えらされたのです。 13あなたがたは罪によ

って、また肉の割礼がなくて死んだ者であ

ったのに、神は、そのようなあなたがたを

、キリストとともに生かしてくださいまし

た。それは、私たちのすべての罪を赦し、

14いろいろな定めのために私たちに不利な

、いや、私たちを責め立てている債務証書

を無効にされたからです。神はこの証書を

取りのけ、十字架に釘づけにされました。

15神は、キリストにおいて、すべての支配

と権威の武装を解除してさらしものとし、

彼らを捕虜として凱旋の行列に加えられま

した。 16こういうわけですから、食べ物と

飲み物について、あるいは、祭りや新月や

安息日のことについて、だれにもあなたが

たを批評させてはなりません。 17これらは

、次に来るものの影であって、本体はキリ

ストにあるのです。 18あなたがたは、こと

さらに自己卑下をしようとしたり、御使い

礼拝をしようとする者に、ほうびをだまし

取られてはなりません。彼らは幻を見たこ

とに安住して、肉の思いによっていたずら

に誇り、 19かしらに堅く結びつくことをし

ません。このかしらがもとになり、からだ

全体は、関節と筋によって養われ、結び合

わされて、神によって成長させられるので

す。 20もしあなたがたが、キリストととも

に死んで、この世の幼稚な教えから離れた

のなら、どうして、まだこの世の生き方を

しているかのように、 21「すがるな。味わ

うな。さわるな。」というような定めに縛

られるのですか。 22そのようなものはすべ

て、用いれば滅びるものについてであって

、人間の戒めと教えによるものです。 23そ

のようなものは、人間の好き勝手な礼拝と

か、謙遜とか、または、肉体の苦行などの

ゆえに賢いもののように見えますが、肉の

ほしいままな欲望に対しては、何のききめ

もないのです。

3こういうわけで、もしあなたがたが、キ
リストとともによみがえらされたのなら

、上にあるものを求めなさい。そこにはキ

リストが、神の右に座を占めておられます

。 2あなたがたは、地上のものを思わず、

天にあるものを思いなさい。 3あなたがた

はすでに死んでおり、あなたがたのいのち

は、キリストとともに、神のうちに隠され

てあるからです。 4私たちのいのちである

キリストが現われると、そのときあなたが

たも、キリストとともに、栄光のうちに現

われます。 5ですから、地上のからだの諸

部分、すなわち、不品行、汚れ、情欲、悪

い欲、そしてむさぼりを殺してしまいなさ

い。このむさぼりが、そのまま偶像礼拝な

のです。 6このようなことのために、神の

怒りが下るのです。 7あなたがたも、以前

、そのようなものの中に生きていたときは

、そのような歩み方をしていました。 8し

かし今は、あなたがたも、すべてこれらの

こと、すなわち、怒り、憤り、悪意、そし

り、あなたがたの口から出る恥ずべきこと

ばを、捨ててしまいなさい。 9互いに偽り

を言ってはいけません。あなたがたは、古

い人をその行ないといっしょに脱ぎ捨てて

、 10新しい人を着たのです。新しい人は、

造り主のかたちに似せられてますます新し

くされ、真の知識に至るのです。 11そこに
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は、ギリシヤ人とユダヤ人、割礼の有無、

未開人、スクテヤ人、奴隷と自由人という

ような区別はありません。キリストがすべ

てであり、すべてのうちにおられるのです

。 12それゆえ、神に選ばれた者、きよい、

愛されている者として、あなたがたは深い

同情心、慈愛、謙遜、柔和、寛容を身に着

けなさい。 13互いに忍び合い、だれかがほ

かの人に不満を抱くことがあっても、互い

に赦し合いなさい。主があなたがたを赦し

てくださったように、あなたがたもそうし

なさい。 14そして、これらすべての上に、

愛を着けなさい。愛は結びの帯として完全

なものです。 15キリストの平和が、あなた

がたの心を支配するようにしなさい。その

ためにこそあなたがたも召されて一体とな

ったのです。また、感謝の心を持つ人にな

りなさい。 16キリストのことばを、あなた

がたのうちに豊かに住まわせ、知恵を尽く

して互いに教え、互いに戒め、詩と賛美と

霊の歌とにより、感謝にあふれて心から神

に向かって歌いなさい。 17あなたがたのす

ることは、ことばによると行ないによると

を問わず、すべて主イエスの名によってな

し、主によって父なる神に感謝しなさい。

18妻たちよ。主にある者にふさわしく、夫

に従いなさい。 19夫たちよ。妻を愛しなさ

い。つらく当たってはいけません。 20子ど

もたちよ。すべてのことについて、両親に

従いなさい。それは主に喜ばれることだか

らです。 21父たちよ。子どもをおこらせて

はいけません。彼らを気落ちさせないため

です。 22奴隷たちよ。すべてのことについ

て、地上の主人に従いなさい。人のごきげ

んとりのような、うわべだけの仕え方では

なく、主を恐れかしこみつつ、真心から従

いなさい。 23何をするにも、人に対してで

はなく、主に対してするように、心からし

なさい。 24あなたがたは、主から報いとし

て、御国を相続させていただくことを知っ

ています。あなたがたは主キリストに仕え

ているのです。 25不正を行なう者は、自分

が行なった不正の報いを受けます。それに

は不公平な扱いはありません。

4主人たちよ。あなたがたは、自分たちの
主も天におられることを知っているので

すから、奴隷に対して正義と公平を示しな

さい。 2目をさまして、感謝をもって、た

ゆみなく祈りなさい。 3同時に、私たちの

ためにも、神がみことばのために門を開い

てくださって、私たちがキリストの奥義を

語れるように、祈ってください。この奥義

のために、私は牢に入れられています。 4

また、私がこの奥義を、当然語るべき語り

方で、はっきり語れるように、祈ってくだ

さい。 5外部の人に対して賢明にふるまい

、機会を十分に生かして用いなさい。 6あ

なたがたのことばが、いつも親切で、塩味

のきいたものであるようにしなさい。そう

すれば、ひとりひとりに対する答え方がわ

かります。 7私の様子については、主にあ

って愛する兄弟、忠実な奉仕者、同労のし

もべであるテキコが、あなたがたに一部始

終を知らせるでしょう。 8私がテキコをあ

なたがたのもとに送るのは、あなたがたが

私たちの様子を知り、彼によって心に励ま

しを受けるためにほかなりません。 9また

彼は、あなたがたの仲間のひとりで、忠実

な愛する兄弟オネシモといっしょに行きま

す。このふたりが、こちらの様子をみな知
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らせてくれるでしょう。 10私といっしょに

囚人となっているアリスタルコが、あなた

がたによろしくと言っています。バルナバ

のいとこであるマルコも同じです。――こ

の人については、もし彼があなたがたのと

ころに行ったなら、歓迎するようにという

指示をあなたがたは受けています。―― 11

ユストと呼ばれるイエスもよろしくと言っ

ています。割礼を受けた人では、この人た

ちだけが、神の国のために働く私の同労者

です。また、彼らは私を激励する者となっ

てくれました。 12あなたがたの仲間のひと

り、キリスト・イエスのしもべエパフラス

が、あなたがたによろしくと言っています

。彼はいつも、あなたがたが完全な人とな

り、また神のすべてのみこころを十分に確

信して立つことができるよう、あなたがた

のために祈りに励んでいます。 13私はあか

しします。彼はあなたがたのために、また

ラオデキヤとヒエラポリスにいる人々のた

めに、非常に苦労しています。 14愛する医

者ルカ、それにデマスが、あなたがたによ

ろしくと言っています。 15どうか、ラオデ

キヤの兄弟たちに、またヌンパとその家に

ある教会に、よろしく言ってください。 16

この手紙があなたがたのところで読まれた

なら、ラオデキヤ人の教会でも読まれるよ

うにしてください。あなたがたのほうも、

ラオデキヤから回って来る手紙を読んでく

ださい。 17アルキポに、「主にあって受け

た務めを、注意してよく果たすように。」

と言ってください。 18パウロが自筆であい

さつを送ります。私が牢につながれている

ことを覚えていてください。どうか、恵み

があなたがたとともにありますように。
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テサロニケ人への手

紙第一

1パウロ、シルワノ、テモテから、父なる
神および主イエス・キリストにあるテサ

ロニケ人の教会へ。恵みと平安があなたが

たの上にありますように。 2私たちは、い

つもあなたがたすべてのために神に感謝し

、祈りのときにあなたがたを覚え、 3絶え

ず、私たちの父なる神の御前に、あなたが

たの信仰の働き、愛の労苦、主イエス・キ

リストへの望みの忍耐を思い起こしていま

す。 4神に愛されている兄弟たち。あなた

がたが神に選ばれた者であることは私たち

が知っています。 5なぜなら、私たちの福

音があなたがたに伝えられたのは、ことば

だけによったのではなく、力と聖霊と強い

確信とによったからです。また、私たちが

あなたがたのところで、あなたがたのため

に、どのようにふるまったかは、あなたが

たが知っています。 6あなたがたも、多く

の苦難の中で、聖霊による喜びをもってみ

ことばを受け入れ、私たちと主とにならう

者になりました。 7こうして、あなたがた

は、マケドニヤとアカヤとのすべての信者

の模範になったのです。 8主のことばが、

あなたがたのところから出てマケドニヤと

アカヤに響き渡っただけでなく、神に対す

るあなたがたの信仰はあらゆる所に伝わっ

ているので、私たちは何も言わなくてよい

ほどです。 9私たちがどのようにあなたが

たに受け入れられたか、また、あなたがた

がどのように偶像から神に立ち返って、生

けるまことの神に仕えるようになり、 10ま

た、神が死者の中からよみがえらせなさっ

た御子、すなわち、やがて来る御怒りから

私たちを救い出してくださるイエスが天か

ら来られるのを待ち望むようになったか、

それらのことは他の人々が言い広めている

のです。

2兄弟たち。あなたがたが知っているとお
り、私たちがあなたがたのところに行っ

たことは、むだではありませんでした。 2

ご承知のように、私たちはまずピリピで苦

しみに会い、はずかしめを受けたのですが

、私たちの神によって、激しい苦闘の中で

も大胆に神の福音をあなたがたに語りまし

た。 3私たちの勧めは、迷いや不純な心か

ら出ているものではなく、だましごとでも

ありません。 4私たちは神に認められて福

音をゆだねられた者ですから、それにふさ

わしく、人を喜ばせようとしてではなく、

私たちの心をお調べになる神を喜ばせよう

として語るのです。 5ご存じのとおり、私

たちは今まで、へつらいのことばを用いた

り、むさぼりの口実を設けたりしたことは

ありません。神がそのことの証人です。 6

また、キリストの使徒たちとして権威を主

張することもできたのですが、私たちは、

あなたがたからも、ほかの人々からも、人

からの名誉を受けようとはしませんでした

。 7それどころか、あなたがたの間で、母

がその子どもたちを養い育てるように、優

しくふるまいました。 8このようにあなた

がたを思う心から、ただ神の福音だけでは

なく、私たち自身のいのちまでも、喜んで

あなたがたに与えたいと思ったのです。な

ぜなら、あなたがたは私たちの愛する者と

なったからです。 9兄弟たち。あなたがた

は、私たちの労苦と苦闘を覚えているでし
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ょう。私たちはあなたがたのだれにも負担

をかけまいとして、昼も夜も働きながら、

神の福音をあなたがたに宣べ伝えました。

10また、信者であるあなたがたに対して、

私たちが敬虔に、正しく、また責められる

ところがないようにふるまったことは、あ

なたがたがあかしし、神もあかししてくだ

さることです。 11また、ご承知のとおり、

私たちは父がその子どもに対してするよう

に、あなたがたひとりひとりに、 12ご自身

の御国と栄光とに召してくださる神にふさ

わしく歩むように勧めをし、慰めを与え、

おごそかに命じました。 13こういうわけで

、私たちとしてもまた、絶えず神に感謝し

ています。あなたがたは、私たちから神の

使信のことばを受けたとき、それを人間の

ことばとしてではなく、事実どおりに神の

ことばとして受け入れてくれたからです。

この神のことばは、信じているあなたがた

のうちに働いているのです。 14兄弟たち。

あなたがたはユダヤの、キリスト・イエス

にある神の諸教会にならう者となったので

す。彼らがユダヤ人に苦しめられたのと同

じように、あなたがたも自分の国の人に苦

しめられたのです。 15ユダヤ人は、主であ

られるイエスをも、預言者たちをも殺し、

また私たちをも追い出し、神に喜ばれず、

すべての人の敵となっています。 16彼らは

、私たちが異邦人の救いのために語るのを

妨げ、このようにして、いつも自分の罪を

満たしています。しかし、御怒りは彼らの

上に臨んで窮みに達しました。 17兄弟たち

よ。私たちは、しばらくの間あなたがたか

ら引き離されたので、――といっても、顔

を見ないだけで、心においてではありませ

んが、――なおさらのこと、あなたがたの

顔を見たいと切に願っていました。 18それ

で私たちは、あなたがたのところに行こう

としました。このパウロは一度ならず二度

までも心を決めたのです。しかし、サタン

が私たちを妨げました。 19私たちの主イエ

スが再び来られるとき、御前で私たちの望

み、喜び、誇りの冠となるのはだれでしょ

う。あなたがたではありませんか。 20あな

たがたこそ私たちの誉れであり、また喜び

なのです。

3そこで、私たちはもはやがまんできなく
なり、私たちだけがアテネにとどまるこ

とにして、 2私たちの兄弟であり、キリス

トの福音において神の同労者であるテモテ

を遣わしたのです。それは、あなたがたの

信仰についてあなたがたを強め励まし、 3

このような苦難の中にあっても、動揺する

者がひとりもないようにするためでした。

あなたがた自身が知っているとおり、私た

ちはこのような苦難に会うように定められ

ているのです。 4あなたがたのところにい

たとき、私たちは苦難に会うようになる、

と前もって言っておいたのですが、それが

、ご承知のとおり、はたして事実となった

のです。 5そういうわけで、私も、あれ以

上はがまんができず、また誘惑者があなた

がたを誘惑して、私たちの労苦がむだにな

るようなことがあってはいけないと思って

、あなたがたの信仰を知るために、彼を遣

わしたのです。 6ところが、今テモテがあ

なたがたのところから私たちのもとに帰っ

て来て、あなたがたの信仰と愛について良

い知らせをもたらしてくれました。また、

あなたがたが、いつも私たちのことを親切
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に考えていて、私たちがあなたがたに会い

たいと思うように、あなたがたも、しきり

に私たちに会いたがっていることを、知ら

せてくれました。 7このようなわけで、兄

弟たち。私たちはあらゆる苦しみと患難の

うちにも、あなたがたのことでは、その信

仰によって、慰めを受けました。 8あなた

がたが主にあって堅く立っていてくれるな

ら、私たちは今、生きがいがあります。 9

私たちの神の御前にあって、あなたがたの

ことで喜んでいる私たちのこのすべての喜

びのために、神にどんな感謝をささげたら

よいでしょう。 10私たちは、あなたがたの

顔を見たい、信仰の不足を補いたいと、昼

も夜も熱心に祈っています。 11どうか、私

たちの父なる神であり、また私たちの主イ

エスである方ご自身が、私たちの道を開い

て、あなたがたのところに行かせてくださ

いますように。 12また、私たちがあなたが

たを愛しているように、あなたがたの互い

の間の愛を、またすべての人に対する愛を

増させ、満ちあふれさせてくださいますよ

うに。 13また、あなたがたの心を強め、私

たちの主イエスがご自分のすべての聖徒と

ともに再び来られるとき、私たちの父なる

神の御前で、きよく、責められるところの

ない者としてくださいますように。

4終わりに、兄弟たちよ。主イエスにあっ
て、お願いし、また勧告します。あなた

がたはどのように歩んで神を喜ばすべきか

を私たちから学んだように、また、事実い

まあなたがたが歩んでいるように、ますま

すそのように歩んでください。 2私たちが

、主イエスによって、どんな命令をあなた

がたに授けたかを、あなたがたは知ってい

ます。 3神のみこころは、あなたがたがき

よくなることです。あなたがたが不品行を

避け、 4各自わきまえて、自分のからだを

、きよく、また尊く保ち、 5神を知らない

異邦人のように情欲におぼれず、 6また、

このようなことで、兄弟を踏みつけたり、

欺いたりしないことです。なぜなら、主は

これらすべてのことについて正しくさばか

れるからです。これは、私たちが前もって

あなたがたに話し、きびしく警告しておい

たところです。 7神が私たちを召されたの

は、汚れを行なわせるためではなく、聖潔

を得させるためです。 8ですから、このこ

とを拒む者は、人を拒むのではなく、あな

たがたに聖霊をお与えになる神を拒むので

す。 9兄弟愛については、何も書き送る必

要がありません。あなたがたこそ、互いに

愛し合うことを神から教えられた人たちだ

からです。 10実にマケドニヤ全土のすべて

の兄弟たちに対して、あなたがたはそれを

実行しています。しかし、兄弟たち。あな

たがたにお勧めします。どうか、さらにま

すますそうであってください。 11また、私

たちが命じたように、落ち着いた生活をす

ることを志し、自分の仕事に身を入れ、自

分の手で働きなさい。 12外の人々に対して

もりっぱにふるまうことができ、また乏し

いことがないようにするためです。 13眠っ

た人々のことについては、兄弟たち、あな

たがたに知らないでいてもらいたくありま

せん。あなたがたが他の望みのない人々の

ように悲しみに沈むことのないためです。

14私たちはイエスが死んで復活されたこと

を信じています。それならば、神はまたそ

のように、イエスにあって眠った人々をイ
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エスといっしょに連れて来られるはずです

。 15私たちは主のみことばのとおりに言い

ますが、主が再び来られるときまで生き残

っている私たちが、死んでいる人々に優先

するようなことは決してありません。 16主

は、号令と、御使いのかしらの声と、神の

ラッパの響きのうちに、ご自身天から下っ

て来られます。それからキリストにある死

者が、まず初めによみがえり、 17次に、生

き残っている私たちが、たちまち彼らとい

っしょに雲の中に一挙に引き上げられ、空

中で主と会うのです。このようにして、私

たちは、いつまでも主とともにいることに

なります。 18こういうわけですから、この

ことばをもって互いに慰め合いなさい。

5兄弟たち。それらがいつなのか、またど
ういう時かについては、あなたがたは私

たちに書いてもらう必要がありません。 2

主の日が夜中の盗人のように来るというこ

とは、あなたがた自身がよく承知している

からです。 3人々が「平和だ。安全だ。」

と言っているそのようなときに、突如とし

て滅びが彼らに襲いかかります。ちょうど

妊婦に産みの苦しみが臨むようなもので、

それをのがれることは決してできません。

4しかし、兄弟たち。あなたがたは暗やみ

の中にはいないのですから、その日が、盗

人のようにあなたがたを襲うことはありま

せん。 5あなたがたはみな、光の子ども、

昼の子どもだからです。私たちは、夜や暗

やみの者ではありません。 6ですから、ほ

かの人々のように眠っていないで、目をさ

まして、慎み深くしていましょう。 7眠る

者は夜眠り、酔う者は夜酔うからです。 8

しかし、私たちは昼の者なので、信仰と愛

を胸当てとして着け、救いの望みをかぶと

としてかぶって、慎み深くしていましょう

。 9神は、私たちが御怒りに会うようにお

定めになったのではなく、主イエス・キリ

ストにあって救いを得るようにお定めにな

ったからです。 10主が私たちのために死ん

でくださったのは、私たちが、目ざめてい

ても、眠っていても、主とともに生きるた

めです。 11ですから、あなたがたは、今し

ているとおり、互いに励まし合い、互いに

徳を高め合いなさい。 12兄弟たちよ。あな

たがたにお願いします。あなたがたの間で

労苦し、主にあってあなたがたを指導し、

訓戒している人々を認めなさい。 13その務

めのゆえに、愛をもって深い尊敬を払いな

さい。お互いの間に平和を保ちなさい。 14

兄弟たち。あなたがたに勧告します。気ま

まな者を戒め、小心な者を励まし、弱い者

を助け、すべての人に対して寛容でありな

さい。 15だれも悪をもって悪に報いないよ

うに気をつけ、お互いの間で、またすべて

の人に対して、いつも善を行なうよう務め

なさい。 16いつも喜んでいなさい。 17絶

えず祈りなさい。 18すべての事について、

感謝しなさい。これが、キリスト・イエス

にあって神があなたがたに望んでおられる

ことです。 19御霊を消してはなりません。

20預言をないがしろにしてはいけません。

21すべてのことを見分けて、ほんとうに良

いものを堅く守りなさい。 22悪はどんな悪

でも避けなさい。 23平和の神ご自身が、あ

なたがたを全くきよめてくださいますよう

に。主イエス・キリストの来臨のとき、責

められるところのないように、あなたがた

の霊、たましい、からだが完全に守られま
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すように。 24あなたがたを召された方は真

実ですから、きっとそのことをしてくださ

います。 25兄弟たち。私たちのためにも祈

ってください。 26すべての兄弟たちに、き

よい口づけをもってあいさつをなさい。 27

この手紙がすべての兄弟たちに読まれるよ

うに、主によって命じます。 28私たちの主

イエス・キリストの恵みが、あなたがたと

ともにありますように。
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テサロニケ人への手

紙第二

1パウロ、シルワノ、テモテから、私たち
の父なる神および主イエス・キリストに

あるテサロニケ人の教会へ。 2父なる神と

主イエス・キリストから、恵みと平安があ

なたがたの上にありますように。 3兄弟た

ち。あなたがたのことについて、私たちは

いつも神に感謝しなければなりません。そ

うするのが当然なのです。なぜならあなた

がたの信仰が目に見えて成長し、あなたが

たすべての間で、ひとりひとりに相互の愛

が増し加わっているからです。 4それゆえ

私たちは、神の諸教会の間で、あなたがた

がすべての迫害と患難とに耐えながらその

従順と信仰とを保っていることを、誇りと

しています。 5このことは、あなたがたを

神の国にふさわしい者とするため、神の正

しいさばきを示すしるしであって、あなた

がたが苦しみを受けているのは、この神の

国のためです。 6つまり、あなたがたを苦

しめる者には、報いとして苦しみを与え、

7苦しめられているあなたがたには、私た

ちとともに、報いとして安息を与えてくだ

さることは、神にとって正しいことなので

す。そのことは、主イエスが、炎の中に、

力ある御使いたちを従えて天から現われる

ときに起こります。 8そのとき主は、神を

知らない人々や、私たちの主イエスの福音

に従わない人々に報復されます。 9そのよ

うな人々は、主の御顔の前とその御力の栄

光から退けられて、永遠の滅びの刑罰を受

けるのです。 (aiōnios g166) 10その日に、主イ

エスは来られて、ご自分の聖徒たちによっ

て栄光を受け、信じたすべての者の――そ

うです。あなたがたに対する私たちの証言

は、信じられたのです。――感嘆の的とな

られます。 11そのためにも、私たちはいつ

も、あなたがたのために祈っています。ど

うか、私たちの神が、あなたがたをお召し

にふさわしい者にし、また御力によって、

善を慕うあらゆる願いと信仰の働きとを全

うしてくださいますように。 12それは、私

たちの神であり主であるイエス・キリスト

の恵みによって、主イエスの御名があなた

がたの間であがめられ、あなたがたも主に

あって栄光を受けるためです。

2さて兄弟たちよ。私たちの主イエス・キ
リストが再び来られることと、私たちが

主のみもとに集められることに関して、あ

なたがたにお願いすることがあります。 2

霊によってでも、あるいはことばによって

でも、あるいは私たちから出たかのような

手紙によってでも、主の日がすでに来たか

のように言われるのを聞いて、すぐに落ち

着きを失ったり、心を騒がせたりしないで

ください。 3だれにも、どのようにも、だ

まされないようにしなさい。なぜなら、ま

ず背教が起こり、不法の人、すなわち滅び

の子が現われなければ、主の日は来ないか

らです。 4彼は、すべて神と呼ばれるもの

、また礼拝されるものに反抗し、その上に

自分を高く上げ、神の宮の中に座を設け、

自分こそ神であると宣言します。 5私がま

だあなたがたのところにいたとき、これら

のことをよく話しておいたのを思い出しま

せんか。 6あなたがたが知っているとおり

、彼がその定められた時に現われるように

と、いま引き止めているものがあるのです
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。 7不法の秘密はすでに働いています。し

かし今は引き止める者があって、自分が取

り除かれる時まで引き止めているのです。

8その時になると、不法の人が現われます

が、主は御口の息をもって彼を殺し、来臨

の輝きをもって滅ぼしてしまわれます。 9

不法の人の到来は、サタンの働きによるの

であって、あらゆる偽りの力、しるし、不

思議がそれに伴い、 10また、滅びる人たち

に対するあらゆる悪の欺きが行なわれます

。なぜなら、彼らは救われるために真理へ

の愛を受け入れなかったからです。 11それ

ゆえ神は、彼らが偽りを信じるように、惑

わす力を送り込まれます。 12それは、真理

を信じないで、悪を喜んでいたすべての者

が、さばかれるためです。 13しかし、あな

たがたのことについては、私たちはいつで

も神に感謝しなければなりません。主に愛

されている兄弟たち。神は、御霊によるき

よめと、真理による信仰によって、あなた

がたを、初めから救いにお選びになったか

らです。 14ですから神は、私たちの福音に

よってあなたがたを召し、私たちの主イエ

ス・キリストの栄光を得させてくださった

のです。 15そこで、兄弟たち。堅く立って

、私たちのことば、または手紙によって教

えられた言い伝えを守りなさい。 16どうか

、私たちの主イエス・キリストであり、私

たちの父なる神である方、すなわち、私た

ちを愛し、恵みによって永遠の慰めとすば

らしい望みとを与えてくださった方ご自身

が、 (aiōnios g166) 17あらゆる良いわざとこと

ばとに進むよう、あなたがたの心を慰め、

強めてくださいますように。

3終わりに、兄弟たちよ。私たちのために
祈ってください。主のみことばが、あな

たがたのところでと同じように早く広まり

、またあがめられますように。 2また、私

たちが、ひねくれた悪人どもの手から救い

出されますように。すべての人が信仰を持

っているのではないからです。 3しかし、

主は真実な方ですから、あなたがたを強く

し、悪い者から守ってくださいます。 4私

たちが命じることを、あなたがたが現に実

行しており、これからも実行してくれるこ

とを私たちは主にあって確信しています。

5どうか、主があなたがたの心を導いて、

神の愛とキリストの忍耐とを持たせてくだ

さいますように。 6兄弟たちよ。主イエス

・キリストの御名によって命じます。締ま

りのない歩み方をして私たちから受けた言

い伝えに従わないでいる、すべての兄弟た

ちから離れていなさい。 7どのように私た

ちを見ならうべきかは、あなたがた自身が

知っているのです。あなたがたのところで

、私たちは締まりのないことはしなかった

し、 8人のパンをただで食べることもしま

せんでした。かえって、あなたがたのだれ

にも負担をかけまいとして、昼も夜も労苦

しながら働き続けました。 9それは、私た

ちに権利がなかったからではなく、ただ私

たちを見ならうようにと、身をもってあな

たがたに模範を示すためでした。 10私たち

は、あなたがたのところにいたときにも、

働きたくない者は食べるなと命じました。

11ところが、あなたがたの中には、何も仕

事をせず、おせっかいばかりして、締まり

のない歩み方をしている人たちがあると聞

いています。 12こういう人たちには、主イ
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エス・キリストによって、命じ、また勧め

ます。静かに仕事をし、自分で得たパンを

食べなさい。 13しかしあなたがたは、たゆ

むことなく善を行ないなさい。兄弟たちよ

。 14もし、この手紙に書いた私たちの指示

に従わない者があれば、そのような人には

、特に注意を払い、交際しないようにしな

さい。彼が恥じ入るようになるためです。

15しかし、その人を敵とはみなさず、兄弟

として戒めなさい。 16どうか、平和の主ご

自身が、どんなばあいにも、いつも、あな

たがたに平和を与えてくださいますように

。どうか、主があなたがたすべてと、とも

におられますように。 17パウロが自分の手

であいさつを書きます。これは私のどの手

紙にもあるしるしです。これが私の手紙の

書き方です。 18どうか、私たちの主イエス

・キリストの恵みが、あなたがたすべてと

ともにありますように。
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テモテへの手紙第一

1私たちの救い主なる神と私たちの望みな
るキリスト・イエスとの命令による、キ

リスト・イエスの使徒パウロから、 2信仰

による真実のわが子テモテへ。父なる神と

私たちの主なるキリスト・イエスから、恵

みとあわれみと平安とがありますように。

3私がマケドニヤに出発するとき、あなた

にお願いしたように、あなたは、エペソに

ずっととどまっていて、ある人たちが違っ

た教えを説いたり、 4果てしのない空想話

と系図とに心を奪われたりしないように命

じてください。そのようなものは、論議を

引き起こすだけで、信仰による神の救いの

ご計画の実現をもたらすものではありませ

ん。 5この命令は、きよい心と正しい良心

と偽りのない信仰とから出て来る愛を、目

標としています。 6ある人たちはこの目当

てを見失い、わき道にそれて無益な議論に

走り、 7律法の教師でありたいと望みなが

ら、自分の言っていることも、また強く主

張していることについても理解していませ

ん。 8しかし私たちは知っています。律法

は、もし次のことを知っていて正しく用い

るならば、良いものです。 9すなわち、律

法は、正しい人のためにあるのではなく、

律法を無視する不従順な者、不敬虔な罪人

、汚らわしい俗物、父や母を殺す者、人を

殺す者、 10不品行な者、男色をする者、人

を誘拐する者、うそをつく者、偽証をする

者などのため、またそのほか健全な教えに

そむく事のためにあるのです。 11祝福に満

ちた神の、栄光の福音によれば、こうなの

であって、私はその福音をゆだねられたの

です。 12私は、私を強くしてくださる私た

ちの主キリスト・イエスに感謝をささげて

います。なぜなら、キリストは、私をこの

務めに任命して、私を忠実な者と認めてく

ださったからです。 13私は以前は、神をけ

がす者、迫害する者、暴力をふるう者でし

た。それでも、信じていないときに知らな

いでしたことなので、あわれみを受けたの

です。 14私たちの主の、この恵みは、キリ

スト・イエスにある信仰と愛とともに、ま

すます満ちあふれるようになりました。 15

「キリスト・イエスは、罪人を救うために

この世に来られた。」ということばは、ま

ことであり、そのまま受け入れるに値する

ものです。私はその罪人のかしらです。 16

しかし、そのような私があわれみを受けた

のは、イエス・キリストが、今後彼を信じ

て永遠のいのちを得ようとしている人々の

見本にしようと、まず私に対してこの上な

い寛容を示してくださったからです。

(aiōnios g166) 17どうか、世々の王、すなわち

、滅びることなく、目に見えない唯一の神

に、誉れと栄えとが世々限りなくあります

ように。アーメン。 (aiōn g165) 18私の子テモ

テよ。以前あなたについてなされた預言に

従って、私はあなたにこの命令をゆだねま

す。それは、あなたがあの預言によって、

信仰と正しい良心を保ち、勇敢に戦い抜く

ためです。 19ある人たちは、正しい良心を

捨てて、信仰の破船に会いました。 20その

中には、ヒメナオとアレキサンデルがいま

す。私は、彼らをサタンに引き渡しました

。それは、神をけがしてはならないことを

、彼らに学ばせるためです。

2そこで、まず初めに、このことを勧めま
す。すべての人のために、また王とすべ
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ての高い地位にある人たちのために願い、

祈り、とりなし、感謝がささげられるよう

にしなさい。 2それは、私たちが敬虔に、

また、威厳をもって、平安で静かな一生を

過ごすためです。 3そうすることは、私た

ちの救い主である神の御前において良いこ

とであり、喜ばれることなのです。 4神は

、すべての人が救われて、真理を知るよう

になるのを望んでおられます。 5神は唯一

です。また、神と人との間の仲介者も唯一

であって、それは人としてのキリスト・イ

エスです。 6キリストは、すべての人の贖

いの代価として、ご自身をお与えになりま

した。これが時至ってなされたあかしなの

です。 7そのあかしのために、私は宣伝者

また使徒に任じられ――私は真実を言って

おり、うそは言いません。――信仰と真理

を異邦人に教える教師とされました。 8で

すから、私は願うのです。男は、怒ったり

言い争ったりすることなく、どこででもき

よい手を上げて祈るようにしなさい。 9同

じように女も、つつましい身なりで、控え

めに慎み深く身を飾り、はでな髪の形とか

、金や真珠や高価な衣服によってではなく

、 10むしろ、神を敬うと言っている女にふ

さわしく、良い行ないを自分の飾りとしな

さい。 11女は、静かにして、よく従う心を

もって教えを受けなさい。 12私は、女が教

えたり男を支配したりすることを許しませ

ん。ただ、黙っていなさい。 13アダムが初

めに造られ、次にエバが造られたからです

。 14また、アダムは惑わされなかったが、

女は惑わされてしまい、あやまちを犯しま

した。 15しかし、女が慎みをもって、信仰

と愛ときよさとを保つなら、子を産むこと

によって救われます。

3「人がもし監督の職につきたいと思うな
ら、それはすばらしい仕事を求めること

である。」ということばは真実です。 2で

すから、監督はこういう人でなければなり

ません。すなわち、非難されるところがな

く、ひとりの妻の夫であり、自分を制し、

慎み深く、品位があり、よくもてなし、教

える能力があり、 3酒飲みでなく、暴力を

ふるわず、温和で、争わず、金銭に無欲で

、 4自分の家庭をよく治め、十分な威厳を

もって子どもを従わせている人です。 5

――自分自身の家庭を治めることを知らな

い人が、どうして神の教会の世話をするこ

とができるでしょう。―― 6また、信者に

なったばかりの人であってはいけません。

高慢になって、悪魔と同じさばきを受ける

ことにならないためです。 7また、教会外

の人々にも評判の良い人でなければいけま

せん。そしりを受け、悪魔のわなに陥らな

いためです。 8執事もまたこういう人でな

ければなりません。謹厳で、二枚舌を使わ

ず、大酒飲みでなく、不正な利をむさぼら

ず、 9きよい良心をもって信仰の奥義を保

っている人です。 10まず審査を受けさせな

さい。そして、非難される点がなければ、

執事の職につかせなさい。 11婦人執事も、

威厳があり、悪口を言わず、自分を制し、

すべてに忠実な人でなければなりません。

12執事は、ひとりの妻の夫であって、子ど

もと家庭をよく治める人でなければなりま

せん。 13というのは、執事の務めをりっぱ

に果たした人は、良い地歩を占め、また、

キリスト・イエスを信じる信仰について強
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い確信を持つことができるからです。 14私

は、近いうちにあなたのところに行きたい

と思いながらも、この手紙を書いています

。 15それは、たとい私がおそくなったばあ

いでも、神の家でどのように行動すべきか

を、あなたが知っておくためです。神の家

とは生ける神の教会のことであり、その教

会は、真理の柱また土台です。 16確かに偉

大なのはこの敬虔の奥義です。 「キリスト

は肉において現われ、 霊において義と宣言

され、御使いたちに見られ、諸国民の間に

宣べ伝えられ、世界中で信じられ、栄光の

うちに上げられた。」

4しかし、御霊が明らかに言われるように
、後の時代になると、ある人たちは惑わ

す霊と悪霊の教えとに心を奪われ、信仰か

ら離れるようになります。 2それは、うそ

つきどもの偽善によるものです。彼らは良

心が麻痺しており、 3結婚することを禁じ

たり、食物を断つことを命じたりします。

しかし食物は、信仰があり、真理を知って

いる人が感謝して受けるようにと、神が造

られた物です。 4神が造られた物はみな良

い物で、感謝して受けるとき、捨てるべき

物は何一つありません。 5神のことばと祈

りとによって、きよめられるからです。 6

これらのことを兄弟たちに教えるなら、あ

なたはキリスト・イエスのりっぱな奉仕者

になります。信仰のことばと、あなたが従

って来た良い教えのことばとによって養わ

れているからです。 7俗悪な、年寄り女が

するような空想話を避けなさい。むしろ、

敬虔のために自分を鍛練しなさい。 8肉体

の鍛練もいくらかは有益ですが、今のいの

ちと未来のいのちが約束されている敬虔は

、すべてに有益です。 9このことばは、真

実であり、そのまま受け入れるに値するこ

とばです。 10私たちはそのために労し、ま

た苦心しているのです。それは、すべての

人々、ことに信じる人々の救い主である、

生ける神に望みを置いているからです。 11

これらのことを命じ、また教えなさい。 12

年が若いからといって、だれにも軽く見ら

れないようにしなさい。かえって、ことば

にも、態度にも、愛にも、信仰にも、純潔

にも信者の模範になりなさい。 13私が行く

まで、聖書の朗読と勧めと教えとに専念し

なさい。 14長老たちによる按手を受けたと

き、預言によって与えられた、あなたのう

ちにある聖霊の賜物を軽んじてはいけませ

ん。 15これらの務めに心を砕き、しっかり

やりなさい。そうすれば、あなたの進歩は

すべての人に明らかになるでしょう。 16自

分自身にも、教える事にも、よく気をつけ

なさい。あくまでそれを続けなさい。そう

すれば、自分自身をも、またあなたの教え

を聞く人たちをも救うことになります。

5年寄りをしかってはいけません。むしろ
、父親に対するように勧めなさい。若い

人たちには兄弟に対するように、 2年とっ

た婦人たちには母親に対するように、若い

女たちには真に混じりけのない心で姉妹に

対するように勧めなさい。 3やもめの中で

もほんとうのやもめを敬いなさい。 4しか

し、もし、やもめに子どもか孫かがいるな

ら、まずこれらの者に、自分の家の者に敬

愛を示し、親の恩に報いる習慣をつけさせ

なさい。それが神に喜ばれることです。 5

ほんとうのやもめで、身寄りのない人は、

望みを神に置いて、昼も夜も、絶えず神に
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願いと祈りをささげていますが、 6自堕落

な生活をしているやもめは、生きてはいて

も、もう死んだ者なのです。 7彼女たちが

そしりを受けることのないように、これら

のことを命じなさい。 8もしも親族、こと

に自分の家族を顧みない人がいるなら、そ

の人は信仰を捨てているのであって、不信

者よりも悪いのです。 9やもめとして名簿

に載せるのは、六十歳未満の人でなく、ひ

とりの夫の妻であった人で、 10良い行ない

によって認められている人、すなわち、子

どもを育て、旅人をもてなし、聖徒の足を

洗い、困っている人を助け、すべての良い

わざに務め励んだ人としなさい。 11若いや

もめは断わりなさい。というのは、彼女た

ちは、キリストにそむいて情欲に引かれる

と、結婚したがり、 12初めの誓いを捨てた

という非難を受けることになるからです。

13そのうえ、怠けて、家々を遊び歩くこと

を覚え、ただ怠けるだけでなく、うわさ話

やおせっかいをして、話してはいけないこ

とまで話します。 14ですから、私が願うの

は、若いやもめは結婚し、子どもを産み、

家庭を治め、反対者にそしる機会を与えな

いことです。 15というのは、すでに、道を

踏みはずし、サタンのあとについて行った

者があるからです。 16もし信者である婦人

の身内にやもめがいたら、その人がそのや

もめを助け、教会には負担をかけないよう

にしなさい。そうすれば、教会はほんとう

のやもめを助けることができます。 17よく

指導の任に当たっている長老は、二重に尊

敬を受けるにふさわしいとしなさい。みこ

とばと教えのためにほねおっている長老は

特にそうです。 18聖書に「穀物をこなして

いる牛に、くつこを掛けてはいけない。」

また、「働き手が報酬を受けることは当然

である。」と言われているからです。 19長

老に対する訴えは、ふたりか三人の証人が

なければ、受理してはいけません。 20罪を

犯している者をすべての人の前で責めなさ

い。ほかの人をも恐れさせるためです。 21

私は、神とキリスト・イエスと選ばれた御

使いたちとの前で、あなたにおごそかに命

じます。これらのことを偏見なしに守り、

何事もかたよらないで行ないなさい。 22ま

た、だれにでも軽々しく按手をしてはいけ

ません。また、他人の罪にかかわりを持っ

てはいけません。自分をきよく保ちなさい

。 23これからは水ばかり飲まないで、胃の

ために、また、たびたび起こる病気のため

にも、少量のぶどう酒を用いなさい。 24あ

る人たちの罪は、それがさばきを受ける前

から、だれの目にも明らかですが、ある人

たちの罪は、あとで明らかになります。 25

同じように、良い行ないは、だれの目にも

明らかですが、そうでないばあいでも、い

つまでも隠れたままでいることはありませ

ん。

6くびきの下にある奴隷は、自分の主人を
十分に尊敬すべき人だと考えなさい。そ

れは神の御名と教えとがそしられないため

です。 2信者である主人を持つ人は、主人

が兄弟だからといって軽く見ず、むしろ、

ますますよく仕えなさい。なぜなら、その

良い奉仕から益を受けるのは信者であり、

愛されている人だからです。あなたは、こ

れらのことを教え、また勧めなさい。 3違

ったことを教え、私たちの主イエス・キリ

ストの健全なことばと敬虔にかなう教えと
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に同意しない人がいるなら、 4その人は高

慢になっており、何一つ悟らず、疑いをか

けたり、ことばの争いをしたりする病気に

かかっているのです。そこから、ねたみ、

争い、そしり、悪意の疑りが生じ、 5また

、知性が腐ってしまって真理を失った人々

、すなわち敬虔を利得の手段と考えている

人たちの間には、絶え間のない紛争が生じ

るのです。 6しかし、満ち足りる心を伴う

敬虔こそ、大きな利益を受ける道です。 7

私たちは何一つこの世に持って来なかった

し、また何一つ持って出ることもできませ

ん。 8衣食があれば、それで満足すべきで

す。 9金持ちになりたがる人たちは、誘惑

とわなと、また人を滅びと破滅に投げ入れ

る、愚かで、有害な多くの欲とに陥ります

。 10金銭を愛することが、あらゆる悪の根

だからです。ある人たちは、金を追い求め

たために、信仰から迷い出て、非常な苦痛

をもって自分を刺し通しました。 11しかし

、神の人よ。あなたは、これらのことを避

け、正しさ、敬虔、信仰、愛、忍耐、柔和

を熱心に求めなさい。 12信仰の戦いを勇敢

に戦い、永遠のいのちを獲得しなさい。あ

なたはこのために召され、また、多くの証

人たちの前でりっぱな告白をしました。

(aiōnios g166) 13私は、すべてのものにいのち

を与える神と、ポンテオ・ピラトに対して

すばらしい告白をもってあかしされたキリ

スト・イエスとの御前で、あなたに命じま

す。 14私たちの主イエス・キリストの現わ

れの時まで、あなたは命令を守り、傷のな

い、非難されるところのない者でありなさ

い。 15その現われを、神はご自分の良しと

する時に示してくださいます。神は祝福に

満ちた唯一の主権者、王の王、主の主、 16

ただひとり死のない方であり、近づくこと

もできない光の中に住まわれ、人間がだれ

ひとり見たことのない、また見ることので

きない方です。誉れと、とこしえの主権は

神のものです。アーメン。 (aiōnios g166) 17こ

の世で富んでいる人たちに命じなさい。高

ぶらないように。また、たよりにならない

富に望みを置かないように。むしろ、私た

ちにすべての物を豊かに与えて楽しませて

くださる神に望みを置くように。 (aiōn g165)

18また、人の益を計り、良い行ないに富み

、惜しまずに施し、喜んで分け与えるよう

に。 19また、まことのいのちを得るために

、未来に備えて良い基礎を自分自身のため

に築き上げるように。 20テモテよ。ゆだね

られたものを守りなさい。そして、俗悪な

むだ話、また、まちがって「霊知」と呼ば

れる反対論を避けなさい。 21これを公然と

主張したある人たちは、信仰からはずれて

しまいました。 恵みが、あなたがたととも

にありますように。
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テモテへの手紙第二

1神のみこころにより、キリスト・イエス
にあるいのちの約束によって、キリスト

・イエスの使徒となったパウロから、 2愛

する子テモテへ。父なる神および私たちの

主キリスト・イエスから、恵みとあわれみ

と平安がありますように。 3私は、夜昼、

祈りの中であなたのことを絶えず思い起こ

しては、先祖以来きよい良心をもって仕え

ている神に感謝しています。 4私は、あな

たの涙を覚えているので、あなたに会って

、喜びに満たされたいと願っています。 5

私はあなたの純粋な信仰を思い起こしてい

ます。そのような信仰は、最初あなたの祖

母ロイスと、あなたの母ユニケのうちに宿

ったものですが、それがあなたのうちにも

宿っていることを、私は確信しています。

6それですから、私はあなたに注意したい

のです。私の按手をもってあなたのうちに

与えられた神の賜物を、再び燃え立たせて

ください。 7神が私たちに与えてくださっ

たものは、おくびょうの霊ではなく、力と

愛と慎みとの霊です。 8ですから、あなた

は、私たちの主をあかしすることや、私が

主の囚人であることを恥じてはいけません

。むしろ、神の力によって、福音のために

私と苦しみをともにしてください。 9神は

私たちを救い、また、聖なる招きをもって

召してくださいましたが、それは私たちの

働きによるのではなく、ご自身の計画と恵

みとによるのです。この恵みは、キリスト

・イエスにおいて、私たちに永遠の昔に与

えられたものであって、 (aiōnios g166) 10それ

が今、私たちの救い主キリスト・イエスの

現われによって明らかにされたのです。キ

リストは死を滅ぼし、福音によって、いの

ちと不滅を明らかに示されました。 11私は

、この福音のために、宣教者、使徒、また

教師として任命されたのです。 12そのため

に、私はこのような苦しみにも会っていま

す。しかし、私はそれを恥とは思っていま

せん。というのは、私は、自分の信じて来

た方をよく知っており、また、その方は私

のお任せしたものを、かの日のために守っ

てくださることができると確信しているか

らです。 13あなたは、キリスト・イエスに

ある信仰と愛をもって、私から聞いた健全

なことばを手本にしなさい。 14そして、あ

なたにゆだねられた良いものを、私たちの

うちに宿る聖霊によって、守りなさい。 15

あなたの知っているとおり、アジヤにいる

人々はみな、私を離れて行きました。その

中には、フゲロとヘルモゲネがいます。 16

オネシポロの家族を主があわれんでくださ

るように。彼はたびたび私を元気づけてく

れ、また私が鎖につながれていることを恥

とも思わず、 17ローマに着いたときには、

熱心に私を捜して見つけ出してくれたので

す。 18――かの日には、主があわれみを彼

に示してくださいますように。――彼がエ

ペソで、どれほど私に仕えてくれたかは、

あなたが一番よく知っています。

2そこで、わが子よ。キリスト・イエスに
ある恵みによって強くなりなさい。 2多

くの証人の前で私から聞いたことを、他の

人にも教える力のある忠実な人たちにゆだ

ねなさい。 3キリスト・イエスのりっぱな

兵士として、私と苦しみをともにしてくだ

さい。 4兵役についていながら、日常生活

のことに掛かり合っている者はだれもあり
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ません。それは徴募した者を喜ばせるため

です。 5また、競技をするときも、規定に

従って競技をしなければ栄冠を得ることは

できません。 6労苦した農夫こそ、まず第

一に収穫の分け前にあずかるべきです。 7

私が言っていることをよく考えなさい。主

はすべてのことについて、理解する力をあ

なたに必ず与えてくださいます。 8私の福

音に言うとおり、ダビデの子孫として生ま

れ、死者の中からよみがえったイエス・キ

リストを、いつも思っていなさい。 9私は

、福音のために、苦しみを受け、犯罪者の

ようにつながれています。しかし、神のこ

とばは、つながれてはいません。 10ですか

ら、私は選ばれた人たちのために、すべて

のことを耐え忍びます。それは、彼らもま

たキリスト・イエスにある救いと、それと

ともに、とこしえの栄光を受けるようにな

るためです。 (aiōnios g166) 11次のことばは信

頼すべきことばです。「もし私たちが、彼

とともに死んだのなら、彼とともに生きる

ようになる。 12もし耐え忍んでいるなら、

彼とともに治めるようになる。もし彼を否

んだなら、彼もまた私たちを否まれる。 13

私たちは真実でなくても、彼は常に真実で

ある。彼にはご自身を否むことができない

からである。」 14これらのことを人々に思

い出させなさい。そして何の益にもならず

、聞いている人々を滅ぼすことになるよう

な、ことばについての論争などしないよう

に、神の御前できびしく命じなさい。 15あ

なたは熟練した者、すなわち、真理のみこ

とばをまっすぐに説き明かす、恥じること

のない働き人として、自分を神にささげる

よう、努め励みなさい。 16俗悪なむだ話を

避けなさい。人々はそれによってますます

不敬虔に深入りし、 17彼らの話は癌のよう

に広がるのです。ヒメナオとピレトはその

仲間です。 18彼らは真理からはずれてしま

い、復活がすでに起こったと言って、ある

人々の信仰をくつがえしているのです。 19

それにもかかわらず、神の不動の礎は堅く

置かれていて、それに次のような銘が刻ま

れています。「主はご自分に属する者を知

っておられる。」また、「主の御名を呼ぶ

者は、だれでも不義を離れよ。」 20大きな

家には、金や銀の器だけでなく、木や土の

器もあります。また、ある物は尊いことに

、ある物は卑しいことに用います。 21です

から、だれでも自分自身をきよめて、これ

らのことを離れるなら、その人は尊いこと

に使われる器となります。すなわち、きよ

められたもの、主人にとって有益なもの、

あらゆる良いわざに間に合うものとなるの

です。 22それで、あなたは、若い時の情欲

を避け、きよい心で主を呼び求める人たち

とともに、義と信仰と愛と平和を追い求め

なさい。 23愚かで、無知な思弁を避けなさ

い。それが争いのもとであることは、あな

たが知っているとおりです。 24主のしもべ

が争ってはいけません。むしろ、すべての

人に優しくし、よく教え、よく忍び、 25反

対する人たちを柔和な心で訓戒しなさい。

もしかすると、神は彼らに悔い改めの心を

与えて真理を悟らせ、 26一時は悪魔に捕え

られて思うままになっていた人々でも、目

ざめてそのわなをのがれることもあるでし

ょう。

3終わりの日には困難な時代がやって来る
ことをよく承知しておきなさい。 2その
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ときに人々は、自分を愛する者、金を愛す

る者、大言壮語する者、不遜な者、神をけ

がす者、両親に従わない者、感謝すること

を知らない者、汚れた者になり、 3情け知

らずの者、和解しない者、そしる者、節制

のない者、粗暴な者、善を好まない者にな

り、 4裏切る者、向こう見ずな者、慢心す

る者、神よりも快楽を愛する者になり、 5

敬虔のかたちをしていても、その実を否定

する者になるからです。こういう人々を避

けなさい。 6こういう人々の中には、家々

にはいり込み、愚かな女たちをたぶらかし

ている者がいます。その女たちは、さまざ

まの情欲に引き回されて罪に罪を重ね、 7

いつも学んではいるが、いつになっても真

理を知ることのできない者たちです。 8ま

た、こういう人々は、ちょうどヤンネとヤ

ンブレがモーセに逆らったように、真理に

逆らうのです。彼らは知性の腐った、信仰

の失格者です。 9でも、彼らはもうこれ以

上に進むことはできません。彼らの愚かさ

は、あのふたりのばあいのように、すべて

の人にはっきりわかるからです。 10しかし

、あなたは、私の教え、行動、計画、信仰

、寛容、愛、忍耐に、 11またアンテオケ、

イコニオム、ルステラで私にふりかかった

迫害や苦難にも、よくついて来てくれまし

た。何というひどい迫害に私は耐えて来た

ことでしょう。しかし、主はいっさいのこ

とから私を救い出してくださいました。 12

確かに、キリスト・イエスにあって敬虔に

生きようと願う者はみな、迫害を受けます

。 13しかし、悪人や詐欺師たちは、だまし

たりだまされたりしながら、ますます悪に

落ちて行くのです。 14けれどもあなたは、

学んで確信したところにとどまっていなさ

い。あなたは自分が、どの人たちからそれ

を学んだかを知っており、 15また、幼いこ

ろから聖書に親しんで来たことを知ってい

るからです。聖書はあなたに知恵を与えて

キリスト・イエスに対する信仰による救い

を受けさせることができるのです。 16聖書

はすべて、神の霊感によるもので、教えと

戒めと矯正と義の訓練とのために有益です

。 17それは、神の人が、すべての良い働き

のためにふさわしい十分に整えられた者と

なるためです。

4神の御前で、また、生きている人と死ん
だ人とをさばかれるキリスト・イエスの

御前で、その現われとその御国を思って、

私はおごそかに命じます。 2みことばを宣

べ伝えなさい。時が良くても悪くてもしっ

かりやりなさい。寛容を尽くし、絶えず教

えながら、責め、戒め、また勧めなさい。

3というのは、人々が健全な教えに耳を貸

そうとせず、自分につごうの良いことを言

ってもらうために、気ままな願いをもって

、次々に教師たちを自分たちのために寄せ

集め、 4真理から耳をそむけ、空想話にそ

れて行くような時代になるからです。 5し

かし、あなたは、どのようなばあいにも慎

み、困難に耐え、伝道者として働き、自分

の務めを十分に果たしなさい。 6私は今や

注ぎの供え物となります。私が世を去る時

はすでに来ました。 7私は勇敢に戦い、走

るべき道のりを走り終え、信仰を守り通し

ました。 8今からは、義の栄冠が私のため

に用意されているだけです。かの日には、

正しい審判者である主が、それを私に授け

てくださるのです。私だけでなく、主の現
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われを慕っている者には、だれにでも授け

てくださるのです。 9あなたは、何とかし

て、早く私のところに来てください。 10デ

マスは今の世を愛し、私を捨ててテサロニ

ケに行ってしまい、また、クレスケンスは

ガラテヤに、テトスはダルマテヤに行った

からです。 (aiōn g165) 11ルカだけは私ととも

におります。マルコを伴って、いっしょに

来てください。彼は私の務めのために役に

立つからです。 12私はテキコをエペソに遣

わしました。 13あなたが来るときは、トロ

アスでカルポのところに残しておいた上着

を持って来てください。また、書物を、特

に羊皮紙の物を持って来てください。 14銅

細工人のアレキサンデルが私をひどく苦し

めました。そのしわざに応じて主が彼に報

いられます。 15あなたも彼を警戒しなさい

。彼は私たちのことばに激しく逆らったか

らです。 16私の最初の弁明の際には、私を

支持する者はだれもなく、みな私を見捨て

てしまいました。どうか、彼らがそのため

にさばかれることのありませんように。 17

しかし、主は、私とともに立ち、私に力を

与えてくださいました。それは、私を通し

てみことばが余すところなく宣べ伝えられ

、すべての国の人々がみことばを聞くよう

になるためでした。私はししの口から助け

出されました。 18主は私を、すべての悪の

わざから助け出し、天の御国に救い入れて

くださいます。主に、御栄えがとこしえに

ありますように。アーメン。 (aiōn g165) 19プ

リスカとアクラによろしく。また、オネシ

ポロの家族によろしく。 20エラストはコリ

ントにとどまり、トロピモは病気のために

ミレトに残して来ました。 21何とかして、

冬になる前に来てください。ユブロ、プデ

ス、リノス、クラウデヤ、またすべての兄

弟たちが、あなたによろしくと言っていま

す。 22主があなたの霊とともにおられます

ように。恵みが、あなたがたとともにあり

ますように。
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テトスへの手紙

1神のしもべ、また、イエス・キリストの
使徒パウロ――私は、神に選ばれた人々

の信仰と、敬虔にふさわしい真理の知識と

のために使徒とされたのです。 2それは、

偽ることのない神が、永遠の昔から約束し

てくださった永遠のいのちの望みに基づく

ことです。 (aiōnios g166) 3神は、ご自分の定

められた時に、このみことばを宣教によっ

て明らかにされました。私は、この宣教を

私たちの救い主なる神の命令によって、ゆ

だねられたのです。――このパウロから、

4同じ信仰による真実のわが子テトスへ。

父なる神および私たちの救い主なるキリス

ト・イエスから、恵みと平安がありますよ

うに。 5私があなたをクレテに残したのは

、あなたが残っている仕事の整理をし、ま

た、私が指図したように、町ごとに長老た

ちを任命するためでした。 6それには、そ

の人が、非難されるところがなく、ひとり

の妻の夫であり、その子どもは不品行を責

められたり、反抗的であったりしない信者

であることが条件です。 7監督は神の家の

管理者として、非難されるところのない者

であるべきです。わがままでなく、短気で

なく、酒飲みでなく、けんか好きでなく、

不正な利を求めず、 8かえって、旅人をよ

くもてなし、善を愛し、慎み深く、正しく

、敬虔で、自制心があり、 9教えにかなっ

た信頼すべきみことばを、しっかりと守っ

ていなければなりません。それは健全な教

えをもって励ましたり、反対する人たちを

正したりすることができるためです。 10実

は、反抗的な者、空論に走る者、人を惑わ

す者が多くいます。特に、割礼を受けた人

々がそうです。 11彼らの口を封じなければ

いけません。彼らは、不正な利を得るため

に、教えてはいけないことを教え、家々を

破壊しています。 12彼らと同国人であるひ

とりの預言者がこう言いました。 「クレテ

人は昔からのうそつき、悪いけだもの、な

まけ者の食いしんぼう。」 13この証言はほ

んとうなのです。ですから、きびしく戒め

て、人々の信仰を健全にし、 14ユダヤ人の

空想話や、真理から離れた人々の戒めには

心を寄せないようにさせなさい。 15きよい

人々には、すべてのものがきよいのです。

しかし、汚れた、不信仰な人々には、何一

つきよいものはありません。それどころか

、その知性と良心までも汚れています。 16

彼らは、神を知っていると口では言います

が、行ないでは否定しています。実に忌ま

わしく、不従順で、どんな良いわざにも不

適格です。

2しかし、あなたは健全な教えにふさわし
いことを話しなさい。 2老人たちには、

自制し、謹厳で、慎み深くし、信仰と愛と

忍耐とにおいて健全であるように。 3同じ

ように、年をとった婦人たちには、神に仕

えている者らしく敬虔にふるまい、悪口を

言わず、大酒のとりこにならず、良いこと

を教える者であるように。 4そうすれば、

彼女たちは、若い婦人たちに向かって、夫

を愛し、子どもを愛し、 5慎み深く、貞潔

で、家事に励み、優しく、自分の夫に従順

であるようにと、さとすことができるので

す。それは、神のことばがそしられるよう

なことのないためです。 6同じように、若

い人々には、思慮深くあるように勧めなさ

い。 7また、すべての点で自分自身が良い
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わざの模範となり、教えにおいては純正で

、威厳を保ち、 8非難すべきところのない

、健全なことばを用いなさい。そうすれば

、敵対する者も、私たちについて、何も悪

いことが言えなくなって、恥じ入ることに

なるでしょう。 9奴隷には、すべての点で

自分の主人に従って、満足を与え、口答え

せず、 10盗みをせず、努めて真実を表わす

ように勧めなさい。それは、彼らがあらゆ

ることで、私たちの救い主である神の教え

を飾るようになるためです。 11というのは

、すべての人を救う神の恵みが現われ、 12

私たちに、不敬虔とこの世の欲とを捨て、

この時代にあって、慎み深く、正しく、敬

虔に生活し、 (aiōn g165) 13祝福された望み、

すなわち、大いなる神であり私たちの救い

主であるキリスト・イエスの栄光ある現わ

れを待ち望むようにと教えさとしたからで

す。 14キリストが私たちのためにご自身を

ささげられたのは、私たちをすべての不法

から贖い出し、良いわざに熱心なご自分の

民を、ご自分のためにきよめるためでした

。 15あなたは、これらのことを十分な権威

をもって話し、勧め、また、責めなさい。

だれにも軽んじられてはいけません。

3あなたは彼らに注意を与えて、支配者た
ちと権威者たちに服従し、従順で、すべ

ての良いわざを進んでする者とならせなさ

い。 2また、だれをもそしらず、争わず、

柔和で、すべての人に優しい態度を示す者

とならせなさい。 3私たちも以前は、愚か

な者であり、不従順で、迷った者であり、

いろいろな欲情と快楽の奴隷になり、悪意

とねたみの中に生活し、憎まれ者であり、

互いに憎み合う者でした。 4しかし、私た

ちの救い主なる神のいつくしみと人への愛

とが現われたとき、 5神は、私たちが行な

った義のわざによってではなく、ご自分の

あわれみのゆえに、聖霊による、新生と更

新との洗いをもって私たちを救ってくださ

いました。 6神は、この聖霊を、私たちの

救い主なるイエス・キリストによって、私

たちに豊かに注いでくださったのです。 7

それは、私たちがキリストの恵みによって

義と認められ、永遠のいのちの望みによっ

て、相続人となるためです。 (aiōnios g166) 8

これは信頼できることばですから、私は、

あなたがこれらのことについて、確信をも

って話すように願っています。それは、神

を信じている人々が、良いわざに励むこと

を心がけるようになるためです。これらの

ことは良いことであって、人々に有益なこ

とです。 9しかし、愚かな議論、系図、口

論、律法についての論争などを避けなさい

。それらは無益で、むだなものです。 10分

派を起こす者は、一、二度戒めてから、除

名しなさい。 11このような人は、あなたも

知っているとおり、堕落しており、自分で

悪いと知りながら罪を犯しているのです。

12私がアルテマスかテキコをあなたのもと

に送ったら、あなたは、何としてでも、ニ

コポリにいる私のところに来てください。

私はそこで冬を過ごすことに決めています

。 13ぜひとも、律法学者ゼナスとアポロと

が旅に出られるようにし、彼らが不自由し

ないように世話をしてあげなさい。 14私た

ち一同も、なくてならないもののために、

正しい仕事に励むように教えられなければ

なりません。それは、実を結ばない者にな

らないためです。 15私といっしょにいる者
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たち一同が、あなたによろしくと言ってい

ます。私たちの信仰の友である人々に、よ

ろしく言ってください。恵みが、あなたが

たすべてとともにありますように。



ピレモンへの手紙317

ピレモンへの手紙

1キリスト・イエスの囚人であるパウロ、
および兄弟テモテから、私たちの愛する

同労者ピレモンへ。また、 2姉妹アピヤ、

私たちの戦友アルキポ、ならびにあなたの

家にある教会へ。 3私たちの父なる神と主

イエス・キリストから、恵みと平安があな

たがたの上にありますように。 4私は、祈

りのうちにあなたのことを覚え、いつも私

の神に感謝しています。 5それは、主イエ

スに対してあなたが抱いている信仰と、す

べての聖徒に対するあなたの愛とについて

聞いているからです。 6私たちの間でキリ

ストのためになされているすべての良い行

ないをよく知ることによって、あなたの信

仰の交わりが生きて働くものとなりますよ

うに。 7私はあなたの愛から多くの喜びと

慰めとを受けました。それは、聖徒たちの

心が、兄弟よ、あなたによって力づけられ

たからです。 8私は、あなたのなすべきこ

とを、キリストにあって少しもはばからず

命じることができるのですが、こういうわ

けですから、 9むしろ愛によって、あなた

にお願いしたいと思います。年老いて、今

はまたキリスト・イエスの囚人となってい

る私パウロが、 10獄中で生んだわが子オネ

シモのことを、あなたにお願いしたいので

す。 11彼は、前にはあなたにとって役に立

たない者でしたが、今は、あなたにとって

も私にとっても、役に立つ者となっていま

す。 12そのオネシモを、あなたのもとに送

り返します。彼は私の心そのものです。 13

私は、彼を私のところにとどめておき、福

音のために獄中にいる間、あなたに代わっ

て私のために仕えてもらいたいとも考えま

したが、 14あなたの同意なしには何一つす

まいと思いました。それは、あなたがして

くれる親切は強制されてではなく、自発的

でなければいけないからです。 15彼がしば

らくの間あなたから離されたのは、たぶん

、あなたが彼を永久に取り戻すためであっ

たのでしょう。 (aiōnios g166) 16もはや奴隷と

してではなく、奴隷以上の者、すなわち、

愛する兄弟としてです。特に私にとってそ

うですが、あなたにとってはなおさらのこ

と、肉においても主にあっても、そうでは

ありませんか。 17ですから、もしあなたが

私を親しい友と思うなら、私を迎えるよう

に彼を迎えてやってください。 18もし彼が

あなたに対して損害をかけたか、負債を負

っているのでしたら、その請求は私にして

ください。 19この手紙は私の自筆です。私

がそれを支払います。――あなたが今のよ

うになれたのもまた、私によるのですが、

そのことについては何も言いません。――

20そうです。兄弟よ。私は、主にあって、

あなたから益を受けたいのです。私の心を

キリストにあって、元気づけてください。

21私はあなたの従順を確信して、あなたに

この手紙を書きました。私の言う以上のこ

とをしてくださるあなたであると、知って

いるからです。 22それにまた、私の宿の用

意もしておいてください。あなたがたの祈

りによって、私もあなたがたのところに行

けることと思っています。 23キリスト・イ

エスにあって私とともに囚人となっている

エパフラスが、あなたによろしくと言って

います。 24私の同労者たちであるマルコ、

アリスタルコ、デマス、ルカからもよろし

くと言っています。 25主イエス・キリスト
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の恵みが、あなたがたの霊とともにありま

すように。



ヘブル人への手紙319

ヘブル人への手紙

1神は、むかし先祖たちに、預言者たちを
通して、多くの部分に分け、また、いろ

いろな方法で語られましたが、 2この終わ

りの時には、御子によって、私たちに語ら

れました。神は、御子を万物の相続者とし

、また御子によって世界を造られました。

(aiōn g165) 3御子は神の栄光の輝き、また神の

本質の完全な現われであり、その力あるみ

ことばによって万物を保っておられます。

また、罪のきよめを成し遂げて、すぐれて

高い所の大能者の右の座に着かれました。

4御子は、御使いたちよりもさらにすぐれ

た御名を相続されたように、それだけ御使

いよりもまさるものとなられました。 5神

は、かつてどの御使いに向かって、こう言

われたでしょう。 「あなたは、わたしの子

。きょう、わたしがあなたを生んだ。」ま

たさらに、「わたしは彼の父となり、彼は

わたしの子となる。」 6さらに、長子をこ

の世界にお送りになるとき、こう言われま

した。 「神の御使いはみな、彼を拝め。」

7また御使いについては、「神は、御使い

たちを風とし、 仕える者たちを炎とされる

。」と言われましたが、 8御子については

、こう言われます。 「神よ。あなたの御座

は世々限りなく、 あなたの御国の杖こそ、

まっすぐな杖です。 (aiōn g165) 9あなたは義

を愛し、不正を憎まれます。 それゆえ、神

よ。あなたの神は、 あふれるばかりの喜び

の油を、 あなたとともに立つ者にまして、

あなたに注ぎなさいました。」 10またこう

言われます。「主よ。あなたは、初めに地

の基を据えられました。 天も、あなたの御

手のわざです。 11これらのものは滅びます

。 しかし、あなたはいつまでもながらえら

れます。 すべてのものは着物のように古び

ます。 12あなたはこれらを、外套のように

巻かれます。 これらを、着物のように取り

替えられます。 しかし、あなたは変わるこ

とがなく、 あなたの年は尽きることがあり

ません。」 13神は、かつてどの御使いに向

かって、こう言われたでしょう。 「わたし

があなたの敵を あなたの足台とするまでは

、わたしの右の座に着いていなさい。」 14

御使いはみな、仕える霊であって、救いの

相続者となる人々に仕えるため遣わされた

のではありませんか。

2ですから、私たちは聞いたことを、ます
ますしっかり心に留めて、押し流されな

いようにしなければなりません。 2もし、

御使いたちを通して語られたみことばでさ

え、堅く立てられて動くことがなく、すべ

ての違反と不従順が当然の処罰を受けたと

すれば、 3私たちがこんなにすばらしい救

いをないがしろにしたばあい、どうしての

がれることができましょう。この救いは最

初主によって語られ、それを聞いた人たち

が、確かなものとしてこれを私たちに示し

、 4そのうえ神も、しるしと不思議とさま

ざまの力あるわざにより、また、みこころ

に従って聖霊が分け与えてくださる賜物に

よってあかしされました。 5神は、私たち

がいま話している後の世を、御使いたちに

従わせることはなさらなかったのです。 6

むしろ、ある個所で、ある人がこうあかし

しています。 「人間が何者だというので、

これをみこころに留められるのでしょう。

人の子が何者だというので、 これを顧みら

れるのでしょう。 7あなたは、彼を、御使
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いよりも、しばらくの間、低いものとし、

彼に栄光と誉れの冠を与え、 8万物をその

足の下に従わせられました。」 万物を彼に

従わせたとき、神は、彼に従わないものを

何一つ残されなかったのです。それなのに

、今でもなお、私たちはすべてのものが人

間に従わせられているのを見てはいません

。 9ただ、御使いよりも、しばらくの間、

低くされた方であるイエスのことは見てい

ます。イエスは、死の苦しみのゆえに、栄

光と誉れの冠をお受けになりました。その

死は、神の恵みによって、すべての人のた

めに味わわれたものです。 10神が多くの子

たちを栄光に導くのに、彼らの救いの創始

者を、多くの苦しみを通して全うされたと

いうことは、万物の存在の目的であり、ま

た原因でもある方として、ふさわしいこと

であったのです。 11きよめる方も、きよめ

られる者たちも、すべて元は一つです。そ

れで、主は彼らを兄弟と呼ぶことを恥とし

ないで、こう言われます。 12「わたしは御

名を、わたしの兄弟たちに告げよう。 教会

の中で、わたしはあなたを賛美しよう。」

13またさらに、「わたしは彼に信頼する。

」またさらに、「見よ、わたしと、神がわ

たしに賜わった子たちは。」 と言われます

。 14そこで、子たちはみな血と肉とを持っ

ているので、主もまた同じように、これら

のものをお持ちになりました。これは、そ

の死によって、悪魔という、死の力を持つ

者を滅ぼし、 15一生涯死の恐怖につながれ

て奴隷となっていた人々を解放してくださ

るためでした。 16主は御使いたちを助ける

のではなく、確かに、アブラハムの子孫を

助けてくださるのです。 17そういうわけで

、神のことについて、あわれみ深い、忠実

な大祭司となるため、主はすべての点で兄

弟たちと同じようにならなければなりませ

んでした。それは民の罪のために、なだめ

がなされるためなのです。 18主は、ご自身

が試みを受けて苦しまれたので、試みられ

ている者たちを助けることがおできになる

のです。

3そういうわけですから、天の召しにあず
かっている聖なる兄弟たち。私たちの告

白する信仰の使徒であり、大祭司であるイ

エスのことを考えなさい。 2モーセが神の

家全体のために忠実であったのと同様に、

イエスはご自分を立てた方に対して忠実な

のです。 3家よりも、家を建てる者が大き

な栄誉を持つのと同様に、イエスはモーセ

よりも大きな栄光を受けるのにふさわしい

とされました。 4家はそれぞれ、だれかが

建てるのですが、すべてのものを造られた

方は、神です。 5モーセは、しもべとして

神の家全体のために忠実でした。それは、

後に語られる事をあかしするためでした。

6しかし、キリストは御子として神の家を

忠実に治められるのです。もし私たちが、

確信と、希望による誇りとを、終わりまで

しっかりと持ち続けるならば、私たちが神

の家なのです。 7ですから、聖霊が言われ

るとおりです。 「きょう、もし御声を聞く

ならば、 8荒野での試みの日に御怒りを引

き起こしたときのように、 心をかたくなに

してはならない。 9あなたがたの先祖たち

は、そこでわたしを試みて証拠を求め、四

十年の間、わたしのわざを見た。 10だから

、わたしはその時代を憤って言った。 彼ら

は常に心が迷い、 わたしの道を悟らなかっ
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た。 11わたしは、怒りをもって誓ったよう

に、 決して彼らをわたしの安息にはいらせ

ない。」 12兄弟たち。あなたがたの中では

、だれも悪い不信仰の心になって生ける神

から離れる者がないように気をつけなさい

。 13「きょう。」と言われている間に、日

々互いに励まし合って、だれも罪に惑わさ

れてかたくなにならないようにしなさい。

14もし最初の確信を終わりまでしっかり保

ちさえすれば、私たちは、キリストにあず

かる者となるのです。 15「きょう、もし御

声を聞くならば、 御怒りを引き起こしたと

きのように、 心をかたくなにしてはならな

い。」と言われているからです。 16聞い

ていながら、御怒りを引き起こしたのはだ

れでしたか。モーセに率いられてエジプト

を出た人々の全部ではありませんか。 17神

は四十年の間だれを怒っておられたのです

か。罪を犯した人々、しかばねを荒野にさ

らした、あの人たちをではありませんか。

18また、わたしの安息にはいらせないと神

が誓われたのは、ほかでもない、従おうと

しなかった人たちのことではありませんか

。 19それゆえ、彼らが安息にはいれなかっ

たのは、不信仰のためであったことがわか

ります。

4こういうわけで、神の安息にはいるため
の約束はまだ残っているのですから、あ

なたがたのうちのひとりでも、万が一にも

これにはいれないようなことのないように

、私たちは恐れる心を持とうではありませ

んか。 2福音を説き聞かされていることは

、私たちも彼らと同じなのです。ところが

、その聞いたみことばも、彼らには益にな

りませんでした。みことばが、それを聞い

た人たちに、信仰によって、結びつけられ

なかったからです。 3信じた私たちは安息

にはいるのです。 「わたしは、怒りをもっ

て誓ったように、 決して彼らをわたしの安

息にはいらせない。」 と神が言われたとお

りです。みわざは創世の初めから、もう終

わっているのです。 4というのは、神は七

日目について、ある個所で、「そして、神

は、すべてのみわざを終えて七日目に休ま

れた。」と言われました。 5そして、ここ

では、「決して彼らをわたしの安息にはい

らせない。」と言われたのです。 6こうい

うわけで、その安息にはいる人々がまだ残

っており、前に福音を説き聞かされた人々

は、不従順のゆえにはいれなかったのです

から、 7神は再びある日を「きょう。」と

定めて、長い年月の後に、前に言われたと

同じように、ダビデを通して、 「きょう、

もし御声を聞くならば、 あなたがたの心を

かたくなにしてはならない。」 と語られた

のです。 8もしヨシュアが彼らに安息を与

えたのであったら、神はそのあとで別の日

のことを話されることはなかったでしょう

。 9したがって、安息日の休みは、神の民

のためにまだ残っているのです。 10神の安

息にはいった者ならば、神がご自分のわざ

を終えて休まれたように、自分のわざを終

えて休んだはずです。 11ですから、私たち

は、この安息にはいるよう力を尽くして努

め、あの不従順の例にならって落後する者

が、ひとりもいないようにしようではあり

ませんか。 12神のことばは生きていて、力

があり、両刃の剣よりも鋭く、たましいと

霊、関節と骨髄の分かれ目さえも刺し通し

、心のいろいろな考えやはかりごとを判別
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することができます。 13造られたもので、

神の前で隠れおおせるものは何一つなく、

神の目には、すべてが裸であり、さらけ出

されています。私たちはこの神に対して弁

明をするのです。 14さて、私たちのために

は、もろもろの天を通られた偉大な大祭司

である神の子イエスがおられるのですから

、私たちの信仰の告白を堅く保とうではあ

りませんか。 15私たちの大祭司は、私たち

の弱さに同情できない方ではありません。

罪は犯されませんでしたが、すべての点で

、私たちと同じように、試みに会われたの

です。 16ですから、私たちは、あわれみを

受け、また恵みをいただいて、おりにかな

った助けを受けるために、大胆に恵みの御

座に近づこうではありませんか。

5大祭司はみな、人々の中から選ばれ、神
に仕える事がらについて人々に代わる者

として、任命を受けたのです。それは、罪

のために、ささげ物といけにえとをささげ

るためです。 2彼は、自分自身も弱さを身

にまとっているので、無知な迷っている人

々を思いやることができるのです。 3そし

てまた、その弱さのゆえに、民のためだけ

でなく、自分のためにも、罪のためのささ

げ物をしなければなりません。 4まただれ

でも、この名誉は自分で得るのではなく、

アロンのように神に召されて受けるのです

。 5同様に、キリストも大祭司となる栄誉

を自分で得られたのではなく、彼に、 「あ

なたは、わたしの子。 きょう、わたしがあ

なたを生んだ。」 と言われた方が、それを

お与えになったのです。 6別の個所で、こ

うも言われます。 「あなたは、とこしえに

、 メルキゼデクの位に等しい祭司である。

」 (aiōn g165) 7キリストは、人としてこの世

におられたとき、自分を死から救うことの

できる方に向かって、大きな叫び声と涙と

をもって祈りと願いをささげ、そしてその

敬虔のゆえに聞き入れられました。 8キリ

ストは御子であられるのに、お受けになっ

た多くの苦しみによって従順を学び、 9完

全な者とされ、彼に従うすべての人々に対

して、とこしえの救いを与える者となり、

(aiōnios g166) 10神によって、メルキゼデクの

位に等しい大祭司ととなえられたのです。

11この方について、私たちは話すべきこと

をたくさん持っていますが、あなたがたの

耳が鈍くなっているため、説き明かすこと

が困難です。 12あなたがたは年数からすれ

ば教師になっていなければならないにもか

かわらず、神のことばの初歩をもう一度だ

れかに教えてもらう必要があるのです。あ

なたがたは堅い食物ではなく、乳を必要と

するようになっています。 13まだ乳ばかり

飲んでいるような者はみな、義の教えに通

じてはいません。幼子なのです。 14しかし

、堅い食物はおとなの物であって、経験に

よって良い物と悪い物とを見分ける感覚を

訓練された人たちの物です。

6ですから、私たちは、キリストについて
の初歩の教えをあとにして、成熟を目ざ

して進もうではありませんか。死んだ行な

いからの回心、神に対する信仰、 2きよめ

の洗いについての教え、手を置く儀式、死

者の復活、とこしえのさばきなど基礎的な

ことを再びやり直したりしないようにしま

しょう。 (aiōnios g166) 3神がお許しになるな

らば、私たちはそうすべきです。 4一度光

を受けて天からの賜物の味を知り、聖霊に
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あずかる者となり、 5神のすばらしいみこ

とばと、後にやがて来る世の力とを味わっ

たうえで、 (aiōn g165) 6しかも堕落してしま

うならば、そういう人々をもう一度悔い改

めに立ち返らせることはできません。彼ら

は、自分で神の子をもう一度十字架にかけ

て、恥辱を与える人たちだからです。 7土

地は、その上にしばしば降る雨を吸い込ん

で、これを耕す人たちのために有用な作物

を生じるなら、神の祝福にあずかります。

8しかし、いばらやあざみなどを生えさせ

るなら、無用なものであって、やがてのろ

いを受け、ついには焼かれてしまいます。

9だが、愛する人たち。私たちはこのよう

に言いますが、あなたがたについては、も

っと良いことを確信しています。それは救

いにつながることです。 10神は正しい方で

あって、あなたがたの行ないを忘れず、あ

なたがたがこれまで聖徒たちに仕え、また

今も仕えて神の御名のために示したあの愛

をお忘れにならないのです。 11そこで、私

たちは、あなたがたひとりひとりが、同じ

熱心さを示して、最後まで、私たちの希望

について十分な確信を持ち続けてくれるよ

うに切望します。 12それは、あなたがたが

なまけずに、信仰と忍耐によって約束のも

のを相続するあの人たちに、ならう者とな

るためです。 13神は、アブラハムに約束さ

れるとき、ご自分よりすぐれたものをさし

て誓うことがありえないため、ご自分をさ

して誓い、 14こう言われました。「わたし

は必ずあなたを祝福し、あなたを大いにふ

やす。」 15こうして、アブラハムは、忍耐

の末に、約束のものを得ました。 16確かに

、人間は自分よりすぐれた者をさして誓い

ます。そして、確証のための誓いというも

のは、人間のすべての反論をやめさせます

。 17そこで、神は約束の相続者たちに、ご

計画の変わらないことをさらにはっきり示

そうと思い、誓いをもって保証されたので

す。 18それは、変えることのできない二つ

の事がらによって、――神は、これらの事

がらのゆえに、偽ることができません。

――前に置かれている望みを捕えるために

のがれて来た私たちが、力強い励ましを受

けるためです。 19この望みは、私たちのた

ましいのために、安全で確かな錨の役を果

たし、またこの望みは幕の内側にはいるの

です。 20イエスは私たちの先駆けとしてそ

こにはいり、永遠にメルキゼデクの位に等

しい大祭司となられました。 (aiōn g165)

7このメルキゼデクは、サレムの王で、す
ぐれて高い神の祭司でしたが、アブラハ

ムが王たちを打ち破って帰るのを出迎えて

祝福しました。 2またアブラハムは彼に、

すべての戦利品の十分の一を分けました。

まず彼は、その名を訳すと義の王であり、

次に、サレムの王、すなわち平和の王です

。 3父もなく、母もなく、系図もなく、そ

の生涯の初めもなく、いのちの終わりもな

く、神の子に似た者とされ、いつまでも祭

司としてとどまっているのです。 4その人

がどんなに偉大であるかを、よく考えてご

らんなさい。族長であるアブラハムでさえ

、彼に一番良い戦利品の十分の一を与えた

のです。 5レビの子らの中で祭司職を受け

る者たちは、自分もアブラハムの子孫であ

りながら、民から、すなわち彼らの兄弟た

ちから、十分の一を徴集するようにと、律

法の中で命じられています。 6ところが、
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レビ族の系図にない者が、アブラハムから

十分の一を取って、約束を受けた人を祝福

したのです。 7いうまでもなく、下位の者

が上位の者から祝福されるのです。 8一方

では、死ぬべき人間が十分の一を受けてい

ますが、他のばあいは、彼は生きていると

あかしされている者が受けるのです。 9ま

た、いうならば、十分の一を受け取るレビ

でさえアブラハムを通して十分の一を納め

ているのです。 10というのは、メルキゼデ

クがアブラハムを出迎えたときには、レビ

はまだ父の腰の中にいたからです。 11さて

、もしレビ系の祭司職によって完全に到達

できたのだったら、――民はそれを基礎と

して律法を与えられたのです。――それ以

上何の必要があって、アロンの位でなく、

メルキゼデクの位に等しいと呼ばれる他の

祭司が立てられたのでしょうか。 12祭司職

が変われば、律法も必ず変わらなければな

りませんが、 13私たちが今まで論じて来た

その方は、祭壇に仕える者を出したことの

ない別の部族に属しておられるのです。 14

私たちの主が、ユダ族から出られたことは

明らかですが、モーセは、この部族につい

ては、祭司に関することを何も述べていま

せん。 15もしメルキゼデクに等しい、別の

祭司が立てられるのなら、以上のことは、

いよいよ明らかになります。 16その祭司は

、肉についての戒めである律法にはよらな

いで、朽ちることのない、いのちの力によ

って祭司となったのです。 17この方につい

ては、こうあかしされています。 「あなた

は、とこしえに、 メルキゼデクの位に等し

い祭司である。」 (aiōn g165) 18一方で、前の

戒めは、弱く無益なために、廃止されまし

たが、 19――律法は何事も全うしなかった

のです。――他方で、さらにすぐれた希望

が導き入れられました。私たちはこれによ

って神に近づくのです。 20また、そのため

には、はっきりと誓いがなされています。

21――彼らのばあいは、誓いなしに祭司と

なるのですが、主のばあいには、主に対し

て次のように言われた方の誓いがあります

。「主は誓ってこう言われ、みこころを変

えられることはない。 『あなたはとこしえ

に祭司である。』」―― (aiōn g165) 22そのよ

うにして、イエスは、さらにすぐれた契約

の保証となられたのです。 23また、彼らの

ばあいは、死ということがあるため、務め

にいつまでもとどまることができず、大ぜ

いの者が祭司となりました。 24しかし、キ

リストは永遠に存在されるのであって、変

わることのない祭司の務めを持っておられ

ます。 (aiōn g165) 25したがって、ご自分によ

って神に近づく人々を、完全に救うことが

おできになります。キリストはいつも生き

ていて、彼らのために、とりなしをしてお

られるからです。 26また、このようにきよ

く、悪も汚れもなく、罪人から離れ、また

、天よりも高くされた大祭司こそ、私たち

にとってまさに必要な方です。 27ほかの大

祭司たちとは違い、キリストには、まず自

分の罪のために、その次に、民の罪のため

に毎日いけにえをささげる必要はありませ

ん。というのは、キリストは自分自身をさ

さげ、ただ一度でこのことを成し遂げられ

たからです。 28律法は弱さを持つ人間を大

祭司に立てますが、律法のあとから来た誓

いのみことばは、永遠に全うされた御子を

立てるのです。 (aiōn g165)



ヘブル人への手紙325

8以上述べたことの要点はこうです。すな
わち、私たちの大祭司は天におられる大

能者の御座の右に着座された方であり、 2

人間が設けたのではなくて、主が設けられ

た真実の幕屋である聖所で仕えておられる

方です。 3すべて、大祭司は、ささげ物と

いけにえとをささげるために立てられます

。したがって、この大祭司も何かささげる

物を持っていなければなりません。 4もし

キリストが地上におられるのであったら、

決して祭司とはなられないでしょう。律法

に従ってささげ物をする人たちがいるから

です。 5その人たちは、天にあるものの写

しと影とに仕えているのであって、それら

はモーセが幕屋を建てようとしたとき、神

から御告げを受けたとおりのものです。神

はこう言われたのです。「よく注意しなさ

い。山であなたに示された型に従って、す

べてのものを作りなさい。」 6しかし今、

キリストはさらにすぐれた務めを得られま

した。それは彼が、さらにすぐれた約束に

基づいて制定された、さらにすぐれた契約

の仲介者であるからです。 7もしあの初め

の契約が欠けのないものであったなら、後

のものが必要になる余地はなかったでしょ

う。 8しかし、神は、それに欠けがあると

して、こう言われたのです。 「主が、言わ

れる。見よ。日が来る。わたしが、イスラ

エルの家やユダの家と 新しい契約を結ぶ日

が。 9それは、わたしが彼らの先祖たちの

手を引いて、 彼らをエジプトの地から導き

出した日に 彼らと結んだ契約のようなもの

ではない。 彼らがわたしの契約を守り通さ

ないので、 わたしも、彼らを顧みなかった

と、主は言われる。 10それらの日の後、

わたしが、 イスラエルの家と結ぶ契約は、

これであると、主が言われる。わたしは、

わたしの律法を彼らの思いの中に入れ、 彼

らの心に書きつける。 わたしは彼らの神と

なり、彼らはわたしの民となる。 11また彼

らが、おのおのその町の者に、 また、おの

おのその兄弟に教えて、 『主を知れ。』と

言うことは決してない。 小さい者から大き

い者に至るまで、 彼らはみな、わたしを知

るようになるからである。 12なぜなら、わ

たしは彼らの不義にあわれみをかけ、 もは

や、彼らの罪を思い出さないからである。

」 13神が新しい契約と言われたときには、

初めのものを古いとされたのです。年を経

て古びたものは、すぐに消えて行きます。

9初めの契約にも礼拝の規定と地上の聖所
とがありました。 2幕屋が設けられ、そ

の前部の所には、燭台と机と供えのパンが

ありました。聖所と呼ばれる所です。 3ま

た、第二の垂れ幕のうしろには、至聖所と

呼ばれる幕屋が設けられ、 4そこには金の

香壇と、全面を金でおおわれた契約の箱が

あり、箱の中には、マナのはいった金のつ

ぼ、芽を出したアロンの杖、契約の二つの

板がありました。 5また、箱の上には、贖

罪蓋を翼でおおっている栄光のケルビムが

ありました。しかしこれらについては、今

いちいち述べることができません。 6さて

、これらの物が以上のように整えられた上

で、前の幕屋には、祭司たちがいつもはい

って礼拝を行なうのですが、 7第二の幕屋

には、大祭司だけが年に一度だけはいりま

す。そのとき、血を携えずにはいるような

ことはありません。その血は、自分のため

に、また、民が知らずに犯した罪のために
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ささげるものです。 8これによって聖霊は

次のことを示しておられます。すなわち、

前の幕屋が存続しているかぎり、まことの

聖所への道は、まだ明らかにされていない

ということです。 9この幕屋はその当時の

ための比喩です。それに従って、ささげ物

といけにえとがささげられますが、それら

は礼拝する者の良心を完全にすることはで

きません。 10それらは、ただ食物と飲み物

と種々の洗いに関するもので、新しい秩序

の立てられる時まで課せられた、からだに

関する規定にすぎないからです。 11しかし

キリストは、すでに成就したすばらしい事

がらの大祭司として来られ、手で造った物

でない、言い替えれば、この造られた物と

は違った、さらに偉大な、さらに完全な幕

屋を通り、 12また、やぎと子牛との血によ

ってではなく、ご自分の血によって、ただ

一度、まことの聖所にはいり、永遠の贖い

を成し遂げられたのです。 (aiōnios g166) 13も

し、やぎと雄牛の血、また雌牛の灰を汚れ

た人々に注ぎかけると、それがきよめの働

きをして肉体をきよいものにするとすれば

、 14まして、キリストが傷のないご自身を

、とこしえの御霊によって神におささげに

なったその血は、どんなにか私たちの良心

をきよめて死んだ行ないから離れさせ、生

ける神に仕える者とすることでしょう。

(aiōnios g166) 15こういうわけで、キリストは

新しい契約の仲介者です。それは、初めの

契約のときの違反を贖うための死が実現し

たので、召された者たちが永遠の資産の約

束を受けることができるためなのです。

(aiōnios g166) 16遺言には、遺言者の死亡証明

が必要です。 17遺言は、人が死んだとき初

めて有効になるのであって、遺言者が生き

ている間は、決して効力はありません。 18

したがって、初めの契約も血なしに成立し

たのではありません。 19モーセは、律法に

従ってすべての戒めを民全体に語って後、

水と赤い色の羊の毛とヒソプとのほかに、

子牛とやぎの血を取って、契約の書自体に

も民の全体にも注ぎかけ、 20「これは神が

あなたがたに対して立てられた契約の血で

ある。」と言いました。 21また彼は、幕屋

と礼拝のすべての器具にも同様に血を注ぎ

かけました。 22それで、律法によれば、す

べてのものは血によってきよめられる、と

言ってよいでしょう。また、血を注ぎ出す

ことがなければ、罪の赦しはないのです。

23ですから、天にあるものにかたどったも

のは、これらのものによってきよめられる

必要がありました。しかし天にあるもの自

体は、これよりもさらにすぐれたいけにえ

で、きよめられなければなりません。 24キ

リストは、本物の模型にすぎない、手で造

った聖所にはいられたのではなく、天その

ものにはいられたのです。そして、今、私

たちのために神の御前に現われてくださる

のです。 25それも、年ごとに自分の血でな

い血を携えて聖所にはいる大祭司とは違っ

て、キリストは、ご自分を幾度もささげる

ことはなさいません。 26もしそうでなかっ

たら、世の初めから幾度も苦難を受けなけ

ればならなかったでしょう。しかしキリス

トは、ただ一度、今の世の終わりに、ご自

身をいけにえとして罪を取り除くために、

来られたのです。 (aiōn g165) 27そして、人間

には、一度死ぬことと死後にさばきを受け

ることが定まっているように、 28キリスト
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も、多くの人の罪を負うために一度、ご自

身をささげられましたが、二度目は、罪を

負うためではなく、彼を待ち望んでいる人

々の救いのために来られるのです。

10律法には、後に来るすばらしいものの
影はあっても、その実物はないのです

から、律法は、年ごとに絶えずささげられ

る同じいけにえによって神に近づいて来る

人々を、完全にすることができないのです

。 2もしそれができたのであったら、礼拝

する人々は、一度きよめられた者として、

もはや罪を意識しなかったはずであり、し

たがって、ささげ物をすることは、やんだ

はずです。 3ところがかえって、これらの

ささげ物によって、罪が年ごとに思い出さ

れるのです。 4雄牛とやぎの血は、罪を除

くことができません。 5ですから、キリス

トは、この世界に来て、こう言われるので

す。 「あなたは、いけにえやささげ物を望

まないで、 わたしのために、からだを造っ

てくださいました。 6あなたは全焼のいけ

にえと罪のためのいけにえとで満足されま

せんでした。 7そこでわたしは言いました

。『さあ、わたしは来ました。聖書のある

巻に、 わたしについてしるされているとお

り、 神よ、あなたのみこころを行なうため

に。』」 8すなわち、初めには、「あなた

は、いけにえとささげ物、全焼のいけにえ

と罪のためのいけにえ（すなわち、律法に

従ってささげられる、いろいろの物）を望

まず、またそれらで満足されませんでした

。」と言い、 9また、「さあ、わたしはあ

なたのみこころを行なうために来ました。

」と言われたのです。後者が立てられるた

めに、前者が廃止されるのです。 10このみ

こころに従って、イエス・キリストのから

だが、ただ一度だけささげられたことによ

り、私たちはきよめられたものとされてい

るのです。 11また、すべて祭司は毎日立っ

て礼拝の務めをなし、同じいけにえをくり

返しささげますが、それらは決して罪を除

き去ることができません。 12しかし、キリ

ストは、罪のために一つの永遠のいけにえ

をささげて後、神の右の座に着き、 13それ

からは、その敵がご自分の足台となるのを

待っておられるのです。 14キリストはきよ

められる人々を、一つのささげ物によって

、永遠に全うされたのです。 15聖霊も私た

ちに次のように言って、あかしされます。

16「それらの日の後、わたしが、彼らと結

ぼうとしている契約は、これであると、 主

は言われる。 わたしは、わたしの律法を彼

らの心に置き、 彼らの思いに書きつける。

」またこう言われます。 17「わたしは、

もはや決して彼らの罪と不法とを思い出す

ことはしない。」 18これらのことが赦され

るところでは、罪のためのささげ物はもは

や無用です。 19こういうわけですから、兄

弟たち。私たちは、イエスの血によって、

大胆にまことの聖所にはいることができる

のです。 20イエスはご自分の肉体という垂

れ幕を通して、私たちのためにこの新しい

生ける道を設けてくださったのです。 21ま

た、私たちには、神の家をつかさどる、こ

の偉大な祭司があります。 22そのようなわ

けで、私たちは、心に血の注ぎを受けて邪

悪な良心をきよめられ、からだをきよい水

で洗われたのですから、全き信仰をもって

、真心から神に近づこうではありませんか

。 23約束された方は真実な方ですから、私
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たちは動揺しないで、しっかりと希望を告

白しようではありませんか。 24また、互い

に勧め合って、愛と善行を促すように注意

し合おうではありませんか。 25ある人々の

ように、いっしょに集まることをやめたり

しないで、かえって励まし合い、かの日が

近づいているのを見て、ますますそうしよ

うではありませんか。 26もし私たちが、真

理の知識を受けて後、ことさらに罪を犯し

続けるならば、罪のためのいけにえは、も

はや残されていません。 27ただ、さばきと

、逆らう人たちを焼き尽くす激しい火とを

、恐れながら待つよりほかはないのです。

28だれでもモーセの律法を無視する者は、

二、三の証人のことばに基づいて、あわれ

みを受けることなく死刑に処せられます。

29まして、神の御子を踏みつけ、自分をき

よめた契約の血を汚れたものとみなし、恵

みの御霊を侮る者は、どんなに重い処罰に

値するか、考えてみなさい。 30私たちは、

「復讐はわたしのすることである。わたし

が報いをする。」、また、「主がその民を

さばかれる。」と言われる方を知っていま

す。 31生ける神の手の中に陥ることは恐ろ

しいことです。 32あなたがたは、光に照ら

されて後、苦難に会いながら激しい戦いに

耐えた初めのころを、思い起こしなさい。

33人々の目の前で、そしりと苦しみとを受

けた者もあれば、このようなめに会った人

々の仲間になった者もありました。 34あな

たがたは、捕えられている人々を思いやり

、また、もっとすぐれた、いつまでも残る

財産を持っていることを知っていたので、

自分の財産が奪われても、喜んで忍びまし

た。 35ですから、あなたがたの確信を投げ

捨ててはなりません。それは大きな報いを

もたらすものなのです。 36あなたがたが神

のみこころを行なって、約束のものを手に

入れるために必要なのは忍耐です。 37「も

うしばらくすれば、 来るべき方が来られる

。おそくなることはない。 38わたしの義人

は信仰によって生きる。 もし、恐れ退くな

ら、わたしのこころは彼を喜ばない。」 39

私たちは、恐れ退いて滅びる者ではなく、

信じていのちを保つ者です。

11信仰は望んでいる事がらを保証し、目
に見えないものを確信させるものです

。 2昔の人々はこの信仰によって称賛され

ました。 3信仰によって、私たちは、この

世界が神のことばで造られたことを悟り、

したがって、見えるものが目に見えるもの

からできたのではないことを悟るのです。

(aiōn g165) 4信仰によって、アベルはカインよ

りもすぐれたいけにえを神にささげ、その

いけにえによって彼が義人であることの証

明を得ました。神が、彼のささげ物を良い

ささげ物だとあかししてくださったからで

す。彼は死にましたが、その信仰によって

、今もなお語っています。 5信仰によって

、エノクは死を見ることのないように移さ

れました。神に移されて、見えなくなりま

した。移される前に、彼は神に喜ばれてい

ることが、あかしされていました。 6信仰

がなくては、神に喜ばれることはできませ

ん。神に近づく者は、神がおられることと

、神を求める者には報いてくださる方であ

ることとを、信じなければならないのです

。 7信仰によって、ノアは、まだ見ていな

い事がらについて神から警告を受けたとき

、恐れかしこんで、その家族の救いのため
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に箱舟を造り、その箱舟によって、世の罪

を定め、信仰による義を相続する者となり

ました。 8信仰によって、アブラハムは、

相続財産として受け取るべき地に出て行け

との召しを受けたとき、これに従い、どこ

に行くのかを知らないで、出て行きました

。 9信仰によって、彼は約束された地に他

国人のようにして住み、同じ約束をともに

相続するイサクやヤコブとともに天幕生活

をしました。 10彼は、堅い基礎の上に建て

られた都を待ち望んでいたからです。その

都を設計し建設されたのは神です。 11信仰

によって、サラも、すでにその年を過ぎた

身であるのに、子を宿す力を与えられまし

た。彼女は約束してくださった方を真実な

方と考えたからです。 12そこで、ひとりの

、しかも死んだも同様のアブラハムから、

天の星のように、また海べの数えきれない

砂のように数多い子孫が生まれたのです。

13これらの人々はみな、信仰の人々として

死にました。約束のものを手に入れること

はありませんでしたが、はるかにそれを見

て喜び迎え、地上では旅人であり寄留者で

あることを告白していたのです。 14彼らは

このように言うことによって、自分の故郷

を求めていることを示しています。 15もし

、出て来た故郷のことを思っていたのであ

れば、帰る機会はあったでしょう。 16しか

し、事実、彼らは、さらにすぐれた故郷、

すなわち天の故郷にあこがれていたのです

。それゆえ、神は彼らの神と呼ばれること

を恥となさいませんでした。事実、神は彼

らのために都を用意しておられました。 17

信仰によって、アブラハムは、試みられた

ときイサクをささげました。彼は約束を与

えられていましたが、自分のただひとりの

子をささげたのです。 18神はアブラハムに

対して、「イサクから出る者があなたの子

孫と呼ばれる。」と言われたのですが、 19

彼は、神には人を死者の中からよみがえら

せることもできる、と考えました。それで

彼は、死者の中からイサクを取り戻したの

です。これは型です。 20信仰によって、イ

サクは未来のことについて、ヤコブとエサ

ウを祝福しました。 21信仰によって、ヤコ

ブは死ぬとき、ヨセフの子どもたちをひと

りひとり祝福し、また自分の杖のかしらに

寄りかかって礼拝しました。 22信仰によっ

て、ヨセフは臨終のとき、イスラエルの子

孫の脱出を語り、自分の骨について指図し

ました。 23信仰によって、モーセは生まれ

てから、両親によって三か月の間隠されて

いました。彼らはその子の美しいのを見た

からです。彼らは王の命令をも恐れません

でした。 24信仰によって、モーセは成人し

たとき、パロの娘の子と呼ばれることを拒

み、 25はかない罪の楽しみを受けるよりは

、むしろ神の民とともに苦しむことを選び

取りました。 26彼は、キリストのゆえに受

けるそしりを、エジプトの宝にまさる大き

な富と思いました。彼は報いとして与えら

れるものから目を離さなかったのです。 27

信仰によって、彼は、王の怒りを恐れない

で、エジプトを立ち去りました。目に見え

ない方を見るようにして、忍び通したから

です。 28信仰によって、初子を滅ぼす者が

彼らに触れることのないように、彼は過越

と血の注ぎとを行ないました。 29信仰によ

って、彼らは、かわいた陸地を行くのと同

様に紅海を渡りました。エジプト人は、同
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じようにしようとしましたが、のみこまれ

てしまいました。 30信仰によって、人々が

七日の間エリコの城の周囲を回ると、その

城壁はくずれ落ちました。 31信仰によって

、遊女ラハブは、偵察に来た人たちを穏や

かに受け入れたので、不従順な人たちとい

っしょに滅びることを免れました。 32これ

以上、何を言いましょうか。もし、ギデオ

ン、バラク、サムソン、エフタ、またダビ

デ、サムエル、預言者たちについても話す

ならば、時が足りないでしょう。 33彼らは

、信仰によって、国々を征服し、正しいこ

とを行ない、約束のものを得、ししの口を

ふさぎ、 34火の勢いを消し、剣の刃をのが

れ、弱い者なのに強くされ、戦いの勇士と

なり、他国の陣営を陥れました。 35女たち

は、死んだ者をよみがえらせていただきま

した。またほかの人たちは、さらにすぐれ

たよみがえりを得るために、釈放されるこ

とを願わないで拷問を受けました。 36また

、ほかの人たちは、あざけられ、むちで打

たれ、さらに鎖につながれ、牢に入れられ

るめに会い、 37また、石で打たれ、試みを

受け、のこぎりで引かれ、剣で切り殺され

、羊ややぎの皮を着て歩き回り、乏しくな

り、悩まされ、苦しめられ、 38――この世

は彼らにふさわしい所ではありませんでし

た。――荒野と山とほら穴と地の穴とをさ

まよいました。 39この人々はみな、その信

仰によってあかしされましたが、約束され

たものは得ませんでした。 40神は私たちの

ために、さらにすぐれたものをあらかじめ

用意しておられたので、彼らが私たちと別

に全うされるということはなかったのです

。

12こういうわけで、このように多くの証
人たちが、雲のように私たちを取り巻

いているのですから、私たちも、いっさい

の重荷とまつわりつく罪とを捨てて、私た

ちの前に置かれている競走を忍耐をもって

走り続けようではありませんか。 2信仰の

創始者であり、完成者であるイエスから目

を離さないでいなさい。イエスは、ご自分

の前に置かれた喜びのゆえに、はずかしめ

をものともせずに十字架を忍び、神の御座

の右に着座されました。 3あなたがたは、

罪人たちのこのような反抗を忍ばれた方の

ことを考えなさい。それは、あなたがたの

心が元気を失い、疲れ果ててしまわないた

めです。 4あなたがたはまだ、罪と戦って

、血を流すまで抵抗したことがありません

。 5そして、あなたがたに向かって子ども

に対するように語られたこの勧めを忘れて

います。「わが子よ。主の懲らしめを軽ん

じてはならない。 主に責められて弱り果て

てはならない。 6主はその愛する者を懲ら

しめ、受け入れるすべての子に、むちを加

えられるからである。」 7訓練と思って耐

え忍びなさい。神はあなたがたを子として

扱っておられるのです。父が懲らしめるこ

とをしない子がいるでしょうか。 8もしあ

なたがたが、だれでも受ける懲らしめを受

けていないとすれば、私生子であって、ほ

んとうの子ではないのです。 9さらにまた

、私たちには肉の父がいて、私たちを懲ら

しめたのですが、しかも私たちは彼らを敬

ったのであれば、なおさらのこと、私たち

はすべての霊の父に服従して生きるべきで

はないでしょうか。 10なぜなら、肉の父親

は、短い期間、自分が良いと思うままに私
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たちを懲らしめるのですが、霊の父は、私

たちの益のため、私たちをご自分のきよさ

にあずからせようとして、懲らしめるので

す。 11すべての懲らしめは、そのときは喜

ばしいものではなく、かえって悲しく思わ

れるものですが、後になると、これによっ

て訓練された人々に平安な義の実を結ばせ

ます。 12ですから、弱った手と衰えたひざ

とを、まっすぐにしなさい。 13また、あな

たがたの足のためには、まっすぐな道を作

りなさい。足なえの人も関節をはずすこと

のないため、いやむしろ、いやされるため

です。 14すべての人との平和を追い求め、

また、きよめられることを追い求めなさい

。きよくなければ、だれも主を見ることが

できません。 15そのためには、あなたがた

はよく監督して、だれも神の恵みから落ち

る者がないように、また、苦い根が芽を出

して悩ましたり、これによって多くの人が

汚されたりすることのないように、 16また

、不品行の者や、一杯の食物と引き替えに

自分のものであった長子の権利を売ったエ

サウのような俗悪な者がないようにしなさ

い。 17あなたがたが知っているとおり、彼

は後になって祝福を相続したいと思ったが

、退けられました。涙を流して求めても、

彼には心を変えてもらう余地がありません

でした。 18あなたがたは、手でさわれる山

、燃える火、黒雲、暗やみ、あらし、 19ラ

ッパの響き、ことばのとどろきに近づいて

いるのではありません。このとどろきは、

これを聞いた者たちが、それ以上一言も加

えてもらいたくないと願ったものです。 20

彼らは、「たとい、獣でも、山に触れるも

のは石で打ち殺されなければならない。」

というその命令に耐えることができなかっ

たのです。 21また、その光景があまり恐ろ

しかったので、モーセは、「私は恐れて、

震える。」と言いました。 22しかし、あな

たがたは、シオンの山、生ける神の都、天

にあるエルサレム、無数の御使いたちの大

祝会に近づいているのです。 23また、天に

登録されている長子たちの教会、万民の審

判者である神、全うされた義人たちの霊、

24さらに、新しい契約の仲介者イエス、そ

れに、アベルの血よりもすぐれたことを語

る注ぎかけの血に近づいています。 25語っ

ておられる方を拒まないように注意しなさ

い。なぜなら、地上においても、警告を与

えた方を拒んだ彼らが処罰を免れることが

できなかったとすれば、まして天から語っ

ておられる方に背を向ける私たちが、処罰

を免れることができないのは当然ではあり

ませんか。 26あのときは、その声が地を揺

り動かしましたが、このたびは約束をもっ

て、こう言われます。「わたしは、もう一

度、地だけではなく、天も揺り動かす。」

27この「もう一度」ということばは、決し

て揺り動かされることのないものが残るた

めに、すべての造られた、揺り動かされる

ものが取り除かれることを示しています。

28こういうわけで、私たちは揺り動かされ

ない御国を受けているのですから、感謝し

ようではありませんか。こうして私たちは

、慎みと恐れとをもって、神に喜ばれるよ

うに奉仕をすることができるのです。 29私

たちの神は焼き尽くす火です。

13兄弟愛をいつも持っていなさい。 2旅

人をもてなすことを忘れてはいけませ

ん。こうして、ある人々は御使いたちを、
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それとは知らずにもてなしました。 3牢に

つながれている人々を、自分も牢にいる気

持ちで思いやり、また、自分も肉体を持っ

ているのですから、苦しめられている人々

を思いやりなさい。 4結婚がすべての人に

尊ばれるようにしなさい。寝床を汚しては

いけません。なぜなら、神は不品行な者と

姦淫を行なう者とをさばかれるからです。

5金銭を愛する生活をしてはいけません。い

ま持っているもので満足しなさい。主ご自

身がこう言われるのです。「わたしは決し

てあなたを離れず、また、あなたを捨てな

い。」 6そこで、私たちは確信に満ちてこ

う言います。 「主は私の助け手です。私は

恐れません。 人間が、私に対して何ができ

ましょう。」 7神のみことばをあなたがた

に話した指導者たちのことを、思い出しな

さい。彼らの生活の結末をよく見て、その

信仰にならいなさい。 8イエス・キリスト

は、きのうもきょうも、いつまでも、同じ

です。 (aiōn g165) 9さまざまの異なった教え

によって迷わされてはなりません。食物に

よってではなく、恵みによって心を強める

のは良いことです。食物に気を取られた者

は益を得ませんでした。 10私たちには一つ

の祭壇があります。幕屋で仕える者たちに

は、この祭壇から食べる権利がありません

。 11動物の血は、罪のための供え物として

、大祭司によって聖所の中まで持って行か

れますが、からだは宿営の外で焼かれるか

らです。 12ですから、イエスも、ご自分の

血によって民をきよめるために、門の外で

苦しみを受けられました。 13ですから、私

たちは、キリストのはずかしめを身に負っ

て、宿営の外に出て、みもとに行こうでは

ありませんか。 14私たちは、この地上に永

遠の都を持っているのではなく、むしろ後

に来ようとしている都を求めているのです

。 15ですから、私たちはキリストを通して

、賛美のいけにえ、すなわち御名をたたえ

るくちびるの果実を、神に絶えずささげよ

うではありませんか。 16善を行なうことと

、持ち物を人に分けることとを怠ってはい

けません。神はこのようないけにえを喜ば

れるからです。 17あなたがたの指導者たち

の言うことを聞き、また服従しなさい。こ

の人々は神に弁明する者であって、あなた

がたのたましいのために見張りをしている

のです。ですから、この人たちが喜んでそ

のことをし、嘆いてすることにならないよ

うにしなさい。そうでないと、あなたがた

の益にならないからです。 18私たちのため

に祈ってください。私たちは、正しい良心

を持っていると確信しており、何事につい

ても正しく行動しようと願っているからで

す。 19また、もっと祈ってくださるよう特

にお願いします。それだけ、私があなたが

たのところに早く帰れるようになるからで

す。 20永遠の契約の血による羊の大牧者、

私たちの主イエスを死者の中から導き出さ

れた平和の神が、 (aiōnios g166) 21イエス・キ

リストにより、御前でみこころにかなうこ

とを私たちのうちに行ない、あなたがたが

みこころを行なうことができるために、す

べての良いことについて、あなたがたを完

全な者としてくださいますように。どうか

、キリストに栄光が世々限りなくあります

ように。アーメン。 (aiōn g165) 22兄弟たち。

このような勧めのことばを受けてください

。私はただ手短に書きました。 23私たちの
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兄弟テモテが釈放されたことをお知らせし

ます。もし彼が早く来れば、私は彼といっ

しょにあなたがたに会えるでしょう。 24す

べてのあなたがたの指導者たち、また、す

べての聖徒たちによろしく言ってください

。イタリヤから来た人たちが、あなたがた

によろしくと言っています。 25恵みが、あ

なたがたすべてとともにありますように。
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ヤコブの手紙

1神と主イエス・キリストのしもべヤコブ
が、国外に散っている十二の部族へあい

さつを送ります。 2私の兄弟たち。さまざ

まな試練に会うときは、それをこの上もな

い喜びと思いなさい。 3信仰がためされる

と忍耐が生じるということを、あなたがた

は知っているからです。 4その忍耐を完全

に働かせなさい。そうすれば、あなたがた

は、何一つ欠けたところのない、成長を遂

げた、完全な者となります。 5あなたがた

の中に知恵の欠けた人がいるなら、その人

は、だれにでも惜しげなく、とがめること

なくお与えになる神に願いなさい。そうす

ればきっと与えられます。 6ただし、少し

も疑わずに、信じて願いなさい。疑う人は

、風に吹かれて揺れ動く、海の大波のよう

です。 7そういう人は、主から何かをいた

だけると思ってはなりません。 8そういう

のは、二心のある人で、その歩む道のすべ

てに安定を欠いた人です。 9貧しい境遇に

ある兄弟は、自分の高い身分を誇りとしな

さい。 10富んでいる人は、自分が低くされ

ることに誇りを持ちなさい。なぜなら、富

んでいる人は、草の花のように過ぎ去って

行くからです。 11太陽が熱風を伴って上っ

て来ると、草を枯らしてしまいます。する

と、その花は落ち、美しい姿は滅びます。

同じように、富んでいる人も、働きの最中

に消えて行くのです。 12試練に耐える人は

幸いです。耐え抜いて良しと認められた人

は、神を愛する者に約束された、いのちの

冠を受けるからです。 13だれでも誘惑に会

ったとき、神によって誘惑された、と言っ

てはいけません。神は悪に誘惑されること

のない方であり、ご自分でだれを誘惑なさ

ることもありません。 14人はそれぞれ自分

の欲に引かれ、おびき寄せられて、誘惑さ

れるのです。 15欲がはらむと罪を生み、罪

が熟すると死を生みます。 16愛する兄弟た

ち。だまされないようにしなさい。 17すべ

ての良い贈り物、また、すべての完全な賜

物は上から来るのであって、光を造られた

父から下るのです。父には移り変わりや、

移り行く影はありません。 18父はみこころ

のままに、真理のことばをもって私たちを

お生みになりました。私たちを、いわば被

造物の初穂にするためなのです。 19愛する

兄弟たち。あなたがたはそのことを知って

いるのです。しかし、だれでも、聞くには

早く、語るにはおそく、怒るにはおそいよ

うにしなさい。 20人の怒りは、神の義を実

現するものではありません。 21ですから、

すべての汚れやあふれる悪を捨て去り、心

に植えつけられたみことばを、すなおに受

け入れなさい。みことばは、あなたがたの

たましいを救うことができます。 22また、

みことばを実行する人になりなさい。自分

を欺いて、ただ聞くだけの者であってはい

けません。 23みことばを聞いても行なわな

い人がいるなら、その人は自分の生まれつ

きの顔を鏡で見る人のようです。 24自分を

ながめてから立ち去ると、すぐにそれがど

のようであったかを忘れてしまいます。 25

ところが、完全な律法、すなわち自由の律

法を一心に見つめて離れない人は、すぐに

忘れる聞き手にはならないで、事を実行す

る人になります。こういう人は、その行な

いによって祝福されます。 26自分は宗教に

熱心であると思っても、自分の舌にくつわ
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をかけず、自分の心を欺いているなら、そ

のような人の宗教はむなしいものです。 27

父なる神の御前できよく汚れのない宗教は

、孤児や、やもめたちが困っているときに

世話をし、この世から自分をきよく守るこ

とです。

2私の兄弟たち。あなたがたは私たちの栄
光の主イエス・キリストを信じる信仰を

持っているのですから、人をえこひいきし

てはいけません。 2あなたがたの会堂に、

金の指輪をはめ、りっぱな服装をした人が

はいって来、またみすぼらしい服装をした

貧しい人もはいって来たとします。 3あな

たがたが、りっぱな服装をした人に目を留

めて、「あなたは、こちらの良い席におす

わりなさい。」と言い、貧しい人には、「

あなたは、そこで立っていなさい。でなけ

れば、私の足もとにすわりなさい。」と言

うとすれば、 4あなたがたは、自分たちの

間で差別を設け、悪い考え方で人をさばく

者になったのではありませんか。 5よく聞

きなさい。愛する兄弟たち。神は、この世

の貧しい人たちを選んで信仰に富む者とし

、神を愛する者に約束されている御国を相

続する者とされたではありませんか。 6そ

れなのに、あなたがたは貧しい人を軽蔑し

たのです。あなたがたをしいたげるのは富

んだ人たちではありませんか。また、あな

たがたを裁判所に引いて行くのも彼らでは

ありませんか。 7あなたがたがその名で呼

ばれている尊い御名をけがすのも彼らでは

ありませんか。 8もし、ほんとうにあなた

がたが、聖書に従って、「あなたの隣人を

あなた自身のように愛せよ。」という最高

の律法を守るなら、あなたがたの行ないは

りっぱです。 9しかし、もし人をえこひい

きするなら、あなたがたは罪を犯しており

、律法によって違反者として責められます

。 10律法全体を守っても、一つの点でつま

ずくなら、その人はすべてを犯した者とな

ったのです。 11なぜなら、「姦淫してはな

らない。」と言われた方は、「殺してはな

らない。」とも言われたからです。そこで

、姦淫しなくても人殺しをすれば、あなた

は律法の違反者となったのです。 12自由の

律法によってさばかれる者らしく語り、ま

たそのように行ないなさい。 13あわれみを

示したことのない者に対するさばきは、あ

われみのないさばきです。あわれみは、さ

ばきに向かって勝ち誇るのです。 14私の兄

弟たち。だれかが自分には信仰があると言

っても、その人に行ないがないなら、何の

役に立ちましょう。そのような信仰がその

人を救うことができるでしょうか。 15もし

、兄弟また姉妹のだれかが、着る物がなく

、また、毎日の食べ物にもこと欠いている

ようなときに、 16あなたがたのうちだれか

が、その人たちに、「安心して行きなさい

。暖かになり、十分に食べなさい。」と言

っても、もしからだに必要な物を与えない

なら、何の役に立つでしょう。 17それと同

じように、信仰も、もし行ないがなかった

なら、それだけでは、死んだものです。 18

さらに、こう言う人もあるでしょう。「あ

なたは信仰を持っているが、私は行ないを

持っています。行ないのないあなたの信仰

を、私に見せてください。私は、行ないに

よって、私の信仰をあなたに見せてあげま

す。」 19あなたは、神はおひとりだと信じ

ています。りっぱなことです。ですが、悪
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霊どももそう信じて、身震いしています。

20ああ愚かな人よ。あなたは行ないのない

信仰がむなしいことを知りたいと思います

か。 21私たちの父アブラハムは、その子イ

サクを祭壇にささげたとき、行ないによっ

て義と認められたではありませんか。 22あ

なたの見ているとおり、彼の信仰は彼の行

ないとともに働いたのであり、信仰は行な

いによって全うされ、 23そして、「アブラ

ハムは神を信じ、その信仰が彼の義とみな

された。」という聖書のことばが実現し、

彼は神の友と呼ばれたのです。 24人は行な

いによって義と認められるのであって、信

仰だけによるのではないことがわかるでし

ょう。 25同様に、遊女ラハブも、使者たち

を招き入れ、別の道から送り出したため、

その行ないによって義と認められたではあ

りませんか。 26たましいを離れたからだが

、死んだものであるのと同様に、行ないの

ない信仰は、死んでいるのです。

3私の兄弟たち。多くの者が教師になって
はいけません。ご承知のように、私たち

教師は、格別きびしいさばきを受けるので

す。 2私たちはみな、多くの点で失敗をす

るものです。もし、ことばで失敗をしない

人がいたら、その人は、からだ全体もりっ

ぱに制御できる完全な人です。 3馬を御す

るために、くつわをその口にかけると、馬

のからだ全体を引き回すことができます。

4また、船を見なさい。あのように大きな

物が、強い風に押されているときでも、ご

く小さなかじによって、かじを取る人の思

いどおりの所へ持って行かれるのです。 5

同様に、舌も小さな器官ですが、大きなこ

とを言って誇るのです。ご覧なさい。あの

ように小さい火があのような大きい森を燃

やします。 6舌は火であり、不義の世界で

す。舌は私たちの器官の一つですが、から

だ全体を汚し、人生の車輪を焼き、そして

ゲヘナの火によって焼かれます。 (Geenna

g1067) 7どのような種類の獣も鳥も、はうも

のも海の生き物も、人類によって制せられ

るし、すでに制せられています。 8しかし

、舌を制御することは、だれにもできませ

ん。それは少しもじっとしていない悪であ

り、死の毒に満ちています。 9私たちは、

舌をもって、主であり父である方をほめた

たえ、同じ舌をもって、神にかたどって造

られた人をのろいます。 10賛美とのろいが

同じ口から出て来るのです。私の兄弟たち

。このようなことは、あってはなりません

。 11泉が甘い水と苦い水を同じ穴からわき

上がらせるというようなことがあるでしょ

うか。 12私の兄弟たち。いちじくの木がオ

リーブの実をならせたり、ぶどうの木がい

ちじくの実をならせたりするようなことは

、できることでしょうか。塩水が甘い水を

出すこともできないことです。 13あなたが

たのうちで、知恵のある、賢い人はだれで

しょうか。その人は、その知恵にふさわし

い柔和な行ないを、良い生き方によって示

しなさい。 14しかし、もしあなたがたの心

の中に、苦いねたみと敵対心があるならば

、誇ってはいけません。真理に逆らって偽

ることになります。 15そのような知恵は、

上から来たものではなく、地に属し、肉に

属し、悪霊に属するものです。 16ねたみや

敵対心のあるところには、秩序の乱れや、

あらゆる邪悪な行ないがあるからです。 17

しかし、上からの知恵は、第一に純真であ
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り、次に平和、寛容、温順であり、また、

あわれみと良い実とに満ち、えこひいきが

なく、見せかけのないものです。 18義の実

を結ばせる種は、平和をつくる人によって

平和のうちに蒔かれます。

4何が原因で、あなたがたの間に戦いや争
いがあるのでしょう。あなたがたのから

だの中で戦う欲望が原因ではありませんか

。 2あなたがたは、ほしがっても自分のも

のにならないと、人殺しをするのです。う

らやんでも手に入れることができないと、

争ったり、戦ったりするのです。あなたが

たのものにならないのは、あなたがたが願

わないからです。 3願っても受けられない

のは、自分の快楽のために使おうとして、

悪い動機で願うからです。 4貞操のない人

たち。世を愛することは神に敵することで

あることがわからないのですか。世の友と

なりたいと思ったら、その人は自分を神の

敵としているのです。 5それとも、「神は

、私たちのうちに住まわせた御霊を、ねた

むほどに慕っておられる。」という聖書の

ことばが、無意味だと思うのですか。 6し

かし、神は、さらに豊かな恵みを与えてく

ださいます。ですから、こう言われていま

す。「神は、高ぶる者を退け、へりくだる

者に恵みをお授けになる。」 7ですから、

神に従いなさい。そして、悪魔に立ち向か

いなさい。そうすれば、悪魔はあなたがた

から逃げ去ります。 8神に近づきなさい。

そうすれば、神はあなたがたに近づいてく

ださいます。罪ある人たち。手を洗いきよ

めなさい。二心の人たち。心をきよくしな

さい。 9あなたがたは、苦しみなさい。悲

しみなさい。泣きなさい。あなたがたの笑

いを悲しみに、喜びを憂いに変えなさい。

10主の御前でへりくだりなさい。そうすれ

ば、主があなたがたを高くしてくださいま

す。 11兄弟たち。互いに悪口を言い合って

はいけません。自分の兄弟の悪口を言い、

自分の兄弟をさばく者は、律法の悪口を言

い、律法をさばいているのです。あなたが

、もし律法をさばくなら、律法を守る者で

はなくて、さばく者です。 12律法を定め、

さばきを行なう方は、ただひとりであり、

その方は救うことも滅ぼすこともできます

。隣人をさばくあなたは、いったい何者で

すか。 13聞きなさい。「きょうか、あす、

これこれの町に行き、そこに一年いて、商

売をして、もうけよう。」と言う人たち。

14あなたがたには、あすのことはわからな

いのです。あなたがたのいのちは、いった

いどのようなものですか。あなたがたは、

しばらくの間現われて、それから消えてし

まう霧にすぎません。 15むしろ、あなたが

たはこう言うべきです。「主のみこころな

ら、私たちは生きていて、このことを、ま

たは、あのことをしよう。」 16ところがこ

のとおり、あなたがたはむなしい誇りをも

って高ぶっています。そのような高ぶりは

、すべて悪いことです。 17こういうわけで

、なすべき正しいことを知っていながら行

なわないなら、それはその人の罪です。

5聞きなさい。金持ちたち。あなたがたの
上に迫って来る悲惨を思って泣き叫びな

さい。 2あなたがたの富は腐っており、あ

なたがたの着物は虫に食われており、 3あ

なたがたの金銀にはさびが来て、そのさび

が、あなたがたを責める証言となり、あな

たがたの肉を火のように食い尽くします。
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あなたがたは、終わりの日に財宝をたくわ

えました。 4見なさい。あなたがたの畑の

刈り入れをした労働者への未払い賃金が、

叫び声をあげています。そして、取り入れ

をした人たちの叫び声は、万軍の主の耳に

届いています。 5あなたがたは、地上でぜ

いたくに暮らし、快楽にふけり、殺される

日にあたって自分の心を太らせました。 6

あなたがたは、正しい人を罪に定めて、殺

しました。彼はあなたがたに抵抗しません

。 7こういうわけですから、兄弟たち。主

が来られる時まで耐え忍びなさい。見なさ

い。農夫は、大地の貴重な実りを、秋の雨

や春の雨が降るまで、耐え忍んで待ってい

ます。 8あなたがたも耐え忍びなさい。心

を強くしなさい。主の来られるのが近いか

らです。 9兄弟たち。互いにつぶやき合っ

てはいけません。さばかれないためです。

見なさい。さばきの主が、戸口のところに

立っておられます。 10苦難と忍耐について

は、兄弟たち、主の御名によって語った預

言者たちを模範にしなさい。 11見なさい。

耐え忍んだ人たちは幸いであると、私たち

は考えます。あなたがたは、ヨブの忍耐の

ことを聞いています。また、主が彼になさ

ったことの結末を見たのです。主は慈愛に

富み、あわれみに満ちておられる方だとい

うことです。 12私の兄弟たちよ。何よりも

まず、誓わないようにしなさい。天をさし

ても地をさしても、そのほかの何をさして

もです。ただ、「はい。」を「はい。」、

「いいえ。」を「いいえ。」としなさい。

それは、あなたがたが、さばきに会わない

ためです。 13あなたがたのうちに苦しんで

いる人がいますか。その人は祈りなさい。

喜んでいる人がいますか。その人は賛美し

なさい。 14あなたがたのうちに病気の人が

いますか。その人は教会の長老たちを招き

、主の御名によって、オリーブ油を塗って

祈ってもらいなさい。 15信仰による祈りは

、病む人を回復させます。主はその人を立

たせてくださいます。また、もしその人が

罪を犯していたなら、その罪は赦されます

。 16ですから、あなたがたは、互いに罪を

言い表わし、互いのために祈りなさい。い

やされるためです。義人の祈りは働くと、

大きな力があります。 17エリヤは、私たち

と同じような人でしたが、雨が降らないよ

うに祈ると、三年六か月の間、地に雨が降

りませんでした。 18そして、再び祈ると、

天は雨を降らせ、地はその実を実らせまし

た。 19私の兄弟たち。あなたがたのうちに

、真理から迷い出た者がいて、だれかがそ

の人を連れ戻すようなことがあれば、 20罪

人を迷いの道から引き戻す者は、罪人のた

ましいを死から救い出し、また、多くの罪

をおおうのだということを、あなたがたは

知っていなさい。
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ペテロの手紙第一

1イエス・キリストの使徒ペテロから、ポ
ント、ガラテヤ、カパドキヤ、アジヤ、

ビテニヤに散って寄留している、選ばれた

人々、すなわち、 2父なる神の予知に従い

、御霊のきよめによって、イエス・キリス

トに従うように、またその血の注ぎかけを

受けるように選ばれた人々へ。どうか、恵

みと平安が、あなたがたの上にますます豊

かにされますように。 3私たちの主イエス

・キリストの父なる神がほめたたえられま

すように。神は、ご自分の大きなあわれみ

のゆえに、イエス・キリストが死者の中か

らよみがえられたことによって、私たちを

新しく生まれさせて、生ける望みを持つよ

うにしてくださいました。 4また、朽ちる

ことも汚れることも、消えて行くこともな

い資産を受け継ぐようにしてくださいまし

た。これはあなたがたのために、天にたく

わえられているのです。 5あなたがたは、

信仰により、神の御力によって守られてお

り、終わりのときに現わされるように用意

されている救いをいただくのです。 6そう

いうわけで、あなたがたは大いに喜んでい

ます。ただ、いましばらくの間は、やむを

えず、さまざまの試練のために、悩まされ

ていますが、 7信仰の試練は、火を通して

精練されてもなお朽ちて行く金よりも尊い

のであって、イエス・キリストの現われの

ときに称賛と光栄と栄誉に至るものである

ことがわかります。 8あなたがたはイエス

・キリストを見たことはないけれども愛し

ており、いま見てはいないけれども信じて

おり、ことばに尽くすことのできない、栄

えに満ちた喜びにおどっています。 9これ

は、信仰の結果である、たましいの救いを

得ているからです。 10この救いについては

、あなたがたに対する恵みについて預言し

た預言者たちも、熱心に尋ね、細かく調べ

ました。 11彼らは、自分たちのうちにおら

れるキリストの御霊が、キリストの苦難と

それに続く栄光を前もってあかしされたと

き、だれを、また、どのような時をさして

言われたのかを調べたのです。 12彼らは、

それらのことが、自分たちのためではなく

、あなたがたのための奉仕であるとの啓示

を受けました。そして今や、それらのこと

は、天から送られた聖霊によってあなたが

たに福音を語った人々を通して、あなたが

たに告げ知らされたのです。それは御使い

たちもはっきり見たいと願っていることな

のです。 13ですから、あなたがたは、心を

引き締め、身を慎み、イエス・キリストの

現われのときあなたがたにもたらされる恵

みを、ひたすら待ち望みなさい。 14従順な

子どもとなり、以前あなたがたが無知であ

ったときのさまざまな欲望に従わず、 15あ

なたがたを召してくださった聖なる方にな

らって、あなたがた自身も、あらゆる行な

いにおいてきよくなりなさい。 16それは、

「わたしが聖であるから、あなたがたも、

聖でなければならない。」と書いてあるか

らです。 17また、人をそれぞれのわざに従

って公平にさばかれる方を父と呼んでいる

のなら、あなたがたが地上にしばらくとど

まっている間の時を、恐れかしこんで過ご

しなさい。 18ご承知のように、あなたがた

が先祖から伝わったむなしい生き方から贖

い出されたのは、銀や金のような朽ちる物

にはよらず、 19傷もなく汚れもない小羊の
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ようなキリストの、尊い血によったのです

。 20キリストは、世の始まる前から知られ

ていましたが、この終わりの時に、あなた

がたのために、現われてくださいました。

21あなたがたは、死者の中からこのキリス

トをよみがえらせて彼に栄光を与えられた

神を、キリストによって信じる人々です。

このようにして、あなたがたの信仰と希望

は神にかかっているのです。 22あなたがた

は、真理に従うことによって、たましいを

きよめ、偽りのない兄弟愛を抱くようにな

ったのですから、互いに心から熱く愛し合

いなさい。 23あなたがたが新しく生まれた

のは、朽ちる種からではなく、朽ちない種

からであり、生ける、いつまでも変わるこ

とのない、神のことばによるのです。 (aiōn

g165) 24「人はみな草のようで、その栄えは

、みな草の花のようだ。草はしおれ、花は

散る。 25しかし、主のことばは、とこし

えに変わることがない。」 とあるからです

。あなたがたに宣べ伝えられた福音のこと

ばがこれです。 (aiōn g165)

2ですから、あなたがたは、すべての悪意
、すべてのごまかし、いろいろな偽善や

ねたみ、すべての悪口を捨てて、 2生まれ

たばかりの乳飲み子のように、純粋な、み

ことばの乳を慕い求めなさい。それによっ

て成長し、救いを得るためです。 3あなた

がたはすでに、主がいつくしみ深い方であ

ることを味わっているのです。 4主のもと

に来なさい。主は、人には捨てられたが、

神の目には、選ばれた、尊い、生ける石で

す。 5あなたがたも生ける石として、霊の

家に築き上げられなさい。そして、きよい

祭司として、イエス・キリストを通して、

神に喜ばれる霊のいけにえをささげなさい

。 6なぜなら、聖書にこうあるからです。

「見よ。わたしはシオンに、選ばれた石、

尊い礎石を置く。彼に信頼する者は、決し

て失望させられることがない。」 7したが

って、より頼んでいるあなたがたには尊い

ものですが、より頼んでいない人々にとっ

ては、「家を建てる者たちが捨てた石、そ

れが礎の石となった。」のであって、 8「

つまずきの石、妨げの岩。」なのです。彼

らがつまずくのは、みことばに従わないか

らですが、またそうなるように定められて

いたのです。 9しかし、あなたがたは、選

ばれた種族、王である祭司、きよい国民、

神の所有とされた民です。それは、あなた

がたを、やみの中から、ご自分の驚くべき

光の中に招いてくださった方のすばらしい

みわざを、あなたがたが宣べ伝えるためな

のです。 10あなたがたは、以前は神の民で

はなかったのに、今は神の民であり、以前

はあわれみを受けない者であったのに、今

はあわれみを受けた者です。 11愛する者た

ちよ。あなたがたにお勧めします。旅人で

あり寄留者であるあなたがたは、たましい

に戦いをいどむ肉の欲を遠ざけなさい。 12

異邦人の中にあって、りっぱにふるまいな

さい。そうすれば、彼らは、何かのことで

あなたがたを悪人呼ばわりしていても、あ

なたがたのそのりっぱな行ないを見て、お

とずれの日に神をほめたたえるようになり

ます。 13人の立てたすべての制度に、主の

ゆえに従いなさい。それが主権者である王

であっても、 14また、悪を行なう者を罰し

、善を行なう者をほめるように王から遣わ

された総督であっても、そうしなさい。 15
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というのは、善を行なって、愚かな人々の

無知の口を封じることは、神のみこころだ

からです。 16あなたがたは自由人として行

動しなさい。その自由を、悪の口実に用い

ないで、神の奴隷として用いなさい。 17す

べての人を敬いなさい。兄弟たちを愛し、

神を恐れ、王を尊びなさい。 18しもべたち

よ。尊敬の心を込めて主人に服従しなさい

。善良で優しい主人に対してだけでなく、

横暴な主人に対しても従いなさい。 19人が

もし、不当な苦しみを受けながらも、神の

前における良心のゆえに、悲しみをこらえ

るなら、それは喜ばれることです。 20罪を

犯したために打ちたたかれて、それを耐え

忍んだからといって、何の誉れになるでし

ょう。けれども、善を行なっていて苦しみ

を受け、それを耐え忍ぶとしたら、それは

、神に喜ばれることです。 21あなたがたが

召されたのは、実にそのためです。キリス

トも、あなたがたのために苦しみを受け、

その足跡に従うようにと、あなたがたに模

範を残されました。 22キリストは罪を犯し

たことがなく、その口に何の偽りも見いだ

されませんでした。 23ののしられても、の

のしり返さず、苦しめられても、おどすこ

とをせず、正しくさばかれる方にお任せに

なりました。 24そして自分から十字架の上

で、私たちの罪をその身に負われました。

それは、私たちが罪を離れ、義のために生

きるためです。キリストの打ち傷のゆえに

、あなたがたは、いやされたのです。 25あ

なたがたは、羊のようにさまよっていまし

たが、今は、自分のたましいの牧者であり

監督者である方のもとに帰ったのです。

3同じように、妻たちよ。自分の夫に服従
しなさい。たとい、みことばに従わない

夫であっても、妻の無言のふるまいによっ

て、神のものとされるようになるためです

。 2それは、あなたがたの、神を恐れかし

こむ清い生き方を彼らが見るからです。 3

あなたがたは、髪を編んだり、金の飾りを

つけたり、着物を着飾るような外面的なも

のでなく、 4むしろ、柔和で穏やかな霊と

いう朽ちることのないものを持つ、心の中

の隠れた人がらを飾りにしなさい。これこ

そ、神の御前に価値あるものです。 5むか

し神に望みを置いた敬虔な婦人たちも、こ

のように自分を飾って、夫に従ったのです

。 6たとえばサラも、アブラハムを主と呼

んで彼に従いました。あなたがたも、どん

なことをも恐れないで善を行なえば、サラ

の子となるのです。 7同じように、夫たち

よ。妻が女性であって、自分よりも弱い器

だということをわきまえて妻とともに生活

し、いのちの恵みをともに受け継ぐ者とし

て尊敬しなさい。それは、あなたがたの祈

りが妨げられないためです。 8最後に申し

ます。あなたがたはみな、心を一つにし、

同情し合い、兄弟愛を示し、あわれみ深く

、謙遜でありなさい。 9悪をもって悪に報

いず、侮辱をもって侮辱に報いず、かえっ

て祝福を与えなさい。あなたがたは祝福を

受け継ぐために召されたのだからです。 10

「いのちを愛し、 幸いな日々を過ごしたい

と思う者は、舌を押えて悪を言わず、くち

びるを閉ざして偽りを語らず、 11悪から遠

ざかって善を行ない、 平和を求めてこれを

追い求めよ。 12主の目は義人の上に注がれ

、主の耳は彼らの祈りに傾けられる。しか
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し主の顔は、 悪を行なう者に立ち向かう。

」 13もし、あなたがたが善に熱心であるな

ら、だれがあなたがたに害を加えるでしょ

う。 14いや、たとい義のために苦しむこと

があるにしても、それは幸いなことです。

彼らの脅かしを恐れたり、それによって心

を動揺させたりしてはいけません。 15むし

ろ、心の中でキリストを主としてあがめな

さい。そして、あなたがたのうちにある希

望について説明を求める人には、だれにで

もいつでも弁明できる用意をしていなさい

。 16ただし、優しく、慎み恐れて、また、

正しい良心をもって弁明しなさい。そうす

れば、キリストにあるあなたがたの正しい

生き方をののしる人たちが、あなたがたを

そしったことで恥じ入るでしょう。 17もし

、神のみこころなら、善を行なって苦しみ

を受けるのが、悪を行なって苦しみを受け

るよりよいのです。 18キリストも一度罪の

ために死なれました。正しい方が悪い人々

の身代わりとなったのです。それは、肉に

おいては死に渡され、霊においては生かさ

れて、私たちを神のみもとに導くためでし

た。 19その霊において、キリストは捕われ

の霊たちのところに行ってみことばを宣べ

られたのです。 20昔、ノアの時代に、箱舟

が造られていた間、神が忍耐して待ってお

られたときに、従わなかった霊たちのこと

です。わずか八人の人々が、この箱舟の中

で、水を通って救われたのです。 21そのこ

とは、今あなたがたを救うバプテスマをあ

らかじめ示した型なのです。バプテスマは

肉体の汚れを取り除くものではなく、正し

い良心の神への誓いであり、イエス・キリ

ストの復活によるものです。 22キリストは

天に上り、御使いたち、および、もろもろ

の権威と権力を従えて、神の右の座におら

れます。

4このように、キリストは肉体において苦
しみを受けられたのですから、あなたが

たも同じ心構えで自分自身を武装しなさい

。肉体において苦しみを受けた人は、罪と

のかかわりを断ちました。 2こうしてあな

たがたは、地上の残された時を、もはや人

間の欲望のためではなく、神のみこころの

ために過ごすようになるのです。 3あなた

がたは、異邦人たちがしたいと思っている

ことを行ない、好色、情欲、酔酒、遊興、

宴会騒ぎ、忌むべき偶像礼拝などにふけっ

たものですが、それは過ぎ去った時で、も

う十分です。 4彼らは、あなたがたが自分

たちといっしょに度を過ごした放蕩に走ら

ないので不思議に思い、また悪口を言いま

す。 5彼らは、生きている人々をも死んだ

人々をも、すぐにもさばこうとしている方

に対し、申し開きをしなければなりません

。 6というのは、死んだ人々にも福音が宣

べ伝えられていたのですが、それはその人

々が肉体においては人間としてさばきを受

けるが、霊においては神によって生きるた

めでした。 7万物の終わりが近づきました

。ですから、祈りのために、心を整え身を

慎みなさい。 8何よりもまず、互いに熱心

に愛し合いなさい。愛は多くの罪をおおう

からです。 9つぶやかないで、互いに親切

にもてなし合いなさい。 10それぞれが賜物

を受けているのですから、神のさまざまな

恵みの良い管理者として、その賜物を用い

て、互いに仕え合いなさい。 11語る人があ

れば、神のことばにふさわしく語り、奉仕
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する人があれば、神が豊かに備えてくださ

る力によって、それにふさわしく奉仕しな

さい。それは、すべてのことにおいて、イ

エス・キリストを通して神があがめられる

ためです。栄光と支配が世々限りなくキリ

ストにありますように。アーメン。 (aiōn

g165) 12愛する者たち。あなたがたを試みる

ためにあなたがたの間に燃えさかる火の試

練を、何か思いがけないことが起こったか

のように驚き怪しむことなく、 13むしろ、

キリストの苦しみにあずかれるのですから

、喜んでいなさい。それは、キリストの栄

光が現われるときにも、喜びおどる者とな

るためです。 14もしキリストの名のために

非難を受けるなら、あなたがたは幸いです

。なぜなら、栄光の御霊、すなわち神の御

霊が、あなたがたの上にとどまってくださ

るからです。 15あなたがたのうちのだれも

、人殺し、盗人、悪を行なう者、みだりに

他人に干渉する者として苦しみを受けるよ

うなことがあってはなりません。 16しかし

、キリスト者として苦しみを受けるのなら

、恥じることはありません。かえって、こ

の名のゆえに神をあがめなさい。 17なぜな

ら、さばきが神の家から始まる時が来てい

るからです。さばきが、まず私たちから始

まるのだとしたら、神の福音に従わない人

たちの終わりは、どうなることでしょう。

18義人がかろうじて救われるのだとしたら

、神を敬わない者や罪人たちは、いったい

どうなるのでしょう。 19ですから、神のみ

こころに従ってなお苦しみに会っている人

々は、善を行なうにあたって、真実であら

れる創造者に自分のたましいをお任せしな

さい。

5そこで、私は、あなたがたのうちの長老
たちに、同じく長老のひとり、キリスト

の苦難の証人、また、やがて現われる栄光

にあずかる者として、お勧めします。 2あ

なたがたのうちにいる、神の羊の群れを、

牧しなさい。強制されてするのではなく、

神に従って、自分から進んでそれをなし、

卑しい利得を求める心からではなく、心を

込めてそれをしなさい。 3あなたがたは、

その割り当てられている人たちを支配する

のではなく、むしろ群れの模範となりなさ

い。 4そうすれば、大牧者が現われるとき

に、あなたがたは、しぼむことのない栄光

の冠を受けるのです。 5同じように、若い

人たちよ。長老たちに従いなさい。みな互

いに謙遜を身に着けなさい。神は高ぶる者

に敵対し、へりくだる者に恵みを与えられ

るからです。 6ですから、あなたがたは、

神の力強い御手の下にへりくだりなさい。

神が、ちょうど良い時に、あなたがたを高

くしてくださるためです。 7あなたがたの

思い煩いを、いっさい神にゆだねなさい。

神があなたがたのことを心配してくださる

からです。 8身を慎み、目をさましていな

さい。あなたがたの敵である悪魔が、ほえ

たけるししのように、食い尽くすべきもの

を捜し求めながら、歩き回っています。 9

堅く信仰に立って、この悪魔に立ち向かい

なさい。ご承知のように、世にあるあなた

がたの兄弟である人々は同じ苦しみを通っ

て来たのです。 10あらゆる恵みに満ちた神

、すなわち、あなたがたをキリストにあっ

てその永遠の栄光の中に招き入れてくださ

った神ご自身が、あなたがたをしばらくの

苦しみのあとで完全にし、堅く立たせ、強
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くし、不動の者としてくださいます。

(aiōnios g166) 11どうか、神のご支配が世々限

りなくありますように。アーメン。 (aiōn

g165) 12私の認めている忠実な兄弟シルワノ

によって、私はここに簡潔に書き送り、勧

めをし、これが神の真の恵みであることを

あかししました。この恵みの中に、しっか

りと立っていなさい。 13バビロンにいる、

あなたがたとともに選ばれた婦人がよろし

くと言っています。また私の子マルコもよ

ろしくと言っています。 14愛の口づけをも

って互いにあいさつをかわしなさい。 キリ

ストにあるあなたがたすべての者に、平安

がありますように。
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ペテロの手紙第二

1イエス・キリストのしもべであり使徒で
あるシモン・ペテロから、私たちの神で

あり救い主であるイエス・キリストの義に

よって私たちと同じ尊い信仰を受けた方々

へ。 2神と私たちの主イエスを知ることに

よって、恵みと平安が、あなたがたの上に

ますます豊かにされますように。 3という

のは、私たちをご自身の栄光と徳によって

お召しになった方を私たちが知ったことに

よって、主イエスの、神としての御力は、

いのちと敬虔に関するすべてのことを私た

ちに与えるからです。 4その栄光と徳によ

って、尊い、すばらしい約束が私たちに与

えられました。それは、あなたがたが、そ

の約束のゆえに、世にある欲のもたらす滅

びを免れ、神のご性質にあずかる者となる

ためです。 5こういうわけですから、あな

たがたは、あらゆる努力をして、信仰には

徳を、徳には知識を、 6知識には自制を、

自制には忍耐を、忍耐には敬虔を、 7敬虔

には兄弟愛を、兄弟愛には愛を加えなさい

。 8これらがあなたがたに備わり、ますま

す豊かになるなら、あなたがたは、私たち

の主イエス・キリストを知る点で、役に立

たない者とか、実を結ばない者になること

はありません。 9これらを備えていない者

は、近視眼であり、盲目であって、自分の

以前の罪がきよめられたことを忘れてしま

ったのです。 10ですから、兄弟たちよ。ま

すます熱心に、あなたがたの召されたこと

と選ばれたこととを確かなものとしなさい

。これらのことを行なっていれば、つまず

くことなど決してありません。 11このよう

にあなたがたは、私たちの主であり救い主

であるイエス・キリストの永遠の御国には

いる恵みを豊かに加えられるのです。

(aiōnios g166) 12ですから、すでにこれらのこ

とを知っており、現に持っている真理に堅

く立っているあなたがたであるとはいえ、

私はいつもこれらのことを、あなたがたに

思い起こさせようとするのです。 13私が地

上の幕屋にいる間は、これらのことを思い

起こさせることによって、あなたがたを奮

い立たせることを、私のなすべきことと思

っています。 14それは、私たちの主イエス

・キリストも、私にはっきりお示しになっ

たとおり、私がこの幕屋を脱ぎ捨てるのが

間近に迫っているのを知っているからです

。 15また、私の去った後に、あなたがたが

いつでもこれらのことを思い起こせるよう

、私は努めたいのです。 16私たちは、あな

たがたに、私たちの主イエス・キリストの

力と来臨とを知らせましたが、それは、う

まく考え出した作り話に従ったのではあり

ません。この私たちは、キリストの威光の

目撃者なのです。 17キリストが父なる神か

ら誉れと栄光をお受けになったとき、おご

そかな、栄光の神から、こういう御声がか

かりました。「これはわたしの愛する子、

わたしの喜ぶ者である。」 18私たちは聖な

る山で主イエスとともにいたので、天から

かかったこの御声を、自分自身で聞いたの

です。 19また、私たちは、さらに確かな預

言のみことばを持っています。夜明けとな

って、明けの明星があなたがたの心の中に

上るまでは、暗い所を照らすともしびとし

て、それに目を留めているとよいのです。

20それには何よりも次のことを知っていな

ければいけません。すなわち、聖書の預言
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はみな、人の私的解釈を施してはならない

、ということです。 21なぜなら、預言は決

して人間の意志によってもたらされたので

はなく、聖霊に動かされた人たちが、神か

らのことばを語ったのだからです。

2しかし、イスラエルの中には、にせ預言
者も出ました。同じように、あなたがた

の中にも、にせ教師が現われるようになり

ます。彼らは、滅びをもたらす異端をひそ

かに持ち込み、自分たちを買い取ってくだ

さった主を否定するようなことさえして、

自分たちの身にすみやかな滅びを招いてい

ます。 2そして、多くの者が彼らの好色に

ならい、そのために真理の道がそしりを受

けるのです。 3また彼らは、貪欲なので、

作り事のことばをもってあなたがたを食い

物にします。彼らに対するさばきは、昔か

ら怠りなく行なわれており、彼らが滅ぼさ

れないままでいることはありません。 4神

は、罪を犯した御使いたちを、容赦せず、

地獄に引き渡し、さばきの時まで暗やみの

穴の中に閉じ込めてしまわれました。

(Tartaroō g5020) 5また、昔の世界を赦さず、義

を宣べ伝えたノアたち八人の者を保護し、

不敬虔な世界に洪水を起こされました。 6

また、ソドムとゴモラの町を破滅に定めて

灰にし、以後の不敬虔な者へのみせしめと

されました。 7また、無節操な者たちの好

色なふるまいによって悩まされていた義人

ロトを救い出されました。 8というのは、

この義人は、彼らの間に住んでいましたが

、不法な行ないを見聞きして、日々その正

しい心を痛めていたからです。 9これらの

ことでわかるように、主は、敬虔な者たち

を誘惑から救い出し、不義な者どもを、さ

ばきの日まで、懲罰のもとに置くことを心

得ておられるのです。 10汚れた情欲を燃や

し、肉に従って歩み、権威を侮る者たちに

対しては、特にそうなのです。彼らは、大

胆不敵な、尊大な者たちで、栄誉ある人た

ちをそしって、恐れるところがありません

。 11それに比べると、御使いたちは、勢い

にも力にもまさっているにもかかわらず、

主の御前に彼らをそしって訴えることはし

ません。 12ところがこの者どもは、捕えら

れ殺されるために自然に生まれついた、理

性のない動物と同じで、自分が知りもしな

いことをそしるのです。それで動物が滅ぼ

されるように、彼らも滅ぼされてしまうの

です。 13彼らは不義の報いとして損害を受

けるのです。彼らは昼のうちから飲み騒ぐ

ことを楽しみと考えています。彼らは、し

みや傷のようなもので、あなたがたといっ

しょに宴席に連なるときに自分たちのだま

しごとを楽しんでいるのです。 14その目は

淫行に満ちており、罪に関しては飽くこと

を知らず、心の定まらない者たちを誘惑し

、その心は欲に目がありません。彼らはの

ろいの子です。 15彼らは正しい道を捨てて

さまよっています。不義の報酬を愛したベ

オルの子バラムの道に従ったのです。 16し

かし、バラムは自分の罪をとがめられまし

た。ものを言うことのないろばが、人間の

声でものを言い、この預言者の気違いざた

をはばんだのです。 17この人たちは、水の

ない泉、突風に吹き払われる霧です。彼ら

に用意されているものは、まっ暗なやみで

す。 18彼らは、むなしい大言壮語を吐いて

おり、誤った生き方をしていて、ようやく

それをのがれようとしている人々を肉欲と



ペテロの手紙第二347

好色によって誘惑し、 19その人たちに自由

を約束しながら、自分自身が滅びの奴隷な

のです。人はだれかに征服されれば、その

征服者の奴隷となったのです。 20主であり

救い主であるイエス・キリストを知ること

によって世の汚れからのがれ、その後再び

それに巻き込まれて征服されるなら、その

ような人たちの終わりの状態は、初めの状

態よりももっと悪いものとなります。 21義

の道を知っていながら、自分に伝えられた

そのきよい命令にそむくよりは、それを知

らなかったほうが、彼らにとってよかった

のです。 22彼らに起こったことは、「犬は

自分の吐いた物に戻る。」とか、「豚は身

を洗って、またどろの中にころがる。」と

かいう、ことわざどおりです。

3愛する人たち。いま私がこの第二の手紙
をあなたがたに書き送るのは、これらの

手紙により、記憶を呼びさまさせて、あな

たがたの純真な心を奮い立たせるためなの

です。 2それは、聖なる預言者たちによっ

て前もって語られたみことばと、あなたが

たの使徒たちが語った、主であり救い主で

ある方の命令とを思い起こさせるためなの

です。 3まず第一に、次のことを知ってお

きなさい。終わりの日に、あざける者ども

がやって来てあざけり、自分たちの欲望に

従って生活し、 4次のように言うでしょう

。「キリストの来臨の約束はどこにあるの

か。先祖たちが眠った時からこのかた、何

事も創造の初めからのままではないか。」

5こう言い張る彼らは、次のことを見落と

しています。すなわち、天は古い昔からあ

り、地は神のことばによって水から出て、

水によって成ったのであって、 6当時の世

界は、その水により、洪水におおわれて滅

びました。 7しかし、今の天と地は、同じ

みことばによって、火に焼かれるためにと

っておかれ、不敬虔な者どものさばきと滅

びとの日まで、保たれているのです。 8し

かし、愛する人たち。あなたがたは、この

一事を見落としてはいけません。すなわち

、主の御前では、一日は千年のようであり

、千年は一日のようです。 9主は、ある人

たちがおそいと思っているように、その約

束のことを遅らせておられるのではありま

せん。かえって、あなたがたに対して忍耐

深くあられるのであって、ひとりでも滅び

ることを望まず、すべての人が悔い改めに

進むことを望んでおられるのです。 10しか

し、主の日は、盗人のようにやって来ます

。その日には、天は大きな響きをたてて消

えうせ、天の万象は焼けてくずれ去り、地

と地のいろいろなわざは焼き尽くされます

。 11このように、これらのものはみな、く

ずれ落ちるものだとすれば、あなたがたは

、どれほどきよい生き方をする敬虔な人で

なければならないことでしょう。 12そのよ

うにして、神の日の来るのを待ち望み、そ

の日の来るのを早めなければなりません。

その日が来れば、そのために、天は燃えて

くずれ、天の万象は焼け溶けてしまいます

。 13しかし、私たちは、神の約束に従って

、正義の住む新しい天と新しい地を待ち望

んでいます。 14そういうわけで、愛する人

たち。このようなことを待ち望んでいるあ

なたがたですから、しみも傷もない者とし

て、平安をもって御前に出られるように、

励みなさい。 15また、私たちの主の忍耐は

救いであると考えなさい。それは、私たち
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の愛する兄弟パウロも、その与えられた知

恵に従って、あなたがたに書き送ったとお

りです。 16その中で、ほかのすべての手紙

でもそうなのですが、このことについて語

っています。その手紙の中には理解しにく

いところもあります。無知な、心の定まら

ない人たちは、聖書の他の個所のばあいも

そうするのですが、それらの手紙を曲解し

、自分自身に滅びを招いています。 17愛す

る人たち。そういうわけですから、このこ

とをあらかじめ知っておいて、よく気をつ

け、無節操な者たちの迷いに誘い込まれて

自分自身の堅実さを失うことにならないよ

うにしなさい。 18私たちの主であり救い主

であるイエス・キリストの恵みと知識にお

いて成長しなさい。このキリストに、栄光

が、今も永遠の日に至るまでもありますよ

うに。アーメン。 (aiōn g165)
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ヨハネの手紙第一

1初めからあったもの、私たちが聞いたも
の、目で見たもの、じっと見、また手で

さわったもの、すなわち、いのちのことば

について、 2――このいのちが現われ、私

たちはそれを見たので、そのあかしをし、

あなたがたにこの永遠のいのちを伝えます

。すなわち、御父とともにあって、私たち

に現わされた永遠のいのちです。――

(aiōnios g166) 3私たちの見たこと、聞いたこと

を、あなたがたにも伝えるのは、あなたが

たも私たちと交わりを持つようになるため

です。私たちの交わりとは、御父および御

子イエス・キリストとの交わりです。 4私

たちがこれらのことを書き送るのは、私た

ちの喜びが全きものとなるためです。 5神

は光であって、神のうちには暗いところが

少しもない。これが、私たちがキリストか

ら聞いて、あなたがたに伝える知らせです

。 6もし私たちが、神と交わりがあると言

っていながら、しかもやみの中を歩んでい

るなら、私たちは偽りを言っているのであ

って、真理を行なってはいません。 7しか

し、もし神が光の中におられるように、私

たちも光の中を歩んでいるなら、私たちは

互いに交わりを保ち、御子イエスの血はす

べての罪から私たちをきよめます。 8もし

、罪はないと言うなら、私たちは自分を欺

いており、真理は私たちのうちにありませ

ん。 9もし、私たちが自分の罪を言い表わ

すなら、神は真実で正しい方ですから、そ

の罪を赦し、すべての悪から私たちをきよ

めてくださいます。 10もし、罪を犯しては

いないと言うなら、私たちは神を偽り者と

するのです。神のみことばは私たちのうち

にありません。

2私の子どもたち。私がこれらのことを書
き送るのは、あなたがたが罪を犯さない

ようになるためです。もしだれかが罪を犯

したなら、私たちには、御父の御前で弁護

してくださる方があります。それは、義な

るイエス・キリストです。 2この方こそ、

私たちの罪のための、――私たちの罪だけ

でなく全世界のための、――なだめの供え

物なのです。 3もし、私たちが神の命令を

守るなら、それによって、私たちは神を知

っていることがわかります。 4神を知って

いると言いながら、その命令を守らない者

は、偽り者であり、真理はその人のうちに

ありません。 5しかし、みことばを守って

いる者なら、その人のうちには、確かに神

の愛が全うされているのです。それによっ

て、私たちが神のうちにいることがわかり

ます。 6神のうちにとどまっていると言う

者は、自分でもキリストが歩まれたように

歩まなければなりません。 7愛する者たち

。私はあなたがたに新しい命令を書いてい

るのではありません。むしろ、これはあな

たがたが初めから持っていた古い命令です

。その古い命令とは、あなたがたがすでに

聞いている、みことばのことです。 8しか

し、私は新しい命令としてあなたがたに書

き送ります。これはキリストにおいて真理

であり、あなたがたにとっても真理です。

なぜなら、やみが消え去り、まことの光が

すでに輝いているからです。 9光の中にい

ると言いながら、兄弟を憎んでいる者は、

今もなお、やみの中にいるのです。 10兄弟

を愛する者は、光の中にとどまり、つまず
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くことがありません。 11兄弟を憎む者は、

やみの中におり、やみの中を歩んでいるの

であって、自分がどこへ行くのか知らない

のです。やみが彼の目を見えなくしたから

です。 12子どもたちよ。私があなたがたに

書き送るのは、主の御名によって、あなた

がたの罪が赦されたからです。 13父たちよ

。私があなたがたに書き送るのは、あなた

がたが、初めからおられる方を、知ったか

らです。若い者たちよ。私があなたがたに

書き送るのは、あなたがたが悪い者に打ち

勝ったからです。 14小さい者たちよ。私が

あなたがたに書いて来たのは、あなたがた

が御父を知ったからです。父たちよ。私が

あなたがたに書いて来たのは、あなたがた

が、初めからおられる方を、知ったからで

す。若い者たちよ。私があなたがたに書い

て来たのは、あなたがたが強い者であり、

神のみことばが、あなたがたのうちにとど

まり、そして、あなたがたが悪い者に打ち

勝ったからです。 15世をも、世にあるもの

をも、愛してはなりません。もしだれでも

世を愛しているなら、その人のうちに御父

を愛する愛はありません。 16すべての世に

あるもの、すなわち、肉の欲、目の欲、暮

らし向きの自慢などは、御父から出たもの

ではなく、この世から出たものだからです

。 17世と世の欲は滅び去ります。しかし、

神のみこころを行なう者は、いつまでもな

がらえます。 (aiōn g165) 18小さい者たちよ。

今は終わりの時です。あなたがたが反キリ

ストの来ることを聞いていたとおり、今や

多くの反キリストが現われています。それ

によって、今が終わりの時であることがわ

かります。 19彼らは私たちの中から出て行

きましたが、もともと私たちの仲間ではな

かったのです。もし私たちの仲間であった

のなら、私たちといっしょにとどまってい

たことでしょう。しかし、そうなったのは

、彼らがみな私たちの仲間でなかったこと

が明らかにされるためなのです。 20あなた

がたには聖なる方からの注ぎの油があるの

で、だれでも知識を持っています。 21この

ように書いて来たのは、あなたがたが真理

を知らないからではなく、真理を知ってい

るからであり、また、偽りはすべて真理か

ら出てはいないからです。 22偽り者とは、

イエスがキリストであることを否定する者

でなくてだれでしょう。御父と御子を否認

する者、それが反キリストです。 23だれで

も御子を否認する者は、御父を持たず、御

子を告白する者は、御父をも持っているの

です。 24あなたがたは、初めから聞いたこ

とを、自分たちのうちにとどまらせなさい

。もし初めから聞いたことがとどまってい

るなら、あなたがたも御子および御父のう

ちにとどまるのです。 25それがキリストご

自身の私たちにお与えになった約束であっ

て、永遠のいのちです。 (aiōnios g166) 26私は

、あなたがたを惑わそうとする人たちにつ

いて以上のことを書いて来ました。 27あな

たがたのばあいは、キリストから受けた油

注ぎをいつも自分たちのうちに持っている

ので、だれからも教えを受ける必要があり

ません。その油がすべてのことについてあ

なたがたを教えるように、――その教えは

真理であって偽りではありません。――ま

た、その油があなたがたに教えたとおりに

、あなたがたはキリストのうちにとどまる

のです。 28そこで、子どもたちよ。キリス
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トのうちにとどまっていなさい。それは、

キリストが現われるとき、私たちが信頼を

持ち、その来臨のときに、御前で恥じ入る

ということのないためです。 29もしあなた

がたが、神は正しい方であると知っている

なら、義を行なう者がみな神から生まれた

こともわかるはずです。

3私たちが神の子どもと呼ばれるために、
――事実、いま私たちは神の子どもです

。――御父はどんなにすばらしい愛を与え

てくださったことでしょう。世が私たちを

知らないのは、御父を知らないからです。

2愛する者たち。私たちは、今すでに神の

子どもです。後の状態はまだ明らかにされ

ていません。しかし、キリストが現われた

なら、私たちはキリストに似た者となるこ

とがわかっています。なぜならそのとき、

私たちはキリストのありのままの姿を見る

からです。 3キリストに対するこの望みを

いだく者はみな、キリストがきよくあられ

るように、自分をきよくします。 4罪を犯

している者はみな、不法を行なっているの

です。罪とは律法に逆らうことなのです。

5キリストが現われたのは罪を取り除くた

めであったことを、あなたがたは知ってい

ます。キリストには何の罪もありません。

6だれでもキリストのうちにとどまる者は

、罪のうちを歩みません。罪のうちを歩む

者はだれも、キリストを見てもいないし、

知ってもいないのです。 7子どもたちよ。

だれにも惑わされてはいけません。義を行

なう者は、キリストが正しくあられるのと

同じように正しいのです。 8罪のうちを歩

む者は、悪魔から出た者です。悪魔は初め

から罪を犯しているからです。神の子が現

われたのは、悪魔のしわざを打ちこわすた

めです。 9だれでも神から生まれた者は、

罪のうちを歩みません。なぜなら、神の種

がその人のうちにとどまっているからです

。その人は神から生まれたので、罪のうち

を歩むことができないのです。 10そのこと

によって、神の子どもと悪魔の子どもとの

区別がはっきりします。義を行なわない者

はだれも、神から出た者ではありません。

兄弟を愛さない者もそうです。 11互いに愛

し合うべきであるということは、あなたが

たが初めから聞いている教えです。 12カイ

ンのようであってはいけません。彼は悪い

者から出た者で、兄弟を殺しました。なぜ

兄弟を殺したのでしょう。自分の行ないは

悪く、兄弟の行ないは正しかったからです

。 13兄弟たち。世があなたがたを憎んでも

、驚いてはいけません。 14私たちは、自分

が死からいのちに移ったことを知っていま

す。それは、兄弟を愛しているからです。

愛さない者は、死のうちにとどまっている

のです。 15兄弟を憎む者はみな、人殺しで

す。いうまでもなく、だれでも人を殺す者

のうちに、永遠のいのちがとどまっている

ことはないのです。 (aiōnios g166) 16キリスト

は、私たちのために、ご自分のいのちをお

捨てになりました。それによって私たちに

愛がわかったのです。ですから私たちは、

兄弟のために、いのちを捨てるべきです。

17世の富を持ちながら、兄弟が困っている

のを見ても、あわれみの心を閉ざすような

者に、どうして神の愛がとどまっているで

しょう。 18子どもたちよ。私たちは、こと

ばや口先だけで愛することをせず、行ない

と真実をもって愛そうではありませんか。
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19それによって、私たちは、自分が真理に

属するものであることを知り、そして、神

の御前に心を安らかにされるのです。 20た

とい自分の心が責めてもです。なぜなら、

神は私たちの心よりも大きく、そして何も

かもご存じだからです。 21愛する者たち。

もし自分の心に責められなければ、大胆に

神の御前に出ることができ、 22また求める

ものは何でも神からいただくことができま

す。なぜなら、私たちが神の命令を守り、

神に喜ばれることを行なっているからです

。 23神の命令とは、私たちが御子イエス・

キリストの御名を信じ、キリストが命じら

れたとおりに、私たちが互いに愛し合うこ

とです。 24神の命令を守る者は神のうちに

おり、神もまたその人のうちにおられます

。神が私たちのうちにおられるということ

は、神が私たちに与えてくださった御霊に

よって知るのです。

4愛する者たち。霊だからといって、みな
信じてはいけません。それらの霊が神か

らのものかどうかを、ためしなさい。なぜ

なら、にせ預言者がたくさん世に出て来た

からです。 2人となって来たイエス・キリ

ストを告白する霊はみな、神からのもので

す。それによって神からの霊を知りなさい

。 3イエスを告白しない霊はどれ一つとし

て神から出たものではありません。それは

反キリストの霊です。あなたがたはそれが

来ることを聞いていたのですが、今それが

世に来ているのです。 4子どもたちよ。あ

なたがたは神から出た者です。そして彼ら

に勝ったのです。あなたがたのうちにおら

れる方が、この世のうちにいる、あの者よ

りも力があるからです。 5彼らはこの世の

者です。ですから、この世のことばを語り

、この世もまた彼らの言うことに耳を傾け

ます。 6私たちは神から出た者です。神を

知っている者は、私たちの言うことに耳を

傾け、神から出ていない者は、私たちの言

うことに耳を貸しません。私たちはこれで

真理の霊と偽りの霊とを見分けます。 7愛

する者たち。私たちは、互いに愛し合いま

しょう。愛は神から出ているのです。愛の

ある者はみな神から生まれ、神を知ってい

ます。 8愛のない者に、神はわかりません

。なぜなら神は愛だからです。 9神はその

ひとり子を世に遣わし、その方によって私

たちに、いのちを得させてくださいました

。ここに、神の愛が私たちに示されたので

す。 10私たちが神を愛したのではなく、神

が私たちを愛し、私たちの罪のために、な

だめの供え物としての御子を遣わされまし

た。ここに愛があるのです。 11愛する者た

ち。神がこれほどまでに私たちを愛してく

ださったのなら、私たちもまた互いに愛し

合うべきです。 12いまだかつて、だれも神

を見た者はありません。もし私たちが互い

に愛し合うなら、神は私たちのうちにおら

れ、神の愛が私たちのうちに全うされるの

です。 13神は私たちに御霊を与えてくださ

いました。それによって、私たちが神のう

ちにおり、神も私たちのうちにおられるこ

とがわかります。 14私たちは、御父が御子

を世の救い主として遣わされたのを見て、

今そのあかしをしています。 15だれでも、

イエスを神の御子と告白するなら、神はそ

の人のうちにおられ、その人も神のうちに

います。 16私たちは、私たちに対する神の

愛を知り、また信じています。神は愛です
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。愛のうちにいる者は神のうちにおり、神

もその人のうちにおられます。 17このこと

によって、愛が私たちにおいても完全なも

のとなりました。それは私たちが、さばき

の日にも大胆さを持つことができるためで

す。なぜなら、私たちもこの世にあってキ

リストと同じような者であるからです。 18

愛には恐れがありません。全き愛は恐れを

締め出します。なぜなら恐れには刑罰が伴

っているからです。恐れる者の愛は、全き

ものとなっていないのです。 19私たちは愛

しています。神がまず私たちを愛してくだ

さったからです。 20神を愛すると言いなが

ら兄弟を憎んでいるなら、その人は偽り者

です。目に見える兄弟を愛していない者に

、目に見えない神を愛することはできませ

ん。 21神を愛する者は、兄弟をも愛すべき

です。私たちはこの命令をキリストから受

けています。

5イエスがキリストであると信じる者はだ
れでも、神によって生まれたのです。生

んでくださった方を愛する者はだれでも、

その方によって生まれた者をも愛します。

2私たちが神を愛してその命令を守るなら

、そのことによって、私たちが神の子ども

たちを愛していることがわかります。 3神

を愛するとは、神の命令を守ることです。

その命令は重荷とはなりません。 4なぜな

ら、神によって生まれた者はみな、世に勝

つからです。私たちの信仰、これこそ、世

に打ち勝った勝利です。 5世に勝つ者とは

だれでしょう。イエスを神の御子と信じる

者ではありませんか。 6このイエス・キリ

ストは、水と血とによって来られた方です

。ただ水によってだけでなく、水と血とに

よって来られたのです。そして、あかしを

する方は御霊です。御霊は真理だからです

。 7あかしするものが三つあります。 8御

霊と水と血です。この三つが一つとなるの

です。 9もし、私たちが人間のあかしを受

け入れるなら、神のあかしはそれにまさる

ものです。御子についてあかしされたこと

が神のあかしだからです。 10神の御子を信

じる者は、このあかしを自分の心の中に持

っています。神を信じない者は、神を偽り

者とするのです。神が御子についてあかし

されたことを信じないからです。 11そのあ

かしとは、神が私たちに永遠のいのちを与

えられたということ、そしてこのいのちが

御子のうちにあるということです。 (aiōnios

g166) 12御子を持つ者はいのちを持っており

、神の御子を持たない者はいのちを持って

いません。 13私が神の御子の名を信じてい

るあなたがたに対してこれらのことを書い

たのは、あなたがたが永遠のいのちを持っ

ていることを、あなたがたによくわからせ

るためです。 (aiōnios g166) 14何事でも神のみ

こころにかなう願いをするなら、神はその

願いを聞いてくださるということ、これこ

そ神に対する私たちの確信です。 15私たち

の願う事を神が聞いてくださると知れば、

神に願ったその事は、すでにかなえられた

と知るのです。 16だれでも兄弟が死に至ら

ない罪を犯しているのを見たなら、神に求

めなさい。そうすれば神はその人のために

、死に至らない罪を犯している人々に、い

のちをお与えになります。死に至る罪があ

ります。この罪については、願うようにと

は言いません。 17不正はみな罪ですが、死

に至らない罪があります。 18神によって生
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まれた者はだれも罪の中に生きないことを

、私たちは知っています。神から生まれた

方が彼を守っていてくださるので、悪い者

は彼に触れることができないのです。 19私

たちは神からの者であり、全世界は悪い者

の支配下にあることを知っています。 20し

かし、神の御子が来て、真実な方を知る理

解力を私たちに与えてくださったことを知

っています。それで私たちは、真実な方の

うちに、すなわち御子イエス・キリストの

うちにいるのです。この方こそ、まことの

神、永遠のいのちです。 (aiōnios g166) 21子ど

もたちよ。偶像を警戒しなさい。
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ヨハネの手紙第二

1長老から、選ばれた夫人とその子どもた
ちへ。私はあなたがたをほんとうに愛し

ています。私だけでなく、真理を知ってい

る人々がみな、そうです。 2このことは、

私たちのうちに宿る真理によることです。

そして真理はいつまでも私たちとともにあ

ります。 (aiōn g165) 3真理と愛のうちに、御

父と御父の御子イエス・キリストから来る

恵みとあわれみと平安は、私たちとともに

あります。 4あなたの子どもたちの中に、

御父から私たちが受けた命令のとおりに真

理のうちを歩んでいる人たちがあるのを知

って、私は非常に喜んでいます。 5そこで

夫人よ。お願いしたいことがあります。そ

れは私が新しい命令を書くのではなく、初

めから私たちが持っていたものなのですが

、私たちが互いに愛し合うということです

。 6愛とは、御父の命令に従って歩むこと

であり、命令とは、あなたがたが初めから

聞いているとおり、愛のうちを歩むことで

す。 7なぜお願いするかと言えば、人を惑

わす者、すなわち、イエス・キリストが人

として来られたことを告白しない者が大ぜ

い世に出て行ったからです。こういう者は

惑わす者であり、反キリストです。 8よく

気をつけて、私たちの労苦の実をだいなし

にすることなく、豊かな報いを受けるよう

になりなさい。 9だれでも行き過ぎをして

、キリストの教えのうちにとどまらない者

は、神を持っていません。その教えのうち

にとどまっている者は、御父をも御子をも

持っています。 10あなたがたのところに来

る人で、この教えを持って来ない者は、家

に受け入れてはいけません。その人にあい

さつのことばをかけてもいけません。 11そ

ういう人にあいさつすれば、その悪い行な

いをともにすることになります。 12あなた

がたに書くべきことがたくさんありますが

、紙と墨でしたくはありません。あなたが

たのところに行って、顔を合わせて語りた

いと思います。私たちの喜びが全きものと

なるためにです。 13選ばれたあなたの姉妹

の子どもたちが、あなたによろしくと言っ

ています。
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ヨハネの手紙第三

1長老から、愛するガイオへ。私はあなた
をほんとうに愛しています。 2愛する者

よ。あなたが、たましいに幸いを得ている

ようにすべての点でも幸いを得、また健康

であるように祈ります。 3兄弟たちがやっ

て来ては、あなたが真理に歩んでいるその

真実を証言してくれるので、私は非常に喜

んでいます。 4私の子どもたちが真理に歩

んでいることを聞くことほど、私にとって

大きな喜びはありません。 5愛する者よ。

あなたが、旅をしているあの兄弟たちのた

めに行なっているいろいろなことは、真実

な行ないです。 6彼らは教会の集まりであ

なたの愛についてあかししました。あなた

が神にふさわしいしかたで彼らを次の旅に

送り出してくれるなら、それはりっぱなこ

とです。 7彼らは御名のために出て行きま

した。異邦人からは何も受けていません。

8ですから、私たちはこのような人々をも

てなすべきです。そうすれば、私たちは真

理のために彼らの同労者となれるのです。

9私は教会に対して少しばかり書き送った

のですが、彼らの中でかしらになりたがっ

ているデオテレペスが、私たちの言うこと

を聞き入れません。 10それで、私が行った

ら、彼のしている行為を取り上げるつもり

です。彼は意地悪いことばで私たちをのの

しり、それでもあきたらずに、自分が兄弟

たちを受け入れないばかりか、受け入れた

いと思う人々の邪魔をし、教会から追い出

しているのです。 11愛する者よ。悪を見な

らわないで、善を見ならいなさい。善を行

なう者は神から出た者であり、悪を行なう

者は神を見たことのない者です。 12デメテ

リオはみなの人からも、また真理そのもの

からも証言されています。私たちも証言し

ます。私たちの証言が真実であることは、

あなたも知っているところです。 13あなた

に書き送りたいことがたくさんありました

が、筆と墨でしたくはありません。 14間も

なくあなたに会いたいと思います。そして

顔を合わせて話し合いましょう。 平安があ

なたにありますように。友人たちが、あな

たによろしくと言っています。そちらの友

人たちひとりひとりによろしくと言ってく

ださい。
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ユダの手紙

1イエス・キリストのしもべであり、ヤコ
ブの兄弟であるユダから、父なる神にあ

って愛され、イエス・キリストのために守

られている、召された方々へ。 2どうか、

あわれみと平安と愛が、あなたがたの上に

、ますます豊かにされますように。 3愛す

る人々。私はあなたがたに、私たちがとも

に受けている救いについて手紙を書こうと

して、あらゆる努力をしていましたが、聖

徒にひとたび伝えられた信仰のために戦う

よう、あなたがたに勧める手紙を書く必要

が生じました。 4というのは、ある人々が

、ひそかに忍び込んで来たからです。彼ら

は、このようなさばきに会うと昔から前も

ってしるされている人々で、不敬虔な者で

あり、私たちの神の恵みを放縦に変えて、

私たちの唯一の支配者であり主であるイエ

ス・キリストを否定する人たちです。 5あ

なたがたは、すべてのことをすっかり知っ

ているにしても、私はあなたがたに思い出

させたいことがあるのです。それは主が、

民をエジプトの地から救い出し、次に、信

じない人々を滅ぼされたということです。

6また、主は、自分の領域を守らず、自分

のおるべき所を捨てた御使いたちを、大い

なる日のさばきのために、永遠の束縛をも

って、暗やみの下に閉じ込められました。

(aïdios g126) 7また、ソドム、ゴモラおよび周

囲の町々も彼らと同じように、好色にふけ

り、不自然な肉欲を追い求めたので、永遠

の火の刑罰を受けて、みせしめにされてい

ます。 (aiōnios g166) 8それなのに、この人た

ちもまた同じように、夢見る者であり、肉

体を汚し、権威ある者を軽んじ、栄えある

者をそしっています。 9御使いのかしらミ

カエルは、モーセのからだについて、悪魔

と論じ、言い争ったとき、あえて相手をの

のしり、さばくようなことはせず、「主が

あなたを戒めてくださるように。」と言い

ました。 10しかし、この人たちは、自分に

は理解もできないことをそしり、わきまえ

のない動物のように、本能によって知るよ

うな事がらの中で滅びるのです。 11忌まわ

しいことです。彼らは、カインの道を行き

、利益のためにバラムの迷いに陥り、コラ

のようにそむいて滅びました。 12彼らは、

あなたがたの愛餐のしみです。恐れげもな

くともに宴を張りますが、自分だけを養っ

ている者であり、風に吹き飛ばされる、水

のない雲、実を結ばない、枯れに枯れて、

根こそぎにされた秋の木、 13自分の恥のあ

わをわき立たせる海の荒波、さまよう星で

す。まっ暗なやみが、彼らのために永遠に

用意されています。 (aiōn g165) 14アダムから

七代目のエノクも、彼らについて預言して

こう言っています。「見よ。主は千万の聖

徒を引き連れて来られる。 15すべての者に

さばきを行ない、不敬虔な者たちの、神を

恐れずに犯した行為のいっさいと、また神

を恐れない罪人どもが主に言い逆らった無

礼のいっさいとについて、彼らを罪に定め

るためである。」 16彼らはぶつぶつ言う者

、不平を鳴らす者で、自分の欲望のままに

歩んでいます。その口は大きなことを言い

、利益のためにへつらって人をほめるので

す。 17愛する人々よ。私たちの主イエス・

キリストの使徒たちが、前もって語ったこ

とばを思い起こしてください。 18彼らはあ

なたがたにこう言いました。「終わりの時
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には、自分の不敬虔な欲望のままにふるま

う、あざける者どもが現われる。」 19この

人たちは、御霊を持たず、分裂を起こし、

生まれつきのままの人間です。 20しかし、

愛する人々よ。あなたがたは、自分の持っ

ている最もきよい信仰の上に自分自身を築

き上げ、聖霊によって祈り、 21神の愛のう

ちに自分自身を保ち、永遠のいのちに至ら

せる、私たちの主イエス・キリストのあわ

れみを待ち望みなさい。 (aiōnios g166) 22疑い

を抱く人々をあわれみ、 23火の中からつか

み出して救い、またある人々を、恐れを感

じながらあわれみ、肉によって汚されたそ

の下着さえも忌みきらいなさい。 24あなた

がたを、つまずかないように守ることがで

き、傷のない者として、大きな喜びをもっ

て栄光の御前に立たせることのできる方に

、 25すなわち、私たちの救い主である唯一

の神に、栄光、尊厳、支配、権威が、私た

ちの主イエス・キリストを通して、永遠の

先にも、今も、また世々限りなくあります

ように。アーメン。 (aiōn g165)
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ヨハネの黙示録

1イエス・キリストの黙示。これは、すぐ
に起こるはずの事をそのしもべたちに示

すため、神がキリストにお与えになったも

のである。そしてキリストは、その御使い

を遣わして、これをしもべヨハネにお告げ

になった。 2ヨハネは、神のことばとイエ

ス・キリストのあかし、すなわち、彼の見

たすべての事をあかしした。 3この預言の

ことばを朗読する者と、それを聞いて、そ

こに書かれていることを心に留める人々は

幸いである。時が近づいているからである

。 4ヨハネから、アジヤにある七つの教会

へ。常にいまし、昔いまし、後に来られる

方から、また、その御座の前におられる七

つの御霊から、 5また、忠実な証人、死者

の中から最初によみがえられた方、地上の

王たちの支配者であるイエス・キリストか

ら、恵みと平安が、あなたがたにあるよう

に。イエス・キリストは私たちを愛して、

その血によって私たちを罪から解き放ち、

6また、私たちを王国とし、ご自分の父で

ある神のために祭司としてくださった方で

ある。キリストに栄光と力とが、とこしえ

にあるように。アーメン。 (aiōn g165) 7見よ

、彼が、雲に乗って来られる。すべての目

、ことに彼を突き刺した者たちが、彼を見

る。地上の諸族はみな、彼のゆえに嘆く。

しかり。アーメン。 8神である主、常にい

まし、昔いまし、後に来られる方、万物の

支配者がこう言われる。「わたしはアルフ

ァであり、オメガである。」 9私ヨハネは

、あなたがたの兄弟であり、あなたがたと

ともにイエスにある苦難と御国と忍耐とに

あずかっている者であって、神のことばと

イエスのあかしとのゆえに、パトモスとい

う島にいた。 10私は、主の日に御霊に感じ

、私のうしろにラッパの音のような大きな

声を聞いた。 11その声はこう言った。「あ

なたの見ることを巻き物にしるして、七つ

の教会、すなわち、エペソ、スミルナ、ペ

ルガモ、テアテラ、サルデス、フィラデル

フィヤ、ラオデキヤに送りなさい。」 12そ

こで私は、私に語りかける声を見ようとし

て振り向いた。振り向くと、七つの金の燭

台が見えた。 13それらの燭台の真中には、

足までたれた衣を着て、胸に金の帯を締め

た、人の子のような方が見えた。 14その頭

と髪の毛は、白い羊毛のように、また雪の

ように白く、その目は、燃える炎のようで

あった。 15その足は、炉で精練されて光り

輝くしんちゅうのようであり、その声は大

水の音のようであった。 16また、右手に七

つの星を持ち、口からは鋭い両刃の剣が出

ており、顔は強く照り輝く太陽のようであ

った。 17それで私は、この方を見たとき、

その足もとに倒れて死者のようになった。

しかし彼は右手を私の上に置いてこう言わ

れた。「恐れるな。わたしは、最初であり

、最後であり、 18生きている者である。わ

たしは死んだが、見よ、いつまでも生きて

いる。また、死とハデスとのかぎを持って

いる。 (aiōn g165, Hadēs g86) 19そこで、あなた

の見た事、今ある事、この後に起こる事を

書きしるせ。 20わたしの右の手の中に見え

た七つの星と、七つの金の燭台について、

その秘められた意味を言えば、七つの星は

七つの教会の御使いたち、七つの燭台は七

つの教会である。
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2エペソにある教会の御使いに書き送れ。
『右手に七つの星を持つ方、七つの金の

燭台の間を歩く方が言われる。 2「わたし

は、あなたの行ないとあなたの労苦と忍耐

を知っている。また、あなたが、悪い者た

ちをがまんすることができず、使徒と自称

しているが実はそうでない者たちをためし

て、その偽りを見抜いたことも知っている

。 3あなたはよく忍耐して、わたしの名の

ために耐え忍び、疲れたことがなかった。

4しかし、あなたには非難すべきことがあ

る。あなたは初めの愛から離れてしまった

。 5それで、あなたは、どこから落ちたか

を思い出し、悔い改めて、初めの行ないを

しなさい。もしそうでなく、悔い改めるこ

とをしないならば、わたしは、あなたのと

ころに行って、あなたの燭台をその置かれ

た所から取りはずしてしまおう。 6しかし

、あなたにはこのことがある。あなたはニ

コライ派の人々の行ないを憎んでいる。わ

たしもそれを憎んでいる。 7耳のある者は

御霊が諸教会に言われることを聞きなさい

。勝利を得る者に、わたしは神のパラダイ

スにあるいのちの木の実を食べさせよう。

」』 8また、スミルナにある教会の御使い

に書き送れ。『初めであり、終わりである

方、死んで、また生きた方が言われる。 9

「わたしは、あなたの苦しみと貧しさとを

知っている。――しかしあなたは実際は富

んでいる。――またユダヤ人だと自称して

いるが、実はそうでなく、かえってサタン

の会衆である人たちから、ののしられてい

ることも知っている。 10あなたが受けよう

としている苦しみを恐れてはいけない。見

よ。悪魔はあなたがたをためすために、あ

なたがたのうちのある人たちを牢に投げ入

れようとしている。あなたがたは十日の間

苦しみを受ける。死に至るまで忠実であり

なさい。そうすれば、わたしはあなたにい

のちの冠を与えよう。 11耳のある者は御霊

が諸教会に言われることを聞きなさい。勝

利を得る者は、決して第二の死によってそ

こなわれることはない。」』 12また、ペル

ガモにある教会の御使いに書き送れ。『鋭

い、両刃の剣を持つ方がこう言われる。 13

「わたしは、あなたの住んでいる所を知っ

ている。そこにはサタンの王座がある。し

かしあなたは、わたしの名を堅く保って、

わたしの忠実な証人アンテパスがサタンの

住むあなたがたのところで殺されたときで

も、わたしに対する信仰を捨てなかった。

14しかし、あなたには少しばかり非難すべ

きことがある。あなたのうちに、バラムの

教えを奉じている人々がいる。バラムはバ

ラクに教えて、イスラエルの人々の前に、

つまずきの石を置き、偶像の神にささげた

物を食べさせ、また不品行を行なわせた。

15それと同じように、あなたのところにも

ニコライ派の教えを奉じている人々がいる

。 16だから、悔い改めなさい。もしそうし

ないなら、わたしは、すぐにあなたのとこ

ろに行き、わたしの口の剣をもって彼らと

戦おう。 17耳のある者は御霊が諸教会に言

われることを聞きなさい。わたしは勝利を

得る者に隠れたマナを与える。また、彼に

白い石を与える。その石には、それを受け

る者のほかはだれも知らない、新しい名が

書かれている。」』 18また、テアテラにあ

る教会の御使いに書き送れ。『燃える炎の

ような目を持ち、その足は光り輝くしんち
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ゅうのような、神の子が言われる。 19「わ

たしは、あなたの行ないとあなたの愛と信

仰と奉仕と忍耐を知っており、また、あな

たの近ごろの行ないが初めの行ないにまさ

っていることも知っている。 20しかし、あ

なたには非難すべきことがある。あなたは

、イゼベルという女をなすがままにさせて

いる。この女は、預言者だと自称している

が、わたしのしもべたちを教えて誤りに導

き、不品行を行なわせ、偶像の神にささげ

た物を食べさせている。 21わたしは悔い改

める機会を与えたが、この女は不品行を悔

い改めようとしない。 22見よ。わたしは、

この女を病の床に投げ込もう。また、この

女と姦淫を行なう者たちも、この女の行な

いを離れて悔い改めなければ、大きな患難

の中に投げ込もう。 23また、わたしは、こ

の女の子どもたちをも死病によって殺す。

こうして全教会は、わたしが人の思いと心

を探る者であることを知るようになる。ま

た、わたしは、あなたがたの行ないに応じ

てひとりひとりに報いよう。 24しかし、テ

アテラにいる人たちの中で、この教えを受

け入れておらず、彼らの言うサタンの深い

ところをまだ知っていないあなたがたに言

う。わたしはあなたがたに、ほかの重荷を

負わせない。 25ただ、あなたがたの持って

いるものを、わたしが行くまで、しっかり

と持っていなさい。 26勝利を得る者、また

最後までわたしのわざを守る者には、諸国

の民を支配する権威を与えよう。 27彼は、

鉄の杖をもって土の器を打ち砕くようにし

て彼らを治める。わたし自身が父から支配

の権威を受けているのと同じである。 28ま

た、彼に明けの明星を与えよう。 29耳のあ

る者は御霊が諸教会に言われることを聞き

なさい。」』

3また、サルデスにある教会の御使いに書
き送れ。『神の七つの御霊、および七つ

の星を持つ方がこう言われる。「わたしは

、あなたの行ないを知っている。あなたは

、生きているとされているが、実は死んで

いる。 2目をさましなさい。そして死にか

けているほかの人たちを力づけなさい。わ

たしは、あなたの行ないが、わたしの神の

御前に全うされたとは見ていない。 3だか

ら、あなたがどのように受け、また聞いた

のかを思い出しなさい。それを堅く守り、

また悔い改めなさい。もし、目をさまさな

ければ、わたしは盗人のように来る。あな

たには、わたしがいつあなたのところに来

るか、決してわからない。 4しかし、サル

デスには、その衣を汚さなかった者が幾人

かいる。彼らは白い衣を着て、わたしとと

もに歩む。彼らはそれにふさわしい者だか

らである。 5勝利を得る者は、このように

白い衣を着せられる。そして、わたしは、

彼の名をいのちの書から消すようなことは

決してしない。わたしは彼の名をわたしの

父の御前と御使いたちの前で言い表わす。

6耳のある者は御霊が諸教会に言われるこ

とを聞きなさい。」』 7また、フィラデル

フィヤにある教会の御使いに書き送れ。 『

聖なる方、真実な方、ダビデのかぎを持っ

ている方、彼が開くとだれも閉じる者がな

く、彼が閉じるとだれも開く者がない、そ

の方がこう言われる。 8「わたしは、あな

たの行ないを知っている。見よ。わたしは

、だれも閉じることのできない門を、あな

たの前に開いておいた。なぜなら、あなた
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には少しばかりの力があって、わたしのこ

とばを守り、わたしの名を否まなかったか

らである。 9見よ。サタンの会衆に属する

者、すなわち、ユダヤ人だと自称しながら

実はそうでなくて、うそを言っている者た

ちに、わたしはこうする。見よ。彼らをあ

なたの足もとに来てひれ伏させ、わたしが

あなたを愛していることを知らせる。 10あ

なたが、わたしの忍耐について言ったこと

ばを守ったから、わたしも、地上に住む者

たちを試みるために、全世界に来ようとし

ている試練の時には、あなたを守ろう。 11

わたしは、すぐに来る。あなたの冠をだれ

にも奪われないように、あなたの持ってい

るものをしっかりと持っていなさい。 12勝

利を得る者を、わたしの神の聖所の柱とし

よう。彼はもはや決して外に出て行くこと

はない。わたしは彼の上にわたしの神の御

名と、わたしの神の都、すなわち、わたし

の神のもとを出て天から下って来る新しい

エルサレムの名と、わたしの新しい名とを

書きしるす。 13耳のある者は御霊が諸教会

に言われることを聞きなさい。」』 14また

、ラオデキヤにある教会の御使いに書き送

れ。『アーメンである方、忠実で、真実な

証人、神に造られたものの根源である方が

こう言われる。 15「わたしは、あなたの行

ないを知っている。あなたは、冷たくもな

く、熱くもない。わたしはむしろ、あなた

が冷たいか、熱いかであってほしい。 16こ

のように、あなたはなまぬるく、熱くも冷

たくもないので、わたしの口からあなたを

吐き出そう。 17あなたは、自分は富んでい

る、豊かになった、乏しいものは何もない

と言って、実は自分がみじめで、哀れで、

貧しくて、盲目で、裸の者であることを知

らない。 18わたしはあなたに忠告する。豊

かな者となるために、火で精練された金を

わたしから買いなさい。また、あなたの裸

の恥を現わさないために着る白い衣を買い

なさい。また、目が見えるようになるため

、目に塗る目薬を買いなさい。 19わたしは

、愛する者をしかったり、懲らしめたりす

る。だから、熱心になって、悔い改めなさ

い。 20見よ。わたしは、戸の外に立ってた

たく。だれでも、わたしの声を聞いて戸を

あけるなら、わたしは、彼のところにはい

って、彼とともに食事をし、彼もわたしと

ともに食事をする。 21勝利を得る者を、わ

たしとともにわたしの座に着かせよう。そ

れは、わたしが勝利を得て、わたしの父と

ともに父の御座に着いたのと同じである。

22耳のある者は御霊が諸教会に言われるこ

とを聞きなさい。」』」

4その後、私は見た。見よ。天に一つの開
いた門があった。また、先にラッパのよ

うな声で私に呼びかけるのが聞こえたあの

初めの声が言った。「ここに上れ。この後

、必ず起こる事をあなたに示そう。」 2た

ちまち私は御霊に感じた。すると見よ。天

に一つの御座があり、その御座に着いてい

る方があり、 3その方は、碧玉や赤めのう

のように見え、その御座の回りには、緑玉

のように見える虹があった。 4また、御座

の回りに二十四の座があった。これらの座

には、白い衣を着て、金の冠を頭にかぶっ

た二十四人の長老たちがすわっていた。 5

御座からいなずまと声と雷鳴が起こった。

七つのともしびが御座の前で燃えていた。

神の七つの御霊である。 6御座の前は、水
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晶に似たガラスの海のようであった。御座

の中央と御座の回りに、前もうしろも目で

満ちた四つの生き物がいた。 7第一の生き

物は、ししのようであり、第二の生き物は

雄牛のようであり、第三の生き物は人間の

ような顔を持ち、第四の生き物は空飛ぶわ

しのようであった。 8この四つの生き物に

は、それぞれ六つの翼があり、その回りも

内側も目で満ちていた。彼らは、昼も夜も

絶え間なく叫び続けた。 「聖なるかな、聖

なるかな、聖なるかな。神であられる主、

万物の支配者、昔いまし、常にいまし、後

に来られる方。」 9また、これらの生き物

が、永遠に生きておられる、御座に着いて

いる方に、栄光、誉れ、感謝をささげると

き、 (aiōn g165) 10二十四人の長老は御座に着

いている方の御前にひれ伏して、永遠に生

きておられる方を拝み、自分の冠を御座の

前に投げ出して言った。 (aiōn g165) 11「主よ

。われらの神よ。あなたは、栄光と誉れと

力とを受けるにふさわしい方です。あなた

は万物を創造し、あなたのみこころゆえに

、万物は存在し、また創造されたのですか

ら。」

5また、私は、御座にすわっておられる方
の右の手に巻き物があるのを見た。それ

は内側にも外側にも文字が書きしるされ、

七つの封印で封じられていた。 2また私は

、ひとりの強い御使いが、大声でふれ広め

て、「巻き物を開いて、封印を解くのにふ

さわしい者はだれか。」と言っているのを

見た。 3しかし、天にも、地にも、地の下

にも、だれひとりその巻き物を開くことの

できる者はなく、見ることのできる者もい

なかった。 4巻き物を開くのにも、見るの

にも、ふさわしい者がだれも見つからなか

ったので、私は激しく泣いていた。 5する

と、長老のひとりが、私に言った。「泣い

てはいけない。見なさい。ユダ族から出た

しし、ダビデの根が勝利を得たので、その

巻き物を開いて、七つの封印を解くことが

できます。」 6さらに私は、御座――そこ

には、四つの生き物がいる。――と、長老

たちとの間に、ほふられたと見える小羊が

立っているのを見た。これに七つの角と七

つの目があった。その目は、全世界に遣わ

された神の七つの御霊である。 7小羊は近

づいて、御座にすわる方の右の手から、巻

き物を受け取った。 8彼が巻き物を受け取

ったとき、四つの生き物と二十四人の長老

は、おのおの、立琴と、香のいっぱいはい

った金の鉢とを持って、小羊の前にひれ伏

した。この香は聖徒たちの祈りである。 9

彼らは、新しい歌を歌って言った。 「あな

たは、巻き物を受け取って、その封印を解

くのにふさわしい方です。あなたは、ほふ

られて、その血により、あらゆる部族、国

語、民族、国民の中から、神のために人々

を贖い、 10私たちの神のために、この人々

を王とし、祭司とされました。彼らは地上

を治めるのです。」 11また私は見た。私は

、御座と生き物と長老たちとの回りに、多

くの御使いたちの声を聞いた。その数は万

の幾万倍、千の幾千倍であった。 12彼らは

大声で言った。 「ほふられた小羊は、力と

、富と、知恵と、勢いと、誉れと、栄光と

、賛美を受けるにふさわしい方です。」 13

また私は、天と地と、地の下と、海の上の

あらゆる造られたもの、およびその中にあ

る生き物がこう言うのを聞いた。 「御座に
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すわる方と、小羊とに、賛美と誉れと栄光

と力が永遠にあるように。」 (aiōn g165) 14ま

た、四つの生き物はアーメンと言い、長老

たちはひれ伏して拝んだ。

6また、私は見た。小羊が七つの封印の一
つを解いたとき、四つの生き物の一つが

、雷のような声で「来なさい。」と言うの

を私は聞いた。 2私は見た。見よ。白い馬

であった。それに乗っている者は弓を持っ

ていた。彼は冠を与えられ、勝利の上にさ

らに勝利を得ようとして出て行った。 3小

羊が第二の封印を解いたとき、私は、第二

の生き物が、「来なさい。」と言うのを聞

いた。 4すると、別の、火のように赤い馬

が出て来た。これに乗っている者は、地上

から平和を奪い取ることが許された。人々

が、互いに殺し合うようになるためであっ

た。また、彼に大きな剣が与えられた。 5

小羊が第三の封印を解いたとき、私は、第

三の生き物が、「来なさい。」と言うのを

聞いた。私は見た。見よ。黒い馬であった

。これに乗っている者は量りを手に持って

いた。 6すると私は、一つの声のようなも

のが、四つの生き物の間で、こう言うのを

聞いた。「小麦一枡は一デナリ。大麦三枡

も一デナリ。オリーブ油とぶどう酒に害を

与えてはいけない。」 7小羊が第四の封印

を解いたとき、私は、第四の生き物の声が

、「来なさい。」と言うのを聞いた。 8私

は見た。見よ。青ざめた馬であった。これ

に乗っている者の名は死といい、そのあと

にはハデスがつき従った。彼らに地上の四

分の一を剣とききんと死病と地上の獣によ

って殺す権威が与えられた。 (Hadēs g86) 9小

羊が第五の封印を解いたとき、私は、神の

ことばと、自分たちが立てたあかしとのた

めに殺された人々のたましいが祭壇の下に

いるのを見た。 10彼らは大声で叫んで言っ

た。「聖なる、真実な主よ。いつまでさば

きを行なわず、地に住む者に私たちの血の

復讐をなさらないのですか。」 11すると、

彼らのひとりひとりに白い衣が与えられた

。そして彼らは、「あなたがたと同じしも

べ、また兄弟たちで、あなたがたと同じよ

うに殺されるはずの人々の数が満ちるまで

、もうしばらくの間、休んでいなさい。」

と言い渡された。 12私は見た。小羊が第六

の封印を解いたとき、大きな地震が起こっ

た。そして、太陽は毛の荒布のように黒く

なり、月の全面が血のようになった。 13そ

して天の星が地上に落ちた。それは、いち

じくが、大風に揺られて、青い実を振り落

とすようであった。 14天は、巻き物が巻か

れるように消えてなくなり、すべての山や

島がその場所から移された。 15地上の王、

高官、千人隊長、金持ち、勇者、あらゆる

奴隷と自由人が、ほら穴と山の岩間に隠れ

、 16山や岩に向かってこう言った。「私た

ちの上に倒れかかって、御座にある方の御

顔と小羊の怒りとから、私たちをかくまっ

てくれ。 17御怒りの大いなる日が来たのだ

。だれがそれに耐えられよう。」

7この後、私は見た。四人の御使いが地の
四隅に立って、地の四方の風を堅く押え

、地にも海にもどんな木にも、吹きつけな

いようにしていた。 2また私は見た。もう

ひとりの御使いが、生ける神の印を持って

、日の出るほうから上って来た。彼は、地

をも海をもそこなう権威を与えられた四人

の御使いたちに、大声で叫んで言った。 3
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「私たちが神のしもべたちの額に印を押し

てしまうまで、地にも海にも木にも害を与

えてはいけない。」 4それから私が、印を

押された人々の数を聞くと、イスラエルの

子孫のあらゆる部族の者が印を押されてい

て、十四万四千人であった。 5ユダの部族

で印を押された者が一万二千人、ルベンの

部族で一万二千人、ガドの部族で一万二千

人、 6アセルの部族で一万二千人、ナフタ

リの部族で一万二千人、マナセの部族で一

万二千人、 7シメオンの部族で一万二千人

、レビの部族で一万二千人、イッサカルの

部族で一万二千人、 8ゼブルンの部族で一

万二千人、ヨセフの部族で一万二千人、ベ

ニヤミンの部族で一万二千人、印を押され

た者がいた。 9その後、私は見た。見よ。

あらゆる国民、部族、民族、国語のうちか

ら、だれにも数えきれぬほどの大ぜいの群

衆が、白い衣を着、しゅろの枝を手に持っ

て、御座と小羊との前に立っていた。 10彼

らは、大声で叫んで言った。 「救いは、御

座にある私たちの神にあり、小羊にある。

」 11御使いたちはみな、御座と長老たちと

四つの生き物との回りに立っていたが、彼

らも御座の前にひれ伏し、神を拝して、 12

言った。 「アーメン。賛美と栄光と知恵と

感謝と誉れと力と勢いが、永遠に私たちの

神にあるように。アーメン。」 (aiōn g165) 13

長老のひとりが私に話しかけて、「白い衣

を着ているこの人たちは、いったいだれで

すか。どこから来たのですか。」と言った

。 14そこで、私は、「主よ。あなたこそ、

ご存じです。」と言った。すると、彼は私

にこう言った。「彼らは、大きな患難から

抜け出て来た者たちで、その衣を小羊の血

で洗って、白くしたのです。 15だから彼ら

は神の御座の前にいて、聖所で昼も夜も、

神に仕えているのです。そして、御座に着

いておられる方も、彼らの上に幕屋を張ら

れるのです。 16彼らはもはや、飢えること

もなく、渇くこともなく、太陽もどんな炎

熱も彼らを打つことはありません。 17なぜ

なら、御座の正面におられる小羊が、彼ら

の牧者となり、いのちの水の泉に導いてく

ださるからです。また、神は彼らの目の涙

をすっかりぬぐい取ってくださるのです。

」

8小羊が第七の封印を解いたとき、天に半
時間ばかり静けさがあった。 2それから

私は、神の御前に立つ七人の御使いを見た

。彼らに七つのラッパが与えられた。 3ま

た、もうひとりの御使いが出て来て、金の

香炉を持って祭壇のところに立った。彼に

たくさんの香が与えられた。すべての聖徒

の祈りとともに、御座の前にある金の祭壇

の上にささげるためであった。 4香の煙は

、聖徒たちの祈りとともに、御使いの手か

ら神の御前に立ち上った。 5それから、御

使いは、その香炉を取り、祭壇の火でそれ

を満たしてから、地に投げつけた。すると

、雷鳴と声といなずまと地震が起こった。

6すると、七つのラッパを持っていた七人

の御使いはラッパを吹く用意をした。 7第

一の御使いがラッパを吹き鳴らした。する

と、血の混じった雹と火とが現われ、地上

に投げられた。そして地上の三分の一が焼

け、木の三分の一も焼け、青草が全部焼け

てしまった。 8第二の御使いがラッパを吹

き鳴らした。すると、火の燃えている大き

な山のようなものが、海に投げ込まれた。
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そして海の三分の一が血となった。 9する

と、海の中にいた、いのちのあるものの三

分の一が死に、舟の三分の一も打ちこわさ

れた。 10第三の御使いがラッパを吹き鳴ら

した。すると、たいまつのように燃えてい

る大きな星が天から落ちて来て、川々の三

分の一とその水源に落ちた。 11この星の名

は苦よもぎと呼ばれ、川の水の三分の一は

苦よもぎのようになった。水が苦くなった

ので、その水のために多くの人が死んだ。

12第四の御使いがラッパを吹き鳴らした。

すると、太陽の三分の一と、月の三分の一

と、星の三分の一とが打たれたので、三分

の一は暗くなり、昼の三分の一は光を失い

、また夜も同様であった。 13また私は見た

。一羽のわしが中天を飛びながら、大声で

言うのを聞いた。「わざわいが来る。わざ

わいが、わざわいが来る。地に住む人々に

。あと三人の御使いがラッパを吹き鳴らそ

うとしている。」

9第五の御使いがラッパを吹き鳴らした。
すると、私は一つの星が天から地上に落

ちるのを見た。その星には底知れぬ穴を開

くかぎが与えられた。 (Abyssos g12) 2その星

が、底知れぬ穴を開くと、穴から大きな炉

の煙のような煙が立ち上り、太陽も空も、

この穴の煙によって暗くなった。 (Abyssos

g12) 3その煙の中から、いなごが地上に出て

来た。彼らには、地のさそりの持つような

力が与えられた。 4そして彼らは、地の草

やすべての青草や、すべての木には害を加

えないで、ただ、額に神の印を押されてい

ない人間にだけ害を加えるように言い渡さ

れた。 5しかし、人間を殺すことは許され

ず、ただ五か月の間苦しめることだけが許

された。その与えた苦痛は、さそりが人を

刺したときのような苦痛であった。 6その

期間には、人々は死を求めるが、どうして

も見いだせず、死を願うが、死が彼らから

逃げて行くのである。 7そのいなごの形は

、出陣の用意の整った馬に似ていた。頭に

金の冠のようなものを着け、顔は人間の顔

のようであった。 8また女の髪のような毛

があり、歯は、ししの歯のようであった。

9また、鉄の胸当てのような胸当てを着け

、その翼の音は、多くの馬に引かれた戦車

が、戦いに馳せつけるときの響きのようで

あった。 10そのうえ彼らは、さそりのよう

な尾と針とを持っており、尾には、五か月

間人間に害を加える力があった。 11彼らは

、底知れぬ所の御使いを王にいただいてい

る。彼の名はヘブル語でアバドンといい、

ギリシヤ語でアポリュオンという。 (Abyssos

g12) 12第一のわざわいは過ぎ去った。見よ

。この後なお二つのわざわいが来る。 13第

六の御使いがラッパを吹き鳴らした。する

と、私は神の御前にある金の祭壇の四隅か

ら出る声を聞いた。 14その声がラッパを持

っている第六の御使いに言った。「大川ユ

ーフラテスのほとりにつながれている四人

の御使いを解き放せ。」 15すると、定めら

れた時、日、月、年のために用意されてい

た四人の御使いが、人類の三分の一を殺す

ために解き放された。 16騎兵の軍勢の数は

二億であった。私はその数を聞いた。 17私

が幻の中で見た馬とそれに乗る人たちの様

子はこうであった。騎兵は、火のような赤

、くすぶった青、燃える硫黄の色の胸当て

を着けており、馬の頭は、ししの頭のよう

で、口からは火と煙と硫黄とが出ていた。
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18これらの三つの災害、すなわち、彼らの

口から出ている火と煙と硫黄とのために、

人類の三分の一は殺された。 19馬の力はそ

の口とその尾とにあって、その尾は蛇のよ

うであり、それに頭があって、その頭で害

を加えるのである。 20これらの災害によっ

て殺されずに残った人々は、その手のわざ

を悔い改めないで、悪霊どもや、金、銀、

銅、石、木で造られた、見ることも聞くこ

とも歩くこともできない偶像を拝み続け、

21その殺人や、魔術や、不品行や、盗みを

悔い改めなかった。

10また私は、もうひとりの強い御使いが
、雲に包まれて、天から降りて来るの

を見た。その頭上には虹があって、その顔

は太陽のようであり、その足は火の柱のよ

うであった。 2その手には開かれた小さな

巻き物を持ち、右足は海の上に、左足は地

の上に置き、 3ししがほえるときのように

大声で叫んだ。彼が叫んだとき、七つの雷

がおのおの声を出した。 4七つの雷が語っ

たとき、私は書き留めようとした。すると

、天から声があって、「七つの雷が言った

ことは封じて、書きしるすな。」と言うの

を聞いた。 5それから、私の見た海と地と

の上に立つ御使いは、右手を天に上げて、

6永遠に生き、天とその中にあるもの、地

とその中にあるもの、海とその中にあるも

のを創造された方をさして、誓った。「も

はや時が延ばされることはない。 (aiōn g165) 7

第七の御使いが吹き鳴らそうとしているラ

ッパの音が響くその日には、神の奥義は、

神がご自身のしもべである預言者たちに告

げられたとおりに成就する。」 8それから

、前に私が天から聞いた声が、また私に話

しかけて言った。「さあ行って、海と地と

の上に立っている御使いの手にある、開か

れた巻き物を受け取りなさい。」 9それで

、私は御使いのところに行って、「その小

さな巻き物を下さい。」と言った。すると

、彼は言った。「それを取って食べなさい

。それはあなたの腹には苦いが、あなたの

口には蜜のように甘い。」 10そこで、私は

御使いの手からその小さな巻き物を取って

食べた。すると、それは口には蜜のように

甘かった。それを食べてしまうと、私の腹

は苦くなった。 11そのとき、彼らは私に言

った。「あなたは、もう一度、もろもろの

民族、国民、国語、王たちについて預言し

なければならない。」

11それから、私に杖のような測りざおが
与えられた。すると、こう言う者があ

った。「立って、神の聖所と祭壇と、また

、そこで礼拝している人を測れ。 2聖所の

外の庭は、異邦人に与えられているゆえ、

そのままに差し置きなさい。測ってはいけ

ない。彼らは聖なる都を四十二か月の間踏

みにじる。 3それから、わたしがわたしの

ふたりの証人に許すと、彼らは荒布を着て

千二百六十日の間預言する。」 4彼らは全

地の主の御前にある二本のオリーブの木、

また二つの燭台である。 5彼らに害を加え

ようとする者があれば、火が彼らの口から

出て、敵を滅ぼし尽くす。彼らに害を加え

ようとする者があれば、必ずこのように殺

される。 6この人たちは、預言をしている

期間は雨が降らないように天を閉じる力を

持っており、また、水を血に変え、そのう

え、思うままに、何度でも、あらゆる災害

をもって地を打つ力を持っている。 7そし
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て彼らがあかしを終えると、底知れぬ所か

ら上って来る獣が、彼らと戦って勝ち、彼

らを殺す。 (Abyssos g12) 8彼らの死体は、霊

的な理解ではソドムやエジプトと呼ばれる

大きな都の大通りにさらされる。彼らの主

もその都で十字架につけられたのである。

9もろもろの民族、部族、国語、国民に属

する人々が、三日半の間、彼らの死体をな

がめていて、その死体を墓に納めることを

許さない。 10また地に住む人々は、彼らの

ことで喜び祝って、互いに贈り物を贈り合

う。それは、このふたりの預言者が、地に

住む人々を苦しめたからである。 11しかし

、三日半の後、神から出たいのちの息が、

彼らにはいり、彼らが足で立ち上がったの

で、それを見ていた人々は非常な恐怖に襲

われた。 12そのときふたりは、天から大き

な声がして、「ここに上れ。」と言うのを

聞いた。そこで、彼らは雲に乗って天に上

った。彼らの敵はそれを見た。 13そのとき

、大地震が起こって、都の十分の一が倒れ

た。この地震のため七千人が死に、生き残

った人々は、恐怖に満たされ、天の神をあ

がめた。 14第二のわざわいは過ぎ去った。

見よ。第三のわざわいがすぐに来る。 15第

七の御使いがラッパを吹き鳴らした。する

と、天に大きな声々が起こって言った。 「

この世の国は私たちの主およびそのキリス

トのものとなった。主は永遠に支配される

。」 (aiōn g165) 16それから、神の御前で自分

たちの座に着いている二十四人の長老たち

も、地にひれ伏し、神を礼拝して、 17言っ

た。 「万物の支配者、常にいまし、昔いま

す神である主。あなたが、その偉大な力を

働かせて、王となられたことを感謝します

。 18諸国の民は怒りました。しかし、あな

たの御怒りの日が来ました。死者のさばか

れる時、あなたのしもべである預言者たち

、聖徒たち、また小さい者も大きい者もす

べてあなたの御名を恐れかしこむ者たちに

報いの与えられる時、地を滅ぼす者どもの

滅ぼされる時です。」 19それから、天にあ

る、神の神殿が開かれた。神殿の中に、契

約の箱が見えた。また、いなずま、声、雷

鳴、地震が起こり、大きな雹が降った。

12また、巨大なしるしが天に現われた。
ひとりの女が太陽を着て、月を足の下

に踏み、頭には十二の星の冠をかぶってい

た。 2この女は、みごもっていたが、産み

の苦しみと痛みのために、叫び声をあげた

。 3また、別のしるしが天に現われた。見

よ。大きな赤い竜である。七つの頭と十本

の角とを持ち、その頭には七つの冠をかぶ

っていた。 4その尾は、天の星の三分の一

を引き寄せると、それらを地上に投げた。

また、竜は子を産もうとしている女の前に

立っていた。彼女が子を産んだとき、その

子を食い尽くすためであった。 5女は男の

子を産んだ。この子は、鉄の杖をもって、

すべての国々の民を牧するはずである。そ

の子は神のみもと、その御座に引き上げら

れた。 6女は荒野に逃げた。そこには、千

二百六十日の間彼女を養うために、神によ

って備えられた場所があった。 7さて、天

に戦いが起こって、ミカエルと彼の使いた

ちは、竜と戦った。それで、竜とその使い

たちは応戦したが、 8勝つことができず、

天にはもはや彼らのいる場所がなくなった

。 9こうして、この巨大な竜、すなわち、

悪魔とか、サタンとか呼ばれて、全世界を
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惑わす、あの古い蛇は投げ落とされた。彼

は地上に投げ落とされ、彼の使いどもも彼

とともに投げ落とされた。 10そのとき私は

、天で大きな声が、こう言うのを聞いた。

「今や、私たちの神の救いと力と国と、ま

た、神のキリストの権威が現われた。私た

ちの兄弟たちの告発者、日夜彼らを私たち

の神の御前で訴えている者が投げ落とされ

たからである。 11兄弟たちは、小羊の血と

、自分たちのあかしのことばのゆえに彼に

打ち勝った。彼らは死に至るまでもいのち

を惜しまなかった。 12それゆえ、天とその

中に住む者たち。喜びなさい。しかし、地

と海とには、わざわいが来る。悪魔が自分

の時の短いことを知り、激しく怒って、そ

こに下ったからである。」 13自分が地上に

投げ落とされたのを知った竜は、男の子を

産んだ女を追いかけた。 14しかし、女は大

わしの翼を二つ与えられた。自分の場所で

ある荒野に飛んで行って、そこで一時と二

時と半時の間、蛇の前をのがれて養われる

ためであった。 15ところが、蛇はその口か

ら水を川のように女のうしろへ吐き出し、

彼女を大水で押し流そうとした。 16しかし

、地は女を助け、その口を開いて、竜が口

から吐き出した川を飲み干した。 17すると

、竜は女に対して激しく怒り、女の子孫の

残りの者、すなわち、神の戒めを守り、イ

エスのあかしを保っている者たちと戦おう

として出て行った。

13そして、彼は海べの砂の上に立った。
また私は見た。海から一匹の獣が上っ

て来た。これには十本の角と七つの頭とが

あった。その角には十の冠があり、その頭

には神をけがす名があった。 2私の見たそ

の獣は、ひょうに似ており、足は熊の足の

ようで、口はししの口のようであった。竜

はこの獣に、自分の力と位と大きな権威と

を与えた。 3その頭のうちの一つは打ち殺

されたかと思われたが、その致命的な傷も

直ってしまった。そこで、全地は驚いて、

その獣に従い、 4そして、竜を拝んだ。獣

に権威を与えたのが竜だからである。また

彼らは獣をも拝んで、「だれがこの獣に比

べられよう。だれがこれと戦うことができ

よう。」と言った。 5この獣は、傲慢なこ

とを言い、けがしごとを言う口を与えられ

、四十二か月間活動する権威を与えられた

。 6そこで、彼はその口を開いて、神に対

するけがしごとを言い始めた。すなわち、

神の御名と、その幕屋、すなわち、天に住

む者たちをののしった。 7彼はまた聖徒た

ちに戦いをいどんで打ち勝つことが許され

、また、あらゆる部族、民族、国語、国民

を支配する権威を与えられた。 8地に住む

者で、ほふられた小羊のいのちの書に、世

の初めからその名の書きしるされていない

者はみな、彼を拝むようになる。 9耳のあ

る者は聞きなさい。 10とりこになるべき者

は、とりこにされて行く。剣で殺す者は、

自分も剣で殺されなければならない。ここ

に聖徒の忍耐と信仰がある。 11また、私は

見た。もう一匹の獣が地から上って来た。

それには小羊のような二本の角があり、竜

のようにものを言った。 12この獣は、最初

の獣が持っているすべての権威をその獣の

前で働かせた。また、地と地に住む人々に

、致命的な傷の直った最初の獣を拝ませた

。 13また、人々の前で、火を天から地に降

らせるような大きなしるしを行なった。 14
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また、あの獣の前で行なうことを許された

しるしをもって地上に住む人々を惑わし、

剣の傷を受けながらもなお生き返ったあの

獣の像を造るように、地上に住む人々に命

じた。 15それから、その獣の像に息を吹き

込んで、獣の像がもの言うことさえもでき

るようにし、また、その獣の像を拝まない

者をみな殺させた。 16また、小さい者にも

、大きい者にも、富んでいる者にも、貧し

い者にも、自由人にも、奴隷にも、すべて

の人々にその右の手かその額かに、刻印を

受けさせた。 17また、その刻印、すなわち

、あの獣の名、またはその名の数字を持っ

ている者以外は、だれも、買うことも、売

ることもできないようにした。 18ここに知

恵がある。思慮ある者はその獣の数字を数

えなさい。その数字は人間をさしているか

らである。その数字は六百六十六である。

14また私は見た。見よ。小羊がシオンの
山の上に立っていた。また小羊ととも

に十四万四千人の人たちがいて、その額に

は小羊の名と、小羊の父の名とがしるして

あった。 2私は天からの声を聞いた。大水

の音のようで、また、激しい雷鳴のようで

あった。また、私の聞いたその声は、立琴

をひく人々が立琴をかき鳴らしている音の

ようでもあった。 3彼らは、御座の前と、

四つの生き物および長老たちの前とで、新

しい歌を歌った。しかし地上から贖われた

十四万四千人のほかには、だれもこの歌を

学ぶことができなかった。 4彼らは女によ

って汚されたことのない人々である。彼ら

は童貞なのである。彼らは、小羊が行く所

には、どこにでもついて行く。彼らは、神

および小羊にささげられる初穂として、人

々の中から贖われたのである。 5彼らの口

には偽りがなかった。彼らは傷のない者で

ある。 6また私は、もうひとりの御使いが

中天を飛ぶのを見た。彼は、地上に住む人

々、すなわち、あらゆる国民、部族、国語

、民族に宣べ伝えるために、永遠の福音を

携えていた。 (aiōnios g166) 7彼は大声で言っ

た。「神を恐れ、神をあがめよ。神のさば

きの時が来たからである。天と地と海と水

の源を創造した方を拝め。」 8また、第二

の、別の御使いが続いてやって来て、言っ

た。「大バビロンは倒れた。倒れた。激し

い御怒りを引き起こすその不品行のぶどう

酒を、すべての国々の民に飲ませた者。」

9また、第三の、別の御使いも、彼らに続

いてやって来て、大声で言った。「もし、

だれでも、獣とその像を拝み、自分の額か

手かに刻印を受けるなら、 10そのような者

は、神の怒りの杯に混ぜ物なしに注がれた

神の怒りのぶどう酒を飲む。また、聖なる

御使いたちと小羊との前で、火と硫黄とで

苦しめられる。 11そして、彼らの苦しみの

煙は、永遠にまでも立ち上る。獣とその像

とを拝む者、まただれでも獣の名の刻印を

受ける者は、昼も夜も休みを得ない。 (aiōn

g165) 12神の戒めを守り、イエスに対する信

仰を持ち続ける聖徒たちの忍耐はここにあ

る。」 13また私は、天からこう言っている

声を聞いた。「書きしるせ。『今から後、

主にあって死ぬ死者は幸いである。』」御

霊も言われる。「しかり。彼らはその労苦

から解き放されて休むことができる。彼ら

の行ないは彼らについて行くからである。

」 14また、私は見た。見よ。白い雲が起こ

り、その雲に人の子のような方が乗ってお
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られた。頭には金の冠をかぶり、手には鋭

いかまを持っておられた。 15すると、もう

ひとりの御使いが聖所から出て来て、雲に

乗っておられる方に向かって大声で叫んだ

。「かまを入れて刈り取ってください。地

の穀物は実ったので、取り入れる時が来ま

したから。」 16そこで、雲に乗っておられ

る方が、地にかまを入れると地は刈り取ら

れた。 17また、もうひとりの御使いが、天

の聖所から出て来たが、この御使いも、鋭

いかまを持っていた。 18すると、火を支配

する権威を持ったもうひとりの御使いが、

祭壇から出て来て、鋭いかまを持つ御使い

に大声で叫んで言った。「その鋭いかまを

入れ、地のぶどうのふさを刈り集めよ。ぶ

どうはすでに熟しているのだから。」 19そ

こで御使いは地にかまを入れ、地のぶどう

を刈り集めて、神の激しい怒りの大きな酒

ぶねに投げ入れた。 20その酒ぶねは都の外

で踏まれたが、血は、その酒ぶねから流れ

出て、馬のくつわに届くほどになり、千六

百スタディオンに広がった。

15また私は、天にもう一つの巨大な驚く
べきしるしを見た。七人の御使いが、

最後の七つの災害を携えていた。神の激し

い怒りはここに窮まるのである。 2私は、

火の混じった、ガラスの海のようなものを

見た。獣と、その像と、その名を示す数字

とに打ち勝った人々が、神の立琴を手にし

て、このガラスの海のほとりに立っていた

。 3彼らは、神のしもべモーセの歌と小羊

の歌とを歌って言った。 「あなたのみわざ

は偉大であり、驚くべきものです。主よ。

万物の支配者である神よ。あなたの道は正

しく、真実です。もろもろの民の王よ。 4

主よ。だれかあなたを恐れず、御名をほめ

たたえない者があるでしょうか。ただあな

ただけが、聖なる方です。すべての国々の

民は来て、あなたの御前にひれ伏します。

あなたの正しいさばきが、明らかにされた

からです。」 5その後、また私は見た。天

にある、あかしの幕屋の聖所が開いた。 6

そしてその聖所から、七つの災害を携えた

七人の御使いが出て来た。彼らは、きよい

光り輝く亜麻布を着て、胸には金の帯を締

めていた。 7また、四つの生き物の一つが

、永遠に生きておられる神の御怒りの満ち

た七つの金の鉢を、七人の御使いに渡した

。 (aiōn g165) 8聖所は神の栄光と神の大能か

ら立ち上る煙で満たされ、七人の御使いた

ちの七つの災害が終わるまでは、だれもそ

の聖所に、はいることができなかった。

16また、私は、大きな声が聖所から出て
、七人の御使いに言うのを聞いた。「

行って、神の激しい怒りの七つの鉢を、地

に向けてぶちまけよ。」 2そこで、第一の

御使いが出て行き、鉢を地に向けてぶちま

けた。すると、獣の刻印を受けている人々

と、獣の像を拝む人々に、ひどい悪性のは

れものができた。 3第二の御使いが鉢を海

にぶちまけた。すると、海は死者の血のよ

うな血になった。海の中のいのちのあるも

のは、みな死んだ。 4第三の御使いが鉢を

川と水の源とにぶちまけた。すると、それ

らは血になった。 5また私は、水をつかさ

どる御使いがこう言うのを聞いた。「常に

いまし、昔います聖なる方。あなたは正し

い方です。なぜならあなたは、このような

さばきをなさったからです。 6彼らは聖徒

たちや預言者たちの血を流しましたが、あ
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なたは、その血を彼らに飲ませました。彼

らは、そうされるにふさわしい者たちです

。」 7また私は、祭壇がこう言うのを聞い

た。「しかり。主よ。万物の支配者である

神よ。あなたのさばきは真実な、正しいさ

ばきです。」 8第四の御使いが鉢を太陽に

向けてぶちまけた。すると、太陽は火で人

々を焼くことを許された。 9こうして、人

々は激しい炎熱によって焼かれた。しかも

、彼らは、これらの災害を支配する権威を

持つ神の御名に対してけがしごとを言い、

悔い改めて神をあがめることをしなかった

。 10第五の御使いが鉢を獣の座にぶちまけ

た。すると、獣の国は暗くなり、人々は苦

しみのあまり舌をかんだ。 11そして、その

苦しみと、はれものとのゆえに、天の神に

対してけがしごとを言い、自分の行ないを

悔い改めようとしなかった。 12第六の御使

いが鉢を大ユーフラテス川にぶちまけた。

すると、水は、日の出るほうから来る王た

ちに道を備えるために、かれてしまった。

13また、私は竜の口と、獣の口と、にせ預

言者の口とから、かえるのような汚れた霊

どもが三つ出て来るのを見た。 14彼らはし

るしを行なう悪霊どもの霊である。彼らは

全世界の王たちのところに出て行く。万物

の支配者である神の大いなる日の戦いに備

えて、彼らを集めるためである。 15――見

よ。わたしは盗人のように来る。目をさま

して、身に着物を着け、裸で歩く恥を人に

見られないようにする者は幸いである。

―― 16こうして彼らは、ヘブル語でハルマ

ゲドンと呼ばれる所に王たちを集めた。 17

第七の御使いが鉢を空中にぶちまけた。す

ると、大きな声が御座を出て、聖所の中か

ら出て来て、「事は成就した。」と言った

。 18すると、いなずまと声と雷鳴があり、

大きな地震があった。この地震は人間が地

上に住んで以来、かつてなかったほどのも

ので、それほどに大きな、強い地震であっ

た。 19また、あの大きな都は三つに裂かれ

、諸国の民の町々は倒れた。そして、大バ

ビロンは、神の前に覚えられて、神の激し

い怒りのぶどう酒の杯を与えられた。 20島

はすべて逃げ去り、山々は見えなくなった

。 21また、一タラントほどの大きな雹が、

人々の上に天から降って来た。人々は、こ

の雹の災害のため、神にけがしごとを言っ

た。その災害が非常に激しかったからであ

る。

17また、七つの鉢を持つ七人の御使いの
ひとりが来て、私に話して、こう言っ

た。「ここに来なさい。大水の上にすわっ

ている大淫婦へのさばきを見せましょう。

2地の王たちは、この女と不品行を行ない

、地に住む人々も、この女の不品行のぶど

う酒に酔ったのです。」 3それから、御使

いは、御霊に感じた私を荒野に連れて行っ

た。すると私は、ひとりの女が緋色の獣に

乗っているのを見た。その獣は神をけがす

名で満ちており、七つの頭と十本の角を持

っていた。 4この女は紫と緋の衣を着てい

て、金と宝石と真珠とで身を飾り、憎むべ

きものや自分の不品行の汚れでいっぱいに

なった金の杯を手に持っていた。 5その額

には、意味の秘められた名が書かれていた

。すなわち、「すべての淫婦と地の憎むべ

きものとの母、大バビロン。」という名で

あった。 6そして、私はこの女が、聖徒た

ちの血とイエスの証人たちの血に酔ってい



ヨハネの黙示録373

るのを見た。私はこの女を見たとき、非常

に驚いた。 7すると、御使いは私にこう言

った。「なぜ驚くのですか。私は、あなた

に、この女の秘義と、この女を乗せた、七

つの頭と十本の角とを持つ獣の秘義とを話

してあげましょう。 8あなたの見た獣は、

昔いたが、今はいません。しかし、やがて

底知れぬ所から上って来ます。そして彼は

、ついには滅びます。地上に住む者たちで

、世の初めからいのちの書に名を書きしる

されていない者は、その獣が、昔はいたが

、今はおらず、やがて現われるのを見て驚

きます。 (Abyssos g12) 9ここに知恵の心があ

ります。七つの頭とは、この女がすわって

いる七つの山で、七人の王たちのことです

。 10五人はすでに倒れたが、ひとりは今お

り、ほかのひとりは、まだ来ていません。

しかし彼が来れば、しばらくの間とどまる

はずです。 11また、昔いたが今はいない獣

について言えば、彼は八番目でもあります

が、先の七人のうちのひとりです。そして

彼はついには滅びます。 12あなたが見た十

本の角は、十人の王たちで、彼らは、まだ

国を受けてはいませんが、獣とともに、一

時だけ王の権威を受けます。 13この者ども

は心を一つにしており、自分たちの力と権

威とをその獣に与えます。 14この者どもは

小羊と戦いますが、小羊は彼らに打ち勝ち

ます。なぜならば、小羊は主の主、王の王

だからです。また彼とともにいる者たちは

、召された者、選ばれた者、忠実な者だか

らです。」 15御使いはまた私に言った。「

あなたが見た水、すなわち淫婦がすわって

いる所は、もろもろの民族、群衆、国民、

国語です。 16あなたが見た十本の角と、あ

の獣とは、その淫婦を憎み、彼女を荒廃さ

せ、裸にし、その肉を食い、彼女を火で焼

き尽くすようになります。 17それは、神が

、みことばの成就するときまで、神のみこ

ころを行なう思いを彼らの心に起こさせ、

彼らが心を一つにして、その支配権を獣に

与えるようにされたからです。 18あなたが

見たあの女は、地上の王たちを支配する大

きな都のことです。」

18この後、私は、もうひとりの御使いが
、大きな権威を帯びて、天から下って

来るのを見た。地はその栄光のために明る

くなった。 2彼は力強い声で叫んで言った

。「倒れた。大バビロンが倒れた。そして

、悪霊の住まい、あらゆる汚れた霊どもの

巣くつ、あらゆる汚れた、憎むべき鳥ども

の巣くつとなった。 3それは、すべての国

々の民が、彼女の不品行に対する激しい御

怒りのぶどう酒を飲み、地上の王たちは、

彼女と不品行を行ない、地上の商人たちは

、彼女の極度の好色によって富を得たから

である。」 4それから、私は、天からのも

う一つの声がこう言うのを聞いた。「わが

民よ。この女から離れなさい。その罪にあ

ずからないため、また、その災害を受けな

いためです。 5なぜなら、彼女の罪は積み

重なって天にまで届き、神は彼女の不正を

覚えておられるからです。 6あなたがたは

、彼女が支払ったものをそのまま彼女に返

し、彼女の行ないに応じて二倍にして戻し

なさい。彼女が混ぜ合わせた杯の中には、

彼女のために二倍の量を混ぜ合わせなさい

。 7彼女が自分を誇り、好色にふけったと

同じだけの苦しみと悲しみとを、彼女に与

えなさい。彼女は心の中で『私は女王の座
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に着いている者であり、やもめではないか

ら、悲しみを知らない。』と言うからです

。 8それゆえ一日のうちに、さまざまの災

害、すなわち死病、悲しみ、飢えが彼女を

襲い、彼女は火で焼き尽くされます。彼女

をさばく神である主は力の強い方だからで

す。 9彼女と不品行を行ない、好色にふけ

った地上の王たちは、彼女が火で焼かれる

煙を見ると、彼女のことで泣き、悲しみま

す。 10彼らは、彼女の苦しみを恐れたため

に、遠く離れて立っていて、こう言います

。『わざわいが来た。わざわいが来た。大

きな都よ。力強い都、バビロンよ。あなた

のさばきは、一瞬のうちに来た。』 11また

、地上の商人たちは彼女のことで泣き悲し

みます。もはや彼らの商品を買う者がだれ

もいないからです。 12商品とは、金、銀、

宝石、真珠、麻布、紫布、絹、緋布、香木

、さまざまの象牙細工、高価な木や銅や鉄

や大理石で造ったあらゆる種類の器具、 13

また、肉桂、香料、香、香油、乳香、ぶど

う酒、オリーブ油、麦粉、麦、牛、羊、そ

れに馬、車、奴隷、また人のいのちです。

14また、あなたの心の望みである熟したく

だものは、あなたから遠ざかってしまい、

あらゆるはでな物、はなやかな物は消えう

せて、もはや、決してそれらの物を見いだ

すことができません。 15これらの物を商っ

て彼女から富を得ていた商人たちは、彼女

の苦しみを恐れたために、遠く離れて立っ

ていて、泣き悲しんで、 16言います。『わ

ざわいが来た。わざわいが来た。麻布、紫

布、緋布を着て、金、宝石、真珠を飾りに

していた大きな都よ。 17あれほどの富が、

一瞬のうちに荒れすたれてしまった。』ま

た、すべての船長、すべての船客、水夫、

海で働く者たちも、遠く離れて立っていて

、 18彼女が焼かれる煙を見て、叫んで言い

ました。『このすばらしい都のような所が

ほかにあろうか。』 19それから、彼らは、

頭にちりをかぶって、泣き悲しみ、叫んで

言いました。『わざわいが来た。わざわい

が来た。大きな都よ。海に舟を持つ者はみ

な、この都のおごりによって富を得ていた

のに、それが一瞬のうちに荒れすたれると

は。』 20おお、天よ、聖徒たちよ、使徒た

ちよ、預言者たちよ。この都のことで喜び

なさい。神は、あなたがたのために、この

都にさばきを宣告されたからです。」 21ま

た、ひとりの強い御使いが、大きい、ひき

臼のような石を取り上げ、海に投げ入れて

言った。「大きな都バビロンは、このよう

に激しく打ち倒されて、もはやなくなって

消えうせてしまう。 22立琴をひく者、歌を

歌う者、笛を吹く者、ラッパを鳴らす者の

声は、もうおまえのうちに聞かれなくなる

。あらゆる技術を持った職人たちも、もう

おまえのうちに見られなくなる。ひき臼の

音も、もうおまえのうちに聞かれなくなる

。 23ともしびの光は、もうおまえのうちに

輝かなくなる。花婿、花嫁の声も、もうお

まえのうちに聞かれなくなる。なぜなら、

おまえの商人たちは地上の力ある者どもで

、すべての国々の民がおまえの魔術にだま

されていたからだ。 24また、預言者や聖徒

たちの血、および地上で殺されたすべての

人々の血が、この都の中に見いだされたか

らだ。」

19この後、私は、天に大群衆の大きい声
のようなものが、こう言うのを聞いた
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。 「ハレルヤ。救い、栄光、力は、われら

の神のもの。 2神のさばきは真実で、正し

いからである。神は不品行によって地を汚

した大淫婦をさばき、ご自分のしもべたち

の血の報復を彼女にされたからである。」

3彼らは再び言った。「ハレルヤ。彼女の

煙は永遠に立ち上る。」 (aiōn g165) 4すると

、二十四人の長老と四つの生き物はひれ伏

し、御座についておられる神を拝んで、「

アーメン。ハレルヤ。」と言った。 5また

、御座から声が出て言った。 「すべての、

神のしもべたち。小さい者も大きい者も、

神を恐れかしこむ者たちよ。われらの神を

賛美せよ。」 6また、私は大群衆の声、大

水の音、激しい雷鳴のようなものが、こう

言うのを聞いた。 「ハレルヤ。万物の支配

者である、われらの神である主は王となら

れた。 7私たちは喜び楽しみ、神をほめた

たえよう。小羊の婚姻の時が来て、花嫁は

その用意ができたのだから。 8花嫁は、光

り輝く、きよい麻布の衣を着ることを許さ

れた。その麻布とは、聖徒たちの正しい行

ないである。」 9御使いは私に「小羊の婚

宴に招かれた者は幸いだ、と書きなさい。

」と言い、また、「これは神の真実のこと

ばです。」と言った。 10そこで、私は彼を

拝もうとして、その足もとにひれ伏した。

すると、彼は私に言った。「いけません。

私は、あなたや、イエスのあかしを堅く保

っているあなたの兄弟たちと同じしもべで

す。神を拝みなさい。イエスのあかしは預

言の霊です。」 11また、私は開かれた天を

見た。見よ。白い馬がいる。それに乗った

方は、「忠実また真実。」と呼ばれる方で

あり、義をもってさばきをし、戦いをされ

る。 12その目は燃える炎であり、その頭に

は多くの王冠があって、ご自身のほかだれ

も知らない名が書かれていた。 13その方は

血に染まった衣を着ていて、その名は「神

のことば」と呼ばれた。 14天にある軍勢は

まっ白な、きよい麻布を着て、白い馬に乗

って彼につき従った。 15この方の口からは

諸国の民を打つために、鋭い剣が出ていた

。この方は、鉄の杖をもって彼らを牧され

る。この方はまた、万物の支配者である神

の激しい怒りの酒ぶねを踏まれる。 16その

着物にも、ももにも、「王の王、主の主。

」という名が書かれていた。 17また私は、

太陽の中にひとりの御使いが立っているの

を見た。彼は大声で叫び、中天を飛ぶすべ

ての鳥に言った。「さあ、神の大宴会に集

まり、 18王の肉、千人隊長の肉、勇者の肉

、馬とそれに乗る者の肉、すべての自由人

と奴隷、小さい者と大きい者の肉を食べよ

。」 19また私は、獣と地上の王たちとその

軍勢が集まり、馬に乗った方とその軍勢と

戦いを交えるのを見た。 20すると、獣は捕

えられた。また、獣の前でしるしを行ない

、それによって獣の刻印を受けた人々と獣

の像を拝む人々とを惑わしたあのにせ預言

者も、彼といっしょに捕えられた。そして

、このふたりは、硫黄の燃えている火の池

に、生きたままで投げ込まれた。 (Limnē Pyr

g3041 g4442) 21残りの者たちも、馬に乗った方

の口から出る剣によって殺され、すべての

鳥が、彼らの肉を飽きるほどに食べた。

20また私は、御使いが底知れぬ所のかぎ
と大きな鎖とを手に持って、天から下

って来るのを見た。 (Abyssos g12) 2彼は、悪

魔でありサタンである竜、あの古い蛇を捕
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え、これを千年の間縛って、 3底知れぬ所

に投げ込んで、そこを閉じ、その上に封印

して、千年の終わるまでは、それが諸国の

民を惑わすことのないようにした。サタン

は、そのあとでしばらくの間、解き放され

なければならない。 (Abyssos g12) 4また私は

、多くの座を見た。彼らはその上にすわっ

た。そしてさばきを行なう権威が彼らに与

えられた。また私は、イエスのあかしと神

のことばとのゆえに首をはねられた人たち

のたましいと、獣やその像を拝まず、その

額や手に獣の刻印を押されなかった人たち

を見た。彼らは生き返って、キリストとと

もに、千年の間王となった。 5そのほかの

死者は、千年の終わるまでは、生き返らな

かった。これが第一の復活である。 6この

第一の復活にあずかる者は幸いな者、聖な

る者である。この人々に対しては、第二の

死は、なんの力も持っていない。彼らは神

とキリストとの祭司となり、キリストとと

もに、千年の間王となる。 7しかし千年の

終わりに、サタンはその牢から解き放され

、 8地の四方にある諸国の民、すなわち、

ゴグとマゴグを惑わすために出て行き、戦

いのために彼らを召集する。彼らの数は海

べの砂のようである。 9彼らは、地上の広

い平地に上って来て、聖徒たちの陣営と愛

された都とを取り囲んだ。すると、天から

火が降って来て、彼らを焼き尽くした。 10

そして、彼らを惑わした悪魔は火と硫黄と

の池に投げ込まれた。そこは獣も、にせ預

言者もいる所で、彼らは永遠に昼も夜も苦

しみを受ける。 (aiōn g165, Limnē Pyr g3041 g4442)

11また私は、大きな白い御座と、そこに着

座しておられる方を見た。地も天もその御

前から逃げ去って、あとかたもなくなった

。 12また私は、死んだ人々が、大きい者も

、小さい者も御座の前に立っているのを見

た。そして、数々の書物が開かれた。また

、別の一つの書物も開かれたが、それは、

いのちの書であった。死んだ人々は、これ

らの書物に書きしるされているところに従

って、自分の行ないに応じてさばかれた。

13海はその中にいる死者を出し、死もハデ

スも、その中にいる死者を出した。そして

人々はおのおの自分の行ないに応じてさば

かれた。 (Hadēs g86) 14それから、死とハデス

とは、火の池に投げ込まれた。これが第二

の死である。 (Hadēs g86, Limnē Pyr g3041 g4442) 15

いのちの書に名のしるされていない者はみ

な、この火の池に投げ込まれた。 (Limnē Pyr

g3041 g4442)

21また私は、新しい天と新しい地とを見
た。以前の天と、以前の地は過ぎ去り

、もはや海もない。 2私はまた、聖なる都

、新しいエルサレムが、夫のために飾られ

た花嫁のように整えられて、神のみもとを

出て、天から下って来るのを見た。 3その

とき私は、御座から出る大きな声がこう言

うのを聞いた。「見よ。神の幕屋が人とと

もにある。神は彼らとともに住み、彼らは

その民となる。また、神ご自身が彼らとと

もにおられて、 4彼らの目の涙をすっかり

ぬぐい取ってくださる。もはや死もなく、

悲しみ、叫び、苦しみもない。なぜなら、

以前のものが、もはや過ぎ去ったからであ

る。」 5すると、御座に着いておられる方

が言われた。「見よ。わたしは、すべてを

新しくする。」また言われた。「書きしる

せ。これらのことばは、信ずべきものであ
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り、真実である。」 6また言われた。「事

は成就した。わたしはアルファであり、オ

メガである。最初であり、最後である。わ

たしは、渇く者には、いのちの水の泉から

、価なしに飲ませる。 7勝利を得る者は、

これらのものを相続する。わたしは彼の神

となり、彼はわたしの子となる。 8しかし

、おくびょう者、不信仰の者、憎むべき者

、人を殺す者、不品行の者、魔術を行なう

者、偶像を拝む者、すべて偽りを言う者ど

もの受ける分は、火と硫黄との燃える池の

中にある。これが第二の死である。」 (Limnē

Pyr g3041 g4442) 9また、最後の七つの災害の満

ちているあの七つの鉢を持っていた七人の

御使いのひとりが来た。彼は私に話して、

こう言った。「ここに来なさい。私はあな

たに、小羊の妻である花嫁を見せましょう

。」 10そして、御使いは御霊によって私を

大きな高い山に連れて行って、聖なる都エ

ルサレムが神のみもとを出て、天から下っ

て来るのを見せた。 11都には神の栄光があ

った。その輝きは高価な宝石に似ており、

透き通った碧玉のようであった。 12都には

大きな高い城壁と十二の門があって、それ

らの門には十二人の御使いがおり、イスラ

エルの子らの十二部族の名が書いてあった

。 13東に三つの門、北に三つの門、南に三

つの門、西に三つの門があった。 14また、

都の城壁には十二の土台石があり、それに

は、小羊の十二使徒の十二の名が書いてあ

った。 15また、私と話していた者は都とそ

の門とその城壁とを測る金の測りざおを持

っていた。 16都は四角で、その長さと幅は

同じである。彼がそのさおで都を測ると、

一万二千スタディオンあった。長さも幅も

高さも同じである。 17また、彼がその城壁

を測ると、人間の尺度で百四十四ペーキュ

スあった。これが御使いの尺度でもあった

。 18その城壁は碧玉で造られ、都は混じり

けのないガラスに似た純金でできていた。

19都の城壁の土台石はあらゆる宝石で飾ら

れていた。第一の土台石は碧玉、第二はサ

ファイヤ、第三は玉髄、第四は緑玉、 20第

五は赤縞めのう、第六は赤めのう、第七は

貴かんらん石、第八は緑柱石、第九は黄玉

、第十は緑玉髄、第十一は青玉、第十二は

紫水晶であった。 21また、十二の門は十二

の真珠であった。どの門もそれぞれ一つの

真珠からできていた。都の大通りは、透き

通ったガラスのような純金であった。 22私

は、この都の中に神殿を見なかった。それ

は、万物の支配者である、神であられる主

と、小羊とが都の神殿だからである。 23都

には、これを照らす太陽も月もいらない。

というのは、神の栄光が都を照らし、小羊

が都のあかりだからである。 24諸国の民が

、都の光によって歩み、地の王たちはその

栄光を携えて都に来る。 25都の門は一日中

決して閉じることがない。そこには夜がな

いからである。 26こうして、人々は諸国の

民の栄光と誉れとを、そこに携えて来る。

27しかし、すべて汚れた者や、憎むべきこ

とと偽りとを行なう者は、決して都にはい

れない。小羊のいのちの書に名が書いてあ

る者だけが、はいることができる。

22御使いはまた、私に水晶のように光る
いのちの水の川を見せた。それは神と

小羊との御座から出て、 2都の大通りの中

央を流れていた。川の両岸には、いのちの

木があって、十二種の実がなり、毎月、実
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ができた。また、その木の葉は諸国の民を

いやした。 3もはや、のろわれるものは何

もない。神と小羊との御座が都の中にあっ

て、そのしもべたちは神に仕え、 4神の御

顔を仰ぎ見る。また、彼らの額には神の名

がついている。 5もはや夜がない。神であ

る主が彼らを照らされるので、彼らにはと

もしびの光も太陽の光もいらない。彼らは

永遠に王である。 (aiōn g165) 6御使いはまた

私に、「これらのことばは、信ずべきもの

であり、真実なのです。」と言った。預言

者たちのたましいの神である主は、その御

使いを遣わし、すぐに起こるべき事を、そ

のしもべたちに示そうとされたのである。

7「見よ。わたしはすぐに来る。この書の

預言のことばを堅く守る者は、幸いである

。」 8これらのことを聞き、また見たのは

私ヨハネである。私が聞き、また見たとき

、それらのことを示してくれた御使いの足

もとに、ひれ伏して拝もうとした。 9する

と、彼は私に言った。「やめなさい。私は

、あなたや、あなたの兄弟である預言者た

ちや、この書のことばを堅く守る人々と同

じしもべです。神を拝みなさい。」 10また

、彼は私に言った。「この書の預言のこと

ばを封じてはいけない。時が近づいている

からである。 11不正を行なう者はますます

不正を行ない、汚れた者はますます汚れを

行ないなさい。正しい者はいよいよ正しい

ことを行ない、きよい者はいよいよきよき

ことを行ないなさい。」 12「見よ。わたし

はすぐに来る。わたしはそれぞれのしわざ

に応じて報いるために、わたしの報いを携

えて来る。 13わたしはアルファであり、オ

メガである。最初であり、最後である。初

めであり、終わりである。」 14自分の着物

を洗って、いのちの木の実を食べる権利を

与えられ、門を通って都にはいれるように

なる者は、幸いである。 15犬ども、魔術を

行なう者、不品行の者、人殺し、偶像を拝

む者、好んで偽りを行なう者はみな、外に

出される。 16「わたし、イエスは御使いを

遣わして、諸教会について、これらのこと

をあなたがたにあかしした。わたしはダビ

デの根、また子孫、輝く明けの明星である

。」 17御霊も花嫁も言う。「来てください

。」これを聞く者は、「来てください。」

と言いなさい。渇く者は来なさい。いのち

の水がほしい者は、それをただで受けなさ

い。 18私は、この書の預言のことばを聞く

すべての者にあかしする。もし、これにつ

け加える者があれば、神はこの書に書いて

ある災害をその人に加えられる。 19また、

この預言の書のことばを少しでも取り除く

者があれば、神は、この書に書いてあるい

のちの木と聖なる都から、その人の受ける

分を取り除かれる。 20これらのことをあか

しする方がこう言われる。「しかり。わた

しはすぐに来る。」アーメン。主イエスよ

、来てください。 21主イエスの恵みがすべ

ての者とともにあるように。アーメン。
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Meaning:

Temporary prison for special fallen angels such as Apollyon, the Beast, and Satan.

aïdios g126
Greek: adjective
Usage: 2 times in Romans 1:20 and Jude 6
Meaning:

Lasting, enduring forever, eternal.

aiōn g165
Greek: noun
Usage: 127 times in 22 books, 75 chapters, and 102 verses
Meaning:

A lifetime or time period with a beginning and end, an era, an age, the completion of
which is beyond human perception, but known only to God the creator of the aiōns,
Hebrews 1:2. Never meaning simple endless or infinite chronological time in Greek
usage. Read Dr. Heleen Keizer and Ramelli and Konstan for proofs.

aiōnios g166
Greek: adjective
Usage: 71 times in 19 books, 44 chapters, and 69 verses
Meaning:

From start to finish, pertaining to the age, lifetime, entirety, complete, or even
consummate. Never meaning simple endless or infinite chronological time in Koine
Greek usage. Read Dr. Heleen Keizer and Ramelli and Konstan for proofs.

eleēsē g1653
Greek: verb, aorist tense, active voice, subjunctive mood, 3rd person singular
Usage: 1 time in this conjugation, Romans 11:32
Meaning:

To have pity on, to show mercy. Typically, the subjunctive mood indicates possiblity,
not certainty. However, a subjunctive in a purpose clause is a resulting action as certain
as the causal action. The subjunctive in a purpose clause functions as an indicative, not
an optative. Thus, the grand conclusion of grace theology in Romans 11:32 must be
clarified. God's mercy on all is not a possibility, but a certainty. See ntgreek.org.

https://www.aionianbible.org/Glossary


Geenna g1067
Greek: proper noun, place
Usage: 12 times in 4 books, 7 chapters, and 12 verses
Meaning:

Valley of Hinnom, Jerusalem's trash dump, a place of ruin, destruction, and judgment
in this life, or the next, though not eternal to Jesus' audience.

Hadēs g86
Greek: proper noun, place
Usage: 11 times in 5 books, 9 chapters, and 11 verses
Meaning:

Synonomous with Sheol, though in New Testament usage Hades is the temporal
place of punishment for deceased unbelieving mankind, distinct from Paradise for
deceased believers.

Limnē Pyr g3041 g4442
Greek: proper noun, place
Usage: Phrase 5 times in the New Testament
Meaning:

Lake of Fire, final punishment for those not named in the Book of Life, prepared for
the Devil and his angels, Matthew 25:41.

Sheol h7585
Hebrew: proper noun, place
Usage: 66 times in 17 books, 50 chapters, and 64 verses
Meaning:

The grave or temporal afterlife world of both the righteous and unrighteous, believing
and unbelieving, until the general resurrection.

Tartaroō g5020
Greek: proper noun, place
Usage: 1 time in 2 Peter 2:4
Meaning:

Temporary prison for particular fallen angels awaiting final judgment.



用語集 +
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Glossary references are below. Strong's Hebrew and Greek number notes are added to
64 Old Testament and 200 New Testament verses. Questioned verse translations do not
contain Aionian Glossary words and may wrongly imply eternal or Hell. * The note
placement is skipped or adjusted for verses with non-standard numbering.

Abyssos
ルカの福音書 8:31

ローマ人への手紙 10:7

ヨハネの黙示録 9:1
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ヨハネの黙示録 11:7
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ヨハネの黙示録 20:1

ヨハネの黙示録 20:3

aïdios
ローマ人への手紙 1:20

ユダの手紙 1:6

aiōn
マタイの福音書 12:32

マタイの福音書 13:22
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ルカの福音書 1:55

ルカの福音書 1:70
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使徒の働き 15:18
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ローマ人への手紙 11:36
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コリント人への手紙第一 1:20
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コリント人への手紙第一 2:7
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コリント人への手紙第二 4:4

コリント人への手紙第二 9:9

コリント人への手紙第二 11:31

ガラテヤ人への手紙 1:4

ガラテヤ人への手紙 1:5

エペソ人への手紙 1:21

エペソ人への手紙 2:2
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エペソ人への手紙 3:9
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ピリピ人への手紙 4:20

コロサイ人への手紙 1:26

テモテへの手紙第一 1:17

テモテへの手紙第一 6:17

テモテへの手紙第二 4:10

テモテへの手紙第二 4:18

テトスへの手紙 2:12

ヘブル人への手紙 1:2

ヘブル人への手紙 1:8

ヘブル人への手紙 5:6

ヘブル人への手紙 6:5

ヘブル人への手紙 6:20

ヘブル人への手紙 7:17

ヘブル人への手紙 7:21

ヘブル人への手紙 7:24

ヘブル人への手紙 7:28

ヘブル人への手紙 9:26

ヘブル人への手紙 11:3

ヘブル人への手紙 13:8

ヘブル人への手紙 13:21

ペテロの手紙第一 1:23

ペテロの手紙第一 1:25

ペテロの手紙第一 4:11

ペテロの手紙第一 5:11

ペテロの手紙第二 3:18

ヨハネの手紙第一 2:17

ヨハネの手紙第二 1:2

ユダの手紙 1:13

ユダの手紙 1:25

ヨハネの黙示録 1:6

ヨハネの黙示録 1:18

ヨハネの黙示録 4:9

ヨハネの黙示録 4:10

ヨハネの黙示録 5:13

ヨハネの黙示録 7:12

ヨハネの黙示録 10:6

ヨハネの黙示録 11:15

ヨハネの黙示録 14:11

ヨハネの黙示録 15:7

ヨハネの黙示録 19:3

ヨハネの黙示録 20:10

ヨハネの黙示録 22:5

aiōnios
マタイの福音書 18:8

マタイの福音書 19:16

マタイの福音書 19:29

マタイの福音書 25:41

マタイの福音書 25:46

マルコの福音書 3:29

マルコの福音書 10:17

マルコの福音書 10:30

ルカの福音書 10:25

ルカの福音書 16:9

ルカの福音書 18:18

ルカの福音書 18:30

ヨハネの福音書 3:15
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ヨハネの福音書 4:14
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https://www.AionianBible.org/Bibles/Japanese---New-Japanese-New-Testament/Noted


ヨハネの福音書 10:28

ヨハネの福音書 12:25
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テトスへの手紙 3:7

ピレモンへの手紙 1:15
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eleēsē
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ルカの福音書 16:23

使徒の働き 2:27

使徒の働き 2:31

コリント人への手紙第一 15:55

ヨハネの黙示録 1:18

ヨハネの黙示録 6:8
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創世記 44:31
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民数記 16:33
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ヨブ記 17:13
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箴言知恵の泉 15:11

箴言知恵の泉 15:24

箴言知恵の泉 23:14

箴言知恵の泉 27:20

箴言知恵の泉 30:16

伝道者の書 9:10

雅歌 8:6

イザヤ書 5:14

イザヤ書 7:11

イザヤ書 14:9

イザヤ書 14:11

イザヤ書 14:15

イザヤ書 28:15

イザヤ書 28:18

イザヤ書 38:10

イザヤ書 38:18

イザヤ書 57:9

エゼキエル書 31:15

エゼキエル書 31:16

エゼキエル書 31:17

エゼキエル書 32:21

エゼキエル書 32:27
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ペテロの手紙第二 2:4
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None yet noted



信仰によって、アブラハムは、相続財産として受け取るべき地に出て行けとの召しを受けたとき、これに従い、

どこに行くのかを知らないで、出て行きました。 - ヘブル人への手紙 11:8



さて、パロが民を去らせた時、ペリシテびとの国の道は近かったが、神は彼らをそれに導かれなかった。

民が戦いを見れば悔いてエジプトに帰るであろうと、神は思われたからである。 - 出エジプト記 13:17
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神の福音のために選び分けられ、使徒として召されたキリスト・イエスのしもべパウロ、

- ローマ人への手紙 1:1



Creation 4004 B.C.

Resurrected 33 A.D.Jesus Christ born 4 B.C.

New Heavens and Earth
	 Adam and Eve created	 4004
	 Tubal-cain forges metal	 3300
	 Enoch walks with God	 3017
	 Methuselah dies at age 969	 2349
	 God floods the Earth	 2349
	 Tower of Babel thwarted	 2247
	 Abraham sojourns to Canaan	 1922
	 Jacob moves to Egypt	 1706
	 Moses leads Exodus from Egypt	 1491
	 Gideon judges Israel	 1245
	 Ruth embraces the God of Israel	 1168
	 David installed as King	 1055
	 King Solomon builds the Temple	 1018
	 Elijah defeats Baal’s prophets	 896
	 Jonah preaches to Nineveh	 800
	 Assyrians conquer Israelites	 721
	 King Josiah reforms Judah	 630
	 Babylonians capture Judah	 605
	 Persians conquer Babylonians	 539
	 Cyrus frees Jews, rebuilds Temple	 537
	 Nehemiah rebuilds the wall	 454
	 Malachi prophecies the Messiah	 416
	 Greeks conquer Persians	 331
	 Seleucids conquer Greeks 	 312
	 Hebrew Bible translated to Greek	 250
	 Maccabees defeat Seleucids  	 165
	 Romans subject Judea	 63
	 Herod the Great rules Judea	 37
	 (The Annals of the World, James Uusher)	

	 Christ returns for his people
1956	 Jim Elliot martyrd in Ecuador
1830	 John Williams reaches Polynesia
1731	 Zinzendorf leads Moravian mission
1614	 Japanese kill 40,000 Christians
1572	 Jesuits reach Mexico  
1517	 Martin Luther leads Reformation
1455	 Gutenberg prints first Bible
1323	 Franciscans reach Sumatra
1276	 Ramon Llull trains missionaries
1100	 Crusades tarnish the church
1054	 The Great Schism
997	 Adalbert marytyrd in Prussia
864	 Bulgarian Prince Boris converts
716	 Boniface reaches Germany
635	 Alopen reaches China
569	 Longinus reaches Alodia / Sudan
432	 Saint Patrick reaches Ireland
397	 Carthage ratifies Bible Canon
341	 Ulfilas reaches Goth / Romania
325	 Niceae proclaims God is Trinity
250	 Denis reaches Paris, France
197	 Tertullian writes Christian literature
70	 Titus destroys the Jewish Temple
61	 Paul imprisoned in Rome, Italy
52	 Thomas reaches Malabar, India
39	 Peter reaches Gentile Cornelius
33	 Holy Spirit empowers the Church
	 (Wikipedia, Timeline of Christian missions)



What are we? Genesis 1:26 - 2:3		      Mankind is created in God’s image, male and female He created us

How are we sinful? Romans 5:12-19		      Sin entered the world through Adam and then death through sin

Where are we?

				             When are we?

Innocence Fallen Glory

Eternity
Past

Creation
4004 B.C.

Fall to sin
No Law

Moses’ Law
1500 B.C.

Christ
33 A.D.

Church Age
Kingdom Age

New Heavens
and Earth

Who
are
we?

God

Father
John 10:30

God’s
perfect
fellowship

Genesis 1:31

God’s
perfect
fellowship
with
Adam
in The
Garden
of Eden

1 Timothy 6:16
Living in unapproachable light Acts 3:21

Philippians 2:11
Revelation 20:3

God’s
perfectly
restored
fellowship
with all
Mankind
praising
Christ 
as Lord
in the
Holy
City

Son John 8:58
Pre-incarnate

John 1:14
Incarnate

Luke 23:43
Paradise

Holy Spirit Psalm 139:7
Everywhere

John 14:17
Living in believers

Mankind

Living

Genesis 1:1

No Creation
No people

Ephesians 2:1-5
Serving the Savior or Satan on Earth

Deceased
believing

Luke 16:22
Blessed in Paradise

Deceased
unbelieving

Luke 16:23, Revelation 20:5,13
Punished in Hades until the final judgment

Angels

Holy Hebrews 1:14
Serving mankind at God’s command

Imprisoned

Genesis 1:31

No Fall
No unholy Angels

2 Peter 2:4, Jude 6
Imprisoned in Tartarus

Matthew 25:41
Revelation 20:10

Lake of Fire
prepared
for the
Devil
and his
Angels

Fugitive

1 Peter 5:8, Revelation 12:10

Rebelling against Christ
Accusing mankind

Revelation 20:13
Thalaasa

First
Beast Revelation 19:20

Lake of FireFalse
Prophet

Satan Revelation 20:2
Abyss

Why are we? Romans 11:25-36, Ephesian 2:7	    For God has bound all over to disobedience in order to show mercy to all



運命
日本語 at AionianBible.org/Destiny

The Aionian Bible shows the location of eleven special Greek and Hebrew Aionian
Glossary words to help us better understand God’s love for individuals and for all
mankind, and the nature of after-life destinies. The underlying Hebrew and Greek words
typically translated as Hell show us that there are not just two after-life destinies, Heaven
or Hell. Instead, there are a number of different locations, each with different purposes,
different durations, and different inhabitants. Locations include 1) Old Testament Sheol
and New Testament Hadēs, 2) Geenna, 3) Tartaroō, 4) Abyssos, 5) Limnē Pyr, 6)
Paradise, 7) The New Heaven, and 8) The New Earth. So there is reason to review our
conclusions about the destinies of redeemed mankind and fallen angels.

The key observation is that fallen angels will be present at the final judgment, 2 Peter
2:4 and Jude 6. Traditionally, we understand the separation of the Sheep and the Goats
at the final judgment to divide believing from unbelieving mankind, Matthew 25:31-46
and Revelation 20:11-15. However, the presence of fallen angels alternatively suggests
that Jesus is separating redeemed mankind from the fallen angels. We do know that
Jesus is the helper of mankind and not the helper of the Devil, Hebrews 2. We also
know that Jesus has atoned for the sins of all mankind, both believer and unbeliever
alike, 1 John 2:1-2. Deceased believers are rewarded in Paradise, Luke 23:43, while
unbelievers are punished in Hades as the story of Lazarus makes plain, Luke 16:19-31.
Yet less commonly known, the punishment of this selfish man and all unbelievers is
before the final judgment, is temporal, and is punctuated when Hades is evacuated,
Revelation 20:13. So is there hope beyond Hades for unbelieving mankind? Jesus
promised, “the gates of Hades will not prevail,” Matthew 16:18. Paul asks, “Hades where
is your victory?” 1 Corinthians 15:55. John wrote, “Hades gives up,” Revelation 20:13.

Jesus comforts us saying, “Do not be afraid,” because he holds the keys to unlock death
and Hades, Revelation 1:18. Yet too often our Good News sounds like a warning to “be
afraid” because Jesus holds the keys to lock Hades! Wow, we have it backwards! Hades
will be evacuated! And to guarrantee hope, once emptied, Hades is thrown into the Lake
of Fire, never needed again, Revelation 20:14.

Finally, we read that anyone whose name is not written in the Book of Life is thrown into
the Lake of Fire, the second death, with no exit ever mentioned or promised, Revelation
21:1-8. So are those evacuated from Hades then, “out of the frying pan, into the fire?”
Certainly, the Lake of Fire is the destiny of the Goats. But, do not be afraid. Instead,
read the Bible's explicit mention of the purpose of the Lake of Fire and the identity of the
Goats, “Then he will say also to those on the left hand, ‘Depart from me, you cursed,
into the consummate fire which is prepared for... the devil and his angels,’” Matthew
25:41. Bad news for the Devil. Good news for all mankind!

Faith is not a pen to write your own name in the Book of Life. Instead, faith is the
glasses to see that the love of Christ for all mankind has already written our names in
Heaven. Jesus said, “You did not choose me, but I chose you,” John 15:16. Though
unbelievers will suffer regrettable punishment in Hades, redeemed mankind will never
enter the Lake of Fire, prepared for the devil and his angels. And as God promised, all
mankind will worship Christ together forever, Philippians 2:9-11.

https://www.AionianBible.org/Destiny


それゆえ、あなたがたは行って、あらゆる国の人々を弟子としなさい。そして、父、子、聖霊の御名によってバプテスマを授け、

- マタイの福音書 28:19
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